木曽 ノー ト は じ め に 


ぐ く は じ め に > 


木曽 学 の 新た な 展開 を 目指 し て 


木曽 ノ フート の 目的 と 意義 


曽 学 は 「 過 去 に 学び 、 地 域 を みつ め 、 和 将来 を 創る 」 と いう スロ ー ガ ン の 元 、 木 曽 
の 地域 資源 を 掘り 起こ し 、 長 期 的 な 視野 に た っ た 町 づく り を 行う た め の 「 タ ネ ( シ 
ー ド )」 を 育む こと を 目的 と し た 地域 学 の 一 種 で す 。 そ の 活動 開始 か ら 7 年 が 経過 
し 、 既 に 一 定 の 成果 を あげ て も いる 木曽 学 で す が 、 よ り 具 体 的 な 事業 や 産業 の 創出 
へ と つなげ て いく た め に は 、 新 し い 「 刺 激 」 が 必要 で ある よう に も 思わ れ ま す 。 
そこ で 「 木 曽 ノ ー ト 」 と 題 さ れ た この レポ ー ト は 、 木 曽 学 に 新た な 「 視 点 」 を 導入 
する こと を 目的 と し て まとめ られ た も の で す 。 こ こ で 、 私 た ち が 「 木 曽 学 」 に 導入 
すべ き で ある と 考え た 「 新 た な 視点 」 と は 、 以 下 の 3 つ に 大 別 さ れ ま す 。 


目 「 都 市 生活 者 」 と いう 視点 

これ まで 、 ど ちら か と いう と 地元 の 地域 学 的 色彩 が 強かっ た 「 木 曽 学 」 に 対し 、 都 
市 生活 者 と いう 視点 を 導入 する こと に よっ て 、 木 曽 町 に 数 多く 存在 する 地域 資源 の 
うち 、 何 を どの よう に 「 再 編集 」 す れ ば 、 都 市 生活 者 の ニー ズ に マッ チ す る の か 、 
考察 する 。 


馬 「 点 か ら 面 へ 」 と いう 視点 

すん き や 保 養 地 療 法 、 木 曽 馬 、 八 沢 春 鹿 と いっ た 具合 に 、 個 々 の テー マ ご と に バラ 
バラ に 研究 され て きた 「 木 曽 学 」 に 対し 、 テ ー マ 間 の つなが りや 関連 性 を 見 い だ す 
こと で 、 そ れ ぞ れ を 「 点 」 で は な く 「 線 」 あ る い は 「 面 」 と し て 捉え られ る よう 試 
みる 。 


馬 「 物 語 化 」 と いう 視点 

上 記 2 つの 視点 を 導入 する こと で 抽出 され る 木曽 町 の 「 強 み 」 や 「 オ リ ジ ナ リティ 」 
を 元 に 、 で きる 限り 具体 的 な ター ゲッ ト 像 を 想定 し な が ら 、 そ れ ら を 「 物 語 」 化 す 
る こと で 、 よ り 強 い 訴求 力 を 発揮 する 手がかり と な る よう 、 考 察する 。 


上 記 3 つの 視点 に よる 考察 を 進め て いく に あたり 、 私 た ち は 「 木 曽 学 」 で 取り 上 げ 
られ て きた テー マ を 、「 木 」「 水 」「 山 」「 い きも の 」「 食 べ も の 」「 人 と 文化 」 と いう 
6 つの ジャ ン ル に 分 類 し て 考え て みる こと に し まし た 。 

た だ し 、 木 曽 の 地域 資源 の 全て を 、 百 科 事 典 的 に 網羅 し て 整理 し よう と 目指 し た も 
の で は あり ませ ん 。 た くさ ん ある 木曽 の 地域 資源 の 中 か ら 、 特 に 都市 生活 者 の 目 に 
魅力 的 に 映る も の だ け を 抽出 し 、 そ れ ら を 互い に 関連 づけ た り 、 違 っ た 文脈 に 置い 
て みた りす る こと に より 、 新 た な 展開 へ の 「 手 が か り 」 と な る よう 、 企 図 さ れ た も 
の で す 。 
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木曽 は 今 も 「 木 の 国 」 た り 得 る か ? 
木曽 クラ フト の 成立 を 目指 し て 


水 は 地 域 を 映す 鏡 
木曽 の 水 も の が た り 
木曽 川 の 恵み 、 ふ た た び 。 
木曽 の 酒 文化 
薬効 あら た か な 木曽 町 の 温泉 
木曽 式 ア クア ツー リズ ム 


木曽 は すべ て 山 の 中 
木曽 式 ク アオ ルト 構想 

(1) 木曽 の 山 の 和 森林 療法 

(2) 木曽 式 温泉 療法 

(3) 木曽 は 薬 の 山 で も ある 

(4) 御 獄 の 恵み ・ す ん き 健 康 法 
(5) 木曽 馬 セ ラ ピ ー 
樹木 葬 と いう 新しい 死に 方 


座談 会 / 蝶 の 道 、 風 の 道 、 水 の 道 。 
KISOYAMA イニ シア ティ ブ 


スロ ー フ ー ド の 現在 
木曽 の 食卓 
生き る 力 を 呼び 覚ます 食べ も の 


唄 、 あ る い は 木曽 の 魂 。 


祭り 、 あ る い は 木曽 の アイ デン ティ ティ 。 
祈り 、 あるいは 見 え ざ る も の を 信じ る 力 。 


木曽 の 人 間 力 


木曽 の 強み は 、 ナ ンチ ャ ラ ホ イ 。 
後記 
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木 暫 は 今 る 


木曽 は 日 本 で も 有数 の 「 木 の 国 」 と し て 名 を 馳せ て きた が 、 
それ は 何と 言っ て も 天下 の 名 木 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 の お か げ で 
ある 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


ぐ 木 曽 の 木 > 
「 木 の 国 ] た 5 得る か ? 
木曽 町 の 木工 業 の 現在 
目 木 曽 は 木 の 国 


島崎 藤村 が 「 す べ て 山 の 中 」 と 形容 し た 木曽 は 、 森 林 率 94% を 誇 
日 本 で も 有数 の 「 木 の 国 」 と し て 、 そ の 名 が 全国 に 知ら れ て いま す 。 し か 
し 、 森 林 率 の 高い 山 が ちな 地域 な ん て 、 実 は 日 本 中 どこ に で も あり ます 。 


が 歴史 上 、 最 も 古く か ら 「 木 の 国 」 と 誠 わ れ た 吉野 や 熊野 を 筆頭 に 、 自 ら の 
: 地域 を 「 木 の 国 」 と 呼ぶ 地方 自治 体 は 、 そ れこ そ 「 山 の よう に 」 あ る の で 


す 。 日 本 の 地方 は どこ も 「 山 の 中 」 に ある 「 木 の 国 」 と 言っ て も 過言 で は 
あり ませ ん 。 

木曽 が 「 木 の 国 」 と 称え られ る の は 、 た だ 単に 木 が た くさ ん ある か ら で 
は あり ませ ん 。 そ れ は 、 長 野 県 歌 「 信 濃 の 国 」 で も 「 木 曽 の 谷 に は 真木 茂 
り 」 と 歌わ れる よう に 、 立 派 な 良 材 (真木 ) を た くさ ん 産出 する か ら こ そ 
与え られ た 称号 な の で す 。 そ し て 、 そ の 真木 と は 、 も ちろ ん 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 
に 他 な り ま せん 。 木曽 は 、 日 本 で 最も 良質 な 天然 ヒノ キ を 産出 する 場所 と 
し て 、「 木 の 国 」 と 称え られ た の で す 。 

「 木 曽 ヒ ノ キ 」 が いか に 優れ た 名 木 で ある か か と いう こと に つい て は 、 
18 世紀 以来 、 伊 勢 神宮 の 式 年 遷宮 の 「 ご 神木 」 と し て 使用 され 続け て い 
る こと 、 た だ 1 点 だ け か ら 見 て も 明らか で す 。「 木 曽 」』 と いう 名 を 全国 に 
知ら し め た 要因 に つい て は 、 平 家 物 語 の 不運 の ヒー ロー 「 木 営 義 仲 」 や 、 
日 本 人 な ら 誰 も が 口 ず さ め る 「 木 曽 節 」 の 力 を 忘れ る わけ に は いき ませ ん 
が 、 も し も 木曽 に 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 が な か っ た な ら 、 木 曽 そ の も の の 価値 も 
知名 度 も 、 こ れ ほ ど ま で に 高く は な ら な か っ た は ず で す 。 


同 神 さま に 捧げ る 木 

常緑 針葉樹 で ある ヒノ キ は 、 日 本 の 固有 種 。 神 社 仏閣 な どの 建築 用 や 仏 
像 膨 記 用 の 材 と し て 、 日 本 人 に と っ て は 、 古 来 よ り 特 別 な 木 と し て 重用 さ 
れ て きま し た 。 

日 本 書 紀 で は 、 ス サ ノ オ ノミ コト が 「 浮 宝 (木製 の 舟 ) が な いと 我 が 子 
が 困る だ ろう 」 と 言っ て 「 明 を 抜い て 散ら す と スギ に 、 胸 毛 は ヒノ キ に 、 
尻 毛 は マキ に 、 眉 毛 は クス ノ キ に な り 、 ス ギ と クス ノ キ は 舟 に 、 ヒ ノ キ は 
端 宮 (立派 な 宮殿 ) に 、 マ キ は 現世 の 人 間 の 本 に せよ と 教え た 」 と あり 、 
この 頃 か ら 既 に ヒノ キ は 宮殿 の 建築 用 建材 と し て 使う よう 位置 づけ られ て 
いま し た 。 実 際 、 現 存する 世界 最 古 の 木造 建築 で ある 法隆寺 を は じ め と し 
て 、 東 大 寺 正 倉 院 や 銀閣寺 な ど 、 日 本 の 代表 的 な 木造 建築 に は みな 例外 な 


木曽 ヒノ キ は 日 本 一 の 建築 材 と し て 、 伊 勢 神宮 の 御用 材 と 
し て 用 いら れ て きた 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


く ヒ ノ キ が 使わ れ て いま す 。 

法隆寺 の 宮大工 と し て 知ら れる 故 ・ 西 岡 常 一 氏 は 、 語 り 書 き に よる 自伝 
『 木 の いのち 木 の こ ころ 』 の 中 で 、「 檜 は いい 材 で す 。 湿気 に 強い し 、 品 
が いい 、 香 り も いい 、 そ れ で いて 細工 が し や すい 、。 法隆寺 に は 千 二 百年 も 
前 の 檜 が あり ます が 、 今 で も 立派 に 建っ て いま すし 、 多 を か け て や り ま す 
と 、 今 で も いい 香り が し ます の や 。」 と 語っ て いま す 。 

「 木 目 の 整 っ た 白木 こそ が 美しい 」 と いう 日 本 人 特有 の 美意識 は 、 ヒ ノ 
キ に よっ て 育ま れ た も の で す 。「 総 檜 造 り 」 や 「 世 界 の 檜 舞 台 」 と いっ た 
言葉 が 示す よう に 、 ヒ ノ キ は 日 本 人 の ここ ろ の 拠り 所 と も 言え る 、 大 切な 
木 な の で す 。 

木材 と し て の ヒノ キ の 価値 は 、 耐 久 性 や 強度 は も ちろ ん の こと と 、 そ の 見 
た 目 の 美 し さ と 手触り の 良さ に あり ます 。 ヒ ノ キ の 木肌 は 、 湿 気 の 多 い 日 
本 で は 、 他 の どん な 木 よ り も し っ と りす べ す べ と 感 じ ら れ 、 手 の ひら や 足 
の 裏 に スッ と な じ む の で す 。 

さら に 、 忘 れ て な ら な い の が 、 そ の 独特 な 香り 。 ヒ ノ キ の 持つ 芳 酵 な 香 
り は 「 フ ィ ト ンチ ッ ド 」 と 呼ば れる 成分 を 多く 含み 、 抗 菌 ・ 防 カビ 効果 は 
も ちろ ん の こと 、 リ フレ ッシュ 効果 や 抗 ガン 作用 まで ある と 言わ れ て いま 
す 。 そ の た め 、 ヒ ノ キ を 用 いた 建築 物 は 環境 浄化 能力 に 富み 、 コ ンク リー 
ト や 新建 材 よ り も 優れ た 健康 ・ 長 寿 効果 を 有 し て いる 、 と 注目 され て いま 
す 。 古来 より ヒノ キ を 神社 仏閣 や 仏像 な ど に 多用 し て きた 日 本 人 は 、 は る 
か 音 か ら 、 こ うし た ヒノ キ の 力 を 熟知 し て いま し た 。 自然 志向 や 健康 志向 
が 強く な っ て いく 世界 的 潮流 に あっ て 、 ヒ ノ キ を 用 いた 木造 建築 物 へ の ニ 
ー ズ が 、 今後 ます ます 高まっ て いく も の と 期待 され ます 。 

そん な ヒノ キ の 中 で も 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 は 、 ま ざさ に 、 ヒ ノ キ 中 の ヒノ キ 。 
世界 最高 級 の 木材 と 評価 され て いま す 。 

木曽 ヒノ キ の 特長 は 、 何 と 言っ て も 繊細 な 木目 の 細か さ 。 元 来 、 成 長 の 
早い 樹種 で 知ら れる ヒノ キ で す が 、 山 の 傾斜 が 険しく 、 冬 の 寒さ が 厳し い 
木曽 で は 、 ゆ っ くり ゆっ くり 育ち ます 。 木曽 以外 の 温暖 な 地域 で は 40 年 
ほど で 成長 し て し まう の に 対し て 、 木 曽 で は 同じ 太 さ に な る まで に 倍 近い 
年 月 が 必要 だ と 言わ れ て いま す 。 樹 齢 300 年 以上 に も な る 天然 木曽 ヒノ キ 
で も 、 そ の 直径 は せい ぜ い 40cm 前 後に し か な り ま せん 。 そ の 分 、 木 目 が 
細か く な り 、 年 輪 が 1 ミリ 以内 と 言わ れる ほど 極め て 目 の 詰まっ た 材質 と 
な る の で す 。 こ の た め 、 耐 久 性 と 強度 に 優れ る だ け で な く 、 細 か く 美 し い 
木目 を 持っ た 、 優 美 で 繊細 な 材 と な る の で す 。 

木曽 ヒノ キ は 、 押 し も 押さ れ ぬ 木材 の トッ プ ブ ラン ド と し て 、 日 本 人 の 
心 に 深く 刻み 込ま れ て いま す 。 木曽 が 「 木 の 国 」 と し て 全国 に 名 を 馳せ て 
いる の は 、「 木 曽 ヒ ノ キ 」 の ブラ ンド 力 の お か げ で ある と いっ て も 過言 で 
は あり ませ ん 。 


邊 江戸 を 作っ た 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 
いく ら 素 晴らし い 名 木 で も 、 山 か ら 伐 り 出 され て 、 そ れ が 必要 と され る 
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消費 地 に 届け られ な い 限 り 、 経 済 的 な 価値 は 全く あり ませ ん 。 都 か ら 遠 く 
離れ 、 し か も 奥深 い 急 唆 な 山 の 中 に あっ た 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 は 、 伐 採 ・ 運 搬 
に 高度 な 技術 と コス ト が 必要 と され 、 古 く か ら そ の 存在 を 知ら れ て いな が 
ら も 、 豊 臣 秀吉 が 大 規模 伐採 に 乗り 出す まで は 、 ほ と ん ど が 手つかず の 原 
生 林 で し た 。 中世 ・ 木 曽 氏 の 時 代 か ら 、 既 に 「 木 曽 式 伐 木 運 材 法 」 に つ な 
が る 基礎 は 築 か れ て いま し た が 、 大 量 生産 で きる ほど の シス テム に は 至っ 
て いま せん で し た 。 

大 坂城 や 伏見 城 な どの 築城 や 朝鮮 出兵 を 企 て て いた 秀吉 は 、 大 量 の 木材 
を 必要 と し て いま し た 。 し か し 、 当 時 日 本 で は 既に 木曽 以外 の 天然 ヒノ キ 
林 は 全て 枯 湯 し て いた の で す 。 秀 吉 は 、 最 後 の 天 然 ヒ ノ キ 林 と し て 木曽 に 
着目 。 そ の 大 規模 開発 に 乗り 出し ます が 、 志 な か ば で 他界 し て し まい ます 。 
その 後 を 継い で 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 を 大 量 生産 で きる シス テム に 築き 上 げ 、 屈 
指 の トッ プ ブ ラン ド に まで 押し 上 げた の が 徳川 家康 で し た 。 家康 も また 、 
新しい 時 代 に ふさ わし い 都 づく り を 進め る た め に 、 大 量 の 木材 を 必要 と し 
て いた の で す 。 

家康 以前 の 江戸 は 、「 こ こも か し こも 汐入 の 茅原 」 (大道寺 友 山 『 岩 淵 夜 
話 別 集 .) と いわ れる ほど 、 人 影 も まばら な 片田 舎 で し た 。 家 康 は 、 山 を 
切り 崩し 、 入 り 江 を 埋め 立て 、 上 水道 を 引き 巡ら し 、 風 水 と 都市 機能 を 見 
事 に 両立 させ て 、 完 全 に 人 為 的 な 都市 開発 を 推し 進め ます 。 

その 結果 、 江 戸 の 人 口 は 18 世 紀 初 頭 に 100 万 人 を 突破 。 ロ ンド ン や パリ 
を も 凌 焦 する 世界 一 の 大 都市 と な り ま す 。 江戸 は 、 イ ン フ ラ か ら 政 治 ・ 経 
済 ・ 文 化 に 至る まで 、 政 治 力 に よっ て 人 為 的 に 整備 され た 、 世 界 で も 類 い 
希 な 計画 都市 で し た 。 こ うし た 江戸 の 大 規模 都市 開発 プロ ジェ クト を 支え 
た の が 、 他 な ら ぬ 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 だ っ た の で す 。 

作家 の 立松 和平 氏 は 、「 日 本 の 歴史 を 作っ た 森 」( 筑 摩 書 房 刊 ) の 中 で 、 
「 徳 川 家康 が まっ た く 新 し い 首都 構想 を 持っ て 江戸 に 幕府 を 開く こと に し 
た の は 、 木 材 供 給 の めど が 立つ た か ら で あ る 。 関 ヶ 原 合戦 で 石田 三成 の 指 
揮 す る 豊臣 連合 軍 を 破っ た 家康 が 、 ま っ 先 に 手 を 染め た の は 、 豊 臣 家 が 領 
有 し て いた 木曽 を 自分 の 蔵 入 地 、 す な わ ち 領土 に 組み 入れ た こと で ある 。 
(中 略 ) 都市 建設 に 、 木 曽 ヒ ノ キ の 果たし た 役割 は あま り に 大 きい 。 木曽 
の 森 が な けれ ば 、 江 戸 も 存在 し な か っ た と いえ る の で ある 。」 と 述べ て い 
ます 。 

まさ に 、 木 曽 は 江戸 開発 の 立役者 と な っ た の で す 。 そ し て 、 そ の お か げ 
で 、 木 曽 は 「 木 の 国 」 と 呼ば れる に 値する 場所 と な っ た の で す 。 


時 木曽 の 発展 は 「 木 曽 ヒ エノキ 」 と と も に 

木曽 の 開発 も また 、 家 康 の 明確 な 意図 の も と 、 計 画 的 に 推進 され た も の 
で し た 。 森林 施業 研究 家 の 原 田 文夫 氏 が まとめ た 「 木 曽 林業 史 」( 林 土 連 
研究 社 刊 「 木 曽 ひ の き 」 第 6 章 ) に よる と 、 家 康 が 行っ た 木曽 の 開発 施策 
は 、 以 下 の 3 点 に 要約 され ます 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


1) 監督 ・ 指 示 系 統 の 確立 

木曽 氏 の 元 家老 ・ 山 村 氏 を 代官 に 任命 し た 上 で 、 そ の 監督 役 と し て 、 佐 
渡 や 石見 の 鉱山 開発 で 実績 の あっ た 大 久保 長安 を 任命 。 木 曽 開発 に 必要 な 
経済 問題 や 他 藩 と の 折衝 を 担当 させ る 。 
2) 技術 と 労働 力 の 移植 

木曽 周辺 地域 は も ちろ ん の こと 、 近 畿 や 四国 に 至る まで 広範 囲 に わた る 
林業 先進 地 か ら 、 大 量 の 机 ・ 日 雇 を 木曽 に 呼び 寄せ て 移住 させ 、 労 働 力 と 
ノウ ハウ を 移植 し た 。 
3) 運 材 ル ー ト の 開発 ・ 整 備 

高瀬 川 の 水運 開発 な ど で 定 評 ひ の あっ た 、 京 都 の 豪商 ・ 角 倉 了 以 、 与 一 親 
子 を 登用 、 木 曽 川 の 河川 改修 を 命じ る 。 こ れ に より 、 木 曽 川 の 上 流 部 か ら 
下流 まで 、 木 材 の 運搬 ルー ト が 確立 し た 。 


この よう に 、 家 康 は 慕 大 な 人 ・ 金 ・ モ ノ を 木曽 に 投資 し た の で す 。 大 久 
保 長 安 や 角倉 了 以 と いっ た 、 大 規模 都市 開発 で 既に 実績 の あっ た 実力 者 を 
関与 す せ て いる こと か ら 見 て も 、 木 曽 開発 へ の 並々 な ら ぬ 意欲 が わか り ま 
す 。 

その 結果 、 木 曽 の 人 口 は 劇 的 に 増加 し ます 。 木 曽 氏 統括 時 代 に は お よそ 
17.000 人 程度 だ っ た 人 口 が 、 江 戸 時 代 に 入っ て 約 30.000 人 と 、 倍 増 近く 
まで いき な り 急 増す る の で す 。 (信州 大 学名 誉 教授 の 小林 寛 義 氏 に よる 推 
定 。 林 土 連 研究 社 刊 「 木 曽 ヒ エノキ 」 よ り ) 

2011 年 現在 の 木曽 広域 連合 の 人 口 は ちょ うど 30,000 人 。 奇 し くも 木曽 
開発 が 始ま っ た 頃 の 木曽 の 人 口 と ほぼ 同じ で す 。 江戸 初期 の 日 本 の 人 口 は 
1.200 万 人 で 、 現 在 の お よそ 10 分 の 1 で すか ら 、 当 時 の 木曽 が いか に 多 
く の 人 で 賑わっ て いた か が わか り ま す 。 木曽 は 、 江 戸 と と も に 未 堂 有 の 大 
発展 を 遂げ た の で す 。 

そし て 、 こ の 急激 な 人 口 増 の ほとん ど が 、 机 ・ 日 雇 と いう 林業 従事 者 と 
その 家族 の 移住 に に る も の で し た 。 原田 文夫 氏 の 推定 で は 、 移 住 し た 机 と 
日 雇 の 人 数 は 3 て 4.000 人 で 、 そ の 家族 を 合わ せる と 約 12.000 人 に も の ぼ 
り ま す 。 つ まり 、 江 戸 時 代 に な っ て 増加 し た 人 口 13.000 人 の 、 実 に 90% 
以上 が 林業 関係 者 だ っ た こと に な り ま す 。 木曽 の 発展 は 、 ま さ に 「 木 曽 ヒ 
ノ キ 」 の 賜物 な の で す 。 

この と き 移 住 し て きた 机 や 日 雇 の 出身 地 は 、 極 め て 広範 囲 に わた っ て い 
ます 。 飛 弾 ・ 美 濃 か ら 、 伊 勢 ・ 近 江 ・ 紀 伊 ・ 泉 ・ 阿 波 ・ 土 佐 に 至る まで 、 
当時 の 林業 先進 地 で あっ た 地域 か ら 、 山 の 職人 た ち が 集 め ら れ た の で す 。 

さら に は 、 木 曽 川 の 本 ・ 支 流 の 改修 工事 の た め に 、 延 べ 人 数 に し て 5 万 
人 も の 人 上 員 が 費やさ れ た と し て お り 、 中 山道 お よび 木曽 11 宿 の 整備 事業 
と 合わ せる と 、 全 国 か ら と て つも な く た く さ ん の 出稼 ぎ 者 が 、 い き な り 木 
曽 に 集まっ て 来 た と 思わ れ ま す 。 木曽 の 開発 は 、 ま さ に 国家 規模 的 大 プロ 
ジェ クト だ っ た と いえ る で し ょ う 。 


黒川 に ある 白山 神社 本 殿 。 幕 末 か ら 明 治 に お ける 木曽 大 工 
を 代表 する 棟 染 ・ 斎 藤 常吉 の 作 。 建 物 細部 まで 丁寧 に 仕上 
げ ら れ た 巧み な 彫刻 が 見 事 。 た だ 、 観 光 客 目線 で 言う と 、 
本 殿 を 覆う よう に 、 保 護 目 的 に 設置 され た 鉄製 の 屋根 が 残 
念 で ある 。 情 緒 も 歴史 も 台無し で ある ! 


木曽 ノー ト (1) 木 


邊 木材 加工 業 に お ける 「 木 曽 ブ ラン ド 」 の 成立 

こう し て 木曽 は 、 一 躍 、 日 本 を 代表 する 林業 先進 地 へ と 躍り 出 ます 。 最 
盛 期 の 天 和 < 寛永 年 間 (1615 年 1644 年 ) に は 、 年 間 20 万 て 30 万 立 米 
も の 木材 生産 高 を 誇る ほど まで に な り ま し た 。 木曽 は 中 央 に 対す る 一 大 木 
材 供給 源 と な る こと で 、 未 党 有 の 大 発展 を 遂げ た の で す 。 し か し 、 木 曽 が 
江戸 に 供給 し た も の は 、「 木 曽 ヒ ノ キ 」 と いう 木材 だ け で は あり ませ ん で 
し た 。 

人 口 爆発 と も いえ る ほど 都市 化し た 江戸 は 、 膨 大 な 量 の 日 用 品 を 必要 と 
し た の で す 。 当 時 の 日 用 雑貨 品 は 、 ほ と ん ど が 木製 で し た 。 お 柳 や 箸 な ど 
の 食器 や 弁当 箱 、 茶 道具 、 重 箱 な どの 各種 容器 、 樽 や 桶 な ど と いっ た 日 用 
雑貨 も また 、 木 曽 が 供給 し た の で す 。 

中 で も 、 曲 げ 物 や 指物 と いっ た 栓 物 細 工 や 、 そ れ に 漆 を 塗っ て 防水 加工 
を 施し た 漆器 製品 は 「 木 曽 物 」 や 「 木 曽 塗り 」 と 呼ば れ 、 江 戸 の みな ら ず 
日 本 各地 に 出荷 され る よう に な っ て いき まし た 。 こ うし て 、 木 曽 の 木製 日 
用 品 は 、 材 質 の 良さ 、 素 朴 で 堅 中 な 作り 、 価 格 の 安さ な ど を 競争 力 に 、 そ 
の シェ ア を 徐々 に 拡大 し て いっ た の で す 。 

また 、 宮 ノ 越 や 数 原 ・ 福 島 に は 、 机 や 農民 で あり な が ら 大 工 仕事 を 得意 
と する 人 が 数 多く いて 、 職 能 集団 を 形成 する よう に な っ て いま し た 。 木曽 
代官 山村 氏 が 、 元 禁 中 の 御用 大 工 で あっ た 田中 氏 を 大 工 頭 に 任命 し て 、 木 
曽谷 中 の 大 工 、 机 、 木 挽 、 曲 げ 物 師 、 指 物 師 、 塗 師 等 を 統括 させ た こと も 
あっ て 、 木 曽 の 大 工 仕事 は 飛躍 的 に 発展 し て いき まし た 。 木 の 特性 を 知り 
尽く し た 堅実 な その 腕前 は 、 次 第 に 「 木 曽 大 工 」 と いう 呼び 名 で 声 価 を 高 
め る よう に な り 、 木 曽谷 は も ちろ ん の こと 、 松 本 や 長野 か ら 、 遠 く 江戸 や 
名 古屋 方 面 ま で 、 請 われ て 出向 く よ う に な っ て いき まし た 。 

こう し て 江戸 時 代 の 半ば 頃 ま で に は 、 木 材 加工 業 の 分 野 で 「 木 曽 」 を 冠 
に し た 地域 ブラ ンド が 確立 され まし た 。 第 1 次 産業 と し て の 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 
や 「 木 曽 机 」 に 続い て 、 大 工 や 漆器 ・ 栓 物 細工 と いっ た 第 2 次 産業 に お い 
て も 、「 木 曽 」 は 全国 区 で 通用 する ブラ ンド ネー ム と な っ て いっ た の で す 。 

その 背景 に は 、 皮 肉 な こと に 、 木 曽 林業 の 危機 的 状況 が あり まし た 。 秀 
吉 の 頃 か ら 続 いた 大 量 伐 採 に よっ て 、18 世 紀 の は じ め 頃 に は 木曽 の 天然 ヒ 
ノ キ が 枯 湯 し て し まう の で す 。 木曽 の 山 は 、 そ の ほとん ど が 艇 げ 山 と 化し 、 
土砂 災害 や 洪水 な どの 自然 災害 が 頻発 する よう に な り ま し た 。 大 規模 開発 
か ら 数 えて お よそ 100 年 、 木 曽 は 、 資 源 の 枯 潟 と 自然 破壊 と いう 、 極 め て 
今日 的 な 問題 に 直面 し た の で し た 。 

こう し た 事態 を 重く 見 た 尾張 藩 は 、 こ れ ま で の 強度 伐採 政策 か ら 、「 留 
山 」 や 「 停 止 木 」 と いっ た 森林 保護 管理 政策 へ と 、180 度 、 方 針 転換 を 図 
り ま す 。 享 保 13 (1728) 年 に は 、 木 曽 の 全て の 山 に お いて 、 ヒ ノ キ 、 サ 
ワラ 、 ア スナ ロ 、 コ ウ ヤ マキ 、 ネ ズ コ の 「 木 曽 五木 」 が 、 一 切 伐 採 禁 止 と 
され まし た 。 そ の 結果 、 木 曽 の 木材 生産 高 は ピー ク 時 の 3 分 の 1 に まで 減 
少 。 木 曽 は 、 第 1 次 産業 か ら 第 2 次 産業 へ と 産業 構造 の 転換 を 余儀 な くさ 
れ た の で し た 。 


上 松 町 に ある 赤沢 自然 休養 林 。 か つて の 留 山 で あっ た 。 尾 
張 藩 に よる 森林 保護 政策 で 、 江 戸 時 代 初期 に 飛 弾 や 近江 な 
どか ら 木 曽 へ 移住 し て きた 机 や 日 雇 の 子孫 が 失業 し た と さ 
れる が 、 彼 ら の ノウ ハウ に より 、 林 業 だ け で な く 、 木 曽 の 
木工 芸 は 盛ん に な っ た 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


特に 、 苦 労 を 強い られ た の が 、 机 と 日 雇 で し た 。 江戸 時 代 初め に 、 飛 弾 
や 尾張 ・ 近 江 な どか ら わ ざわ ざ 呼 び 集 め ら れ た 彼ら の 祖先 か ら 、 既 に 4 て 
5 代 が 経過 し て いま す 。 今や 木曽 の 地 に し っ か り 定 着 し て 「 木 曽 式 伐 木 運 
材 法 」 と いう 一 大 ノウ ハウ を 築き 上 げ て きた に も 関わ ら ず 、 相 当 数 が 失業 
せ ざ る を 得 ま せん で し た 。 彼 ら の 多く は 秩父 山系 や 赤石 山脈 な た どの 新興 林 
業 地 へ 出稼 ぎ に 出 た り し まし た が 、 木 曽 に 残っ て 、 大 工 や 栓 物 細工 業 へ と 
転職 し た 人 も 少な か ら ず いた よう で す 。 

木曽 の 木材 加工 業 は 、 飛 弾 や 近江 ・ 紀 伊 と いっ た 、 伝 統 ある 林業 先進 地 
か ら 移 住 し て きた 人 々 と その 子孫 に よっ て も た ら さ れ た 技術 や ノウ ハウ に 
支え られ た と 考え られ て いま す 。 

こと うし て 木曽 は 、 江 戸 や 名 古屋 な どの 都市 生活 を トー タル に カバ ー す る 
「 工 場 」 と な り ま し た 。 そ の 主 な 製品 内 容 と 産地 を まとめ る と 、 以 下 の よ 
うに な り ま す 。 


木曽 の 木工 文化 | 主要 産地 主 な 製品 


せい ろ ・ メ ン パ ・ 柄 的 ・ 茶 道具 他 
重箱 ・ 切 溜 ・ お 膳 ・ 箱 物 類 他 


木曽 は 木材 と し て の 「 木 曽 ヒ エノキ 」 を ベー ス に 、 ま さ に 「 お 箸 か ら 住宅 

まで 」 広 範囲 に わた る 商品 を 供給 する こと で 、 江 戸 の 大 量 消 費 生活 を 支え 
た の で す 。 そ し て 、 そ の 対価 と し て 「 木 の 国 ・ 木 曽 』」 と いう ブラ ンド イメ 
ー ジ を 獲得 し た の で し た 。 


馬木 曽 の 木工 の 現在 

江戸 時 代 に 勃 興 し た 木曽 の 木工 芸 は 、 そ の 後 、 明 治 の 殖産 興業 政策 に よ 
っ て 発展 を 遂げ 、 昭 和 の 始め 頃 に は 木曽 の 経済 を 支え る 重要 な 地場 産業 へ 
と 成長 し て いき ます 。 特 に 、 平 沢 ・ 奈 良 井 ・ 八 沢 の 塗り 物 は 「 木 曽 漆器 」 
と し て 、 長 野 県 を 代表 する 地場 産業 に まで 発展 し 、「 木 の 国 ・ 木 曽 』」 の ブ 
ラン ドイ メー ジ 育 成 に 多大 な 貢献 を 果たし まし た 。 

し か し 、 戦 後 の 復興 か ら 高度 経済 成長 を 経て 、 日 本 の 産業 構造 は 大 きく 
変化 し て し まい まし た 。 人 々 の ライ フス タイ ル も 、 都 市 生活 者 が 必要 と す 
る 商品 も 、 全 て が 180 度 変わ っ て し まっ た の で す 。 
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か つて 、 建 築 物 か ら 身の回り の 小さ な 道具 に 至る まで 、 全 て が 「 木 」 で 
で き て いた 時 代 は 過ぎ 去り まし た 。 木 桶 ・ お 膳 ・ 栓 笠 ・ 下 駄 ・ 木 竹 ・ 屋 根 
板 な ど と いっ た 、 か つて 木曽 が 得意 と し て いた 木工 品 は 、 今 で は 見 か ける 
こと さえ 困難 な 時 代 と な り ま し た 。 プ ラス チッ ク や 金属 、 新 素材 な ど で で 
きた 多様 な 商品 が 溢れ か える 中 で 、「 木 」 の 製品 自体 が 日 本 か ら 姿 を 消し 
て いっ た の で す 。 

か ろう じ て 今 も 愛用 され る 数 少な い 木 製 製 品 と な っ た 家具 や 食器 に お い 
て も 、 グ ロー バル 化 の 潮流 の 中 で 、 中 国 や 東南 アジ ア な ど と の 価格 競争 に 
勝ち 残る の は 難し いと 言え ます 。 こ うし た 状況 の 中 、 木 曽 の 木工 産業 は 、 
今や その ほとん ど が 、 既 に 消 減 し て し まっ た か 、 あ る い は 消滅 寸前 の 危機 
に ある と 言え る で し ょ う 。 

特に 、 木 曽 町 の 木工 業 は 、 も は や 「 死 に 体 」 で し か あり ませ ん 。 か つて 
全国 の 人 々 か ら 尊 敬 を 集め た 「 木 曽 大 工 」 は 「 死 語 」 と な り ま し た 。 木曽 
町 を 代表 する 地場 産業 と し て 栄え た 八 沢 の 「 木 曽 漆器 」 も 、 今 や 完全 に 塩 
尻 市 平沢 の 産業 で あり 、 木 曽 町 の それ と は 呼べ な い 状態 に あり ます 。 昭和 
の 始め 頃 、 木 曽 町 八 沢 に 250 名 ほど も いた と され る 漆器 や 栓 物 細工 の 職人 
た ち も 、 現 在 で は 数 名 を 数 える まで に 減少 し て し まい 、 こ の まま で は や が 
て ゼロ と な る 日 も 近い で し ょ う 。 林業 そ の も の の 衰退 と 相 侯 っ て 、 木 曽 町 
は 「 木 の 国 」 と 呼べ る だ け の 根拠 を た 失い つつ あり ます 。 


肖 木曽 町 木工 芸 振興 計画 

し か し 、 そ れ で も な お 、「 木 の 国 ・ 木 曽 」 と し て 、 も の づく り に よる 販 
わい を 再び 取り 戻し た いと いう 強い 思い が 、 木 曽 町 に は あり ます 。 こ うし 
た 思い を 背景 に 、2006 年 (平成 18 年 ) に は 、 上 の 段 の 古 民 家 を 改装 し て 
「 漆 の 館 」 と 「 木 地 師 の 館 」 が オー プン 。 さ ら に は 「 も の づく り 支 援 事業 」 
を 開始 し て 、 以 下 の 2 点 を 柱 に 「 木 曽 町 木工 芸 振興 計画 」 を 推進 し 、「 木 
の 国 ・ 木 曽 」 の 復興 を 果たそ うと 試み て いま す 。 


1) 伝統 工芸 の 継承 

日 本 を 代表 する 伝統 工芸 で ある 木曽 漆器 は 、 今 で こそ 塩尻 市 平沢 が 中 心 
と な っ て いる が 、 そ も そ も の 発祥 の 地 は 木曽 町 八 沢 だ と され て いる 。 従っ 
て 、 そ の 原点 と も 言え る 技法 で ある 「 八 沢 春 慶 」 を 保護 し 、 何 と か し て 後 
世に 継承 し て いく 。 
2) 木曽 クラ フト の 支援 

漆器 や 栓 物 細工 が 盛ん で あっ た 土地 柄 を 背景 に 、 上 松 技術 専門 校 の 卒業 
生 を 中 心 と する 現代 クラ フト 作家 が 木曽 町 に は 30 人 ほど 在住 する 。 こ う 
し た 個人 で 創作 活動 を 行っ て いる 木工 家 を 支援 する こと で 、「 木 曽 ク ラフ 
ト 」 を ブラ ンド 化し 、 新 た な 地場 産業 の 創出 を 目指 す 。 


冷静 に 判断 する と 、 こ れ ら 2 つの 目標 は 、 い ずれ も 決し て 容易 な も の と 
は 言え ませ ん 。 前 述 し た 通り 、 木 曽 町 で 「 木 曽 漆器 」 に 従事 する 人 は 、 今 
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還 購入 経験 あり 見 た こと は ある 名 前 を 聞い た こと は ある 知ら な い 


木曽 クラ フト の 知名 度 は 、 全 国 一 の 家具 産地 ・ 大 川 家具 と 
ほぼ 同 程度 と いう 結果 は 驚 憎 に 値する 。 こ の 知名 度 を 活か 
し て 戦略 的 な 事業 展開 が 組み 立て られ れ ば 、 本 当 の 意味 で 
の 「 木 工 の 町 」 を 築き 上 げ る こと も あな が ち 不 可能 で は な 
い の か も し れ な い 。 
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で は わずか 数 名 を 数 える ば か り 。 そ の ほとん ど が 高齢 者 で 、 後 継 者 の メド 
も 全く た っ て いな い の で す 。 木曽 町 の 伝統 工芸 の 前 途 は 、 ま さ に 「 崖 っ ぶ 
ち 」 の 状況 に あり ます 。 

一 方 、 現 代 木 工 と し て 新た な 産業 化 を 目指 す と する 「 木 曽 ク ラフ ト 」 に 
し て も 、 そ の 個性 を 明確 に する 定義 が 、 実 は 、 存 在 し て いま せん 。 言 っ て 
し まえ ば 、 木 曽 に は 「 木 曽 ク ラフ ト 」 と クラ スタ ー 化 で きる よう な 実体 な 
ど 、 い まだ 形成 され て いな い の で す 。 強い て 言う な ら 、「 た だ 木曽 に 住ん 
で いる 個人 クラ フト 作家 が お よそ 30 名 ほど いる 」 と いう こと 以外 の 何 も 
の で も あり ませ ん 。 

た だ で さえ 不振 に あえ いで いる 国内 の 木工 業界 に あっ て 、「 木 曽 ク ラフ 
ト 」 が 新た な ブラ ンド と し て 競争 に 勝ち 残る に は 、 よ っ ぱど 思い 切っ た 戦 
略 や 潤沢 な 資金 が な い 限り 不可 能 な こと で ある よう に 思え て な り ま せん 。 

人 も 金 も モ ノ も 不足 し て いる よう に 見 える 現在 の 状況 だ け を 見 る と 、 木 
曽 町 は い 、 は た し て 「 木 の 国 」 と し て 「 も の づく り 」 を 続け て いく だ け の 条 
件 を 有 し て いる の か 、 疑 問 に な っ て し まう ほど で す 。 


邊 木曽 の 木工 芸 の 強み 

し か し 、 木 曽 町 の 木工 芸 に は 、 た っ た 一 つ だ け 、 プ ラス と な る 材料 が あ 
り ま す 。 そ れ も 、 と びき り 強 力 な 強み で す 。 

それ は 、「 木 曽 ヒ ノ キ 」 や 「 木 曽 漆器 」 な ど 、「 木 曽 」 を 冠 と し た ブラ ン 
ドイ メー ジ が 、 今 も まだ 日 本 人 の 心 の 中 に 根強く 生き て いる 、 と いう こと 
で す 。 そ の お か げ で 、 木 曽 は 今 も 「 木 の 国 」 と し て 認知 され て いる よう に 
思わ れる の で す 。 そ の 結果 、 木 曽 町 は 、「 イ ン テ リ ア 家 具 や クラ フト な ど 
の 木工 芸 品 を 今 も 数 多く 生産 し て いる 町 で ある 」、 と 「 勘 違い 」 さ れ て い 
る よう に 思わ れる の で す 。 

実際 、 木 曽 町 木工 振興 計画 策定 委員 会 が 平成 22 年 度 に 行っ た イン ター 
ネッ ト 調 査 に よる と 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 購入 経験 者 は 全体 の わずか 0.9% 
に 過ぎ な い に も 関わ ら ず 、 そ の 認知 度 は 約 200% に も 達し て いま す 。 こ れ 
は 、 順 位 と し て は 飛 弾 ・ 大 川 に 次 ぐ 第 3 位 。 そ れ も 、 全 国 一 の 生産 高 を 誇 
る 大 川 (23.3%) と ほぼ 肩 を 並べ る 僅差 の 3 位 で 、 予 想 外 の 高い 認知 度 が 
得 ら れ た の で す 。 

し か し 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 実態 と いえ ば 、 作 家 数 わずか 30 人 あま り 。 
し か も 、 そ の ほとん ど が 、 1 人 で 手 作 業 し て いる 個人 作家 で し か あり ませ 
ん 。 ア ン ケ ー ト の 選択 肢 に 並ん で いる 他 の 家具 産地 と は 比較 対象 に た なら な 
い ほ ど 、 実 は 産業 と し て 成立 し て いな い に も 等 し い 存 在 で す 。 

例え ば 、 大 川 家具 の 場合 、 家 具 ・ 木 工 の 製造 業 社 が 311 社 あ り 、3,290 
人 も の 従業 員 が 従事 し て いま す 。(2009 年 度 デー タ : 2011 年 3 月 発行 の 
大 川 市 木工 産業 資料 より ) 安売り 量販 店 や 輸入 品 に 押さ れ て 近年 著しく 衰 
退 し て いる と され る 大 川 家具 で す が 、 そ れ で も 木曽 町 と 比べ る と 桁 が 2 桁 
も 違う の で す 。 こ れ ら の 家具 産地 か ら 比 べ れ ば 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 な ど 、 
そもそも 製品 が 存在 し て いな いも 同然 と 言え ます 。 
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繰り 返し に な り ま す が 、 今 の と ころ 「 木 曽 ク ラフ ト 」 と 呼ぶ べき 明確 な 
定義 は 存在 し て いま せん 。 強い て 言う な ら 、「 木 曽 在住 の 個人 的 クラ フト 
作家 が 約 30 名 ほど いる 」 と いう こと に 過ぎ ませ ん 。 に も か か わら ず 、 日 
本 一 の 家具 産地 で ある 「 大 川 家具 」 と 肩 を 並べ る ほど の 認知 度 が ある と い 
う 結 果 は 、 想 定 外 を 通り 越し て 、 葉 憶 的 で すら あり ます 。 

も し も この 結果 が 事実 な ら 、 そ の ブラ ンド 資産 た る や 相当 な も の で す 。 
「 買 っ た こと も な い の に 知っ て いる 」 と いう 事態 こそ を 、 ブ ラン ドカ 力 の 成せ 
る 技 な の で すか ら 。 多 く の 企 業 が 多額 の 費用 を 広告 宣伝 に 費やす の は 、 商 
品 を 買っ て も ら う た め に は 、 ま ず 商 品 の 存在 や 名 前 自体 を 多 っ て も ら わ な 
けれ ば な ら な い 、 と 考え て いる か ら な の で す 。 そ の 意味 で は 、「 木 曽 クラ 
フト 」 は 、 実態 が 全く 無い に も 関わ ら ず 、 人 々 に その 名 前 を 知ら れ て いる 、 
非常 に 希有 な 存在 と 言え る の で す 。 

これ は 「 木 曽 と いう 名 前 が 持つ ブラ ンド イメ ー ジ の 力 」 と し か 考え られ 
ませ ん 。「 飛 弾 」 に は 及ば な いも の の 、「 木 曽 」 は 「 木 工 」 を 連想 させ る 強 
力 な 名 前 な の で す 。 そ う で ある な ら 、 そ れ を 最大 限 、 戦 略 的 に 活用 し な い 
手 は あり ませ ん 。「 木 曽 ク ラフ ト 」 と は 何 か を 明確 に し た 上 で 、 人 々 の ニ 
ー ズ に 合致 し た 木工 商品 を 作っ て いけ れ ば 、 募 大 な 広告 費 を か け な く て も 
売れ る 可能 性 が 、 十 分 ある の で す 。 

大 切な の は 「 木 曽 ク ラフ ト の 実体 」 で す 。「 木 曽 ク ラフ ト 」 と 聞い て 対 
も が 明確 に 思い 浮か べら れる モノ を 作り 出す こと 。 そ の た め に は 、「 木 曽 
クラ フト と は 何 か 」 と いう 明確 な 定義 が 必要 に な り ま す 。「 木 曽 ク ラフ ト 」 
は 松本 民芸 家具 と 何 が 違う の か 、 飛 弾 や 大 川 の イン テリ ア 製 品 と どう 違っ 
て いる の か 、 そ の 差別 化 こ そ が 重要 な の で す 。 世間 の 人 々 が 抱い て いる 木 
曽 の イメ ー ジ を 活か し な が ら 、 時 代 の ニー ズ に 応え られ る クラ フト 製品 と 
は 何 か 、 そ れこ そ が 今 考 えら れ な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 、 そ れこ そ が 
マー ケティング と 呼ば れ て いる 行為 な の で す 。 

今や どう あがい て も 産業 と し て 継続 で を きそう に な い 「 八 沢 春 慶 」 も 、 そ 
うい う 文 脈 で 捉え られ 、 新 た に 解釈 し 直さ れ な い 限 り 、 過 去 の 技術 の 単 な 
る ノスタルジック な 保護 や 保存 に し か な ら な いで し ょ う 。 

産業 と し て 成立 する 可能 性 に 乏しい 「 八 沢 春 慶 」 を 、 お 金 を か け て まで 
後世 に 残す 意味 は 、「 八 沢 春 慶 」 や 曲げ 物 を 現代 的 に 捉え 直せ る か どう か 
に か か っ て いま す 。 

「 八 沢 春 慶 」 と は 何 も の で あり 、 そ の 素晴らし さ は 何 に 由来 し 、 な ぜ 最 
近 ま で 生き 延び る こと が で きた の か 。 そ うし た こと が 明らか に され な いま 
ま 、 た だ 技法 や 生産 者 だ け を 保護 し よう と し て も 、 本 当 に 生き 延び る こと 
に は な り ま せん 。 そ し て 、 そ れ は 「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 行く 末 と 決し て 無縁 
な こと で は あり ませ ん 。 木 曽 が 「 木 の 国 」 で あり 続け られ る か どう か は 、 
まず 自ら の 存在 意義 を 明確 に 定義 する こと が で きる か どう か に か か っ て い 
る と 言え る の で す 。 
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八 澤 春 慶 塗 の 最大 の 特長 は 、 天 然 の 木 地 が 透け て 見 える こ 
と 。 木 地 屋 に よる 「 へ ぎ 」 と 、 塗 師 屋 に よる 漆 の 重ね 塗り 、 
その 両者 の 協 働 作 業 に よっ て 、 木 目 の 美 し さ が 浮か び 上 が 
る 。 


上 木曽 漆器 と 木曽 町 

長野 オリ ン ピ ッ ク の メダ ル デ ザ イン に 採用 され た こと で 名 高い 木曽 漆 
器 は 、 日 本 を 代表 する 漆器 の 一 つ 。 経 済 産業 大 臣 に よっ て 伝統 的 工芸 品 
に 指定 され て いる 23 の 漆器 産地 に お いて 、 輪 島 、 山 中 に 次 いで 第 3 位 の 
伝 産品 生産 額 を 誇る 漆器 の 名 産地 と し て 知ら れ て いま す 。 

経 産 省 の 定義 で は 、 塩 尻 市 ( 旧 槽 川村 ) と 並ん で 産地 指定 を 受け て い 
る 木曽 町 で す が 、 現 在 、 木 曽 町 在住 者 で 漆器 製作 に 従事 し て いる 職人 は 、 
片手 で 数 えら れる ほど の 人 数 し か 存在 し て お ら ず 、 今 や 産地 と し て 名 を 
連ね る こと さえ 危ぶま れ て いる 状況 に あり ます 。 

し か し 、 そ も そ も 木 曽 漆器 は 、 木 曽 福島 八 沢 に 起こ っ た 「 春 慶 塗 」 を 
その 発祥 と し て 、 こ こと か ら 奈 良 井 や 平沢 な どの 横川 地区 へ と 広まっ て い 
っ た も の と 言わ れ て いま す 。 そ の た め 、 木 曽 町 で は 、 木 曽 町 八 沢 発祥 の 
「 木 曽 春 慶 」 を 、 特 に 「 八 沢 漆器 」 や 「 八 沢 春 慶 」 と 呼ん で 、 そ の 保存 
と 継承 を 図 ろ うと 努め て いる の で す 。 

「 木 曽 春 慶 」 の 発祥 地 が 本 当 に 木曽 町 八 沢 で ある る の か に つい て は 、 実 
は 異論 も あり ます 。 か つて 木曽 福島 に あっ た 音源 寺 に 漆 塗り の 経 箱 が あ 
り 、 そ の 経 箱 の 裏 に 「 応 永 元 年 (1394 年 )」 と いう 年 号 と 作者 の 名 前 が 
書か れ て いた と され て いる こと か ら 、 木 曽 氏 が 福島 に 居 を 構え た と され 
る 応永 年 間 ご ろ ま で に は 、 既 に 福島 八 沢 で 漆器 が 作ら れ て いた の で は な 
いか と いう 説 が 一 般 的 に な り ま し た 。 

し か し 、 こ の 経 箱 は 現存 し て お ら ず 、 そ の 信 洒 性 を 疑問 視 す る 声 も 少 
な く あ り ま せん 。 信州 大 学 の 名 誉 教 授 で 地理 学者 の 小林 寛 義 氏 も 、 中 世 
に お ける 福島 が 、 奈 良 井 や 費 川 より ずっ と 未開 の 片田 舎 で あっ た こと か 
ら 、 高 度 な 技術 を 要する 漆器 作り が 福島 か ら 起こ っ た と 考え る の に は 無 
理 が ある と し て 、 木 曽 漆器 の 八 沢 発祥 説 に 異 を 唱え られ て いま す 。 ( 林 土 
連 研 究 所 刊 「 木 曽 ひ の き 」 よ り ) 

この よう に 、 木 曽 漆器 の 起源 が 八 沢 に ある か どう か は 明らか で は あり 
ませ ん が 、 少 な く と も 江戸 時 代 に 入る 頃 ま で に は 、 福 島 八 沢 と 奈良 井 ・ 
平沢 の 3 カ所 で 、 そ れ ぞ れ 漆 塗り の 技法 を 発展 させ 、 日 常 的 に 漆器 を 製 
作 す る よう に な っ て いた と 考え られ て いま す 。 

木曽 漆器 が この 地 を 代表 する 産業 に まで 成長 で きた 背景 に は 、 中 山道 
を 行き 交 う 人 々 の 土産 物 と し て 人 気 が あ っ た か ら で あ る と 言わ れ て いま 
す 。 し か し 、 木 曽 漆器 が 発展 し た 最大 の 要因 は 、 江 戸 と その 近郊 の 急激 


10 


木曽 ノー ト (1) 木 


な 都市 化 に あっ た の で す 。 天 下 泰平 の 世の中 に な り 、 死 亡 率 が 大 幅 に 減 
っ た 江戸 時 代 、 農 地 を 相続 で き な い 次 男 ・ 三 男 は 、 職 と 夢 を 求め て 大 量 
に 江戸 へ と 集まっ て 来 た の で す 。 未 党 有 の 人 口 爆発 を 経験 し た 江戸 は 、 
世界 に 先駆 け て 、 大 量 消費 社会 を 形成 し つつ あり まし た 。 

木曽 は 、 こ うし た 都市 生活 者 に 対す る 「 日 用 品 生 産 工場 」 と し て 、 食 
器 や 弁当 箱 、 茶 道具 、 重 箱 な ど と いっ た 各種 雑貨 を 供給 し た の で す 。 従 
っ て 、 木 曽 の 漆 塗り は 、 高 価 な 贅沢 品 の 装飾 と し て 用 いら れ た の で は あ 
り ま せん で し た 。 あ くま で 、 木 製品 の 耐久 性 や 防水 性 を 高め る た め の 加 
工 技 術 に 過ぎ な か っ た の で す 。 

木曽 漆器 は 、 質 素 で 丈夫 な 普段 使い の 日 用 雑貨 品 を 、 他 の どの 漆器 産 
地 よ り も 安い 価格 で 提供 する こと で 、 発 展 し て いっ た も の と 考え られ て 
いま す 。 


馬木 曽 漆器 に お ける 平沢 と 八 沢 

地理 的 に 言う と 、 平 沢 は 奈良 井 の 一 区 画 で あり 、 福 島 八 沢 だ けが 少し 
離れ た 場所 に 立地 し て いま す 。 し か し 、 漆 器 と いう 観点 か ら 見 る 限り 、 
むし ろ 八 沢 と 奈良 井 に 強い 親近 性 が 見 られ 、 平 沢 だ けが 少し 異な る 特長 
を 持っ て いま し た 。 

八 沢 と 奈良 井 で は 、 主 に ヒノ キ を 材 と し た 曲げ 物 に 「 春 慶 塗 」 を 施す 
製法 が 主流 で し た 。 ど ちら も 飛 弾 の 「 春 慶 塗 」 が 、 何 ら か の ルー ト で 伝 
わっ た も の と 考え られ て いま す 。 そ れ に 対し て 、 平 沢 で は 、 主 と し て カ 
ツラ 材 を 用 いた 指物 に 「 本 堅 地 塗 」 を 施す 手法 が 主流 だ っ た の で す 。 も 
ちろ ん 、 平 沢 で も 「 春 慶 塗 」 が 全く 行わ れ な か っ た わけ で は あり ませ ん 
が 、 ど ちら か と いう と 奈良 井 の 曲げ 物 を 受け 取っ て 「 塗 り 」 だ け を 受け 
持つ 場合 な ど に 行わ れる 方 が 多く 、 平 沢 の 主力 は あく まで 「 本 堅 地 塗 」 
だ っ た の で す 。 

下地 を 作ら ず 、 木 地 に 直接 漆 を 塗り 重ね て いく 「 春 慶 塗 」 は 、 木 目 が 
その まま 透け て 浮か び 上 が る 、 素 朴 で 原初 的 な 技法 だ と 言わ れ て いま す 。 
一 方 「 本 堅 地 塗 」 の 方 は 、 漆 に 粘土 な ど を 混ぜ 合わ せ た 下 地 を 施す こと 
で 、 よ り 堅 中 で 自由 度 の 高い 漆器 が で きる 製法 と され て いま す 。 こ の よ 
うに 「 春 塵 塗 」 と 「 本 堅 地 塗 」 と で は 、 漆 を 塗る スタ ー ト 時 点 か ら 異 な 
る 、 全 く 違 う 系 統 に ある 製法 な の で す 。 

つま り 、 八 沢 ・ 奈 良 井 と 平沢 と で は 、 そ の 漆器 技法 に お いて 異な る 系 
統 に あっ た の で す 。 福島 以 上 比 で は 、 あ まり 天然 ヒノ キ が 分 布 し て いな い 
こと か ら 、 材 に 違い が 見 られ る の は 当然 か も しれ ませ ん が 、 塗 り の 技法 
が 異な る こと に つい て は 疑問 が 残り ます 。 こ の 両者 が 全く 異な る ルー ツ 
を 持つ も の な の か 、 あ る い は 、 一 方 か ら 他方 へ と 伝播 する 過程 で 変化 し 
た も の な の か 、 そ の 経緯 に つい て は 全く わか っ て いま せん 。 し か し 、 こ 
の 両者 の スタ ンス の 違い は 、 明 治 以降 の 木曽 漆器 に お いて 、 よ り 明 確 な 
差異 を 両者 に も た ら す こと に な り ま し た 。 

平沢 は 、 よ り 堅 宇 で 競争 力 の ある 漆器 作り を 目指 し て 、 そ の お 手 本 を 
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木曽 町 の 八 沢 春 慶 復興 事業 と し て 、 上 の 段 の 古 民家 を リノ 
ベー ショ ン し て 整備 され た 「 漆 の 館 ・ り ん どう 」。 手 塚 隆 
氏 が 工房 と し て 使用 する 傍ら 、 漆 塗り 体験 な どの イベ ント 
な ども 行わ れる 。 
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輪島 塗 に 求め る よう に な り ま す 。 そ し て 、 輸 島 塗 の 堅 中 さ の 秘密 が 、 下 
地 に 「 地 の 粉 」 と 呼ば れる 斑 藻 土 を と 用 いて いる こと に ある と つき と め 、 
木曽 で も 「 地 の 粉 」 に 変わ る 粘土 が 得 ら れ な いか 一 生 懸 命 探し 求め た の 
で す 。 そ し て 、 明 治 の 始め 頃 に 、 現 在 の 奈良 井 駅 付近 の 山間 か ら 、 漆 器 
の 下地 作り に 最適 な 鉄分 を 含有 する 「 錆 士 」 を 発見 する に 至る の で す 。 
平沢 の 職人 た ち は こ の 「 錆 土 」 を 活用 し て 「 木 曽 堆 朱 」 や 「 塗 り 分 け 
呂 色 塗 」 な どの 新しい 技法 を 次 々 と 開発 し て いき まし た 。 こ れ ら の 技法 
に より 、 単 に 堅 中 で ある だ け で な く 、 華 や か な 装飾 を 施す こと も 可能 に 
な り 、 地 味 で 無骨 な 木曽 漆器 の イメ ー ジ を 一 新 さ せ て いっ た の で す 。 そ 
の 結果 、 木 曽 漆器 は 庶民 の 生活 用 具 だ け で は な く 、 高 級 調度 品 や 贅沢 品 
な ど へ の 展開 が 図れ る よう に な り ま し た 。 そ し て 、 平 沢 の 漆器 産業 は 飛 
躍 的 な 発展 を 遂げ る の で す 。 

一 方 、 福 島 八 沢 の 方 は 、 一 貫 し て 「 春 慶 塗 」 だ け に こだわ っ て きま し 
こ 。 奈良井 で 「 錆 土 」 が 発見 され 、「 木 曽 堆 朱 」 や 「 塗 り 分 け 呂 色 塗 」 と 
いっ た 新しい 技法 が 開発 され て か ら も 、 八 沢 は 平沢 の 技法 を 取り 込む の 
で は な く 、 た だ ひたすら 「 春 慶 塗 」 だ け を 黙々 と 作り 続け て きた の で す 。 
平沢 が 奈良 井 を も 吸収 し た ながら 、 伝 統 的 な 春 慶 塗 か ら 現 代 的 な 装飾 漆器 
まで 、 実 に 多彩 な 展開 を 目指 し て きた の と は 対照 的 で し た 。 

その 結果 、 平 沢 は 今 も 700 名 近く の 漆器 製作 従事 者 数 を か か える 一 大 
産地 と し て 生き 残り 、 八 沢 は 完全 に 時 代 に 取り 残さ れる 形 と な り 、 後 継 
者 も いな いま ま 、 今 まさ に 消滅 し よう と し て いる の で す 。 


馬 八 沢 春 鹿 と は 何 も の か ? 

平沢 で も 木曽 春 慶 が 製作 され て いる 現在 、 あ えて 八 沢 の 木曽 春 慶 を 保 
護 し 、 継 承 し て いこ うと する こと の 意味 は 、 一 体 ど と に ある の で し ょ う 
か 。「 八 沢 が 木曽 漆器 発祥 の 地 だ か ら 」 と か 、「 か つて は 八 沢 で も 盛ん に 
作ら れ て いた か ら 」 と いう ノスタルジック な 理由 だ け で は 、 市 場 原理 に 
打ち 勝つ こと は 難し いよ うに 思わ れ ま す 。 そ も そ も 、 木 曽 漆器 の 八 沢 発 
祥 説 さ え 、 そ の 信 浅 性 が 危ぶま れ て いる の で す 。 

八 沢 の 木曽 春 慶 が 本 当 に 保護 され る べき も の で ある と する な ら 、 そ れ 
は 、 八 沢 の 春 慶 塗 が 平沢 の 春 慶 塗 と は 違っ た 独自 の 存在 意義 を 持つ 場合 
に 限ら れる は ず で す 。 そ う で な いな ら 、 た だ で さえ 漆器 業界 自体 が 不振 
に あえ いで いる 現在 、 木 曽 春 慶 その も の が 生き 残る た め に は 、 産 地 が 複 
数 に 分 散 す る より 、 む し ろ 平 沢 に 集約 され る 方 が 望ま し いと いう こと に 
も な りか ね ませ ん 。 

八 沢 春 魔 と は 何 も の で あり 、 平 沢 の 春 慶 塗 と は 何 が 違う の か 。 木 曽 町 
は 、 町 の 施策 と し て 八 沢 春 慶 の 保護 を 進め る に あたっ て 、 そ の 定義 を 模 
索 し まし た 。 し か し 、 そ の 明確 な 答え は 得 ら れ な か っ た よう で す 。 少 な 
く と も 400 年 以上 の 歴史 を 誇り 、 そ の 最盛 期 で ある 昭和 初期 に は 250 人 
以上 も の 人 が 携わっ て きた 伝統 技法 を 、 平 沢 で は な く 、 何 と か 木曽 町 に 
も 残し た い 、 た だ その 思い だ けが あっ た の だ と 思わ れ ま す 。 
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幸い に も 、 こ の 木曽 町 の 熱い 思い に 、 一 人 の 漆器 作家 が 応え ます 。 平 

沢 の 由緒 ある 漆器 工房 に 生ま れ 、 既 に 数 々 の 受賞 歴 を 持つ 漆器 作家 ・ 手 
塚 隆 氏 が 、 木 曽 町 の 八 沢 春 慶 復興 事業 へ の 参画 を 表明 。 上 の 段 に で きた 
「 漆 の 館 」 を 拠点 に 、 創 作 活動 を 開始 する の で す 。 こ うし て 、 八 沢 春 慶 
の 定義 は 、 手 塚 氏 の 個人 的 な 情熱 に 託さ れる こと に な り ま し た 。 

手塚 氏 の 考え る 八 沢 春 鹿 と は 、 春 慶 塗 の 原点 と も 言え る ほど の 、 どこ 
まで も シン プル で ピュ ア な 製法 を 追究 する こと に あり ます 。 つ まり 、 手 
塚 氏 は 、 春 慶 塗 の 特長 が 最大 限 に 発揮 され た 製法 を 、 八 沢 春 慶 の ある べ ベ べ 
き 姿 と し て 重ね られ て いる の で す 。 

春 慶 塗 の 最大 の 特長 は 、 下 地 を いっ さい 施さ ず 、 最 初 か ら た だ 漆 だ け 
を 何 度 も 塗り 重ね て いく こと に あり ます 。 そ の た め 、 木 目 や 木 地 の 状態 
が 、 透 け て 浮か び 上 が っ て くる の で す 。 

一 方 、 日 本 を 代表 する 漆器 の ほとん ど は 、 木 地 の 上 に 下地 処理 を 施し 
ます 。 下地 の お か げ で 、 容 易 に 堅 中 な 漆器 が で きる の で す 。 ま た 、 木 地 
に 少々 の キズ や 穴 が あっ て も 、 厚 い 下地 で カバ ー す る こと が で きる た め 、 
時 絵 や 沈 金 な どの 装飾 が 施し や すい と いっ た メリ ッ ト も 生ま れ ま す 。 

し か し 、 こ うし た 製法 で は 、 漆 は 単なる コー ティ ング 材 に 過ぎ な いと 
いう こと に も な りか ね ませ ん 。 人 々 の 評価 も 、 圭 絵 や 沈 金 な どの 装飾 ば 
か り に 目 を 奪わ れ て 、 木 地 や 漆 そ の も の の 良さ は あま り 問 われ な いよ う 
に な り が ち で す 。 こ うし た こと か ら 、 笑 少 で 高価 な 国産 漆 で は な く 、 安 
価 で 大 量 に 手 に 入る 中 国産 の 漆 を 用 いる の が 一 般 的 と な っ て し まい まし 
た 。 さ ら に 近年 で は 、 ウ レタ ン な どの 合成 漆 が 用 いら れる 製品 も 少な く 
あり ませ ん 。 

大 量 生産 が 中 心 の 漆器 メー カー が いく つも 存在 する 平沢 で も 、 こ うし 
た 潮流 と 無縁 で は あり ませ ん 。 下地 を 施さ な い 木 曽 春 慶 を 作る 場合 で も 、 
や は り 、 業 界 の 常識 や 流れ と いっ た も の に 影響 を 受け ざる を 得 な いよ う 
で す 。 手塚 氏 は 、 こ うし た 現在 の 漆器 業界 の 潮流 か ら 少 し 距離 を 置く こ 
と で 、 よ り 大 胆 に 、 木 曽 春 慶 の 原点 を 追 穴 し て みた いと 考え まし た 。 

「 長 年 、 漆 器 作 り に 携わっ て いる うち に 、 漆 器 作 り の 原点 みた いな も 
の に 思い を 馳せ る よう に な り ま し た 。 そ の 昔 、 ま だ 辺 郭 な 片田 舎 に あっ 
た 頃 、 技 術 も 抽 く 、 科 学 的 知識 に も 乏しかっ た 木曽 で は 、 た だ た だ 漆 を 
塗り 重ね て いく こと で し か 漆器 を 作る 方 法 は な か っ た よう に 思わ れる の 
で す 。 そ れ は 、 押 いと いえ ば 押 い の で す が 、 し か し 同時 に 、 こ れ 以 上 に 
な い ほ ど シ ンプ ル で ピュ ア な 製法 で す 。 春 慶 塗 こ そ 漆器 作り の 原点 で は 
な いか と 思え て くる ほど で す 。 

木 地 に 直接 、 透 明 の 漆 を 塗り 重ね て いく この 製法 で は 、 う まく 行け ば 
木目 の 美 し さ と 漆 の 表情 が 同時 に 浮か び 上 が っ て きま す 。 し か し 、 逆 に 
言う と 、 漆 も 木 地 も 、 ご ま か し が いっ さい 利き ませ ん 。 

だ か ら こ そ 、 漆 は 良い 漆 を 使い た い 。 最 初 に 塗る 漆 か ら 良 質 の も の を 
使わ な いと 春 慶 塗 の 特長 で ある 透明 感 が 生まれ な い の で す 。 そ の た め 、 
私 は 国産 の 漆 だ けし か 使い ませ ん 。 日 本 の 漆 は さら っ と し て いて 、 中 国 
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上 の 段 「 漆 の 館 ・ り ん どう 」 に 展示 され て いる 手塚 隆 氏 の 
作品 。 深 み の ある 木目 が 何と も 言え ず 美 し い 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


産 の 漆 と は 透明 感 が まっ た く 違 う の で す 。 国産 の 漆 だ け を 塗り 重ね て い 
っ て で きた 漆器 は 、 年 を 重ね る ご と に 、 さ ら に 透明 感 を 増し て いき ぎ 、 使 
えば 使う ほど 、 深 い 味わい が 浴 み 出 て くる よう に な り ま す 。 

木目 を その まま 見 せる 製法 は 、 木 曽 の 良 木 が あっ た か ら こ そ 育 まれ た 
も の 。 だ か ら 、 丸 いも の を 作る と き に は 木曽 ヒノ キ 、 平 ら な も の を 作る 
と き に は サワ ラ や クリ な ど 、 用 途 に よっ て 原木 を 使い 分 け ま す 。 木曽 の 
木 を 知り 尽く し た 木 地 屋 さ ん と 、 一 つ ー つ 、 時 間 を か け て 作っ て いき ま 
す 。 八 沢 春 慶 ほ ど 、 木 地 屋 と 塗師 の 協 働 作業 が 求め られ る 漆器 は な いと 
思っ て いま す 。」 

こう 語る 手塚 氏 の 八 沢 春 慶 は 、 シ ンプ ル だ けど 奥 の 深 い 、 極 上 の 逸品 
と な り ま す 。 通常 は 高価 すぎ る た め 、 せ い ぜ い 上 等 の 上 塗り 仕上 げに し 
か 使わ れ な い 日 本 産 の 漆 を 、 下 造り か ら 仕 上 げ ま で 全て の 工程 で 使用 し 、 
し か も 、 木 地 の 状態 や 木目 の 風合い に 応じ て 、 日 本 各地 の 良質 の 漆 を 独 
自 に ブレ ンド し て 塗り 重ね て いく の で す 。 そ の た め 、 有 丹念 に 塗り 重ね ら 
れ た 手塚 氏 の 八 沢 春 慶 か ら は 、 深 み の あ る 木目 の 美 し さ が 浮か び 上 が っ 
て くる の で す 。 

し か し 、 木 か ら 漆 に 至る まで 徹底 的 に に だ わっ た その 製法 は 、 今 で は 
非常 に コス ト が か か る 製法 で も あり ます 。 か つて 、 素 朴 で 頑丈 な 製品 を 、 
他 よ り も 安く 提供 する こと が アイ デン ティ ティ だ っ た 八 沢 春 慶 の 実情 と 
は 、 大 きく 秒 離 し て いる と 言え な くも あり ませ ん 。 

つま り 、 手 塚 氏 の 考え る 八 沢 春 魔 と は 、 実 際 の 八 沢 春 慶 の 正確 な 復元 
や 継承 な ど で は 決し て な く 、 あ くま で も 、 手 塚 氏 の 考え る 理想 の 春 塵 塗 
り の 実現 に ある の で す 。 

し か し 、 だ か ら こ そ 、 手 塚 氏 の 八 沢 春 慶 に は 、 木 曽 が 培っ て きた 「 も 
の づく り 」 の エッ セン ス が 、 よ り 鮮 明 に 現れ て いる よう に も 思わ れ ま す 。 
それ は 、 以 下 の 4 点 に まとめ られ ます 。 


1) 木曽 の 木 に に だ わる 

木曽 ヒノ キ を は も ちろ ん の こと 、 サ ワラ や クリ な ど 、 木 曽 が 誇る 良 木 
だ け を 用 いる こと 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の 木 の 特性 を 活か し て 、 そ れ ぞ れ 
の 木 の 良さ が 最も 活か され る よう な 形態 に 製品 を 仕上 げ る こと 。 

2) 木曽 の 木 地 に こだわ る 

木曽 の 木 を 知り 尽く し た 木 地 屋 と 綿密 な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図り な 
が ら 、 一 つ ー つ 丁寧 に も の づく り を すす め る こと 。 木 地 屋 は 「 剥 ぎ 目 」 
な ど 、 木 目 の 美 し さ を 活か す 木 地 を 作る こと 。 

3) 国産 の 漆 に こだわ る 

で き あ が っ た 木 地 と 対話 し な が ら 、 そ の 美 し さ が 最大 限 浮 か び 上 が る 
よう に 、 国産 の 上 質 な 漆 だ け を 使用 する こと 。 さ ら に は 、 木 地 の 風 合い 
や 木目 の 状態 に 応じ て 、 各 産地 の 国産 漆 を 独自 に ブレ ンド 。 そ の 調合 具 
合 や 、 塗 り 重 ね る 回 数 な ど を 絶妙 に コン トロ ー ル する こと 。 

4) シン プル な 純粋 さ に こだわ る 
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木曽 ノー ト (1) 木 


あら ゆる 素材 、 あ ら ゆ る 工程 に お いて 、 混 じ り っ けなし の 純粋 さ に こ 
だ わる こと 。 そ の た め に 、 過 度 な 装飾 や 模様 な ど は 極力 避け て 、 木 目 と 
漆 の 風合い その も の を 最大 の 装飾 と する こと 。 


木曽 町 が その 継承 を 図 ろ うと し て いる 八 沢 春 慶 は 、 今 の と ころ 、 手 塚 
氏 の 個人 技 の み に 負 うと ころ が 大 きく 、 今 後 の 展 開 が どの よう に な っ て 
いく の か 全く 読め な い 面 も あり ます 。 

また 、 実 際 の 八 沢 春 鹿 は 、 決 し て 手塚 氏 が 考え る ほど ピュ ア な 製品 を 
作り 続け て 来 た わ け で は あり ませ ん 。 漆 だ け を 何 度 も 重ね て 塗る 製法 で 
は コス ト が か か りす ぎる た め 、 柿 渋 や 膨 な ど と いっ た 漆 以外 の 下地 処理 
を 施す こと で 、 コ スト ダウ ン が 図ら れ て きた の で す 。 木曽 漆器 の セー ル 
スポ イン ト は 、 何 と 言っ て も 、 そ の リー ズ ナ ブル な 価格 に あっ た の で す 。 

八 沢 春 魔 の 姿 を より 鮮明 に つか むために は 、 今 一 度 、 そ の 歴史 を 人 嘩 
し て みる 必要 が あり そう で す 。 


上 八 沢 が 作り 続け て きた も の 

江戸 か ら 現 在 に 至る まで 、 八 沢 漆器 の 歴史 を 追っ て みる と 、 い つも 決 
まっ て 「 あ る 商品 」 に いき つき ます 。 そ れ は 、 メ ン パ ( 面 桶 ノ 面 津 ) を 
始め と する 「 お 弁当 箱 」 で し た 。 

メン パ と は 、 薄 く 剥 い だ 木 曽 ヒ ノ キ を 、 小 判 型 や 丸 型 に 成型 し た 弁当 
箱 の こと 。 も と も と は 、 き こり や 農夫 た ちの 必需 品 で し た 。 メ ン パ の 丸 
い カ タチ は 、 山 仕事 や 野良 仕事 の ジャ マ に な ら ず 、 腰 に 下げ て 携行 し や 
すい よう 工夫 され た も の だ っ た の で す 。 
この 丸い お 弁当 箱 が 、 江 戸 時 代 に な っ て 、 き こり や 農夫 だ け で な く 、 さ 
ま ざ ま な 職人 達 に も 愛用 され る よう に な り ま す 。 一般 庶民 に も 一 日 三 食 
が 慣習 化し 、 誰 も が 昼食 を 食べ る 時 代 に な っ た か ら だ と 考え られ て いま 
す 。 こ の 食 習慣 の 変化 に よっ て 、 江 戸 は 大 量 の お 弁当 箱 を 必要 と し た の 
で す 。 そ の 需要 に 応え る べく 、 木 曽 は 安く て 丈夫 な メン パ を 大 量 に 供給 
し まし た 。 八 沢 漆器 は 、 ま ず 何 より も メン パ が ウリ と し て 全国 に 知ら れ 
る よう に な っ て いっ た の で す 。 

明治 へ と 時 代 が 変わ っ て か ら も 、 八 沢 は メン パ を 作り 続け ます 。 そ の 
甲斐 あっ て か 、 八 沢 の メン パ は 陸軍 省 の 御用 品 に 採用 され た の で す 。 明 
治 8 年 に お ける 八 沢 漆器 の 生産 高 の う ち 、 そ の お よそ 60% が メン パ で し 
た 。 葉 入れ や 引 曲 げ 弁 当 な ど を 加え る と 、 八 沢 の 漆器 の 、 実 に 80% 以 上 
は 、 お 弁当 箱 だ っ た の で す 。(「 福 島村 戸長 役場 文書 」 の デー タ よ り ) 

し か し 、 明 治 13 年 に 、 陸 軍 省 に よる 八 沢 メ ン パ の 買い 上 げ は 廃止 され 
て し まい まし た 。 御 用 品 と いう 立場 に 甘え て 粗雑 品 が 頻発 し た た め と 言 
われ て きま し た が 、 人 金属 製 の 「 ハ ン ゴ ウ 」 の 出現 に よる 影響 が 大 きか っ 
た と も 言わ れ て いま す 。 軽く て 丈夫 で 、 そ の まま 炊飯 まで で きる 「 ハ ン 
ゴウ 」 の 機能 性 に 、 旧 時 代 的 と も いえ る 漆器 が 太刀 打ち で きる は ず も な 
か っ た の で す 。 
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木曽 町 に た だ 1 人 残る 木 地 屋 ・ 村 地 忠 太郎 氏 。 八 沢 が 誇 
「 へ ぎ 目 」 技 術 の 貴重 な 「 生 き 字 引 」 で ある 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


こう し た 流れ を 受け て 、 全 国 の 漆器 産地 は 、 機 能 性 で は な く 、 装 飾 性 
に 活路 を 見 い 出す よう に な っ て いき ます 。 輸 島 を 追っ て 「 錆 土 」 を 手 に 
入れ た 平沢 は 、「 木 曽 堆 朱 」 や 「 塗 り 分 け 呂 色 塗 」 な どの 技法 を 開発 し 、 
日 本 を 代表 する 一 大 漆器 産地 に まで 発展 を 遂げ る の で す 。 

し か し 、 八 沢 は そう し た 道 を 選択 し ませ ん で し た 。 売り 上 げ の 6 割 近 
く を 占め て いた 陸軍 に よる 買い 上 げ が 廃止 され て 窮地 に 陥っ た 業者 達 は 、 
ー 致 団結 し て 「 八 沢 漆器 同業 組合 」 を 発足 。 講 習 会 や 研究 会 を 開い た り 、 
博覧 会 な ど に も 積極 的 に 参加 し た り し て 、 そ の 品質 向上 に 努め まし た が 、 
それ で も 、 平 沢 の 「 錆 土 」 を 採用 し た り 、 詩 絵 や 沈 金 の 技法 を 取り 入れ 
た り と いっ た 加 飾 に 走る こと は あり ませ ん で し た 。 そ れ ど ころ か むし ろ 、 
素朴 な シン プル さ を 、 よ り 一 層 追 究 す る 道 を 選ぶ の で す 。 こ うし て 明治 
未 期 に 編み 出さ れ た の が 「 へ ず ぎ 目 」 の 技法 で し た 。 

従来 、 わ ざわ ざ カ ン ナ で 平ら に し て いた 「 へ ぎ 目 」 を 、 そ の まま デザ 
イン と し て 活か そう と する この 技法 は 、 豪 華 な 装飾 こそ 漆器 の 醍醐 味 と 
考え られ て いた 当時 に お いて 、 ま さ に 時 代 を 逆行 する よう な 試み で あっ 
た は ず で す 。 し か し 、 八 沢 漆器 は 、「 へ ぎ 目 」 の シン プル な 美 し さ が 受け 
て 、 息 を 吹き 返す の で す 。 

昭和 初期 に は 、250 人 以上 も の 職人 が 従事 する まで に 発展 し 、 八 沢 漆 
器 は 最盛 期 を 迎え まし た 。 そ し て 、 こ の 最盛 期 の 八 沢 漆器 を 支え た 商品 
が 、 ま た し て も 「 お 弁当 箱 」 だ っ た の で す 。 

当時 、 お 弁当 箱 の 主流 は 、 完 全 に 金属 製 に 移行 し て いま し た 。 ま た 、 
サラ リー マン が 増え た こと も あっ て 、 お 弁当 は カバ ン の 中 に 入れ られ る 
よう に な っ て いま し た 。 も う 腰 に 下げ て 携行 し や すい よう に 、 丸 形 で あ 
る 必要 は 全く あり ませ ん で し た 。 む し ろ 、 カ バン の 中 で 効率 よく 収納 で 
きる 方 形 の も の の 方 が 好都合 だ っ た の で す 。 そ の た め 、 箱 形 で 角 だ け 少 
し 丸み を 帯び た スマ ー ト な 金属 製 お 弁当 が 、 人 気 を 博 し て いま し た 。 

八 沢 の 漆器 業者 は 、 こ の カタ チ を 何と か 漆器 で 実現 し よう と 考え た の 
で す 。 角 だ け 少 し 丸み を 帯び た カタ チ を 木製 品 で 作る の は 、 メ ン パ の よ 
うな 円 形 の も の を 作る より 格段 に 難し か っ た よう で す 。 大 変 な 苦労 の 末 
に 完成 し た この 弁当 箱 は 、 昭 和 2 年 に 発売 され た こと か ら 「 昭 和 弁 当 」 
と 呼ば れ 、 大 ヒッ ト し まし た 。 金属 製 の も の に そっ くり の カタ チ で あり 
な が ら 、 格 段 に 価格 が 安かっ た か ら で す 。 

とこ の よう に 、 八 沢 は 江戸 か ら 昭 和 に 至る まで 、 一 貫 し て 「 お 弁当 箱 」 
を 作り 続け て きた の だ と 言え ます 。 八 沢 漆器 の 歴史 と は 、 ま さ に 「 お 弁 
当 箱 」 の 歴史 な の で す 。 し か し 、 こ の 「 昭 和 弁 当 」 を 最後 に 、 八 沢 漆器 
は 「 お 弁当 」 自 体 の 、 時 代 の 変化 に 対応 し きれ な く な っ て いき ます 。 

戦後 、 弁 当 箱 の 主流 は 、 金 属 か ら プ ラス ティ ッ ク 製 へ と 移り ます 。 タ 
ッ パ ウェ ア の よう に 、 密 閉 性 に 優れ 、 汁 や 醤油 な ど が 外 に こぼれ 出 な い 
も の も 登場 し 、 漆 器 の お 弁当 箱 は 完全 に 時 代 遅 れ の も の と 考え られ まし 
た 。 そ し て 、 高 度 成長 以後 、 電 子 レ ンジ の 普及 や 外食 ブー ム な ど に よっ 
て 、 八 沢 漆器 の 「 弁 当 箱 」 は 完全 に 息の根 を 止め られ て し まう の で す 。 
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フラ ンス 語 版 の Wikipedia に は BENTO の 項目 が あり 、 ヨ ー 

ロッ パ で の 流行 を 紹介 する と と も に 、 キャ ラ 弁 (Charaben) 

と し て パン ダ の お に ぎり が 掲載 され 、 日 本 の カワ イイ 
(Kawai) も の の 一 つと 記さ れ て いる 。 

出典 : http:/fr.wikipedia.org/wiki/Bento 


木曽 ノー ト (1) 木 


今や 「 お 弁当 」 は 、 丸 ご と コン ビニ で 買う 時 代 に な っ て し まい まし た 。 
そし て 、 気 が つけ ば 、 八 沢 の 漆器 職人 も 片手 で 数 えら れる ほど まで に 表 
退 し て いた の で す 。 


目 弁 当 /BENTO・ 新 時 代 

し か し 、 近 年 、 昔 な が ら の 手づくり の 「 弁 当 」 が 、 再 評価 され つつ あ 
り ま す 。 健康 ブー ム や エコ ブー ム な ど に 伴っ て 、 コ ン ビ ニ 弁 当 や 外食 で 
は な く 、 日 本 の 伝統 食 と も いえ る 「 弁 当 文化 」 を 見 直 そ うと いう 気運 が 
高まっ て き て いる の で す 。 

子ども 自ら が 自分 で 弁当 を 作る 「 弁 当 の 日 」 運 動 が 、 全 国 の 小学 校 で 
展開 され る よう に な っ て いた り 、 朝 早く 起き て 自分 で 弁当 を 作る 「 弁 当 
男子 」 が 登場 する な ど 、 明 ら か に これ まで と は 質 の 違う 「 弁 当 ブ ー ム 」 
が 起こ っ て いる と みて 良い で し ょ う 。 

考え て みれ ば 、 日 本 人 に と っ て 「 お 弁当 」 と は 、 単 な る 携行 食 で は あ 
り ま せん で し た 。 タ コ の 形 に 切ら れ た ソー セー ジ や ウサ ギ を 模 し た リン 
ゴ な ど は 言う に 及ば ず 、 た と え お に ぎり 1 個 の お 弁当 で も 、 そ こ に 気持 
ちや メッ セー ジ か が 込め られ る こと は 決し て 珍し く あ り ま せん 。 作る 人 が 
食べ る 人 を 意識 し て 、 様 々 な 工夫 を 凝ら し た 日 本 の お 弁当 は 、 単 な る 食 
事 を 超え た 「 コ ミュ ニケ ーション ツー ル 」 で も あっ た の で す 。 

近年 で は 、 欧 米 を 中 心 に 、 中 国 や タイ な どの アジ ア 諸 国 に まで 、 日 本 
の BENTO を 「 カ ッ コ イイ 」 と 感じ る 若者 が 増え て き て いま す 。 日 本 の マ 
ン ガ の 中 で 、 愛 する 人 の た め に 毎日 せっ せ と 作 っ た り 、 お 母さん の 替 当 
に 涙し た りす る シー ン が 、 数 多く 登場 する た め だ と 言わ れ て いま す 。 
日 本 の マン ガ の 熱狂 的 な ファ ン が 多い フラ ンス な ど で は 、 こ うし た 弁 
当 シ ー ン に 触発 され て 、 自 分 で も お 弁当 を 作っ て みた いと 考え る 人 が 増 
えて き て お り 、 書 店 に 弁当 箱 コ ー ナ ー が 特設 され る ほど の 盛り 上 が り を 
見 せ て いま す 。 ネ ッ ト 上 で は 、 日 本 の 漫画 や アニ メ に 登場 する 弁当 シー 
ン だ け を 集め た ブロ グ や 、 バ リエ ーション 豊か な 日 本 式 弁 当 を 「 鑑 賞 」 
する サイ ト 、 実際 の 作り 方 を 録画 し た YouTube な ど が 、 大 変 な ヒッ ト 数 
を 記録 し て いる ほど で す 。 

世界 的 不景気 の 時 代 に あっ て 、 経 済 性 に 優れ て いて 、 健 康 的 で も あり 、 
し か も エコ で も ある 日 本 式 BENTO は 、SUSHI や SASHIMI、UDON に 続 
く WASHOKU と し て 認知 され つつ あり ます 。 

こう し た 流れ の 中 で 、 弁 当 箱 そ の も の に こだわ る 人 が 、 日 本 だ け で な 
く 世 界 中 に 増え て き て いま す 。 特 に 、 健 康 や エコ に 気 を 遣う 和 人 た ちの 間 
で は 、 昔 な が ら の 「 曲 げ わ っ ぱ 」 や 「 メ ン パ 」 に 注目 が 集まっ て いま す 。 
金属 製 の 弁当 箱 や タッ パウ エア より も 、 ご 飯 や お か ず が 格段 に お いし い 
と 評判 な の で す 。 同 じ お 弁当 で も 、 弁 当 箱 の 素材 に よっ て 味 が 変わ る と 
いう 価値 観 が 浸透 し て き て いる と 言え る で し ょ う 。 

八 沢 の メン パ の 魅力 に つい て 、 海 老 屋 漆器 店 の 三 上 貢 氏 は 次 の よう に 
語っ て いま す 。 
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漆器 の メン パ は 、 適 切な メン テ ナ ン ス を 重ね る こと で 、 本 
当 に 長持ち する 。 海 者 屋 に は 、 使 い 古 され て も な お 修理 を 
待つ メン パ が いく つも 並ん で いた 。 そ の 意味 で は 、 使 い 捨 
て の 弁当 箱 や プラ ステ ィ ッ ク 製 品 に 比べ て 、 究 極 の エコ グ 
ッ ズ と いえ る 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


「 海 老 屋 漆器 店 で 扱っ て いる メン バ は 、 樹 齢 200 て 500 年 の 木曽 ヒノ 
キ と サワ ラ で 作ら れ て いる た め 、 と て も 長持ち し ます 。 何 より 、 中 に い 
れ た ご 飯 や お か ず が 、 本 当 に お いし いん で す 。 イ メー ジ 的 に 、 漆 器 の 弁 
当 箱 だ と ご 飯 が ベタ っ と する の で は 、 と 心配 され る 方 も 多い の で す が 、 
全く 逆 で す 。 漆 は 他 の 塗料 と 違っ て 水分 と 空気 を 細か く 通 す の で 、 木 地 
の 呼吸 を 邪魔 せ ず 、 プ ラス ティ ッ ク 製 や 金属 製 の も の より も 、 む し ろ ふ 
っ くら する の で す 。 適 度 な 湿度 が 保 た れる の だ と 思い ます 。 き っ と お 桂 
の よう な 効果 が ある の で し ょ う ね 。 一 度 、 漆 の 弁当 箱 の お いし さ を 味 わ 
っ て も らい た いと 思い ます 。 

また 漆 の メン パ は 、 適 切な メン テ ナ ン ス を する こと で 、 も の すご く 長 
い 間 使え ます 。 当店 に も 、 メ ン テ ナ ンス を 重ね な が ら 大 切 に メン パ を 使 
いつ づけ て くだ さる お 客 様 が 、 少 な か ら ず いら っ し ゃ いま す 。 漆器 の ヒ 
ビ や 壊れ た 部 分 に 麻布 を 貼り 、 そ の 上 か ら 漆 を 塗り 重ね る と 、 麻 布 の 部 
分 が デザ イン の アク セン ト に な っ て 、 ま た 新しい 趣き が 出 て くる の で す 。」 

さら に は 、 天 然 木 と 天然 漆 で 作ら れ た メン パ は 、 混 じ り っ けなし の 天 
然 素 材 100%。 小さ な 子 ども か ら お 年 寄り まで 、 安 心して 口 に する こと 
が で きる 健康 グッ ズ で も あり ます 。 お いし く て 、 健 康 に も 良く 、 エ コ で 
も ある メン パ は 、 ま さ に 現代 の 潮流 に マッ チ し た 製品 と 言え ます 。 メ ン 
パ が 注目 され て いる の は 、 単 な る ノスタルジー で は な い の で す 。 

ずっ と お 弁当 箱 だ け に こだわ っ て きた 八 沢 春 慶 に と っ て 、BENTO が 世 
界 的 流行 の 兆し を 見 せ て いる こと は 、 本 来 な ら 、 千 載 一 遇 と も 言え る ビ 
ジネス チャ ンス の は ず で す 。 し か し 、 本 当 に 残念 な こと に 、 木 曽 町 に は 
も う 作 り 手 が いま せん 。 八 沢 の 曲げ 物 を 一 手 に 担っ て きた 名 人 ・ 村 地下 
太郎 氏 も 、 既 に 90 歳 を 超え る ご 高齢 と な り 、 後 継 者 も いま せん 。 仮 に ブ 
ー ム に 火 が つい て 、 大 量 の 注文 が 殺到 し た と し て も 、 供 給 で きる 商品 の 
数 は 微々 た る も の で す 。 八 沢 の メン パ の 行く 末 は 、 暗 溢 と し て いる と 言 
わざ る を えま せん 。 


馬木 澤 ク ラフ ト の 現状 

せっ か く の ニ ー ズ が あり な が ら 、 今 や 「 八 沢 の 弁当 箱 」 は その 回 要 に 
全く 対応 で きま な いよ うに 思わ れ ま す 。 一 方 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 と 称 さ れ 
る 現代 木工 に 携わっ て いる 人 た ち も 、 そ うし た ムー ブ メ ント に 、 あ まり 
高い 関心 を 寄せ て いる よう に は 見 受け られ ませ ん 。 

本 来 な ら 、 木 曽 町 八 沢 び が こだわ り 続け た 「 弁 当 箱 」 へ の 思い を 継い で 、 
新た な 時 代 に マッ チ す る BENTO-BAKO を 開発 し よう と 考え る クラ フト マ 
ン が 、 一 人 ・ 二 人 は いて も お か し く な い は ず で す 。 

詳細 な 調査 が で き て いる わけ で は あり ませ ん が 、 木 曽 の クラ フト マン 
は 、 自 ら を 「 木 曽 ク ラフ ト 」 と 位置 づけ る 意識 に 乏しい よう に 思わ れ ま 
す 。 そ の た め 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 と は 何 を 特長 と し て 、 ど の よう な セー ル 
スポ イン ト を 有 し て いる の か 、 誰 も 明確 に は 答え られ ませ ん 。 た だ 木曽 
町 に 在住 し て いる と いう こと だ けが 共通 項 で 、 各 作家 は 、 そ れ ぞ れ の 趣 
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fr 「 
木曽 町 で は 意外 と 見 か け な い 白壁 の 蔵 造 り の 外観 が 印象 的 
な 「 森 の 遊子 」。 木 曽 で 活動 する クラ フト マン た ちの 作品 
が 展示 販売 され て いる 。 家具 か ら 漆 器 、 玩 具 、 器 、 ア クセ 
サリ ー な ど 、 本 当 に 多種 多様 の 作品 が 所 狭し と 並ぶ 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


くま ま 、 そ れ ぞ れ が 好き な も の を 作っ て いる 、 と 言わ ざる を 得 ま せん 。 

も ちろ ん 、 個 々 の クラ フト マン は 、 自 分 な り に 考え て いる の か も し れ 
ませ ん 。 ギ ャ ラリ ー「 森 の 遊子 」 オ ー ナ ー と し て 、 木 曽 の クラ フト マン 
た ち を プロ デュ ー ス し て きた 唐津 光弘 氏 は 、 課 題 は な し ろ 木 曽 の 人 々 自 
身 の 「 木 離れ 」 に ある と 、 次 の よう に 語り ます 。 

「 木 曽 は 木 の 国 と いう だ け あ っ て 、 木 の 素材 を 活か し 、 木 曽 漆 の 技法 
を アレ ンジ し な が ら 、 お も し ろ い 作品 を 作る 作家 が 多い と 思い ます 。 た 
だ 、 こ とこ で 暮らす 人 た ち が そ の 魅力 に 気づか ず 、 漆 器 に し て も 木製 品 に 
し て も 、 そ れ を 日 常 生活 で 積極 的 に 使っ て いな いよ う で ある の が 残念 で 
す 。 木曽 は 、 木 を 外 に 出す こと で 経済 が 回 っ て きた と いう こと も あっ て 、 
外 か ら み れ ば ひと つの ブラ ンド と し て 成立 し て いる よう に 見 えま す が 、 
肝心 の 地元 の 人 に は その 自覚 が あり ませ ん 。 木曽 の 若者 た ち が 、 木 曽 で 
いろ ん な 木工 品 を 作っ て いる と いう こと を 、 ま ず 何 より 木曽 の 人 が 知ら 
な いし 、 そ れ を 使 お うと も し て いな い の で す 。 

これ か ら は 、 た だ 木工 品 を 売る と いう 意識 で は な く 、 木 と 漆 の ある 暮 
らし を 木曽 らし い ラ イフ スタ イル と し て アピ ー ル し て 売っ て いき た いと 
考え て いま す 。 そ の た め に も 、 ま ず 木 曽 の 人 た ち が 、 木 曽 ク ラフ ト の 良 
さ を 知 っ て 、 も っ と 使っ て も らい た いと 思う の で す 。」 

確か に 、 木 曽 の 人 々 の 「 木 離れ 」 は 、「 木 の 国 ・ 木 曽 」 に と っ て 深刻 な 
問題 で す 。 木 曽 の 若い クラ フト マン た ち を 何と か 世に 出し た いと 尽力 さ 
れ て いる 唐津 氏 の 情熱 に は 頭 が 下がる 思い で す 。 し か し 、 唐 津 氏 が 述べ 
て いる よう に 、 も し も 「 木 曽 ク ラフ ト 」 を 単なる 木工 品 で は な く 、「 木 と 
漆 の ある ライ フス タイ ル 」 で 売っ て いこ うと する な ら 、 まず 何より も 、「 木 
曽 ク ラフ ト と は 何 か 」 と いう 明確 な 定義 が 不可 欠 で ある は ず で す 。 

ー ロ に 「 木 と 漆 を 用 いた ライ フス タイ ル 」 と いっ て も 、 そ れ は 一 体 ど 
ん な 生活 な の か 、 ど ん な メリ ッ ト が ある の か 、 他 の 木工 品 と は 何 が 違う 
の か 、 ど ん な 人 に どう いう 場面 で 使っ て も らい た い の か 、 そ の た め に ど 
ん な 工夫 や 技術 を 用 いて いる の か 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 作品 か ら は 、 あ ま 
り 明確 に 伝わっ て きま せん 。 

「 黙 っ て いて も 伝わる は ず 」 と いう の が 「 木 曽 ら し さ 」 な の か も し れ 
ませ ん が 、 そ も そ も 「 木 曽 ら し さ 」 と は 何 か 、 木 曽 以外 の 人 た ち に は 、 
黙っ て いて は 決し て 伝わり ませ ん 。 

「 木 曽 ク ラフ ト 」 を 振興 し 、 何 と か 産業 化 を 果たし た いと 考え て いる 
木曽 町 も 、 そ うし た 定義 を 求め を い まま 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 を 支援 し よう 
と し て いる よう に 思わ れ ま す 。 こ れ で は 、 誰 に 何 を 売る た め に 、 ど ん な 
戦略 を 取る の か 考え な いで 、 た だ 手元 に ある 雑多 な 商品 を 並べ て 、 偶 然 
目 に と め て くれ る 客 を 待つ 「 フ リー マー ケッ ト 」 の よう な も の で す 。 

町 が 進め て いる 「 木 曽 町 木工 振興 計画 」 の 「 木 エ ブ ラ ンド づく り 支 援 
事業 」 に ディ レク ター と し て 参加 し て いる 株 式 会 社 EXS の 永田 宙 郷 氏 は 、 
と うし た 「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 現状 を 、 次 の よう に 分 析 し て いま す 。 

「 木 曽 の クラ フト マン た ち は 、 大 別 す る と 2 つの タイ プ に 分 か れる よ 
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木曽 町 の 「 木 エ ブ ラ ンド づく り 支 援 事業 」 で 永田 宙 郷 氏 の 
ディ レク ショ ン に より 開発 され た 「 木 曽 の 檜 で 作っ た 木 鹸 
(も っ けん = 木 の 石 鹸 : 画像 左 )」 と 、「 木 曽 の 檜 で 作っ た 

サシ ェ (アロ マブ ロッ ク : 写真 右 ) 」。 

木曽 クラ フト を 「 健 康 産業 」 と と ら え 、 第 一 段 と し て は バ 
ス ・ ト イレ タリ ー 用 品 に 絞っ て 商品 化 が 図ら れ た 。 

と も に 、「 木 曽 生活 研究 所 」 と いう ブラ ンド 名 で 販売 開始 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


うに 思わ れ ま す 。 一 つ は 、 受 注 生産 型 の 作家 タイ プ 。 こ れ は 、 顧 客 か ら 
受注 し た も の を 自分 な り に 工夫 し て 製作 し 、 納 品 す る と いう スタ イル で 
す 。 こ うし た タイ プ の 方 は 、 自 ら の オリ ジ ナ ル 商 品 を 開発 する と いう 意 
識 は あま りな く 、 得 意 先 か ら オ ー ダ ー さ え あ れ ば 、 市 場 動 和 両 や ニー ズ な 
ど に も あま り 注 意 する 必要 は あり ませ ん で し た 。 し か し 、 人 々 の ライ フ 
スタ イル や 購買 動向 は 大 きく 変化 し て いて 、 オ ー ダ ー で 家具 を 作ろ うと 
考え る 人 か が 激減 し て いる 現在 、 た だ 待っ て いる だ け で は 仕事 が な い 、 と 
いう 状況 に も な りか ね ませ ん 。 

も う 一 つ は 、 お 土産 品 や 民芸 品 を 生産 する タイ プ 。 こ ちら も 、 木 曽 路 
ブー ム の 時 な どの よう に 、 黙 っ て いて も 観光 客 が 集まっ て き て いた 時 代 
は 良かっ た の か も し れ ま せん が 、 観 光 客 が 減っ て いる 現状 で は 厳し く な 
る 一 方 で す 。 ま た 、 観 光 客 自体 の スタ イル や ニー ズ も 変わ っ て き て いま 
すか ら 、 単 な る ステ レオ タイ プ の 雑貨 や 人 形 ・ 柱 と いっ た 土産 物 で は 、 
見 向き も され な いと いう こと に な りか ね ませ ん 。 

いずれ に し て も 、 木 曽 の クラ フト マン は 、 マ ー ケ ティ ング と いう 意識 
が 弱い よう に 思わ れ ま す 。 こ れ ま で は 必要 が な か っ た の で すか ら 、 仕 方 
が な いか も し れ ま せん が 、 こ れ か ら は も う 少 し 意識 的 に 市 場 ニ ー ズ を 探 
究 する 姿勢 が 必要 だ と 思い ます 。 現状 は 、 求 め ら れ て いる も の と 、 作 っ 
て いる も の の ギャ ッ プ が 激しい の で す 。 売れ な い の は 情報 発信 が 足り な 
いせ い 、 と いう 声 も 聞か れ ま す が 、 そ も そ も 発 信 す る に 値する 『 物 語 』 
を 持っ て いな いよ うに 思わ れ て な り ま せん 。 

具体 的 な ター ゲッ トイ メー ジ が な い 限 り 、 モ ノ に 物語 は 生ま れ ま せん 。 
単に モノ が ある だ け で は 売れ な い 時 代 な の で す 。 ど ん な 人 に 、 ど ん な 場 
面 で 、 ど うい う 風 に 使っ て も らい た いか 、 物 語 の ある モノ づく り が 必要 
で す 。 そ れ を 考え る 方 法論 が 、 マ ー ケ ティ ング と 呼ば れ て いる も の な の 
で す 。」 


目 木 曽 ク ラフ ト を 「 木 工業 」 で は な く 「 健 康 産業 」 と 捉え て みる 

こう し た 状況 を 冷静 に 考え る と 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 が 成立 する た め に は 
思い 切っ た 施策 が 必要 だ と 思わ れ ま す 。 そ も そ も 、 飛 弾 や 大 川 と いっ た 
日 本 を 代表 する 家具 産地 で さえ 、 烈 な 生き 残り 競争 を 余儀 な くさ れ て 
いる 現在 、 作 家 性 や 民芸 品 で 木曽 の 木工 を 事業 化す る の は 至難 の わざ と 
いえ る で し ょ う 。 

前 述 し た 通り 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 強み は 、「 木 曽 は 木 の 国 」 と いう ブ 
ラン ドイ メー ジ が いま だ 健在 で ある 、 と いう こと だ け で す 。 こ の イメ ー 
ジ が 完全 に 消滅 し て し まわ な いう ち に 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 と は 何 を 意味 し 、 
どん な 魅力 が ある の か 、 具 体 的 な 実体 を 確立 し た な けれ ば な り ま せん 。 

「 木 曽 ク ラフ ト 」 と 呼ぶ か ら に は 、 何 を も っ て 「 木 曽 ら し さ 」 と する 
の か 、 そ の 合意 な し で は 「 木 曽 ク ラフ ト 」 と は 呼ば せな いく らい の 思い 
切り が 必要 で す 。 

これ まで 見 て きた よう に 、 木 曽 は 、 確 か に 「 木 の 国 」 で し た 。「 す べ て 
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箸 は 直接 口 に 入れ る も の 。 天然 木 に 天然 漆 を 塗っ た 箸 は 、 
全て の 箸 の 中 で 最も 健康 に 良い も の と 言っ て 良い 。 弁 当 箱 
と セッ ト で 展開 する こと で 、 健 康志 向 と いう 「 木 曽 ク ラフ 
ト 」 の コン セプト が より 一 層 生 き て くる 。 写 真 は 「 う る し 
塗り 工房 て ば や し 」 の 春 慶 箸 (木曽 クララ フト ドッ トコ ム よ 
り ) 


木目 を 活か し た 木 の 弁当 箱 に 、 木 曽 の 食材 が ぎっ し り 詰 
っ つた 「 木 曽 弁 」。 弁 当 箱 と 中 身 を 組み 合わ せ た 「 木 曽 弁 コ 
ン テ ス ト 」 な ど を 開催 すれ ば 、 海 外 の BENTO フ ァ ン に も 
訴求 力 を 持つ コン テン ツ と な る 。「 ス ロー フー ド ・ 木 曽 」 
の シン ボル と し て 期待 で きる 。 (写真 は イメ ー ジ ) 


木曽 ノー ト (1) 木 


山 の 中 」 に あっ て 、 い つも 「 木 」 と と も に 生き て きた の で す 。 

そし て 、 木 曽 の 中 で も 木曽 町 は 、「 木 の 弁当 箱 」 を は じ め と する 「 木 の 
食器 」 を 、 都 市 生活 者 に ひたすら 提供 し 続け て きた 町 で し た 。 

現代 は 、 誰 も が みな 「 食 」 に 大 き な 関 心 を 寄せ な が ら 、 同 時 に 自ら の 
「 食 」 に 心配 を 抱い て いる 時 代 で す 。 こ うし た 時 代 の 潮流 か ら 、 木 曽 町 の 
木工 の 歴史 を 顧み た 場合 、「 木 曽 ク ララ フト 」 が 提供 すべ きも の と は 、 決 し 
て 椅子 や テー ブル な ど と いっ た 家具 や 、 額 縁 や 行 条 な どの よう な 装飾 的 
な イン テリ ア 雑 貨 で は な いよ うに 思わ れ て な り ま せん 。 

も し も 「 木 曽 ク ラフ ト 」 が 、 江 戸 時 代 以 来 、 愚 直 な ほど 「 お 弁当 箱 」 
を 作り 続け て きた 八 沢 春 慶 の 精神 を 受け 継ぎ 、 現 代 的 な BENTO-BAKO を 
開発 する こと に 特 化 する と し た ら 、 物 語 は お の ず と 浮か び 上 が っ て きま 
す 。 買い 手 に と っ て も 、 何 故 「 木 曽 ク ラフ ト 」 が BENTO-BAKO を 開発 し 
よう と する の か 、 何故 、 木 曽 の BENTO-BAKO が 素晴らし いと いえ る の か 、 
イメ ー ジ を 描け る だ け の 根拠 が 与え られ る の で す 。 

例え ば 、 木 製品 に 新 素 材 を 組み 合わ せる こと で 汁 が こぼれ な い 工 夫 が 
あっ た り 、 女 性 層 を ター ゲッ ト に し た カワ イイ カタ チ に 八 沢 春 慶 塗 り が 
融合 し て いた り 、 あ る い は 海外 の BENTO マニ ア を 意識 し た ジャ ポ ネ スク 
な 趣向 が あっ た り … 「 木 曽 ク ラフ ト 」 に 登録 され て いる 全て の クラ フト 
マン が BENTO-BAKO の 競作 を 試み る だ け で 、 無 数 の 物語 が 生ま れ て くる 
は ず で す 。 さ ま ざ ま な BENTO-BAKO が ずら っ と 並ん だ クラ フト 展 が 開催 
され れ ば 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 が 何 を 目指 し て いる の か 、 誰 も が 直感 的 に 理 
解 で きる で し ょ う 。 

そう し た 物語 が ひと た び 生 まれ る と 、 お 箸 や カト ラリ ー、 食 器 な ども 、 
簡単 に 「 木 曽 ク ラフ ト 物 語 」 に 加え られ ます 。 大 切な 人 が 口 に する モノ 
全て に 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 は 徹底 し て 身体 に 優し い 木製 品 を 提供 する と い 
う 「 定 義 」 が 、 消 費 者 に 対す る 「 約 束 」 と し て 機能 する の で す 。 

その 精神 は 、 徹 底 し て シン プル で ピュ ア な 製品 作り を 追及 する 、 手 塚 
隆 氏 の 「 八 沢 春 慶 」 と も 決し て 矛盾 し ませ ん 。 

そし て 、 木 曽 町 が 推進 し て いる 「 ス ロー フー ド ・ 木 曽 」 運 動 と 連携 す 
れ ば 、 木 曽 の 食材 が ぎっ し り 詰 まっ た BENTO を 「 木 曽 弁 KIS0-BEN」 と 
し て アピ ー ル する 、 と いっ た 展開 も 可能 に な り ま す 。 

例え ば 、 木 曽 ク ラフ トマ ン た ちの 競作 に よる 多彩 な BENTO-BAKO に 、 
木曽 の 食材 を 工夫 し た 中 身 を 組み 合わ せ た 「 木 曽 弁 コ ンス ト 」 を 開催 す 
れ ば 、 海 外 の BENTO マニ ア に も アピ ー ル で きる コン テン ツ と な り 得 ます 。 
現在 の 「 木 曽 ク ラフ トド ッ ト コ ム 」 で は 、 海 外 か ら の 注文 は お ろか 、 ア 
クセ ス さ えな か な か 期待 で き な い か も し れ ま せん が 、KIS0-BEN と し て 提 
示さ れる BENTO-BAKO は 、 物 語 の ある コン テン ツ と し て 世界 中 に アピ ー 
ル で きる の で す 。 

その と き 「 木 曽 ク ラフ ト 」 は 、 も は や 第 二 次 産業 と し て の 「 木 工業 」 
で は な く 、 第 六 次 産業 【 一 次 (農業 と し て の 食材 ) + 二 次 (工業 と し て 
の 弁当 箱 ) + 三次 (サー ビス 業 と し て の 健康 産業 )】 と し て 位置 づけ られ 
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昭和 初期 の 洋風 建築 を 今 に 伝 える 旧 営 林 署 。 レ トロ な 雰 囲 
気 漂う 建物 の 中 に は 、 か つて 木曽 谷 に 生息 し て いた 生物 た 
ちの 剥製 ・ 標 本 や 、 天 然 ヒ ノ キ の 木片 資料 な ど が 眠っ て い 
る 。 


木曽 ノー ト (1) 木 


る 産業 と な る は ず で す 。 そ うな っ て 初め て 、 食 卓 と し て の テー ブル や 食 
器 棚 な ど と いっ た イン テリ ア 家 具 も 、「 木 曽 ク ララ フト 」 と し て 提供 され る 
意味 が 生ま れる で し ょ う 。 


目 本 当 に 守り 継ぐ べき も の 

も ちろ ん 、 こ とこ で 述べ て きた こと は 、 単 な る 一 案 に 過ぎ ませ ん 。 違っ 
た 視点 に 立て ば 、 弁 当 箱 以外 の 「 木 曽 ク ララ フト 」 も 成功 する 方 法論 は 必 
ず 見 つか る も の で す 。 決し て 、 こ れ し か が 正解 は あり 得 な いと いう こと が 
言い た いわ け で は な い の で す 。 

そもそも 、 現 実社会 に お いて は 、 い か な る 問題 で あれ 、 正 解 な ん て 存 
在 し ませ ん 。 何 が 正解 か と いう こと より も 、 誰 も が 大 切 だ と 思え る よう 
な スト ー リ ー を 組み 立て よう と する 「 意 志 」 を 持つ こと が 大 切な の で す 。 

伝統 工芸 と し て の 八 沢 春 魔 は 、 も は や 産業 と し て の 存続 は 見 込め な い 
状況 に あり ます 。 た と え 今 すぐ 後継 者 に た な り た いと いう 人 が 現れ た と し 
て も 、 そ の 技術 の 習得 や 継承 は 短期 間 で は 不可 能 で す 。 し か し 、 八 沢 春 
慶 の エッ セン ス や 精神 性 は 、 そ の 気 に た な りさ えす れ ば 、 誰 で も 継承 で き 
る は ず で す 。 手塚 氏 の 技術 その も の を 習得 し て 継承 し て いく の は 不可 能 
に 近い で す が 、 手 塚 氏 が 考え る 八 沢 春 鹿 の エッ セン ス を 、(1) 木 曽 の 木 に 
こだわ る こと (2) 木 曽 の 木 地 に こだわ る こと (3) 国産 の 漆 に に だ わる こ 
と (4) シ ンプ ル な 純粋 さ に こだわ る こと 、 の 4 点 に ある と 理解 し た 上 で 、 
その 精神 性 を 「 木 曽 ク ラフ ト 」 に も 当て は め て 実践 し て みよ うと する こ 
と で 、「 八 沢 春 慶 」 の 精神 性 は 継承 され る は ず で す 。 そ う で な い 限 り 、 人 
が 文化 や 歴史 を 学ぶ 意味 な ど な い と いう こと に な っ て し まい ます 。 

木曽 は 、 そ の 文化 や 伝統 を 大 切 に 思う あま り 、 そ れ ら が 丸ごと その ま 
ま 保存 され な い 限 り 価値 は な いと 考え が ち で す 。 今 、 問 題 に た っ て いる 
旧 営 林 署 の 保存 問題 に し て も 、 建 物 を その まま 保存 すべ きだ と 言う 声 が 
高まっ て いる と 聞き ます 。 

し か し 、 本 当 に 残す べき も の は 、 決 し て モノ で は あり 得 ま せん 。 建物 
の 外観 を その まま 守る こと より も 、 美 し か っ た 木曽 の 山々 を 築き 上 げ て 
きた 旧 営 林 署 の 人 々 の 知恵 と 精神 を 受け 継い で いく こと の 方 が 、 何 倍 も 
重要 で ある は ず で す 。 

木曽 町 の 林業 家 ・ 巾 崎 理 一 氏 は 、 平 成 19 年 度 に 実施 され た 「 森 の 聞き 
書き 甲子 園 」 に お いて 、「 な ぜ 林 業 家 に な っ た か 」 と いう 高校 生か ら の 質 
間 に 答 えて 、「 幼 い 頃 、 旧 営林署 に よっ て 整備 され た 御料 林 の 、 あ まり も 
の 美 し さ に 心 打 た れ た か ら 」 と いう 趣旨 の 発言 を され て いま す 。 (- つ > 木曽 
ノー ト (4) 「 い きも の 」 の 項 参照 ) また 、 森 林 破 壊 が 進む 東南 アジ ア の 
若者 に 森林 再生 の ノウ ハウ を 教え る た め 、 世 界 森 林 大 学 構想 を 提唱 する 
木曽 町 在住 の 昆虫 学者 ・ 永 井 信二 氏 は 、 そ の 講師 陣 と し て 旧 営 林 賭 OB 
た ちの 貴重 な 「 山 の 知恵 」 に 期待 し た い 、 と いっ た 趣旨 の 発言 を され て 
いま す 。 (つつ 木 曽 ノ メー ト (4) 「 い きも の 」 で の 座談 会 参照 ) 旧 営 林 署 の 
真 の 宝 は 、 建 物 の 外観 な ど で は 決し て な く 、 そ こ で 働い て きた 人 た ちの 
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木曽 ノー ト (1) 木 


知恵 や 精神 性 に こそ 求め られ る べき な の で す 。 

も ちろ ん 、 旧 営林署 の 外観 を その まま 保全 で きる な ら 、 そ れ に 超 し た 
こと は あり ませ ん 。 古き 良き 昭和 の 香り を 残す 建物 が 、 た だ それ だ け で 
価値 が ある と いう こと も 事実 で す 。 し か し 、 耐 震 基 準 を クリ ア す る た め 
に か か る コス ト が 大 きす ぎる の で あれ ば 意味 が あり ませ ん 。 建物 の 外観 
と いう 「 ハ ー ド 」 を 残す こと に か ける コス ト よ り も 、 今 まさ に 失わ れ よ 
うと し て いる 、 木 曽 の 大 切な 「 山 の 文化 」 を 継承 し て いく 「 ソ フト 」 に 
と こそ 、 コ スト は 費やさ れる べき な の で す 。 

美しい 天然 ヒノ キ 林 に せよ 、 生 物 多 様 性 に せよ 、 木 工 文 化 に せよ 、 木 
曽 の 「 山 の 文化 」 は 、 建 物 や 施設 が 培っ て きた の で は あり ませ ん 。 誤解 
を 恐れ ず に 言う な ら 、「 山 の 文化 」 の 主役 は 、 実 は 「 山 」 や 「 木 」 で すら 
あり ませ ん 。 そ れ ら は 、 み な 木曽 の 人 々 が 育ん で きた も の な の で す 。 木 
曽 の 物語 は 、 こ の 地 に 住ま う 人 々 に よっ て 紡が れ 続 ける べき も の な の で 
す 。 
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木曽 ノー ト (2) 水 


く 木 曽 の 水 資源 > 


水 は 地 域 を 映す 鏡 


世界 の 水 危機 は 、 今 、 深 刻 な 局面 を 迎え て いる 。2025 年 に 
は 、 水 が 原因 で 死亡 する 人 が 、 年 間 500 て 1.000 万 人 に 達 す 
る と も 予測 され て いる 。 


馬 世 界 を 襲う 深刻 な 水 危機 

2011 年 、 世 界 人 口 は つい に 70 億 人 を 突破 し まし た 。 急 激 な 人 口 増 
加 と 、 そ れ に 伴う 産業 の 発展 は 、 世 界 の 水不足 に 大 き な 影 響 を も た らし 
て いま す 。2003 年 に 東京 で 開催 され た 第 3 回 世界 水 フ ォ ー ラ ム の 報告 
に よる と 、 世 界 人 口 が 80 億 人 に 達する と され る 2025 年 に は 、 実 に 30 
億 人 以上 も の 人 が 水 ス トレ ス ( 水 の 量 と 質 の 限界 ) に 直面 し 、 年 間 500 
て 1.000 万 人 も の 人 が 、 水 が 原因 で 死亡 する と 予測 され て いま す 。 

既に 、 最 も 深刻 な 水不足 に 直面 し て いる アフ リカ の 国々 で は 、 赤 ん 坊 
に 飲ま せる ミル ク を 溶 く 水 が 手 に 入ら な いた め に 、 コ ー ラ を ミル ク 代 わ 
り に 飲ま せ て いる と いう ショ ッ キ ング な 報道 さえ 見 受け られ ます 。 こ れ 
ら の 国々 で は 、 水 より も コー ラ の 方 が ずっ と 安価 で 手 に 入り や すい も の 
な の で す 。 

「 水 の 惑星 」 と 誠 わ れる 地球 で す が 、 地 球 上 の 水 の 97.5% は 海水 で 
あり 、 淡 水 は わ ず か 2.5% し か あり ませ ん 。 し か も 、 そ の うち の 1.7% 
は 氷河 や 氷山 に 閉じ 込め られ て いる た め 、 我 々 が 使え る 水 は 、 地 球 上 の 
水 の わ ず か 0.8% に し か 過ぎ な い の で す 。 す ぐに で も 飲用 に 使用 で きる 
衛生 的 な 水 は 、0.01% に 満た な いと も 言わ れ て いま す 。 

そし て 、 こ の わずか な 淡水 が 、 工 場 か ら の 廃棄 水 や 化学 肥料 な ど に よ 
る 汚染 、 さ ら に は 地下 水 の 波 み 上 げに よる 枯 潟 、 温 暖 化 に よる 干ばつ や 
森 の 喪失 な ど が 原因 で 、 年 々 減少 し て いる の で す 。 

こう し た 世界 的 な 水 危機 を 背景 に 、「20 世紀 は 石油 を めぐ る 戦争 だ っ 
た が 、21 世紀 に は 水 を めぐ っ て 戦争 が 起こ る だ ろう 」 と 指摘 する 専門 
家 も いま す 。 水 は 、 今 や 、 人 類 に と っ て 最も 貴重 な 地球 資源 な の で す 。 


馬 日 本 に も 忍び 寄る 水不足 

山 紫 水 明 の 国 と いわ れ 、「 水 と 安全 は タダ 」 と 長く 言わ れ て きた 日 本 
で す が 、 さ ま ざ ま な 見 地 か ら 検 証する と 、 決 し て 手放し で 安心 し て も い 
られ な いよ う で す 。 

世界 有数 の 多雨 地帯 ・ ア ジア モン スー ン 地 帯 に 属し て いる 日 本 は 、 年 
間 の 平均 降雨 量 が 約 1,700mm で 、 世 界 の 平均 降水 量 ( 約 1.000mm) 
と 比べ れ ば 確か に 恵まれ て いま す 。 し か し 、 こ の 年 降水 量 に 国土 面積 を 
乗じ 全 人 口 で 割っ た 「 人 口 一 人 当たり の 年 平均 降水 総量 」 を みる と 約 
5,.200m3/ 年 ・ 人 と 、 世 界 の 平均 23.000 m3/ 年 ・ 人 の 4 分 の 1 程度 に 過 


木曽 ノー ト (2) 水 


ぎ ず 、 特 に 水 に 恵まれ て いる 国 と は 言え な く な り ま す 。 

その 上 、 日 本 の 川 は 急 斜 地 の 山 語 地域 を 流れ る も の が 多く 、 雨 は 梅雨 
や 台風 シー ズン に 集中 し て 降る た め 、 豊 富 な 降水 量 の か な り の 部 分 が 洪 
水 や 鉄砲 水 な ど と な っ て 、 利 用 され な いま ま 海 へ 流出 し て し まう 、 と い 
う 問 題 も 抱え て いま す 。 

また 、「 仮 想 水 (Virtual Water)」 と いう 考え 方 が 一 般 的 に な っ て きま 
し た 。 こ れ は 、 た と え 水 その も の を 輸入 し て いな い 国 で も 、 農 作物 を 輸 
入 し て いる 場合 、 そ れ ら が 作ら れる た め に 大 量 の 水 が 消費 され て いる の 
だ か ら 、 実 際 に は 農作物 と と も に 水 も 輸入 し て いる こと に な る 、 と いう 
考え 方 で す 。 

食糧 自給 率 が 40% を 切る 日 本 は 、 大 量 の 農作物 を 海外 か ら の 輸入 に 
頼っ て お り 、 こ うし た 考え 方 を 元 に 試算 し た 結果 、 少 な く と も 年 間 640 
億 t も の 仮想 水 を 輸入 し て いる 計算 に な り ま す 。 つ まり 、 世 界 の 水不足 
の 原因 の 一 端 は 、 日 本 の 過大 な 仮想 水 の 輸入 超過 が 関係 し て いる と も 考 
えら れ 、 日 本 で も 目 に 見 えな い 形 の 水不足 が 進行 し て いる こと に な る わ 
け で す 。 


目 水 は 、 そ の 土地 を 映す 鏡 

2011 年 3 月 11 日 に 発生 し た 東日本 大 震 災 と 、 そ れ に よっ て 引き 起 

こさ れ た 福島 原発 事故 に よる 大 気 汚染 や 水 汚染 は 、 今 後 長期 間 に わ た っ 
て 注視 し て いか な けれ ば な ら な い 新 た な 問題 を 呈す る こと に も な り ま し 
た 。 安 全 で お いし い 水 の 確保 は 、 こ と 日 本 で も 、 決 し て 簡単 た こと と は 
言え な い 時 代 に な っ て き て いる の で す 。 

だ か ら こ そ 、 良 質 で 豊富 な 水量 の 自然 水 に 恵まれ た 木曽 町 が 、 こ うし 
た 課題 を 解決 する た め の さ ま ざ ま な 事業 プラ ン を 提示 し 、 水 源 都市 と し 
' らい a て の モデ ル と な っ て いく こと が 期待 され ます 。 

太 押 町 に 今 も 残る 数 々 の 水 場 、 各 質 で 四宮 な 水 は 、 木 音 町 。「 と ころ 変わ れ ば 、 水 変わ る 」 と 言わ れる よう に 、 水 は その 土地 固有 
の 下谷 の の の 資源 で す 。 雨 や 雪 と し て 地上 に 降り 注い だ 水 は 、 地 表 や 地下 の 土壌 や 
岩石 と 接触 し 、 そ の 化学 的 影響 を 受け な が ら 、 長 い 時 間 を か け て その 地 
域 特 有 の 水質 を 示す よう に な り ま す 。 地 域 を 循環 ・ 移 動 し 、 浸 食 や 溶解 
に よっ て 土地 を 作り 変え て いき な が ら 、 同 時 に その 流域 の 地質 を 反映 し 
て 、 作 り 変え られ て いく の が 水 の 宿 命 な の で す 。 
水 は この 循環 過程 の 中 で 多く の 生命 体 と 接触 し 、 そ れ ら の 生命 を 育む 
と と も に 、 そ の 作用 を 受け て 自ら も 変化 し て いき ます 。 い わ ば 水 は 、 そ 
の 地域 の すべ て を 映し 出す 鏡 の よう な も の で 、 健 康 な 水 が あ る こと は 、 
そこ が 健康 な 土地 で ある と いう こと を 示し て いる こと に な り ま す 。 
健康 な 水 を 大 切 に 守り 、 正 し く 使う こと が 、 健 康 な 地域 すく り に つ な 
が る と 言え る の で す 。 
また 、 私 た ち 人 間 の 身体 も 、 お よそ 3 分 の 2 は 水 か ら で き て いま す 。 
健康 な 身体 の た め に は 、 健 康 な 水 が 欠 か せま せん 。 水 は 、 そ の 土地 を 映 
す 鏡 で ある と 同時 に 、 そ こ に 住ま う 人 々 の 鏡 で も ある の で す 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


木曽 は 、 豊 富 な 水 に 恵まれ た 、 水 源 の 町 で す 。 今 こそ 、 こ の 貴重 な 水 
資源 の 価値 を 正しく 認識 し 、 そ の 意味 と 重要 性 を 、 日 本 国内 の みな ら ず 、 
世界 に 向け て 発信 すべ き 時 だ と 言え る で し ょ う 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


く 木 曽 の 水 資源 > 


木 功 の 水 も の が な た 5 


木曽 は 世界 で も 有数 の 水 の 産 地 。 御 鐘 山 や 駒ヶ岳 な ど 、 複 
雑 で 多様 な 地質 が 、 木 曽 の 水 の バ リエ ーション を 豊富 に し 
て いる 。 


目 多 彩 な 水 を 育む 木曽 の 地質 

水 は 森 で 育ま れ ま す 。 従っ て 、 面 積 の お よそ 96% が 森林 で 覆 わ れる 木 
曽 町 は 、 水 源 の 町 に 他 な り ま せん 。 単 に 水量 が 豊富 な だ け で な く 、 水 質 
の 多様 性 に も 恵まれ て いま す 。 こ うし た 木曽 の 水 の 豊 か さ は 、 こ の 地 の 
地質 の 多様 性 に 由来 する と 考え られ ます 。 

1951 年 に 長野 営 林 局 の 委嘱 を 受け た 柴田 秀 賢 氏 は 、 木 曽谷 の 地形 や 地 
質 の 調査 を 行ない 、 木 曽谷 全域 の 地質 図 を 作成 し まし た 。 そ れ に よる と 、 

曽谷 を 構成 し て いる 岩石 は 、 主 と し て 、 古 生 代 、 中 生 代 、 新 生 代 の 各 
層 と 火成岩 類 。 古 生 層 は 上 松 以 北 や 福島 西部 な ど に 露出 し 、 黄 砂岩 、 粘 
板 岩 、 チ ャ ー ト 、 和 石灰 岩 、 輝 緑 凝 灰 娠 な どか ら 構 成 さ れ 、 中 生 層 を 構成 
する 火 成 娠 は 、 主 と し て 花 尚 岩 類 や 斑 鉱 涯 な どか ら 構 成 さ れ て いま す 。 
と この よう に 、 木 曽 を 構成 する 地質 は 、 複 雑 か つ 多 様 性 に 富ん で いま す 。 

木曽 町 を 挟ん で 対 財 す る よう に 人 準 え る 2 つの 名 山 ・ 御 獄 山 と 木曽 駒 ヶ 
岳 は 、 互 い の 距 離 の 近 さ と は 反対 に 、 全 く 異 な る 地質 か ら 成 り 立 っ て い 
ます 。 そ の 大 部 分 が 古 生 層 の 花 両 娠 か ら で き て いる 木曽 駒 ヶ 岳 に 対し て 、 
御 獄 山 の 基 底 は 、 古 生 代 の 粘 板 岩 ・ 砂 岩 ・ チ ャ ー ト な どか ら 成 る 古 期 水 
成 岩 地帯 と 花 両 娠 な どの 古 火 成 娠 か ら で き て いま す 。 

御 獄 山 と 木曽 駒ヶ岳 が 、 こ ん な に 至近 距離 に あり な が ら 、 全 く 異 な る 
地質 か ら 成 り 立 っ て いる こと に つい て 、 地 質 学者 の 富 極 均 氏 (長野 県 環 
境 保全 研究 所 ) は 、 そ の 理由 を 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 山 の で き 方 に は 二 通り あり ます 。 一 つ は 、 地 下 か ら 噴 出し た マグ マ 
が 幾 層 も の 溶岩 層 や 火山 灰 層 を 形成 し 、 積 み 重なっ て 高く な る タイ プ の 
山 。 も う 一 つ は 、 地 下 で 固まっ た マグ マ が 全体 で 隆起 し た 後 、 回 り が 削 
られ た た め に で きる タイ プ の 山 。 御 獄 山 は 前 者 で あり 、 木 曽 駒ヶ岳 は 後 
者 に な り ま す 。 つ まり 、 木 曽 は 全く ルー ツ の 違う 山 が 2 つ 、 こ ん な 至近 
距離 で 並ん で 立っ つて いる 、 極 め て 特異 な 場所 な の で す 。 ま さ に 日 本 列島 
の 成り 立ち の 縮図 が こと に ある 、 と 言っ て 良い と 思い ます 。」 

こう し た 地質 の 多様 性 は 、 同 時 に 、 こ の 地域 の 地形 上 の ダイ ナミ ズム 
を も 生み 出し て いま す 。 御 獄 山 は 、 有 史 以 来 、 噴 火 の 記録 が な か っ た た 
め に 、 長 い 間 「 死 火山 」 と 思わ れ て いま し た が 、1979 年 に 突然 水蒸気 爆 
発 を 起こ し 、 地 元 の 人 々 は も ちろ ん 、 世 界 の 学者 を も 驚か せま し た 。 こ 
の 噴火 を きっ か け に 、「 死 火山 」 や 「 休 火山 」 と いっ た 火山 用 語 が 使わ れ 
な く な っ た ほど で す 。 


さっ 
YS 


木曽 町 新開 に ある 水源 水 の 工 場 。 木 曽 町 が 水 と 緑 の 美 し い 
町 に な る よう に 願い を 込め て 、 水 の 都 ・ エ ビア ン を イメ ー 
ジ し て 建設 され た 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


地球 の 営み の 前 で は 、 た か だ か 数 千年 と いう オー ダー で し か な い 人 間 
の 判断 が 、 全 く 意 味 を 成 さ な いこ と を 改め て 認識 させ る 出来 事 で し た 。 
こう し た こと 一 つ を 見 て も 、 木 曽 の 地質 が 、 今 な お ダイ ナミ ッ ク な エネ 
ルギー に 満ち あふ れ て いる こと が 伺わ れ ま す 。 

地質 や 地形 の 複雑 性 と 多様 性 は 、 そ の 地 に 蓄え られ て 価 環 する 水 の 質 
の 多様 性 を 生み 出し ます 。 木 曽 は 、 単 に その 水量 が 豊富 な だ け で な く 、 
水質 の バリ エー ショ ン の 多様 性 が 認め られ る 、 世 界 で も 有数 の 、 貴 重 な 
水源 地 と 言え る の で す 。 


馬木 曽 の 水 の 特長 
理学 博士 の 福島 和夫 氏 (信州 大 学 理学 部 教授 ) は 、 木 曽 の 水 の 特徴 を 
次 の よう に 述べ て いま す 。 

「 ま ず 、 長 野 県 全般 の 特長 な の で す が 、 こ こ は 日 本 の 中 で も 特に 地質 
分 布 が 多様 な 地域 で す 。 そ の 地質 上 の 多様 性 に 呼応 し て 、 い ろ ん な 水質 
の 水 が 得 られ て いま す 。 北 アル プス 東 の 河川 は 、 こ の 地域 を 構成 する 花 
両 岩 の 地質 組成 の 影響 を 大 きく 受け て お り 、 こ の 花 商 岩層 を 通っ た 水 は 、 
ナトリウム や カリ ウム な ど ア ルカ リ 人 金属 の 成分 を 多く 含む 軟水 に な り ま 
す 。 一 方 、 飯 田 か ら 伊那 地域 の 河川 で は 、 こ の 一 帯 が 玄武 岩 で 構成 され 
て いる た め 、 マ グ ネ シウム を 多く 含ん だ 硬水 が 湧 水 す る わけ で す 。 

木曽 は 、 さ ら に 複雑 な 地形 と 地質 が 入り 組ん だ と ころ で すか ら 、 ほ ん 
の 少し ズレ る だ け で 、 軟 水 だ っ た り 硬 水 だ っ た り と 、 全 く 水 質 の 違う 水 
が 得 ら れ ま す 。 水 と いう 観点 か ら 見 て も 、 本 当 に 希有 な 場所 と 言え ます 。」 

こう し た 地質 学 的 な 多様 性 を 背景 に 、 木 曽 は 、 天 然 の 炭酸 を 含む 超 硬 
度 の 硬水 (硬度 1800mg/L) か ら 、 口 当たり まろ や か な 超 軟水 (硬度 
20mg/L) まで 、 実 に バリ エー ショ ン 豊 か な 、 さ ま ざ ま な 特徴 を 有 し た 自 
然 水 の 宝庫 と な っ て いる の で す 。 

また 、 世 界 的 な 水 の 名 産地 は 、 地 下水 の 流 み 上 げに よる と ころ が 多く 、 
水源 の 枯 渦 や 水質 の 変化 な ど が 問題 に な り が ちな の で す が 、 木 曽 の 水 は 
湧 水 し て いる 場所 が 多く 、 地 下 か ら の 流 み 上 げ は あま り 行 われ て いま せ 
ん 。 こ うし た 特質 と その 価値 を 正しく 認識 し て 、 木 曽 な ら で は の 水 を 大 
切 に 守っ て いく こと と が 、 こ の 地 に 住ま う 者 の 責務 と も 言え る の で す 。 


邊 木曽 の 名 水 (1) 木曽 ・ 水 源 水 

水源 水 株 式 会 社 は 、 今 か ら お よそ 25 年 以上 も 前 、 ま だ 水 が 商 品 に な る 
と は 誰 も 思っ て いな か っ た 頃 、 木 曽 の 自然 環境 の 保全 と その 価値 の アピ 
ー ル を 目指 し て 設立 され た 、 日 本 に お ける ミネ ラル ウォ ー タ の パイ オニ 
ア で す 。 木曽 地域 の 地質 と 水質 に 詳し い 株 式 会 社 サ クセ ン の 技術 長 ・ 井 
関 芳郎 氏 ヒ は 、 水 源 水 株 式 会 社 の 水 を 次 の よう に 分 析 し て いま す 。 

「 御 岳山 麓 に ある 地蔵 峠 (標高 1.335m) の 火山 岩 群 と 、 そ の 下 に 位置 
する 美濃 帯 と 呼ば れる 地層 の 境目 に 、 豊 か な 地下 水分 が ある と 考え られ 
て お り 、 そ こ か ら 自 然 に 湧出 し て いる 水 が 、 水 源 水 の 水 だ と 考え られ ま 


RS さ ( 
水源 水 の 採 水 場 付近 に は 、 澄 ん だ 清水 で し か 育た な いと さ 
れる 天然 の 葉 ワ サビ が 群生 し て いる 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


す 。 つ まり 、 太 古 の 昔 か ら 大 地 に 降り 注い で きた 雨 雪 が 、200 万 年 前 の 
地層 で ある 地蔵 峠 の 火山 岩 群 で 濾過 され た 後 、 美 濃 帯 の 岩盤 が その 受け 
皿 と な っ て 湧き 出 て いる 水 、 と 考え て 良い で し ょ う 。」 

200 万 年 前 と いえ ば 、 日 本 列島 の 骨格 が よう や く 形 成 さ れ 始め た 時 代 。 
その 頃 の 地層 に よっ て 、 長 い 年 月 を か け て 濾過 され た 水 と は 、 つ まり 、 
日 本 列島 の 始ま り の 記憶 を 有 し た 水 で ある と 言っ て も 過言 で は あり ませ 
ん 。 木 曽 の 水源 水 は 、 ま さ に 「 日 本 列島 の 源 の 水 」 で も ある の で す 。 

水源 水 の 採 水 地 は 、 国 に 指定 され た 広大 な 自然 保護 林 (水源 洒 養 林 ) 
の 中 に あり 、 水 質 環境 保全 の た め 建 物 の 建築 や 開発 は 一 切 許可 され て い 
ませ ん 。 こ の 雄大 な 大 自然 の 中 で 、 こ ん こん と 湧出 する 水源 水 は 、 再 濾 
過す る 必要 が 無い ほど の 清純 さ 。 理 学 博 士 ・ 福 島 和 夫 教授 に よる と 、「 水 
源 水 の 水 は 、 限 りな く 純 水 に 近い 良質 の 水 。 酸 素 含有 量 が 極め て 高い の 
も 特徴 で す 。」 と 分 析 し て いま す 。 

硬度 20mg/L と いう 超 軟 水 の 水源 水 。 一 口 飲ん で みて の 印象 は 、 と に 
か く 「 ま ろ や か 」。 ク セ が な く 和 柔らか な 口当たり が 、 飲 ん で すぐ 実感 され 
ます 。 こ うし た 口当たり の まろ や か さ は 、 お 米 を 炊い た り 、 出 汁 を 取っ 
た り と いっ た 和食 料理 に 最適 。 ク セ の 強い 硬水 と 違い 、 う まみ 成分 が 溶 
け 出 し や すく 、 素 材 そ の も の の 味 や 香り が 引き 立つ の で す 。 

こう し た 利点 を 最大 限 に 活か す た め 、 水 源 水 で は 自然 に 湧き 出る 水 を 
その まま パイ プ に 通し 、 間 接 的 に 瞬間 加熱 殺菌 を する だ け で ボトリング 、 
な る だ け 自 然 の まま 、 手 を つけ な いで 提供 し よう と 配慮 され て いま す 。 

また 、 水 源 水 の 水 は 100% 自 然 湧 水 。 地 下 か ら の 波 み 上 げ は 一 切 お こ な 
っ て お ら ず 、 一 般 的 に 湯水 期 と され る 2 月 で も 水 が 油 れる こと が な い ほ 
どの 豊富 な 水量 を 誇り ます 。 


水源 水 DATA 

・ 取 水 地 木曽 町 新開 

・ 硬 度 約 20mg/L ( 超 軟水 ) 

・pH 7.5 ( 弱 ア ルカ リ 性 ) 

・ 成 分 (1000ml 中 ) | ナトリウム : 2.4mg カル シウム : 5.6mg 


マグ ネ シ ウ ム : 1.2mg カリ ウム : 2.4mg 


目 木曽 の 名 水 (2) 希美 峰 (KIVIO) 

水源 水 の よ うな まろ や か な 軟水 が ある 一 方 、 世 界 的 に も トッ プク ラス 
の 硬度 (1800mg/L) を 誇る 天然 微 炭酸 硬水 が 、 木 曽 駒ヶ岳 の 山麓 で 湧 水 
し て いま す 。 ナ チュ ラル ミネ ラル ウォ ー タ ー「 希 美 峰 | キビ オ 」 の 商品 
開発 に 携わっ て いる 有限 会 社 マ スタ ー ド の 小林 利恵 子 氏 は 、 そ の 水 の 特 
徴 を 次 の よう に 紹介 し て いま す 。 

「 こ の 水 は 、 木 曽 駒 ヶ 岳 中 腹 の キ ビオ 峠 に ある 水源 か ら 採取 し て いる 
も の 。 木曽 駒 ヶ 岳 に 降っ た 雨 雪が 和信 か 永い 年 月 を か け て 地下 水 と な り 、 
キビ オ 峠 の 固い 岩盤 の 中 か ら ゆ っ くり と 湧き 出し た も の で ある と 考え ら 


れ ま す 。 日 本 で は 一 般 的 に 硬水 が 出 に くい と いわ れ ま す が 、 木 曽谷 で は 


世界 で も 有数 の 超 硬水 「 希 美 蜂 (キビ オ ) 」 の 取水 地 、 キ 
ビオ 峠 。 岩 盤 の 割れ 目 か ら 湧き 出る 自然 湧出 の 温泉 を 源泉 
に 、 ミ ネ ラ ルウ ォ ー タ ー と し て 商品 化し て いる 。 (写真 は 
同社 ホー ムペ ー ジ より ) 


木曽 ノー ト (2) 水 


こう し た 超 硬水 も 自然 湧 水 し て いま す 。 ナ トリ ウム 、 カ リウ ム 、 カ ル シ 
ウム 、 炭 酸 水素 イオ ン 、 遊 離 二酸化 炭素 な ど 、 自 然 界 の ミネ ラル の ほ と 
ん ど を 含有 し て いま す 。」 

キビ オ 峠 は も と も と 木曽 駒 温泉 と し て 有名 な 地 。 つ まり 、 キ ビオ 水 と 
は 、 中 性 低 張 性 冷 鉱泉 で ある 木曽 駒 温泉 の 温泉 水 か がら 、 ミ ネ ラ ルウ ォ ー 
ター と し て 認め られ る 許容 量 まで 余分 な マン ガン を 取り 除い て 、 飲 用 水 
と し て 提供 し て いる 水 な の で す 。 

キビ オ 水 の 特長 は 、 何 と いっ て も 、 その 硬度 の 高 さ 。 一 般 的 に 1.000mg/L 
越え る と 超 硬 水 と 言わ れ て いま す の で 、1.800mg/L を 越え る キビ オ 水 は 、 
日 本 は お ろか 、 世 界 で も 屈指 の 超重 水 と 言え ます 。 

超 硬水 の 利点 は 、 含 有する ミネ ラル 分 の 豊富 さ に あり ます 。 カ ル シ ウ 
ム に は 、 細 胞 に 水分 を 運ん で 体内 の 臓器 を 活発 に する 作用 が あり 、 マ グ 
ネ シ ウ ム に は カル シウム の 働き を 助け 、 血 流 を 安定 させ る 作用 が あり ま 
す 。 便 を や わら か くす る 作用 も ある の で 、 便 秘 の 解消 に も 効果 的 と 言わ 
れ て いま す 。 食事 制限 を 伴う 多く の ダイ エッ ト 法 で は 、 特 に この 2 つの 
ミネ ラル が 不足 し が ち に な る た め 、 超 硬水 「 希 美 峰 | キビ オ 」 は 、 ダ イ 
エッ ト 時 に は 欠か せな い 水 と し て 、 注 目 を 集め て いま す 。 


キビ オ 水 DATA 

・ 取 水 地 木曽 駒ヶ岳 山麓 ・ キ ビオ 峠 

・ 硬 度 約 1.800mg/L (超人 硬水 ) 

・pH 6.47 ( 弱 ア ルカ リ 性 ) 

・ 成 分 (1000ml 中 ) | ナトリウム : 31mg カル シウム : 580mg 


マグ ネ シ ウ ム : 94mg カリ ウム :8.2mg 


木曽 ノー ト (2) 水 


く 木 曽 の 水 資源 > 


木曽 川 の 恵み 、 ふ ん な たび 。 


木曽 駒ヶ岳 の 裾野 を 流れ る 木曽 川 の 衛星 写真 。 険 し い 山間 
を 、 龍 の よう に 蛇行 する 川 の 姿 が は つき り と わか る 。 
写真 は GoogleMap よ り 


上 松 町 の 赤沢 自然 休養 林 に 残る 床 堀 の 跡 。 木 材 搬出 の た め 
に 編み 出さ れ た 知恵 「 木 曽 式 伐 木 運 材 法 」 の うち 、「 小 谷 
狩り 」 で 使用 され た 。 


目 中 部 地方 の 「 命 の 水瓶 」 木曽 川 

木曽 川 は 、 そ の 水源 を 木曽 郡 鉢 盛山 (標高 2446m) に 持ち 、 御 狼 山 に 
源 を 発する 王滝 川 や 中 央 アル プス に 源 を 発する 伊奈 川 ・ 蘭 川 な ど を 集め 
て 木曽 ・ 飛 騨 両 山地 の 間 を 南西 に 流れ 、 岐 阜 県 今渡 で 乗鞍 岳 (3026m) 
に 源 を 発する 飛騨 川 を 合わ せ 日 本 ライ ン 峡 谷 を 経て 、 北 方 か ら 流 れ て く 
る 指 斐 川 ・ 長 良川 と と も に 濃 尾平 野 を 形成 し て 、 伊 勢 湾 に 注い で いま す 。 

木曽 川 の 水系 は 、 木 曽 駒 ヶ 岳 (標高 2956m)、 空 木 績 (標高 2864m) 、 
南 駒ヶ岳 (標高 2842m) な どの 山 生 を 走り 、 北部 の 鳥居 峠 (標高 1197m) 
は 、 こ の 山 稼 の 茶臼岳 (標高 2653m) に 源 を 発する 奈良 井川 と 、 飛 騨 山 
地 の 鉢 盛山 に 源 を 発する 木曽 川 と の 分 水 界 を な し て いま す 。 

日 本 で 7 番目 の 長 さ (河口 まで の 延長 229km)、5 番目 の 流域 面積 ( 木 
曽 水系 全体 で 9,100km?) を 誇る 木曽 川 の 水 は 、 こ の 河川 流域 か ら 名 古屋 
に 至る まで の 、 中 部 地方 一 帯 の 水道 水 の 源 と な っ て いま す 。 

また 、 そ の 流量 の 激 し さ と 豊か さ は 、「 男 伊達 な ら あ の 木曽 川 の 流れ 来 
る 水 、 止 め て みよ 」 と 木曽 節 に 歌わ れ た ほど 。 濃 尾平 野 は 、 こ の 豊富 な 
流量 に よっ て 運ば れ て きた 土砂 が 堆積 し て 形成 され た も の 。 肥 決 な 土壌 
で 知ら れる 濃 尾平 野 は 、 ま さ に 、「 木 曽 川 の 賜物 」 と 言っ て 良い で し ょ う 。 


邊 貴重 な 木曽 ヒノ キ を 運ん だ 木曽 川 

まだ 鉄道 も トラ ッ ク も な か っ た 時 代 、 木 曽 川 は 水路 と し て も 重要 な 役 
割 を 担っ て いま し た 。 特に 、 深 い 山 に 囲ま れ た 木曽 谷 か ら 、 木 曽 ヒ ノ キ 
を は じ め と する 貴重 な 木材 を 効率 良く 運び 出す た め に は 、 木 曽 川 に 頼る 
以外 に 方 法 は あり ませ ん で し た 。 伐り 出し た 木材 は 時 と し て 10m を 越え 
る 場合 も ちあ り 、 ま た 、 良 材 と 呼ば れる 名 木 ほど 山 の 奥 深く か ら 運 び 出 さ 
な けれ ば な り ま せん 。 そ の た め 、 山 で 働く 職人 た ちの 知恵 を 結集 させ て 、 
細か く 細 分 化 さ れ た 専門 職 に よる 独特 の 流れ 作業 が 確立 され た の で す 。 
析 に よっ て 伐 ら れ た 木材 は 、 日 雇 に よっ て 山 落 し され 、 谷 川 の 水 を 利 
用 し て 木曽 川 の 本 流 ま で 運び 出さ れ 、 さ ら に 本 流 を 大 川 狩 り と いう 方 法 
で 後 を 組ん で 綱 場 まで 流す … こ うし た 木曽 川 の 流れ を 活用 し た 運 材 法 は 
「 木 曽 式 伐 木 運 材 法 」 と 呼ば れ 、 そ の 高度 な 職人 技 は 全国 に 知ら れ て い 
まし た 。 ま た 、 木 曽 節 で 「 木 曽 の ナァ ー 中 乗り さん 」 と 歌わ れる 「 中 乗 
りさ ん 」 の 意味 に つい て は 諸説 あり ます が 、 木 曽 川 本 流 を 運 材 し た 後 乗 
り の こと で ある 、 と いう 説 が 有力 視 さ れ て いま す 。 


昭和 42 年 (1967 年 ) に 完成 され た 「 木 曽 ダ ム 」。 
写真 は wikipedia よ り 


随分 数 は 減っ た も の の 、 今 で も 、 木 曽 川 は 渓流 釣り の 楽し 
め る 川 と し て 釣り 人 た ち を 魅了 する 。 ア ユ ・ ヤ マメ ・ タ ナ 
ビラ な どの 他 、 木曽 川 な ら で は の 原種 ・ ヤ マト イワ ナ が 釣 
れる スポ ッ ト も ある 。 
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木曽 独自 の ノウ ハウ を 誇っ た この 運 材 法 で す が 、 明 治 末期 か ら 水力 発 
電 用 の ダム 建設 が 進ん で 河川 の 利用 が 難し く な る と 、 そ れ に 代わ る 運搬 
方 法 が 求め られ 、 森 林 鉄 道 の 利 用 が 始ま り ま し た 。 さ ら に 、 高 度 成長 期 
に は トラ ッ ク 輸 送 の 時 代 へ と 移り 変わ っ て 行き ます 。 今 で は 、 木 曽 川 を 
船 が 行き 交 う 姿 は 、 減 多 に 見 られ な く な っ て し まい まし た 。 


目 木 曽 川 の 恵み 、 ふ た た び 。 

木曽 川 は 集 水面 積 が 広く 、 急 流 で 落差 も 大 きい と いう こと か ら 、 水 力 
発電 に 適っ た 条件 を 備え て いま し た 。 木曽 川 最初 の 発電 所 と な っ た 読書 
発電 所 は 、 蘭 川合 流 点 の 渡島 に 建設 され 、 大 正 12 年 末 (1924 年 ) に 完 
成 。 そ の 後 も 、 上 流下 流 に お いて 洗 次 、 水 力 発電 所 や 治水 、 溢 光 の た め 
の 総合 多目的 ダム の 建設 が 進め られ て いき まし た 。 

現在 、 木 曽 川 水 系 に は いく つも の 巨大 ダム が 存在 し 、 中 部 地方 だ け で 
な く 、 関 西 地 方 に まで 電力 を 供給 する 一 大 電力 源 と な っ て いま す 。 こ う 
し た 大 規模 ダム の 建設 は 、 木 曽 川 流域 に 経済 的 な 発展 を も た らし まし た 。 
また 、 治 水 効果 や 油水 対策 と し て も 有効 で あっ た と いう メリ ッ ト も あり 
ます 。 し か し 、 木 曽 川 は 、 ダ ム に よっ て 大 きく その 姿 を 変え た の で す 。 
木曽 川 ・ 水 の 始発 駅 理事 長 を 務め る 澤 頭 修 自 氏 は 「30 年 前 は 木曽 川 で 
も タナ ビラ や ハゼ 、 ア ユ や イワ ナ 、 ヤ マメ な ど さ ま ざま な 魚 が 捕 れ ま し 
た 。 そ の 頃 は 、 手 づか み で も 捕れ る ほど で し た 。 や っ ぱり 、 ダ ム が で き 
て か ら で し ょ うか 、 木 曽 川 の 魚 は 、 め っ きり 姿 を 消し まし た 。」 と 当時 を 
振り 返り ます 。 一 見 、 い まだ に 豊か な せせらぎ を 奏で る 木曽 川 で す が 、 
川 の 中 の 姿 は 、 大 きく 様変わり し て し まっ た よう で す 。 

開田 高原 で 養殖 業 「 木 曽 水産 」 を 営む 桑原 勉 氏 も 、 木 曽 川 の 変化 に つ 
いて 次 の よう に 述べ て いま す 。「 こ こ で 事業 を 始め た 昭和 47 (1972) 年 
頃 、 木 曽 川 や その 支流 で は ウグイ (ハヤ ) が 大 量 に あがっ て きま し て ね 。 
それ を 江戸 時 代 か ら 続く 伝統 的 な 漁法 “つけ ば 漁 " で 、 人 工 の 産卵 床 を 
作り 、 産 卵 に 来 た ウ グイ を 投網 で 一 気 に 捕 っ て いま し た 。 一 回 の 漁 で 30 
キロ くら い は 捕れ た ん じゃ な いで し ょ うか 。 ヤ マメ や イワ ナ は 高級 魚 と 
し て 町 の 料亭 な ど に 提供 し て いま し た 。 当 時 は 天然 の 鯉 も 捕れ た ん で す 
よ 。 木曽 川 に いく つも ダム が 造ら れ て 以降 、 カ ジ カ は すっ か り 見 な く な 
っ て し まい まし た 。」 

魚の 姿 が 激減 し て し まっ た 原因 を 全て ダム に の み 求 め る こと は で き な 
いか も し れ ま せん が 、 時 代 と と も に 人 々 が 必要 と する も の や 価値 観 は 変 
わっ て いき ます 。 木曽 川 の ある べき 姿 も 、 変 化す る 時 が 来 て いる の か も 
し れ ま せん 。 ダム や 護岸 工事 な どの 意味 や 役割 も 、 未 来 永 壇 の も の と は 
限り ませ ん 。 人 々 が 望め ば 、 元 の 木曽 川 の 水量 や 姿 を 取り 戻す こと も 不 
可能 で は あり ませ ん 。 木曽 川 に か つて の よう な 川 魚 が 戻 り 、 水 産業 が ふ 
た た ひび 活気 を 帯び ひる こと に な れ ば 、 そ れ は 木曽 本 来 の 、 か けが え の な い 
価値 を 再 提示 し て くれ る は ず で す 。 


SS デマ : ‘ 
木曽 町 の 有志 「 川 遊び 若衆 」 に よる 木曽 川 の 後 下り 。 天 下 
に 名 高い 「 中 乗り さん 」 を 、80 年 ぶり に 復活 させ よう と す 
る 、 と て も 意義 深い 試み と な っ た 。 
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馬木 曽 川 で 遊ぶ 歓び 

か つて 木曽 川 は 、 子 供 た ち だ け で な く 、 大 人 た ち に と っ て も か けが え 
の な い 遊 び 場 で し た 。 し か し 、 ダ ム の 影響 や 水質 劣化 な どの 問題 も 絡み 、 
今 で は 、 木 曽 川 で 遊ぶ 姿 は まばら と な っ て し まい まし た 。 そ ん な 現状 を 
鑑み 、「 や っ ぱり 木曽 人 は 木曽 川 で 遊び た い 」 と いう 町 の 有志 が 立ち 上 が 
り 、1996 年 (平成 7 年 ) に 「 川 遊び 若衆 」 を 結成 。 遠 く 江 戸 の 昔 、 後 を 
組ん で 、 大 切な 木曽 ヒノ キ を 伊勢 神宮 まで 運ん だ 、 あ の 「 中 乗り さん 」 
の 精神 に 思い を 有 馳せ 、「 木 曽 川 の 後 下り を 楽し も う 」 と いう 趣旨 で 始ま っ 
た 集まり で し た 。 

その 後 「 川 遊び 若衆 」 は 、 後 下り だ け で な く 、 カ ヌー や ラフ ティ ング 
な ど 、 親 子 で 参加 し や すい 形態 も 取り 込み な が ら 、 い ろ い ろ な 川遊び を 
展開 し て いき まし た 。 ま た 、 単 に 川 で 遊ぶ だ け で な く 、「 木 曽 式 伐 木 運 材 
法 」 の 文化 的 背景 を 子供 た ち に 伝え た り 、「 木 遣り 歌 」 の 保存 ・ 復 興 に も 
努め た の で す 。 こ うし た 活動 が 認め られ 、 平 成 8 年 に は 木曽 福島 町 ( 当 
時 : 現在 は 木曽 町 ) が 国土 庁 ( 現 国土 交通 省 ) の 「 水 の 郷 」 に 認定 され 、 
平成 9 年 に は 環境 店 ( 現 環境 省 ) の 「 水 環境 賞 」 を 受賞 し まし た 。 
木曽 川 は 、 単 な る 水遊び の 場 と し て だ け で な く 、 環 境 教育 や 歴史 教育 
の た め の フ ィ ー ル ド と し て も 最適 な 、 と て も 貴重 な 地域 資源 で す 。 安 全 
性 の 問題 や 漁業 権 の 問題 な ど 、 木 曽 川 で 自在 に 遊ぶ こと に 関し て は 様々 
な 問題 が 存在 し ます が 、 そ れ で も な お 、 こ の 木曽 川 と 触れ 合っ て 暮らす 
事 の 大 切 さ が 、 何 と か 再 認識 で きる 機会 を 意識 的 に 作り た いも の で す 。 


馬上 下流 交流 か ら 「 木 曽 川 流域 文化 圏 」 へ 

世界 的 な エコ 意識 の 高まり を 背景 に 、 下 流 で ある 都会 が 命 の 水 を 育ん 
で くれ る 上 流 に 対し て 感謝 し て 、 水 源 で ある 森 や 川 を 大 切 に し よう と す 
る 気運 が 、 全 国 に 波及 し て いま す 。 ここ 木曽 川 で も 、 下 流 で ある 愛知 県 
の 都市 部 が 、 上 流 で ある 木曽 地域 の 森林 整備 事業 の 費用 を 負担 する よう 
に な り ま し た 。 さ ら に は 、 下 流 に 住む 人 々 に よる 水源 潤 養 林 で の 植樹 、 
上 流域 で の 稚魚 の 放流 、 上 流 地域 の 名 産品 を 一 堂 に 会 し た 物産 展 な ど と 
いっ た 数 々 の 交流 イベ ント が 、 毎 年 の よう に 開催 され て いま す 。 

下流 に 住む お 人 々 が 、 上 流 の 森 を か けが え の な い 場 所 と 考え る よう に な 
っ た こと 自体 は 、 歓 迎 す べき 事象 で す 。 し か し 、 こ うし た 交流 を 、 単 な 
る お 祭り 騒ぎ の イベ ント で 終わ ら せ ず 、 息 の 長い 交流 事業 と し て 定着 さ 
せ て いく こと こそ が 重要 に な り ま す 。 

下流 域 の 都市 に 住ま う 人 た ち が 、 木 曽 町 を 「 こ ころ の ふる さと 」 と し 
て 捉え 、 た と え 特 別 な イベ ント が 開か れ な く て も 、 ま る で 自分 の ふる さ 
と に 帰る よう に 、 木 曽 町 を 定期 的 に 訪れ る よう な 、 そ ん な 「 こ ころ の 交 
流 」 を 目指 し た いも の で す 。 必 要 な の は 、 単 な る 物 や お 金 な どの 物理 的 
な つなが り で は な く 、 精 神 的 な 心 の つなが りな の で す 。 

木曽 川 は 、 長 野 県 か ら 岐 阜 県 を 経て 愛知 県 へ と 流れ ます 。 し か し 、 よ 
く 言 われ る よう に 、 大 地 や 川 自体 に そう し た 行政 単位 の 境界 が 記さ れ て 


10 


木曽 ノー ト (2) 水 


いる わけ で は あり ませ ん 。 

自分 が 地球 上 の どの 地域 に 属し て いる か を 決め る 基準 と し て 、 慶 應 義 
塾 大 学 教授 の 生物 学者 ・ 岸 由 二 氏 は 、「 流 域 思 考 」 と いう 考え 方 を 提唱 し 
て いま す 。 川 を 中 心 に し て 、 そ の 川 か ら 思 恵 を 受け る 「 流 域 」 を 一 つの 
グル ー プ と し て 捉え る こと で 、 災 害 対策 や 環境 問題 だ け で な く 、 福 祉 や 

育 、 さ ら に は 産業 の 再 配置 まで 視野 に 入れ た 都市 再生 の た め の 枠 組 と 
な っ て ゆく 可能 性 が ある 、 と 言う の で す 。 

岸 氏 の 「 流 域 思 考 」 に 従え ば 、 木 曽 川 の 上 下流 交流 は 、 単 に 「 水 を 運 
ん で くれ る 媒体 」 と いう 観点 か ら の み 語ら れる だ け で な く 、「 木 曽 川 」 を 
ー つ の 中 心 的 支柱 と する 、 大 き な 自 然 ・ 生 活 文化 園 と し て 捉え られ る ベ 
きだ と いう こと に な り ま す 。 

そう いえ ば 、 伊 勢 神宮 の 式 年 遷宮 の た め の 用 材 を 木曽 か ら 運 び 出 す 際 
に は 、 運 搬 手 段 が 川 で は な く 、 鉄 道 や トラ ッ ク に 変わ っ て し まっ た 現在 
で も 、 御 神木 が 通る タイ ミン グ に 沿っ て 、 木 曽 川 の 流域 各地 で 神事 が 執 
り 行 われ ます 。 木曽川 を 介し て 山 か ら 海 へ と つなが る 文化 は 、 今 も 人 々 
の 心 の 底 に 流れ て いる 証し と 言え る か も し れ ま せん 。 

また 、 木 曽 町 在住 の 昆虫 学者 ・ 永 井 信二 氏 は 、 木 曽 が 多様 な 「 蝶 」 の 
宝庫 で ある の は 、「 木 曽 川 治 岸 に 咲く 植物 に 導 か れ て 、 南 の 蝶 が 上 っ て く 
る 」 こ と が 要因 の 一 つ で ある と し て 、「 木 曽 川 は 蝶 の 道 」 で も ある と 語っ 
て いま す 。「 木 曽 川 」 は 山 か ら 海 を つなぐ だ け で な く 、 海 か ら 山 へ と つ な 
が る メデ ィ ア で も ある の で す 。 

そう 考え る と 、 木 曽 町 が その 豊か な 自然 を 活か し て 、 ア クア ツー リズ 
ム や グリ ー ン ツー リズ ム 、 ヘ ルス ツー リズ ム を 考え る 場合 、 タ ー ゲ ッ ト 
と すべ き 都 市 と は 、 東 京 や 大 阪 で は な く 、 ま ず 第 一 番 に 名 古屋 な の だ と 
いう こと に な り ま す 。 同じ 「 木 曽 川 流域 文化 圏 」 に 属す る 地域 と し て 、 
名 古屋 に 住む 都市 生活 者 の 「 こ ころ の ふる さと 」 と し て 認知 され 、 愛 さ 
れ な い 限 り 、 そ うし た 新しい 観光 事業 は と う て い 成功 し な いよ うに 思わ 
れる の で す 。 

も と も と 、 愛 知 県 各地 に は 御 獄 山 が 望め る 場所 が 多く 、「 今 日 は 御 獄 山 
が キレ イ だ 」 と か 「 今 日 は 御 獄 山 が 見 えな い 」 と いっ た 会 話 が 日 常 的 に 
聞か れる 土地 柄 で も あり ます 。 

江戸 末期 に 御 獄 山 を 開山 し た 覚 明 行者 の 出身 地 と いう こと も あっ て 御 
狼 教 の 信者 数 も 多く 、 愛 知 県 民 が 木曽 を 「 こ ころ の ふる さと 」 と 捉え る 
の に は 十分 な 歴史 や 文化 的 背景 も ある の で す 。 木曽 川 流域 を 一 つの 大 き 
な 文化 圏 と 捉え て 、 そ の 水文 化 や 山 文化 に 関す る メッ セー ジ の 発信 地 と 
な っ て いく こと で 、 木 曽 町 は その 中 心 的 役割 を 担う こと が で きる は ず で 
す 。 

木曽 川上 下流 交流 は 「 木 曽 川 流域 文化 圏 、 を 形成 し て いく た め の 、 大 
切な 第 一 歩 と いえ る で し ょ う 。 
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く 木 曽 の 水 資源 > 


木曽 の 酒 文化 


新酒 が で きた 事 を 知ら せる 中 善 酒 造 の 杉 玉 。「 銘 醸 地 に 名 
水 あ り 」 と いう 言葉 通り 、 木 曽 は 、 そ の まろ や か で 口 当 た 
り の 優し い 水 を 活か し た 酒造 り が 自慢 。 

写真 は 、 同 社 の ホー ムペ ー ジ より 。 


慶応 元 年 の 創業 以来 150 年 続く 老舗 の 酒蔵 「 中 善 酒造 」。 水 
だ け で な く 、 お 米 も 木曽 らし さ を 追 求 し て 、 上 松 で 栽培 さ 
れる 酒 米 を 使用 し て いる 。 


馬 銘 醸 地 に 名 水 あ り 

木曽 福島 が 四 大 関所 の 一 つと し て 大 いな る 賑わい を 見 せ て いた 江戸 時 
代 、 こ の 地 を 往来 し て いた 人 びと は 、 こ こ て 福 島 で 東 の 文化 と 西 の 文化 を 
知る と 同時 に 、 こ こ で 得 た 経験 や 情報 を 各々 の ふる さと に 持ち 帰る メデ 
ィ ア の 役割 も 果たし て いま し た 。 

曽谷 が 名 水 の 地 で ある こと は 古く か ら 知 られ 、 特 に 御 獄 山 の 三 の 池 
の 水 は 「 御 神 水 」 と 呼ば れ 、 何 年 経っ て も 腐敗 せ ず 病 に 効く 水 と し て 、 
全国 の 信者 た ち に 崇め られ て きま し た 。 

御 獄 山 三 の 池 の 水 は 、 高 山 湖 の な か で は 深度 が 13.3m と トッ プク ラ 
ス で 、 王 滝村 の 御 鐘 神 社 里 宮 御 神 水 (て こちら は 、 山 岳 信 仰 の 信者 や 拝観 
者 が お 清め に 口 に 含む た め の 御 神 水 ) 、 大 桑村 の 阿 寺 渓谷 美顔 水 と な ら 
び 、 信 州 の 名 水 ・ 秘 水 と し て 長野 県 か ら 認定 を 受け て いま す 。 信州 の 名 
水 ・ 秘 水 と は 、 地 域 の 活性 化 に 役立つ 良質 な 水 で ある と 同時 に 、 美 し い 
景観 と 歴史 的 価値 を も っ た 湧 水 が 選定 基準 と され る も の で 、 全 15 カ所 
選定 され た うち の 3 つが 木曽 地域 の 水 で し た 。 

昔 か ら 「 銘 醸 地 に 名 水 あ り 」 と 言わ れる よう に 、 水 と 酒造 り は 切っ て 
も 切れ な い 関 係 に あり ます 。 木曽 谷 の 良質 な 水 は 、 良質 な 酒 を 生み ます 。 
各 酒 蔵 で は その 地 で 湧く 水 を 利用 し て 、 天 下 に 知ら れる 銘酒 造り が 行わ 
れ て いる の で す 。 


馬 中 乗 さ ん … 御 狼 山 の 湧 水 で 、 地 産地 消 の 酒造 り 

名 酒 「 中 乗 さん 」 で 名 高い 中 善 酒造 店 は 、 木 曽 福島 で 150 年 近く 続 
く 老 舗 の 酒蔵 で す 。 

原料 と な る 水 は 、 御 獄 教 の 行者 が 歩い た 御 獄 街道 に 通じ る 伏流 水 。 大 
人 ひと り が よう や く 入 れる くら い の 幅 で 、 奥 行き 30m ほど の 横井 戸 が 
あり 、 そ の 先 か ら 湧 き 出る 清水 を 使用 し て いま す 。 井 戸 と いっ て も 横井 
戸 な の で 、 水 を 地下 か ら 流 み 上 げ る の で は な く 、 流 れ て きた 水 を その ま 
ま 受け と め て いる と いっ た 感じ 。 環境 に 負荷 を か け な い この 自然 湧 水 こ 
そ が 、 中 善 酒造 店 が 代々 守り 続け て きた 大 切な 財産 な の で す 。 杜 氏 の 森 
川 貴之 氏 も 「 私 た ちの 酒 の お いし さ は 、 水 の お いし さ 。 こ この 水 に 助け 
られ て いる お 漂 だ と 思っ て いま す 。」 と 語っ て いま す 。 

湧 水 の 温度 は 年 間 を 通じ て 常に 5 度 く らい 。 酒 の 仕込 み は 毎年 1 月 か 


ら 2 月 に か け て 行わ れ ま す が 、 そ こ で 一 番 大 事 な の が 米 を 洗う 作業 で す 。 
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洗米 、 浸 漬 と いう 原料 処理 を て いね い に 行 うこ と が 、 良 い 仕上 お がり に つ 
な が る の で す 。 こ の 蔵 で 造る 吟醸 クラ ス の お 漂 の 米 は 、 す べ て 手洗 い 。 
総勢 4 ご 6 名 ほど の スタ ッ フ が 、 米 の 形 を 壊さ な いよ う 注 意 し な が ら 、 
氷点 下 の 中 、5 度 の 水 で 手洗 いし て いま す 。 

平成 21 年 の 全国 新酒 鑑 評 会 と 関東 信越 国税 局 酒類 鑑 評 会 で 出品 酒 が 
全部 門 入賞 、 同 年 の 長野 県 清酒 品評 会 で は 首席 優等 賞 を 初 受賞 、 と いう 
輝かしい 快挙 を 成し遂げ な が ら 、 販 売 管理 責任 者 の 南 俊三 氏 は 、 新 た な 
ステ ッ プ を 求め て 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 私 た ちの 蔵 は 小さ いで すし 、 仕 事 に 携わる スタ ッ フ の 数 も 限ら れ て 
いま す 。 小 さい 蔵 だ か ら で き る こと 、 そ れ は 地産 地 消 に 視点 を お いた 無 
理 の な い 酒造 り で す 。 水 に 次 いで 大 事 な お 米 は 、 こ れ ま で は 長野 県 産 の 
「 美 山 錦 」 を 使っ て きま し た 。3 年 前 か ら は 、 さ ら に 地産 地 消 を 徹底 的 
に 追求 し よう と いう こと で 、 木 曽 上 松 で 作っ た お 米 「 ひ と ご こち 」 を 原 
料 に し た お 洒 (自家 栽培 米 純 米 吟醸 ) を 造り 始め まし た 。 蔵 人 が 、 田 植 
え か ら 稲刈り まで 、 す べ て 手がけ た 酒 米 で す 。 木曽 は 標高 も 高く 山間 地 

' で ある こと か ら 、 温 度 や 日 照 時 間 の 関係 で 米 作り に は 向 か な を いと され て 
"光り 人 邊 ら 本 上 5 方 の ん ほぼ に 入り 、「O きま し た 。 し か し 地元 の 農家 さん た ちの 試行 錯誤 と 協力 の か いあ っ て 、 
“ig id ie 厳し い 条件 の 中 で も 育つ 酒 米 が 作れ る よう に な っ て きた の で す 。 お 水 も 
お 米 も すべ て 木曽 産 の も の に こだわ る こと で 、 木 曽 の 風土 と 食べ 物 に 合 
っ た お 洒 を 追求 し 続け た い 、 と 思っ て いま す 。」 
日 本 一 の お 酒 より 、 こ こ で し か 作れ な い オ ン リ ー ワ ン の お 洒 を 目指 し 
て 、 老 舗 酒造 の 新た な 挑戦 が 始ま っ て いま す 。 


馬 七 笑 … 木 曽 駒ヶ岳 の 水 が 育 む 酒 と 知恵 
蔵元 ・ 七 笑 の 創業 は 明治 25 (1982) 年 。 創 業者 の 川合 新 助 氏 は 、 最 
初 学 問 の 道 を 志す も 家 の 都 合 で 果たせ ず 、 経 験 も な いま ま 酒 造り の 世界 
に 入り まし た 。 底 冷え の する この 地域 で は 、 お 漂 が 欠か せな いも の で あ 
る こと 、 そ し て 木曽 の 水質 が 酒造 り に 適し て いる と 考え た か ら で す 。 
その 頃 の 蔵元 は どこ で も 、 キ ャ リア の ある 有名 な 杜氏 を 招い て 酒造 り 
を 行っ て いま し た が 、 新 助 は 「 型 に は まっ た 古い 酒造 り で は いけ な い 。 
新しい 木曽 の 酒 を 追求 し な けれ ば な ら な い 」 と 言っ て 、 小 谷村 (お た り 
むら ) か ら 若 い 杜 氏 を ヘッ ド ハ ン ティ ング し て 、 七 笑 の 酒造 り を 託し ま 
し た 。 
明治 25 年 創業 の 七 笑 酒造 。 創 業 以来 、 常 に 時 代 の 先 を 見 よ 原料 と な る 水 は 、 木 曽 駒 ヶ 岳 山系 の 伏流 水 。 木 曽 駒ヶ岳 は 御 獄 山 と は 
RR 違っ て 火山 で は な く マ グマ が 隆起 し て きた 山 で 、 そ の 地質 が 日 本 一 の 醸 
造 地 と 名 高い 「 灘 」 の 山 と 似 か よっ て いる こと か ら 、 こ こ で も 酒造 り に 
向い た お 水 が 取 れる と 見 込ん で の 起業 だ っ た の で し た 。 
こう し た ビジ ネス セン ス と フッ トワ ー ク の 良さ は 、 七 笑 酒造 の 企業 風 
土 と な り 、 以 後 の 経 営 精神 に 受け 継が れ ま し た 。 
3 代目 の 清志 氏 は 、 高 度 成長 期 の モー タリ ゼー ショ ン で 新しい 時 代 が 
来る と 予測 し 、 開 通し た ば か り の 国道 治 い に 、 七 笑 の 広告 看板 を 何 枚 も 
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七 笑 で も 「 地 産地 消 」 の 酒造 り の 取り 組み が 始ま っ て いた 。 
木曽 福島 産 の 「 美 山 錦 」 を 用 いた お 漂 は 、 そ の 名 も 「 木 曽 
の 米 か ら 造 っ た 純 米酒 」。 

写真 は 、 同 社 の ホー ムペ ー ジ より 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


立て た の で す 。「 そ ん な に 看板 ば か り 立 て て た ら 本 当 に 看板 倒れ に な る 
ぞ 」 と 押 撤 され た ほど で す 。 し か し そう し た 広告 の 効果 は 確実 に あっ て 、 
交通 の 便 が 良く な る に つれ て 、 七 笑 を 求め に 全国 か ら 観光 客 が 来る よう 
に な り ま し た 。 

4 代目 に あたる 現在 の 社長 川合 潤 吾 氏 は 、 代 々 続く 「 進 取 の 気性 」 を 
受け 継い で 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 こ と うし た 先 人 の 知恵 が 、 木 曽 の 水 や 環境 か ら 生 まれ た も の で ある な 
ら ば 、 私 も 何 か 新 し い 提 案 を し な けれ ば な り ま せん 。 現在 は 若い 女性 層 
に ター ゲッ ト を 当て た 新しい 酒造 り に 取り 組ん で いま す 。 お いし いも の 、 
楽し いこ と に 関し て 、 女 性 の 口コミ の 影響 力 は 大 きい で すか ら 、 多 く の 
女性 た ち が 持 っ て いる 木曽 の イメ ー ジ 、 日 本 の 原 風景 が 残る クリ ー ン な 
イメ ー ジ に 訴え る 日 本 酒 を 提供 し て いき た いと 考え て いま す 。 そ の ひと 
つの ブラ ンド が 最近 開発 し た ば か り の 『 木 曽 の 米 か ら 造 っ た 純 米酒 』。 
これ は 、 木 曽 町 の 農家 が 育て た 『 美 山 錦 』 を 使っ た 純 米酒 で 、 口 当たり 
柔らか く 、 す っ きり し た 後味 が 自慢 で す 。」 

木曽 の 水 と 風土 を 活か し た 新しい 酒造 り が 、 こ こ で も 始ま っ て いる の 
で す 。 


生酒 造り に 学ぶ 、 こ れ か ら の 町 づく り 

木曽 町 を 代表 する 2 つの 名 酒 、「 中 乗 さ ん 」 と 「 七 笑 」。 こ の 両社 に 共 
通し て いた の は 、 と こと ん 「 木 曽 ら し さ 」 に こだわ っ た 商品 作り に あり 
まし た 。 と も に 、 木 曽 の 地酒 と し て 、 自 ら の 依っ て 立つ アイ デン ティ テ 
ィ を 明確 に 自覚 し 、 水 は も ちろ ん 、 お 米 に も 地元 産 の 酒 米 に こだわ っ て 
いま す 。 さ ら に は 、 お 米 の 作り 方 や 肥料 、 そ の 作り 手 に も こだわ っ て 、 
木曽 で し か 作れ な い 味 を 追求 し て いま す 。 受 け 継ぐ 伝統 を 大 切 に し な が 
ら も 、 時 代 の 流れ に 応じ て 、 変 える べき 所 は 積極 的 に 変え て いく 、 そ う 
し た 姿勢 も 両社 に 共通 し て いま す 。 

決し て た くさ ん の 人 に 受け 入れ られ な く て も 良い 、 オ ン リ ー ワ ン の 味 
を 丹精 込め て 届け た い 。 日 本 全国 どこ に で も ある 日 本 酒 だ な から こそ 、 こ 
と 木曽 に し か な い 味 が 求め られ る の で す 。 

日 本 全国 ほとん どの 地方 都市 と 司 じ よ うに 、 過 疎 化 ・ 高 齢 化 と いう 問 
題 に 直面 し て いる 木曽 町 も 、 木 曽 本 来 の 個性 と 特徴 を も う 一 度 見 つめ 直 
し て 、 木 曽 ら し さ を と こと ん 追求 し た 町 づく り が 、 今 、 求 め ら れ て いる 
と 言え る で し ょ う 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


く 木 曽 の 水 資源 > 


薬効 あら た か な 木曽 町 の 温泉 


木曽 に は 薬効 あら た か な 冷泉 が 多い 。 日 本 で は 比較 的 数 が 
少な く 、 貴 重 な 、 炭 酸 泉 が 多い の も 特徴 の 一 つ 。 
写真 は 、 木 曽 の 代表 的 な 炭酸 泉 で ある 「 せ せら ぎの 四季 」 


同 冷 泉 な が ら 、 貴 重 な 成分 に 富む 木曽 町 の 温泉 

木曽 路 に ある 温泉 の うち 、 お よそ 3 分 の 2 は 木曽 町 に あり ます 。 あ ま 
認知 度 が 高く な い の が 残念 で す が 、 木 曽 町 は 、 立 派 な 温泉 町 な の で す 。 
木曽 町 の 温泉 に 共通 する 特徴 は 、25 度 以下 の 冷 鉱泉 が 多い こと 。 加熱 
し な く て も 利用 で きる 温泉 は 、 開 田高 原 の や まゆ り 荘 (47 度 ) と 三岳 の 
鹿 ノ 瀬 温 泉 (39 度 )、 木 曽 温泉 (45 度 ) くら いと 、 数 える ほど し か あり 
ませ ん 。 し か し その 反面 、 日 本 で は 貴重 な 炭酸 泉 が 数 多く み ら れ 、 薬 効 
あら た か な 鉱泉 水 が 多い と され て いま す 。 

木曽 の 温泉 掘削 に 数 多く 携わっ て きた 株 式 会 社 サ クセ ン の 井関 芳郎 氏 
と 鈴木 保 氏 は 、 木 曽 の 温泉 に 冷 鉱泉 が 多い こと に つい て 、 次 の よう に 分 
析 し て いま す 。 

「 温 泉 掘削 の た め の ボ ー リ ング で この 地域 の 堆積 物 を 調べ る と 、 木 曽 
一 帯 が 2 億 年 前 に は 海 で や っ た こと が わか り ま す 。 こ の 堆積 物 の 層 を 美 
濃 帯 と 呼ぶ の で す が 、 こ の 層 は 非常 に 強固 な 岩盤 で 、 水 を 通し ませ ん 。 
こと の 層 の 上 に 、 約 200 万 年 前 の 地層 で ある 地蔵 峠 火山 岩 群 が 重 な っ て い 
ます 。 固 い 美 濃 帯 の 岩盤 が 受け 皿 と な っ て 、 そ の 上 の 層 と の 間 に で きた 
隙間 に 貯まっ た 水 が 、 水 脈 や 水 盆 と な っ て 、 源 泉 を 形成 し て いる の で す 。 
だ か ら 、 木 曽 の 場合 は 、 美 濃 帯 を 目指 し て 掘れ ば 、 だ いた い 鉱 泉 に は ぶ 
ちあ た る と 考え られ ます 。 た だ 、 温 度 の 高い 温泉 と な る と 難し く て 、 御 
獄 山 の 熱源 が 必要 に な り ま す 。 地 下 の 浅 い 所 まで マグ マ が 上 昇 し て いる 
よう な 活発 な 火山 地帯 で は 、 高 温 を 保っ た 岩盤 と 接触 する こと で 、 地 下 
水 が 加 熱さ れ て 温泉 に な る の で す が 、 御 鐘 山 は 非常 に 古い 火山 な の で 、 
熱源 と し て の 現在 の エネ ルギー は 決し て 高く な く 、 少 し ズレ る だ け で 冷 
泉 に な っ て し まう の で す 。」 

この よう に 、 温 度 こ そ 低 いも の が 多い の で す が 、 炭 酸 含 有 量 が 高い 鉱 
泉水 が 多く 、 発 泡 し て いる も の も 見 られ る ほど で す 。 日 本 は ヨー ロッ パ 
に 比べ て 天然 の 炭酸 泉 が 少な いた め 、 そ の 意味 で は 、 木 曽 の 温泉 は と て 
も 貴重 な の で す 。 ま た 鉄分 が 多い た め 、 赤 味 が か っ た 色 と な っ て いる 温 
泉 も 多く 、 ミ ネ ラ ル 分 が 豊富 で す 。 木曽 は 、 冷 泉 な が ら 、 鉱 泉水 と し て 
は 非常 に 優れ た 価値 を 有 し て いる と 言え る の で す 。 


こ 


明日 本 で は 数 少な い 天 然 炭 酸 泉 と し て の 価値 
炭酸 泉 と は 二酸化 炭素 (炭酸 ガス ) が 溶け 込ん だ 鉱泉 水 の こ と 。 日 本 
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世界 的 に 有名 な ドイ ツ ・ ア ー ヘ ン の 温泉 「 カ ル ロ ス ・ テ ル 
メン 」。 世界 有数 の 「 温 泉 療法 」 地 と し て 知ら れ 、 サ ウナ 
や 温泉 プー ル な ど 、 数 々 の 施設 が 完備 され て いる 。 
写真 は wikipedia よ り 


木曽 ノー ト (2) 水 


の 温泉 法 で は 、1L 中 に 炭酸 ガス が 0.25g 以上 (250ppm) 溶 けた も の が 炭 
酸 泉 と 定義 され て お り 、 そ の 中 で も 、1,.000ppm 以上 の も の を 、 特 に 治 
療 効果 が 期待 で きる 温泉 と し て 「 療 養 泉 」 と 定め られ て いま す 。 

日 本 に は 入浴 に 適し た 天然 炭酸 泉 は 数 える ほど し か 存在 し て お ら ず 、 
と て も 貴重 と され て いま す が 、 木 曽 町 に は 「 せ せら ぎの 四季 」 (炭酸 含有 
量 1.400ppm) 、「 大 喜 泉 」 (炭酸 含有 量 1.645ppm)、「 二 本 木 の 湯 」( 炭 
酸 含 有 量 2.391ppm) と 、 非 常に 高い 炭酸 ガス 含有 量 を 誇る 「 療 養 泉 」 
が いく つも 存在 し て いま す 。 

炭酸 泉 の 効能 は 、 何 と 言っ て も 、 血 流 促進 効果 に あり ます 。 血 液 の 特 
環 が 良く な る こと で 、 動 脈 硬化 や 心臓 病 な どの 循環 器 系 疾患 の 症状 が 緩 
和 さ れる の で す 。 他 に 、 高 血圧 ・ 糖 尿 病 ・ リ ウマ チ ・ 神 経 痛 ・ 冷 え 性 ・ 
肩こり な ど 、 幅 広い 効能 が ある と 報告 され て いま す 。 ま た 、 上 炭酸 ガス の 
細か い 気 泡 が 皮膚 か ら 直 接 吸収 され る こと で 毛細 血管 が 刺激 され 、 ア ト 
ピー な ど を は じ め と する 皮膚 疾患 に も 効果 が ある と 言わ れ て いま す 。 

こう し た 効能 に 富む 炭酸 泉 は 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 古く か ら 「 心 臓 の 湯 」 
と し て 重宝 され て きま し た 。 温泉 療 法 の 先進 国 ド イツ で は 、 上 炭酸 泉 は お 
医者 さん の 処方 箋 が な いと 入れ な い 「 薬 湯 」 で す 。 心 臓 病 や 高血圧 で 悩 
む 人 の 中 に は 、 先 進 の 「 炭 酸 泉 療法 」 を 求め て 、 日 本 か ら わ ざわ ざ ド イ 
ツ に まで 入浴 に 訪れ る 人 が いる ほど で す 。 


馬木 曽 の 温泉 の 新しい 可能 性 

温泉 は 、 観 光 地 や 娯楽 ・ 歓 楽 地 と し て 人 びと を 集客 する だ け で な く 、 
温泉 医学 と いう 見 地 か ら サ ービス を 提供 する こと で 、 患 者 の 症状 を 改善 
し た り 、 さ ら に は 高齢 者 を は じ め と する 幅広 い 利用 者 の 健康 維持 を 促進 
し た りす る こと で 、 医 療 費 削減 と いう も う 一 つの 可能 性 を も た らし ます 。 
ヨー ロッ パ 諸 国 で は 、 各 温泉 地 に 温泉 専門 医 が 常 往 し 、 そ の 指導 の も 
と に 長期 湯治 を する 温泉 療養 が 広く 行わ れ て いま す が 、 現 在 の と ころ 日 
本 国内 で そう し た 設備 と 専門 家 を 備え た 機関 は 、 ご く 一 部 に し か あり ま 
せん 。 近代 以前 か ら 湯 治 に よる 温泉 の 効用 は 知ら れ て いる も の の 、 欧 州 
諸国 で 盛ん に 行わ れ て いる よう な 「 飲 泉 」 を 積極 的 に 取り 入れ て いる と 
ころ も 少な いよ う で す 。 そ の 理由 と し て 、 日 本 に は 温泉 医学 に 通じ た 医 
師 が 少な いこ と 、 現 在 の 保健 医療 制度 で は 温泉 を 利用 し た 治療 が 適正 に 
評価 され な いこ と な ど が 挙げ られ ます 。 

木曽 の 温泉 は 冷泉 が 多い こと な ども あっ て 、 温 泉 歓楽 地 と し て の 人 気 
は それ ほど 高く あり ませ ん 。 そ の た め 、 木 曽 路 ブ ー ム や スキ ー ブ ー ム の 
終 意 と と も に 、 温 泉 利用 客数 も 年 々 減少 し 続け て いる の が 実情 で す 。 し 
か し 、 木 曽 の 温泉 は 、 前 述 し た と お り 、 医 療 や 美容 に 効果 が 高い と され 
る 炭酸 泉 が 多く 、 有 益 な ミネ ラル 含有 量 も 多い た め 、 本 格 的 な 医療 や 美 
容 目的 の 温泉 と し て イメ ー ジ チェ ンジ で きれ ば 、 一 過 性 の ブー ム に 左右 
され な い 保 養 地 と な れる 可能 性 が あり ます 。 

実際 、 二 本 木 温泉 を 訪れ た 社団 法人 日 本 スパ 協会 の 常任 理事 ・ 田 中 宗 
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木曽 ノー ト (2) 水 


隆 氏 は 、 そ の 炭酸 泉 の 質 の 良さ を 国内 トッ プク ラス の も の と し て 高く 評 
価 し た 上 で 、 本 格 的 な 科学 的 検証 や 利用 法 の 開発 な ど に 期待 を 寄せ て い 
ます 。 (詳細 は 、「 山 」 の 章 に 記述 ) 

また 、 木 曽 町 だ け で な く 木 曽谷 全体 の 温泉 で 考え て みる と 、 複 雑 な 木 
曽 の 地質 に 呼 店 し て 、 上 炭酸 泉 が あっ た り 、 硫 黄泉 が あっ た り と 、 そ の 泉 
質 も 多種 多様 で す 。 そ の た め 、 自 分 の 体質 や その 日 の 体調 に あっ た 温泉 
を 、 近 距離 間 で 自在 に 選べ る こと も 、 大 き な 魅 力 と な る で し ょ う 。 

豊か な 自然 を 活用 し た 森林 セラ ピー な どの 運動 療法 や 、 地 場 の 食材 を 
活か し た 食事 療法 な ど と 連携 する こと で 、 町 の 回 遊 性 を 活か し た 保養 地 
産業 の 開発 が 見 込ま れ て いま す 。 

ヘル ス ツ ー リ ズム と し て の 温泉 に つい て は 、 次 の 「 山 」 の 章 で まとめ 
て 述べ た いと 思い ます が 、 こ こ で は 、 女 性 を ター ゲッ ト に 絞っ て 、 温 泉 
の 持つ 美容 効果 に つい て 整理 し て みた いと 思い ます 。 


目 「 温 泉 ビ ュー ティ ー」 と いう 考え 方 

女性 は 温泉 が 大 好き で す 。 温泉 と お いし い 料 理 が あっ て 、 そ れ ら が す 
べ て 健康 や 美容 に つなが る と な る と 、 女 性 の 関心 度 が 急 に アッ プ す る の 
で す 。 最 近 で は 、 単 に ゆっ た り の ん びり する た め に 温泉 に 入る 、 と いっ 
た 精神 的 効果 を 超え て 、 も っ と 直接 的 な 美容 効果 を 求め て 温泉 を 選ぶ 女 
性 が 増え て き て いる よう で す 。 

「 美 肌 の 湯 」 と か 「 美 人 の 湯 」 を 主 う 温泉 は 日 本 全国 に 数 多く あり ま 
す が 、 こ れ ま で は 、 そ の 根拠 や 利用 法 な を ど が 科学 的 に 語ら れる こと は あ 
まり あり ませ ん で し た 。 化 粧品 や 化粧 水 に 関し て は 、 自 分 の 肌 質 や 年 齢 、 
状態 な ど に 応じ て 、 も の すご く 細 分 化 さ れ た 製品 を きち ん と 使い 分 ける 
人 も 、 と こと 温泉 と な る と 、 ど の 温泉 が 自分 の 肌 に 合っ て いる か と いっ た 
とこ と まで は あま り 注 意 を 払わ な い の が 普通 で し た 。 

温泉 ソム リエ と いう 肩書 き を 持つ 石井 宏子 さん は 、 元 外資 系 の 化粧 品 

会 社 に 勤め て いた 経験 を 活か し て 、 温 泉 の 持つ 美容 効果 に 焦点 を 当て た 
研究 を 進め 、「 温 泉 ビ ュー ティ 」 と いう 新しい 考え 方 を 提唱 し た うえ で 、 
温泉 の 持つ 泉 質 と 美容 効果 の 関係 に つい て 、 次 の よう に 整理 し て いま す 。 
(以下 、 読 売 新聞 の ニュ ー ス サイ ト 「YOMIURI ONLINE」 内 の 「 大 手 小 
町 」 コ ー ナ ー に 掲載 され た コラ ム か ら 引 用 ) 


・「 落 と す 」( ク レン ジン グ ) 系 

炭酸 水素 塩 泉 、 ア ルカ リ 性 温泉 で 、 古 い 角 質 や 汚れ を 落と す 石 鹸 の よ 
うな 作用 で 、 お 肌 が すべ すべ に 。 

・「 め ぐる 」 系 

硫黄 泉 、 二 酸化 炭素 泉 で 、 血 行 が 促進 され て 老廃 物 を 体外 に 排出 、 か 
ら だ の 滞り を な くし ます 。 

・「 補 給 」 系 

硫酸 塩 泉 、 塩 化物 泉 で 、 肌 の 水分 や 熱 を 逃げ に くく し て 、 し っ と り 、 


17 


木曽 ノー ト (2) 水 


ほか ほか が 持続 し ます 。 

・「 調 整 」 系 

酸性 泉 、 放 射 能 泉 、 含 鉄 和 泉 で 、 そ れ ぞ れ 、 収 公 作 用 、 自 律 神経 を 整え 
る 、 保 温 た ど 、 か ら だ の リセ ッ ト に 向い て いま す 。 


木曽 の 温泉 は 、 木 曽谷 全体 で 捉え る と 、 上 記 4 つの 泉 質 を 持つ 温泉 が 
全て 揃っ て いま す 。 従 っ て 、 自 分 の 状態 や 気分 に 従っ て 、 木 曽 中 の 温泉 
を 順番 に 巡っ て いく 美容 法 が 展開 で きま す 。 さ ら に 、 エ ステ や サウ ナ 、 
マッ サー ジ な どの サー ビス と 組み 合わ せ た り 、 木 曽 の 新鮮 な 食材 を 活か 
し た マク ロビ や 薬 膳 な どの 美容 食 を 組み 合わ せる と 、 多 様 な 利用 法 が 可 
能 に な り ま す 。 上 記 効 果 を 各 温 泉 自身 が し っ か り 把 握 し 、 そ の 正しい 利 
用 法 を 確立 し て いけ ば 、 よ り 女 性 の ニー ズ に 対応 し た 温泉 と な る こと が 
で きる の で す 。 

デパ ー ト の 化粧 品 売 り 場 で 美容 部 員 が 行っ て くれ る の と 同様 に 、 簡 単 
な 問診 と 肌 質 チェ ッ ク な ど を 元 に 、 自 分 の 目的 に 合っ た 温泉 を アド バイ 
ス し て くれ る よう な サー ビス を 開発 する こと は 、 そ れ ほ ど 難 し いこ と で 
は な いよ うに 思わ れ ま す 。 大 切な の は 、 各 温泉 が 、 自 ら の 泉 質 に 自覚 的 
に な っ て 、 そ の 正しい 利用 法 を 正しく 伝え よう と する 意識 に ある と 言え 
る で し ょ う 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


く 木曽 の 水 ビ ジネス の 可能 性 > 


木 買 式 ア クア ッ ー リ ズム 


違 新 し い 観光 ・ ニ ュー ツー リズ ム 
名 所 や 旧跡 の ある 観光 地 に 、 団 体 を 乗せ た 大 型 バス が 何 台 も 乗り つけ 
て 、 皆 が 同じ も の を 観 た り 食 べた りす る よう な マス ツー リズ ム は 、 次 第 
に 勢い を 失い つつ あり ます 。 こ れ か ら は 、 個 人 の 多様 な ニー ズ や 嗜好 に 
合わ せ て 、 各 人 が 自由 に プロ グラ ム を 組み 合わ せ て 楽し め る 体験 型 「 ニ 
どっ ! ー リ ズム 」 が 主流 と な る 時 代 だ と 言わ れ て いま す 。 
ee A ウル | 「 ニ ュー ツー リズ ム 」 は 、 何 の 分 野 に 焦点 を 当て る か に よっ て 、 以 下 


木 前 町 に は た く さん の 滝 が ある が 、 そ れ ぞ れ が 単体 の 観光 の よう な 種類 に 分 けら れ ま す 。 
スポ ッ ト と し て 捉え られ る だ け に 終わ っ て る よう に 見 える 。 
木曽 の 滝 を 線 で つなげ て 、 物 語 化す る よう な 視点 に 立て ば 、 


違っ た 楽し み 方 が 可能 に な る 。 ・ グ リー ン ツ ー リ ズム (アグ リツ ー リ スム ) 
農業 ・ 林 業 体験 や 、 伝 統 料理 の 調理 法 な を ど が 楽し め る ツア ー 
・ ヘ ルス ツー リズ ム 
健康 や 美容 に 効果 の ある 滞在 型 の 保養 地 療 法 を 提供 する ツア ー 
*・ エコ ウー リズ ム 
昆虫 採集 や 森林 探索 な ど を 通じ て 環境 教育 が 体験 で きる ツア ー 
アク アツ ウー リズ ム 
水 や 川 を モチ ー フ に し た 遊び や 文化 が 体験 で きる ツア ー 
・ クラフト ツー リズ ム 
漆 塗り や 木工 、 彫 金 や 籠 細工 な ど 、 自 分 で 作り 方 を 体験 で きる ツア ー 
・ スピ リ チ ュ アル ツー リズ ム 
聖地 や パワ ー ス ポッ ト な ど を 訪れ 、 祈 りや 修行 な ど を 体験 する ツア ー 


こう 並べ て みる と 、 木 曽 は 、 上 記 ニ ュー ツー リズ ム の ほぼ 全て に 対応 
で きる だ け の 資源 に 恵まれ て いる こと が わか り ま す 。 

し か し 、 い ずれ の ツア ー で も 、 た だ 単に 観光 施設 や 設備 を 用 意 す れ ば 
終わ り と いう こと で は な く 、 観 光 地 と 観光 客 自身 の 交流 や 対話 が 求め ら 
れ ま す 。 そ し て 、 多 様 で ワガママ な 個人 客 の ニー ズ に いか に 柔軟 に 対応 
で きる か 、 そ の 知恵 と 仕組 み が 求 め ら れ て いる の で す 。 

その 場合 、 最 も 大 切 に な る の は 、 単 に 「 観 光 用 」 と し て 演出 する の で 
は な く 、 ま ず 「 自 分 た ち が 楽 し む 」 と いう 視点 で す 。 そ の 意味 で は 、 和 
菓子 屋 ・ 芳 香 堂 を 営む 竹谷 淳 氏 が 、 た っ た 一 人 で は じ め ら れ た 「 雪 灯り 

の 散歩 路 」 は 、 と て も 良い お 手 本 と な り ま す 。 登別 温泉 の 雪 灯 り の イベ 

ント を 見 て 「 楽 し そう ! 」 と 思っ た 竹谷 氏 が 始め た 「 手 づく り イ ベン ト 」 
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木曽 町 有志 に よっ て 始ま っ た 「 雪 灯り の 散歩 道 」。 今 で は 
木曽 町 を 代表 する 一 大 イベ ント に まで 発展 し た 。 発起人 の 
竹谷 氏 は 「 い ずれ 木曽 路 11 宿 を つなげ る イベ ント に まで 成 
長 さ せ た い 」 と 豊富 を 語る 。 


二本木 の 湯 を 源泉 と し て 開発 され た 「 足 湯 」。 観 光 客 に 歩 
いて も らい た い ル ー ト に 沿っ て 、 こ うし た 「 足 湯 」 や 「 水 
場 」 な ど と いっ た 「 水 」 の 装置 を うま く 配 置 し て いけ ば 、 
単なる 「 歩 く 」 と いう 行為 に も 「 水 」 を テー マ に し た 物語 
が 生ま れる 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


が 、 今 で は 木曽 町 を 代表 する 風物 詩 と し て 定着 。 数 多く の 観光 客 を 集め 
る まで に 成長 し た の で す 。「 川 」 と 「 道 」 と 「 雪 」 を つなぐ 「 物 語 性 」 溢 
れる 、 木 曽 な ら で は の 「 ア クア ツー リズ ム 」 と 言っ て 良い で し ょ う 。 


上 木曽 の 「 水 」 の 多面 的 価値 

雪 灯 り の 散歩 道 は 、 雪 や 氷 で で きた 灯り を 道 や 川 に 並べ る こと で 、 冬 
の 寒さ 厳し い 寒 冷 地 な ら で は の 「 新 し い 水 の 楽し み 方 」 を 提案 し まし た 。 
と の よう に 、 木 曽 町 は 、「 水 」 の 持つ さま ざま な 価値 に 注目 する こと で 、 
まだ まだ た くさ ん の 「 提 案 性 の ある 」 イ ベン ト や プロ グラ ム が 開発 で き 
よう に 思わ れ ま す 。 木曽 町 の 「 水 」 は 、 飲 み 水 か ら 温泉 、 遊び場 や 環境 
育ま で 、 さ ま ざ ま な 価値 を 持っ た 、 多 面 的 な 観光 資源 な の で す 。 


1) 飲料 水 と し て の 「 水 」 

既に 述べ た よう に 、 木 曽 町 に は 良質 な ミネ ラル ウォ ー タ ー が 、 あ ちこ 
ち で 自然 湧 水 し て いま す 。 し か も 、 た だ 豊富 な 水量 を 誇る だ け で な く 、 
その 水質 が 良質 か つ 多 様 で ある こと に 、 大 き な 優 位 性 を 有 し て いま す 。 
各 水 場 の 水 を 「 水 ソム リエ 」 の 案内 で 順番 に 巡っ て いく な ど し て 、「 飲 み 
比べ 」 や 「 利 き 水 」 を する だ け で も 、 ヘ ルス ツー リズ ム や グリ ー ン ツー 
リズ ム の イベ ント に な り 得 ます 。 そ の た め に も 、 ど こ に どれ だ け 「 水 場 」 
が 残さ れ て いて 、 そ れ ぞ れ の 水質 に は どれ ほど の 差異 が ある の か 、 飲 泉 
で きる 温泉 は どれ くら いあ る の か 、 と いっ た 「 目 録 化 」 が 必要 に な り ま 
す 。 そ の 上 で 、 人々 に 伝わり や すい カタ チ で 再編 集 す る こと が 重要 に な 
る で し よう 。 


2 ) 温泉 と し て の 「 水 」 

木曽 町 の 温泉 は 冷泉 が 多い た め 、 こ れ ま で あま り 人 気 が 高い と は 言え 
ませ ん で し た 。 し か し 、 冷 泉 で ある が ゆえ に 、 豊 富 な 二酸化 炭素 が 含有 
し た まま で 活用 で きる 「 炭 酸 泉 」 を 有 し て いる と いう 特長 が あり ます 。 

木曽 町 は 、 医 療 面 や 美容 面 で の 効果 が 期待 で きる 「 炭 酸 泉 」 の 価値 に 、 
も っ と 自覚 的 に た な ら ね ば な り ま せん 。 木曽 町 の 温泉 は 「 ヘ ルス ツー リズ 
ム 」 の 有力 な 資源 どこ ろか 、「 切 り 札 」 に さえ な りえ る ほど の 価値 を 有 し 
て いる の で す 。 


3) スロ ー フ ー ド の 要 と し て の 「 水 」 

木曽 町 の スロ ー フ ー ド を 語る と き 、 す ん き や 五 平 餅 な どの 特産 品 ば か 
り に 目 が いき が ち で す が 、 全 て を 支え る 「 水 」 の 力 を 忘れ て は な り ま せ 
ん 。 お 洒 も 味噌 も 漬物 も 、 良 質 な 「 水 」 が あっ て こそ 。「 食 」 と いう 観点 
か ら 「 水 」 を 捉え 直す こと で 、 木 曽 の 「 ス ロー フー ド 」 に 新た な 「 物 語 」 
が 生ま れる は ず で す 。 例え ば 、 和 食 に 最適 な 軟水 (水源 水 な ど ) と 、 肉 
料理 に 最適 な 硬水 (KIVIO な ど ) を 使い 分 け て 味 比 べ す る イベ ント な ど 
を 開催 すれ ば 、「 水 」 と 「 料 理 」 の 関係 が 理解 で きる きっ か け に も な り ま 
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や は り 木 曽 町 有志 に よっ て 始ま っ た 「 ラ フ テ ィ ング 倶楽部 」 
木曽 川 で 遊ぶ 文化 を 取り 戻す 試み が 進め られ て いる 。 


木曽 ノー ト (2) 水 


す 。 木 曽 の 「 水 」 の 多様 性 は 、「 料 理 」 に も 多様 性 を 生む の で す 。 


4 ) 観光 対象 と し て の 「 水 」 

水 場 も 川 も 、 た だ 「 あ る 」 だ け で は 、 そ うい う 機 能 が 存在 し て いる だ 
け で す 。 そ れ ら が 有機 的 に つなが っ て 語ら れる こと で 、 自 然 と 人 間 が 織 
りな す 「 物 語 」 と し て 、 観 光 さ れる に 値する 対象 と な を り ま す 。 

残念 な の は 、 木 曽 町 に た くさ ん 存在 する 「 滝 」 が うま く 活 用 され て い 
な いこ と 。 不易 の 滝 ・ 唐 沢 の 滝 ・ 百 間 滝 ・ 尾 ノ 島 の 滝 な ど を 、 単 体 の 滝 
と し て で は な く 、 そ れ ぞ れ を 巡っ て いく 動機 や 切り 口 を 提供 する こと で 、 
各地 に 点 在 し て いる 「 滝 」 に 新た な 「 物 語 」 が 生ま れる よう に 思わ れ て 
な り ま せん 。 


5) 遊び 場 と し て の 「 水 」 

か つて 、 日 本 中 の 川 は 「 遊 び 場 」 で し た 。 水 に 入る 、 泳 ぐ 、 後 や 船 に 
乗る 、 笹 舟 や 灯籠 な ど を 流す 、 魚 や 水棲 生物 を 捕まえ る 、 堀 き 止め る 、 
橋 か ら 飛 ひび 込む 、 そ の 全て が 遊び だ っ た の で す 。 団塊 の 世代 を 中 心 と し 
て 、 こ うし た 遊び を 懐か し む 声 が 、 日 増し に 高まっ て き て いま す 。 安全 
性 の 問題 や 漁業 権 の 問題 な ど を クリ ア し て 、 様 々 な 遊び 方 が 楽し め る 水 
場 環境 の 創出 が 期待 され ます 。 


6 ) 学び の 場 と し て の 「 水 」 

木曽 に は 川 を 巧み に 活用 し て きた 歴史 と 知恵 が あり ます 。 今 で は は る 
か 昔 の 物語 の よう に 思わ れる 「 木 曽 式 伐 木 運 材 絵図 」 な ども 、 単 な る 江 
戸 時 代 の 「 林 業 技術 書 」 で は な く 、 山 や 川 の 思 恵 を 木曽 の 人 々 が いか に 
大 切 に 扱っ て きた か を 示す 「 環 境 読本 」 で も あり ます 。 地球 環境 に お け 
る 水 の 大 切 さ や 、 川 が 育む 生物 多様 性 な ど 、 木 曽 町 の 「 水 」 は 環境 教育 
の た め の 絶 好 の フィ ー ル ド で も ある の で す 。 


と の よう に 、 木 曽 町 の 「 水 」 は 、 多 面 的 な 価値 を 持つ 重要 な 地域 資源 
で す 。 中国 や イン ド な どの 経済 発展 と と も に 、 ま すま す 危 機 的 な 情勢 を 
迎え る こと が 予想 され る 世界 の 「 水 事情 」 を 考え る と き 、 水 源 の 町 ・ 木 
曽 の 果たす べき 役割 は 、 決 し て 小さ く あ り ま せん 。 

また 、 木 曽 の 「 水 」 は 、 単 に 木曽 だ け の も の で は な く 、 木 曽 川 流域 全 
体 に 重要 な 影響 を 与え る 「 コ モン ズ 」 で も あり ます 。 そ の 価値 と 重要 性 
は 、 ど ん な に 強調 され て も 足り な い ほ ど で す 。 

し か し 、 残念 な が ら 、 木 曽 町 の 人 々 の 「 水 」 に 対す る 意識 や 関心 は 、 
今 の と ころ それ ほど 強く な いよ うに 思わ れ て な り ま せん 。 木曽 町 に は い 
つも 、 そ れこ そ 「 湯 水 の ご と く 」 水 が 溢れ て いる か ら で す 。 

木曽 の 貴重 な 「 水 資源 」 に つい て 、 木 曽 町 の 人 々 自身 が その 価値 を 再 
認識 する た め に も 、 ア クア ツー リズ ム 開 発 に 向け た 具体 的 な 行動 を 始め 
る こと が 、 極 め て 重要 な 意味 を 持つ よう に 思わ れ ま す 。 
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し か し 、 そ れ は 決し て 難し いこ と で は な い は ず で す 。 木曽 町 に は 既に 
「 川 遊び 若衆 」 や 「 雪 灯り の 散歩 道 」 な ど を 「 楽 し ん で きた 」 伝 統 が あ 
る の で すか ら 。 


「 水 」 を 巡る 「 木 曽 式 ニュ ー ツ ー リ ズム 」 構 想 概念 図 


混 る ーー 温泉 。 一 温泉 セラ ピー ヘル ス ツ ー リ ズム 
食す 酒 と 示 理 一 - スロ ー フ ー ド グリ ー ン ツー リズ ム 


観る 一 一 観光 ” 一 潤 % り ・ 水 場 ・ 雪 灯り の 散歩 道 アク アツ ー リ ズム 
党 ぶ ーー REO 9 り ・ ラ フ テ ィング 下り 

ーー 還 ・ 支 作 一 木材 法 
の エコ ツー リズ ム 
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く 木曽 の 山 の カ > 


木曽 は すべ て 山 の 中 


日 本 人 に と っ て 、 山 は 恵み の 源 。 日 本 各地 で 、 山 その も の 
を 神 と 捉え る 風習 が 残っ て いる 。 


馬山 は 日 本 人 の ここ ろ の ふる さと 

日 本 の 森林 面積 は 約 2,500 万 ha、 国 土 面 積 の お よそ 7 割 を 占め て い 
ます 。 先進 国 の 中 で は フィ ン ラ ンド に 次 いで 第 2 位 の 森林 率 を 誇る 、 世 
界 で も 屈指 の 山国 で す 。 そ の た め 、 古 来 より 日 本 人 は 、 山 を と て も 大 切 
に し て 来 ま し た 。 

縄文 時 代 に は 、 す で に 山 で 祭祀 が 行わ れ て いた と 考え られ て お り 、 山 
は 神 そ の も の と 考え られ まし た 。 農耕 生活 が は じ ま り 、 仏 教 が 伝来 し 、 
都市 が 形成 され る よう に な っ て も な お 、 山 は 霊験 あら た か な 神聖 な 場所 
と し て 、 日 本 各地 で 崇め られ 続け まし た 。 

日 本 人 は 、 山 が 水 を 育み 、 新 鮮 な 空気 を 生み 出し 、 食 料 か ら 燃 料 に い 
た る まで 、 た くさ ん の 恵み を も た らし て くれ る 命 の 源 で ある こと を 知っ 
て いた の で す 。 そ の た め 、 こ と ある ご と に 山 に 入り 、 そ の 奥深 い 自 然 の 
中 に 神 や 仏 を 見 た の で す 。 そ し て 、 山 に は 人 の 病 い や 気 の 迷 い を 正 し て 
くれ る 特別 な 「 癒 し の 力 」 が ある こと を 知っ て いま し た 。 山 を 悪魔 の 住 
み 処 と し て 有 尽 み 嫌っ て 、 つ い に は 森 を 駆逐 し て し まっ た ヨー ロッ パ 人 と 
は 対照 的 に 、 山 は いつ も 「 日 本 人 の 心 の ふる さと 」 で し た 。 


馬山 を 育ん で きた 日 本 人 

この よう に 、 日 本 人 と 山 の 結び つき は 強い も の が あり まし た 。 し か し 、 
だ か ら と いっ て 、 山 を 自然 の まま いっ さい 手 を つけ ず 、 た だ 大 切 に 守っ 
て きた と いう わけ で は あり ませ ん 。 山 が 国土 の 三 分 の 二 を 占め る 日 本 に 
と っ て 、 山 か ら 資 源 を 取り 出す こと は 、 生 き て いく 上 で の 必然 で し た 。 
日 本 と は 、 建 築 物 か ら 身 の 回 り の 道具 、 燃 料 に いた る まで 、 あ ら ゆ る も 
の を 木 に 依存 し た 国 で し た 。 そ の た め 、 過 剰 伐採 に よる 森林 崩壊 が 、 過 
去 に 何 度 も 繰り 返さ れ て き て いま す 。 

江戸 時 代 、 木 曽 の 山 が 「 檜 一 本 、 首 一 つ 」 と 言わ れる ほど 厳格 に 管理 
され た の は 、 そ の 好例 と いえ ます 。 木 曽 の 山 は 、17 世 紀 の 半 ば に し て 、 
既に 一 度 充 げ 山 と な っ た の で す 。 背景 に は 、 天 下 泰 平 と 度 わ れ た 江戸 の 
爆発 的 な を まで の 人 口 増 と 、 そ れ に 伴う 建築 ラッ シュ が あり まし た 。 こ の 
当時 、 日 本 中 の 多く の 山 が 艇 げ 山 だ っ た と 言わ れ て いま す 。 木 曽 の 山 と 
同じ よう に 、 日 本 各地 の 系 げ 山 で は 、 幕 府 や 各地 の 藩主 に よっ て 、 切 り 
尽く し た 木 を 埋め る よう に 盛ん に 植林 が 行わ れ ま し た 。 

「 切 っ て は 植え る 、 植 えて は 切る 」 … そ れこ そ が 、 日 本 人 が 山 と 結ん 


日 本 の 山 は 、 今 、 手 入れ し な いこ と が 原因 で 荒れ て いる と 
言わ れ て いる 。 
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で きた 「 契 約 」 の よう な も の だ っ た の で す 。 こ の バラ ンス が 崩れ る 時 、 
日 本 の 山 は 危機 に 陥る の で す 。 


馬山 の 危機 

日 本 が 経験 し た 最大 の 山 の 危 機 は 、 第 二 次 大 戦 と と も に 訪れ ます 。 大 
量 の 木材 と 木炭 を 求め て 、 日 本 の 山 は か つて な い ほ ど 乱 伐 さ れ ま し た 。 
化石 燃料 に 乏しい 日 本 に は 山 し か 頼れ る 資源 が あり ませ ん で し た 。 終 戦 
時 に は 日 本 中 の 山 が 充 げ 山 と 化し 、 山 崩れ や 大 水害 が 頻発 し ます 。 荒 れ 
果て た 国土 復興 を 目指 し て 、 植 林 は 国家 再建 の 最 重 要 課 題 で し た 。 

戦後 復興 の 植林 が 進め られ る 一 方 で 、 昭 和 30 年 で ろか ら 、 空 前 の 建 
築 ラ ッシュ が 起こ り ま す 。 急 激 に 進む 都市 部 へ の 人 口 流入 を 支え る た め 、 
建築 材 と し て も 、 燃料 と し て も 、 膨大 な 量 の 木材 が 必要 と され た の で す 。 
その た め 、 国 内 の 木材 価格 は 高騰 。 政 府 は 高まる 木材 需要 に 応え る た め 
「 拡 大 造林 政策 (大 規模 植林 政策 ) 」 を 実施 し ます 。 広 葉 樹 を 伐採 し た 
跡地 に 、 ス ギ や ヒノ キ 、 カ ラマ ツ 、 ア カマ ツ な ど 、 比 較 的 成長 が 早く 、 
建材 と し て も 利用 し や すい 針葉樹 の 植林 を 奨励 し まし た 。 林業 は 時 代 の 
花形 産業 と な り 、 林 業 に 従事 し て いれ ば 経済 的 に 困 器 する こと は 無い 、 
と まで 言わ れ ま し た 。 

し か し 、 い くら 成長 の 早い 針葉樹 を 植林 し た と 言っ て も 、 木 材 と し て 
使え る よう に な る まで 、 最 低 で も 40 て 50 年 は 必要 で す 。 高 度 経済 成長 
期 を 迎え て ます ます 木材 供給 は 追い つか ず 、 つ い に 、 外 国産 木材 が 輸入 
され る よう に な り ま す 。 す る と 、 今 度 は 価格 の 安い 外国 材 の 前 に 、 国 産 
材 の 価格 が 暴落 。 一 転 し て 、 国産 材 が 全く 売れ な い 時 代 に 突入 し まし た 。 

さら に 、 燃 料 に お いて も 、 新 炭 か ら ガ ス や 石油 な ど へ の 転換 が 進み ま 
す 。 日 本 の 森林 資源 は 、 建 材 と し て も 燃料 と し て も 完全 に その 価値 を 失 
っ て し まう の で す 。 昭 和 35 年 に 86.7% も あっ た 木材 自給 率 が 、 平 成 22 
年 度 は わずか 26.0%、 林業 従事 者 数 も 一 割 程度 に まで 落ち 込ん で いま す 。 

一 方 、21 世 紀 に な っ て 、 か つて 「 拡 大 造林 政策 」 で 盛ん に 植林 され 
た 全国 の カラ マツ や スギ の 木 が 、 今 よう や く 木 材 と し て 使え る 樹齢 に 達 
し て き て いま す 。 し か し 、 高 齢 化 が 進み 跡継ぎ の いな い 山 に は 、 も は や 
それ ら を 伐採 する 労働 力 は 残っ て いま せん で し た 。 仮に 伐採 され た と し 
て も 、 製 材 し た り 運 搬 し た りす る コス ト が 全く 合わ な いた め 、 山 に その 
まま 放置 され て し まう と いう 事態 が 起こ っ て いま す 。 

適切 な 手 が 入 ら な い 人 工 林 は 、 荒 れ て いき ます 。 ま た 、 山 に 人 が 入ら 
な いこ と か ら 、 ク マ や イノ シシ な ど に よる 獣 害 も 深刻 さ を 増 し て き て い 
ます 。 か つて 伐採 に よっ て 危機 に 河 し て いた 日 本 の 山 が 、 今 度 は 、 伐 採 
し な いこ と が 原因 で 、 危 機 に 河 し て いる の で す 。 


四 木 曽 の 山 も 荒れ て いる 
森林 率 95.4% の 木曽 町 は 、 文 字 通り 「 す べ て 山 の 中 」 の 町 で す 。 木 
前 と いえ ば ヒノ キ と いう イメ ー ジ で す が 、 戦 後 の 「 拡 大 造林 政策 」 に お 


木曽 ノー ト (3) 山 


いて 、 木 曽 で は ヒノ キ よ り も 成長 の 早い カラ マツ の 植林 が 奨励 され 、 現 
在 の 木曽 町 の 樹種 別 割 合 は 、 カ ラマ ツ が 第 一 位 し な っ て いま す 。 

カラ マツ は 極め て 陽性 の 樹種 で ある た め , 間伐 が 遅れ る と 枝 の 枯 上 り 
が 激しく , 生長 が 減退 し て し まい ます 。 カ ラマ ツ は 早期 間伐 が 欠か せな 
い 木 な の で す 。 一 方 、 そ の 材質 は 曲がり や ね じ れ が 生じ や すく 、 建 築 材 
と し て は コス ト 割 れ し て し まう ほど の 低 価格 。 も と も と は 、 電 信 柱 や 炭 
坂 で の 杭 と し て の 需要 が 期待 され て いた の で す が 、 現 在 で は 、 コ ンタ クリ 
ー ト に 取っ て 代わ られ 、 カ ラマ ツ の 出番 は あり ませ ん 。 カ ラマ ツ は 使い 
道 の な い 木 と し て 、 完 全 に 時 代 か ら 取り 残さ れ て し まい まし た 。 そ の た 
め 、 間 伐 さ れ な いま ま と な っ て いる 山 が 増え て お り 、 山 が 荒れ て き て い 
る の で す 。 

「 す べ て 山 の 中 」 で ある 町 で 、 そ の 肝心 の 「 山 」 が 荒れ て いく 。 そ れ 
は 、 つ まり は 、 町 その も の が 荒れ て いく こと と 同じ こと で す 。 


目 時 代 と と も に 変わ っ て いく 山 の 役割 

日 本 の 林業 は 、 今 、 大 きたな 転換 期 を 迎え て いま す 。 国 産 材 の 不振 か ら 
巨額 の 赤字 を 抱え る 林野 庁 は 、 林 業 と いう 視点 だ け で 山 を 捉え て きた こ 
と へ の 反省 か ら 、 山 が 持つ 多様 な 機能 に 着目 し て 、 新 し い 産 業 の 創出 を 
促し て いま す 。 こ うし た 方 針 に 治っ て 、 日 本 学術 会 議 で は 「 森 林 の 多面 
的 機能 」 を 以下 の よう に 整理 し まし た 。 


環境 保全 機能 水源 か ん 養 水 資源 貯留 、 水 量 調節 、 
水質 浄化 、 洪 水 緩和 
土砂 災害 防止 表面 侵食 防止 、 表層 崩壊 防止 、 
土壌 保全 その 他 土 砂 災 害 防 止 、 防 風 
快適 環境 形成 気候 緩和 、 大 気 浄化 、 
快適 生活 環境 形成 (騒音 防止 ) 


遺伝 子 保全 、 生 物 種 保全 、 
生態 系 保全 

地球 温暖 化 の 緩和 (CO: 下 収 )、 
地球 の 気候 の 安定 


物質 生産 機能 林産 物 生産 木材 、 き の こ ・ 山 菜 、 工 業 原料 、 
工芸 材料 、 エ ネル ギー 資源 

保険 休養 ・ 文 化 機能 | 医療 ・ 健 康 ・ 娯 楽 | 療養 、 保 養 (森林 浴 な ど ) 行楽 、 
スポ ー ツ (登山 ・ ス キー な ど ) 


教育 文化 景観 ・ 風 致 、 教 育 、 芸 術 、 宗 教 、 
伝統 文化 、 地 域 性 維持 


(日 本 学術 会 議 が 2001 年 に 発行 し た 「 地 球 環境 ・ 人 間 生活 に 関わ る 農業 及び 森 
林 の 多面 的 な 機能 の 評価 に つい て 」 を 参考 に 、 独 自 に 再 整 理 し た も の ) 


し か し 、 山 が 単に 物質 生産 機能 だ け で な く 、 環 境 保全 や 人 の 健康 に ま 
で 寄与 する 機能 を 有 し て いる こと は 、 日 本 学術 会 議 に 指摘 され る まで も 
な く 、 日 本 人 が 進 か 昔 か ら 知 っ て いた こと な の で す 。 山 の 機能 を 林業 だ 


EE a 

王滝 口 御 獄 神 社 に 礼 ら れ て いる ご 祭神 。 左 か ら 少 彦名 命 、 
国 常 立 尊 、 大 巳 貴 命 が 訪 られ て いる 。 そ れ ぞ れ 、 山 の 持つ 
多様 な 機能 に 見 事 な ま で に 呼応 し た 役割 を 担っ て いる と も 
考え られ る 。 
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け に 限定 する 考え 方 こそ を 、 む し ろ 、 こ こ 最 近 の こと と も 言え る の で す 。 
それ は 、 御 獄 山 に 礼 ら れ て いる 3 人 の ご 祭神 を 見 て みる と 良く わか り ま 
す 。 御 獄 山 の ご 祭神 は 、 日 本 学術 会 議 が 大 きく 3 つ に 分 類 し た 山 の 機能 
と 、 見 事 な ま で に 符合 し て いる の で す 。 

御 狼 神社 の ご 祭神 は 、 国 常 立 尊 (くに と こ た ち の みこ と )、 大 己貴 命 
(お お な むち の みこ と )、 少 彦名 命 (すく な ひこ な の みこ と ) の 三 神 で 
す 。 国 常 立 末 は 、 天 地 開 開 の 神 と し て 、 日 本 列島 の 自然 環境 その も の を 
創り 出し た 神さま 。 大 己貴 命 は 国土 開発 に 携わっ て 、 山 や 田畑 を 切り 開 
いた 神さま 、 そ し て 少 彦名 命 は 医薬 や 温泉 を 通じ て 人 々 の 病 を 癒し て く 
れる 神さま 。 つ まり 、 国 常 立 尊 は 環境 保全 機能 を 、 大 己貴 命 は 物質 生産 
機能 を 、 そ し て 少 彦名 命 は 保険 休養 機能 を 、 そ れ ぞ れ そ の まま 体現 し て 
いる 神様 で ある と 言っ て 良い で し ょ う 。 こ の 3 人 の 神 を ご 祭神 と し て 祀 
っ て いる 御 多 山 は 、 日 本 学術 会 議 が 規定 する 入 か 昔 か ら 、 多 面 的 な 機能 
を 持っ た 山 と し て 人 々 に 認識 され 、 そ れ 故 に 信仰 の 対象 と た なっ て いた こ 
と が わか る の で す 。 


目 木 曽 の 山 の 新しい ビジ ネス 

木曽 の 山 は 、 御 獲 山 を 筆頭 に 、 最 も 多面 的 な 機能 を 持っ た 山 と し て 古 
く か ら 認 識 さ れ て きま し た 。 し か も 、 森 の 知恵 ・ 山 の 匠 が 、 今 も た くさ 
ん 残さ れ て いる 場所 で す 。 山 を 林業 と し て の 場 だ け で な く 、 多 面 的 な 機 
能 を 活用 し た 新しい ビジ ネス の 場 と し て 考え る と き 、 木 曽 ほ ど 適 し た 場 
所 は な いと 言え る で し ょ う 。 少 な く と も 、 何 の 変哲 も な い 都会 の 裏山 を 
「 里 山 」 と 呼ん で 、 森 林 療 法 や 環境 教育 を 讃 う より は 、 ず っ と 根拠 が あ 
り そ う で す 。 こ の 章 で は 、 特 に 、 林 業 以 外 の 山 の 活用 に 着目 し て 、 以 下 
の 2 つの ビジ ネス に つい て 整理 し て みた いと 思い ます 。 


1) 保険 休養 機能 保養 地 医 療 ビ ジネス 
2) 環境 保全 機能 つ 樹 木 葬 ビジ ネス 


いずれ も 日 本 で は まだ 先行 事例 の 少な い 新 規 ビ ジネス で あり 、 そ の 実 
現に 向け て は た くさ ん の 課題 が 考え られ ます 。 し か し 、「 す べ て 山 の 中 」 
で ある 木曽 は 、 文 字 通 り 、「 山 」 と と も に 生き て きま し た 。 過去 の 歴史 
を 紐解く と 、 社 会 に お ける 「 山 」 の 価値 が 高い 時 に は 、 木 曽 町 も 活況 を 
呈し 、「 山 」 の 価値 が 軽 ん じ ら れ る 時 に は 、 木 曽 町 も 停滞 する の で す 。 
つま り 、「 山 」 の 価値 と 木曽 町 の 価値 は 連動 する の で す 。 

一 億 総 ス トレ ス 社 会 と も 言わ れる 現在 、「 山 ガー ル 」 と 言わ れる 新 し 
い ム ー ブ メ ント が 起こ る な ど 、「 山 」 に 関す る 関心 度 は 高まっ て き て い 
ます 。「 山 」 の 新しい 価値 を 世界 に 向け て 提案 で きる か どう か が 、 木 曽 
町 の 未来 を 決め る と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 
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く 木 曽 の 山 ビ ジネス の 可能 性 (1)> 


木曽 式 ク アオ ルト 構想 


ー 木 曽 な ら で は の 保養 地 療 法 を 目指 し て 一 


御 獲 山 に 木曽 馬 、 そ し て 日 本 で 一 番 美しい 村 。 開 田高 原 は 、 
曽 らし い 保養 地 療 法 と し て 、 最適 な 場所 で ある と いえ る 。 


馬 ヘル ス ツ ー リ ズム は 時 代 の 要請 

世界 で も 有数 の 長寿 国 と な っ た 日 本 。 人 々 の 最大 の 関心 は 、 今 や 、 健 
康 に ある と 言っ て も 過言 で は あり ませ ん 。 単 に 長生 きす る の で は な く 、 
いか に し て 健康 で 質 の 高い 生活 を 送れ る か が 、 高 齢 者 は も と より 、 若 い 
世代 で も 重要 な 関心 事 と な っ て いま す 。 テ レビ や 雑誌 、 イ ンタ ーネット 
に は 、 あ ふれ ん ば か り の 健康 情報 が 入り 乱れ 、 束 し い 数 の 健康 法 や 美容 
法 が 紹介 され て いま す 。 一 方 、 日 本 の 財政 は 極め て 深刻 な 状況 に あり 、 
高齢 化 社 会 を 迎え て ます ます 増大 し て いく 医療 費 負 担 が 、 大 き な 社 会 問 
題 と 化し て いま す 。 そ の た め 日 本 の 医療 は 、 病 気 に た っ て か ら 手 術 や 楽 
で 対処 する 治療 医学 で は な く 、 普 段 か ら 病 気 に か か り に くい 身体 を つく 
る こと で 病気 を 未然 に 防ぐ 予防 医学 へ と 、 シ フト し て いく べき だ と する 
考え 方 が 主流 に な っ て きま し た 。 

現在 、 日 本 人 の 死亡 原因 の 上 位 3 つ は 、 ガ ン ・ 心 疾患 ・ 脳 血管 障害 で 
す 。 こ の 三 大 疾病 に よる 死亡 率 は 、 実 に 6 割 を 超え て いま す 。 こ れ ら は 
生活 習慣 病 と 呼ば れ 、 カ ロリ ー 過 多 な 食 生 活 や 運動 不足 、 過 度 な スト レ 
ス な ど 、 日 頃 の 良く な い 生 活 習 慣 の 積み 重ね に よっ て 引き 起こ され る も 
の と 考え られ て いま す 。 さ ら に は 、 ア トピ ー や うつ 病 な ど 、 私 た ちの 生 
活 の あり 方 や 、 心 の 持ち よう その も の が 問わ れる 病気 が 増え て き て いま 
す 。 こ うし た 生活 習慣 病 は 、 現 代 西 洋 医学 に よる 対処 療法 で は 根治 で き 
な いこ と が 多く 、 自 然 療法 や 生活 療法 と いう 考え 方 が クロ ー ズ アッ プ さ 
れる よう に な り ま し た 。 ま た 、 運 動 不足 や スト レス な どの 要因 は 、 高 度 
な 都市 型 生 活 に あり が ちな 生活 習慣 で ある た め 、 エ コ や ロハス と いっ た 
意識 と 相 師 っ て 、 豊 か な 自然 に 囲ま れ た 「 田 舎 」 で 休養 し た いと いう ニニ 
ー ズ も 高まっ て いま す 。 

こう し た 状況 を 背景 に 、 自 然 や 気候 に 恵まれ た 地方 に 旅行 し 、 一 定期 
間 滞 在 す る こと で 、 健 康 増進 や 生活 習慣 の 改善 を 図 ろ うと する 考え 方 が 
提唱 され る よう に な り 、 ヘ ルス ツー リズ ム と 呼ば れ て いま す 。 エ コツ ー 
リズ ム や アグ リツ ー リ ズム と 並ん で 、 過 疎 化 に 悩む 地方 都市 の 活性 化 の 
切り 札 と し て 期待 され て お り 、 具 体 的 な 健康 旅行 商品 の 開発 な ど 、 様 々 
な 取り 組み が は じ ま っ て いま す 。 中 で も 、 温 泉 や 森林 な ど 健 康 増進 に 関 
係 する 地域 資源 を 持っ て いる 地域 で は 、 従 来 ま で の 娯楽 ネプ レ ジャ ー だ け 
を 提供 する 観光 地 か ら 、 楽 し みな が ら 健 康 と 美容 に 良い 効果 が 得 られ る 
「 健 康 保養 地 」 へ と 、 転換 を 図る 試み が 見 られ る よう に な っ て きま し た 。 
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ヘル ス ツ ー リ ズム で は 、 自然 環 境 そ の も の を 医療 行為 と し て 活用 する 

た め 、 温 泉 や レス トラ ン な ど と いっ た 観光 施設 が それ ぞ れ 単体 で 努力 し 
た だ け で は 実現 で きま せん 。 地域 医療 や 農林 業 ・ 商 業 な ど と も 連携 し 、 
まさ に 地域 ぐる み で 取り 組む べき も の で す 。 日 本 で は 先行 事例 が まだ ほ 
と ん ど な い た め 、 保養 地 療法 を 目指 す 自治 体 の 多く は 、 既 に 100 年 以 
上 の 歴史 を 有する ドイ ツ の 「 ク アオ ルト 」 を 参考 に 、 開 発 準備 に と りか 
か っ て いる よう で す 。 


馬 保養 地 療 法 先進 国 ・ ド イツ の クア オル ト 

福祉 大 国 ド イツ で は 、3 年 間 に 約 2 週間 、 保 険 で 保養 を 行う こと が 
認め られ て いま す 。 た だ し 、 保養 する 場所 は どこ で も 良い わけ で は な く 、 
「 ク アオ ルト 」 と 呼ば れる 保養 地 に 滞在 する 場合 に 限っ て 、 保 険 適応 が 
認め られ ます 。 ク アオ ルト と は 「 ク アニ 治療 や 保養 」+「 オ ルト 三 場所 」 
を 意味 する ドイ ツ 語 で 、 日 本 語 で は 「 健 康 保養 地 」 と 訳 さ れる こと が 多 
いよ う で す が 、 単 な る 健康 リゾ ー ト で は な く 、 そ の 地 の 気 候 や 自然 を 活 
用 し た 具体 的 な 医療 メニ ュー が 用 意 さ れ て いる 点 に 、 大 き な 特 長 が あり 
ます 。 自然 環境 を 含め て 、 地 域 全 体 が 一 つの 大 き な 医 療 施設 と し て 機能 
する よう 設計 され て いる の で す 。 

クア オル ト で 実際 に 行わ れ て いる 治療 内 容 は 、「 緑 豊か な 森 の 中 、 自 
然 の 起伏 を 利用 し て 運動 する 」 と か 、「 薬 用 植物 の 有効 成分 を 、 料 理 や ア 
ロマ と いっ た 方 法 で 摂取 する 」、「 お 花畑 の 中 の ベン チ に 座っ て 、 一 定時 
間 日 光 を 浴び る 」、「 薬 効 の ある 温泉 で 、 冷 水 と 温水 を 交互 に 浴び る 」 と 
いっ た も の で 、 一 見 、 日 本 で は 単なる リフ レッ シュ と し か 認め られ な い 
内 容 が 並び ます 。 し か し 、 い ずれ も 科学 的 な エビ デン ス を 根拠 に し た 治 
療 メ ニュ ー と し て 用 意 さ れ て いて 、 ク アド クタ ー と 呼ば れる 医師 な どの 
専門 家 が 、 具 体 的 に 何 を どの 程度 行う か 考え て 「 処 方 箋 」 を 出す 医療 行 
為 と し て 実施 され て いま す 。 

例え ば 、「 緑 豊か な 森 の 中 、 自 然 の 起伏 を 利用 し て 運動 する 」 と いう 場 
合 で も 、 皮 膚 温 、 脈 拍 、 血 圧 、 呼 吸 等 な どの チェ ッ ク を 受け な が ら 、 そ 
の 人 に あっ た 歩き 方 や 速度 が 指定 され る の で す 。 メ タ ボ が 心配 な 人 と ア 
トピ ー に 悩ん で いる 人 で は 、 歩 く ペ ー ス や コー ス な ど 、 違 っ た 処方 が 出 
され る と いっ た 具合 で す 。 患者 は 、 自 分 に 処方 され た 治療 を こなし な が 
ら 、 そ の 地域 の 観光 や カジ ノ な ど と いっ た レジ ャ ー も 同時 に 楽し み 、 心 
身 と も に リラ ックス し て いき ます 。 

この よう な クア オル ト で の 療養 は 、 人 間 本 来 の 持つ 自然 治癒 力 を 引き 
出 そ う と する 考え 方 に 立つ も の で 、 自 然 療 法 と 呼ば れ て いま す 。 化 学 合 
成 剤 の よう な 薬 の 使用 は 、 極 力 控え られ ます 。 し か し 、 決 し て 現代 医学 
を 否定 する 立場 に 立つ も の で は あり ませ ん 。 通常 の 現代 医学 の 病院 と 自 
然 療法 の クア オル ト の 、 そ れ ぞ れ の 良い 面 を 組み 合わ せ て 、 ト ー タ ル な 
治療 を 行 お うと する も の で す 。 ド イツ の 人 々 は 、 病 気 に た っ つて か ら 医 者 
に 委ね る の で は な く 、 ク アオ ルト で の 休養 を うま く 取 り 入 れる こと で 、 
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自分 の 健康 は 自分 で 作っ て いこ うと いう 意識 が 高い の で す 。 


上 クア オル ト の 条件 

ドイ ツ に は クア オル ト と 呼ば れる 保養 地 が 370 箇所 以上 あり 、 ド イ 
ツ 観 光 連 盟 や 保養 地 連 盟 に よっ て 定め られ た 品質 基準 を パス し た 地域 だ 
けが クア オル ト と 名 乗る こと が で きま す 。 

クア オル ト の 条件 と し て 最も 問わ れる の は 、 自 然 環境 その も の の 次 で 
す 。 単 に 気候 が 快適 と か 、 水 が お いし いと いっ た こと で は な く 、 そ の 地 
の 自然 の 何 が 、 ど の 程度 、 ど ん な 治療 効果 が ある か と いっ た 科学 的 エビ 
デン ス が 求め られ ます 。 治療 に 用 いる こと が で きる と 医学 的 に 立証 され 
た 自然 環境 は 「 自 然 治療 因子 」 と 呼ば れ 、 以 下 の よ うな も の が 認め られ 
て いま す 。 


・ ク アオ ルト で 認め られ て いる 主 な 自然 治療 因子 
気温 ・ 湿 度 ・ 太 陽光 線 ・ 空 気 な どの 質 が 治療 効果 を 持つ 


治療 効果 が ある と 認め られ る 水 
温泉 な どの 鉱泉 水 、 海 水 な ど 
治療 効果 が ある と 認め られ た ガス 


ラド ン の よう な 低 放射 能 ガ ス な ど 

治療 効果 が ある と 認め られ る 泥 土 

コケ な どの 植物 性 泥 士 や 、 ミ ネ ラ ル な ど 鉱 物性 泥 土 な ど 
岩塩 を 含む 地下 水 を 飲用 し た り 、 岩 塩 採掘 跡地 で ある 岩 
塩 鉱 で 岩塩 を 含む 空気 を 吸う こと 


また 、 整 備 さ れ て いる 施設 の 数 や 質 、 専 門 ス タッ フ の 有無 、 提 供 され 
る 食事 の 質 、 さ ら に は ご み 処 理 や リサ イク ル シ ス テム な ど ま で 厳し く 審 
査 さ れ ま す 。 一 般 的 な クア オル ト で は 、 以 下 の よ うな 施設 が 整備 され て 
いま す 。 


・ ク アオ ルト を 構成 する 主 な 施設 

クア ミッ テル 治療 が で きる 施設 群 

ハウ ス 診療 所 ・ 温 泉 浴室 ・ 吸 入 治療 室 ・ 屋 内 プー ル ・ マ ッ サ ー 
ジ 室 ・ 電 気 治療 室 ・ サ ウナ ・ 各 種 運動 室 な ど 

クア パー ク 治療 の 一 環 と し て 利用 する 保養 公園 
遊歩 道 の あ る 森林 ・ 公 園 施設 ・ 芝 生 ・ 飲 泉 場 な ど 


スポ ー ツ 施設 健康 増進 や リハ ビリ の た め の 運 動 施設 
体育 館 や テニ ス 場 、 ゴ ルフ 場 、 乗 馬 、 ス キー 場 な ど 


クア ハウ ス 社交 や 文化 活動 の た め の 施 設 
劇場 ・ カ ジノ ・ コ ン サ ー ト ホー ル ・ 映 画 館 ・ 喫 茶店 ・ 談 
話 室 ・ 集 会 室 ・ 読 書 室 ・ 図 書 室 な ど 

クア ホテ ル 治療 目的 の 宿泊 者 (クア ゲス ト ) に 対し 、 訓 練 さ れ た ス 
タッ フ が 常 往 し て いる ホテ ル や ペン ショ ン 
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目 自 然 療 法 を トー タル に 組み 合わ せる クナイ プ 療 法 

ドイ ツ の クア オル ト で は 、 治 療 と し て 自然 環境 の 何 を 利用 する か に よ 
っ て 、 主 に 「 温 泉 保養 地 、 海 洋 保 養 地 、 気 候 保養 地 、 ク ナイ ブ プ 保養 地 」 
の 4 つの 種類 に 分 類 さ れ て いま す 。 

と の うち 、 ク ナイ プ 保 養 地 は 、「 ク ナイ プ 療 法 」 を 実施 する た め の 特 
別 な 施設 を 備え た 保養 地 で す 。 既 に 100 年 以上 も の 歴史 を 持つ この 療 
法 は 、 ク ナイ ブ 神 父 が 最初 に 行っ た 方 法 か ら さ ま ざ ま な 改良 が 積み 重ね 
られ 、 現 在 で は 、 医 学 的 検証 と 実験 ・ 研 究 に 裏づけ られ た 療法 と な っ て 
いま す 。 ま さ に 、 自 然 療 法 の 集大成 と いっ た 感じ で 、 ド イツ の クア オル 
ト 発 展 の 礎 を 築い た 治療 法 と され て いま す 。 

クナイ プ 療 法 は 、 以 下 の 5 つの 柱 か ら 構 成 さ れ て いて 、 各 人 の 疾病 や 
病状 に 応じ て 、 そ れ ぞ れ 互 い に 関連 させ な が ら 一 人 一 人 に 合わ せ た 治 療 
が 処方 され ます 。 


・ ク ナイ プ 療 法 の 5 つの 柱 
クナイ ブ プ 療 法 で 最も 中 心 と な る 療法 。 水 や 温泉 水 を 用 いる 。 
冷水 の み 、 温 水 の み 、 冷 温 交互 、 蒸気 な ど を 用 いて 、 清 拭 ・ 
全身 浴 ・ 半 身 浴 ・ 局 部 浴 な ど 、 実 に 100 種類 を 越え る 使用 
法 が ある と 言わ れる 。 
血液 循環 を 活性 化し 、 心 臓 の 働き を 改善 させ る 
ハー ブ (薬草 ) を 用 いた 療法 。 
お 茶 に し て 飲用 し た り 、 食 事 に 混ぜ た り 、 ま た 浴槽 に 浮か 
べ て 薬湯 に する 。 最 近 で は 、 ア ロマ テラ ビ ピー な ども 用 いる 。 
低 カ ロリ ー の バラ ンス 良い 食事 を 規則 正しく 食べ る 。 
有機 野菜 を 用 いた 無 添加 の 料理 が 中 心 。 
肉類 ・ ア ルコ ー ル ・ 糖 分 の 摂取 を 控え る 。 
各 人 の 健康 状態 に 合わ せ た 適切 な 運動 が 処方 され る 。 
森林 散策 ・ 山 歩き ・ 乗 馬 ・ ス キー・ ゴ ルフ ・ ア クア ビク ス ・ 
ヨガ な ど 、 持 久 性 の ある 運動 が 多い 。 
人 間 の 生体 リズ ム に あっ た 規則 正しい 生活 習慣 を 維持 する 
プロ グラ ム が 処方 され る 。 
睡眠 時 間 ・ 食 事 時 間 な ど 1 日 の スケ ジュ ー ル を 定め 、 自 律 
神経 訓練 や 呼吸 法 な どの 指導 を 受け る 場合 も ある 。 


馬木 曽 式 ク アオ ルト 構想 

クナイ プ 療 法 で 規定 され て いる 5 つの 柱 を 見 て みる と 、 木 曽 の 山 の 自 
然 環境 は 、5 つの 柱 す べ て に 、 そ れ ぞ れ 対 応 で きる 因子 を 持っ て いる こ 
と が わか り ま す 。 つ まり 「 木 曽 の 山 は 治癒 力 を 持っ て いる 」 と 考え て 良 
い の だ と いう こと に な り ま す 。 ま た 、 自 然 環境 だ け で な く 、 木 曽 馬 や 木 
曽 音楽 祭 を は じ め と する ソフ ト 的 な 文化 環境 も 整っ て お り 、 ま さ に 保養 
地 医 療 の 好適 地 と 言え る で し ょ う 。 

そもそも 、 御 獄 山 を は じ め と する 修験 道 で は 、 逢 か 昔 か ら ク アオ ルト 
的 自然 療法 が 実践 され て いた と も 言え る の で す 。 山 の 中 の 道 な き 道 を 歩 
き (運動 療法 )、 森 林 浴 を し な が ら 眼 想 し (森林 療法 )、 滝 に 打 た れ ( 水 
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療法 )、 薬 草 を 煎じ て 飲み (植物 療法 )、 殺 生 を 極力 避け た 健康 食 を いた 
だ き (食事 療法 )、 山 の 自然 と と も に 生き る (生活 療法 )。 そ の 全て が 修 
行 で あり 、 生 活 で も あっ た の で す 。 山 伏 や 行者 が 、 か つて 医者 の 役割 を 
果たし て いた の も 、 単 な る 呪術 的 な 要素 だ け で は な く 、 こ うし た 自然 療 
法 的 な 根拠 を 有 し て いた か ら だ と 考え られ ます 。 健康 へ の 意識 が 高まり 
つつ ある 今 こ そ 、 木 曽 の 山 が 持つ 治癒 力 を 、 保 養 地 療法 と いう 観点 か ら 
再 整理 し て みる こと に 、 大 き な 意 味 が ある と 言え そう で す 。 

た だ し 、 現 在 の 日 本 で は 、「 保 養 地 療法 」 と し て 「 健 康 に 良い 」 こ と 
を アピ ー ル する た め に は 、 そ の 医学 的 根拠 を 明確 に 示さ な けれ ば な り ま 
せん 。 薬事 法 (誇大 広告 ・ 承 認 前 の 医薬 品 等 の 広告 ) や 景品 表示 法 ( 虚 
偽 ・ 誇 大 な 表示 )、 特 定 商取引 法 (誇大 広告 ・ 虚 偽 の 告示 ・ 誤 認 ・ 困 惑 
等 を 生じ る 行為 )、 消 費 者 契約 法 (不実 の 告知 等 ) な ど に 抵触 し な いよ 
う 注 意 が 必要 で す 。 し か も 、 ド イツ と は 違っ て 、 日 本 の 医療 アス テム は 
自然 療法 や 民間 療法 に 対し て 必ず し も 理解 が 深い と は いえ ませ ん 。 そ の 
実現 に 向かっ て は 、 町 ぐる み の 強 い 連 携 と コン セン サス 、 そ し て 皿 の 長 
い 努 力 が 必要 と され る で し ょ う 。 し か し 、 適切 な 意志 と 活動 さえ 伴 え ば 、 
木曽 の 山 が 持つ 「 治 癒 力 」 は 、 今 の 日 本 の 社会 に に とっ て 、 必 ず 必 要 な も 
の と 理解 され る で し ょ う 。 


木曽 式 ク アオ ルト 構想 概念 図 


水 2 カ 


( 山 の 暮 らし ) 


水 療法 


(温泉 ・ ア クア ) 


木曽 ノー ト (3) 山 


く 木 曽 の 山 ビ ジネス の 可能 性 (1)> 
ー 木 曽 式 ク アオ ルト (1 ) 気候 性 地形 療法 + 運動 療法 ~ 


木曽 の 山 の 森 林 療 法 


森林 浴 の 効果 に つい て 、 科 学 的 な 調査 ・ 研 究 に よる 解明 が 
進め られ 、 よ り 積 極 的 に 医療 行為 と し て 活用 し よう と いう 
アプ ロー チ が 試み られ て き て いる 。 


目 森 林 浴 の 科学 

緑 豊か な 山 を 歩く と 、 独 特 の 樹木 の 香り や 澄ん だ 空気 に 包ま れ て 、 と 
て も 清々 し い 気持 ち に な り ま す 。 日 本 で は 古来 より 、 森 の 中 に 身 を 置い 
た 時 に 感じ られ る 清々 し さ を 、 霊 験 あら た か な 場所 な ら で は の 効力 と し 
て 捉え 、 山 の 中 で も 特に 木々 の 力 が 感じ られ る 場所 を 選ん で 、 祈 りや 眼 
想 の 場 と し て 活用 し て きま し た 。 

今 で は 、 こ うし た 効果 は 「 森 林 浴 」 と 呼ば れ 、 ス トレ ス 軽 減 や 免疫 力 
の 向上 に 効果 が ある と され て いま す 。 し か し 、 そ の 科学 的 根拠 に つい て 
は 、 あ まり 研究 対象 と し て 取り 上 げ ら れる こと も な く 、 経験 に 基づい た 
精神 的 効果 の 方 が 大 きい と され て いた 時 期 も あり まし た 。 

近年 、 こ うし た 森林 浴 に 対す る 科学 的 研究 が 急速 に 進め られ 、 通 常 の 
医療 を 補う 補完 医療 や 代替 医療 と し て 、 も っ と 積極 的 に 活用 し よう と い 
う 動き が 出 て き て いま す 。 


邊 解 明 さ れつ つ あ る 「 フ ィ ト ンチ ッ ド 」 の カ 

自由 に 動き 回 る こと が で き な い 植物 は 、 殺 菌 力 を 持っ た 物質 を 空気 中 
に 発散 する こと で 、 敵 対す る 細菌 や ウイ ルス な どか ら 身 を 守 ろ うと し て 
いま す 。 と この 物質 は 、 ロ シア 語 で 「 フ ィ ト ン (植物 ) + チッ ド (殺す )」 
と 呼ば れ 、 そ の 名 の 通り 、 強 い 殺 菌 ・ 防 虫 作 用 を 持っ て いま す 。 

こう し た フィ トン チッ ド の 効果 は 、 木 の 国 ・ 日 本 で は 、 は る か 音 か ら 
知ら れ て いま し た 。 ヒ ノ キ や スギ を 用 いた 木造 家屋 、 木 の まな 板 や 寿司 
下駄 、 笹 や 桜の 葉 で 包ん だ 料理 な ど 、 フ ィ ト ンチ ッ ド の 折 菌 力 を 熟知 し 
て いた 日 本 人 な ら で は の 生活 の 知恵 だ っ た と 言え る で し ょ う 。 

最近 の 研究 で は 、 こ の フィ トン チッ ド に は 、 単 な る 抗菌 ・ 防 虫 作 用 だ 
け で な く 、「 ヒ ト の NK 細 胞 の 抵抗 力 を 高め る 力 ま で ある 」 と いう こと が 
わか っ て きま し た 。 

NK 細 胞 (ナチ ュ ラ ルキ ラー 細胞 ) は 、 そ の 名 の 通り 、 ガ ン 細 胞 を 「 自 
然 に 殺す 」 細 胞 。NK 細 胞 の 機能 が 高 ま れ ば 、 生 体 の 抗 ガン 能力 も 高 ま 
る と され て いま す 。 フィトンチッド に は 、 こ の NK 細胞 を 活性 化す る カカ 
が ある と いう こと が 、 様 々 な 研究 を 通し て 明らか に な っ て き て いま す 。 
その た め 、 森 林 浴 に は 抗 ガン 効果 が あり 、 ガ ン の 補完 医療 や 代替 医療 と 
し て 有効 な の で は な いか 、 と いう 期待 が 高まっ て き て いま す 。 

実際 、「 森 林 占 有 率 が 高い 地域 は ガン に よる 死亡 率 が 低い 」 と いう 研 


森林 浴 前 森林 浴 1 日 後 森林 浴 2 日 後 


に 生き し キ コ 


森林 浴 前 森林 浴 1 日 後 森林浴 2 日 後 


森林 浴 に よる 男性 NK 活 性 お よび NK 細 胞 数 の 増加 効果 。 と 
も に 、 森 林 浴 後に 著しく その 値 が 増加 する こと が 確認 され 
た 。 (朝倉 書店 刊 「 森 林 医 学 Il 」 掲 載 の グラ フ を 元 に 簡略 
化し た も の ) 


木曽 ノー ト (3) 山 


究 報 告 も あり ます 。 各 都 道 府 県 の 肺 ガ ン ・ 乳 ガン ・ 子 宮 ガ ン ・ 前 立 腺 ガ 
ン な どの 標準 化 死亡 比 (SMR) と 、 森 林 率 (森林 の 面積 が 土地 面積 に 
占め る 割合 ) の 関連 性 に 注目 する と 、 森 林 率 の 高い 地域 に 住む 住民 の ガ 
ン の SMR が 、 そ う で な い 地 域 に 住む 住民 より 低い こと が 認め られ 、 森 
林 が ガン に よる 死亡 の 減少 に 寄与 し て いる の で は な いか と 示唆 され て い 
ます 。 (日 本 医科 大 学 衛生 学 公衆 衛生 学 講座 の 森林 医学 研究 グル ー プ の 
調査 結果 より ) 

日 本 人 の 2 人 に 1 人 が ガン に な り 、3 人 に 1 人 が ガン で 死ぬ 時 代 。 森林 
浴 の 効能 と その 可能 性 が 、 今 、 大 きく 注目 され て いる の で す 。 


目 森 林 浴 、 そ の 具体 的 効果 

日 本 医科 大 学 衛生 学 公衆 衛生 学 講座 の 森林 医学 研究 グル ー プ (代表 : 
李 卿 “ り け い " 講師 ) は 、2005 年 に 、 東 京都 内 に 在住 する 男女 25 名 を 
対象 と し て 、 長 野 県 の 3 地区 (飯山 市 ・ 上 松 町 ・ 信 濃 町 ) で 「 森 林 浴 実 
験 」 を 行い 、「 免 疫 機能 と 森林 セラ ピー」 と 題する 以下 の よう な 研究 結 
果 を 報告 し て いま す 。 (出典 :「 森 林 医 学 Il 」 朝 倉 書店 ) 


1) 森林 浴 に は 免疫 機能 上 昇 効 果 が ある 

森林 浴 は 男女 に 関係 な く 、 ヒ ト NK 活 性 と NK 細 胞 数 を 増加 させ ます 。 
特に 、 森 林 由 来 の フィ トン チッ ド は 、 直 接 ヒ ト NK 細 胞 内 の 抗 ガ ンタ ン 
パク 質 を 増加 させ る こと まで わか り ま し た 。 

また 、 森 林 浴 に よる NK 活 性 上 昇 と NK 細 胞 数 の 増加 は 、 森 林 浴 後 も 持 
続 す る こと も わか り ま し た 。 被 験 者 の NK 活 性 を 示す 値 が 、 森 林 浴 後 1 ヶ 
月 を 経過 し て も 、 な お 高い レベ ル を 示し 続け た の で す 。 こ れ は 、 ひ と 月 
に 1 回 森林 浴 を 実施 すれ ば 、 生 体 は 高い 免疫 機能 を 維持 し 続け る 、 と い 
うこ と を 意味 し て いま す 。 


2) 森林 浴 に は 高い リラ ックス 効果 が ある 

人 は リラ ックス 状態 に ある 時 、 未 槽 血 の リ ン バ 球 が 増え 、 燥 粒 球 は 減 
少し ます 。 実験 で は 、 森 林 浴 に よっ て 、 末 模 血 の リン バ 球 の 割合 が 増加 
し 、 昭 粒 球 の 割合 を 減少 させ る こと が 確認 され 、 森 林 浴 に は 人 を リラ ッ 
クス させ る 効果 が ある 、 と いう こと が わか り ま し た 。 

また 森林 浴 後 は 、 尿 中 の アド レナ リン 濃度 が 減少 し 、 疲 労 な どの 自覚 
症状 も 減少 。 こ の こと か ら 、 和 森林 浴 は 、 特 に 精神 的 疲労 に 対し て 効果 的 
で ある こと が 明らか に な り ま し た 。 


3) 森林 浴 は うつ 病 に も 有効 で ある 

フィ トン チッ ド が 員 覚 神経 を 通し て 脳 の 沈静 化 を も た らし , 自律 神経 
の バラ ンス を 制御 し 、 そ の 結果 、 ス トレ ス ホ ル モン の 分 泌 を 抑え る こと 
が わか り ま し た 。 実際 、 被 験 者 へ 行っ た 心理 検査 に よる と 、 森 林 浴 後 は 
「 活 気 」 の 得点 が 有意 に 上 昇 し 、「 緊 張 」 や 「 不 安 」、「 抑 うつ 」 な どの 
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上 松 町 に ある 赤沢 自然 休養 林 は 、 林 野 庁 か ら 「 森 林 セ ラビ ピ 
ー 基 地 」 に 認定 され 、 森 林 浴 効果 が 期待 され る 8 つの 散策 
コー ス が 整備 され て いる 。 


県 立木 曽 病院 は 、 赤 沢 自 然 休養 林 の 「 森 林 セ ラ ピ ビー 基地 」 
を 支援 。「 森 林 セ ラビ ピー ドッ ク 」 な ど ユ ニー ク な 活動 に 取 
り 組ん で いる 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


得点 が 低下 する こと か ら 、 森 林 浴 は 「 う つ 状 態 」 の 改善 に も 有効 で ある 
と 期待 され て いま す 。 


目 赤 沢 自然 休養 林 の 「 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 」 

フィ トン チッ ド の 正体 は 、 テ ル ペ ン 類 や フェ ノー ル 性 物質 、 低 級 脂肪 
酸 、 エ ステ ル な ど と いっ た 「 提 発 性 香気 成分 」 で す 。 そ の うち 最も 「 森 
の 良い 香り 」 を 感じ させ る 成分 で ある テル ペン は 、 ト ド マ ツ や ヒノ キ 、 
ネズ コ 、 ス ギ 、 ア スナ ロ と いっ た 針葉樹 に 多く 含ま れ て いま す 。 木曽 五 
木 と され て いる 木 は テル ペン 類 を 豊富 に 排出 する も の が 多く 、 ま さ に 「 フ 
ィ ト ンチ ッ ド の 木 」 だ っ た の で す 。 木 曽 は 、 森 林 浴 に 好適 な 地 と 言え る 
で し ょ う 。 

こう し た こと を 背景 に 、1982 年 、 上 松 町 の 赤沢 自然 休養 林 で 、 日 本 
で 初め て の 「 全 国 森林 浴 大 会 」 が 行わ れ ま し た 。 以 来 、 こ こ は 「 森 林 浴 
発祥 の 地 」 と し て 知ら れ 、2006 年 に は 林野 庁 の 「 森 林 セ ラビ ピー 基地 」 
に も 認定 され ま し た 。 向山 コー ス (むか いや ま : 2.0km、 約 60 分 ) や 、 
冷 沢 コー ス (つめ た ざわ : 3.3km、 約 110 分 ) な ど 、 目 的 や 嗜好 に 合わ 
せ た 8 つ の 散策 コー ス が 整備 され 、 子 供 か ら 高 齢 者 、 障 害 者 まで 、 誰 も 
が 気軽 に 森林 浴 を 楽し め る よう 、 工 夫 さ れ て いま す 。 


馬木 曽 病院 に よる 「 森 林 セ ラ ピ ー」 支援 活動 

赤沢 の 「 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 」 を 、 医 学 的 な 面 か ら 支 援 し よう と いう 取 
り 組 み が 、 木 曽 町 の 県 立木 曽 病院 で 行わ れ て いま す 。 

県 立木 曽 病 院 は 、 病 床 数 259、 常 勤 医 師 20、 診 療 科 18 を 備え た 、 木 曽 
地域 唯一 の 有 床 診療 施設 と し て 、 地 域 医療 の 中 核 を 担う 病院 で す 。 赤 沢 
自然 休養 林 が 「 森 林 セ ラビ ピー 基地 」 に 認定 され た こと を きっ か け に 、 こ 
れ を 医療 面 か ら 支 援 し よう と 、 具 体 的 な 活動 に 着手 し まし た 。 全国 の 病 
院 に 先駆 け て 、 こ うし た 新しい 取り 組み を 始め た 経緯 に つい て 、 院 長 の 
久米 田 茂 喜 先生 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 木 曽 地 域 の 人 口 は お よそ 3 万 3000 人 弱 。 高 齢 化 率 は 33.6% と 、 長 野 
県 の 平均 25.2% と 比べ て も 大 幅 に 高く 、 独 居 老 人 や 老 々 介護 な ども 多い 
地域 で す 。 へき地 の 医療 崩壊 が 叫ば れる 中 、 こ こ 木 曽 病院 で も 医師 不足 
は 本 当 に 切実 な 問題 で す 。 地 域 に 10 名 ほど お られ る 開業 医 は 、 そ の ほ 
と ん ど が 80 歳 前 後 で すか ら 、 全 て の 医療 を 当 院 が 担わ な けれ ば な り ま 
せん 。 他 に 代わ る 病院 が な いと いう こと で 、 全 科 24 時 間 、 年 中 無休 に 
近い 状況 で 、 職 員 の 使命 感 と 責任 感 だ け で 、 よ う や く 持 ちこ た えて いる 
と いう の が 実情 で す 。 

こう し た 厳し い 状況 の 中 、 そ れ で も 何と か し て 、 赤 沢 の 「 森 林 セ ラビ ピ 
ー 基 地 」 を 支援 し た いと 考え まし た 。 木曽 は 、 ま さ に 森林 だ ら け の 地 で 
すか ら 、 も し も 「 森 林 セ ラビ ピー」 に つい て の 知識 や 経験 を 深め る こと が 
で きれ ば 、 高 齢 化 が 進む 木曽 地域 全体 の 予防 医学 や 医療 費 の 削減 に 活用 
で きる の で は 、 と いう 強い 思い が あっ た か ら で す 。 
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赤沢 自然 休養 林 の 「 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 」 内 に ある 「 森 林 セ 
ラビ ピー 体験 館 」。 毎週 1 回 、 木 曽 病院 か ら 医 師 や 看護 師 が 
出向 いて 、 健 康 相談 を 行っ て いる 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


また 、 こ うし た 取り 組み が 地域 住民 の 健康 増進 に 役立つ だ け で な く 、 
荒れ て いく 山 の 有 効 活用 や 地域 活性 化 に つなが る な ら 、 こ ん な に 嬉し い 
とこ と は あり ませ ん 。」 

さま ざま な 課題 や 矛盾 を 抱え つつ も 、 院 長 を は じ め と する スタ ッ フ の 
方 た ちの 熱い 思い に 支え られ て 、 県 立木 曽 病院 は 「 森 林 セ ラビ ピー 基地 」 
を 医学 的 側面 か ら サ ポー ト す る 、 全 国 で も 珍し い 病 院 と な っ た の で す 。 
現在 、 木 曽 病院 で は 、 以 下 の 2 つの 活動 を 通じ て 、「 森 林 セ ラ ピ ー 基 
地 」 の 支援 を 行っ て いま す 。 


1 ) “ 森 の お 医者 さん "健康 相談 

赤沢 自然 休養 林内 の 施設 に 、 木 曽 病院 の 医師 や 看護 師 が 週 1 回 出向 
き 、 森 林 浴 に 訪れ た 方 た ち へ の 健康 相談 を 、 無 料 で 行っ て いま す 。 

健康 相談 の 受付 は 、 赤 沢 自 然 休養 林 が オー プン し て いる 5 て 11 月 の シ 
ー ズ ン 中 、 毎 週 木曜 日 の 15 時 か ら 45 分 間 。 健康 相談 で は 、 ま ず 問 診 ・ 
血液 検査 ・ 血 圧 検査 ・ 心 電 図 測定 ・ 嘩 液 中 の アミ ラー 選 測 定 を 行ない 、 
これ ら の 検査 で 得 ら れ た 結果 を 元 に 、 ど の コー ス を どん な 風 に 散策 すれ 
ば 、 より 高い 森林 浴 効 果 が 得 ら れる か 、 と いっ た アド バイ ス を 行い ます 。 


2) 森林 セラ ビー ドッ ク 

健康 相談 を さら に 一 歩 進 め て 、 本 格 的 な 健康 診断 と 、 赤 沢 自然 休養 林 
で の 森林 浴 を セッ ト に し た 、 1 泊 2 日 の 滞在 型 人 間 ド ッ ク が 用 意 さ れ て 
いま す 。 そ の 名 も 「 森 林 セ ラビ ピー ドッ ク 」。 全 国 で も 初め て の 、 意 欲 的 
な 試み だ と 言わ れ て いま す 。 

健康 診断 の メニ ュー と し て は 、 基 本 コー ス (医師 に よる 健康 診断 ・ 血 
圧 測定 ・ ス トレ スチ ェ ッ ク ) か ら フ ルコ ー ス (基本 コー ス 血液 検査 ) 、 
が ん 検査 コー ス (フル コー ス + 腹 部 CT 撮影 ・ 肺 CT 撮影 ・ 胃 カメ ラ ・ 便 
潜血 検査 ・ 腫 瘍 マー カー 検査 ) な ど 、6 コ ー ス の 中 か ら 選 べ ま す 。 
検査 当日 の 夜 は 、 提 携 し て いる 宿泊 施設 (上 松 町 ・ 木 曽 町 ・ 大 桑 町 の 
13 軒 ) に 宿泊 。 翌 日 は 、 得 られ た 検査 結果 を も と に 、 効 果 的 な 森林 浴 
の た め の 処 方 箋 が 出さ れ 、 指 定 され た 赤沢 自然 休養 林内 の 散策 コー ス を 
専門 の ガイ ド と と も に 歩き な が ら 、 森 林 浴 を 行い ます 。 

散策 の ガイ ド は 、NPO 法 人 森林 セラ ピー ソサ エ テ ィ に 認定 され た 森 
林 セ ラピス ト や 森林 セラ ピー ガイ ド た ち 。 各 人 の 健康 状態 に 合っ た 歩き 
方 や 、 適 切な 呼吸 法 な どの 指導 が 受け られ ます 。 


目 木 曽 の 山々 を つなげ る 「" 木 曽 路 の 森 " セラ ピー ドッ ク 」 

木曽 病院 の こう し た 取り 組み は 全国 的 に も まだ 珍し く 、 そ れ だ け に 大 
き な 期 待 と 注目 が 集まっ て いま す 。 久 米田 院長 の 元 に は 、 講 演 や 取材 の 
依頼 も 増え まし た 。 こ うし た 反響 を 背景 に 、 久 米田 院長 は 、 今 後 の 展望 
に つい て 次 の よう に 語っ て いま す 。 


「 森 林 浴 を 活か し た 医療 に は 、 さまざま な 可能 性 が あり ます 。 し か し 、 
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も に 、 と この 地 の 地 域 活性 化 に も つなが る こと を 切 に 願っ て 、 
「 森 林 療 法 」 に 取り 組ま れ て いる 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


木曽 地域 全体 の 医療 を 守り 、『 森 林 セ ラビ ピー』 を 広め て いく た め に は 、 
多く の 医師 の 協力 が 必要 で す 。 生 活 習 慣 病 対策 や 、 免 疫 力 の 向上 に よる 
ガン 治療 へ の 効果 、 メ ンタ ル ヘ ルス 対策 な ど 、『 森 林 セ ラ ピ ー』 を 医療 
分 野 に 活用 し て いく た め に は 、 た くさ ん の 実験 や 実践 が 必要 に な り ま す 。 
小さ な 地域 の 中 で 考え る の で は な く 、 木 曽谷 全体 で 、 よ り ト ー タ ル な 活 
動 を 展開 し て いく 必要 が ある と 考え て いま す 。 

そう し た 思い か ら 、『“ 木 曽 路 の 森 "。 セラ ピー ドッ ク 』 を 、2011 年 春 
か ら ス ター ト さ せま し た 。 こ れ ま で 赤沢 自然 休養 林 を 中 心 に 行っ て きた 
取り 組み を 、 木 曽 地域 全体 に 広げ た いと 思っ て いま す 。 木 曽谷 に は 、 赤 
沢 だ け で な く 、 他 に も すばらし い 森 林 保 養 地 が た くさ ん あり ます 。 木祖 
村 の 水木 沢 天然 林 、 鳥居 峠 、 木曽 町 の 城山 史跡 の 森 、 王滝 村 の 御岳 古道 、 
大 桑村 の 阿 寺 渓 谷 、 南 木曽 町 の 柿 其 渓谷 。 こ れ ら の 5 町 村 そ れ ぞ れ の 観 
光 や 宿泊 施設 を 連携 させ る こと で 、 木 曽 全域 で 滞在 型 の 『 セ ラ ピ ー ド ッ 
ク 』 を 展開 し て いき た いと 考え て いま す 。 南木曽 と 大 桑村 以外 に は 、 す 
で に 各地 域 の 森林 を ナビ ゲー ト し て くれ る 優秀 な ガイ ド さ ん た ちがい ま 
す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 地域 の 特色 を 活か し た 、 地 産地 消 の 食べ 物 を 提供 
する こと で 、 食 事 療法 と 組み 合わ せ た 、 よ り 効 果 の 高い プロ グラ ム が 提 
供 で きる か も し れ ま せん 。 

そし て 、 近 い 将 来 、 木 曽 地域 の 森林 の 中 に 、 森 林 療 法 専門 の 病院 施設 
を 作り 、 ド イツ の よう に 医療 保険 で まかなえる 長期 滞在 型 の 森林 療法 を 
実現 する こと が 夢 で す 。 こ の よう な 取り 組み を 通し て 、 森 林 資 源 の 循環 
や 地域 の 雇用 の 確保 に も つなが り 、 ひ いて は 木曽 の 森 を 維持 し て いく こ 
と に も つなが る と 考え て いま す 。」 

人 類 が いま だ 経験 し た こと の な い 高 齢 化 社会 を 迎え て 、 先 進 国 の 考え 
方 は 、 従 来 の メデ ィ カ ルケ ア (病気 に た っ て か ら の 治療 ) か ら 、 ヘ ルス 
ケア (病気 に た り に くい 健康 な 身体 づくり) へ と 大 きく シフ ト し て き て 
いま す 。 木曽 病院 は 、 ま さ に 時 代 の 先端 を 行く 取り 組み を 始め て いる と 
言え る で し ょ う 。 


上 運動 療法 や 作業 療法 と の 相乗 効果 

森林 浴 は 、 た だ 森 の 中 で 木々 の 香り や 澄ん だ 空気 を 味わう だ け で も 効 
果 が ある と され て いま す が 、 ト レッ キン グ な どの 運動 を 行う こと で 、 よ 
り 高い 相乗 効果 が 期待 され ます 。 

山歩き は 平地 運動 より も は る か に 高い 運動 効果 が 得 ら れ ま す 。 登 り は 
有 酸 素 運動 と し て 、 下 り は 筋肉 トレ ー ニ ング と し て 、 無 理 な く 全身 運動 
が 図れ る た め 、 最 も 優れ た 運動 療法 と も 言わ れ て いま す 。 し か も 、 城 山 
史跡 の 森 や 開田 高原 の よう に 海抜 1.000m を 越え る 場所 で は 、 高 地 ト レ 
ー ニ ング と し て の 効果 も 期待 で きま す 。 標 高 の 高い 場所 で は 、 空 気 中 の 
酸素 が 少な く 低 酸素 状態 に た り 、 そ の 低 酸素 状態 を 回 避 し よう と し て 血 
液 中 の 赤血球 が 増え る た め 、 呼 吸 循 環 の 機能 が 鍛え られ る の で す 。 

一 方 、 若 い 女性 を ター ゲッ ト に し て 、 も っ と ソフ ト な 運動 を 森林 浴 と 
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木曽 ノー ト (3) 山 


組み 合わ せる 事例 も 増え て き て いま す 。 森 の 中 の 岩場 や 、 山 の 中 の 滝 の 
側 を ど で 、 ヨ ガ や ピラ ティ ス と いっ た エク ササ イズ を 行う こと を 森林 療 
法 と し て 計っ て いる ツア ー も あり ます 。 単 な る 森林 浴 や 運動 に よる 効果 
だ け で な く 、 木 々 や 滝 の 持つ 精神 性 や 神秘 性 に よっ て 、 高 い 眼 想 効果 が 
得 ら れる と 言わ れ て いま す 。 

また 、 運 動 で は な く 、 森 の 中 で ある 種 の 作業 を 行う こと に よっ て 、 健 
康 回 復 や 健康 増進 を 図る と いう 考え 方 も あり ます 。 身体 を 使っ た 作業 に 
熱中 する こと が 、 リ ハビ リ や 精神 疾患 等 に 有効 で も や る こと は 医学 的 に も 
認め られ て お り 、「 作 業 療法 」 と 呼ば れ て いま す 。 山 の 中 で 林業 体験 を 
行い 、 無 心 に な っ て 木 を 切る と か 、 高 い 木 に 登っ て 枝打ち を する と いっ 
た 作業 は 、 そ の 具体 的 な 効果 が エビ デン ス と し て 提示 で きれ ば 、 森 林 療 
法 の 有力 な メニ ュー と な り ま す 。 キ ノコ 狩り や 木曽 ヒノ キ を 使っ た アロ 
マオ イル 作り 、 山 野草 栽培 と いっ た こと も 、 楽 し みな が ら 健 康 的 に な れ 
る 「 作 業 療法 」 と し て 活用 で きる で し ょ う 。 


目 森 林 療 法 の 拠点 を 目指 し て 、 そ の 課題 

澄ん だ 空気 、 フ ィ ト ンチ ッ ド あふ れる 山 、 豊 か な 水量 を 誇る 滝 や 川 、 
木曽 は 森林 療法 を 展開 する の に 最適 な 場所 と 言え ます 。 ま た 、 久 米田 先 
生 を は じ め と し て 、 意 欲 を 持っ た 素晴らし い 人 材 に も 恵まれ て いま す 。 

し か し 、 過 疎 化 と 高齢 化 と いう 、 ど こも 同じ 問題 を 抱え て いる 全国 の 
中 山間 地域 で は 、 そ の ほとん ど が 町 お こし と し て の 森林 療法 に 着目 し て 
いま す 。 今 だ し つっ かり と し た ノウ ハウ が 確立 で き て お ら ず 、 市 場 も 定着 
し て いな い に も 関わ ら ず 、 既 に 過当 競争 に 突入 し て いる 感 さ え あ り ま す 。 

木曽 町 が 森林 療法 の 町 と し て ビジ ネス を 起こ す と 仮定 し た 場合 、 ま ず 
何より も 、 木 曽 町 の 目指 す ス タン ス を 明確 に 見 据え る こと が 重要 に な り 
ます 。 木曽 町 は どん な 森林 療法 を 提供 で きる の か 、 そ の イメ ー ジ を 固め 
て いく 上 で 避け る こと の で き な い 課題 を 、 あ げ て お きま す 。 


課題 1) 森林 セラ ピー は 登録 商標 

これ まで 、 こ の ノー ト で は 「 森 林 療 法 」 と 「 森 林 セ ラ ピ ー」 と いう 2 
つの ワー ド が 混在 し て いま し た 。 し か し 、 実 際 に は 、 そ れ ぞ れ 、 明 確 な 
定義 が あり 、 そ の 使用 に 関し て も 注意 が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 

「 森 林 療 法 」 は 、「 森 が 人 に 与え る 様々 な 効果 を 活用 し た 活動 全て 」 
を 包括 し た 言葉 で す 。 健 康 増進 や 病気 予防 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン と いっ 
た 医療 面 だ なけ で な く 、 福 祉 や 保育 ・ 療 育 な ど 幅 広い ジャ ン ル で の 効果 も 
含め た 言葉 と し て 、 東 京 農業 大 学 の 上 原 歳 准 教授 に よっ て 提唱 され まし 
た 。 自ら 設立 し た NPO 法 人 森林 療法 協会 を 通し て 、 知 的 障害 者 の 療育 
や 、 不 登校 児童 の 森林 カウ ン セ リン グ な ど 、 さ ま ざ ま な 活動 を 実践 し 、 
この 言葉 の 普及 と 啓発 に 努め られ て きま し た 。 

一 方 、「 森 林 セ ラ ピ ー」 は 、「 医 学 的 エビ デン ス を 基礎 と し た 森林 の 快 
適性 増進 効果 ・ 癒 し 効果 等 を 、 健 康 維持 ・ 増 進 等 に 活か し て いく 」 た め 
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木曽 ノー ト (3) 山 


の 取り 組み と し て 、 林 野 庁 が 定義 し た 言葉 で す 。「 森 林 療 法 」 の 中 で も 、 
特に 医療 効果 に 限定 し た 言葉 と いえ る で し ょ う 。「 森 林 セ ラピス ト 」「 セ 
ラビ ピー ロー ド 」 と いう 言葉 と も に 、 登 録 商標 と し て NPO 法 人 森林 セラ 
ピー ソサ エ テ ィ に よっ て 管理 され て いま す 。 

従っ て 、「 森 林 セ ラ ピ ー」 と いう 言葉 は 、 同 法人 が 認定 し た 場所 で し 
か 使用 で きま せん 。 木曽 の 山々 を つない で 、 和 森林 浴 を 医療 行為 に 活用 し 
よう と し て も 、 今 の と ころ は 赤沢 自然 休養 林 以 外 で は 「 森 林 セ ラ ピ ー」 
と は 誠 え な い の で す 。 

「 森 林 セ ラ ピ ー」 と いう 名 称 を 用 いる こと の 具体 的 な メリ ッ ト は 、 特 
別 な エビ デン ス を 独自 に 用 意 し な く て も 、 認 定 に 必要 な 基準 を クリ ア し 
さえ すれ ば 、 す な わ ち それ が エビ デン ス と し て 活用 で きる 、 と いう 点 に 
あり ます 。 も ちろ ん 「 森 林 セ ラビ ピー」 と 誠 わ な く て も 、 森 林 療 法 を 実践 
し て いく 方 法 は いく つも ある で し ょ う 。 た だ 、 木 曽 町 の 場合 、「 森 林 セ 
ラビ ピー 基地 」 に 認定 され て いる 赤沢 と あま り に も 距離 が 近い た め 、 ど う 
し て も 赤沢 自然 休養 林 と の 関係 が 問わ れ ま す 。 赤沢 と 近い 位置 関係 に あ 
る か ら 、 な お さら 、 そ の スタ ンス が 明確 で な い 限 り 存 在 意義 が 問わ れる 
の で す 。「 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 」 の 認定 を 目指 し た 上 で 、 赤 沢 と 連携 し て 
木曽 全体 の セラ ピー 効果 を 詩 う の か 、 あ くま で 独自 の 効果 や 趣向 を 詩 う 
の か 、 そ こ が 明 確 に な ら な い 限 り 、 赤 沢 自 然 休養 林 以 外 は 必要 と され な 
い 可 能 性 も あり ます 。 

も ちろ ん 、 ユ ー ザ 側 か ら 見 れ ば 、 森 林 浴 が で きる 場所 は た くさ ん の 中 
か ら 選 べた 方 が 良い の で す 。 し か し 、 選 ぶた め に は 、 そ の スタ ンス が 明 
確 に わか ら な い 限 り 、 選 べ な い の で す 。 木 曽 町 の 城山 の 森 は 、 赤 沢 と 違 
っ て どん な コー ス な の か 、 何 が 楽し め る の か 、 ど ん な 効果 が 得 ら れる の 
か 、 そ うし た 意図 を 明確 に し た 上 で 研究 ・ 整 備 が 進め られ な い 限 り 、 日 
本 全国 に 無数 に ある 、 単 な る ハイ キン グ コ ー ス と し か 捉え られ な いで し 
ょ う 。「 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 」 認 定 を 目指 し た 整備 を 進め る の か 、「 森 林 療 
法 」 の 山 と し て 赤沢 と の 差別 化 を 意識 し た 整備 を 進め る の か 、 ま ず は そ 
こ か ら 木 曽 町 と し て の 指針 を 明確 に し て いく 必要 が あり ます 。 


課題 2) 求め られ る の は 、 具 体 的 な メッ セー ジ 

スタ ンス の 不明 瞭 ざさ は 、 実 は 、 赤 沢 の 「 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 」 で さえ 、 
見 受け られ ます 。 医師 不足 な どの 大 変 な 問題 を 抱え な が ら 、 懸 命 に 「 森 
林 セ ラビ ピー」 に 取り 組ま れ て いる 木曽 病院 で す が 、 そ の 最も 目玉 と な る 
メニ ュー で ある 「 森 林 セ ラビ ピー ドッ ク 」 に し て も 、 中 身 を 良く 吟味 し て 
みる と 、 た だ 単に 「 健 康 診断 に 森林 散策 が セッ ト に な っ て いる だ け 」 と 
いう 厳し い 見 方 も で き な く は あり ませ ん 。 そ の ター ゲッ ト も 、 地 元 の 人 
で は な いで し ょ うか ら 都 市 生活 者 だ と 思わ れ ま す が 、 具 体 的 に は どう い 
う 人 に 受診 し て も らい た い の か 、 明 確 に は 伝わっ て きま せん 。 一 口 に 都 
市 生活 者 と いっ て も 、 リ タイ ア し た 団塊 の 世代 、 ス トレ ス を 抱え た サラ 
リー マン 、 ち ょ っ と 裕福 な IT や 投資 系 の 起業 家 、 ロ ハス な ど に 関心 の 高 
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い 女 性 や 若者 層 な ど 、 タ ー ゲ ッ ト に よっ て ニー ズ や 嗜好 は 実に さま ざま 
で す 。 人間ドック ー つ と っ て も 、 最 新鋭 の 設備 を 誇る も の か ら 、 ア メニ 
ティ の 素晴らし さ 、 食 事 の 質 を 争う も の まで 、 そ の 競争 は 激化 し て いま 
す 。 そ うし た 都市 生活 者 に 「 森 林 セ ラ ピ ビー ドック 」 を アピ ー ル する た め 
に は 、 そ の 具体 的 な メリ ッ ト を 強い メッ セー ジ と し て 伝え る こと が 重要 
に な り ま す 。 

例え ば 、 木 曽 病院 が 実施 し て いる 「 森 林 セ ラビ ピー ドッ ク 」 で は 、 宿 泊 
に 関し て は 提携 旅館 や ホテ ル に 委ね られ て お り 、 そ の 料理 や サー ビス の 
内 容 に 関し て まで は 、 あ まり 明確 な 指針 は 成 さ れ て いな いよ う で す 。 し 
か し 、 都 会 か ら こ の 人 間 ド ッ ク を 選ん で 来る 人 は 、「 森 林 セ ラビ ピー ドッ 
ク 」 の 一 環 と し て 宿泊 し て いる の で すか ら 、 娯 楽 目的 の 宿泊 客 と は 違う 
差別 化 を 求め る も の で す 。 森林 散策 の た め の 処方 箋 だ け で な く 、 食 事 の 
メニ ュー や 温泉 の 入り 方 ・ お 部 屋 の 演出 な ど 、 そ の ファ シリ ティ や 接客 
法 に 関し て まで 、 宿 泊 施 設 と より 密接 な 連携 が あれ ば 、 そ れ は この サー 
ビス に と っ て 強い メッ セー ジ と な り ま す 。 赤沢 と 同じ く 「 森 林 セ ラ ピ ー 
基地 」 と し て 認定 され て いる 長野 県 信濃 町 「 癒 し の 森 」 で は 、「 森 林 セ 
ラビ ピー コー ス 」 を 申し 込ん だ 宿泊 客 に 限っ て 、 部 屋 か ら テ レビ を 撤去 し 
て いる そう で す 。 

こう し た 演出 が 実際 に 身体 に 良い か どう か は と も か く と し て 、 こ こ 
で 徹底 させ る と いう 姿勢 が 、 タ ー ゲ ッ ト に 対す る 強い メッ セー ジ を 生む 
の で す 。 木曽 の 場合 だ っ た ら 、 木 曽 ヒ エノキ の アロ マ を 使っ て 部 屋 で も 森 
林 浴 が 楽し め る よう に し た り 、 風 呂 に は 必ず 木曽 の 薬草 を 入れ た 薬湯 に 
する と いっ た 工夫 な ども 考え られ ます 。 

こう し た 取り 組み は 、 単 に 病院 だ けが 頑張 る と か 、 旅 館 や 温泉 だ けが 
それ ぞ れ 工夫 を する 、 と いっ た こと で は 達成 され ませ ん 。 官 民 一 体 と な 
っ て 、 誰 に 対し て 、 ど うい う 価 値 を 提供 する か 、 と いう 意識 を 明確 に 持 
つこ と が 大 切 に な る で し ょ う 。 
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く 木 曽 の 山 ビ ジネス の 可能 性 (1)> 


ー 木 曽 式 クア ォ ル ト ( 2 ) 水 療法 


木曽 式 温泉 療法 


二本木 温泉 「 二 本 木 の 湯 」。 赤 茶色 に 帯び る ほど 鉄分 を 多 
く 含 む 炭 酸 泉 。 加 熱し て も 、 シ ュ ワ シュ ワ の 炭酸 感 が 全く 
損なわ れ て お ら ず 、 極 め て 貴重 な 炭酸 泉 と の 声 が 高い 。 そ 
の 質 の 良さ は 国内 トッ プク ラス に ある と 目 さ れ な が ら 、 全 
国 的 に は 全く 無名 で あり 、 医 学 的 な 検証 な ど を 踏ま えた 有 
効 活 用 が 期待 され て いる 。 


馬木 曽 の 温泉 の 競争 力 

木曽 町 の 温泉 は 、 単 体 の 観光 資源 と し て 考え た 場合 、 あ まり 競争 力 の 
ある 資源 と は 言え ませ ん で し た 。 木曽 路 を 歩い た 人 も 、 開 田 や 木曽 駒 で 
ハイ キン グ を 楽し ん だ 人 も 、 い ざ 温 泉 と な る と 、 伊 那 や 松本 な どの 名 湯 
地 へ と 流れ る こと が 多く 、 結 果 と し て 宿泊 客 を 逃す て こと に な っ て いま し 
た 。 理 由 は いく つか 考え られ ます が 、 一 番 の 原因 は 、 木 曽 の 温泉 の 多く 
が 温度 の 低い 冷泉 を 加 温 し て いる せい だ と 言わ れ て いま す 。 豊富 な 湯量 
が あり な が ら 、 加 温 の た め に 循環 式 に し て いる と ころ も あり 、 そ うし た 
と と が イメ ー ジ 的 に マイ ナス に 働い て いる と 考え られ ます 。 日 本 人 に と 
っ て 、 温 泉 の 魅力 と は 、 何 と 言っ て も 、 天 然 の 熱い お 湯 の か け 流 し に 尽 
きる よう で す 。 

し か し 、 木 曽 の 温泉 に は 、 温 度 が 低い こと を 補っ て あま りあ る 、 重 要 
な 強み が あり ます 。 そ れ は 、 温 泉 の 中 で も 特に 医療 効果 が 高い こと で 知 
られ て いる 「 炭 酸 泉 」 が 多い と いう こと で す 。 

すでに 「 水 」 の 章 で も 触れ た と お り 、 炭 酸 泉 と は 炭酸 ガス が 溶け 込ん 
だ 鉱泉 水 の こと 。 日 本 の 温泉 法 で は 、1L 中 に 炭酸 ガス 0.25g 以上 (250ppm) 
溶け た も の が 炭酸 泉 と 定義 され て お り 、 そ の 中 で も 、1,.000ppm 以上 の 
も の は 「 療 養 泉 」 と 定め られ て いま す 。 

日 本 に は 天然 炭酸 泉 は わずか 十 数 カ所 ほど し か な いと 言わ れ て いま す 
が 、 木 曽 に は 、「 せ せら ぎの 四季 」 (炭酸 含有 量 1.400ppm)、「 大 喜 泉 」 
(炭酸 含有 量 1,645ppm)、「 二 本 木 の 湯 」 (炭酸 含有 量 2.391ppm) と 、 
非常 に 高い 炭酸 ガス 含有 量 を 誇る 炭酸 泉 が いく つも 存在 し て いま す 。 

炭酸 ガス は 気化 し や すい た め 、 湯 温 が 上 が れ ば 上 が る 程 、 高 濃度 に 溶 
か し 込む こと が で きま せん 。 日 本 の 温泉 は 温度 が 高い も の が 好ま れる た 
め 、 た と え 湧 き 出す と き に は 炭酸 ガス 含有 量 が 多く て も 、 す ぐに 気化 さ 
れ て し まう の で す 。 従っ て 、 炭 酸 泉 は 、 火 山 と し て の エネ ルギー が あま 
り 高 く な い 、 未 期 火 山 近 く の 地層 の 深い と ころ か ら 湧 く と され て お り 、 
御 鐘 山 近辺 は まさ に この 条件 に 適合 し て いる の で す 。 

つい 最近 、 二 本 木 の 湯 を 訪れ た 社団 法人 日 本 スパ 協会 の 常任 理事 ・ 田 
中 宗 隆 氏 は 、 そ の 上 炭酸泉 の 良質 さ に つい て 、「 日 本 で は 、 上 炭酸 泉 と 言っ 
て も 、 通 常 は 、 高 温 で ある こと な どの 理由 で 、 上 炭酸 成分 が 抜け て し まっ 
て いる こと が 普通 で 、 成 分 表 の 数 値 よ り も 炭酸 成分 を 実感 する こと は 非 
常に 少な い の で す 。 そ の 点 、 二 本 木 は 、 分 析 表 の 数 値 以 上 に 、 肌 に 、 炭 
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酸 成分 を 実感 する こと が で きる 、 極 め て 貴重 な 温泉 と 言え る で し ょ う 。 
入湯 し た 感覚 の み で 言え ば 、 最 も 炭酸 泉 ら し い 炭 酸性 で ある よう に 思わ 
れ ま す 。 2 価 の 鉄 イ オン が 3 価 の 鉄 イ オン に 変化 し て 、 赤 茶色 に な っ て 
いる の も 特長 で す 。 少 な く と も 、 国 内 トッ プク ラス の 炭酸 泉 で ある こと 
は 、 疑 う 余 地 が 無い よう に 思わ れ ま す 。」 と 語り 、 医 学 的 検証 な ど を 重 
ね た 上 で 、 新 た な 利用 法 や 提供 法 の 開発 に 期待 を 礎 せ られ て いま す 。 


馬 炭酸 泉 の 科学 

炭酸 泉 の 医学 的 効果 は 、 既 に 世界 的 に 広く 認め られ て いま す 。 国 際 医 
療 福祉 大 学 大 学院 教授 の 前 田 眞 治 先生 の 『 第 76 回 日 本 温泉 気候 物理 医 
学会 』 で 発表 され た 報告 書 に は 、 以 下 の よ うに 説明 され て いま す 。 


1) 血圧 を 下げ る 

炭酸 泉 に 含ま れる 二酸化 炭素 は 、 皮 膚 か ら 浸透 し て 毛細 血管 に まで 達 
し 、 血 管 を 拡張 し ます 。 そ の た め 、 血 流 が 増大 し 、 血 行 が 促進 され る の 
で す 。 こ れ に よっ て 、 健 常 者 で も 20 て 30mmHg 程 度 の 血圧 降下 が 得 ら 
れ 、 高 血圧 者 の 治療 に 大 変 有 効 で す 。 ま た 、 こ の 作用 は 浴 温 が 低く て も 
起こ る の で 、 閉 諸 性 動脈 硬化 な ど 、 高 温 で の 入浴 が 適さ な い 治 療 に も 用 
いる こと が で きま す 。 炭酸 泉 が 古く か ら 「 心 臓 の 湯 」 と 言わ れる の は こ 
の た めで す 。 


2) 肩こり や 神経 痛 に 効く 

炭酸 泉 の 血管 拡張 作用 に よっ て 、 通 常 よ り も 大 き な 熱 エネ ルギー が 血 
管 に 入る た め 、 体 温 上 昇 効果 が アッ プ し ます 。41 て の 水道 水 に 15 分 間 
入浴 し た 場合 、 体 温 の 上 昇 は 1 て し か 起こ と り ま せん で し た が 、 炭酸 泉 の 
場合 は 1.5 て 以上 と 大 き な 体 温 上 昇 が 得 ら れ ま し た 。 こ の た め 、 組 織 循 
環 の 改善 に よる 肩こり な どの 緩和 、 神経痛 な どの 症 痛 性 疾患 に も 効果 が 
認め られ ます 。 


3) 長く 温まる 

炭酸 泉 は 「 温 感 神経 」 を 鈍感 に する た め 、 水 道 水 より 2 て ほど 高く 感 
じ さ せま す 。 実際 に は 38 て 程度 の お 湯 が 40 て 程度 に 感じ る た め 、 低 い 
温度 の お 湯 で ゆっ くり 長湯 が で きる の で す 。 そ の た め 、 体 の 芯 か ら 温 ま 
り 、 湯 上 り 後 も 体 が ポカ ボカ 温か く 、 持 続 性 が 強い の が 特徴 で す 。 


3 ) 免疫 力 を アッ プ さ せ 、 糖 尿 病 に も 効果 が ある 

炭酸 泉 に よっ て 得 ら れる 熱 刺激 に よっ て 、 生 体 防 御 反 応 の 一 つ で ある 
NK 細 胞 活性 が 上 昇 し 、 免 疫 力 を アッ プ さ せま す 。 さ ら に 、 体 温 が 上 昇 
する こと で 体内 循環 や 発汗 作用 が 活性 化 さ れ 、 エ ネル ギー 消費 量 も 多く 
な る と 考え られ 、 糖 尿 病 な どの 代謝 性 疾患 等 に も 効果 が 期待 され ます 。 


ーー ニニ ョ デー_ 
釜 沼 温 泉 「 大 喜 泉 」。 木 曽 は お ろか 、 全 国 的 に 見 て も 温泉 
療法 の パイ オニ ア と 言え る 。 マ グ ネ シウム や カル シウム を 
多く 含む 「 炭 酸 泉 」 を 活用 し て 、 生 活 療 法 や 食事 療法 を 組 
み 合 わせ 、 独 自 の 温泉 療法 を 展開 し て いる 。 
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これ ほど まで に 高い 医学 的 効果 を 持ち な が ら 、 日 本 で は 天然 の 炭酸 泉 
が 少な いた め 、 機 械 を 用 いて 人 工 的 に 炭酸 泉 を 作り 出し 、 医 療 に 活用 し 
て いる 病院 も た くさ ん 見 られ ます 。 中 で も 名 古屋 共立 病院 で は 、 糖 尿 病 
の 閉 計 性 動脈 硬化 症 (ASO) に よる 皮膚 潰瘍 や 皮膚 壊 剖 な どの 治療 法 と 
し て 活用 し て お り 、 人 工 炭酸 泉 の お か げ で 、 実 に 、85% も の 足 が 切 断 
か ら 免 れ た と いう 実績 を 挙げ て いる ほど で す 。 


上 温泉 療法 の パイ オニ ア ・ 釜 沼 温泉 「 大 喜 泉 」 

高い 治療 効果 が 認め られ 、 し か も 日 本 で は と て も 稀少 な 存在 で ある 天 
然 炭酸 泉 を 数 多く 有 し な が ら 、 木 曽 町 は まっ た くそ の 価値 を 活用 し て い 
な いよ うに 見 えま す 。 ど の パン フレ ッ ト を 見 て も 、 炭 酸 泉 が 貴重 で ある 
こと や 、 そ の 効果 が 医学 的 に も 明確 に 実証 され て いる こと な ど は 一 切 書 
か れ て は いま せん 。 そ ん な 中 、 早 く か ら 、 木 曽 の 炭酸 泉 の 医療 効果 に 着 
目 し 、 温 泉 療法 の 開発 に 尽力 し て きた 人 が いま す 。「 大 喜 泉 」 の 田口 修 
氏 で す 。 

大 喜 泉 は 木曽 三岳 の 釜 沼地 区 で 1,000 年 前 か ら 湧き 続け て いる 鉱泉 で 
す 。 こ この 水 は 、 昔 か ら 地元 の 人 に 「 ボ ロ (湿疹 ) が 出 て か ゆく な っ た 
ら 、 釜 沼 の 水 を 流 ん で き て 付け れ ば す ぐに 治る 」 と 言い 伝え られ て きま 
し た 。 温度 は 12 て 13 度 の 冷泉 で す が 、 そ の 泉 質 は 二酸化 炭素 を 豊富 に 
含む 天然 炭酸 水 で 、 カ ル シ ウ ム ・ マ グ ネ シウム ・ 上 炭酸 水素 塩分 な どの ミ 
ネ ラ ル 分 を 多く 含む 良質 の 鉱泉 水 で す 。 硬度 も 高く て 593mg/L の 硬水 。 
pH は 5.7 て 5.8 の 弱 酸性 で 、 水 の 中 で は 殺菌 力 が 強い 部 類 に 属し て いま 
す 。 そ の た め 「 半 年 ほど 放っ て お いて も 腐ら な いし 、 飲 ん で も お 腹 を 壊 
さ な い 」 と 言わ れ て お り 、 飲 泉 で きる こと が 大 喜 泉 の 大 き な 魅 力 の 一 つ 
と な っ て いま す 。 

大 喜 泉 主人 の 田口 修 氏 は 、 こ の 薬効 あら た か な 釜 沼 の 鉱泉 水 に 着目 し 
た 経緯 に つい て 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 天 ぷら を 揚げ て いる と き に 大 や けど を し た こと が ある の で す が 、 患 
部 に 原水 を か け 続 け て いた ら 、 ケ ロイ ド 状 に な る こと も な く 1 週間 で 
完治 し まし た 。 や けど 特有 の 激しい 痛み も 全く 出 ま せん で し た 。 温 泉水 
を つけ な が ら 3 日 ほど する と 、 や けど を し た 部 分 が 真っ 黒 に た っ て き 
て 、 や が て ぽろり と 落ち 、 き れい な 皮膚 が 再生 され た の で す 。 本 当 に 落 
きま し た 。 水 に これ ほど の 効用 が ある な ら 本 格 的 に 勉強 し よう と 、 独 学 
で 温泉 の 効用 や 食事 療法 に つい て 学び 始め まし た 。 ち ょ うど その 頃 、 長 
野 県 日 赤 病院 の 医師 か ら 『 温 泉 は お 酒 を 飲ん で た だ 大 騒ぎ する だ け の 場 
所 で は な い 。 医学 的 に 優れ た 効用 が ある の だ か ら 、 そ れ を きち ん と 分 析 
し て 温泉 の 魅力 を 活か し 、 打 ち 出し な さい 。 近 い 将 来 、 そ うし た こと が 
求め られ る 時 代 が 必ず 来る 』」 と いっ た 講演 を 聞い た こと も 私 の 背中 を 押 
し て くれ まし た 。」 こ うし て 田口 氏 は 、 長 野 県 温泉 協会 認定 温泉 療養 指 
導 士 の 第 一 号 を 取得 。 温 泉 療法 の パイ オニ ア と し て 、 そ の 名 を 全国 に 知 
られ る 存在 と な り ま し た 。 
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大 喜 泉 の 脱衣 場 の 壁 一 面 に は 、 全 国 か ら 寄 せら れ た 「 感 謝 
の 手紙 」 が 所 狭し と 貼ら れ て いる 。 ほ と ん ど が アト ピー 串 
者 の も の 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


田口 氏 が 、 現 在 特に 力 を 入れ て 取り 組ん で いる の が 、 ア トピ ー 治 療 。 
一 般 の 病院 で は 改善 で き な か っ た 重 篤 な アト ピー 性 皮膚 炎 の 患者 を 、 全 
国 各地 か ら 数 多く 受け 入れ 、 そ の 症状 を 改善 し て きた 実績 を 持ち ます 。 

「 ア トピ ー を 治す 薬 は まだ 開発 され て いま せん 。 た いて い の 皮 膚 科 で 
は 、 抗 生物 質 が 入っ た ステ ロイ ド を ワセリン で 混ぜ た 軟 青 で 治療 し て い 
ます 。 一般 の 皮膚 病 で あれ ば その 薬 で 改善 し て いき ます が 、 ア トピ ー 患 
者 は 、 体 質 が 変わ っ て いる た め 根 治し な い の で す 。 皮膚 病 を 引き 起こ す 
スト レス が 何で ある か を 正しく 見 極め 、 ど ん な 薬 を どれ くら い の 期 間 使 
用 し て いた か を 理解 し た 上 で 、 体 質 改 善 と 生活 習慣 を 整え て いく 。 そ の 
自然 治癒 力 を 助け て くれ る の が 温泉 な の で す 。 そ うし た 温泉 の 使い 方 を 
正しく 指導 する の が 、 私 た ち 温 泉 療養 指導 士 の 仕事 で す 。 重 篤 な アト ピ 
ーー 患者 さん に は 、 実 際 に 大 喜 泉 に 住み 込ん で も らい 、 仕 事 を 手伝っ て も 
らい な が ら 、 時 間 を か け て 体質 を 根本 的 に 改善 する 、 と いう 療法 を 行っ 
て いま す 。 こ こ で 毎日 規則 正しい 生活 を し て 、 薬 膳 料 理 を 食べ な が ら 、 
体 全体 の バラ ンス を 整え 、 丈 夫 な 体 を つく る 。 こ うし て 初め て 温泉 の 効 
果 も 活き て きま す 。 ち な み に こ こ で 出し て いる 薬 膳 料理 の 材料 は ほとん 
ど が 木曽 町 で 捕れ た も の 。 イ ワナ 料理 の 魚 も 、 こ この 湧き 水 の 生け 貸 で 
育て て いま す 。」 

遊興 ・ 歓 楽 と し て の 温泉 で は な く 、 本 格 的 な 医療 や 美容 の 課題 に 挑ん 
だ 新しい 温泉 療法 へ の 取り 組み が 、 こ こ 木 曽 町 で も 既に 実践 され て いる 
の で す 。 


馬 温 泉 療法 で 町 お こし を する た め に 

大 喜 泉 で 実践 され て いる よう な 、 温 泉 療法 に 生活 療法 や 食事 療法 な ど 
を 組み 合わ せ た ト ー タ ル な 保養 地 療 法 を 行う 施設 は 、 日 本 で は まだ あま 
り た くさ ん 見 受け られ ませ ん が 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 既に 数 多く 存在 し て い 
ます 。 ド イツ な ど で は 湯治 に 保険 が 適用 され 、 西 洋 医学 を 補完 する 自然 
療法 と し て 一 般 化 し て いま す 。 温泉 大 国 と 言わ れ て いる 日 本 で す が 、 温 
泉 医療 と いう 点 で は 、 大 変 な 後進 国 な の で す 。 

「 ド ンチ ャ ン 有 騒ぎ 」 を する 温泉 か ら 、「 美 容 と 健康 」 の た め の 温泉 へ 
と 脱皮 する た め に は 、 科 学 的 な デー タ を 元 に 、 各 個人 の 症状 や 体質 、 生 
活 習 慣 な ど を 理解 し た 上 で 、 処 方 を 組み 立て られ る 専門 家 の 育 成 が 不可 
欠 で す 。 し か し 、 温 泉 の 効能 を 正しく 理解 し 、 そ の 療法 を 適切 に 指導 で 
きる 温泉 医療 医 は 、 全 国 で も わずか 800 名 ほど 。 長 野 県 の 温泉 療養 指 
導 士 は 182 名 で 、 そ の 中 で 木曽 町 在住 者 は 、 大 喜 泉 の 田口 氏 を 含め て 3 
名 し か いな い 、 と いう の が 実情 で す 。 

木曽 町 の 温泉 療法 の 可能 性 と 課題 に つい て 、 田 口 氏 は 次 の よう に 語っ 
て いま す 。「 私 の 夢 は 、 木 曽 の 温泉 の 効能 を 正しく 伝え 、 健 康 産業 を 通 
し て 町 の 活性 化 に つなげ る と いう こと に 尽き ます 。 木曽 町 の 温泉 の 中 で 
は 、 特 に 、 木 曽 福島 の 二本木 の 湯 と せせらぎ の 四季 、 開 田高 原 の や まゆ 
り 荘 、 三 岳 の 木曽 温泉 、 そ し て 私 ども の 大 喜 泉 な ど が 、 療 養 活動 を 行え 
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に ミニ キ ニ ーーー なー 一 甘 一 考 一 


木曽 町 温水 プー ル は 、 温 泉水 を 使っ た アク アビ クス な ど に 
最適 な 場所 。 せ っ か く の 町 の 施設 を 、 も っ と 町 民 が 利用 し 
た く な る よう な 企画 を 盛り 込み 、 有 効 活 用 し た い 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


る 温泉 と し て 有力 だ と 考え て いま す 。 た だ 、 木 曽 の 温泉 は どこ も 小さ く 
て 、 こ と じん まり と し て いる も の が 多い 。 温泉 療養 に は ある 程度 の 広 さ が 
求め られ ます か ら 「 木 曽 町 温水 プー ル 」 も 活用 し た いと ころ で す 。 水 中 
で は 浮力 に より 8 分 の 1 の 重量 に な り ま すし 、 水 の 底 の ほう で は 圧力 
が 作用 し ます か ら 、 そ こ で スト レッ チ し た り 、 歩 行 し た りす る だ け で も 
充分 な 効果 が も た ら さ れ ま す 。 今 は 利用 者 が 減っ て いる と 聞い て いる の 
で 、 こ こ を 本 格 的 な 温泉 療法 が で きる スパ に 変身 させ られ た ら 、 と 思っ 
て いま す 。」 

木曽 に は 既に 優れ た 温泉 施設 が ある の で すか ら 、 そ の 価値 や 利用 法 を 
正しく 認識 し た 上 で 効果 的 な 整備 を し て いけ ば 、 こ れ か ら の 高齢 化 社会 
に お ける 医療 費 削 減 や 健康 維持 に も 、 お お い に 期 待 で きる は ず で す 。 し 
か し 、 問 題 は 、 そ うし た 施設 や 専門 家 の 不 足 よ さり も 、 む し ろ 町 の 人 た ち 
の 意識 の 方 に ある と 、 田 口 氏 は 続け ます 。 

「 本 当 に 残念 な こと に 、 ま ず 何 より も 、 木 曽 に 住ん を で いる 人 びと が 、 
木曽 の 温泉 の 素晴らし さ を 知 ら な い の で す 。 地 元 の 温泉 を 楽し み 、 意 識 
的 に 健康 や 美容 に 役立て て いる 人 が 、 極 め て 少な い の で す 。 温 泉 協会 の 
理事 長 を 務め て 20 年 間 訴え 続け て きま し た が 、 充 分 に 理解 され て いる 
と は 言え ませ ん 。 町 お こ し は 、 地 元 の 人 が その 良さ を 知っ て 活か さ な け 
れ ば 、 決 し て 広がっ て いき ませ ん 。」 

木曽 な ら で は の 温泉 の 価値 を 、 ま ず 木 曽 町 の 人 た ち 自 身 が 認識 し て 、 
その 正しい 利用 法 を 自ら 活用 する こと で 、 木 曽 ら し い 健康 療法 を 打ち 立 
て る 。 そ の た め に 必要 な の は 、 ま ず 何 より も 、 木 曽 町 の 温泉 を 木曽 町 の 
人 々 自身 が 愛す る こと で す 。 そ の 先 に 、 保 養 地 療 法 の 町 ・ 木 曽 、 と いう 
新しい 町 の ある べき 姿 が 見 えて くる の か も し れ ま せん 。 
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木曽 ノー ト (3) 山 


ぐ 木 曽 の 山 ビ ジネス の 可能 性 (1)> 
ー 木 曽 式 クア ォ ル ト ( 3 ) 植物 療法 ~ 


木曽 は 楽 


山村 代官 屋敷 で 薬 園 を 管理 し て た 本 草 学 者 ・ 小 倉 為 助 が 作 
成 し た 薬草 標本 。 木 曽 の 本 草 学 が 、 全 国 的 に 見 て も 高い 水 
準 に あっ た こと が わか る 貴重 な 資料 で ある 。 


5s の 山 で も ある 


馬木 曽 は 薬草 の 宝庫 

有史 以来 、 木 曽 の 山 は 人 々 の 健康 に と っ て さま ざま な 思 恵 を も た らし 
て くれ る 山 で し た 。 中 で も 御 獲 山 は 、 宗 教 的 な 意味 合い だ け で な く 、 医 
学 的 な 意味 合い に お いて も 、 そ の 「 治 癒 力 」 を 誇っ た 山 で し た 。 薬効 の 
ある 貴重 な 高山 植物 に 恵まれ た 「 薬 の 山 」 だ っ た か ら で す 。 

江戸 時 代 、 既 に 木曽 は 薬草 の 宝庫 と し て 幕府 か ら 注目 され て お り 、 
保 年 間 (1716 一 1736) に は 、 幕 府 の 本 草 学者 ・ 丹 羽 正 伯 ら が 、 薬 草 の 
調査 と 採集 の た め に 御 獄 山 や 駒ヶ岳 な ど を 探索 し て いま す 。 宝 暦 4 年 
(1754 年 ) に は 、 山 村 代 官 の 侍医 だ っ た 三村 道 益 が 木曽 の 豊富 な 薬草 
を 採取 し て 『 木 曽 薬 譜 』」 と いう 三 巻 か ら な る 書物 に まとめ 、 木 曽 は 「 薬 
種 の 里 」 と し て 全国 に 知ら れる よう に な っ て いき ます 。 ま た 、 木 曽 代官 
山村 氏 に 仕え た 高瀬 家 は 、 代 々 「 奇 鷹 丸 」 を 製造 販売 し て お り 、 江 戸 時 
代 を 通じ て 木曽 の 妙薬 と し て 知れ 渡っ て いま し た 。 

江戸 期 の 医療 に お ける 木曽 の 薬草 の 功績 に つい て 、 作 家 の 中 里 介 山 は 
小説 「 大 菩薩 峠 」 の 第 24 話 ・ 流 転 の 巻 で 、 三 村 道 益 の 尽力 を 讃え な が 
ら 、 次 の よう に 描い て いま す 。 

「 わ し は 別段 、 こ の 道 益 先生 を 師 と し て 学ん だ わけ で も な ん で も ね え 
が … そ の 恵み と いう も の は 忘れ る わけ に は いか ね え 。 な ぜ と いっ て ご どろ 
うじ ろ 、 こ の 木 全 の 薬草 が 今 の よう に 世に 盛ん に 出 て 、 貧 民 病 者 を 助け 
る よう に な っ た の は 、 い っ た い 誰 の お か げ だ と 思う 。 道 益 先 生 が 考え る 
に は 、 わ し は 代々 この 木 上 で 医者 を 商売 に する 家 に 生れ た が 、 こ の 木 生 
に 産 する 薬草 と いう も の の 良質 に し て 、 多 量 な る こと は 、 他 国 の 及ぶ と 
ころ で は ね え 、 も し これ を と っ て 、 年 々 に 三 都 へ 出し て 売り 弘 め た 日 に 

は 、 少 な く と も 天下 の 薬価 の 三 分 の 一 を 減ずる こと が で きる 、 そ れ の み 
な ら ず 、 木 生地 方 は 山谷 の 間にあっ て 、 穀 物 を 生ずる こと が 少な い 、 そ 
こと で 仕 事 の な い 人 を 山 に 入れ て この 薬草 を 取ら せ 、 そ れ に 多少 の 賃 銭 を 
与え る こと に する と 、 そ の 人 た ちの 生活 の 助け に も な る 」 (青空 文庫 よ 
り 引 用 ) 

中 里 介 山 の 記述 に よれ ば 、 木 曽 の 薬草 は 従来 の 薬草 より 安い 価格 で 提 
供 で きた た め 、 こ れ ま で 薬 が 買え な か っ た 貧し い 人 た ち も 薬 の 思 恵 に あ 
ず か れる よう に な っ た 、 と いう こと に な り ま す 。 あ る 意味 、 当 時 の 製薬 
業界 に お ける イノ ベー ショ ン と 言え る で し ょ う 。 さ ら に は 、 薬 草 栽培 が 
木曽 の 新しい 産業 と し て 、 偶 し い 農 民 へ の 雇用 対策 に も な っ て いた と い 
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百草 の 主 成分 オウ バク の 原料 と な る キハ ダ 。 か つて 良質 の 
キハ タダ が 採取 され た 木曽 地域 だ が 、 今 で は 天然 の キハ ダ は 
稀少 と な っ て し まっ た 。 現 在 も 「 百 草 」 を 製造 し て いる 長 
野 県 製薬 と 日 野 製薬 よ 、 と も に 、 木 曽 で キハ ダ の 植林 を 進 
め 、 全 て の 材料 が 木曽 産 の 生薬 を 目指 し て いる 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


うこ と で 、 江 戸 時 代 半 ば に し て 既に 、 医 療 費 削減 と 雇用 創出 の 両面 を 狙 
っ て 、 木 曽 の 地域 資源 の 商品 化 が 企図 され て いた と いう こと に な り ま す 。 
も ちろ ん 「 大 菩薩 峠 」 は 、 荒 唐 無 稽 と も 評 さ れる 時 代 小 説 で す 。 史 実 
と し て 信用 で きる も の で は あり ませ ん 。 し か し 、 少 な く と も 、 中 里 介 山 
が この 文章 を 書い た 大 正 か ら 昭 和 初 期 に か け て 、「 木 曽 は 薬 の 名 産地 」 
と いう イメ ー ジ が 全国 に 広く 流布 し て いた こと だ け は 確か な よう で す 。 
安く て 良く 効く 民間 薬 と し て 、 木 曽 の 薬 は 全国 の 人 た ちか ら 支 持 さ れ て 
いた の で す 。 

こう し た 「 薬 種 の 里 ・ 木 曽 」 の 名 を 不動 の も の と する 妙薬 が 、 江 戸 末 
期 に 登場 し ます 。 そ れ は 、 御 獲 信 仰 と と も に 全国 に 広まり まし た 。 


目 開 か れ た 御 獲 山 

古く か ら 信 仰 の 山 と し て 崇拝 され 、 寺 峰 と 呼ば れ て いた 御 獄 山 で し た 
が 、 江 戸 後期 に た る まで は 、75 日 に も 及ぶ 重 潔 斎 を 済ま せ た 道 者 以外 
は 入山 で き な い 、 厳 し い 戒 律 の 山 で し た 。 し か も 、 木 曽 の 山 は 幕府 に よ 
っ て 「 巣 山 ・ 留 山 」 と し て 、 そ の 立ち 入り が 厳し く 制 限 さ れ て いま し た 
か ら 、 御 狼 登 拝 に は 神官 武居 家 と 山村 代官 、 両 者 の 許可 が 必要 だ っ た の 
で す 。 し か し 、 江 戸 中 期 か ら 後期 に か け て 、 日 本 各地 に 、 富 士 参 りや お 
伊勢 参り 、 金比羅 参 り と いっ た 「 巡 礼 ブ ー ム 」 が 起こ り ま す 。 こ こ 御 獄 
山 で も オー プン 化 を 求め る 動き が 活発 化し て いき まし た 。 

そう し た 中 、 天 明 5 年 (1785 年 ) に 尾張 か ら 覚 明 行者 が 現れ 、 無 許 
可 の まま 信者 約 8 名 を 引き 連れ て 黒沢 口 を 開山 。 一般 の 人 で も 簡単 な 水 
行 を し た だ け で 登 拝 で きる と する 、 新 し い シ ステ ム を 提唱 し まし た 。 
さら に 寛政 4 年 (1792 年 )、 江 戸 の 修験 者 ・ 普 寛 行者 が 、 新 た に 王滝 
口 を 開山 。 そ の 上 で 、 当 時 江戸 で 「 八 百 八 講 」 と 言わ れる ほど 流行 し て 
いた 「 富 士 講 」 に な ら っ て 「 御 獄 講 」 を 設立 し まし た 。 経 済 力 の な い 庶 
民 で も 登 拝 し や すい 「 講 」 と いう シス テム を 採用 する こと で 、 御 獄 登 拝 
を 組織 的 に 展開 し よう と 考え た の で す 。 地 元 で は 警戒 する 動き も あり ま 
し た が 、 普 寛和 行者 は 、 王 滝口 に 御 狼 講 が 集まれ ば 神主 や 村人 も 経済 的 に 
潤う こと を 強調 し て 、 自 ら の 事業 へ の 協力 を 呼び か け て いま す 。 

こう し て 、 覚 明 と 普 寛 、2 人 の 行者 に よっ て 開か れ た 御 獄 山 は 、 富 
参り と 並び 称 さ れる ほど の 人 気 を 博 し まし た 。 日 本 各地 に 御 狼 講 が 次 々 
と 結成 され て いき 、 江 戸 末期 に は 大 小 あ わせ て 500 を 越え る 御 狼 講 が 
あっ た と も 言わ れ て いま す 。 


馬 御 獄 の 治癒 力 ・ 百 草 

御 獄 講 の 広がり と と も に 全国 に 普及 し て いっ た の が 、 生 薬 「 百 草 」 で 
し た 。 現在 も 「 御 岳 百 草 丸 」 と いう 名 で 製造 販売 し て いる 長野 県 製薬 株 
式 会 社 の 代表 取締 役 社長 ・ 家 高 敏 彰 氏 に よる と 、 嘉 永 2 (1849) 年 、 
普 寛 行者 の 孫弟子 ・ 寿 光 行 者 が 、 普 寛 行者 か ら の いい つけ と し て 、「 御 
用 山 の 霊 草 百 種 を 採り 集め 、 よ く 煎 じ 詰 め て 薬 を 製 せ ば 霊験 神 の 如 し 、 


24 


し 2 


< 

高山 植物 の 女王 と も 呼ば れる コマ クサ は 日 本 原産 。 可 憐 な 
花 が 咲く 。 御 獄 山 の コマ クサ は 江戸 時 代 か ら 有名 で 、 薬 草 
と し て 百草 に 配合 され た 他 、「 オ コマ グ サ 」 と いう 名 で 、 
一 株 一 銭 で 登山 者 に 売ら れ て いた と いう 。 そ の た め 、 御 獲 
山 で は 一 時 、 絶 滅 の 危機 に 瀬 し た 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


これ を 製 し て 諸 人 を 救え 」 と 伝え た の が 、「 百 草 」 の 起源 と の こと 。 当 
時 の 製法 は 、 キ ハ ダ (ミカ ン 科 キハ ダ 属 の 落葉 高木 ) の 内 側 の 樹皮 を 乾 
燥 させ た オウ バク に 、 い くつ か の 生業 を 加え て 煮詰め 、 板 状 に 練り 固め 
て 竹 の 皮 で 包ん だ も の 。「 良 薬 口 に 苦し 」 の こと わざ 通り 、 大 変 音 く て 
飲み に く か っ た よう で す 。 

こう し た オウ バク (キハ タダ ) を 主 成分 と する 胃腸 薬 は 、 何 と 言っ て も 
大 和 の 「 陀 羅 尼 助 (だ ら に すけ )」 が 有名 で 、 当 時 、 日 本 各地 で 良く 売 
れ て いま し た 。 オ ウ バ ク は 、 中 国 か ら 漢 方 と し て 伝来 する 以前 か ら 既 に 
日 本 で 成立 し て いた 民間 伝承 薬 。 縄文 遺跡 で も 発見 され る こと か ら 、 日 
本 古来 か ら の 山 の 民 が 、 大 切 に 伝え 続け て きた 生薬 と 考え られ て いま す 。 
その た め 、 大 和 の 「 陀 羅 尼 助 」 は その 縁起 を 「 役 行者 」 に 求め て いま す 
し 、 高 野山 の 「 陀 羅 尼 助 」 は 空海 を その 創始 者 と し て いま す 。 

木曽 は 良質 な キハ ダ の 産地 と し て 知ら れ て いま し た か ら 、 実 際 に は 、 
その 製法 を 普 寛 行者 が 伝え た と され る 時 より 以前 か ら 、「 陀 羅 尼 助 」 を 
模 し た 薬 は 作ら れ て いた は ず で す 。 し か し 、 普 寛 行者 伝授 の 秘薬 ・ 百 草 
と し て 売ら れる こと で 、 全 国 的 に 大 ヒッ ト し た の だ と 考え られ ます 。 周 
辺 の 農家 や 旅館 で は 、 主 成分 で ある オウ バク に 加え て 、 御 獄 山 の 高山 植 
物 ・ コ マク サ (ケシ 科 ・ 微 量 の モル ヒネ 用 物質 が 含ま れる ) を 配合 し た 
り 、 煮 詰め る 水 と し て 三 の 池 の 御 神 水 を 用 いた り と 、 御 獲 山 な ら で は の 
特長 を 加味 し て 、 そ の 差別 化 を 競っ て いた よう で す 。 当時 は 、 胃 腸 薬 と 
し て 飲用 され る だ け で な く 、 湿 布 や キズ 薬 と し て 用 いた り 、 溶 か し て 目 
薬 に し た り 、 ま さ に 万 能 薬 と し て 重宝 され まし た 。 こ うし て 「 百 草 」 は 、 
御 獄 講 の 先達 さん か らい た だ く 霊 験 あら た か な 薬 と し て 全国 に 広まっ て 
いっ た の で す 。 


馬見 直さ れつ つ あ る 生薬 の カカ 

現在 販売 され て いる 長野 県 製薬 の 「 御 岳 百 草 丸 」 は 、 オ ウ バ ク を 主 成 
分 に 、 セ ン ブ リ や コウ ボク 、 ゲ ン ノ ショ ウ コ 、 エ ン ゴ サク な ど を 配合 し 
た 生薬 (植物 性 胃腸 薬 ) で す 。 こ の うち オウ バク ・ コ ウ ボ ク ・ ゲ ン ノ シ 
ョ ウ コ に 、 ピ ロリ 菌 を 除 菌 する 効果 が ある こと が 、 星 薬科 大 学 応用 微 生 
物 学 教室 と 長野 県 製薬 の 共同 研究 で 明らか に され まし た 。 ピ ロリ 菌 は 螺 
旋 状 の 形 を し た 細菌 で 、 胃 酸 の 殺菌 作用 を か いく ぐっ て 胃 粘 膜 に 住み つ 
き 、 胃 潰瘍 や 胃 ガ ン の 発生 に 影響 する と され て いま す 。 従 っ て 、「 御 岳 
百草 丸 」 に ピロ リ 菌 抑制 作用 が ある な ら ば 、 胃 ガン の 予防 や 治療 に も 活 
用 で きる の で は な いか と 、 さ ら な る 研究 が 期待 され て いま す 。 

年 間 患 者 数 が 10 万 人 を 越え る 胃 ガ ン は 、 日 本 人 に 最も 多い ガン で す 。 
日 本 は 先進 国 の 中 で は 際 だ っ て ピロ リ 菌 感染 者 が 多い た め 、 胃 ガン 予防 
と し て ピロ リ 菌 除 菌 治療 が 推奨 され て いま す 。 現在 の ピロリ 菌 除 菌 冶 療 
は 、 抗 生物 質 2 種類 と 胃酸 分 泌 抑制 剤 を 組み 合わ せる 3 剤 併用 療法 が 主 
流 。 し か し 、 抗 生物 質 は 胃腸 に 棲む 善 玉 菌 まで 殺し て し まう た め 、 副 作 
用 を 伴う こと が 多い の で す 。 さ ら に は 抗生 物質 に 対す る 耐性 菌 が 増え て 
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県 立木 曽 病院 で 実験 的 に 利用 し て いる 「 木 曽 ひ の き 精 油 」 
の アロ マオ イル 入り 加湿 器 。 木 曽 ひ ひのき の アロ マ の も び つ 殺 
菌 力 を 利用 し て 院内 感染 防止 効果 や 脱臭 効果 な ど が 期待 さ 
れ て いる 。 


木曽 ノー ト (3) 山 


き て いた り 、 抗 生物 質 そ の も の を 摂取 で き な い アレ ルギー 体質 の 人 も い 
ます 。 そ の た め 、 よ り 副 作用 が 少な いと され る 生薬 や 食品 な ど で 、 ピ ロ 
リ 苗 抑制 作用 を 持つ も の の 解明 が 期待 され て いま す 。 こ うし た 状況 の 中 
で 、「 百 草 」 の よう な 生薬 が 、 今 、 見 直さ れ て き て いる の で す 。 


馬 植 物 療法 と いう 古く て 新しい 考え 方 

世界 中 の あら ゆる 民族 が 植物 由来 の 治療 法 を 持っ て いる と 言わ れ て い 
ます 。 人 は 太古 の 昔 か ら 、 植 物 に よっ て 心身 を 癒し て きた の で す 。 し か 
し 、19 世紀 以降 、 現 代 西 洋 医学 は 、 効 力 を 科学 的 に 追求 し た 化学 合 
剤 の 開発 と と も に 飛躍 的 な 発展 を 遂げ まし た 。 そ の 結果 、 植 物 を 用 いた 
伝統 療法 や 民間 療法 は 軽視 され が ちと な っ て いっ た の で す 。 

と ころ が 、 近 年 、 手 術 や 化学 合成 剤 ば か り に 頼る 現代 医学 の 弊害 は 、 
医者 や 薬剤 師 の 間 か ら も 指摘 され る よう に な っ て き て お り 、 植 物 を 用 い 
た 自然 療法 や 民間 療法 が 再 評価 され る よう に な り ま し た 。 生 薬 の よう に 
その 効果 や 用 法 が 医学 的 に 確立 され て いる も の だ け で な く 、 ハ ー ブ や ア 
ロマ テラ ピー と いっ た 、 ど ちら か と いう と 、 こ れ ま で は 疑似 科学 的 な 扱 
いし か 受け て こ な か っ た 領域 まで 、 医 療 行為 と し て 積極 的 に 活用 し よう 
と いう 動き が 出 て き て いま す 。 

とこ の よう に 、 植 物 に 含ま れ て る 成分 (フィ ト ケ ミ カル ) を 利用 し た 自 
然 療法 を 「 植 物 療 法 (フィ ト セ ラビ ピー) 」 と いい 、 主 に 予防 医学 的 な 見 
地 か ら 実 践 され て いま す 。 手術 や 化学 合成 剤 に よる 対処 療法 に 対し て 、 
人 間 本 来 の 自然 治癒 力 を 引き 出す 根本 治療 と し て 、 現 代 医 学 を 補完 し て 
統合 的 に 治し て いこ うと いう 考え 方 が 広まっ て き て いま す 。 フ ラン ス や 
ドイ ツ な どの ヨー ロッ パ の 国々 で は 、 既 に 、 植 物 療法 士 と いう 国家 資格 
が 設け られ 、 保 険 適応 で アロ マテ ラビ ピー な ど が 受診 で きる よう で す 。 

植物 に 由来 する 芳香 成分 (精油 ) を 用 いて 、 人 間 の 自然 治 着力 を 活性 
化 さ せよ うと する アロ マテ ラビ ピー は 、 今 の と ころ 日 本 で は 医療 行為 と し 
て 認め られ て お ら ず 、 エ ステ や マッ サー ジ な どの 美容 目的 や リラ ク ゼ ー 
ショ ン と いう 扱い で し か あり ませ ん で し た 。 し か し 、 最 近 で は 、 メ ディ 
カル アロ マテ ラビ ピー と いう 名 で 、 医 療 に 活用 し よう と いう 事例 が 見 られ 
る よう に な っ て 来 て いま す 。 

あま り 知ら れ て いま せん が 、 木 曽 ・ 上 松 町 に は 、 天 然 ヒ ノ キ だ け を 使 
っ た 純度 の 高い アロ マオ イル を 製造 販売 し て いる 会 社 が あり ます 。 こ の 
アロ マオ イル は 、 県 立木 曽 病院 で も 院内 感染 予防 や 脱臭 な ど を 目的 と し 
て 使用 され て お り 、 そ の 効果 の 科学 的 検証 が 期待 され て いま す 。 


所 枯 人 の こだわ りか ら 生 まれ た アロ マ 「 木 曽 ひ の き 精 油 」 

「 木 曽 ひ の き 精 油 」 は 、 天 然 の 木曽 ヒノ キ の 間伐 材 か ら 、 純 度 の 高い 
精油 成分 (フィ トン チッ ド ) を 抽出 し た アロ マオ イル で す 。 上 松 の 国 有 
林 で 天然 ヒノ キ を 扱 つ て きた 机 人 ・ 吉 川 正樹 氏 が 、15 年 の 歳 月 を か け 
て 開発 し た 、 こ だ わり の 一 品 で す 。 
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「 木 曽 ひ の き 精 香 」 と 、 松 本 市 在住 の キャ ンド ル 作 家 iifart. 
と の コラ ボレー ショ ン で 生ま れ た アロ マキ ャ ンド ル 。 柔 ら 
か な 光 と と も に 木曽 ヒノ キ の 香り が あたり を 漂い 、 身 も 心 
も 癒さ れる と 評判 。 (写真 は 、「 木 曽 ひのき 市 場 」HP よ り ) 


木曽 ノー ト (3) 山 


樹齢 300 て 350 年 に な る 天然 の ヒノ キ は 、 そ の 枝 だ け で も 100 年 以上 
の 年 輪 が 重ね られ て いま す 。 天然 ヒノ キ を 健全 に 育成 する た め に は 、 枝 
打ち が 欠か せま せん が 、 枝 は 幹 よ り も 生長 が 遅い の で 、100 年 で も 直径 
20cm く らい に し か な り ま せん 。 こ うし た 枝打ち 材 は 木材 と し て の 価値 
が 低く 、 そ の まま 山 に 放置 され ます 。 吉 川 氏 は 、 こ の 枝打ち 材 を 何と か 
有効 活用 で き な い か と 考え 、 ア ロマ オイ ル の 開発 に 着手 し まし た 。 

林業 家 と し て の 吉川 氏 は 、2005 年 に 行わ れ た 伊勢 神宮 の 御 机 始 祭 で 
「 三 ツ 紐 切 伐 り 」 と いう 伝統 的 な 伐採 法 を 披露 する ほど の 、 優 れ た 机 人 
の 一 人 。「 木 曽 ひ の き 精 油 」 は 、 そ ん な 吉川 氏 の 、 木 曽 ヒ ノ キ に 対す る 
深い 知識 と 愛情 か ら 生 み 出 され まし た 。 そ の こだわ り の 製法 と 効用 に つ 
いて 、 吉 川 氏 は 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 山 で 放置 され て いる 天然 ヒノ キ の 枝打ち 材 を 、 何 と か 運び 出し て き 
て 、 ま ず チ ッ プ 状 に 加工 し ます 。 こ の チッ プ を 、 赤 沢 美 林 の 天然 湧 水 で 
水蒸気 蒸留 し ます 。 そ の 水蒸気 を 強制 冷却 する と 、 再 び 水 に 戻る の で す 
が 、 そ の 中 に ヒノ キ の 油 が 混じっ て いる わけ で す 。 原料 は 天然 ヒノ キ の 
チッ プ と 赤沢 の 自然 湧 水 だ け 。 完 全 無 添加 で す 。 こ れ だ け で 、 本 物 の ヒ 
ノ キ の と て も 良い 香り が し ます 。 純度 が 高く 体 に 優し い 製 品 で すか ら 、 
アロ マテ ラ ピ ー や 消 臭 な ど 、 様 々 な 楽し み 方 が で きま す 。 

天然 ヒノ キ の 抗菌 作用 は 、 私 た ち 析 人 に は 音 か ら 知 られ て いま し た 。 
山 で 仕事 を し て いる 最 中 に ケガ を する と 、 み ん な ヒノ キ の 油 を 塗っ て い 
た の で す 。 抗菌 作用 が ある た め 、 間 伐 さ れ て 山中 に 放置 され て いて も な 
か な か 腐り ませ ん 。 枝 は 特に 腐敗 し ませ ん 

近年 、 ヨ シキ ソー ル と いう 成分 が 、 天 然 の 成分 と し て は 、 木 曽 ヒ ノ キ 
に し か 含ま れ な いと いう 報告 が あり ます 。 ヨ シキ ソー ル の 効用 に つい て 
は まだ 研究 段階 で す が 、 抗 菌 作用 だ け で な く 、 抗 が ん 作用 が ある の で は 
な いか と 言わ れ て いま す 。 入 浴 剤 と し て 使う と 、 ア トピ ー 性 皮膚 炎 が 抑 
えら れる と いう 方 も いま すし 、 ア ロマ で 装 く と 、 頭 も すっ きり リフ レッ 
シュ する と いう 方 も いま す 。 精油 を 冷却 する 際 に 出る 水 を 、 木 曽 病院 の 
加湿 器用 と し て 使っ て も ら っ て いる の で す が 、 使 い 始 め て か ら 院 内 感染 
が な いと いう デー タ も あり ます 。 そ れ が ヨシ キソ ー ル に よる 効果 な の か 
は 、 ま だ は っ きり と わか っ て いま せん 。 木 曽 ヒ ノ キ に は 、 ま だ 知ら れ て 
いな い 潜 在 力 が た くさ ん ある と 思っ て いま す 。」 

木曽 ひのき 製油 は 、 木 材 と し て は 利用 価値 の な い 放 置 さ れ て いた 木 演 
ヒノ キ を 、 見 事 「 く すり 」 に 変え て みせ まし た 。 木 曽 の 新しい ビジ ネス 
を 考え る 上 で 、 貴重 な 先行 モデ ル と 言え る で し ょ う 。 木曽 は 「 薬 種 の 里 」 
と し て 、 探 せ ば まだ まだ 隠れ た 「 治 癒 力 」 が た くさ ん 見 つか る の か も し 
れ ま せん 。 


目 「 薬 草 の 里 ・ 木 曽 」 を 目指 し て 
残念 な が ら 、 現 在 の 木曽 町 に は 「 薬 草 の 里 」 と いう イメ ー ジ は も は や 
あり ませ ん 。 町 の あちこち に 由緒 正 し そ うな 薬屋 さん が 今 も いく つか が 残 
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御 獄 山 に 設け られ た 「 薬 樹 の 森 」 ハ イキ ング コー ス 。 そ の 
説明 文 に は 、「 薬 と な る 樹木 を 広く 公開 する こと で 、 木 々 
に 対す る 関心 を 深め る こと や 森林 の 重要 性 に つい て 理解 し 
て いた だ く こ と を 目的 と 」 す る と 書か れ て いる が 、 ハ イキ 
ング コー ス と し て も 薬 樹 園 とし て も 、 よ り 一 層 の 整備 が 期 
待 さ れる 。 
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され て いる と ころ に 、 そ の 名 残り が か ろう じ て 見 られ る 程度 で す 。 し か 
し 、 木 曽 町 が 保養 地 療 法 の 町 を 目指 す な ら 、 薬 種 の 宝庫 と し て の 御 獄 山 
や 、 薬 効 あ る アロ マ を 生み 出す 木曽 ヒノ キ な ど 、 木 曽 の 植物 が 持つ 治癒 
力 は と て も 重要 な ファ クタ ー と な り ま す 。 

まず 何より も 、 御 獄 山 が 「 薬 の 山 」 で も ある と いう イメ ー ジ は 、 も う 
少し 強調 され て 良い と 思わ れ ま す 。 御 獄 山 は 、 御 狼 教 の 先達 さん を 通じ 
て 、 人 々 の 病気 や ケガ 、 精 神 的 な 病 い な ど を 癒し て きた 数 々 の 実績 を 持 
ち ま す が 、 そ れ は 決し て 宗教 的 な 呪術 や 超 現実 的 な 魔力 だ け で 行わ れ て 
きた わけ で は あり ませ ん 。 様 々 な 薬草 や 薬 樹 、 医 療 効果 の ある 炭酸 泉水 
な ど 、 医 学 的 見 地 か ら 見 て も 理 に か な っ た 力 を 御 獄 山 か ら 見 つけ 出し 、 
きち ん と 正しく 活用 し て いた の で す 。 

この よう に 、 御 獄 山 を は じ め と する 木曽 の 山々 が 、 実 は 「 薬 の 山 」 で 
も あっ た と いう 事実 を し っ か り と 再 認識 し 、 強 く ア ピー ル す る 必要 が あ 
り ま す 。 そ の 意味 で は 、「 御 鎌 山 日 野 百草 丸 」 の 日 野 製 薬 が 、「CSR ( 企 
業 の 社会 的 責任 )」 の 一 環 と し て 、 三 岳 の 御 獄 神社 里 宮 前 に 造営 し て い 
る 「 薬 草 園 」 は 、 注 目 に 値 し ます 。 ゲ ン ノ ショ ウ コ や エゴ サク 、 フ ジ バ 
カマ 、 シ ャ ク ヤ ク 、 ホ ン シ ャ ク ナ ゲ な ど 、 木 曽 の 薬草 ・ 薬 樹 に は 可憐 な 
花 が な る も の も 多く 、「 薬 種 の 里 ・ 木 曽 」 の イメ ー ジ アッ プ に 大 き な 力 
と な る も の と 思わ れ ま す 。 こ れ を 機 に 、 中 部 森林 管理 局 に よっ て 御 獲 山 
に 設け られ て いる 「 薬 樹 の 森 」 な ども 、 よ り 美 し く 再 整備 され る こと が 
望ま れ ま す 。 

木曽 は 今 で も 「 業 種 の 里 」 で す 。「 百 草 」 や 「 木 曽 ひのき 精油 」 以 外 
に も 、 た くさ ん の 業 効 製品 を 製造 販売 し て いま す 。 植物 療法 で 用 いら れ 
る 薬効 製品 は 、 生 薬 、 お 茶 (ハー ブ テ ィ ー)、 入 浴 剤 、 湿 布 、 ア ロマ オ 
イル 、 フ ラ ワ ー エ ッ セ ンス な ど 多 岐 に わた り ま す が 、 そ の ほとん どの ジ 
ャ ン ル に お いて 、 木 曽 は 既に た くさ ん の 商品 を 持ち 、 販 売 し て いる の で 
す 。 特 産品 と し て 個々 の 製品 を バラ バラ に 見 る の で は な く 、 医 学 的 な 見 
地 を 取り 入れ な が ら 、 各 個人 の 体質 や 症状 に 合わ せ た 処 方 と し て 機能 す 
る よう 、 各 製品 を つなげ て 捉え る 視点 に た っ た 取り 組み が 期待 され ます 。 
薬事 法 や 特定 商取引 法 な ど に 抵触 し な いよ う 、 十 分 な 注意 が 必要 で す 
が 、 す ん き や 山 菜 ・ 野 菜 ・ 果 物 な ども 含め た 全て の 木曽 の 特産 品 を 、 そ 
の 健康 ・ 美 容 効果 と いう 視点 か ら 再 整理 し て みる と 、 木 曽 の 自然 が 持つ 
素晴らし い 薬 効 が 、 浮 か び 上 が っ て くる も の と 思わ れ ま す 。 
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く 木 曽 の 山 ビ ジネス の 可能 性 (1)> 
ー 木曽 式 ク ア ォ ルト (4 ) 食事 療法 ~ 


御 獲 の 恵み ・ す ん 8 健康 法 


目 す ん き は 御 獲 山 の 贈り 物 

すん き は 乳酸 発酵 の 力 を 利用 し て 漬け る 木曽 地方 独特 の 漬物 。 全 く 塩 
を 使わ ず 、 赤 カブ の 葉 に ある 酵素 を 使っ て 発酵 さす ただ け と いう 、 と て 
も シン プル な 無 添加 漬物 で す 。 こ うし た 無 塩 の 漬物 は 、 世 界 で も 非常 に 
珍し く 、 中 国 の 酸 菜 や ネパール の グン ドル ッ ク な ど 、 数 える ほど し か な 
いと 言わ れ て いま す 。「 米 は 貸し て も 塩 貸す な 」 と 言わ れ た ほど 塩 が 貴 
重 品 だ っ た 頃 に 、 木 曽 の 知恵 と 工夫 に よっ て 生み 出さ れ た 伝統 食 で す 。 
未来 に 語り 継ぎ た い 代表 的 な 食 の 遺産 と し て 、 イ タリ ア に 本 部 を 置く イ 


木曽 の 伝統 食 ・ す ん き 漬け 。 最 近 の 研究 で 、 抗 アレ ルギー ンタ ー ナ ショ ナル スロ ー フ ー ド 協会 か ら 「 味 の 箱 舟 」 に も 認定 され て い 
作用 と ピロリ 菌 抑制 作用 を 併せ 持つ こと が わか り 、 高 機能 ます 
性 食品 と し て も 注目 を 集め て いる 。 


すん き の 達 人 ・「 み た け グ ル メ 工房 」 の 西尾 礼子 さん は 、 そ の 特長 を 
次 の よう に 語っ て いま す 。「 す ん き に 必要 な の は 、 赤 カブ の 葉っぱ だ け 。 
葉っぱ を さっ と 湯通し し た 後 、 冷 凍 か 乾燥 させ て 保存 し て お いた 前 の 年 
の すん き 種 と 、 交 互 に 漬け 込ん で いき ます 。 一 晩 か 二 晩 置い てこ お け ば 自 
然 に 発酵 し 、 や が て べ っ こ う 色 の 風味 豊か な すん き の 出 来 上 が り 。 塩 も 
酢 も 使わ ず 、 し か も 赤 カ ブ の 実 で は な く 葉 っ ぱ の 方 で すか ら 、 漬 物 の 中 
で も 最高 に コス ト パ フ ォ ー マ ンス が 高い の で は な いで し ょ うか 。 

味 は 、 一 般 的 な 漬物 と は ちょ っ と 違っ て 、 さ っ ぱり と し た 酸味 が 持ち 
味 。pH3.8 て 4 くら い が 一 番 お いし いと 言わ れ て いま す 。 今 で こそ 木曽 
谷 全域 で 漬 り られ て いま す が 、40 年 ほど 前 まで は 、 三 岳 と 開田 と 王滝 、 
つま り 御 狼 山 周辺 で し か 作ら れ て いま せん で し た 。 それは 材料 と な る 赤 
カブ が その 地域 で し か 作ら れ な か っ た か ら で す 。 ま た 、 す ん き を 作る 乳 
酸 菌 が 、 何 故 か 、 こ の 地方 で し か 上 手 く 育た な い の で す 。 気温 と か 湿度 
と か が 微妙 に 関係 する よう で す 。」 す ん きも また 、 御 獄 山 の 贈 り 物 だ っ 
た の で す 。 


明解 明 す すむ 、 す ん き の 疾 病 予防 効果 

最近 の 研究 で は 、 す ん き の 漬 け 汁 に は 1 ml 当たり 、 実 に 約 1 億 個 も 
の 乳酸 菌 が 棲息 し て いる と いう こと が 判明 。 さ ら に は 、 こ の 豊富 な 植物 
性 乳酸 菌 は 、 さ ま ざ ま な 効果 を 持っ て いる こと が わか っ て きま し た 。 
植物 性 乳酸 菌 は 、 チ ー ズ や ヨー グル ト な どの よう ね な 動物 性 乳酸 菌 に 比 
べ 、 よ り 厳 し い 過 酷 な 環境 の 中 で も 生息 で きる と いう 特徴 が あり ます 。 
この 生命 力 の お か げ て 、 人 体 へ の 摂取 後 も 、 強 烈 な 胃酸 に 負け る こと な 
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2010 年 に 東京 農大 で 「 す ん き シ ン ポ ジウ ム 」 が 開催 され た 。 
一 地方 だ け に 伝わる 単体 の 食品 が 、 東 京 で 取り 上 げ ら れる 
機会 を 得 た こと は 画 期 的 と 言え る 。 
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く 、 生 きた まま 腸 ま で 届く こと が で きる 、 と され て いま す 。 

信州 大 学 の 保井 久子 元 教授 ( 現 木 曽 町 地域 資源 研究 所 所 長 ) ら に よる 
研究 で 、 植 物性 乳酸 菌 を 多く 含む すん き に は 、 以 下 の 2 つの 疾病 予防 機 
能 が ある こと が 明らか に され まし た 。 (2010 年 東京 農大 「 す ん き シ ン ポ 
ジウ ム 」 で の 報告 に よる ) 
(1) すん き に は 、 ア トピ ー な どの アレ ルギー を 抑え る 作用 が ある 。 
(2) すん き に は 、 胃 が ん の 原因 と な る ビ ピロリ 菌 を 抑制 する 作用 が ある 。 
アレ ルギー と 胃がん は 、 と も に 、 現 代 日 本 人 に と っ て 関心 の 高い 病気 
で す 。 今や 、 す ん き は 、 単 な る 珍し い お 漬 物 と し て だ け で な く 、 健 康 に 
良い 高 機能 食品 と し て 知名 度 が 上 が っ て き て いま す 。 


馬 す ん きま の 抗 ア レル ギー 作用 

近年 、 ア レル ギー 疾患 が 急激 に 増加 し て お り 、 日 本 人 の 3 人 に 1 人 
は 何ら か の アレ ルギー を 持っ て いる と 言わ れ て いま す 。 ア レル ギー 疾患 
に は | 型 か ら IV 型 まで あり ます が 、 ア トピ ー 性 皮膚 炎 や 気管 支 喘息 、 花 
粉 症 、 食 物 ア レル ギー 性 下痢 症 と いっ た 現代 人 を 悩ま せ て いる アレ ル ギ 
ー の 多く は 、 す べ て | 型 に 分 類 さ れ て いま す 。 

| 型 ア レル ギー の 患者 は 、 そ の 血 中 の IgE 抗体 濃度 が 非常 に 高く な る 
こと で 特定 され ます 。 保 井 教授 ら の 研究 に より 、 す ん きか ら 分 離さ れ た 
乳酸 菌 の 中 に 、 こ の IgE 抗体 が で きる の を 抑制 する 働き を 持つ 菌株 が 多 
数 存在 し て いる こと が 確認 され まし た 。 

その うち の 1 菌株 (Sn26) を 、 卵 白 ア レル ギー 性 の 下痢 を 発症 させ 
た マウ ス に 経口 投与 し た と ころ 、IgE の 血 中 濃度 が 減少 し 、 下 凍 発 症 を 
抑制 させ る こと が で きま し た 。 す ん き 由 来 の 乳酸 菌 に は 、 強 い 抗 ア レル 
ギー 作用 が ある こと が 、 動 物 実験 で 明らか に され た の で す 。 

まだ あく まで も 実験 上 の デー タ で し か あり ませ ん が 、 針 葉 樹 が 多い に 
も か か わら すず 木曽 地域 に 花粉 症 で 悩む 人 が 少な い の は 、 す ん き に よる 抗 
アレ ルギー 作用 が 寄与 し て いる の で は な いか と いう 推論 も 成り 立ち 、 さ 
ら な る 研究 が 進め られ て いま す 。 


時 すん き の ビ ロリ 菌 抑制 作用 

ピロリ 菌 は 、 日 本 人 の 約 50 パ ー セ ント が 感染 し て いる 細菌 で 、 胃 炎 や 
十二指腸 潰瘍 、 胃 ガン な どの 原因 に な る と 言わ れ て いま す 。 

すん き の 発 酵 に 寄与 し て いる 乳酸 菌 の うち 、 デ リブ リュ ッ キ ーNo.11 
と いう 菌 の み を 抽出 し 、 こ れ を ビ ロ リ 菌 と 混ぜ て 共 培 養 実 験 し て みた と 
ころ 、 何 と 、12 時 間 で ピロ リ 菌 が 完全 に 消 減 し まし た 。 

ピロリ 菌 だ け の 培養 液 の pH は アル カリ 性 を 示し ます が 、 す ん き の 乳 
酸 菌 を 加え る と 酸性 に 変わ っ た の で す 。 培養 液 中 の 乳酸 量 が 増加 する と 
と も に pH が 下がり 、 乳 酸 に よる 酸性 化 が ビ ロ リ 菌 の 増殖 を 抑制 し て い 
る こと が 判明 し まし た 。 

置 ガン の 原因 ・ ピ ロリ 菌 退 治 に 効果 が ある 乳酸 菌 と し て は 、LG21 や 
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ガセ リ 乳 酸 菌 が 有名 で す が 、 そ こ に 、 す ん まき 由 来 菌 が 加わ る 日 も 近い か 
も し れ ま せん 。 


時 すん き で プロ バイ オ テ ィ クス の 町 を 目指 す 

抗生 物質 の よう に 、 化 学 合成 剤 の 力 で 菌 を 殺し て 病気 を 治す の で は な 
く 、 人 の 体内 に 棲ん で いる 有益 な 菌 を 増やす こと で 、 か ら だ の 健康 を 守 
る と いう 考え 方 が 広まり つつ あり ます 。 こ の よう な 腸 内 の 細菌 バラ ンス 
に 有益 な 有用 微生物 は 「 プ ロバ イオ ティ クス 」 と 呼ば れ 、 ガ ン の リス ク 
低減 、 ア レル ギー 症状 や アト ピー の 改善 、 動 脈 硬化 予防 な ど 、 さ ま ざ ま 
な 効果 が ある と され て いま す 。 そ の た め 、 世 界 中 の 研究 者 や メー カー が 
より 効力 の ある 微生物 の 発見 と その 活用 法 の 研究 に 、 し の ぎ を 削っ て い 
る の で す 。 

こう し た こと を 背景 に 、 国 内 の 植物 性 乳酸 菌 研究 の 第 一 人 者 と し て 知 
られ る 東京 農業 大 学 の 岡田 早苗 教授 が 、 す ん き 菌 に 注目 。 す ん き の 中 に 
棲 お 乳酸菌 55 種 99 サン プル を 分 析 し て 、L- プ ラン タラ ム 、L- フ ァ ー メ 
ンタ ム 、L- デ ル ブ リ ュ ッ キ ー、L- パ ラブ フネ リ の 4 種 の 乳酸 菌 を 、 特 に 
すん き の 発 酵 に 関与 し て いる 菌 と 特定 し まし た 。 そ し て 、 こ の 4 種 の 
乳酸 菌 を 粉末 化し た も の を スタ ー タ ー (タネ ) に し た 、 新 し いす ん き 製 
造 法 を 考案 し 、 特 許 を 取得 し まし た 。 こ れ ま で の よう な 、 前 年 の すん き 
を スタ ー タ ー (タネ ) に し て 作る 製法 と は 違っ て 、 経 験 や 勤 と いっ た こ 
と に 左右 され な い 、 安 定 し た すん き 作 り を 可能 に する も の と し て 期待 さ 
れ て いま す 。 ま た 、 こ の 粉末 化 さ れ た スタ ー タ ー (タネ ) を 活用 する こ 
と で 、 多 岐 に わた る 商品 開発 も 考え られ る こと か ら 、 木 曽 町 は 東京 農 
大 学 と 協定 を 締結 。 す ん き に 関す る 特許 を 譲渡 し て も ら う と と も に 、 研 
究 や 地域 活性 化 に お ける 幅広 い 分 野 で 相互 に 協力 し 合う こと で 合意 し ま 
し た 。 

一 方 、「 開田 高原 アイ スク リー ム 」 で 有名 な 「 エ イチ ・ ア イ ・ エ フ 」 
と 県 工業 技術 総合 セン ター は 共同 で 、 す ん まき 由来 の 植物 性 乳酸 菌 ヨ ー グ 
ルト 「SNKY」 を 開発 。 漬物 が あま り 好 き で な い 人 で も お いし く 味 わ え 
る 健康 食品 と し て 、 早 くも 人 気 を 博 し て いま す 。 和 牛乳 は も と も と 動物 性 
乳 飲料 。 植 物性 乳酸 菌 を 生育 させ て ヨー グル ト に する の は 難し いと され 
て きま し た 。 こ れ ま で の 植物 性 ヨー グル ト は 、 実 は い 、 そ の ほとん ど が 豆 
乳 で で きた も の で す 。 両社 は 、 す ん き ぎ に 含 まれ る 植物 性 乳酸 菌 約 1.700 
株 の 保存 バン ク を 作成 し て 、 ヨ ー グ ルト 製造 に 適し た 乳酸 菌 を 選び 出し 、 
1 つ 1 つ 絞り 込ん で いく こと で 牛乳 で の 培養 に 成功 し まし た 。 今後 は 、 
すん き 乳 酸 菌 で で きた チー ズ や 発酵 バタ ー な どの 開発 も 予定 され て お り 、 
すん き ブ ラン ド 推 進 の 中 核 を 成す 商品 群 形成 と し て 期待 され て いま す 。 

この よう に 、 木 曽 の 伝統 食す ん き は 、 今 、 有 力 な プロ バイ オ テ ィ クス 
と し て 、 様 々 な 新 商品 へ と 生ま れ 変わ ろう と し て いま す 。 ま た 、 東 京 で 
開催 し た 「 す ん き シ ン ポ ジウ ム 」 な ど 、 木 曽 町 発信 の 広報 活動 も 功 を 奏 
し 、 そ の 認知 度 は 数 年 前 と は 比べ も の に な ら な い ほ ど 上 が っ て き て いま 
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す 。 町立 の 「 地 域 資源 研究 所 」 も 2011 年 に 設立 され 、 す ん き 研 究 の 拠 
点 整備 も 着 々 と 進ん を で いま す 。 も ちろ ん 、 い ち 早 くす ん き の 健 康 効果 に 
着目 し て 、 東 京 農大 を 始め と する 研究 機関 と 連携 を 取り な が ら 、 数 々 の 
活動 を 展開 し て きた 「 木 曽 すん き 研 究 会 」 の 功績 も 忘れ て は な り ま せん 。 
すん き は 木曽 町 が 手がけ て いる 「 木 曽 ブ ラン ド 」 推 進 事業 の 中 で 、 最 も 
成果 を 上 げ て いる も の と 言え る で し よう 。 

今後 は 、 す ん き ぎ 乳 酸 菌 由来 の 粉末 スタ ー タ ー を 活用 する こと に よっ て 、 
以下 の よう な 新 商品 開発 が 見 込ま れ て いま す 。 


1) 赤 カ ブ 以 外 の 野菜 に も 使え る 「 無 塩 浅 漬け の 元 」 の 商品 開発 
2) すん き ド レッ シン グ や すん き 飲 料 な ど 、 漬 物 以外 の 商品 開発 
3) 手軽 に ひん き パ ワー が 摂取 で きる 高 機能 食品 ・ サ プリ メン ト の 開発 
4) すん き 乳 酸 菌 由来 の 化粧 品 や 有機 肥料 な ど 、 食 品 以外 の 商品 開発 


も ちろ ん 、 こ うし た バイ オ 関 連 の 商品 開発 に は 、 多 大 な リス ク が 伴い 
ます 。 力 の ある 専門 企業 の 参画 な し で は 進め られ な いと も 言わ れ て いま 
す 。 し か し 、 と に も か くに も まず 木曽 町 が 、「 す ん き を 核 に 地元 の 健康 
食 を ビジ ネス 化す る 」 と 宣言 し た こと は 、 と て も 意義 の ある こと だ と 思 
われ ます 。「 木 曽 独自 の 保養 地 療法 」 と いう 大 き な 枠 組み の 中 で 位置 づ 
ける こと が で きれ ば 、 さ ら に 大 き な 力 と な る は ず で す 。 


目 食事 療法 と いう 観点 か ら 、 地 元 の 食 を 再 構築 し て みる 。 

すん きも 、 単 に 地元 の 名 産品 と し て 捉え る の で は な く 、 保 養 地 療法 の 
メニ ュー の 一 環 と し て 捉え る こと で 、 全 く 違 っ た 商品 に 生ま れ 変わ り ま 
す 。 そ う や っ て 考え る と 、 蕎 麦 や キノ コ 、 木 の 芽 、 山 菜 、 雑 尊 、 高 原野 
菜 、 薬 草 、 果 実 、 木 の 実 、 昆 虫 、 川 魚 、 そ し て 水 … 昔 か ら 木 曽 で 普通 に 
食べ られ て きた あら ゆる 食材 が 、 新 た な 可能 性 を 秘め た 新しい メニ ュー 
と な り ま す 。 

すん き に 代表 され る よう に 、 木 曽 の 料理 に は 、 添 加 物 や 防腐 剤 を 全く 
用 いな い 、 ま さ に 自然 の 恵み その も の と いっ た も の が た くさ ん あり ます 。 
どん な 食材 も 余す と ころ な く 大 事 に 使い 、 調 味 料 そ の も の か ら 丁 寧 に 手 
作り し て きた 木曽 の 食 文化 は 、「 味 」 だ け で な く 「 健 康 」 に も 寄与 し て 
きた は ず の も の で す 。 す ん き は 、 そ の 典型 的 シン ボル な の で す 。 

奇 を て ら っ た 創作 料理 や 、 木 曽 の 人 た ち が 食 べた こと も な か っ た よう 
な グル メメ ニュ ー を 開発 する 必要 な ど 全 く あ り ま せん 。 地 元 の 食材 の 持 
つ 力 を も う 一 度 再 整 理 し 、 そ れ を 具体 的 な 「 食 事 療法 」 の メニ ュー と し 
て 再 構築 し て みる … そ れこ そ が 、「 地 産地 消 」 と か 「 ス ロー フー ド 」 と 
か 呼ば れ て いる こと の 意味 に 他 な り ま せん 。 気 が つけ ば 、 そ うい う 食 事 
こと こそ が 、 ど ん な 三 つ 星 レス トラ ン よ り 価 値 を 持つ 、 そ うい う 時 代 な の か 
も し れ ま せん 。 
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く 木 曽 の 山 ビ ジネス の 可能 性 (1)> 


ー 木 曽 式 クア ォ ル ト (5 ) 動物 介在 療法 ~ 


木 暫 馬 セ ラ ピ ー 


乗馬 セラ ピー は イル カ と 並ん で 、 最 も その 効果 が 医学 的 に 
も 確認 され て いる 動物 介在 療法 と 言わ れ て いる 。 


馬 医 療 行 為 と し て の 動物 の 活用 

犬 や 猫 の よう な 身近 な 動物 に セラ ピー 効果 が ある こと は 、 誰 も が 経験 
的 に 実感 する こと で す 。 最 近 で は 、 高 まる ペッ トブ ー ム を 背景 に 、 ア ニ 
マル セラ ピー と いう 言葉 も 多く 見 られ る よう に な り ま し た 。 し か し 、 そ 
うし た セラ ビー 効果 は 、 精 神 的 な 「 癒 し 」 に よる も の と され る こと が 多 
く 、「 動 物 が 人 の 健康 に 良い 」 理 由 を 科学 的 に 証明 し 、 医 学 的 に 活用 さ 
れ て いる 例 は 、 日 本 で は まだ あま り 多 く あ り ま せん 。 

アニ マル セラ ピー と いう 言葉 は 日 本 独自 の 造語 で 、 世 界 的 に は 1980 
年 代 に アメ リカ の デル タ 協 会 (人 と 動物 の 絆 に 関す る 米国 最大 の 団体 ) 
に よっ て 定義 され た 、 以 下 の 2 つの タイ プ に 分 類 さ れ 、 明 確 に 使い 分 け 
され て いる よう で す 。 


1) 動物 介在 活動 (AAA : AnimalAssited Action) 

ボラ ンティア が 犬 や 猫 な ど と と も に 、 医 療 施設 や 老人 保健 施設 な ど を 
訪問 し て 行う 活動 一 般 を 指し ます 。 特 別 な 治療 上 の ゴー ル は な く 、 必 ず 
し も 医療 従事 者 の 参加 は 必要 と され ませ ん 。 


2) 動物 介在 療法 (AAT : AnimaLAssited Therapy) 

患者 の 精神 的 また は 身体 的 な 障害 の 治療 に 、 動 物 を 介在 させ る 療法 。 
専門 的 な 医療 従事 者 が 治療 上 の ゴー ル を 定め 、 そ れ に 合わ せ た プ ログ ラ 
ム の 作成 か ら 、 経 過 の 観察 及び 記録 、 効 果 の 判定 まで を 行い ます 。 


上 記 定義 に よる と 、 日 本 で 行わ れ て いる アニ マル セラ ピー は 、 ほ と ん 
ど が 「 動 物 介在 活動 (AAAJ」 で 、 本 格 的 に 医療 現場 で 活用 され る 「 動 物 
介在 療法 (AAT)」 は 、 ま だ 始ま っ た ば か り と 言え る か も し れ ま せん 。 

そう し た 中 、 こ と 日 本 に お いて も 、 比 較 的 古く か ら 「 動 物 介在 療法 
(AAT)」 と し て 実践 され 、 そ の 治療 法 に つい て 明確 な 基準 が 確立 され て 
いる 分 野 が あり ます 。 そ れ は 「 馬 」 を 用 いた 治療 法 で 、「 治 療 的 乗馬 」 
と か 「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 と いう ふう に 呼ば れ て いま す 。 


治療 的 乗馬 の 歴史 
ヨー ロッ パ で は 古く か ら 「 馬 と いる こと に よっ て 心 が 安 ら ぐ 」 と か 「 痛 
み が 軽 減 す る 」 と いっ た 心理 的 な 側面 が 指摘 され て いま し た 。 
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18 世紀 に な る と 、 そ うし た 心理 的 な 効果 だ け で な く 、 馬 に 乗る こと 
その も の が 、 身 体 機能 の 活性 化 に 有効 だ と する 指摘 が 見 られ る よう に な 
り 、「 乗 馬 を 通じ て の 健康 作り 」 と 題し た 書籍 が ドイ ツ で 出版 され て い 
ます 。 20 世紀 初頭 に は 、 治 療 を 目的 と し た 馬 の 活 用 が ウィ ー ン 大 学 医 
学部 講座 で 取り 上 げ ら れ 、 医 学 的 な 研究 対象 と し て 確立 され て いき まし 
た 。 

「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 の 効果 が 最も 世界 に 印象 づけ られ た 出来 事 は 、 デ ン 
マー ク の 婦人 、 リ ズ ・ ハ ー テ ル さ ん が 1952 年 の ヘル シン キオ リン ピッ 
ク の 馬術 競技 で 大 活躍 し た こと で し た 。 彼 女 は 、 幼 いこ ろ 小 児 麻痺 に 感 
染 し 、 そ の 後遺 症 の た め 下 肢 が 麻痺 し て 車椅子 生活 を 送る 障害 者 で し た 
が 、 乗 馬 に よる 筋力 トレ ー ニ ング を 行う こと で その 障害 を 克服 。 見 事 銀 
メダ ル に 輝い た の で す 。 

こう し た こと を 背景 に 、「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 は 、 身 体 的 お よび 精神 的 に 
障害 を 抱え る 人 の 機能 回 復 を 目的 と し た 治療 法 と し て 整備 され て いき ま 
し た 。 今 で は 、 最 も 完成 され た 治療 シス テム を 持つ 動物 介在 療法 と さえ 
言わ れ て いま す 。 

日 本 で も 、 障 害 児 教育 の 分 野 で 「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 は 積極 的 に 活用 され 
て いま す 。 東 京 農業 大 学 バ イオ セラ ピー 学科 教授 の 滝 坂 信 一 氏 ら が 、 全 
国 の 育 ・ 國 ・ 養 護 学校 を 対象 と し て 2002 年 に 行っ た 調査 に よる と 、 実 
に 、4 校 に 1 校 (28.4%) が 「 馬 と ふれ あう 機会 を 持っ て いる 」、 と い 
う 回 答 が 得 ら れ た ほど で す 。 (回 収 率 : 78.7%) 


馬 心 身 両面 に わた る 効果 が 期待 で きる 乗馬 セラ ピー 

な ぜ 乗 馬 が 障害 者 の 機能 回 復 に 有効 な の か に つい て 、 滝 坂 教授 は 「 食 
農 と 環境 」(No.2 2005 東京 農大 出版 会 ) と いう 会 報 誌 の イン タビ ュー 
に 答え て 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 


「 馬 に 乗る こと の 効果 は , 心理 的 な 側面 と , 身体 的 な 側面 か ら 説明 す 
る こと が で きま す 。 心理 的 な 側面 で は , まず , 馬 に 乗る と いう こと は 馬 
に 体 を 預け る と いう こと で すね 。 そ し て , 体 を 預け る と いう こと は 同時 
に 自分 の 気持 ち を 預け る こと な の で す 。 つ まり , 馬 に 乗る こと を 通じ て 
心 と 体 を 開く と 言い 換え て も 良い と 思い ます 。 ま た , 今 ま で 人 の 手助け 
を 受け る こと が 多かっ た 人 びと が , 馬 を 世話 する と いう 行為 か ら 受 ける 
心理 的 な 影響 も 大 きい で すね 。 

身体 的 な 側面 で は , 馬の背 中 の 筋肉 は 多 方 向 に 動き ます 。 馬 が 歩行 し 
た と き の 背 中 の 動き は , 人 間 が 自立 歩行 し た と き の 骨 盤 の 動き と 同じ で 
す 。 こ の 特徴 を 活用 し て 体 の 不 自由 な 人 が 日 常 生 活 の 中 で 緊張 させ て い 
る 筋肉 を リラ ク ゼ ーション し , 適切 な 自立 歩行 の 動き を 学ぶ と と が で き 
る の で す 。」 

イヌ や ネコ に よる セラ ビ ピー で は 、 そ の 効果 は 、「 癒 し 」 と か 「 ス トレ 
ス 軽 減 」 な ど と いっ た 精神 的 な も の に 限ら れ ま す 。 し か し 、 乗 馬 セ ラビ ピ 
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木曽 馬 は 小型 で お と な し いた め 、 乗馬 セラ ピー に 最適 な 馬 。 
馬の背 に 寝 っ 転がる だ け で 、 ス トレ ッ チ 効果 が 得 ら れる 。 
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ー の 場合 、 馬 に 乗る と いう 行為 その も の が 運動 療法 と し て の 側面 も 持つ 
た め 、 心 身 両面 へ の 直接 効果 が 得 ら れる の で す 。 

こう し た 効果 は 障害 を も っ て いる 人 に 限ら れる も の で は あり ませ ん 。 
健常 者 に と っ て も 乗馬 は ぎわ め て 有用 で す 。 良 く 知 られ て いる 効果 と し 
て は 、 腰 痛 の 改善 が あり ます 。 馬 に 乗る こと で 、 そ の 動き に 合わ せな が 
ら 自 分 の 体 を 自己 補正 し よう と する 働き が 生じ る た め だ と 考え られ て い 
ます 。 気 づか ぬう ち に 慢性 化し た 体 の 緊張 も 、 馬 に 乗る こと で 自然 に ス 
トレ ッ チ され 、 解 消さ すれ て いき ます 。 ま た 、 馬 に 乗る こと で 、 お 腹 や 脳 
も 揺れ る こと か ら 、 便 秘 や ダイ エッ ト 、 不 眠 症 な ど に も 効果 が ある と い 
う 報告 も あり 、 美 容 や 健康 面 で の 活用 も 注目 され て き て いま す 。 


馬木 曽 馬 は 「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 に 最適 な 馬 

この よう に 数 々 の 治療 効果 が 認め られ る 「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 で す が 、 競 
走 馬 と し て 品種 改良 を 重ね て きた サラ ブレ ッ ド や アラ ブ な ど は 、 セ ラ ピ 
一 目的 と し て 最適 な 馬 と は 言え ませ ん 。 障 害 者 や 子供 た ち だ け で な く 、 
一 般 の 健常 者 に と っ て も 、 乗 りこ な す に は 難し すぎ る の で す 。 場 合 に よ 
っ て は 危険 さえ 伴い ます 。 そ こ で 、「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 に 最も 適し た 馬 と 
し て 注目 され て いる の が 、 日 本 古来 の 在 来 馬 ・ 木 曽 馬 で す 。 

木曽 馬 は 、 体 高 130cm ほど の 小柄 な 身体 、 胴 長短 足 の ずん ぐり むっ 
くり で 、 体 を 触ら れ て も あま り 気 に し な い の ん びり 屋 。 戦 時 中 「 軍 馬 に 
不適 格 」 と 始 印 を 押さ れ た その 気性 の 優し さ が 、 逆 に 「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 
に は 最適 な 性 質 と な る の で す 。 

こう し た 特性 を 活か し て 、 県 木曽 養護 学校 で は 、1996 年 の 創立 以来 、 
木曽 馬 を 取り 入れ た 教育 プロ グラ ム を 実施 し て いま す 。 木曽 馬 の 里 乗馬 
セン ター の 飼育 調教 統括 ・ 中 川 剛 氏 は 、「 木 曽 養護 学校 の 子ども た ち を 
受け 入れ て 10 年 以上 に な り ま す が 、 木 曽 馬 セ ラ ピ ー の 効果 は 、 何 度 も 
目の当たり に し まし た 。 本当に 10 分 、20 分 の こと な ん で す が 、 乗 る 前 
と 乗っ た 後 で は 全然 違い ます 。」 と 、 そ の 効果 に つい て 語っ て いま す 。 
中 に は 、 そ れ ま で 自分 の 意思 を 全く 伝え る こと と が で き な か っ た 子ども 
が 、「 馬 に 乗り た い 」 と 初め て 言葉 に する と いっ た 劇 的 な 効果 が 見 られ 
る 場合 も ある と 言い ます 。 ま た 、 最 初 は 怖がっ て いた 子ども で も 、 乗 り 
と な せる よう に な る に つれ て 自信 が 出 て くる せい か 、 み る みる 社交 性 や 
活発 性 を 発揮 する と いっ た 事例 も 見 られ 、 木 曽 馬 の セ ラビ ピー 効果 へ の 期 
待 度 が 高まっ て き て いま す 。 


下 人 と の 絆 で 育ま れ た 木曽 馬 の 温 厚 さ 

木曽 馬 は 、 日 本 で 8 種 し か 残存 し て いな い 在 来 馬 の 1 つ 。 本 州 で 唯一 
残る 貴重 な 馬 で す 。 平 安 時 代 か ら 戦国 時 代 に か け て は 、 武 士 の 馬 と し て 
活躍 し まし た 。 江戸 中 期 以 降 、 山 間 部 で 畑作 農業 が 行わ れる よう に な っ 
て か ら は 、 農 耕 馬 と し て 重宝 され まし た 。 

開田 で どれ ほど 木曽 馬 が 大 切 に され て きた か 、 と いう こと に つい て 、 
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木曽 馬 の 世 話 は 、 主 に 女性 の 仕事 だ っ た 。 わ が 子 同様 、 深 
い 母 性 愛 の も と で 育て られ た 結果 、 和 穏やか で 優し い 性 質 を 
強め た と 考え られ る 
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木曽 馬 保 存 会 の 初代 会 長 ・ 伊 藤 正 起 氏 は 、「 木 曽 馬 の 特 性 と 将来 に つい 
て 」 と 題 さ れ た 文章 の 中 で 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 木 曽 馬 は 人 と 同じ 屋根 の 下 で 、 し か も 日 当たり の 良い 東南 向き の 厩 
で 婦女 の 手 に よっ て わが 子 同様 、 深 い 母 性 愛 の も と 育ま れ た の で 、 極 め 
て 性 質 温 順 で か し こい 馬 で 、 鞭 を くれ て は いけ な いと いわ れ て いま す 。」 

この よう に 、 木 曽 馬 に は 1,000 年 以上 に も わた っ て 人 と と も に 暮らし 
て きた 歴史 と 文化 が あり ます 。 木曽 馬 と 人 と の 間 に は 、 こ の 長い 年 月 に 
裏打ち され た 深い 絆 が ある の で す 。 こ うし た 絆 を 背景 に 、 木 曽 馬 は 、 人 
の 感情 や 行動 に 応じ て 繊細 な 反応 を 示し て くれ る と いう 馬 本 来 の 性 質 を 、 
より 強め た 馬 と 言え る で し ょ う 。「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 に 最適 と され る 木曽 
馬 の 性 質 は 、 開 田 で 家族 同様 に 大 切 に 育て られ て きた こと の 証 で ある 、 
と いっ て も 過言 で は な い の で す 。 


目 木 曽 馬 セ ラビ ピー、 そ の 事業 化 に 向け た 課題 

生物 学 的 に も 文化 史 的 に も 貴重 な 「 木 曽 馬 」 を 、 単 に 「 棋 」 の 中 で 保 
存する の で は な く 、「 木 曽 馬 セラ ピー」 の よう に 、 多 く の 人 と 触れ 合う 
こと で 木曽 馬 ら し い 個 性 や 役割 を 発揮 させ な が ら 保存 する 、 と いう こと 
は と て も 重要 で ある よう に 思わ れ ま す 。 

し か し 、「 木 曽 馬 セ ラビ ピー」 を 木曽 町 の 町 お こし と し て 事業 化す る に 
際 し て は 、 数 々 の 課題 が 存在 し て いま す 。 こ こ で は 、 以 下 の 2 点 を 指摘 
し て お きた いと 思い ます 。 


嗣 


題 1) 木曽 馬 の 戻 し 交配 に よる 近親 繁殖 障害 の 問題 
最も 致命 的 と も 思わ れる 問題 は 、 木 曽 馬 の 「 数 」 の 問題 で す 。 こ の 問 
題 の 所 在 を 確か め る た め に 、2009 年 12 月 31 日 の 毎日 新聞 朝刊 に 掲載 
され た 記事 を 以下 に 引用 し て お きま す 。 
木曽 馬 繁殖 の 危機 … 戦 後 、 種 馬 た っ た 1 頭 か ら ス ター ト 
(毎日 新聞 2009 年 12 月 31 日 朝刊 ) 
2 て 3 世紀 に 朝鮮 半島 を 南下 し た モン ゴル の 草原 馬 が 起源 と され る 在 
来 馬 「 木 曽 馬 」 が 、 繁 殖 の 危機 を 迎え て いる 。 体 が 小さ いた め 戦 時 中 に 
「 役 立た ず 」 と 排除 され 、 終 戦 直 後に 残っ た 種馬 は た っ た 1 頭 。 長 野 県 
木曽 町 な どの 努力 で 約 150 頭 ま で 増え た が 、 同 じ 雄 の 遺伝 子 に よる 近 
親交 配 が 限界 に 近づく 。 危 機 感 を 抱い た 町 は 「 モ ン ゴ ル 種 と の 交配 で 保 
存 を 」 と 現地 調査 に 乗り 出し た が 、 省 庁 の 縦 割り や 外国 か ら の 生物 輸入 
制限 な ど 、 保 存 に は 高い 壁 が 立ち は だ か っ て いる 。【 渡 辺 詠 】 
モン ゴル 馬 と 交配 … 実 現に 壁 
同町 の 保存 会 な ど に よる と 、 木 曽 馬 は 明治 時 代 の ピー ク 時 に は 約 7,000 
頭 が 木曽 地方 に いた が 、 温 厚 で 小柄 な た め 軍 部 か ら 「 軍 馬 に 不適 格 」 と 
閣 印 (らく いん ) を 押さ れ た 。 さ ら に 1939 (昭和 14) 年 の 種馬 統制 法 


で 繁殖 が 禁止 され 、 雄 は 次 々 に 去勢 され た 。 
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終戦 時 、I 旧 更 填 市 の 神社 が 神馬 と し て か くま っ て いた 唯一 の 雄 「 神 明 
号 」 が 見 つか り 、 そ の 子供 「 第 三春 山 (は る や ま ) 号 」 か ら 戦 後 の 繁殖 
が 広がっ た 。76 年 に は 約 30 頭 ま で 減少 し て 絶滅 の 危機 に 瀬 し た が 、 保 
存 会 の 活動 な ど で 現 在 は 150~160 頭 ま で 回 復 。 第 三春 山 号 の 遺伝 子 の 
影響 か ら 体 は 茶色 、 た て が み と し っ ぱ ぽ が 黒 の 「 鹿 毛 (か げ )」 が 多い 。 

だ が 近年 、 体 が 小さ か っ た り 、 同 じ 病 気 に た つた りす る こと に よる 絶 
減 の 危険 な ど 、 濃 い 近 親交 配 の 弊害 が 指摘 され て きた 。 町 は 「1.000 年 
以上 も 地域 の 人 々 と 暮らし て きた 木曽 の 象徴 を 守り た い 」 (田中 勝己 町 
長 ) と 、 今 年 度 か ら の 5 カ年 で モン ゴル 馬 と 交配 させ る 計画 を 立て た 。 
町 公社 運営 の 「 木 曽 馬 の 里 」 の 中 川 剛 ・ 飼 育 調教 統括 が 11 月 に 現地 調 
査 。・「 モ ン ゴ ル 馬 は 体 の バラ ンス や 特徴 が 似 て いる 。 気 質 は 木曽 馬 よ り 
荒い 」 と 話す 。 

し か し 、 馬 の 持ち 出し に は 両国 間 の 調整 や 検疫 な ど を クリ ア す る 必要 
が あり 、 町 だ け で は 解決 で き な い 。 家畜 を 所 管 す る 農林 水産 省 は 「 国 家 
間 の 調整 は 困難 」 と 消極 的 で 、 担当 職員 は 「 た と え 木 曽 馬 が 絶滅 し て も 、 
保険 と し て (同省 の ) ジー ン バ ン ク で 遺伝 子 源 を 保存 し て いる 」 と 突き 
放し 、 環 境 省 は 「 野 生 動物 で な い の で 管轄 外 」 と し て いる 


課題 2 ) 本 格 的 な 医療 利用 に 向け て 、 不 足す る デー タ と マン パワ ー 
動物 介在 療法 の 中 で も 、 比 較 的 、 科 学 的 な 解明 が 進ん で いる と され る 
「 乗 馬 セ ラ ピ ー」 で す が 、 そ れ で も 、 治 療 の 臨床 的 な 評価 を 科学 的 に 行 
っ て いる 例 は 、 ま だ 少な いよ う で す 。 多 く は 、 事 例 報告 に とどまっ て い 
る た め 、 得 られ た 結果 は 、 そ の 被験 者 特有 の 結果 で ある 可能 性 も 否定 で 
きま せん 。 さ ら に 、「 木 曽 馬 セ ラ ピ ー」 と 語 う た め に は 、 他 の 種類 の 馬 
と 比較 し た デー タ も 必要 と され ます 。 

温泉 療法 や 森林 療法 で も 同じ で す が 、 こ うし た 状況 の まま で は 「 〇 〇 
に 対し て 効果 が ある と され て いま す 」 と いっ た 曖昧 な 提示 し か で きず 、 
リラ ク ゼ ーション の 域 を 超え た 評価 は 獲得 し に くい まま と な る で し ょ う 。 
木曽 馬 の 数 も 足り ませ ん が 、 そ れ 以 前 に 、 こ の 少な い 木 曽 馬 に 対し て で 
さえ 、 デ ー タ や マン パワ ー が 足り て いな い の で す 。 より 本 格 的 な モニ タ 
ー ツ アー の 実施 や 、 木 曽 町 の 人 た ち 自 身 を 被験 者 に し た 実験 の 積み 重ね 
な ど が 期待 され ます 。 


37 


木曽 ノー ト (3) 山 


く 木曽 の 山 ビ ジネス の 可能 性 (2)> 


樹木 圧 と いう 5 新しい 死 方 


~ 山 に 眠る こと と で 、 山 を 守る ~ 


目 荒れ て いく 木曽 の 山 

木曽 を 健康 保養 地 に し て 「 い つま で も 若 々 し く 、 健 康 で 楽し く 暮 らし 
た い 」 と いう 人 々 の ニー ズ に 応え られ る 場所 と する た め に は 、 ま ず 何 よ 
り も 、 木 曽 の 自然 環境 その も の が 健康 で な けれ ば いけ ませ ん 。 し か し 、 
誰 に 聞い て も 「 木 曽山 は これ まで に な く 荒 れ て いる 」 と いう 答え が 返 
っ て きま す 。 木曽 の 6 割 を 占め る 国有 林 に し て も 、 昔 は 国 の 職員 が 必 
ず 山 に 入っ て いて 、 木 々 の 生育 状況 を チェ ッ ク し た り 、 間 伐 作業 を し た 
り し て いた の に 、 今 は も う 誰 も いな い 。 国 有 林 に 一 般 人 が 入る こと は で 
里山 保全 を 目的 と し た 新しい 曹 地 と し て 、 樹木 葬 が 注目 を さま せん か ら 、 何 だ この て いた らく は と 思っ て も 、 そ の 上 声 は な か な か 国 
集め で いる 。 に は 届き ませ ん 。 実際 に 手 を 入れ られ る の は 、 町 有 林 や 民有 林 だ け で す 
が 、 し か し 、 そ れ ら も 又 荒 れ て いる の で す 。 確 か に 、 人 手 不足 は 深刻 で 
す が 、 そ れ 以 上 に 林業 の 構造 的 矛盾 が 問題 だ と 、 元 長野 県 林 務 部 職員 の 
小林 和夫 氏 は 語り ます 。「 山 を 守る た め の さ ま ざ ま な 資金 援助 は 、 確 か 
に あり ます 。 け れ ど も 山 全体 の こと を 考え て 事業 を 進め る 受け 皿 が な い 
の で す 。 今 も っ と も 遅れ て いる の は 間伐 で 、 間 伐 し は えす れ ば 、 木 の 質 
も 山 の 状態 も 格段 に 良く な り ま す 。 し か し 、 間 伐 し た 木材 を 山 か ら 運び 
出さ な いと 補助 金 が 受け 取れ な い 制 度 に な っ て いて 、 民 有 林 の 事業 者 か 
らし て みれ ば 、 間 伐 材 を 運び 出し た と ころ で 、 そ れ を 受け 入れ て くれ る 
先 が な い 以 上 、 そ れ な ら 何 も し な い ほ うがい いと いう 結論 に な っ て し ま 
いま す 。 山 か ら 持ち 出し た 間伐 材 が 、 事 業 と し て 成り 立つ 構造 を 作ら な 
い 限 り 、 積 極 的 に 間伐 する 人 は 出 て きま せん 。」 

間伐 材 が 売れ たい の で あれ ば 、 間 伐 材 を 売る 方 法 を 何と し て で も 見 つ 
け 出 すか 、 間 伐 材 を 売ら な く て も 間伐 で きる 方 法 を 見 つけ る か の 、 ど ち 
ら か し か あり ませ ん 。 日 本 は 有史 以来 初め て 、 伐 採 す る こと で 山 を 荒 ら 
す の で は な く 、 伐 採 し し を いこ と で 山 が 荒れ る と いう 不可 思 議 な 時 代 を 迎 
えて いる の で す 。 


上 里山 保全 を 視野 に 入れ て 始め られ た 樹木 葬 

間伐 材 を 売ら な く て も 間伐 で きる 方 法 と し て 、 里 山 保全 ビジ ネス を 興 
そう と いう 動き が 出 て き て いま す 。 例 えば 、 里 山 を 環境 教育 の 場 と し て 
提供 し 、 間 伐 作業 その も の を 体験 学習 と し て 商品 化 で きれ ば 、 間 伐 材 が 
売れ る か どう か に は 関係 な く 、 間 伐 は 行わ れ 、 結 果 と し て 里山 は 保全 さ 
れる こと に な り ま す 。 同 じ 様 に 、 林 業 以外 の 価値 を 山 に 見 い だ す こと で 
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樹木 葬 の 概念 図 。 人 工 物 を 極力 排除 する こと で 、 胃 は 土 に 
還 り 、 自 ら は 花木 に 生ま れ 変わ る 、 と いう イメ ー ジ を 感じ 
させ る 。 (千坂 和尚 の 著作 樹木 葬 和 尚 の 自然 再生 」 を 元 
に 作成 ) 


木曽 ノー ト (3) 山 


環境 保全 を 果たそ うと する 試み の 一 つ に 、「 樹 木 葬 」 が あり ます 。 

日 本 で 初め て の 本 格 的 な 樹木 葬 は 、1999 年 、 岩 手 県 一 関 市 の 祥 雲 寺 
別院 知 勝 院 ( 後 、 知 勝 院 と し て 宗教 法人 格 を 取得 ) の 千坂 住職 に よっ て 
は じ め ら れ ま し た 。 里山 保全 の 問題 と 都会 の 墓地 不足 の 問題 を 、 同 時 に 
解決 する 画 期 的 な 試み と 言わ れ て いま す 。 知 勝 院 で 行わ れ て いる 樹木 葬 
の 、 主 な 仕組 み は 以下 の 通り で す 。 


・ 時 山 の 一 角 を 、 樹 木 葬 の た め の 墓 地 と する 。 

(地元 住民 の 同意 を 受け た 後 、 一 関 市 か ら 墓地 と し て 許可 を 得 た 場所 ) 

・ 半径 1 m 以内 の 円 内 を 、 墓 所 使用 権 と し て 希望 者 と 契約 する 。 

・ 宗 教 や 宗派 は いっ さい 問わ な い 。 

・ 深 さ 1 m の 穴 を 掘り 、 直 接 遺 朋 を 埋葬 する 。 (散骨 で は な い ) 

・ 墓 石 は 一 切 お か ず 、 骨 毒 も 使わ な い 。 

・ 埋 骨 し た 場所 の 上 に は 、 ヤ マツ ツジ 、 エ ゾ ア ジ サ イ 、 ウ メモ ドキ な 
ど と いっ た 、 地 域 の 植生 に 合っ た 在 来 種 の 低木 (花木 ) を 植え る 。 

・ 半 径 1m 以内 は 、 他 の 契約 者 と は 重複 し て 埋 骨 せ ず 、 植 樹 さ れ た 
木 を 墓碑 の 代わ り と する 。( 他 者 と の 骨 の 混交 を 防ぐ ) 

・ 基 準 点 や 規準 木 か ら の 方 向 と 距離 を 測定 し て 台帳 に 記入 され 、 埋 骨 
場所 が が わか ら な く な る こと は な い 。 

・ 納 入金 と し て は 、 永 代 使用 料 50 万 円 を 支払 う 。 

・ 継承 者 は 、 年 会 費 と し て 毎年 8.000 円 支払 う 。 た だ し 、 こ の 里山 
の 行事 等 に 参加 し た く な けれ ば 、 年 会 費 は 納め な く て も 良い 。 

・ 樹 木 葬 墓地 は 知 勝 院 に よっ て 間伐 等 の 手入れ が され る 。 

・ 年 に 数 回 、 自 然 体験 研修 会 が 実施 され 、 契 約 者 ・ 継 承 者 は 、 間 伐 や 
棚田 の 手入れ な ど に 参加 する 。 (さまざま な 里山 保全 活動 を し な が ら 、 
同時 に お 墓参 り を し て いる こと に な る ) 

・ 間 伐 材 は 木炭 に 加工 され 、 川 の 水質 浄化 に 利用 され る ほか 、 墓 地内 
の ベン チ や 四阿 (あず まや ) な ど に 使用 され る 。 


千坂 住職 が 樹木 葬 の た め に 購入 し た 山 は 、 当 初 は 10m 先 が 見 通せ な 
い ほ ど 細 い 木 々 が 密集 する ヤブ 山 だ っ た そう で す が 、 知 勝 院 と 契約 者 た 
ち に よる 手入れ の 結果 、 豊 か な 自然 景観 が 回 復 。 今 で は 、 ニ ッ コ ウキ ス 
ゲ や エイ ザン スミ レ な どの 山野 草 が 咲き 乱れ 、 ゲ ンジ ボタ ル や エゾ イト 
トン ボ が 飛び 回 る 美しい 里山 へ と 変貌 し まし た 。2009 年 に は 、「 に ほん 
の 里 100 選 」( 萩 荘 ・ 厳 美 の 農村 部 ) に も 選ば れ て いま す 。 


馬 一 関 市 ・ 知 勝 院 の 樹木 葛 が も た らし た も の 

日 本 で 初め て と な っ た 知 勝 院 の 樹木 葬 の 試み は 、 マ スコ ミ で も 話題 と 
な り 、 順 調 に 契約 者 を 増やし て いき まし た 。2008 年 の 段階 で 、 約 750 
体 の 樹木 葬 が 行わ れ 、 生 前 契約 者 を 加え る と 1,500 件 に 達する ほど の 
盛況 ぶり で し た 。 今 で は 、 須 川 岳 を 水源 と する 磐井 川 支流 の 久保 川 流域 
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に 、 樹 木 葬 の た め の 山 だ け で な く 、 リ バー トレ ッ キ ング や 自然 観察 な ど 
が で きる 約 30 万 平方 メー トル も の 敷地 を 取得 し 、 里 山 ・ 川 ・ 棚 田 ・ 溜 
池 ・ 古 民家 まで 含め た 、 ト ー タ ル な 里山 保全 活動 を 展開 し て いま す 。 

2009 年 に は 自然 再生 推進 法 に 基づく 法定 協議 会 「 久 保川 イー ハト ー 
ブ 自 然 再 生協 議会 」 を 発足 。2010 年 に は 、 日 本 ユネ スコ 協会 に よっ て 
「 プ ロジ ェクト 未来 遺産 」 に 登録 され る まで に 至り ます 。 

「 樹 木琴 で 荒れ た 里山 を 再生 する 」 と いう 試み を 、 最 初 は まっ た く 理 
解 で き な か っ た 周辺 住民 も 、 少 し ずつ 、 そ の 意味 と 価値 を 実感 し は じ め 
て いま す 。 首都 園 か ら 契 約 者 ら が 自然 体験 研修 会 な どの 行事 で 訪れ る た 
びに 、 周 辺 住民 に よる 露店 が 立ち 並び 、 地 域 の 農産 物 や 、 ワ イン や チー 
ズ な どの 特産 品 が 販売 され 、 か つて は 全く 見 られ な か っ た 都市 生活 者 と 
の 交流 が 、 徐 々 に 芽生 えて き て いる の で す 。 


馬 都市 生活 者 の ニー ズ に マッ チ し た 樹木 葬 
知 勝 院 の 樹木 葬 が 予想 以上 に 受け 入れ られ た 背景 に は 、 お 墓 や 自然 環 
境 に 対す る 、 以 下 の よ うな 状況 や 意識 の 変化 が ある と 考え られ ます 。 


1) 大 都市 園 の 墓地 不足 

人 口 の 一 極 集中 が 進む 大 都市 園 で は 、 墓 地 不足 が 深刻 な 状況 に あり ま 
す 。 東 京都 が 2006 年 に 行っ た 試算 で は 、 都 内 で 1 年 間 に 新た に 必要 と 
され る お 墓 が 2 万 基 も ある の に 対し 、 民 間 霊 園 も 含め た 供給 数 は お よそ 
6.000 基 し か な いと され て いま す 。 さ ら に 、20 年 後に は 年 万 基 が 必 
要 に な る と も 予想 され て お り 、 墓 地 不足 を 解消 する た め に は 、 何 か ドラ 
ステ ィ ッ ク な 方 策 が 必要 だ と 言わ れ て いま す 。 

2 ) 高騰 する お 墓 の 値段 

需要 が 高く な れ ば 、 当 然 、 価 格 が 高騰 し ます 。2008 年 の 日 本 仏事 ネ 
ッ ト の 調査 に よる と 、 東 京 23 区 内 で 0.67 平方 メー トル の お 墓 を 新た 
に 建て る た め に 必要 な 費用 の 総額 (土地 代 十 墓石 代 ) は 、 お よそ 305 
万 円 。 身 内 に 死者 を 抱え な が ら 、 金 銭 的 な 事情 で お 墓 が 建て られ な い 人 
が 増加 し 、「 お 墓 難民 」 と いう 言葉 も 生ま れ ま し た 。 

3) 自然 破壊 を し て まで 墓地 は 必要 か 

首都 圏 の 墓地 不足 を 解消 する た め に 、 郊 外 の 山 や 野原 を 切り 開い て 、 
大 規模 な 墓地 開発 が 行わ れる こと が あり ます 。 こ うし た 墓地 開発 は 、 団 
地 や マン ショ ン な どの 宅地 開発 と 全く 同じ で 、 山 を 根こそぎ 伐採 し て か 
ら 、 コ ンク リー ト で 固め て 造営 され る の で す 。 剥 ぎ 出し に な っ た 山 の 斜 
面 一 面 に 墓石 が ズラ っ と 立ち 並ぶ さま は 、 異 様 で さえ あり ます 。 エ コ 志 
向 の 高まり と と も に 、 そ うし た 郊外 の 墓地 開発 を 好ま し く 思 わな い 人 が 
増え て き て いま す 。 

4 ) 少子 化 / 核 家族 化 に よる 継承 者 問題 

戦後 、 地 方 か ら 離 れ て 東京 に 出 て きた 人 た ち に と っ て は 、 先 祖 代々 の 
墓 を 守り 継ぐ と いう 考え 方 その も の が 成り 立た な く な っ て いま す 。「 お 
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東京 都 が 導入 を 図 ろ うと し て いる 樹木 墓地 の イメ ー ジ 図 。 
知 勝 院 の 樹木 欧 の よう に 、 一 人 一 本 で は な く 、 シ ン ボ ルツ 
リー で 代表 させ る 形式 。(「 都 立 霊園 に お ける 新た な 墓所 の 
供給 と 管理 に つい て 」 か ら 転 載 ) 
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墓 を 建て た と し て も 、 お 墓 の 跡継ぎ が いな い 」 と か 、「 子 供 は いる が 、 
死後 に 負担 を か けた く な い 」 と 考え る 人 が 多く な っ て き て いる の で す 。 
こう し た ニー ズ に 応え る も の と し て 、 コ イン ロッ カー 型 や 棚 型 の 小さ 
な 納骨 堂 を 用 意 し て 、 継 承 者 が いな く て も 永代 供養 を 保証 する サー ビス 
が 増え て いま す 。 お 墓 の マン ショ ン と も 呼ば れる こう し た サー ビス は 、 
従来 の 墓地 より も 安価 で 、 継 承 者 の 心配 も いら な いこ と か ら 、 既 に 大 都 
市 園 で は 一 般 的 な も の と し て 定着 し て いま す 。 

5) 大 きく 変化 し つつ ある 日 本 人 の 死生 観 

そん な 中 、「 お 墓 な ん て 必要 な い 」 と 考え る 人 も 増え て きま し た 。 見 
栄 や 体裁 の た め に 立派 な お 墓 を 建て る より 、「 死 ん だ ら 自 然 に 選 り た い 」 
と 考え る 人 が 増え て き て いる の で す 。 

日 本 消費 者 協会 が 2003 年 9 月 に 実施 し た 「 葬 儀 に 関す る アン ケー ト 
調査 」 に よる と 、 お 墓 で は な く 、 海 や 山 に 遺体 を 埋葬 し た り 散 骨 し た り 
する 「 自 然 葬 」 に つい て どう 思う か と いう 質問 に 対し て 、「 で きれ ば 自 
分 は そう し た い 」 が 10.19%、「 故 人 の 希望 な ら そ うす る 」 が 26.9%、「 法 
律 的 に 問題 な けれ ば そう し た い 」 が 7.8%、「 一 部 の 遺 灰 な ら 」 が 11% 
*、 合 わせ て 55.8% も の 人 が 自然 葬 に 青 定 的 な 回 答 を し 、「 自 分 は 墓地 
に 葬っ て ほし い 」 の 25.2% を 大 きく 上 回 る 結果 と な っ て いま す 。 


こう し た 状況 を 背景 に 、 知 勝 院 の 樹木 葬 は 都市 生活 者 の 心 を 掴み まし 
た 。 価格 も 安く 、 跡 継ぎ の 心配 も いら ず 、 墓 石 で は な く 美 し い 花 木 を 植 
え 、 契 約 金 で 間伐 な どの 手入れ が まかなわ れ 、 そ の 結果 と し て 里山 保全 
に 貢献 で きる … ま さ に 、 時 代 の ニー ズ に マッ チ し た 葬送 法 だ っ た の で す 。 
エコ や ロハス と いっ た 自然 回 帰 志向 の 高まり と 相まって 、 樹 木 葬 は 都市 
生活 者 の お 墓 に まつ わる 悩み を 解決 する も の と し て 、 今 後 ま すま す 一 般 
化し て いく と 予想 され て いま す 。 


馬 日 本 各地 で 広がり を 見 せる 樹木 葬 

ー 関 市 の 知 勝 院 で の 成功 を 受け て 、 千 葉 県 いす み 市 、 神 奈川 県 伊勢 原 
市 、 東 京都 大 島町 な ど 、 樹 木 葬 を 実施 する 墓地 や 霊園 が 続々 と 登場 し ま 
し た 。 東 京都 の 都立 霊園 で も 2012 年 か ら の 導入 を 宣言 し 、 墓 地 不足 を 
解消 し な が ら 、 都 市 緑化 を 実現 する 取り 組み と し て アピ ー ル し て いま す 。 

東京 都 が 進め よう と し て いる 樹木 葛 に は いく つか の タイ プ が あり ます 
が 、 中 で も 特徴 的 な の が 、 墓 標 と た な る シン ボル ツリ ー の 周辺 に 複数 人 の 
遺 朋 が 埋葬 され る と いう も の 。 知 勝 院 の 樹木 葬 で は 、1 人 1 本 ずつ 自 
分 の 墓標 と な る 木 が 植樹 され る の に 対し て 、 こ ちら は シン ボル ツリ ー1 
本 で 複数 人 を 合 葬 する 方 式 で す 。 こ れ に より 、 大 幅 な 省 ス ペー ス 化 が 図 
れる も の と 期待 され て いま す 。 

さら に は 、 埋葬 後 、 一 定期 間 が た て ば 「 自 然 に 還っ た 」 と みな され て 、 
別 の 人 の 遺骨 を 埋葬 し て スペ ー ス の 再 利用 を 図り た いと し て お り 、 徹 底 
し た 用 地 不 足 対応 が 試み られ ます 。 
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サー ト や レク チャ ー な ど 地 域 に 開か れ た チャ リティ ・ イ ベ 
ント な ど が 行わ れる こと も ある 。 (写真 提供 : 立命 館 大 学 ・ 

武田 史郎 准 教授 ) 
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この よう に 、 シ ン ボ ルツ リー に 合 葬 す る タイ プ の 樹木 葬 は 、1 人 あ た 
り の 用 地 も 小さ く て すむ こと か ら 、 費 用 が 格段 に 安く 抑え られ る も の と 
し て 歓迎 する 意見 が ある 一 方 で 、「 樹 木 葬 に は 興味 が ある が 、 同 じ 場 所 
へ の 重複 葬 に は 抵抗 を 感じ る 」 と いう 意見 も 寄せ られ て いま す 。 重複 葬 
し た 場合 、 自 分 の 遺 朋 が 他人 の 遺 朋 と 交 ざ る か も し れ な い 、 と 心配 する 
人 が 多い よう で す 。 お 墓 な ん て 要ら な いと 考え る 人 が 増え て いる と は い 
え 、 心 の どこ か で は 、 遺 骨 場 所 は や は り プ ライ ベー ト な も の と し て 明確 
に 保護 され た いと いう 気持 ち が 、 ま だ 根強い の か も し れ ま せん 。 


上 より 公共 性 の 高い イギリス の 自然 葬 

樹木 葬 の 先進 国 ・ イ ギリ ス で は 、 よ り 自 由 で 多様 な 樹木 葬 が 実施 され 
て いま す 。 遺骨 を 粉末 状 に 砕い て 山 全 体 に 散骨 する と いっ た 「 自 然 葬 」 
も 珍し く あ り ま せん 。 あ る い は 、 キ リス ト 教 の 伝統 的 な 習慣 か ら と いう 
理由 で は な く 、 火 葬 は CO。 を 排出 し て し まう か ら と いう 理由 で 、 山 へ 
直接 土葬 する と いう タイ プ の 樹木 葬 を 選択 する 人 も いま す 。 い ずれ の 場 
合 も 、 誰 が どこ に 埋葬 され て いる か と いう 個別 性 (プラ イベ ー ト 性 ) よ 
り 、 全 体 性 や 公共 性 (パブ リッ ク 性 ) を 重んじ る 考え 方 が 見 られ る よう 
に な っ て き て いま す 。 個人 的 な 埋葬 より も 、 樹 林 全 体 の ラン ドス ケー プ 
や 自然 保護 が 重要 視 さ れ て いる の で す 。 

と てこ で 、 立 命 館 大 学 理工 学部 准 教 授 ・ 武 田 史郎 氏 の 「 イ ギリ ス 自 然 葬 地 
と ラン ドス ケー プ 」 と いう 著書 か ら 、 個 別 性 より も 全体 性 を 重視 し た 樹 
木 葬 の 例 と し て 、 コ ル ニ ー・ ウ ッ ド ラン ド 公 園 埋葬 地 に 関す る 記述 を 、 
要約 し て 抜き 出し て み ま す 。 


【 コ ル ニ ー・ ウ ッ ド ラン ド 公 園 埋葬 地 の 樹木 葬 】 

・ 既 存 の 広葉 樹 を 選ん で 、 そ れ ぞ れ の 根元 に 、16 て 20 体 程 度 の 遺体 
を 放射 状 に 埋葬 し て いく 。 

・ 墓 標 と し て 、 新 た に 植樹 する こと は し な い 。 (既存 樹 を 活用 する ) 

・ 何 ら か の 墓標 を 希望 する 場合 は 、 埋 葬 場所 付近 に 小さ な 「 木 杭 」 や 

「 木 製 の ベン チ 」、「 上 巣箱 」 な ど が 設置 で きる 。 

・ 木 杭 や ベン チ ・ 上 巣箱 に は 故人 の 名 前 を 記す こと は で きる が 、 実 際 に 
は 、 よ く よ く 注 意 し て みな いと わか ら な い ほ どの さり げ な さ で 、 上 巣箱 
に いた っ て は 、 ど れ が 誰 の も の か 遠目 に は 全く わか ら な い 。 

・ 恒 久 的 な 墓標 を 設置 し な い 代 わり に 、 コ ンピュータ 上 の 図面 デー タ 
に その 埋葬 地 は 全て 記録 され 、 墓 参 者 は いつ で も 閲覧 可能 。 

・ 埋葬 料 を 資金 と し て 、 間 伐 な どの 手入れ が 行わ れる 。 

・ 埋 葬 地 と いう 印象 は 全く な く 、 明 る い 森 林 公 園 と いっ た 様相 。 

・ 敷 地内 の 建築 施設 で は チャ リティ コン サー ト な ど が 行わ れる こと も 
あり 、 契 約 者 だ け で な く 、 周 辺 住民 の 束 い の 場 と し て 機能 し て いる 。 


この よう に コル ニー・ ウ ッ ド ラン ド で は 、 個 別 の 埋葬 の 痕跡 が か な る だ 
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け 目 立た な いよ う 配 慮 され て いて 、 高 い 公共 性 が 確保 され て いま す 。 そ 
の た め 、 お 墓 と は 全く 関係 の な い 人 た ち も 自 由 に 散策 する 自然 公園 と し 
て 活用 され て いる の で す 。 


目 樹木 葬 の 3 パター ン 
これ まで 見 て きた よう に 、 樹 木 葬 の 形態 は 、 遺 朋 と それ に 対応 する 樹 
木 の 間 に 成 り 立 つ 関係 に 着目 する こと に より 、 以 下 の 3 パタ ー ン に 分 類 
する こと が で きま す 。 


1) 1 対 1 / 個人 別 樹 木 葬 タイ プ (一 関 市 知 勝 院 の 樹木 葬 ) 

遺 朋 を 埋葬 する た びに 、 墓 標 と し て 樹木 を 植樹 し て いく も の 。 誰 が ど 
の 木の下 に 眠っ て いる か が 特定 で きる の で 、 プ ライ ベー ト 性 を 保っ た ま 
ま 、 里 山 保全 が 可能 と な り ま す 。 た だ し 、 よ ほど スペ ー ス に 余裕 が な い 
限り 、 あ まり 大 木 に た る も の を 使用 する の は 難し く 、 低 木 に 限定 され る 
場合 が 多い よう で す 。 

2) 1 対 多 / シン ボル ツリ ー 合 葬 タ イプ (東京 都営 墓地 の 樹木 墓地 ) 

1 本 の シン ボル ツリ ー に 対し て 複数 の 遺 角 を 合 葬 す る も の 。 省 スペ ー 
ス を 図り な が ら 、 効 率 的 に 緑 を 増やす こと が 可能 。 個人 別 樹木 葬 よ り も 
大 木 を 選ぶ こと が で きる た め 、 日 本 人 に と っ て 人 気 の 高い 桜 な ど を 墓標 
と する こと が で きる と いう 利点 も あり ます 。 

3) 多 対 多 / 樹林 全体 樹木 葬 タ イプ (コル ニー・ ウ ッ ド ラン ド 公 園 ) 

樹林 全体 の 木々 の バラ ンス を 見 な が ら 、 適 切な 樹木 の 下 に 複数 人 を 埋 
葬 し て いく タイ プ 。 新 た に 植樹 する の で は な く 、 荒 れ た 山 を 手入れ し な 
が ら 、 既 存 樹 を 活用 し よう と する 場合 が 多い よう で す 。 誰 が どこ に 埋葬 
され て いる か と いう プラ イベ ー ト 性 より も 、 山 全体 を 魂 が 眠る 場所 と し 
て 捉え 、 パ ブリ ッ ク な 自然 公園 に し よう と する も の で す 。 


いずれ の タイ プ に お いて も 、 樹 木 葬 は 環境 保全 に 寄与 し ます 。 樹木 葬 
の 契約 者 か ら 集め た お 金 で 、 間 伐 す る た め の コ スト が 担保 され ます か ら 、 
荒れ て いく 山 を 保全 する 方 法 と し て 有効 な の で す 。 そ の 意味 で は 、 樹 木 
葬 は 「 死 ん だ ら 自 然 に 選 り た い 」 と いう 個人 的 な 思い を か な える だ け で 
な く 、「 里 山 保全 に 貢献 する 」 と いう 公 的 な 側面 を も 併せ 持っ た 死に 方 
と 言え る で し ょ う 。 し か し 、 樹 木 葬 の 意義 は 、 墓 地 不足 解消 と か 里山 保 
全 だ け に と どまり ませ ん 。 

従来 の 日 本 の 墓地 は 、 ど ちら か と いう と 、 和 気味 が 悪い 場所 だ っ た り 、 
ちょ っ と 怖い 場所 で あっ た り し まし た 。 樹 木 葬 の 場合 は 、 美 し い 里 山 や 
森林 公園 と な る わけ で すか ら 、 従 来 の 墓地 より 人 が 集まる 場所 と な る の 
で す 。 そ し て 、 死 者 の 生ま れ 変 わり と も 言え る 木々 に 触れ る と き 、 そ れ 
は 同時 に 、 人 の 「 死 」 に 触れ る 機会 与え られ て いる と も 言え る の で す 。 
樹木 葬 は 、 従 来 の 墓地 の カタ チ を 変え る だ け で な く 、 墓 地 の 意味 や 価値 
を 変え る 試み で も あり ます 。 
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馬 樹木 葬 の 意味 

どん な に 健康 に 留意 し て も 、 人 は 誰 で も 必ず 死に ます 。 し か し 、 現 代 
社会 は 、 で きる だ け 「 死 」 を 遠ざけ て 、 考 えな いよ うに し よう と する 社 
会 で す 。 日 本 人 の 80% 以 上 は 病院 で 死に 、 そ の まま 清浄 処理 に 回 され 、 
遺体 と な り 、 遺 久 と な り ま す 。 まる で ベル トコ ン ベ ア で 運ば れる よう に 、 
「 死 」 は 処理 され て いき ます 。 そ こ で は 決し て 「 死 」 が 露 わ に な る こと 
が あり ませ ん 。 そ し て 「 死 」 の 行き 着く 先 は お 墓 と いう こと に な る の で 
す が 、 東 京 な どの 大 都会 で は 、 そ の お 墓 が また 、 遠 い 郊 外 か ビル の 中 に 
隠さ れる の で す 。 お 墓参 り で も な い 限 り 、 墓 地 に 近づく こと は あり ませ 
ん 。 現代 社会 と は 、「 死 」 と いう と て も 重要 な 出来 事 が 徹底 し て 隠さ れ 
て いる 社会 と 言え る の で す 。 

こう し た 「 死 の 不在 」 が 、「 生 の 希薄 さ 」 を 生ん で いる と いう 指摘 が 
あり ます 。 こ て 数 年 、 年 間 3 万 人 を 超え る 人 が 「 自 殺 」 し て いる こと 、 
さら に は 、20 代 ・30 代 の 若者 の 死因 の 第 一 位 が 、 病 気 や 事故 で は な く 

「 自 殺 」 で ある と いう こと 。 こ うし た 事実 は 、 日 本 か ら 「 生 きる 力 」 が 
急速 に 失わ れ て いる こと の 証 な の か も し れ ま せん 。 

そし て 「 死 の 不在 」 は 「 食 の 希薄 さ 」 と も つなが り ま す 。 ス ー パ ー や 
コン ビニ に は 、 肉 も 魚 も あら か じ め 加 工 さ れ 、 キ レイ に パッ ク 詰 め さ れ 
て 並び ます 。 そ れ ら が か つて 私 た ちと 同じ 「 い きも の 」 だ っ た と いう 痕 
跡 は 、 こ れ っ ぽ ち も 残 され て いま せん 。 私 た ちの 社会 は 、「 い きも の 」 
を 殺し て 食べ て いる と いう 事実 が 、 全 く 見 えな いよ うに され て いる 社会 
な の で す 。 だ か ら 、「 食 」 も また 「 死 」 と 同様 に 、 隠 され て いる と 言え 
ます 。 こ うし た 状況 の 中 で 、 私 た ち は 自ら の 「 健 康 」 を 心配 し 、「 生 物 
多様 性 」 を 問題 に し 、「 地 球 温暖 化 」 を 気 に 掛 け て いる の で す 。 

日 本 は 、 今 、 超 高齢 化 社 会 を 迎え よう と し て いま す 。 ど ん な に 目 を 背 
け よ うと も 、 こ れ か ら た くさ ん の 「 死 」 と 向かい 合わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 ど こと で どの よう に し て 「 死 」 を 迎え る か 、 人 々 の ニー ズ も 現実 も 、 
想像 で き な い くら い 多 様 化し て いく こと で し ょ う 。 そ の と き 、 日 本 は 、 
これ まで の よう に 「 死 」 を 見 な い 社 会 の まま で いら れる で し ょ うか 。 

そう 考え る と 、 木 曽 が その 豊か な 地域 資源 を 活用 し て 「 健 康 保養 地 」 
と な る こと を 目指 す と き 、 同 時 に 、「 樹 木 葬 」 と いう 新しい 死に 方 を 提 
案 す る こと に は 、 と て も 大 き な 意 味 が ある よう に 思わ れ ま す 。「 生 」 と 

「 死 」 が コイ ン の 裏表 の よう に 、 ど ちら か 一 方 だ け で は 存在 し 得 な いも 
の で ある 以上 、 健 康 に 生き る た め の 方 法 は 、 き ちん と 死ん で いく た め の 
方 法 と 、 同 時 に 提示 され る べき だ と は 言え な いで し ょ うか 。 

長い 間 、「 死 」 に 向かい 合う た め の 方 法論 は 、「 宗 教 」 か 「 哲 学 」 の 役 
割 で し た 。 現在 の 日 本 の 法律 で は 、 墓 地 を 運営 で きる の は 「 宗 教 法人 」 
か 「 地 方 自治 体 」 に 限ら れ て いま すか ら 、「 死 」 に つい て の 「 哲 学 」 は 、 

「 地 方 自治 体 」 か ら 発信 され る し か な い の で は な いで し ょ うか 。「 生 」 
と 「 死 」 に つい て 、 既 に 1,000 年 以上 も 考え 続け て きた 歴史 を 持つ 御 鐘 
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木曽 ノー ト (3) 山 


山 を 背景 に 持つ 木曽 町 は い 、 そ うし た メッ セー ジ を 日 本 中 に 発信 する こと 
が で きる 、 数 少な い 町 だ と 考え られ る の で す 。 


目 木曽 が 樹木 葬 を する こと の 意義 

樹木 琴 は 、 そ の 人 性格 上 、 死 ん で か ら 遺 族 が 場所 を 探し て 申し 込む と い 
う よ り も 、 生 き て いる 間 に 自 分 の 意志 で 契約 する と いう ケー ス が 多く 見 
られ ます 。 そ し て 、 生 前 契約 で 樹木 葬 を 申し 込ん だ 人 の 中 に は 、 い ずれ 
自分 が 眠る こと に な る 里山 の 近く で 老後 を 過ごそ うと 、 移 住 を 決意 する 
人 も 少な く あ り ま せん 。 そ うし た 人 に と っ て 、 町 が 「 日 本 で 最も 美しい 
村 」 に 認定 され る 契機 と な っ た 「 開 田高 原 」 や 、 リ ゾー ト 別 荘 地 と し て 
名 高い 「 木 曽 胞 高原 」 な ど が ある 木曽 町 は 、 最 高 の ロ ケー ショ ン と な る 
は ず で す 。 今後 進め て いこ うと し て いる 「 健 康 保養 地 」 と し て の ハー ド 
や ソフ ト が 整備 され て いけ ば 、 さ ら に 大 き な 価 値 を 生む は ず で す 。「 良 
く 生 きる 」 た め の 「 健 康 保養 地 」 構 想 と 、「 死 ん だ ら 自 然 に 還る 」 た め 
の 「 樹 木 葬 地 」 構想 は 、 その 意味 で も 連携 し て 考え られ る べき も の で す 。 
また 、 移 住 と まで は 行か な を く と も 、 自 分 が や が て 眠る こと に な る 里山 
に 、 自 分 の 子ども や 孫 た ちと と も に 訪れ て 、 山 の 間伐 や 下草 刈り を 行っ 
た り 、 山 菜 採 りや キノ コ 狩 り を 楽し む 人 も 多く 見 られ ます 。「 樹 木 葬 」 
を 選択 する こと で 、 は じ め て 本 格 的 な 自然 環境 に 触れ る 機会 を 得る こと 
に な る 人 も 多い の で す 。 こ うし た 人 た ち に 、 木 曽 は 最高 の 「 環 境 教育 」 
の 場 を 提供 で きる は ず で す 。 本 当 の 「 環 境 教育 」 と は 、 単 に 「 自 然 を 守 
り ま し ょ う 」 と か 「 生 物 多様 性 を 大 切 に し まし ょ う 」 と いう こと で は な 
く 、「 人 間 が 自然 の 一 部 で あり 、 す べ て の いき も の の 命 が つ な が っ て い 
る こと 」 を 身 を も っ て 体感 する こと に ある は ず で す 。 そ の 意味 で 、「 樹 
木 葬 」 は 「 環 境 教育 」 と も 連携 し て 捉え る べき テー マ と 言え る の で す 。 


< 木 替 の 山 ビ ジネス の 可能 性 > 


款 教 を 超 * て 「 生 ょ 死 ] を 考え る 


山 
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ト 慣 昌 
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者 長野 県 環境 保全 研究 所 


永井 信二 x 富 極 才 
忠 の 道 、 風 の 道 、 水 の 道 。 


生物 多様 性 と と 、 と これ か ら の 木曽 の 生き る 道 


永井 信二 (な が いし ん じ ) 

昆虫 学者 。 日 本 昆虫 分 類 学会 会 員 。 愛 媛 県 松山 市 生ま 
れ 。 木曽 在住 。300 種類 以上 も の 昆虫 の 新種 発見 者 と 
し て 知ら れる 。 昆虫 図鑑 な どの 監修 ・ 執 筆 多数 。 


富 極 均 (と が し ひと し ) 
地質 学者 。 長 野 県 環境 保全 研究 所 主任 研究 員 。 山 形 県 
鶴岡 市 生ま れ 。 信 州 大 学 大 学院 理学 研究 科 修了 。 地 質 
学 が 自然 保護 や 環境 保全 に 対し て 何 が で きる か 、 と い 
う 視 点 か ら 、 環 境地 質 学 を 研究 。 信 州 の 里山 に 関す る 
総合 研究 に 取り 組む 。 


軸 


較 


今日 は 「 木 曽 の 生物 多様 性 」 を テー マ に 、 永 井 さん と 富 極 さ ん 、 お 
二 人 の 識者 を お 迎え し て 、 座 談 会 を さす せ て いた だ きま す 。 

永井 さん は 日 本 を 代表 する 昆虫 学者 で あり 、 幼 い 頃 か ら ず っ と 昆虫 
を 追い か け 続 け て 来 ら れ て 、 文 字 通り 、 生 物 多 様 性 その も の を 肌 で 
実感 する よう な 生き 方 を され て きた 方 だ と 思い ます 。 一 方 、 富 極 さ 
ん の 方 は 、 長 野 県 環境 保全 研究 所 と いう 県 立 の 研究 機関 で 、 地 質 学 
の 立場 か ら 生物 多様 性 を 考え る 「 環 境地 質 学 」 と いう 、 極 め て 新 し 
い 学 問 を 専門 と され て いる 研究 者 で あり ます 。 今日 は 、 こ の お 二 人 
を 中 心 に 幾 人 か の オブ ザー バー の 方 が た を 交え 、「 生 物 多 様 性 」 と 
いう こと か ら 見 た 木曽 の 価値 に つい て 、 話 し 合え た ら と 思っ て お り 
ます 。 よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 


よろ し く お 願 いい た し ます 。 


1) 生物 多様 性 と は 、 何 か ? 
昨年 、COP10 と いう 世界 会 議 が 名 古屋 で 開催 され た わけ で す が 、 そ 
れ 以 来 「 生 物 多様 性 」 と いう 言葉 は 、 こ こ 日 本 で も すっ か り 定 着 し 
た よう に 思わ れ ま す 。 こ の 言葉 は 、 ま あ 字 面 が 漢字 ば か り で ある 、 
と いう こと か ら み て も 明らか な よう に 、 人 外来 語 の 翻訳 で あり 、 ち ょ 
っ と 厄介 な 言葉 で も ある と 思う の で す が 、 そ う 思 う 間 も な く 市 民権 
を 得 て し ま いま し た 。 そ の 結果 、「 生 物 多様 性 」 と いう と すぐ 「 絶 
滅 危 恨 種 を 守り まし ょ う 」 と か 、「 里 山 を 保全 し まし ょ う 」 と いっ 
た 話 に 、 当 た り 前 の よう に 結び つけ られ る ば か り で 、 そ も そ も 「 生 
物 多 様 性 と は どう いう こと な の か 」 と か 、「 な ぜ 生 物 多様 性 が 大 事 
な の か 」 と いっ た こと は 、 全 く 議 論 さ れる こと な く 、 た だ 言葉 だ け 
が 一 人 歩き し て いる よう な 気 が し て いま す 。 
そこ で 、 ま ず 最 初 に 、 そ も そ も 「 生 物 多 様 性 」 と は いっ た い 何 な の 
か 、 お 二 人 そ れ ぞ れ が 理解 され て いる こと を 、 ス トレ ー ト に お 聞き 
し た いと 思い ます 。 ま ず 、 富 極 さ ん か ら 、 い か が で すか ? 


確か に 「 生 物 多 様 性 」 と は 、 す ご くわ か り に くい 言葉 だ と 思い ます 。 
改め て 定義 を 問わ れる と 、 あ あ で も な い 、 こ う で も な いと いう 議論 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


が 延々 と 続く 位 、 広 く 深い 話 に な る と 思い ます 。 そ れ で 、 私 の 場合 、 
どう や っ て 自分 の 気持 ちの 中 で ケリ を つけ て いる か と いう と 、「 基 
本 的 に は 、 全 て の 命 は 尊い 」 と いう こと に 尽き る の か な 、 と 思っ て 
いま す 。 


それ は 、 た と えど ん な に 人 間 に と っ て 害 を 与え る 存在 で あっ た と し 
て も 尊い 、 と いう こと で す よ ね ? 


そう で す 。「 基 本 的 に 、 全 て の 命 は 尊い 。」 

一 見 、 人 間 に と っ て 全く 必要 が な いと 思わ れ て いる 生き 物 や 、 あ る 
い は 害 が ある と 思わ れ て いる 生き 物 で さえ も 、 人 間 の 知ら な いと こ 
ろ で は 、 も の すご く 役 に 立っ て いる か も し れ な いわ け で すか ら 。 


確か に その 通り だ と 思い ます 。 た だ 、 確 か に その 通り だ と 頭 で わか 
っ て は いる も の の 、 そ の こと の 意味 を し っ か り 掴 お むこ と は と て も 難 
し い 。 例 えば 、 生 物 ど ころ か 、 人 間 に 対 し て で さえ 、 本 当 に いろ ん 
な 人 が いる だ と か 、 い ろ ん な 人 種 が いる だ と か 、 そ うい っ た 現実 を 、 
人 間 と いう も の は どこ まで 引き 受け る こと が で きる の か 、 自 分 は ど 
こま で 許容 で きる の か 、 そ うい う 不 安 が 私 に は あり ます 。 

や っ ぱり 、 ど う 見 て も 相容れない 人 が いる 。 ど う 逆 立ち し て も 価値 
観 が 違う 人 が いる 。 場合 に よっ た ら 、 憎 し みや 怒り さえ 覚え て し ま 
う 人 が いる 。 そ うい う 現 実 を さて お いて 「 生 物 多様 性 」 と か 言っ て 
みた と ころ で 、 ど うな ん だ ろう 、 と 思っ て し まう 自分 が いる ん で す 
よね 。 


ちょ っ と 切り 口 を 変え て 言う と ね 、 小 学校 教育 で 「 み ん な お 友達 だ 
よ 」 と 無理 矢 理 言っ て ます よね 。 だ けど 、 ど うし て も 友達 に な れ な 
い 人 は いる わけ で す よ 。 そ れ と 同じ よう に 、「 す べ て の 生き 物 は 友 
達 だ 」 と いう 言い 方 が あり ます 。 だ けど 、 マ ムシ と 友達 に な れ ま す 
か ? な れ ま せん よね 。 嫌い な 人 も 、 怖 い マ ムシ も 、 ど ちら も 友達 に 
は な れ ま せん 。 だ けど 、 相 手 が ど ん な 存在 か を 、 知る こと は で きる 。 
要する に 、 友 達 に な る こと が 大 事 な の で は な く 、 相 手 を 知る こと が 
大 事 な の で す 。 

と こいつ は こう いう ヤツ な ん だ か ら 、 こ れ く らい の 距離 を 置 こ う 、 と 
いう こと が わか れ ば いい わけ な ん で あっ て 、 そ れ が 理解 する こと な 
ん だ と 思う ん で す よ ね 。 


問題 は 、 知 る こと を すっ 飛ば し て 、 価 値 を 比べ て し まう こと だ と 思 
うん で す 。 あ る も の と も う 一 つ 別 の も の が いて 、 ど っ ち が 価 値 が あ 
る か 比べ る こと は 、 本 来 で き な い は ず の も の な ん で す よ ね 。 


木曽 ノー ト (4) いき も の 
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た だ 、 人 間 と いう の は 、 悲 し いこ と に 「 比 較 す る こと で 認識 し て き 
た 」 と 、 ま あ 、 言 語 哲 学 的 に は そう 言わ れ て いま すね 。 知 る こと と 
は 、 比 較 し 区 別 す る こと で ある 、 と 。 あ る も の と も う 一 つ 別 の も の 
の 間 に 線 を 引き 、 違 い を 明らか に し て 区 別 す る こと 、 イ コー ル 理 解 
する こと で ある 、 と いう 宿命 が ある 。 


だ けど 、 人 間 と いう の は 、 対 象 と を る も の の こと を 全て 知る こと は 
不可 能 な わけ で あっ て 、 人 間 の 知ら な いと ころ で 、 す ご くい いこ と 
を し て いる か も し れ な いん で す よ ね 。 だ か ら 、 ど ん な 生き 物 で も 、 
態 系 の 中 で 何ら か の 作用 を 及ぼ し て いる わけ で 、 短 絡 的 に 怖い と 
か キモ チ 悪 いと か で は な く て 、 そ れ ぞ れ が どん な 関係 に ある の か 、 
お 互い の 関係 性 を 尊重 し た い 、 と 思う ん で す 。 


それ が 、 多 分 、「 知 る こと 」 だ ろう と 思う ん で すね 。 そ れ も 、 ち ゃ 
ん と 知る こと 。 ち ゃ ん と 知る こと が で きれ ば 、 距 離 が ちゃ ん と 取れ 
る 。 個人 個人 、 あ る い は 種 と か 群れ の 中 で 、 お つき あい が で きる 。 


つま り 「 生 物 多 様 性 」 が 、 今 、 と て も 重要 な 意味 を 持っ て いる の は 
何故 か と いう と 、 我々 が あま り に も 自然 を 知ら な く な っ て し まっ た 、 
だ か ら 、 も っ と 自然 を ちゃ ん と 知ら な けれ ば な ら な い 、 そ うい うこ 
と の 現れ で ある 、 と いう こと に な り ま すね 。 


自然 を 知ら な い 人 が 自然 を 語る 言葉 っ て 、 と っ て も 曖昧 で す よね 。 

「 ム シ っ て さ ー」 と 簡単 に 言う 。「 お い お い 、 ち ょ っ と 待て よ 」 と 。 
「 ム シ っ て 70 万 種類 いる ん だ けど 、 ど の ムシ だ よ 」 っ て 思わ ず 突 っ 
込み た く な る 。 (笑い ) 


ムシ 、 で 十 把 一 絡 げ る な 、 と 。 (笑い ) 


だ か ら 、 自 然 に つい て 語る ん で あれ ば 、 や っ ぱり 細か いと ころ を 知 
っ て いか な いと 、 全 く 何 も 語れ な い 。 細 か いこ と を 知り た いと いう 
好奇 心 が 、 ま ず 必 要 な ん で す 。 も の を 知 ろ うと する 方 向 性 が その 人 
に 芽生 えな いと 、 自 然 は お ろか 、 自 分 の こと さえ わか ら な い 、 そ う 
思う わけ で す 。 


な る ほど 、 人 間 は 、 本 来 、 自 然 の 一 部 で ある は ず な の に 、 あ まり に 
も 自然 の こと を 知ら な さす ぎる よう に な っ て し まっ た 。 そ し て 、 今 
や 、「 自 然 を 知ら な い 」 と いう こと か ら 来 る 弊害 を 抱え て いる 、 だ 
か ら 自 然 を 知る た め の い ろ ん な ツー ル が 必要 と な っ て いて 、 そ の 方 
法論 の 一 つが 「 生 物 多様 性 」 で ある 、 そ うい うふ うに 言え る の か な 、 
と 思い まし た 。 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


2 ) 木曽 は 生物 多様 性 の 宝庫 

司会 さて 、 こ こ で 、 少 し 観点 を 変え て 、 富 極 さ ん が 研究 され て いる 「 環 
境地 質 学 」 と いう こと に つい て お 聞き し た いと 思い ます 。 学 問 と し 

て も 比較 的 新しい 、 と て も 今日 的 な ジャ ン ル だ と 思う の で す が 、「 環 

境地 質 学 」 と は どう いう 学問 な の か 、 少し 説明 し て いた だ け ま すか が 。 
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従来 の 地質 学 と いう も の は 、 も と は 鉱山 開発 か ら は じ ま っ て 、 地 下 
資源 を 見 つけ 出し 、 そ れ を うま く 利 用 する た め の 必 要 か ら 生 まれ た 
学問 だ っ た わけ で す 。 そ れ が 地球 や 生命 の 歴史 を 解明 する 方 面 ま で 
広がり 、 応 用 面 で 言う と 、 例 えば ダム や 鉄道 を 作る と いっ た 大 き な 
土木 工事 に も 役立っ て きま し た 。「 環 境地 質 学 」 は さら に それ を 発 
展 さ せ て 、 地 質 学 の 見 方 や 知識 を 地域 の 環境 保全 に 役立て た り 、 そ 
の 土地 の より 良い 活用 の 仕方 に 適用 させ た りす る 、 そ うい う 立 場 に 
立っ つた 研究 を する 分 野 な の で す 。 


司会 具体 的 に は 、 ど ん な 局面 で 「 環 境地 質 学 」 は 活用 され て いる の で し 
よう か ? 


例え ば 、 あ る 希少 植物 が あっ た と し て 、 そ れ を 何と か 保全 し た い 、 
と いう 場合 、 そ の 植物 が 生き て いく た め の 環 境 そ の も の を 守ら な い 
と いけ な いわ け で す 。 そ うす る と 、 そ この 水分 条件 と か 、 土 壌 の 性 
質 と か 、 も っ と いう な ら 、 そ この 気候 的 な 要因 な ども 見 な けれ ば な 
り ま せん 。 そ の 全体 を 支え る 環境 基盤 を 理解 する 、 そ れこ そ が 地質 
学 の 得意 と する 範 晴 な の で す 。 特 に 、 湿 地 や 湿原 に 生息 する 植物 な 
どの 場合 は 、 そ この 水 環境 が 何 に よっ て コン トロ ー ル され て いる か 
知る た め に 、 降 っ て きた 雨 が どう いう 経路 を 通っ て 、 ど うい う 地 質 
に よっ て 地下 水 と な り 、 ど うい う 土 壌 を 形成 し て いる か を 調べ て み 
る 。 そ うす る と 、 そ の 環境 を 守る た め の 、 よ り 具 体 的 な 方 法 が わか 
る わけ で す 。 
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司会 な る ほど 、 面 白 そ う で すね 。 で は 、 そ の 環境 地質 学 と いう 立場 か ら 
みた 場合 、 こ こ 木 曽 は 、 ど ん な 風 に 記述 され る べき 場所 な ん で し ょ 
うか 。 
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は い 、 実 は 、 こ の 木曽 と いう 場所 は 、 少 な く と も 環境 地質 学 的 見 地 
か ら 言う と 、 と て も 希有 な 、 貴 重 な 場所 で ある と 思い ます 。 

それ は 、 も ちろ ん 、 御 獲 山 と 木曽 胸 ヶ 岳 と いう 2 つの 山 に あり ます 。 
0005 ンク この 2 つの 山 が 非常 に 近い 距離 で 対 財 し て いる 。 そ れ が 、 地 質 学 的 
MOWHeSME i に 見 る と いか に 特異 な こと と か と いう こと を 、 私 と し て は 強調 し て お 
(画像 は GoogleMap) きた いと 思い ます 。 


木曽 町 を 挟ん で 対 財 す る 2 つの 名 峰 。 
御 獲 山 (上 ) と 木曽 駒ヶ岳 ( 下 ) 
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つま り 、 木 曽 町 は 、 少 な く と も 地質 学 上 は 、 世 界 の 他 の どの 場所 に 
も な い 「 特 別 な 場所 」 と いう こと で す よ ね 。 と て も 大 事 な 話 に な っ 
て きま し た 。 そ こ を も う 少 し 詳し く 、 解 説 し て いた だ け ま すか 。 


山 の で き 方 に は 二 通り あり ます 。 一 つ は 、 地 下 か ら マ グマ が 噴出 し 
て 、 そ れ が 幾 層 も の 溶岩 層 や 火山 灰 層 を 形成 し 、 積 み 重 な っ て 高く 
な る タイ プ の 山 。 も う 一 つ は 、 地 下 で 固まっ た マグ マ が 全体 で 隆起 
し た 後 、 回 り が 削ら れ て し まっ て で きる タイ ブ プ の 山 。 

御 獄 山 は 前 者 で あり 、 木 曽 有 銘 ヶ 岳 は 後者 に な り ま す 。 

その まっ た く ル ー ツ の 違う 山 、 し か も 両者 と も に 3,000m 級 の 高い 
山 が 、 こ ん な 至近 距離 で 並ん で 立っ て いる 、 と いう の は 他 で は 考え 
られ な い ほ ど 特 異な こと な ん で す 。 こ ん な 場所 は 他 に は あり ませ ん 


単に 2 つの 高い 山 が 木曽 町 を 挟ん で いる 、 と いう だ け で は な いん で 
すね 。 


まさ に 日 本 列島 の 成り 立ち の 縮図 が 、 こ こ に ある 。 し か も 、 木 曽 駒 
ヶ 岳 は 7,000 万 年 ほど 、 御 獄 山 は 数 十 万 年 も の 歴史 が あり ます 。 


富士 山 な ん か より 、 よ っ ぽ ど 古い ん で す よ ね 。 


そう で す 、 富 士 山 より ずっ と 古い で す 。 

駒ヶ岳 に 比べ る と 比較 的 新しい 御 獄 山 に し て も 、 そ の 御 獄 山 が 乗っ 
て いる 土台 その も の は 、 一 億 年 と か の オー ダー の と て も 古い 、 日 本 
列島 の 背骨 と も 言う べき 美濃 帯 と 呼ば れる 岩石 な ん で す 。 

その 地殻 を 破っ て 、 ポ コ っ と 現れ た 火山 が 御 狼 山 な ん で す が 、 ポ コ 
っ と 、 と 言っ て も 、 数 十 万 年 の 時 間 を か け て 形成 され て きた も の な 
の で 、 そ の 間 の 気候 変動 を くぐり 抜け て 来 た 山 な わけ で す 。 そ の た 
め 、 御 獄 山 の 植生 は と っ て も 豊か で 、 か た や 、 富 士 山 の 植生 は と っ 
て も 貧弱 、 そ うい うこ と が 言え る と 思い ます 。 


簡単 に 言う と 、 富 士 山 は 歴史 が 浅 す ぎ て 、 ま だ 十分 に 植物 さえ 棲み 
つい て いな いけ れ ど 、 御 獄 山 は 歴史 が 古い か ら 、 あ ん な に 頂上 付近 
まで いろ ん な 植物 が 棲息 し て いる 、 と いう 理解 で 大 丈夫 で すか 。 


そう で す 、 そ の 通り で す 。 


な る ほど 、 だ か ら 、 岩 石 だ ら け の ハダカ の 富士 山 よ り 、 高 山 植物 が 
た くさ ん 見 られ る 御 獄 山 の 方 が 、 登 っ て いて ずっ と 楽し い 、 と よく 
言わ れる わけ で すね 。 

ここ で 少し まとめ る と 、 木 曽 町 は 、 全 く 出 自 の 違う 高い 山 が 2 つ 並 
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ムシ ヒキ アブ (wikipedia か ら 引用 ) 永井 
GNU Free Documentation License 
作者 : Fir0002/Flagstaffotos 


ん で いて 、 し か も 、 ど ちら も と て も 歴史 の 古い 山 で ある 、 と いう こ 
と で 、 地 質 学 的 に 見 て 、 ま さ に 「 特 別 な 場所 」 と いう こと で す よ ね 。 
*、 今 の 富 極 さん の 話 を うか が っ て いて 、 ふ と 、 以 前 、 永 井 さ ん か 
ら お 聞き し た 興味 深い お 話 を 思い 出し まし た 。 

永井 さん は 、 昆 虫 を 追っ て 、 世 界 中 を 駆け 巡っ て 来 ら れ た 方 だ と 思 
う の で す が 、 そ の 永井 さん が 、「 終 の 住処 」 と 言っ た ら 怒 られ る か 
も し れ な いで すけ れ ど (笑い )、 と に か く 、 世 界 中 を 回 られ た 果て 
に 、 今 、 わ ざわ ず ざ 木 曽 町 を 選ん で 住ま われ て いる 。 そ れ で 、 あ る 時 
「 そ れ は 何故 で すか ? 」 と 聞い て みる と 、「 昆 虫 と いう 観点 か ら 見 
る と 、 木 曽 が 一 番 面 白い か ら 」 と 答え られ た ん で す 。 

木曽 は 、 北 に 棲息 する 昆虫 の 南限 と 、 南 に 棲息 する 昆虫 の 北限 が 、 
ちょ うど 交わ る 場所 で 、 両 方 の 昆虫 が 同時 に 見 られ る 珍し い 場 所 。 
そこ に 、300m か ら 3,.000m ま で の 標高 差 が 加わ っ て 、 本 当 に 多種 多 
様 な ムシ が 棲息 し て いる 。 だ か ら 、 色 鮮やか な 蝶 が いる と か 、 も の 
すご く 奇 抜 な 昆虫 が いる と か 、 そう いう 派 手 さ は 全く な いけ れ ど も 、 
同じ 種 で も ちょ っ と し た 違い の バリ エー ショ ン が 見 られ て 、 本 当 に 
希有 な 場所 で ある 、 そ うい うお 話し で し た 。 ち ょ うど 木曽 の 強み っ 
て 何だ ろう と 探し て いた 時 だ っ た の で 、 も の すご く 感 動 し た ん で す 
よね 。 


具体 的 に 、 木 曽 に どの くら い の 種 類 の ムシ が いる 、 と いう 数 字 は 難 
し いん で すけ れ ど も 、 他 地域 と 比較 する と 、 実 感 と し て 、 本 当 に 多 
様 性 に 満ち た 場所 で ある 、 と いう こと が 言え る と 思い ます 。 


昆虫 と いう 観点 か ら 見 た 木曽 の 特異 性 と か 多様 性 に つい て 、 何 か 面 
白い エピ ソー ド を 教え て も ら え ます か ? 


私 は 木曽 に 移り 住ん を で まだ 13 年 な ん で す が 、Eh 象 的 だ っ た こと が あ 
り ま し て 、 普通 の 人 は 、 ハ エ の 仲間 か な ん か と 思っ て いる 、 昆 虫 を 
食べ る ムシ ヒキ アブ と いう グル ー プ が ある ん で すね 。 

その グル ー プ に 属す る ある ムシ が 、50 年 ちょ っ と 前 に 、 御 獄 山 の 西 
側 の 岐阜 県 で 3 匹 捕 ら え られ まし た 。 そ の 3 匹 の 標本 は 、 今 、 ス ミ 
ソニ アン 博物 館 に 残っ て いま す 。 そ れ 以 来 、 そ の 道 の 研究 者 が そい 
つ を あちこち 探し 回 っ た ん で すけ れ ど 、 ど こ か ら も 得 ら れ な く て 、 
最初 に 捕らえ られ て か ら 25 年 た っ て 、 や っ と 、 富 山県 の 白山 の 北側 
で 1 匹 捕 れ ま し た 。 そ の 時 点 で 、 世 界 に 4 匹 し か いな か っ た ん で す 。 


それ は 、 本 当 に 希少 種 で すね 。 


と ころ が 、 私 の 住ん で いる 木曽 福島 中 畑 の 家 の 玄関 で 、 1 匹 、 獲 っ 
た ん で す 。 (一 同 爆笑 ) 


シー i 
長野 県 は 日 本 で 一 番 チ ョ ウ の 種類 の 多い 県 。 
木曽 は ギフ チョ ウ な どの 希少 種 が 棲息 し て いる 。 
写真 : 木曽 ネイ チャ ー マ イ スタ ー 講 座 より 
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な ん と いう 希有 な 玄関 で すか ! (笑い ) 
で 、 そ れ は スミ ソニ アン に 送っ た ん で すか ? 


いや 、 私 の 後輩 で その 分 野 を 専門 に や っ て いる 研究 者 が いま し た の 
で 、 大 変 な た モノ が 捕れ ちゃ っ た 、 と 言っ て そい つ に 送っ た ん で す 。 
送っ た あと で よく よく 考え て みた ら 、 ち ょ っ と 待て よ 、 あ ん な の ど 
こ か で 見 た な 一 と 思っ て 、 日 義 の 徳 音 寺 の 裏側 に 行っ た ら 、 何 百 と 
いま し た 。 (一 同 、 秒 嘆 の 声 ! ) 

それ で 、 さ ら に いろ いろ 調査 し て いる うち に 、 木 曽 川 の 反対 側 の 駒 
ヶ 后 の 下 で 、 1 匹 、 そ の 仲間 を 捕まえ た ん で すけ ど ね 、 そ れ が 、 な 
ん と 新種 だ っ た ん で すね 。 


へ えー、 木 曽 で 新種 発見 で すか ! 


世界 で 最初 の 1 匹 。 日 本 で 一 番 大 き な ム シ ヒ キア ブ の 仲間 じゃ な い 
か と 。 そ し て それ が 、 メ ス だ っ た ん で すね 。 そ れ で 、 後 輩 の 研究 者 
と 相談 し まし て ね 、 最 初 の 1 匹 が メス で 、 見 つか っ た の が 日 義 だ か 
ら 、「 ト モエ ムシ ヒキ アブ 」 と いう 名 前 に し よう よ と いう 話 ま で 、 
や っ て た ん で す よ 。 


巴 御 前 に 因 ん で 命名 で すか ! ! それ は 強 そ う で すね 。 


それ で 、 そ の 1 匹 が 捕れ た お か げ で 、 後 募 の 研究 者 も 本 腰 を 入れ て 
調査 に 乗り 出し て で すね 、 全 国 あ っ ちこ っ ち 探 し て いる うち に 、 少 
し ずつ 標本 が 集まっ て きた ん で す 。 や っ と 記載 で きる か な 、 そ うい 
う 段 階 に まで 来 て いる ん で すけ ど ね 。 


トモ エム シ ヒ キア ブ の 世界 デビ ュー、 楽 し み で すね 。 


木曽 は 、 そ うい う 特 殊 性 が 残っ て いる 場所 で すね 。 

まあ 、 木 曽 っ て 言う 前 に 、 長 野 県 と いう と ころ が 、 海 が 無く て 面積 
が 広い 。 さ ら に は 標高 差 が 非常 に 大 きい と いう こと も あっ て 、 と て 
も 植物 の 多様 性 が ある と ころ な ん で すね 。 だ か ら 、 そ れ に 相関 する 
よう に 、 昆 虫 の 多様 性 が ある 。 蝶 に 関し て 言う と 、 長 野 県 が 一 番 た 
くさ ん 種類 が 記録 され て いる 県 な ん で す 。 実 に 日 本 の 蝶 の 63% 以 上 
の 蝶 が 、 長 野 に いる 。 


蝶 の 国 ・ 長 野 、 で すか ! 
それ 、 も うち ょ っ と 世間 に アピ ー ル し て いい と ころ で す よ ね 。 


あと も う 一 つ 大 き な 点 は 、 南 北 に 長い 日 本 列島 の ちょ うど 真ん中 、 
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木曽 福島 の 城山 の 森 は 野生 の スミ レ の 宝庫 。 こ こ で 自 
然 交 配 し た も の が 多く 見 られ る 。 
写真 は オオ タチ ツボ スミ レ (木曽 ネイ チャ ー マ イ スタ 
ー 講 座 よ り ) 


温暖 化 の 指標 か と 言わ れる ツマ グロ ヒョウ モン も 、 木 
曽 川 に 治っ て 北上 し て きた 。 


木曽 川 は 水 の 道 で も あり 、 蝶 の 道 で も ある 。 永井 


と いう こと で 、 先 ほど 話題 に な っ た 「 北 限 と 南限 の 接点 」 で すね 。 
木曽 に は 橘 先 生 と いう 植物 博士 が いら っ し ゃ る ん で すけ ど 、 木 曽 福 
島 の 城山 が 、 ち ょ うど 、 北限 種 と 南限 種 の 両方 が 見 られ る 特異 点 だ 、 
と いう ふう な こと を 、 お っ し ゃ っ て いま す 。 


城山 は 、 野 スミ レ だ け 取 り 上 げ て も 面白 いく らい 、 多 様 性 の 宝庫 。 
し か も 、 こ こ で 自然 に 交配 し た 掛け 合わ せ に よる バリ エー ショ ン が 
数 多く 見 られ 、 こ ん な 場所 は 他 に は な い 、 と いう お 話し を 、 こ の 前 
「 城 山 の 森 散策 ツア ー」 に 参加 し た 際 、 桶 先生 か ら う か が いま し た 。 


さら に は 、 木 曽 川 と いう 川 が 、 意 外 と 急 唆 で は な く て 、 緩 や か な 傾 
斜 な ん で すね 。 標高 も 700m く らい な ん で す 。 な の で 、 暖 か い 時 期 
は 、 南 か ら 実 に いろ ん な 生き 物 が 入っ て こら れる 。 

例え ば 、 温 暖 化 の 指標 と 言え る か どう か 、 昔 は 四国 あたり で も 珍し 
か っ た ツマ グロ ヒョウ モン と いう 蝶々 が 、 今 は 、 普 通 に この あたり 
で も 見 か けら れ ま す 。 それ は 、 木 曽 川 の 緩やか さと 、 そ の 川治 い に 
咲く パン ジー (こち ら は 先ほど の スミ レ と 違っ て 外来 種 の 方 で す が ) 
な ど 、 植 物 の 多様 性 に よる と ころ が 大 きい 、 と 思わ れ ま す 。 


以前 、 永 井 さ ん が 「 木 曽 に は 水 の 道 が あり 、 蝶 の 道 が ある 」 と お っ 
し ゃ っ て いた こと の 意味 が 、 よ くわ か り ま し た 。 つ まり 、 木 曽 は 、 
た くさ ん の 昆虫 を 受け 入れ や すい 場所 、 と いう こと で 、 や は り 生 物 
多様 性 が 保証 され た 場所 で ある 、 と 言っ て 良い ん だ と 思い ます 。 

そう する と 、 先 ほど 富 標 さ ん の 言わ れ た 「 地 質 か ら 見 た 木曽 の 特異 
性 」 と いう こと と 、 永 井 さ ん の 言わ れ た 「 昆 虫 か ら 見 た 木曽 の 特異 
性 」 と が 、 見 事 に 呼応 し て いる 、 と いう こと で は な いか と 思い ます 。 


ムシ 屋 の 私 と し て は 、 木 曽 が 本 当 に 素晴らし い 場 所 な の で 、 本 来 は 
私 自身 、 こ こと に 住ん じゃ いけ な いな と いう 気 が し て くる ん で す よ ね 。 


それ は 、 ム シ を 捕り まく る か ら ? 


いや いや 、 住 むと いう こと 自体 が 、 自 然 を 壊す と いう こと だ か ら 。 


あー、 じ ゃ あ 、 本 当 の 意味 で は 、 木 曽 は 人 な ん か 集まら な い 方 が 良 
いと いう こと で すね 。 


ある 意味 、 そ う で す 、 本 当 は ね 。 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


司会 


3 ) 今 、 必 要 な の は 環境 リテラ シー 
と て も デリ ケー ト だ けれ ど 、 興 味 深い 話 に な っ て きま し た 。 
木曽 は 、 今 、 過 疎 化 が 進行 し 、 何 と な く 活 力 に 欠け る 。 だ か ら 、 木 
曽 の 持っ て いる 魅力 を アピ ー ル する こと で 、 も う 少 し 人 が 集まっ て 
元気 に た れ な いか な 、 と 誰 も が 考え て いる わけ で す 。 
そこ で 、 木 曽 の 強み は ? と な っ た 時 、 生 物 多様 性 と いう 、 世 界 的 に 
も タイ ムリ ー な 「 価 値 」 が あっ た 。 だ けど 、 生 物 多様 性 を アピ ー ル 
し て 人 が 集まっ て し まえ ば 、 結 果 と し て 、 生 物 多 様 性 その も の が 損 
な われ て し まう の で は な いか 、 そ うい うこ と で す よ ね 。 あ る 意味 、 
パラ ドク ス で す 。 


その 話 と 関連 が ある か どう か わか り ま せん が 、 ム シ 屋 に と っ て 、 ム 
シ が いな く な る こと が 一 番 ツ ラ い わけ で す よ ね 。 種 の 絶滅 は 、 現 に 
あちこち で 起き て いる ん で す が 、 実際 に 、 ム シ 屋 が ムシ を 絶滅 させ 
た こと が ある か 、 ち ょ っ と 考え た だ け で 恐ろし いで す 。 だ けど 、 も 
っ と 恐ろし い の は 、 例 えば 、 北 海道 の 大 雪山 に 国 の 特別 天然 記念 物 
の ウス バキ チョ ウ と いう コマ クサ を 食べ る アゲ ハチ ョ ウ の 仲間 が い 
る ん で す が 、 大 雪山 に は 普通 に いる ん で すね 。 普通 に いっ ぱい いま 
す 。 だ けど 、 こ れ を や っ ぱり 秘密 に 捕る や つが いる ん で す よ 。 し か 
も 集団 で 組織 的 に 。 


それ は 、 業 者 に よる 密漁 、 と いう こと で す よ ね 。 


そう で す 。 標本 が 高く 売れ ます 。 そ の や り 方 な ん で す が 、5 人 1 組 
に な っ て 、 真 ん 中 の 1 人 だ けが 網 を 持っ て いる 。 5 人 いて 、 チ ョ ウ 
を 捕る 人 は 1 人 だ け な ん で す 。 前 の 2 人 と 後ろ の 2 人 は 見 張り 役 。 
それ ぞ れ ハン ディ ー ト ー キ ー を 持っ て いて 、 監 視 員 が 来 た ら 、 無 線 
で 「 逃 げろ 一 」 っ て 。 そ こま で する ん で すね 。 そ れ で 、 結 果 的 に い 
な く な っ て っ ちゃ う 。 


ちょ っ と 、 ご めん な さい 。 も の すご く 初 歩 的 な こと と を 聞き ます 。 


日 本 全国 、 植 物 に し て も 昆虫 に し て も 、 捕 っ て いい も の と 捕っ ちゃ 


いけ な いも の 、 と いう の は 区 別 さ れ て いる ん で す よ ね 。 


も ちろ ん 、 そ う で す 。 


例え ば 、 東 京 の 郊外 の 裏山 で トン ボ 捕っ て も 、 多 分 、 何 も 言わ れ な 
いで す よ ね 。 で も 、 開田 高原 で トン ボ を 捕 ろ うと する と 、 怒ら れる ? 


いや 、 怒 られ な いで す 。 そ の 種類 に よる わけ で す 。 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


そう で す よ ね 。 と いう こと は 、 相 当 、 知 識 が な いと 、 捕 っ て いい か 、 
捕っ ちゃ いけ な いか さえ わか ら な い ! 


そう で す 。 だ か ら 、 自 然 を 知ら な けれ ば 、 自 然 で は 遊べ な い 。 


と する な ら ば 、 自 然 に 対す る リテラ シー と いう か 、 相 当 細 か い 知識 
が な いと 、 自 然 の 中 に 足 も 踏 み 入れ られ な い 。 

だ けど 、 そ も そ も 、 あ れ は 捕っ て いい 、 こ れ は 捕っ ちゃ いけ な い 、 
と いう 線引き っ て 、 い っ た い 何 な ん だ 、 と いう こと に な り ま せん か ? 


そう で す 。 本当は 、 何 か だ け 保 護 し て 、 は い 自 然 保護 で す 、 と いう 
の は ダメ な ん で す 。 例 えば 、 最 近 、 日 本 で は 小笠 原 が 世界 遺産 だ な 
ん て 騒い で まし た けれ ど 、 本 当 は アレ や っ ちゃ ダメ な ん で す よ 。 
全て 、 な ん で す よ 。 全 て 。 


地球 の 環境 が 全て 大 事 だ と いう 前 提 が な い 限 り 、 小 笠原 の よう な 特 
異 点 だ け 保護 し て も し よう が な い 、 と 。 


その 通り で す 。 根本 的 に 、 全 て が 大 事 だ と いう 思想 が な いと ダメ な 
ん で す 。 そ の 上 で の 保護 な ん で す 。 


これ は 、 最 初 に 「 生 物 多様 性 と は 何 か 」 と 聞い た と き 、 富 極 さ ん 
が 「 基 本 的 に 、 全 て の 命 は 尊い 」 と 答え られ た こと と 、 ま た つなが 
り ま し た ね 。「 基 本 的 に 、 地 球 上 の 全て の 場所 は 尊い 」 と 。 

小笠 原 と か 、 木 曽 だ け ス ゴイ ! と 言っ て いて も 、 ダ メ な ん で すね 。 


地球 の 中 に ある も の は 全て 、 生 き 物 で あれ 、 場 所 で あれ 、 み な か け 
が え の な いも の で ある 。 そ うい う 基 本 的 な こと が あっ て 、 小 笠原 に 
は 小笠 原 の 素 晴らし さ が あ り 、 木 曽 に は 木曽 の 素晴らし さ が あ る 。 
だ か ら 、 そ れ を 「 愛 で た い 」 と 思う 気持 ち が 芽 生え る 。 話 は そこ か 
ら で す 。 そ う で な いと 、 単 な る 「 物 見 遊山 」 に し か な り ま せん 。 か 
つて の 「 木 曽 路 ブ ー ム 」 み た い に 、 一 過 性 の 出来 事 で 終わ っ て し ま 
いま す 。 


ます ます 一 人 一 人 の リテラ シー が 問わ れ ま すね 。 


ちょ っ と 極端 な こと 言い ます 。 

結局 、 ど こ か だ け 保 護 し て 生物 多様 性 な ん て 言っ て いて も ダメ な ん 
で ね 、 せ い ぜ い 「 物 見 遊山 」 を 増やし て し まう こと に し か な ら な い 。 
だ か ら 、 人 間 が 、 い つも 自然 の 中 に いる と いう こと を きち ん と 考え 
る 時 間 を 持た な く て は いけ な い 。 そ の た め に は 、 悲 し いか な 、 や っ 
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ば ぱり この 前 の 地震 の よう な 、 天変 地異 が 起こ ら な いと ダメ な の か な 、 
と 。 


天変 地異 が 起こ とら な いと わか ら な い 、 と いう の は 、 ま た 、 本 当 に 悲 
し い 、 と いう か 情け な いこ と で す よ ね 。 


いや 、 だ か ら こ そ 、 身 の 回 り の 景色 を 地質 学 の 目 か ら 見 て みる 、 と 
いう こと の 意味 が ある と 思う ん で す 。 地球 上 の 景色 は どこ も 、 実は 、 
凄まじ い 天 変 地異 の 上 に で き て いる 。 


私 た ち が 今 いる この 場所 は 、 ど こも 、 も の すご い 天 変 地異 の な れ の 
果て 、 と いう か 、 跡 地 と いう こと で す も ん ね 。 


いや 、 跡 地 じ ゃ な いん で す 。 今 も 天変 地異 の 真っ 只 中 な ん で す 。 そ 
うい う 想 像 力 を 広げ る た め に こそ 、 環 境地 質 学 と か 生物 多様 性 と い 
っ つた こと の 意味 が ある ん だ と 思い ます 。 

現代 人 は 、 時 間 の 尺度 を 広げ て 見 る 想像 力 が 欠け て いる 。 例 えば 、 
この 前 の 東日本 大 震 炎 に し て も 、 数 百年 と いう 尺度 で 見 た ら 「 想 定 
外 」 と 言え る の か も し れ な いけ れ ど 、 千 年 を 越え る 目 で 見 た ら 十 分 
「 想 定 内 」 だ し 、 さ ら に 数 千年 と いう レン ジ に 広げ て 見 た ら 、 ご く 
ご く 「 普 通 の 出来 事 」 と さえ 言え る か も し れ な い 。 時間 の スケ ー ル 
を 少し 広げ て 見 た ら 、 こ の 木曽 と いう 場所 は 、 今 も 天変 地異 の 真っ 
只 中 。 し か も 世界 で も トッ プク ラス の 。 こ こ は 、 そ うい う 場 所 な ん 
で す 。 


まあ 、 そ も そ も 日 本 と は 、 そ うい う 場 所 な ん で す よ ね 。 


日 本 は そう いう 場所 だ し 、 そ の 中 で も 木曽 は 最も すご い 場 所 。 


それ は 、 多 分 、 経 済 と いう 視点 、 と いう か 不動 産 的 な 視点 か らい う 
と 、 木 曽 は どう し た っ て 一 等 地 に は な れ な いと いう こと だ けれ ども ・…・ 


いや 、 要 する に お 金 で 測れ る こと な ん て 、 た いし た こと な いわ け で 
すか ら 。 お 金 で は 決し て 作れ ませ ん か ら 、 こ ん な 自然 は 。 


ここ は 、 い わ ば 、 地 球 の 中 身 が 外 に 見 えて し まっ て いる よう な 場所 
で す 。 不 動産 的 な 価値 は 、 社 会 の あり よう と と も に 変わ っ て ゆく ん 
だ ろう けど 、 少 な く と も 自然 史 的 に は 特別 な 意味 が ある 。 


だ か ら 、 そ うい う 場 所 で ある と いう こと を 、 人 が どう と ら え る か 、 
な ん で す よ ね 。 か けが え の な い 財 産 と 思え る か どう か 。 
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町 
図 


そう で すね 。 お 金 と か 不動 産 と か と いっ た 価値 観 と は 違う と ころ に 、 
木曽 自身 が 立脚 し な い 限 り 、 木 曽 は 単に 険しい 過疎 の 町 で す よ ね 。 
まあ 、 経 済 と は 違う 価値 観 に 立つ と いう こと 自体 、 も の すご く 想 像 
力 を 要求 され る こと で ある と 思う の で す が 、 そ うい う 想 像 力 を 持ち 
うる 能力 を リテラ シー、 ま あ 「 環 境 リ テラ シー」 と 言っ て いい か と 
思い ます が 、 そ れ が 一 人 一 人 に 必要 な ん で し ょ う ね 。 


た だ 、 ち ょ っ と 誤解 し て も らい た く な い の は 、 木 曽 が 天変 地異 の 真 
っ 只 中 に ある か ら と いっ て 、 こ こ が す ご く 危 険 な 場所 か と いう と 、 
決し て そう で は な い 。 考 えよ うに よっ た ら 、 東 京 の 方 が よっ ぽ と ど 危 
な い 。 


そう で すか ! そこ を も うち ょ っ と 詳し く ! 


地震 が 起こ る か どう か と いう こと で いえ ば 、 今 後 数 百年 以内 に 、 木 
曽 に も 東京 に も 大 き な 地震 は 必ず 来る わけ で す 。 だ けど 、 自 然 現象 
と し て 地震 が 来る こと と 、 そ れ が 大 き な 災 害 に な る こと は 、 必 ず し 
も イコ ー ル で は あり ませ ん 。 木曽 は 古い 地質 か ら で き て いま すか ら 、 
基本 的 に し っ かり し た 地盤 の と ころ が 多い 。 し か も 、 少 な く と も 平 
安 時 代 以 来 、1.000 年 を 越え て 山 で 暮らし て きた 、 人 々 の 営み の 積 
み 重 ね が あり ます 。 


今 も 天変 地異 の 真っ 内 中 に ある よう な 場所 だ けれ ど 、 だ か ら こ そ 、 
木曽 に は 、 天 変 地異 と 寄り 添う よう に 暮らし て きた 長い 経験 と 知恵 
が ある 、 と いう こと で すね 。 


そう で す 。 一 方 、 東 京 の 低地 は 、 縄 文 時 代 く らい まで さか の ぼる と 
海 だ っ た 場所 で 、 た か だ か ここ 数 千年 か ら 数 百年 の 間 に で きた 、 と 
て も 新しい 、 い わ ば フワ フワ の 土地 が 多い の で す 。 


埋め 立て 地 に 至っ て は 、 数 十 年 も た っ て いな い 所 さえ ある ! 


さら に 言う な ら 、 東 京 は 、 急 激 な 都市 化 に よる 大 規模 開発 や 過密 化 
が 進み 、 そ れ が 一 体 何 を も た ら す か 、 ま だ 歴史 の 検証 を 十分 受け て 
いま せん 。 そう いう 大 都市 特有 の 災害 リス ク を いく つも 抱え て いる 、 
と いう 点 が 心配 され ます 。 


な る ほど 、 地 球 の 中 身 が 露出 し て し まっ て いる よう な 木曽 の 方 が 、 
高層 ビル に 囲ま れ て いる 東京 より 、 い ざと 言う 時 、 よ っ ぱど 安全 な 
の か も し れ ま せん ね 。 
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4) 木曽 の 子供 た ち に こそ 、 環 境 教育 を 。 

司会 と ころ で 、 ふ と 気がつい て みる と 、 こ とこ こ に いる 3 人 は 、 み な 木曽 の 
出身 で は な いで すね 。 ヨ ソ モ ノ 3 人 が 、 木 曽 の 価値 に つい て あれ こ 

れ 語っ て いる わけ で す 。 1 つ 疑 問 に 思う の は 、 そ うし た 木曽 の 価値 

を 、 木 曽 の 方 た ち は ど う 捉 えて いる の か な 、 場 合 に よっ た ら 、 と て 

も 価値 の ある 場所 だ と いう 風 に は 捉え られ て いな い の で は な いか と 。 


永井 わか っ て な いで す 、 こ ちら の 方 は 。 ま あ 、 木 曽 に 限ら ず 、 日 本 で も 
世界 で も 、 自 分 の 住ん で いる 場所 の 価値 な ん て 、 な か な か わか ら な 
いも の で すけ ど ね 。 


司会 だ けど 、 お 金持ち は 一 等 地 に 住ん で いる こと を プラ イド に し ます よ 
ね 。 そ れ と 同じ よう に 、 木 曽 も 、 ま ず 何 より も ここ に 住ん で いる 人 
が 、 こ の 場所 の 価値 を 誇 ら な けれ ば 、 話 は は じ ま り ませ ん よね 。 


永井 いや 、 そ れ ど ころ か 、 機 会 さえ あれ ば 逃げ 出し た いと 思っ て る 。 


司会 私 は 、 こ の 1 年 、 木 曽 の あちこち 取材 し て 回 ら せ て いた だ いた ん で 
すけ ど 、 も の すご くく 疑問 に 思う の は 、 こ れ だ け の 自然 に 囲ま れ て い 
な が ら 、 野 山 で 子供 た ち が 普 通 に 遊ん で いる 姿 を 、 ほ と ん ど 見 か け 
な か っ た ん で す よ ね 。 ま あ 、 そ れ だ け 子 供 の 数 が 少な いと いう こと 


か も し れ な いん で すけ ど 。 
富 本 木曽 は 、 や っ ぱり 、 子 供 た ち を 川 で 泳がせ て 欲し いん で す よ ね 。 
永井 あー、 そ う で すね 。 本 当 に そう で すね 。 
富 極 長野 県 と いう と ころ は 、 南 北 に 「 和 糸魚川 - 静 岡 構造 線 」 が 走っ て い 


て 、 東 と 西 で 地質 が 全然 違う わけ で す 。 県 の 東側 に 比較 し て 、 西 側 
の 地域 に は キレ イ な 淵 を も っ た 渓谷 が で きやすい ん で す 。 


木曽 の 川 は 、 環 境 教育 の フィ ー ル ド と し て 最適 。 実際 
に 川 に 入っ て 遊ぶ と いう 体験 が 、 も っ と 気軽 に で きる 司会 フチ? 
よう な 環境 作り が 期待 され る 。 


富 極 そう で す 、 川 の 中 の 淵 と 瀬 。 西 側 に は 固い 岩石 が あっ て 、 そ こ に 適 
度 な 割れ 目 が 入っ て いて 、 水 量 の 豊富 な 水 が 勢 いよ く 流 れ 出 て いる 、 
そう いう タイ プ の 川 が 多い ん で す 。 


司会 それ は 、 岩肌 の 岩盤 だ か ら 、 水 が 濁 ら ず キ レイ 、 と いう こと で すか ? 
富 極 濁 ら な い 、 と いう こと も も ちろ ん あり ます けれ ど 、 瀬 が あり 淵 が あ 


り 、 変 化 に 富ん だ 河床 が で きやすい ん で す 。 そ の お か げ で 、 水 棲 生 
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木曽 ノー ト (4) いき も の 


伊藤 


角屋 


物 や 魚 な ど が た くさ ん 棲息 し て いる し 、 遊 ん で いて も 面白 い 、 大 人 
も 子供 も 楽し め る 川 で す 。 木曽 に は そう いう 川 が た くさ ん ある 。 


木曽 は どこ に いて も 川 の 音 が 聞こ える し 、 水 の 透明 度 も 高い よう に 
見 えま す 。 本当に 素晴らし い 川 が 多い と 思う の だ けれ ど 、 あ まり 川 
で 遊ん で いる 姿 と いう も の を 見 か け ま せん 。( オ ブザー バー の 木曽 
町 役場 職員 ・ 伊 藤 氏 に ) 聞く と ころ に よる と 、 今 の 教育 で は 、 子 供 
た ち が 川 で 遊ぶ こと を あま り 奨 励 し て いな い ? むし ろ 禁 じ て い る ? 


や っ ぱり 、 ダ ム が で き て 以来 だ と 思い ます 。 ダム は 時 々 放水 し ます 
ね 。 放水 す る と き に 、 サ イレ ン が 鳴る ん で す 。 サ イレ ン が 鳴っ た ら 、 
逃げ な きゃ いけ な い 。 だ か ら 親 は 「 サ イレ ン 鳴 っ た ら 逃 げろ 」 と 子 
供 に 言う わけ で すけ れ ど 、 そ の うち や っ ぱり 言う 方 も 言わ れる 方 も 
面倒 くさ く な っ ちゃ っ て 。 そ れ で 、 だ ん だ ん 「 危 な いか ら あ まり 泳 
いで は いけ ませ ん 」 と いう こと に な っ て し まっ た 。 そ ん な 感じ か な 
と 思い ます 。 


木曽 町 環境 協議 会 (エコ ネッ ト き そ ) の 角屋 で す 。 私 の 記憶 で は 、 
昭和 41 年 まで は 普通 に 川 で 泳い で まし た 。 小 さい 子供 は 八 澤 川 の NTT 
の 前 あたり 、 も うち ょ っ と 中 級 に な る と 、 今 の 関所 橋 の 下 あ た り 、 
そし て 上 級 者 は 中 学校 の 下 黒川 と 木曽 川 が 合流 する 、 通称 「 入 道 口 」 
と 呼ん を で いる あたり 、 と いう 具合 で し た 。 昭 和 42 年 に 小学 校 に プー 
ル が で き て 、 そ れ か ら じ ゃ な いで し ょ うか 、 泳 が な く な っ た の は 。 


そり ゃ 、 プ ブー ル の 方 が 安全 で す よ ね 。 だ けど 、 川 が 危険 だ か ら と い 
っ て 、 そ れ を 理由 に 泳がせ な い 、 と いう の は 、 と て も 残念 な 気 が し 
ます 。 と いう か 、 大 人 の 怠慢 と 言え な くも な い ? 


だ か ら 、 日 本 は ある 時 期 か ら 、 大 人 が 自然 を 愛でる こと を や めちゃ 
っ た ん で す よ ね 。 あ と 、 ど うい うわ け か 、 危 険 と いう こと を 全部 他 
人 の せい に し ちゃ っ た 。 そ れ で 、 行 政 と か 学校 と か に 全部 押し つけ 
ちゃ っ つた 。 


今 、 木 曽 で は 、 学 校 教育 の 一 環 で 、 こ の 豊か な 自然 その も の を 教材 
に し て 、 木 曽 な ら で は の カリ キュ ラム を 授業 で 行っ て た りす る ん で 
すか 。 


いや 、 私 の 知る 限り な いと 思い ます 。 


開田 高原 で は 、 チ ャ マダ ラ セ セ リ の よう な 希少 種 の 保存 の た め に 、 
草原 の 草刈 り と か 火入れ と か が 行わ れ て いる と 思う の で す が 、 そ う 
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長野 県 の 絶滅 危 恨 ! 類 に 指定 され た フサ ヒゲ ルリ カミ キ 
リ 。 現 在 、 確 実に 棲息 が 確認 され て いる の は 、 長 野 県 
と 岡山 県 の み と な っ た 。 

(画像 は 、 長野 県 環境 保全 研究 所 の ホー ムペ ー ジ より ) 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


伊藤 


時 
回 


いっ た こと も 、 学 校 教育 の 中 で 、 屋 外 授業 を し た り し な いん で し ょ 
うか ? 


いや 、 ほ と ん ど や っ て な いと 思い ます 。 
学校 は も う 、 文 部 科学 省 で 決め られ た 、 全 国 同 じ カ リキ ュ ラ ム を こ 
な す だ け で 、 い っ ぱい いっ ぱい 。 


それ は 、 本 当 に も っ た いな いで すね 。 人 の 自然 に 対す る 営み その も 
の が 、 も の すご く 素 晴らし い 教 材 だ と 思う ん で すけ ど 。 


開田 地方 の 火入れ と か 草刈 り と か は 、 地 元 の 人 間 に と っ た ら 、 も と 
も と 単なる 害虫 駆除 な ん で す よ ね 。 


も と も と は ね 。 


チョ ウ の 保存 の た め と いう より も 、 あ くま で 、 自 分 た ちの 農業 の た 
め な ん で す 。 地 元 の 人 間 は そん な 感じ だ か ら 、 な か な か 自分 た ち で 
は 気づき に くい ん で し ょ う ね 。 


時 代 の 変化 と と も に 、 い ろ ん な 行為 の 役割 や 意味 合い は 、 変 わっ て 
いく ん で す よ ね 。 だ か ら 、 そ の 変わ っ て いく こと その も の が 、 環 境 
育 の 生き た 教材 に な る と 思う ん で す よ 。 


チャ マダ ラ セ セ リ も で すけ ど 、 開 田 だ と 、 も っ と 大 事 な の が フサ ヒ 
ゲル リカ ミキ リ 。 2 年 くら い 前 に 長野 県 の 絶滅 危 恨 種 に 指定 され た 
ん で す が 、 こ いつ の 開田 で の 生態 が よく わか っ て な いん で す よ 。 だ 
か ら 、 例 えば 、 こ れ を 調査 する クラ ブ を 作っ て 、 小 学校 3 年 生 に な 
つた ら み ん な その クラ ブ に 入る 。 で 、 い ろ い ろ 調 べ て みた けれ ど 、 
この 1 年 は 見 つか ら な か っ た 。 何故 見 つか ら な い の か 、 み ん な いろ 
いろ 考え ます よね 。 そ の 子 た ち が 4 年 生 に な り ま す 。 今度 は 彼ら が 
先生 に な っ て 、 3 年生 の 子 た ち を 教え て いく 。 5 年 に な る と も う マ 
イス ター に な っ て 、 も っ と いろ いる ろ 指 導 す る 。 そ うす る と 、 人 に 教 
える と いう こと が どれ ほど 難し いか 、 身 を も っ て わか っ て くる 。 そ 
こ で 始め て 教わる こと の 大 切 さ も わか っ て くる 。 こ うし た こと は 、 
言葉 じゃ な いん で す よ ね 。 全部 、 体 験 な ん で す 。 そ うい う の は 、 自 
然 と いう フィ ー ル ド で な いと で き な い ん で す 。 


アメ リカ と か ドイ ツ と か だ と 、 そ うい う 感 じ の 自然 科学 教育 が 行わ 
れ て いる よう で すね 。 


ええ 、 ど うし て 日 本 で は そう いう 教育 が で き な い の か な 、 と 思う ん 
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中 の 住み 心地 」 の 様子 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


で す 。 

だ か ら 、 そ うい う 、 学校 教育 で は な か な か で き な い よう な 教育 を 目 
指し て 、 永 井 さ ん は 、 今日 オブ ザー バー と し て お 見 えい た だ いて い 
る 竹脇 さん や 、 先 ほど 話 に 出 た 植物 学者 の 橘 先生 た ちと と も に 、 自 
然 科 学 教室 を 展開 され て いる ん で す よ ね 。 え ー っ と 、 何 と 呼ぶ ん で 
し た っ け ? 

曽 ネ イチ ャ ー マ イ スタ ー 養 成 講座 。 
それ は どの くら い の 頻 度 で 行わ れ て 、 参 加 者 は どれ くら いで すか ? 
今年 は 年 6 回 の 開催 で 、 参 加 者 は 各回 と も 20 て 40 人 位 で し ょ うか 。 
対象 は 、 子 供 た ち ? 
限定 は し て いま せん 。 親子 で 参加 され る 方 が 多い よう で す 。 
いい で すね 。 親 と いっ て も 、 先 ほど の 話 だ と 、 も う 川 で 泳 が な く な 
っ た 世代 な ん で す よ ね 。 だ か ら 、 ま ず 大 人 が 自然 を 愛 で な いと 。 
永井 さん の 講座 は 、 当 然 、 昆 虫 が テー マ な ん で す よ ね 。 
そう で す 。 ギフ チョ ウ を 探し に 開田 高原 で フィ ー ル ド ワ ー ク し ます 。 


どん な こと を 教え る ん で すか が 。 


5 メー トル 以上 離れ ろ 。 声 出す な 。 音 出さ す な 。 質問 が ある 人 は 手 
を 挙げ ろ 。 常 に 一 人 で 山 に 入っ て る つも り で 行動 し ろ 。 (笑い ) 


(笑い ) それ は また スパ ル タ で すね 。 で も 、 面 白 そ う 。 

そう で な いと 、 単 な る 「 物 見 遊山 」 で 終わ っ て し まう 。 

まあ 、 永 井 さ ん は そう お っ し ゃ っ て る けど 、 も の すご く サ ービス 精 
神 の 吐 盛 な 永井 さん の こと だ か ら 、 き っ と 、 い ろ い ろ 工 夫 さ れ た 面 
白い プロ グラ ム な ん で し ょ う ね 。 一 度 、 受 け て みた いで すね 。 

年 6 回 開か れる 他 の 講座 は 、 ど ん な 内 容 な ん で すか ? 

それ は 、 私 より 、 ネ イチ ャ ー マ イ スタ ー 講 座 事務 局 の 竹脇 さん か ら 。 


1 回 目 が 永井 先生 の 「 ギ フチ ョ ウ に 会 い に 行こ う 」 で 、 2 回 目 が 桶 
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木曽 ノー ト (4) いき も の 


竹脇 


本 だ 
仁和 


| 1 


a 、 


pk A : 
| 


3 
op i ーーーーー…… 

9 9 RT 
3 は aa 


日 義 は 、 広 重 が 描い た 素朴 な 田園 風景 を 今 に 残す 貴重 
な 場所 。 特 に 春 は 、 ま さ に 童謡 「 春 の 小川 」 に 諏 われ 
て いた よう な 日 本 の 光景 その も の 。 


先生 の 「 城 山 の 珍し い 植 物 を 観 よ う 」。 3 回 目 が 「 川 の 虫 に 聴く 、 
水 の 中 の 住み 心地 」。 4 回 目 以降 は まだ 詳細 が 決ま っ て な いん で す 
が 、「 御 獄 山 の 地 質 と 地形 」・「 木 曽 の 野鳥 の 生態 」・「 木 曽 の 星空 」 
と いう 感じ に な る と 思い ます 。 


昆虫 っ 植物 っ 水 っ 地質 っ 鳥 っ 星 と いう 流れ で すね 。 そ れ は も の すご 
く バ ラン ス の 良さ そう な カリ キュ ラム で すね 。 


さっ き 富 極 先 生 が お っ し ゃ っ て た 川遊び も 、 ち ゃ ん と 3 回 目 で や り 
ます 。 川 遊び と いう より 、 一 応 、 ち ゃ ん と し た 水質 調査 を する ん で 
す 。 ど ん な 水生 生物 が 棲息 し て いる か 、 と いう こと を 指標 に 、 川 の 
状態 を 調べ ます 。 


それ は 、 ど の あたり の 川 に 入る の で すか ? 


日 義 で す 。 


ああ 、 や っ ぱり 日 義 で す よ ね 。 

私 は 取材 で 日 義 を 回 っ た こと が ある ん で す が 、 季 節 が ちょ うど 春 だ 
っ た せい か 、 童 謡 の 「 春 の 小川 」 の 歌 そ の まま の よう な 場所 で し た 。 
都会 生活 者 か らし た ら 、 日 義 は 、 夢 の よう な と ころ で す よ ね 。 


日 義 は 数 十 年 前 の 古き 良き 日 本 の 原 風景 が 、 今 だ に 残っ て いる 。 


少し 手 を 入れ て あげ れ ば 、 環 境 教育 の フィ ー ル ド と し て は 最高 な ん 
じゃ な いで し ょ うか 。 ま だ あま り 手 が つ けら れ て な いか ら 、 逆 に 、 
あそこ の ポテ ン シ ャ ル は 、 も の すご く 高 いと 思い ます 。 


木曽 川 の 本 流 は 、 魚 を 捕っ て 遊ぶ と 言う 意味 で は 、 ち ょ っ と 狭く て 
真っ 直ぐ すぎ る 。 だ けど 、 日 義 の 支流 だ っ た ら 、 ほ ん の 少し 手 を 加 
えて 、 わ ざと 赴 回 を 作っ た り 、 扇 状 砂地 な ん か を 作っ た り し て 、 遊 
ば せる た め の 場 所 を 特別 に 作っ て みて は どう で し ょ う 。 時 に は 、 水 
を 堀 き 止め て 、 今 日 は 魚 を 自由 に 捕っ て も いい よ 、 と か ね 。 

山野 草 と か 山菜 と か も どん どん 栽培 し て 、 こ この も の は 持っ て 帰っ 
て も いい よ 、 と か に する と 面白 い 。 天 然 記 念 物 クラ ス の も の も 、 ど 
ん どん 栽培 し て 売れ ば いい 。 


どう せ だ っ た ら 、 宮 ノ 越 宿 の 復興 整備 と か 、 義 仲の 物語 の 再 構築 、 
ある い は この 前 で きた ば か り の ツリ ー ハ ウス な ん か も 絡め れ ば 、 日 
義 地区 だ け で も 、 環 境 教育 か ら 歴 史 ・ 文化 教育 まで 、 多 彩 な カリ キ 
ュ ラ ム が た くさ ん 開発 で きそう で す よ ね 。 町 の 回 遊 性 も 生ま れる 。 
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永井 


竹脇 


竹脇 


と に か く 、 木 曽 の 自然 を ベー ス に 、 多 種 多 彩 な カリ キュ ラム を 開発 
し た いん で すね 。 お 父さん は 釣り を し た り 、 林 業 体験 し た り 、 蕎 麦 
打ち し た り し て も いい 。 お 母さん は 山菜 採り や スロ ー フ ー ド や ヨガ 、 
お 子 さ ん た ち は 昆 虫 採集 や 川遊び と いっ た 具合 に 、 い ろ ん な 世代 の 
いろ ん な 嗜好 の 人 が 楽し め る 、 多 彩 な カリ キュ ラム を 、 と に か くい 
っ ぱい 作り た い 。 


ああ 、 面 白い で すね 。 い ろ ん な 組合 せ が で きる か ら 、 無 限 の 楽し み 
方 が で きま すね 。 だ けど 、 そ うな る と 、 永 井 さ ん や 竹脇 さん の よう 
な マイ スタ ー が 、 い くら いて も 足り な く な り ま せん か 。 


営林署 の 0B や 森林 組合 の OB、 元 学校 の 先生 な ど 、 も の すご く ノ ウ 
ハウ を 持っ た お 年 寄り が 、 た くさ ん いる ん で す よ 、 木 曽 に は 。 


な る ほど 。 確 か に スゴ イ で す よ ね 、 あ の 人 た ちの 山 の 知 恵 は 。 

あと 、 さ っ まき 永井 さん が お っ し ゃ っ て た 、 子 供 た ち が 子 供 た ち に 教 
える と いう シス テム 。 木曽 の 子供 た ち が 、 都 会 か ら 来 た 子供 た ち に 
自然 の 遊び 方 を 教え る 、 そ ん な 講座 が あっ て も 面白 いで す よ ね 。 

だ けど 、 そ の た め に は 、 何 より も 木曽 の 子供 た ち が 、 こ の 木曽 で 遊 
ぶ 達 人 、 文 字 通り 「 木 曽 ネ イチ ャ ー マ イ スタ ー」 に な ら な けれ ば な 
ら な い 。 い っ そ 、 ネ イチ ャ ー マ イ スタ ー 養 成 講座 を 、 学 校 教育 に 組 
み 込 ん じゃ えば いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 


環境 教育 を も っ と 普及 させ よう と 思っ た ら 、 学 校 の 協力 が な いと 、 
と て も じゃ な いけ れ ど 無理 な ん で す 。 と に か く 今 の 学校 は 忙し い 。 
去年 1 年 や っ て みて 、 小 学生 は まだ 多少 参加 し ます けれ ど 、 中 学生 
に な る と ほとん ど 来 な い 。 部 活動 と いう や つが 忙し すぎ て 、 野 山 や 
川 で 遊ぶ みた いな こと に 割 け る 時 間 が な い 。 


だ か ら 、 学 校 の 授業 で 必須 科目 に し た らい いん で す よ ね 。 年 間 6 回 
くら い の 課 外 授業 くら い 、 何 と か な ら な いか な 、 と つい 思っ て し ま 
いま すけ れ ど 、 木 曽 町 だ け 他 と は 違う 授業 を する と いう の は 、 日 本 
で は な か な か 難し いん で し ょ う ね 。 他 に 、 木 曽 ネ イチ ャ ー マ イ スタ 
ー 講 座 を 運営 され て き て 、 何 か 困っ た こと と か 、 課 題 と か あり ます 
か ? 


去年 、 養 z 老 需 司 先生 が 、 永 井 先生 の と ころ に 遊び に 来る と いう こと 
に な っ て 、 せ っ か く 木 曽 に 来る ん だ か ら 、 と 、 地 元 の 子供 た ち を 集 
め て 昆虫 教室 みか た いな も の を 開 こ う よ 、 と いう こと に な っ た ん で す 。 


それ は テレ ビ 放 送 さ れ た や つ で すね 。 
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竹脇 そう で す 。 テ レビ まで 入る ん だ か ら 、 ち ゃ ん と 企画 し な きゃ と いう 
こと で 、 午 前 中 は 昆虫 採集 、 お 昼 は 各自 持参 の お 弁当 を 食べ て 、 午 
後 か ら は 分 類 や っ た り 、 標 本 作っ た り 、 さ ら に は お 二 人 に ちょ っ と 
講義 みた いな も の も や っ て も ら お うか 、 と いう ふう に 企画 し た わけ 
で す 。 そ し た ら 、 あ る 人 が ね 、 そ れ は 東京 の 人 で すけ ど 、「 真 夏 に 
そん な プラ ン は ダメ で す 」 と 言う ん で す 。「 こ ん な 真夏 に 、 お 弁当 


アイ 1 CM 持っ て 一 日 中 外 を 歩い て 、 子 供 が 食中毒 に で も な っ た ら ど うし ます 
2010 年 7 月 に 行わ れ た 木曽 町 環境 協議 会 の 特別 企画 か 」 と 言う ん で す よ 。 ち ょ っ と ビッ クリ し まし て ね 、「 お 母さん が 、 
イン ペ ん どじ 7 ちゃ ん の けっ くり めがね 同年 朝 、 自 分 の 子供 の た め に お 弁当 作っ て 、 そ れ を 食べ た 子供 が あたっ 


8 月 に TV 朝日 系 列 で 全国 放送 され た 。 
た と し て 、 文 句 言う 親 が どこ に いま すか ? 」 と 言う と 、「 東 京 で は 


言う 。」 と 。 (一 同 笑 い ) 


司会 そう で すか 、 そ れ は ちょ っ と 笑え な い 笑 い 話 で すね 。 い わ ゆ る モン 
スタ ー ペ ア レ ン ト 対策 で すね 。 


永井 いや 、 笑 い 話 じ ゃ な く て 、 真 面目 に 訴訟 問題 と か も あら か じ め 考 慮 
し て お か な いと いけ な い 。 そ うい う の を 考え る と 、 自 然 が 相手 の 環 
境 教室 で は 何 が 起こ る か わか り ま せん か ら 、 や れる こと が どん どん 
狭く な っ て いっ て し まう 。 


司会 先ほど の 「 川 で 遊ぶ な 」 と いう 話 と 、 根 っ こ は 同 じ よ うな 気 が し ま 
す 。 だ けど 、 そ れ で も 、 や れる こと を か き 集 め る よう に し て 、 草 の 
根 の 環境 教育 を 続け て お られ る ん で すね 、 お 二 人 は 。 


5) 生物 多様 性 を テー マ に 、 町 お こし は 可能 か ? 
司会 さて 、 今 日 の 座談 会 の 大 き な 目的 は 、 実 は 木曽 町 の 「 町 お こし 」 で 
す 。 木曽 の 最大 の 魅力 は 、 こ の 豊か な 自然 と 、 そ こ に 棲 ま う 生 物 の 
多様 性 に ある 、 と いう こと は 誰 も が 認め る と ころ な ん で す が 、 さあ 、 
果たし て それ が 「 町 お こし 」 と し て 成立 する の か どう な の か が 。 
富 極 さ ん は 、 長野 県 環境 保全 研究 所 と いう と ころ に 勤務 され て いて 、 
ご 自身 の 研究 課題 と し て 、 長 野 県 型 エ コツ ー リ ズム を 開発 し よう と 
され て いる と お 聞き し まし た 。 エ コツ ー リ ズム と いう の は 、 こ れ か 
ら の 観光 ビジ ネス と し て 、 今 、 と て も 注目 され て いま す よ ね 。 ど ん 
な ビジ ョ ン で 研究 され て いま すか 。 


時 
図 


長野 県 の 地質 上 の 特異 点 を ピッ クア ッ プ し て 、 そ の 成り 立ち や 地質 
学 的 意味 、 も っ と 言う と 「 地 球 の 記憶 と し て の 物語 」 み た いな も の 
を 記述 し て いく こと で 、 長 野 県 の 自然 を 、 も っ と た くさ ん の 人 に も 
っ と 身近 に 感じ て も らい た い 、 そ う 思 っ て いま す 。 


司会 木曽 だ と どん な 感じ に な り ま すか 。 
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町 
回 


南 信 か ら 順 番 に 整理 し て いる と ころ で す の で 、 木 曽 は 来年 の 研究 に 
な る ん で す が … 木 曽 は 、 先 ほど も 言い まし た けれ ど 、 地 球 の 中 身 が 
外 に 露出 し て し まっ て いる よう な 場所 で す 。 地 質 学 的 に は 「 典 型 吉 
頭 」 と 言い ます けれ ど 、 そ うい う も の を も っ と も っ と 活用 し た い 。 
例え ば 、 2 億 年 前 の 石 を 観察 で きる よう な 良い 場所 が ある 。 そ うい 
う 場 所 で 、 実 際 に 触っ て みる こと で 、 地 球 を 肌 で 感じ て 欲し いと 思 
いま す 。 


ああ 、 い いで すね 。 確 か に 物語 が 見 えて くる よう で すね 。 


それ か ら 、 何 と 言っ て も 御 獄 山 。 こ の 山 は 地質 学 的 に も 面白 い の で 
す が 、 忘 れ て な ら な い の は 、 こ こ が 3,000m を 越え る 頂 を 持つ 高い 
山 で ある に も 関わ ら ず 、 実 は 多く の 部 分 が 里山 で も ある 、 と いう 点 
な ん で す 。 


な る ほど 、 そ うす る と 御 獄 の イメ ー ジ が 随分 変わ り ま すね 。 同 時 に 
里山 と いう 言葉 の イメ ー ジ も ガラ っ と 変わ り ま す 。 


そう で す 。 今 、 環 境 省 な ど で 言っ て いる 里山 (SATOYAMA) と いう 
の は 、 ど ちら か と いう と 、 東 京 や 大 阪 近郊 の 平野 の そば に ある よう 
な 、 丘 陵 の 雑木 林 の イメ ー ジ が 強い 。 だ けど 、 木 曽 に 限ら ず 信州 は 
どこ も そう な ん で す が 、 山 その も の が 里山 だ し 、 山 に 続く 高原 も 立 
派 な 里山 、 そ うい う 所 が 多い の で す 。 木曽 は 、 そ う や っ て 考え る と 、 
町 じゅ う 丸 ご と 里山 な ん で す 。 


恵み を いた だ いて いた わけ で すね 。 


だ か ら 、 単 に 、 木 曽 に 来 て 自然 に 触れ る と いう こと だ け で な く 、 里 
山 の 暮 らし その も の を じっくり 体験 で きる プロ グラ ム が ある と いい 
と 思う ん で す よ ね 。 


そう で すね 、 イ タリ ア や フラ ンス の エコ ツー リズ ム や アグ リツ ー リ 
スム だ と 、 1 ヶ月 くら い 滞 在 し て 、 農 場 や 田舎 の 生活 を た だ 楽し む 
と いっ た 類 い の プロ グラ ム が 当たり 前 の よう に 用 意 さ れ て ます よね 。 


私 が 体験 し て みた い の は 、 木 曽 馬 。 こ れ は か けが え の な い 木 曽 の 地 
域 資源 だ と 思う ん で すけ ど 、 今 は 「 木 曽 馬 の 里 」 で ちょ こっ と 触っ 
た り 、 乗 せ て も ら っ た り 、 と いっ た こと ぐら いし か で きま せん 。 だ 
けど 、 も う 少 し 踏み 込ん で 、 馬 と と も に 暮らし た 日 々 と いう の は 、 
どう いう も の だ っ た か 、 と いう こと が 体験 で きる よう な プロ グラ ム 
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司会 

宮本 
Oo ガ 
か つて 木曽 の 家 で は 、 ど こも 木曽 馬 を 飼っ て いて 、 家 
族 同然 に 大 切 に され て いた 。 今 で は 、 開 田高 原 の 「 木 

曽 馬 の 里 」 で 50 頭 足ら うず が 残っ て いる の み で ある 。 

司会 

永井 

司会 

永井 


が あっ た らい いな と 思い ます 。 


木曽 馬 の 数 が これ 以上 増やせ な いと いう 問題 は あり ます が 、 木 曽 馬 
は 動物 セラ ピー の 中 で も 、 特 に セラ ピー 効果 が 高い と も 言わ れ て い 
ます ね 。 


5 年 前 に 、「 開 田高 原 の 70 歳 以上 の お 年 寄り が 、 子 供 の 頃 ど ん な 暮 
らし を し て いた か 」 と いう 聞き 取り 調査 を し た ん で す 。 そ うし た ら 、 
当時 の 子供 た ち は み ん な 馬 を 引い て いた 。 荷 を つけ た 馬 を 親 と 一 緒 
に 一 頭 づ つ 引 いて 歩い た り 、 朝 に 放牧 し た 馬 を 夕方 は 家 ま で 引い て 
来る の が 子供 の 仕事 だ っ た り し た 。 小 さい 子供 は 、 ち ょ っ と ビク ビ 
ク し な が ら 、 自 分 より ずっ と 大 きい 馬 を 、 頑張 っ て 引い た よう で す 。 
その 頃 の 開田 高原 は 、 馬 を 飼育 する た め に 、 も の すご く 丁 寧 な 草刈 
り を し て いた ん で す 。 そ う や っ て 手入れ され た 草原 は 本 当 に 美 し か 
つた と 、 み ん な 言う 。 馬 と 寝食 を と も に し 、 馬 を 引き な が ら 美 し い 
野山 を 歩く 生活 な ん て 、 想 像 する だ け で も トキ メキ ます よね 。 そ う 
し た 記憶 に 残る 暮らし を 、 丸 ご と 再現 で きそう な 場所 は 、 お そら く 
も う 木 曽 に し か な いか も し れ ま せん 。 


まあ 、 今 は 木曽 で も そん な こと は 体験 で き な い わけ で すけ れ ど 、 こ 
うし た こと を 1 つ 1 つ で きる よう に し て いけ ば 、 そ れ は 、 ち ゃ ん と 
し た ビジ ネス に な り ま すね 。 

永井 さん は 、 も う 既 に いろ いろ 環境 教育 を 実践 され て いる わけ で す 
が 、 も し も 、 お 金 や らい ろ ん な 制約 が 全く な いと し て 、 木 曽 町 の 町 
お こし に つなが る こと な ら 何 で も や っ て 良い 、 と いう こと に な っ た 
ら 、 ど ん な こと が し た いで すか ? 


私 は 、 山 を テー マ に ね 、 木 曽 と 東南 アジ ア の 人 々 を 結び つけ る プロ 
ジェ クト を や り た いん で すね 。 


ほう ! それ は 、 ま た 壮大 な プロ ジェ クト で すね 。 


私 は 、 長 く マ レー シア と か フィ リピ ン と か ボル ネオ と か の 密林 を 、 
あちこち ずっ と 回 つっ て きま し た が 、 そ うし た 開発 途上 国 で 、 今 、 何 
が 問題 か と いう と 、 一 番 貧 し い 人 た ち は お 金 に な る 資源 と し て 、 木 
を 切る わけ で す 。 だ けど 、 ち ょ っ と 木 が 必要 な 場合 で も 「 皆 伐 」 と 
いっ て 、 あ る 面積 、 丸 ご と 切っ ちゃ うわ け で す 。 そ う で な いと 、 密 
林 で すか ら 、 木 を 外 に 運び 出せ な いん で す 。 

普通 みな さん は 、 密 林 と いう くら い だ か ら 、 そ ん だ け 切 っ て も また 
すぐ 生え て くる だ ろう 、 と 思う か も し れ な いで す が 、 違 うん で す 。 

熱帯 の 土壌 は 、 実 は 、 非 常に 浅く て 栄養 士 が 少な い 。 そ れ を 何 が カ 
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木曽 の 山 は 、 江 戸 の 昔 か ら 、 人 の 手 で 大 事 に 管理 され 、 
育成 され て きた 。 そ の 歴史 あぁ ある 山 の 客 智 を 結集 し 、 世 
界 に 向け て 発信 し た い 。 
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バー し て いた か と いう と 、 落 ち 葉 な ん で す 。 だ けど 、 突 然 、 木 を 切 
っ ちゃ うと 、 ス コー ル の 時 に 雨 を さえ ぎる も の が な いか ら 、 表 層 土 
が 全部 、 流 され て し まう 。 そ こ に 強風 と か が 吹く と 、 ま た どん どん 
木 が 倒れ て いく 。 そ ん な 具合 に 、 密 林 が あっ と いう 間 に な く な っ て 
行き ます 。 


それ は 深刻 で すね 。 


だ か ら 、 人 の 手 を 加え な いと いけ な いわ け で す 。 密林 こそ 木 を 植え 
な く て は な ら な いん で すけ れ ど 、 単 一 種 じ ゃ ダメ 。 そ の 木 に まつ わ 
る 害虫 だ けが 一 気 に 増 えて し まう 。 だ か ら 多 種 多様 の 木 を 植え な く 
て は な ら な い 。 つ まり 、 ち ょ っ と 木 を 切っ た だ け で も 、 元 の 密林 に 
戻す の に は 、 大 変 な ノウ ハウ が いる 。 そ れ も 、 単 に 植物 学 だ け で な 
く 、 地質 学 だ っ た り 昆 虫 学 だ っ た り と いっ た 、 ト ー タ ル な ノウ ハウ 。 


東南 アジ ア に は 、 そ の ノウ ハウ が な い ? 


そう 、 だ か ら 、 そ うし た 東南 アジ ア の 若者 に 森林 再生 の ノウ ハウ を 
教え る た め の 教 育 機関 を 、 こ の 木曽 に 誘致 し た いん で す 。 


木曽 に は 、 人 の 手 に よっ て 山 を 管理 し て きた ノウ ハウ が ある 、 と い 
うと と で し ょ うか 。 


そう で す 。 東 南ア ジア の 若者 た ち は 、 国 に 戻っ た ら 、 ま ず 人 工 林 を 
作ら な く て は な ら な いわ け で す が 、 木曽 は 人 工 林 の 大 先輩 で すか ら 。 


だ けど 、 熱 帯 と 木曽 で は 、 実 際 の ノウ ハウ は 全く 異な り ま す よ ね 。 


も ちろ ん 、 木 曽 の ノウ ハウ その も の は 、 ほ と ん ど 役 に 立ち ませ ん 。 
と いう か 、 熱 帯 と 一 口 に いっ て も 、 各 地域 に よっ て ノウ ハウ は 細か 
く 違 っ て くる わけ で す 。 だ か ら 、 具 体 的 な ノウ ハウ は 、 実 は 、 世 界 
中 の どこ に も な い 。 だ けど 、 考 え 方 と か 、 ア プロ ー チ の 仕方 と か 、 
課題 解決 の た め の 方 法論 を 学ぶ こと が 、 まず 何より も 必要 な の で す 。 
そし て 、 そ の た め の 知 恵 や 歴史 が 、 木 曽 に は ある 。 

よく 人 錠 僚 で 苦し む 地 域 に 対し て は 、 食 べ 物 その も の を 援助 する の で 
は な く 、 食 べ 物 を 栽培 する 方 法 そ の も の を 教育 する こと の 方 が 、 ず 
っ と 有効 な ん だ と 言わ れる こと と 、 同 じ で す よ ね 。 


それ で 、 世 界 中 の 引退 し た 研究 者 と か 科学 者 を 集め て 、 先 生 と し て 
木曽 に 来 て も らい た い 。 人 口 も 増え ます よね 。 そ うい う 人 た ちと 営 
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林 署 の OB た ち 、 彼 ら が 山 で 何 を し て きた か と いう こと 自体 、 か け 
が え の な い 財 産 で すか ら 。 も う 先 生 は 全員 、 年 寄り で いい 。 


司会 それ は 面白 いで すね 。 先生 は 、 学 者 と いう より 「 森 の 賢者 た ち 」。 


永井 日 本 は 、 毎 年 、 英 大 な お 金 を 東南 アジ ア の ODA に 使っ て ます ね 。 だ 
けど 、 そ の 使い 道 は 全部 ハコ ば っ か り 。 だ か ら 、 そ の 一 部 を 、 ぜ ひ 
「 人 」 に 使っ て 欲し い 。 例 えば 、 そ う し た お 人 金 で 、 東 南ア ジア の 若 
者 た ち が 木 曽 に 留学 し て くる 。 彼ら は 、 選 ば れ て や っ て くる わけ だ 
か ら 、 祖 国 で は エリ ー ト な わけ で す 。 ひ ょ っ と し た ら 、 将 来 、 大 臣 
と か 首相 と か に な る か も し れ な い 。 そ うい う 人 た ち に 「 お まえ 、 日 
本 で 学ん だ こと が ある っ て 聞い た けど 、 ど こ だ よ 。 東京 ? 大 阪 ? 名 
古屋 ? 」「 そ ん な と て 知ら な いよ 、 木 曽 だ よ 」 (笑い) っ て 、 そ ん な 
とこ と に な ら な いか な 一 、 と 勝手 な 妄想 を 描い て ます けど ね 。 


司会 本 当 に 素晴らし いで す 。「 世 界 森 林 大 学 」 構 想 で すね 。 


永井 そう な ん で す 。 そ うい う 大 き な 構 想 の 中 で 、 今 、 現 実に 何 が で きる 
か と いう こと を 考え る こと が 大 事 だ と 思う ん で す 。 


司会 本 当 に その 通り だ と 思い ます 。「 世 界 森 林 大 学 」 と いう 大 き な ビ ジ 
ョ ン に 向かう 具体 的 アク ショ ン と し て 、 今 や られ て いる 「 木 曽 ネ イ 
チャ ー マ イ スタ ー 養 成 講座 」 も ある と いう こと で すね 。 
問題 に た る の は 、 や は りお 金 と いう こと に な り そ う で す が 、COP10 
で は 、 大 企業 に 対し て 「 も っ と 積極 的 に 生物 多様 性 に 貢献 する 行動 
を 起こ し まし ょ う 」 と 宣言 され まし た けれ ども 、 具 体 的 に は 何 を し 
て いい か わか ら な い 企 業 が 多い 、 と 聞い て いま す 。「 世 界 森林 大 学 」 
の よう な 枠組 みな ら 、 企 業 も CSR の 一 環 と し て 協力 し や すい の で は 
な いで し ょ うか 。 
こう いう 話 を 、 ぜ ひ 、 今 度 は 町 長 と か 、 町 民 の 皆さん と も 直接 交わ 
す 機会 が 持て れ ば 、 と 思い ます 。 

本 日 は 、 本 当 に 素晴らし い お 話し を 、 永 井 さ ん 、 富 極 さ ん 、 あ り が 
と う ご ざ いま し た 。 オ ブザー バー の 皆さん も 、 あ り が と う ご ざ いま 
し た 。 


全員 あり が と う ご ざ いま し た 。 


※ こ の 原稿 は 、2011 年 7 月 5 日 に 木曽 町 役場 で 開か れ た 座談 会 を 元 に 、 個 々 の 方 々 に イン タビ ュー し た 内 容 等 を 交え て 再 構成 し 、 文 章 化 し た も の で す 。 
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【 座 談 会 DATA】 


2011 年 7 月 5 日 ( 火 ) 
長野 県 木曽 町 ・ 木 曽 町 役場 第 2 会 議場 


永井 信二 
富 極 均 
橋詰 敦夫 
伊藤 商人 
中 谷 和 博 
竹脇 聡 
角屋 明美 
砂山 純子 
村松 理 代 


(昆虫 学者 ) 

(長野 県 環境 保全 研究 所 主任 研究 員 ) 

(司会 : 木曽 賢人 会 だ コミ ュ ニ ティ プラ ン ナ ー) 
(木曽 町 役場 / 財 政 企画 課 ) 

(木曽 町 役場 町 民 課 環 境 係 ) 

(木曽 町 環境 協議 会 副 会 長 ) 

(木曽 町 環境 協議 会) 

(木曽 賢人 会 代表 ) 

(木曽 賢人 会 幹事 木曽 ノー ト 総 合 プ ロ デ ュ ー サ ) 
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く 木 曽 の 生物 多様 性 > 


KISOYAMA イニ シア ティ グ 


木曽 の 生物 多様 性 と ニコ ッ ー リ ズム 


木曽 の 生物 多様 性 は 、 単 に 自然 が 豊か を だ け で な く 、 幾 世 
代 に も わた る 人 の 暮らし の 営み に よっ て 支え られ て いる 。 


生日 本 の 生物 多様 性 

世界 的 な 自然 保護 NGO で ある 「 コ ン サ ベー ショ ン ・ イ ンタ ー ナ ショ ナ 
ル (CI)」 は 、 豊 か な 生物 多様 性 が 認め られ な が ら 、 絶 減 の 危機 に 瀬 す る 
地域 を 「 生 物 多様 性 ホッ トス ポッ ト 」 に 指定 し て 、 そ の 保全 を 呼び か け 
て いま す 。CI に よっ て ホッ トス ポッ ト に 指定 され て いる 地域 は 、 全 世界 
で 34 か 所 。 地 表面 積 で た っ た 2.3% を 占め る に 過ぎ な いこ れ ら の 地域 に 、 
路 乳 類 ・ 鳥 類 ・ 両 生類 の 、 実 に 75% が 棲息 し て いま す 。 さ ら に 、 維 管束 
植物 (コケ 類 や 藻類 を 除い た 植物 ) の 50% と 陸上 脊椎 動物 の 42% が 、 こ 
うし た ホッ トス ポッ ト 内 に し か 生息 し て いな いこ と が 確認 され て いま す 。 
つま り 、 ホ ッ ト ス ポッ ト と は 、 地 球 規模 の 生物 多様 性 を 保全 する た め に 
欠か せな い 最 重要 地域 な の で す 。 

この 世界 に 34 カ 所 し か な い ホ ッ ト ス ポッ ト に 、 私 た ちの 住む 日 本 が 、 
国 中 まる ご と 指定 され て いま す 。 南北 に 長い 国土 に 加え て 、 山 が ち で 複 
雑 な 地形 で ある こと 、 四 方 を 海 に 囲ま れ て いる こと 、 亜 寒 帯 か ら 亜熱帯 
まで の 幅広 い 気 候 が ある こと 、 豊 か な 降水 量 に 恵まれ て いる こと 、 ア ジ 
ア 大 陸 と 陸続き に な っ た り 離 れ た りす る 中 で 生物 相 が 独自 の 進化 を 遂げ 
た こと 、 さ ら に 最終 氷 期 最 盛 期 に も 氷河 で 覆 わ れる こと が な か っ た た め 、 
ヨー ロッ パ と 違っ て 多種 多様 な 生物 が 絶滅 を 免れ た こと な ど な ど 、 様 々 
な 要因 が 重なっ て 、 日 本 は 生物 多様 性 の 宝庫 と な っ て いる の で す 。 

環境 問題 を 考え る 場合 、 話 は 東南 アジ ア や アフ リカ な どの 熱帯 雨林 保 
全 に 関心 が 集まり が ち で す が 、 日 本 は 、 ま ず 自 国 に ある 生物 多様 性 の 重 
要 性 に つい て 、 正 し く 認 識 し な けれ ば な り ま せん 。 


目 自 然 を 「 手 入れ する 」 と いう 文化 

世界 に 34 カ 所 ある ホッ トス ポッ ト の 中 で 、 日 本 が 他 と 大 きく 異な る 特 
徴 は 、 そ の 人 口 密度 の 高 さ に あり ます 。 日 本 列島 に は 、 先 史 時 代 か ら 一 
貫 し て た くさ ん の 人 間 が 居住 し 続け て お り 、 現 在 見 られ る 自然 の 大 部 分 
が 人 間 活 動 の 影響 を 強く 受け て いま す 。 実際 、 国 土 の 約 7 割 を 占め る 森 
林 の うち 、 人 の 手 が 全 く 入 っ て いな い 原 生 林 は 、 屋 久 島 や 白神 山地 、 知 
床 な ど を 除い て ほとん ど あ り ま せん 。 木曽 の よう に 「 天 然 林 」 と 呼ば れ 
て いる 森林 も 、 経 済 的 な 価値 の ある 樹木 を 育て る た め に 人 の 手 が 加 わっ 
て いる 場合 が ほとん ど で す 。 つ まり 、 日 本 の 自然 は その 大 部 分 が 人 間 活 
動 の 強い 影響 下 に ある と 言え る の で す 。 

通常 、 人 間 に よ る 自然 へ の 関与 が 強けれ ば 強い ほど 、 そ の 地 の 生 物 多 
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様 性 は 損なわ れ て し まう も の で す 。 古 来 より 自然 に 関与 し 続け て きた 日 
本 が 、 今 だ に 豊か な 生物 多様 性 を 維持 で き て いる の は 、 極 め て 特異 な 例 
と 言え る の で す 。「 コ ン サ ベー ショ ン ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 」 の 代表 で 動 
物 学 者 の ラッ セル ・ ミ ッ タ ー マ イ ヤー 氏 も 、「 先 進 国 で あり な が ら 、 日 本 
に これ だ け 貴 重 な 生 熊 系 が 残っ て いる の は 驚異 的 な こと で ある 」 と 語っ 
て いま す 。 

こと うし た こと か ら 、 日 本 の 生物 多様 性 は 、 自 然 を 手つかず の まま 保護 
し て きた か ら 維 持 さ れ て きた と いう より も 、 む し る ろ 積 極 的 に 自然 に 関与 
し な が ら 、 そ の 「 賢 明 な 利用 (wise use)」 を 推し 進め て きた か ら こ その 結 
果 で は な いか 、 と いう 考え 方 が 一 般 的 と な っ て き て いま す 。 そ し て 、 そ 
の 典型 的 シン ボル と し て 、「 里 山 」 が 注目 され て いる の で す 。 

里山 と は 、 原 生 的 な 自然 と 都市 と の 中 間 に 位置 し 、 農 林業 な ど 様々 な 
人 間 の 働き か け に よっ て その 環境 が 形成 ・ 維 持 さ れ て きた 山 の こ と 。 日 
本 は 古来 より 里山 か ら 資 源 を 奪い 取り な が ら 、 同 時 に 、 柴 刈り や 落ち 葉 
か き 、 植 林 や 間伐 な ど と いっ た 「 手 入れ 」 を 行っ て きま し た 。 こ うし た 
自然 へ の 「 手 入れ 」 こ そ が 、 日 本 の 豊か な 生物 多様 性 を 支え て きた 一 因 
と 考え られ て いる の で す 。 

し か し 、 今 、 日 本 の 山 は 危機 的 状況 に あり ます 。 少子 高齢 化 や 過疎 化 、 
林業 の 衰退 な ど が 原因 で 、 多 く の 山 が 「 手 入れ 」 さ れ な いま ま 放 置 さ れ 
て いる の で す 。 そ の 結果 、 か つて 日 本 中 の いた る と ころ に 見 られ た 身近 
な 生き 物 が 、 急 速 に 姿 を 消し つつ あり ます 。 例 えば 、 メ ダ カ や トノ サマ 
ガエル な ど 、 か つて 日 本 中 に 当たり 前 の よう に 見 られ た 生き 物 が 、 今 で 
は 絶滅 危 恨 種 に リス ト ア ッ プ され て いま す 。 日 本 が ホッ トス ポッ ト に 指 
定 さ れ て いる と いう こと は 、 そ れ だ け 数 多く の 絶滅 危 恨 種 を 抱え て いる 
と いう 証し で も あり ます が 、 そ れ は トキ や イリ オモ テ ヤ マネ コ な ど と い 
つた 特殊 な 希少 種 だ け の 話 な の で は な く 、 こ うし た 身近 な 生物 が 絶滅 し 
つつ ある こと に 対す る 警告 な の で す 。 日 本 の 生物 多様 性 は 、 人 が 自然 と 
関わ ら な く な っ た こと が 原因 で 、 今 、 危 機 に 陥っ て いる の で す 。 


目 江 戸 の 森林 保全 政策 

里山 に 代表 され る よう に 、 日 本 人 は 自然 を 「 手 入れ 」 す る こと で 生き 
て きま し た 。 し か し 、 だ か ら と いっ て 、 日 本 人 が 常に 自然 と 共生 し て エ 
コロ ジ カ ル に 生き て きた か どう か に つい て は 、 専 門 家 の 間 に も 異論 が あ 
り ま す 。 日 本 人 も 、 他 の 多く の 民族 と 同じ よう に 、 自 ら の 生活 や 欲望 の 
た め に 、 激 し い 自 然 破壊 を 繰り 返し て きた 事実 が あめ る か ら で す 。 実際 、 
生物 多様 性 を 脅かす ほど の 大 量 の 森林 伐採 が 、 過 去 に 何 度 も 起こ っ て い 
ます 。 そ の 最も 顕著 な 例 が 江戸 時 代 で し た 。 戦国 時 代 か ら 天下 泰平 の 世 
へ 移行 し た 事 に よる 人 口 爆発 や 、 江 戸 や 名 古屋 で 頻発 し た 大 火 な ど が 原 
因 で 、 日 本 中 の 木々 が 乱 伐 さ れ ま し た 。 そ の た め 、 江 戸 期 の 日 本 は 、 い 
た る と ころ 、 充 げ 山 だ ら け だ っ た と 言わ れ て いま す 。 

し か し 、 江 戸 時 代 の 充 げ 山 は 、 そ の まま 痩せ 地 と な っ て 砂漠 化し た わ 
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赤沢 の 木曽 ヒノ キ の 天然 林 。 貴 重 な 天然 の 木曽 ヒノ キ が 林 
立 す る この 天然 林 は 、 決 し て 「 自 然 」 に で きた わけ で は な 
く 、 江 戸 時 代 か ら 続く 人 の 「 手 入れ 」 の 賜物 で ある 。 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


け で は あり ませ ん で し た 。 そ の 後 、 見 事 な ま で の 回 復 を 果たす の で す 。 
古今 東西 、 人 が 伐り 尺 し て きた 森林 の 多く が 、 二 度 と 再生 する こと な く 
砂漠 化し て し まっ た こと か ら 見 て 、 い か に 日 本 の 森林 回 復 が 特異 で あっ 
た か が わか り ま す 。 

過剰 な 伐採 が あり な が ら 、 そ れ で も な お 、 日 本 の 山 が 完全 破壊 か ら 免 
れ た の は 、 豊 富 な 降水 量 や 急 骨 な 地形 と いっ た 日 本 独特 の 自然 環境 の 皿 
恵 も る さる こと な が ら 、 江 戸 幕 府 に よる 森林 管理 政策 に 負う と ころ が 大 き 
か っ た と 言わ れ て いま す 。 森林 消失 が 原因 で 山崩れ や 河川 の 池 浴 と いっ 
た 自然 災害 が 頻発 し た こと 、 木 材 資 源 の 枯 当 が 深刻 な 経済 問題 を 引き 起 
こし た こと な ど を 重く 見 た 幕府 は 、「 留 山 」 や 「 停 止 木 」 な ど 、 厳 格 な 懲 
禄 制度 を 設け て 森林 を 保護 する と と も に 、 各 地 で 植林 を 奨励 し た の で す 。 
アメ リカ の 歴史 学者 コン ラッ ド ・ タ ッ ト マ ン は 、「 日 本 人 は どの よう に 
森 を つく っ て きた の か 」( 築 地 書 館 1998 年 ) に お いて 、「 一 本 伐 っ た ら 千 本 
植え よ 」 と 説い た 松平 定 綱 や 、「 も し 伐採 事業 者 が 、 山 の 森林 を 数 十 の 区 
画 に 分 け 、 一 年 に 一 区 画 ずつ 伐採 すれ ば 、 全 森林 は 青々 と 維持 され 、 材 
木 は 増え る 」 と 説い た 内 原 益 軒 な ど を 例 に あげ な が ら 、 江 戸 は 世界 に 先 
駆け て 「 植 林 や 輸 伐 」 を 行っ た 国 と し て 、 ド イツ と 並ぶ 森林 管理 の 先進 
国 だ っ た と 記し て いま す 。 日 本 の 豊か な 生物 多様 性 は 、 恵 まれ た 自然 環 
境 の み に よ っ て 偶然 維持 され て きた わけ で は な く 、 森 林 に 対す る た くさ 
ん の 人 々 の 知恵 と 営み に よっ て 、 辛 うじ て 支え られ て きた の で す 。 


馬木 曽 の 生物 多様 性 を 支え た も の 

現在 、 木 曽 地 域 に は 樹齢 200 年 ~300 年 を 超え る 木曽 ヒノ キ の 天然 林 が 
広がっ て お り 、 周 辺 の 混交 林 や 人 工 林 と と も に 、 豊 か な 生物 多様 性 を 保 
障 す る 源泉 と な っ て いま す 。 一 見 「 自 然 」 そ の も の に 見 える 木曽 の 天然 
ヒノ キ 林 で す が 、 ヒ ノ キ は 耐 陰性 に 劣る 樹種 の た め 「 原 生 林 」 で は あり 
得 ま せん 。 い っ た ん 皆 伐 され て 艇 げ 山 と な り 、 そ こ に 芽生 えた 多様 な 苗 
木 の 中 か ら ヒ ノ キ だ け を 注意 深く 残す と いう 「 手 入れ 」 に よっ て 形成 さ 
れ た も の な の で す 。 つ まり 、 択 伐 に よっ て 人 工 的 に 維持 され て きた 「 半 
自然 林 」 な の で す 。 そ し て 、 こ れこ そ が 、 尾 張 藩 に よる 森林 管理 政策 の 
賜物 で す 。 木 曽 は 、 江 戸 時 代 に 行わ れ た 森林 管理 政策 の 、 そ の 最も 優れ 
た 成功 例 と 言え る で し ょ う 。 

し か し 、 こ うし た 成果 は 、 決 し て 「 政 治 力 」 だ け で 達成 され た わけ で 
は あり ませ ん 。 田畑 に 乏しい 木曽 の 住民 に と っ て 、 木 は 命 の 糧 で も あり 
まし た か ら 、 い くら 「 木 一 本 、 首 一 つ 」 と いわ れ た ほど の 厳重 な 取締 り 
が あっ た と し て も 、 そ の 地 に 暮らす 人 々 の 理解 や 納得 が な い 限 り 、 完 全 
に は 機能 し な いも の で す 。 実際 、 世 界 の 森林 消失 に お いて は 、 ど ん な に 
厳し い 規 制 や 、 あ る い は 逆 に どん な に 厚い 補償 を 施し て も 、 盗 伐 が 後 を 
絶た ず 、 結 局 砂漠 化し て し まう と いっ た 例 が 数 多く 見 受け られ ます 。 し 
か し 、 江 戸 時 代 の 木曽 に お いて は 、 盗 伐 で 厳し い 罰 を 受け た 人 は ほとん 


どい ませ ん で し た 。 生 活 苦 で 木曽 か ら 逃 亡 し た 人 も いな か っ た し 、 管 理 
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えす 庄 放 ーー ちら 
「 木 曽 式 伐 木 運 材 図絵 」 よ り 「 株 祭 之 図 」。 木 を 斬り 倒し 
た 後 、 木 の 構 を 株 に 差し て 、 山 の 神 を 祀 o た と いう 。 木 の 
精霊 へ の 感謝 の 印 だ っ た と され て いる 。 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


を 不服 と し て 大 き な 騒 動 が 起こっ た わけ で も あり ませ ん で し た 。 も ちろ 
ん 、 厳 し い 森 林 管理 の 見 返り と し て 尾張 藩 は 住民 に 米 を 配当 し て いま し 
た し 、 さ ら に は 、 停 止 木 以 外 の 雑木 や 下草 は 自由 に 伐採 で きた た め 、 規 
制 の 影響 は 意外 と 少な か つっ た の で は な いか と も 言わ れ て いま す 。 し か し 、 
それ で も 、 木 曽 の 住民 自身 が 艇 げ 山 と 化し た 山々 を 前 に し て 「 当 分 の 間 、 
木 は 伐 ら な い 方 が 良い 」 と 得 心 し た か ら こ そ 、 規 制 は し っ か り と 守ら れ 
た の で は な か っ た で し ょ うか 。 そ う で な い 限 り 、 ほ と ん ど 禄 則 者 を 出さ 
な か っ た 理由 は 説明 が つか な いよ うに 思わ れる の で す 。 

木曽 に は 長年 培 わ れ て きた 「 山 の 知恵 」 と いう も の が あっ て 、 尾 張 藩 
に よる 森林 管理 は こう し た 「 山 の 知恵 」 に 合致 し て いた か ら こ を 機能 し 
た … こ う 考 える と 、 木 曽 の 豊か な 生物 多様 性 は 、 行 政 と 民衆 と が 協 働 で 
育ん で きた 「 文 化 遺 産 」 で ある と も 言え る の で す 


馬木 曽山 イニ シア ティ ブ 

江戸 時 代 に お ける 木曽 の 机 人 た ちの 「 山 の 知恵 」 は 、 幕 末 に 「 木 曽 式 
伐 木 運 材 図絵 」 と し て まとめ られ まし た 。 急 肉 な 木曽 の 山 の 中 で 、 ど の 
よう に し て ヒノ キ の 大 径 木 を 伐採 し た の か 、 貴 重 な 木 曽 ヒ レノ キ を どう や 
っ て 傷つけ ず に 名 古屋 まで 搬送 し た の か 、 当 時 林業 の 先進 地 だ っ た 木曽 
が 持つ 独自 の ノウ ハウ を 解説 し た 技術 書 で す が 、 同 時 に 、 木 曽 の 机 人 た 
ちの 「 自 然 観 」 や 「 思 想 」 が よく わか る 貴重 な 資料 で も あり ます 。 例え 
ば 、 木 を 伐 る 際 、 木 曽 に は 以下 の よう な 「 山 の 知恵 」 が 共有 され て いた 
と と が わか り ま す 。 


・ ま ず 老 大 樹 の 根元 に 常磐 木 を た て て 注連縄 を 張り 、 御 神酒 を 奉納 し て 、 
山の神 を まつ っ て か ら 、 仕 事 に 着手 し た 。 

・ 月 に 一 回 は 作業 を 休ん で 、 山 神祭 と し て 夜通し お 漂 を 飲み 明か し た 。 

・ 立 木 の 伐採 に か か る 前 に 樹幹 を 巻 で 叩い て みて 、 鳥 や リス が 飛び 出す 
と 、 そ の 木 は 伐 ら れ な か っ た 。 こ れ は 一 種 の タブ ー と 考え て 良い が 、 結 
果 的 に 野生 動物 な ど 生態 系 の 保護 に 役立っ て いた 。 

・ 木 を 伐 る 道具 と し て は 、 差 の み を 使用 し た 。 久 は 音響 が 静か な た め 、 
盗 伐 され や すく な る と いう 理由 で 、 そ の 使用 が 禁止 され て いた 。 

・ 木 を 伐り 倒す と 、 木 の 槽 を 株 に 差し て 山の神 を まつ っ た 。 こ れ を 株 祭 
り と いい 、 そ の 木 の 中 間 を 山の神 より 賜る と いう 儀礼 で あっ た 。 (以上 、 
市 川 健夫 著 「 山 と 木 と 日 本 人 」(NHK ブ ックス ) より 抜粋 し て 再 構成 ) 


この よう に 、 山 の 作業 は 常に 神 へ の 祈り と と も に 進め られ て いま し た 。 
その 理由 に つい て 、 市 川 健夫 氏 は 、 木 曽 の 机 人 た ち が 「 森 林 や 樹木 に 精 
霊 が 宿っ て いる と 考え 」 て いた か ら 、 と 説明 し て いま す 。 

木曽 の 机 人 た ち は 、 単 な る 仕事 と し て 木 を 伐 っ て いた の で は な く 、 木 
を 伐 る こと を 通し て 「 神 で ある 自然 と 対話 」 し て いた よう に 思わ れ ま す 。 
も ちろ ん 、 今 日 的 な 意味 で の 「 環 境 保全 」 と いう 考え 方 は 存在 し な か っ 
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木曽 町 福島 「 城 山 史 跡 の 森 」。 戦 国 時 代 の 福島 城跡 が か ある 
こと と か ら 名 付け られ た 。 明 和 4 年 (1767 年 ) に は 伊勢 神宮 
の 御用 材 と し て 、 木 曽 ヒ ノ キ 1 万 本 が 伐採 され た 。 現在 は 
国有 林 だ が 、 木 曽 町 の 典型 的 な 里山 と し て 自然 遊歩 道 が 整 
備 さ れ て いる 。 


長野 県 指定 の 稀少 野生 植物 ・ カ ザ グ ル マ 。 城山 史跡 の 森 に 
自生 し て いる 。〈 写 真 は 、 木 曽 ネ イチ ャ ー マ イ スタ ー 講 座 
の ホー ムペ ー ジ に 掲載 の も の 〉 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


た と 思わ れ ま す が 、 結 果 と し て 「 環 境 保 全 」 に つなが る よう な 「 山 の 知 
恵 」 が 木曽 に は 溢れ て いた と 言え る の で す 。 そ し て それ こそ が 、 木 曽 の 
豊か な 生物 多様 性 を 支え て ぎ た 重 要 な ファ クタ ー な の で す 。 

「 木 曽 式 伐 木 運 材 図絵 」 の 完成 か ら 200 年 近く た っ た 現在 、 林 業 そ の も 
の の 方 法 や 道具 は 大 きく 様変わり し まし た 。 今 で は 、 浴 で は な く チ ェ ー 
ン ソ ー で 効率 よく 伐採 され て いる こと で し ょ う 。 また 、 木 曽 川 を 使っ た 
運 材 法 を ども 、 川 に いく つも の ダム が で き 、 森 林 鉄 道 や トラ ッ ク と いっ 
た 新しい 輸送 手段 が 普及 する と 共に 、 跡 形 も な く 消 え 去 り ま し た 。 そ し 
て 、 何 より 、 社 会 の 仕組 みや 人 々 の 価値 観 は 、 全 く 変 わっ て し まい まし 
た 。 幕 末 に 描か れ た 書物 な ど 、 遠 い 過去 の 単なる 記録 で し か な いよ うに 
思わ れ ま す 。 

し か し 、 本 当 に 驚く べき こと で す が 、「 木 曽 式 伐 木 運 材 図 絵 」 に 描か れ 
て いる 木曽 の 「 山 の 知恵 」 の エッ セン ス の よう な も の は 、 今 だ に 木曽 の 
人 た ち に 脈 脈 と 受け 継が れ て いる よう に も 思わ れる の で す 。 そ う 実 感 す 
る 出来 事 に 、 私 自身 、 木 澤 ノー ト の 取材 を 通し て 、 何 度 か 出くわし た 気 
が し て いま す 。 

その うち の 1 つ は 、2011 年 の 4 月 、 木 曽 町 在住 の 植物 学者 ・ 桶 誠治 先 


上 生 を 講師 に 迎え て 開催 され た 「 城 山 史跡 の 森 散策 ツア ー」 に 参加 し た 時 


の こと で し た 。「 城 山 史 跡 の 森 」 は 木曽 町 の 里山 と も いう べき 身近 な 山 で 
す が 、 サ サユリ や カ ザ グ ル マ 、 ヤ マシ ャ ク ヤ ク な ど 、 県 指定 稀少 野生 植 
物 も 見 られ る ほど の 貴重 な 「 ホ ッ ト ス ポッ ト 」 で も あり ます 。50 種 以上 
に も 及ぶ バリ エー ショ ン が 観察 で きる 野生 の スミ レ 群 や 、 2 種類 の サン 
ショ ウ ウ オ が 棲息 する 権現 滝 、 樹 齢 300 年 を 超え る 天然 ヒノ キ や 、 こ こ を 
北限 と する シタ 植物 の 繁茂 な ど 、 木 曽 の 生物 多様 性 を 象徴 する フィ ー ル 
ド と し て の 魅力 に 溢れ て いま す 。 さ ら に 、 桶 先生 の 懇切 丁寧 な 解説 や 、 
時 折 目 の 前 に 広がる 木曽 駒ヶ岳 や 御 獄 山 の 雄 大 な 景観 な ど 、 ま さ に エコ 
ツア ー の 条件 を 十分 備え た 木曽 町 の 重要 な 観光 資源 の 一 つ で す 。 し か し 、 
この 日 私 が 最も 強く 印象 的 に 感じ た こと は 、 全 く 別 の 所 に あり まし た 。 

と の ツア ー は 旧 営 林 署 の OB や 森林 組合 の 方 た ち を 中 心 と し た ボラ ン テ 
ィ ア で 運営 され て いま す 。 か つて この 山 で 働い て いた 方 た ち 自身 が イン 
ター プリ ター (ガイ ド ) を つと め ら れ て いる の で す が 、 そ の 中 の 1 人 の 
方 が 、 旧 営林署 跡地 を 出発 し 、 緩 や か な 山道 か らい よい よ 遊 歩道 コー ス 
に 入ろう と する 、 ま さ に その 時 に 、 胸 の 前 で 小さ く 手 を 合わ せ 、 前 方 の 
宙 空 に 向かっ て 頭 を ペコ ン と 下げ られ た の で す 。 ほ ん の 一 瞬 の 出来 事 で 
し た が 、 そ れ は 多分 、「 山 の 神 」 へ の 挨拶 だ っ た よう に 思う の で す 。 あ た 
り に は 鳥居 も 章 も あり ませ ん で し た か ら 、 ま さ に 山 そ の も の へ の お 祈り 
だ っ た と 思わ れ ま す 。 

「 山 の 神さま 、 こ れ か ら み ん な で 山 に 入ら せ て いた だ きま す 。 ど うか 
皆 の 無事 を お 願い いた し ます 。」 そ う 語 っ て いる よう に 見 えま し た 。 そ し 
て 、 数 時 間 の トレ ッ キ ング 後 、 昼 食 場所 と な る 福島 城中 に 到着 する と 、 
今度 は リュ ッ ク の 中 か ら お 漂 を 取り だ し て 、 小 さ な 両 の 前 に お 供え され 
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2011「 国 際 森 林 年 」 の ロゴ マー ク 。 居住 環境 や 食料 ・ 水 等 
の 供給 、 生 物 多様 性 保全 、 気 候 変 動 緩和 と いっ た 森林 の 多 
面 的 機能 が 人 類 の 生存 に 欠か せな いも の で ある こと を 訴え 
る と と も に 、 そ の 中 央 に 人 間 を 配 し 、 世 界 の 森林 の 持続 可 
能 な 経営 、 保 全 等 に お ける 人 間 の 中 心 的 役割 を 称え よう と 
し て いる 。 


木曽 ノー ト (4) いき も の 


た の で し た 。 

こう し た こと は 、 山 で 働く 人 に と っ て は 、 ご く ご く 当 た り 前 の こと な 
の か も し れ ま せん 。 単 な る 「 い た だ きま す 」 と か 「 ご ち そ うさ ま 」 ほ ど 
の 意味 し か な いこ と な の か も し れ ま せん 。 し か し 、 山 に 触れ る 機会 の 少 
な い 都 市 生活 者 に と っ て 、 当たり前 の よう に 山 に 祈る 姿 は 、 と て も 印象 
的 だ っ た の で す 。 単 に 私 た ち を 案内 する と いう だ け の こと で さえ 、 山 と 
対話 し な が ら 進 め て いる 、 そ ん な ふう に も 思わ れ た の で す 。 か つて 、 木 
を 伐 る 作業 の 一 つ ー つ が 常に 「 山 の 神 」 へ の 祈り と と と も に 進め られ て 
いた こと の 名 残り と 言っ て も 良い よう に 思わ れ ま し た 。 そ う 考 える と 、 
これ も 立派 な 「 山 の 知恵 」 な の で す 。 そ し て 、 こ うし た 小さ な 「 山 の 知 
恵 」 の 積み 重ね こそ が 、 木 曽 の 豊か な 生物 多様 性 を 支え て きた の で す 。 


過 た だ ひたすら 「 森 林 を 称え る 」 こ と 

国連 は 2011 年 を 「 国 際 森 林 年 」 と 定め 、 森 林 破 壊 の 防止 と 植樹 に 重点 
を 置い た キャ ン ペ ー ン を 展開 し て いま す 。 こ の キャ ン ペ ー ン で 国連 森林 
フォ ー ラ ム (UNFF) は 、「Celebrating Forests for People (人 々 の た め に 
森林 を 称え る ) 」 と いう キャ ッ チ フレ ー ズ を 採用 し 、 生 物 多 様 性 を 保全 す 
る 上 で 、 森 林 と 人 の 関わ り が いか に 重要 性 で ある か 訴え て いま す 。UNFF 
事務 局長 ジャ ン ・ マ ッ ク ア ル パ バイン 氏 は 、「 私 た ち が 一 貫 し て 使用 し 、 広 
め た い 言 葉 は 『 称 える 』 で す 。 森林 を 称え る の で す 。 否定 的 な こと を つ 
い 話 し が ち で す が 、 そ う で は な く 森 林 の 素晴らし さ を 共に 称え まし ょ う 。 
森 は 驚き に 満ち 、 息 を の む ほ ど 美 し く 、 荘 厳 で す 。 こ れ ま で と 違う 形 で 
この こと を 伝え て いか な けれ ば な り ま せん … そ れ に 、 そ れ は 語る 価値 の 
ある 話 な の で す 。」 と 述べ 、 た だ ひたすら 「 森 林 を 称え る 」 こ と の 意義 を 
強調 し て いま す 。 

難し い 環 境 問題 理論 や 経済 的 な 価値 の 計算 な ど 、 生 物 多 様 性 を めぐ っ 
て は 既に た くさ ん の 議論 が 成 さ れ て いま す が 、 し か し 、 そ うし た 机上 の 
空論 より も 、 と に か く 「 た だ ひたすら 森林 を 称え る 」 こ と の 方 が 、 森 林 
や 生物 多様 性 の 保全 に 有効 で ちあ る と いう メッ セー ジ は 、 非 常に 説得 力 が 
あり ます 。 日 本 で 起こ りつ つ あ る 「 里 山 人 賛歌 」 や 「 山 ガー ル 」、「 エ コツ 
ー リ ズム 」 な どの 広がり も 、 こ うし た 「 森 林 を 称え よう 」 と いう 世界 的 
な 動き に 呼応 し て いる と 言え る で し ょ う 。 


馬木 曽 式 「 山 の 知恵 」 大全 

木曽 に は 称え る べき 森林 が あり ます 。 そ し て 、 既 に 述べ て きた よう に 、 
木曽 の 森林 は 、 た だ 単に 自然 に (あり の まま に ) 形成 され た も の で は な 
く 、 時 の 権力 者 や 木曽 に 住む 人 た ち が 協 働 で 育ん で きた 「 山 の 知恵 」 の 
結晶 で も あり ます 。 つ まり 、「 木 曽 で 森林 を 称え る こと 」 と は 、「 木 曽 の 
『 山 の 知恵 』 を 称え る こと 」 と 同義 な の で す 。 

今 こ そ 、 木 曽 は 自ら の 「 山 の 知恵 」 を 、 全 力 で 「 称 える 」 必 要 が あり 
ます 。 そ の た め に は 、 今 、 辛 うじ て 残さ れ て いる 「 山 の 知恵 」 が 完全 に 
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失わ れ て し まう 前 に 、 何 と し て で も か き 集 め ら れ 、 語 り 継 が れ な けれ ば 
な り ま せん 。 そ の 作業 こそ が 「 エ コツ ー リ ズム 」 や 「 ヘ ルス ツー リズ ム 」 
と 呼ば れる 新しい 産業 を 生み 出す 「 宝 の 源 」 と な る の で す 。 

木曽 の 「 山 の 知恵 」 を 集大成 する と いう と 、 も の すご く た い そう な 大 
事業 の よう に 思わ れる か も し れ ま せん が 、 決 し て そう で は あり ませ ん 。 
無い も の を 創作 し た り 、 提 造 し た りす る 作業 で は な い の で す 。 今 も 残さ 
れ て いる 具体 的 な 事実 を 、 た だ 一 つ ず つ 列 挙 し て いく だ け で 良い の で す 。 
先 に 挙げ た よう に 「 山 に 入る 前 に そっ と 手 を 合わ せ て 会 釈 を し た 」 と い 
っ た よう な 、 一 見 取る に 足ら うな いよ うに 思わ れる こと で さえ 「 山 の 知恵 」 
と 呼べ る の で す 。 そ し て 、 そ れ は 「 称 えら れる に 値する 」 話 な の で す 。 


上 アー カイ ブ 手 法 と し て の 「 聞 き 書 き 調 査 」 

し か し 、 そ うし た 「 木 曽 の 山 の 知恵 」 は 、 日 一 日 と 失わ れ て いく 運命 
に あり ます 。「 山 の 知恵 」 を 有 し て いる 人 に は 高齢 者 が 多く 、 そ し て 人 彼ら 
の 多く は 、 自 ら 進 ん で その 「 知 恵 」 を 書き 残し た り 、 整 理 し た り は し な 
い 人 た ち だ か ら で す 。 そ こと で 、 そ うし た 「 山 の 名 人 」 の 「 知 恵 」 を 葛 集 

(アー カイ ブ ) する 方 法 と し て 、 若 者 に よる 「 聞 き 書 き 調査 」 を 挙げ て 
お きま す 。 

あま り 知 られ て いな いこ と が 残念 で な ら な い の で す が 、 高 校生 が 森 の 
名 人 へ イン タビ ュー する 「 森 の 聞き 書き 甲子 園 」( 農 林 水 産 省 、 文 部 科学 
省 、NPO 法 人 共存 の 森 ネ ットワーク 他 6 社 に よる 主催 ) と いう イベ ント 
が 、 毎 年 開催 され て いま す 。 こ の イベ ント は 、「 山 の 知恵 」 の 葛 集 と 「 環 
境 教育 」 が 同時 に 実施 で きる 、 と て も ユニ ー ク な 試み で す 。 

「 森 の 聞き 書き 甲子 園 」 は 、 全 国 か ら 公 募 さ れ た 100 人 の 高校 生 が 、 や 
は り 全 国 か ら 選 ば れ た 森 や 海 ・ 川 の 名 人 た ち を 実際 に 訪ね 、 各 人 の 知恵 
や 技術 、 人 生 そ の も の を 「 聞 き 書 き 」 し 、 記 録 し て いく と いう も の で す 。 
「 聞 き 書 き 」 と は 、 実 際 に 話し 手 が 語っ た まま を 書き 写す 手法 で 、 自 分 
の 感想 や 、 主 観 に よる 推測 な ど は 、 一 切 加 えて は いけ な いこ と に な っ て 
いま す 。 そ の た め 、 時 に は 、 話 が 舌 足ら ず に な っ た り 、 完 結 し な いま ま 
唐突 に 終わ っ て し まっ た り と いっ た こと も ある の で す が 、 話 し 手 の 方 言 
や 独特 の 言い 回 し な ど が イキ イキ と 描か れ て お り 、 と て も 面白 いも の が 
で き あ が る 場合 も 多い の で す 。 

例え ば 、 平 成 19 年 度 に 森 の 名 人 に 選ば れ た 木曽 町 の 林業 家 ・ 巾 崎 理 一 
氏 は 、「 な ぜ 林 業 家 に な っ た か 」 と いう 高校 生 の 質問 を 受け て 、 次 の よう 
に 語り ます 。「 俺 は 小学 校 三 年 の な 頃 か ら お ふく ろ に 引っ 張ら れ て 『 坊 、 草 
と り に 一 緒 に 来い 』 っ て 。 俺 は まだ 子ども だ も ん で 嫌 に な る 。 御料 林 は 、 
リヤ カー が 引け る 緩い 勾配 の 道 が 全 山 に ぐる ぐる 引い て あっ た 。 俺 は 、 
や ん な る と ここ へ 逃げ 込む わけ だ 。 ( 笑 ) そこ は 、 林 学 の 粋 を 集め た 見 事 
な 山 だ っ た 。 す ご いな ぁ 、 と 思っ た よ 。 そ れ で 1ha で も いい か ら 俺 も こ 
ん な 山 を 造っ て みた いっ て 思っ た 。 そ れ か ら 始 まっ た わけ 。」 そ し て 、 小 
学生 の 頃 に 見 た 御料 林 を 胸 に 、 木 曽 ヒノ キ の 人 工 林 造 り に 情熱 を 傾け て 
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いく さま が イキ イキ と 描か れ て いく の で す 。 

また 、 平 成 21 年 度 に 選出 され た 上 松 町 の 吉川 康男 氏 は 、「 昔 の 析 は 木 を 
倒す こと を 「『 木 を 寝かせ る 』 と 言い 、 こ ども を 寝かせ る と か 病人 を 寝 か 
す と か 、 そ う 言 う 言 葉 が ある で し ょ ? 木 を 倒す ん じゃ な く 『 寝 か せる ん 
だ 』 と …。 そ し て 木 が 倒れ る 場所 を 『 寝 床 』 だ つて 言っ て 、 寝 床 の 場所 
は いい か ? と か が 寝床 の 下 に 木 の 株 が あっ た り し な いか ? ( 木 が 傷む と い 
け な い か ら ) それ ぐら い 大 事 に し て 伐 っ た ん で す よ 。 自分 が 思っ た と お 
り の 所 に 木 が 寝 て くれ る と 、 う れ し い も ん で す 。」 と 、 ま る で 江戸 時 代 に 
描か れ た 「 木 曽 式 伐 木 運 材 図絵 」 さ な が ら の 話 を 、 今 だ に 語っ た りす る 
の で す 。 

こう し た 言葉 の 一 つつ は 、 紛 れ も な く 木 曽 が 誇る 「 山 の 知恵 」 で あ 
り 「 称 えら れる に 値する 話 」 で す 。 そ れ ら が 現在 の 高校 生 た ち に よっ て 
「 聞 き 書 き 」 さ れる こと の 意義 は 、 単 に 「 山 の 知恵 」 が アー カイ ブ さ れ 
て いく こと と だ け に と どまり ませ ん 。「 聞 き 書 き 」 す る こと か ら 生 まれ る 世 
代 間 コミ ュ ニ ケー ショ ン で 、 高 校生 た ち は 、 ま さ に いろ ん な こと を 感じ 
て 、 学 ぶ の で す 。 実 際 、「 聞 き 書 き 甲 子 園 」 に 参加 し た 高校 生 た ち が 書 い 
た 感想 文 に は 、 彼 ら の 筐 きゃ や 衝撃 が 素直 に 綴 ら れ て いま す 。 浜 田 久 美子 
さん の 「 森 の 力 」 (岩波 新書 ) か ら 抜 き 書き し て 並べ て み ま す 。 


・ 私 も 名 人 の よう に 、 楽 し むこ と が で き て 一 生 懸 命 に 取り 組め る 仕事 
に 就き た いと 思い まし た 。 

・ 現 代 の 社会 は 山 や 自然 か ら 遠 ざ ご か っ て いる と よく 言う けれ ど 、 今 回 
の 取材 で それ を 強く 実感 し まし た 。 

・ ま ず 日 本 に は すばらし い 技 を 持っ た 名 人 が 多く 存在 し 、 そ の 技 で す 
ば らし いも の を 作っ て いる と いう こと で す 。 し か し 私 は 今 ま で それ を 
全く 知り ませ ん で し た 。 知 る 努力 を し な か っ た こと も 事実 で す が 、 知 
る 機会 が な か っ た の で す 。 

・ ヘ ン な 話 、 こ れ ま で 自分 が 「 消 費 」 し て いる こと に 気づい て いま せ 
ん で し た 。 

・ 何 事 も 一 面 だ け を 見 て いて は うま く バ ラン ス が と れ な いと いう こと 
に も 気がつき まし た 。 

・ 現 代 の 林業 が 、 日 本 の あら ゆる 経済 や 政治 と いう 面 に も 大 きく 巻き 
込ま れ な が ら 成 り 立 っ て いる と いう 事実 に 、 と て も 衝撃 を 受け まし た 。 


さら に は 、 イ ンタ ビュ ー を 受け た 森 の 名 人 の 方 に も 変化 が 見 られ る と 
いい ます 。 自 分 の 過去 や 仕事 に つい て あら た め て 語る こと が 、 こ れ ま で 
の 人 生 へ の 再 確認 に な る の で す 。 と 同時 に 、 自 分 の 話 を 高校 生 が 真 琶 に 
聞い て くれ 、 し か も レポ ー ト に し て まとめ て くれ る こと に 大 き な 喜 び を 
感じ て 、 感 激 の あま り 涙 する 人 も いる と の こと 。 

木曽 は 、 こ うし た 「 聞 き 書 き 」 を 、 町 単位 で 実施 で き な い も の で し ょ 
うか 。「 山 の 知恵 」 だ け で な く 、 昔 か ら 木 曽 の 人 が 食べ て きた 珍し い 「 食 
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材 」 や 「 料 理 」、 木 曽 の 人 々 が 四季 折々 行っ て きた 「 山 遊び 」 な ど 、 ア ー 
カイ ブ し て お くべ き 要 素 が 、 木 曽 に は 「 山 の よう に 」 あ る の で す 。 


時 「 山 の 知恵 」 と し て の 「 遊 び 仕事 」 

木曽 の 「 山 の 知恵 」 は 、 机 師 や 林業 家 な ど と いっ た 山 の プ ロ だ け の も 
の で は あり ませ ん 。 木曽 の 人 々 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 誰 も が 「 山 の 知恵 」 
を 有 し て いる よう に 思わ れ ま す 。 そ うし た 「 山 の 知恵 」 を 洗い 出す 際 の 
ー つ の 指標 と し て 、「 マ イナ ー サ ブシ ステ ンス 」 と いう 概念 に 注目 し た い 
と 思い ます 。 

「 マ イナ ー サ ブシ ステ ンス 」 と は 、 直 訳す る と 「 副 次 的 生業 」 と か 「 小 
さ な 生 業 」 と いう 意味 を 持つ 民俗 学 用 語 。 東 京 大 学 大 学院 教授 の 鬼頭 秀 
一 氏 (環境 倫理 学 専攻 ) は 、 そ の 定義 を 「『 経 済 』 的 に は 、 副 次 的 な 意味 
し か な い が 、 し か し 、 そ れ で も な お か つづ 脈々 と 受け 継が れ て き て いる よ 
うな 副 次 的 生業 で あり 、 消 減 し て も 、 た いし た 経済 的 影響 を 及ぼ さ な い 
に も か か わら ず 、 当 事 者 に よっ て 、 意 外 な ほど の 情熱 に よっ て 継承 され 
て きた 、『 遊 び 』 の 要素 が 強い 営み 」(『 環 境 倫理 学 』 東 京 大 学 出版 会 ) で 
ある と し て 、「 遊 び 仕事 」 と いう 訳語 を 提案 し て いま す 。 

具体 的 に は 、 本 来 の 生業 と は 別に 行わ れる 、 山 菜 や キノ コ な どの 採集 、 
ミツ バチ の 養蜂 や 野生 の ハチ の 巣 獲 り 、 食 べら れる 昆虫 獲 り 、 川 や 池 で 
の 漁 携 、 炭 や 道具 の た め の 木 材 収集 た どの こと を 指し ます 。 木曽 で は 「 山 
稼ぎ 」 と か 「 山 遊び 」 と 呼ば れる の が 一 般 的 か も し れ ま せん 。 本 来 の 生 
業 と は 別に 、 山 に 入っ て 生活 の 足し に な る 自然 の 恵み を 手 に 入れ て くる 
作業 全般 を 指す 、 と 言っ て 良い で し ょ う 。 (ちなみ に 、 鬼頭 氏 に よる と 「 遊 
び 仕 事 」 と いう 語 は 信州 地方 で 実際 に 用 いら れ て いる 言葉 と の こと 。 木 
曽 で も この 言葉 は 用 いら れる の で し ょ うか ?) 

こう し た 「 遊 び 仕 事 」 の 多く は 、 ど ん な に 頑張 っ て も せい ぜ い 小 遣い 
稼ぎ 程度 に し か な ら な いも の で す 。 本業 で も な いた め 、 道 具 や 仕掛 け に 
それ ほど コス ト は か けら れ ま せん 。 自然 を 相手 と する た め に 、 思 っ た よ 
うな 成果 や 収穫 が あげ られ な いこ と も 多く 、 そ の 割 に は 辛い 作業 を 強い 
られ た り 、 危 険 な 目 に 遭う 場合 すら あり ます 。 に も か か わら ず 、 楽 し く 
て 楽し く て や め ら れ な い … そ れ が 「 遊 び 仕 事 」 な の で す 。 

春の ゼン マイ や 秋 の マツ タケ な ど 、 そ れ な り の 収入 が 見 込め る 「 収 穫 」 
も あり ます が 、 そ れ よ り も 、 そ の 年 の 初物 を 着 に みん な で お 酒 を 飲ん だ 
り 、 親 戚 や 都会 に 住む 和 人 な ど に 配っ た りす る の が 何より の 楽し み と な 
っ て いる よう で 、 シ ー ズ ン が 近づく と 、 早 く 採り に 行き た く て ムズ ムズ 
し て し まう 、 そ うい う 人 が 多い よう で す 。 山 へ 入っ て 、 こ うし た 「 宝 も 
の 」 を 見 つけ る こと は 、「 仕 事 」 で も あり 「 遊 び 」 で も あり 、 場 合 に よっ 
て は 「 生 き 甲 斐 」 で さえ ある 、 と いう 人 も いる ほど な の で す 。 

農文協 (農山 漁村 文化 協会 ) で は 、 そ の 公式 サイ ト 内 に ある 「 農 文 協 
の 主張 」 と いう コー ナー で 、 こ うし た 「 遊 び 仕事 」 を 「 自 然 と 人 間 の 、 
また 人 間 と 人 間 の 、 さ ら に 農村 と 都市 の 調和 を は か る うえ で も 、 き わ め 
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て 重要 な 位置 と 役割 を 担う も の 」 と 位置 づけ て 、「 遊 び 仕事 」 の 再 評価 を 
試み て いま す 。 そ こ で 述べ られ て いる こと を 参考 に 「 遊 び 仕事 」 の 意義 
を まとめ る と 、 以 下 の よ うな 3 点 に 集約 され ます 。 (参考 : 農文協 の 主張 
2006 年 9 月 号 「『 遊 び 仕事 』 を 現代 に 活か す 」) 


1) 環境 保全 に つなが る 「 遊 び 仕事 」 

ほん の 数 十 年 前 まで 、 ほ と ん どの 日 本 人 が 「 遊 び 仕事 」 を し て いま し 
た 。「 遊 び 仕事 」 を 通じ て 自然 と 関わ り 、 自 然 の あり が た さや 生物 多様 性 
の 意味 な ど を 、 身 を も っ て 学ん で いま し た 。 子 ども か ら 大 人 まで 、「 人 は 
自然 な し で は 生き て いけ な い 」 こ と 、「 あ ら ゆ る 生き 物 は 、 つ な が り を 持 
っ て この 地球 上 に 存在 し て いる 」 こ と な ど 、「 遊 び 仕 事 」 を 通じ て 実感 で 
き て いた の で す 。 そ れ は 今 の 子ども た ち が 学 校 で 教わる 「 世 界 の 熱帯 雨 
林 が 1 秒間 に サッ カー コー ト 2 面 分 づつ 消失 し て いる 」 と いっ た 環境 教 
育 的 知識 と は 全く 別 の も の で す 。 文 字 通り 「 遊 び 」 な が ら 培 われ た 「 山 
の 知恵 」 な の で す 。「 遊 び 仕事 」 は 、 自 然 に 関わ る こと で 自然 を 手入れ し 
て きた 日 本 の 「 知 恵 」 の 典型 と も 言え る で し ょ う 。 そ う 考 える と 、「 遊 び 
仕事 」 こ そ 、 子 ども た ち に 継承 し た い 大 切な 資産 だ と 言え る の で す 。 


2) 人 と 人 の つなが り を 育む 「 遊 び 仕事 」 

こう し た 「 遊 び 仕 事 」 は 、 入 会 地 の よ うな コモ ンズ を 舞台 に 行わ れる 
場合 が 多く 、 そ の 維持 管理 に は コミ ュ ニ ティ の 力 が 不可 欠 で す 。「 遊 び 仕 
事 」 が 成立 する た め に は 、 豊 か な 自然 環境 が 保 た れ て いる 必要 が あり ま 
す が 、 そ れ は 、 掃 除 や 手入れ な ど 、 コ ミュ ニテ ィ に よる 維持 管理 が 機能 
し て こそ 保 た れる も の な の で す 。 同時 に 、「 遊 び 仕事 」 を 楽し むこ と は 、 
みん な と 情報 や ノウ ハウ を 伝授 し あっ た り 、 獣 害 や 災害 な どの 問題 を 話 
合っ た り 、 収 穫 を 神 に 捧げ て 飲み 明か し た り と いっ た 具合 に 、 豊 か な 
コミ ュ ニ ティ が 育ま れる 要因 で も あり まし た 。「 遊 び 仕 事 」 は 、 自 然 と の 
関係 を 土台 に 、 そ の 地域 の 住民 みん な が 育み 、 み ん な で 楽し ん で きた 、 
まさ に コミ ュ ニ ティ の 源 も の な の で す 。 


3 ) 働く こと の 原点 を 呼び 覚ます 「 遊 び 仕 事 」 

「 遊 び 仕事 」 の 楽し み を 知る 人 は 、 み な 口 を 揃え て 「 と に か く 気 持ち 
が いい 。 そ し て 、 楽 し く て 楽し く て 仕方 が な い 」 と 、 そ の 魅力 を 語り ま 
す 。 自然 相手 に 収穫 や 成果 が まま な ら な い 場 合 で も 「 な か な か 自分 の 思 
っ た 通り に いか な いこ と が 、 さ ら な る 楽し み を 呼び 起こ す 」 と 言う の で 
す 。 そ し て 、 自 ら の 技 や 経験 や 勤 と いっ た 「 身 体感 覚 」 に 、 よ り 一 層 磨 
き を か け よ うと ハマ っ て し まう の で す 。 自然 の 中 で 、 自 然 を 相手 に 働く 
こと な ら で は の 醍醐 味 と 言え る で し ょ う 。 


すべ て が マニ ュ ア ル 化 され 、 時 間 に 追わ れ な が ら 、 何 か を 犠牲 に し て 
働く こと が 普通 で ある よう な 今 の 日 本 の 社会 に お いて 、「 働 く こ と の 気持 
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あり の まま の 自然 に こだわ ら ず 、 自 然 を 舞台 に いろ ん な 遊 
び が で きる 「 遊 び 仕事 」 の フィ ー ル ド を 開発 し て は どう だ 
ろう か 、。 日 義 あ た り の 木曽 川 の 支流 に 、 人 工 的 に 中 州 や 瀬 
を つく り 、 堀 き 止 め 猟 な ど が で きる よう に すれ ば 、 と て も 
楽し い 自 然 教室 が 開催 で きる 、 と 永井 先生 も 本 稿 対談 で 述 
べら れ て いる 。 
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ちよ さ 」 や 「 身 体感 覚 を 追求 する こと の 楽し さ 」 が 味わえ る 「 遊 び 仕事 」 
は 、「 働 く こ と の 原点 」 を 呼び 覚まし て くれ る 営み と 言っ て も 良い の で は 
な いで し ょ うか 。 そ う 考 える と 、 都 市 生活 者 や 子ども た ちこ そ 、「 遊 び 仕 
事 」 の 楽し み を 知る 必要 が ある よう に 思わ れる の で す 。 


目 「 遊 び 仕事 」 と 「 エ コツ ー リ ズム 」 

木曽 は 「 遊 び 仕事 」 の 宝庫 で す 。 ほ と ん どの 木曽 の 人 は 、 何 か ーー つ は 
自分 の 得意 な 「 遊 び 仕事 」 を 持っ て いる の で は な いで し ょ うか 。 山菜 採 
り 、 キ ノコ 狩り 、 木 の 実 採集 、 川 魚 漁 、 蜂 の 子 捕り 、 害 獣 猟 、 食 虫 採集 、 
炭 作 り 、 す ん き 作 り 、 ど ぶろ く 作 り 、 竹 細工 な ど な ど 、 お そら く 数 え 上 
げ れ ば キリ が な い ほ ど た く さん の 「 遊 び 仕事 」 が 木曽 に は あり ます 。 あ 
る い は 、「 え ー、 そ ん な こと まで ? ! 」 と 、 都 市 生活 者 に は 想像 で き な い 
よう な 「 遊 び 仕事 」 ま で ある か も し れ ま せん 。 こ れ ら は みな 木曽 の 「 山 
の 知恵 」 と し て 「 称 えら れる べき 」 事 な の で す 。 

も し も 、 こ うし た 「 遊 び 仕 事 」 を 体験 型 プ ログ ラム と し て 整備 で きれ 
ば 、 と て も 楽し い 「 木 曽 式 エコ ツー リズ ム 」 が 開発 で きる の で は な いで 
し ょ うか 。 そ し て 、 そ れ は 、 今 の 日 本 の 都市 生活 者 に に と っ て 、 ど うし て 
も 必要 な 「 プ ログ ラム 」 で ある こと の よう に 思わ れる の で す 。 特 に 、TV 
ゲー ム や 携帯 電話 な どの ツー ル 以 外 で の 遊び 方 を 経験 し て いな い 子ども 
た ち に と っ て 、 は か り し れ な い 意 味 を も つよ うに 感じ られ ます 。 

既に 述べ た よう に 、「 遊 び 仕事 」 は 「 環 境 保全 ・ コ ミュ ニテ ィ 育 成 ・ 労 
働 の 原点 」 と いう 3 つの 意義 を 合わ せ 持 っ て いま す 。 よ り 直 接 的 に 表現 
する な ら 、「 遊 び 仕事 」 と は 、「 自 然 と 関わ る 歓び ・ 人 と 交わ る 歓び ・ 働 
く こ と と その も の の 歓び ひ 」 と いう 3 つの 要素 が 調和 し た 営み で ある と 言え 
ます 。 

残念 な こと に 、 日 本 は 世界 で も 有数 の 豊か な 経済 力 を 誇り な が ら 、 こ 
うし た 3 つの 歓び が 感じ られ に くい 社会 と を な っ て し まい まし た 。 も し も 、 
都市 生活 者 が こう し た 「 遊 び 仕事 」 を 気軽 に 体験 で きる 山 が あっ た な ら 
ば 、 そ こと こ は そ の 人 に と っ て 「 第 二 の ふ る さと 」 と な り 得 る の で は な いで 
し ょ うか 。 

エコ ツー リズ ム と いう と 、 自 然 の も の に は 一 切手 を 触れ て は な ら な い 
よう な 、 自 然 観賞 型 の ツア ー を 連想 し が ち で す 。 も ちろ ん 、 で きる 限り 
自然 へ の 負荷 は 少な くす べき で は あり ます が 、 現 在 の エコ ツア ー の ほ と 
ん ど は 禁止 事項 ば か り が 並ん で いて 、 少 し 唆 屈 す ぎ る よう に 思わ れ ま す 。 
「 決 め ら れ た 道 以外 は 立入 禁止 」 と か 「 と っ て いい の は 写真 だ け 」 と い 
う よ う な 看板 ば か り が 目 に つい て 、 そ れこ そ 自 然 景 観 を 損なっ て いる 場 
合 す ら あ る ほど で す 。 お 行儀 の 良い エコ ツア ー で は 、 結 局 単なる 「 物 見 
遊山 」 に 終わ っ て し まう 、 と いう 弊害 も 指摘 され て いま す 。 

さら に は 、 そ うし た 自然 観賞 型 の エコ ツア ー は 、 鑑賞 する に 値する 「 希 
少 種 」 や 景観 上 の 「 特 異 点 」 だ けが 価値 が ある 、 と いっ た 誤解 を 生じ さ 
せ が ち で す 。 そ の 結果 、 自 然 環境 自体 が 「 見 せ 物 」 と な っ て し まっ た り 
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し て 、 自 然 保護 と いう 本 来 の 目的 か ら 逸 脱し て し まう こと も 少な く あ り 
ませ ん 。 

小笠 原 や 屋久 島 の よう に 、 人 の 手 が 入 ら な い 原 生 的 な 自然 や デリ ケー 
ト な 稀少 生物 の 存在 が 価値 を 持つ エコ ツア ー の 場合 は 、 人 に よる 影響 は 
極力 排除 され な けれ ば な り ま せん 。 し か し 、 自 然 に 手入れ を する こと で 
豊か な 生物 多様 性 を 維持 し て きた 木曽 の よう な と ころ で は 、 人 が 自然 と 
関わ る 営み その も の が 体験 され る べき 資源 な の で す 。 そ し て 、 そ の 営み 
と し て 「 遊 び 仕事 」 は 最適 な の で す 。 

自然 の 中 で 遊び な が ら 、 苦 労 し て 自然 の 恵み を 手 に 入れ る と いう 体験 
を する こと で 、 生物 多 様 性 の 意味 や 環境 保全 の 重要 性 を 学ぶ こと は も ち 
ろ ん 、 人 と の 交流 の 楽し さや 、 働 く こ と の 原点 さえ 実感 する … そ れ が 「 遊 
び 仕 事 」 を ベー ス に し た エコ ツア ー で す 。 も ちろ ん 、 講 師 (イン ター プ 
リタ ー) は 木曽 町 中 で 今 も た くさ ん 活躍 され て いる 「 遊 び 仕事 の 達人 ( マ 
イス ター) た ち 」 で す 。 

組合 に よる 漁業 権 や 採取 権 の 問題 、 資 源 の 枯 渦 問題 や 環境 整備 の 問題 
な ど 、 た くさ ん の 課題 は ある で し ょ う 。 思い切っ て 町 有 林 の 一 つ を 、 四 
季 を 通じ て 楽し め る 「 遊 び 仕事 」 の テー マ パ ー ク と し て 、 人 工 的 に 整備 
し て も 面白 いか も し れ ま せん 。 そ の 場合 、 注 意 し た い の は 、 従 来 か ら あ 
る 観光 ワラ ビ 園 や 採り 放題 の キノ コ 園 な どの よう に 、 収 穫 物 だ けが 魅力 
の ツア ー と な ら な いよ うに すべ きだ と いう 事 で す 。 こ うし た 従来 型 の 、 
いか に も 「 採 っ て くだ さい 」 と いわ ん ば か り の 農園 スタ イル で は 、 参 加 
者 は 狂っ た よう に ワラ ビ や キノ コ な ど を 採れ る だ け 採 っ て 、 終 わっ た ら 
さっ さと 帰っ て し まう の で す 。 そ れ は 、 そ の ツア ー の 目的 が 「 体 験 」 で 
は な く 「 実 益 (収穫 )」 に ある と 認識 され て いる か ら な の で す 。 自然 の 中 
に 足 を 踏み 入れ て 、 食 べ る も の と 食べ られ な いも の を 見 分 けた り 、 何 を 
規準 に 山の幸 を 見 つけ 出す の か 、 と いっ た リア ル な 体験 が で きる よう に 
工夫 され て いな けれ ば な り ま せん 。 

単なる ハイ キン グ や 森林 浴 な ど と いっ た レジ ャ ー の 場 を 超え て 、 人 々 
が 本 当 に 自然 と 触れ 合っ て 遊べ る 場 と し て 、 木 曽山 (KISOYAMA) を 提 
示 で きれ ば 、 現 在 の 日 本 が 抱え る さま ざま な 課題 に 対す る 木曽 町 発 の メ 
ッ セ ー ジ と し て 、 と て も を 意味 の ある 提案 が で きる 山 と な る は ず で す 。 
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「 ス ロー」 を 象徴 する か た つむ り を イメ ー ジ し た 「 国 際 ス 
ロー フー ド 協 会 」 の ロゴ マー ク 。 
写真 : Wikipedia( (作者 : Pippo-b) 


時 スロ ー フ ー ド と は 何 か 

こと 数 年 、 世 界 中 で 「 ス ロー フー ド 」 と いう 言葉 が 大 流行 し まし た 。 
日 本 に お いて も 、 健 康志 向 や エコ ブー ム な ど を 背景 に 「 ス ロー フー ド 」 
を 看板 に 掲げ た 飲食 店 や イベ ント が 数 多く 見 られ 、 雑 誌 や テレ ビ な ど で 
も 盛ん に 特集 が 組ま れ た り し て いま す 。 今や 「 ス ロー フー ド 」 と いう 言 
葉 を 知ら な い 人 は いな いと いっ て も 過言 で は あり ませ ん 。 し か し 、 改 め 
て 「 ス ロー フー ド と は 何 か ? 」 と 問わ れる と 、 即 答 で きる 人 は 少な い の 
で は な いで し ょ うか 。 言葉 の 語感 か ら 「 フ ァ ー ス ト フ ー ド の 反対 語 」 と 
か 「 オ ー ガ ニッ ク な どの 健康 に 良い 食事 を ゆっ くり 楽し むこ と 」 と いっ 
た 具合 に 、 た だ 何と な く 理 解 し て いる 人 が 多い よう に 思わ れ ま す 。 

1986 年 に イタ リア で 始ま っ た 「 ス ロー フー ド 」 運 動 は 、 マ ク ド ナ ルド 
の イタ リア 進出 に 対す る 反対 運動 を きっ か け に 起こ り ま し た 。 第 1 号 店 
が 計画 され た ロー マ ・ ス ペイ ン 広 場 で は 、「 イ タリ ア の 子ども た ちか ら 、 
ママ の パス タ を 取り 上 げ る な 」 と いう スロ ー ガ ン が 書か れ た パス タフ ォ 
ー ク を 手 に 、 連 日 、 デ モ が 繰り 広げ られ た と いい ます 。 

イタ リア 人 が マク ドナ ルド の 進出 に これ ほど まで に 激しく 抵抗 し た の 
は 、「 フ ァ ー ス ト フ ー ド が 健康 に 良く な い 」 と か 、「 ハ ン バ ー ガ ー で は ゆ 
っ くり 食事 を 楽し め な い 」 と いっ た よう な 情緒 的 な 理由 か ら で は あり ま 
せん で し た 。 そ う で は な く て 、 安 く て 早い ファ ー ス ト フ ー ド が 広がる と 、 
地元 の 農家 や レス トラ ン が や っ て いけ な く な る 、 と いう 経済 的 危 恨 が ま 
ず あ っ た の で す 。 そ し て 、 も し も ファ ー ス ト フ ー ド に 押さ れ て 地元 の 農 
家 や レス トラ ン が 倒産 し て し まっ た ら 、 イ タリ ア 固 有 の 伝統 に 基づく 「 食 
文化 の 多様 性 」 が 失わ れ て し まう の で は な い だ ろ うか 、 と いう 危機 感 へ 
と つなが っ て いっ た の で す 。 そ れ は 、 ま る で 人 外来 種 の 流入 が 在 来 種 を 駆 
逐 し て し まう こと に よっ て 、 そ の 地 の 生 物 多 様 性 が 損なわ れ て し まう の 
と 同じ よう に 、 ア メリ カ 産 ハン バー ガー に よっ て イタ リア 産 パ スタ が 駆 
逐 さ れ て し まう の で は な いか 、 と 恐れ られ た の で し た 。 

マク ドナ ルド に 代表 され る 「 フ ァ ー ス ト フ ー ド 」 の 特徴 は 、 世 界 の ど 
この お 店 で 食べ て も 、 同 じ 品 質 の も の が 、 同 じ 金 額 で 食べ られ る こと に 
あり ます 。 そ れ は 「 食 の グロ ー バ ル 化 」 に よる 恩恵 で す 。 世 界 市 場 を 相 
手 に 、 同 じ 規 格 の も の が 大 量 生産 で きる か ら こ そ 、 早 く て 安い も の が 安 
定 的 に 提供 で きる の で す 。 そ れこ そ が 「 グ ロー バル 化 」 の 最大 の メリ ッ 
ト な の で す 。 
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し か し 、 便 利 で 安価 で ある こと と 引き 替え に 、 世 界 の 食 は どん どん 均 
質 化 し て お り 、 地 域 文 化 の 多様 性 は 損なわ れつ つ あ る ます 。 グ ロー バル 
化 と いう 大 き な 潮 流 の 中 で 、 均 質 化 する こと で 時 間 と お 金 を 節約 する の 
か 、 そ れ と も を 文化 の 多様 性 を 守る の か 、 そ うい う 極 め て 21 世紀 的 な 問題 
に 対す る 回 答 と し て 、 迷 わ ず 後 者 を 選択 する よう 世界 に 呼び か けた 運動 
が 「 ス ロー フー ド 」 だ っ た の で す 。 

均質 化す る 世界 の 中 で 、 食 文化 の 多様 性 を 維持 し て いく た め に は 、 食 
を 他国 や 他 地 域 に 依存 せ ず 、 自 分 た ち 自 身 の 地元 で 、 直 接見 える 形 で 作 
り 上 げ る 、 そ うい う 自 立 な し に は 達成 で きま せん 。「 ス ロー フー ド 」 の 本 
質 と は 、「 反 グロ ー バ リゼ ーション 」 で あり 、「 食 の 地方 自治 」 に あっ た 
の だ 、 と 言え る で し ょ う 。 

残念 な が ら 、 日 本 で は 「 ス ロー フー ド 」 と いう 言葉 が 、 そ うし た 政治 
的 観点 で 議論 され る こと は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 どちら か と 言う 
と 、 健 康 や 食 の 安全 性 と いっ た 観点 か ら 、 個 人 の ライ フス タイ ル に 関わ 
る 「 食 の 嗜好 (グル メ )」 の 一 形態 と し て 捉え られ て きた に 過ぎ ませ ん 。 
そし て 、 結 局 、 ブ ー ム の 中 心 は B-1 グラ ンプ リ へ と 移っ て いき まし た 。 
日 本 で は 、 ス ロー フー ド と B-1 グラ ンプ リ が 、 ど ちら も 町 お こし の カン 
フル 剤 と し て 、 全 く 同 じ レ ベル で 語ら れ て し まう の で す 。 そ れ は 、 ス ロ 
ー フ ー ド が 、「 食 の 地方 自治 」 の 問題 だ と 理解 され て いな いか ら な の で す 。 

TPP 加盟 問題 な ど を 通じ て 、「 グ ロー バリ ゼー ショ ン と 食 の 自治 」 の 問 
題 が 大 き な 社 会 問題 と な た りつ つ あ る 今 こ そ 、 日 本 の 「 ス ロー フー ド 」 と 
は 何 な の か 、 再 考 さ れる べき 時 に 来 て いる と 言え る で し ょ う 。 


所 スロ ー フ ー ド と 地域 再生 

「 ス ロー フー ド 」 運 動 の 本 質 が 「 食 の 地方 自治 」 に あっ た こと は 、 そ 
の 発祥 地 で ある イタ リア ・ ブ ラ 市 の 推移 を 見 て みる と よく わか り ま す 。 
スロ ー フ ー ド 運動 の 高まり が 、 地 方 自治 の 問題 と 結び つい て 、 沈 滞 し て 
いた 地域 の 活性 化 に つなが っ た か ら で す 。 

ブラ 市 は イタ リア 北部 の ピエ モン テ 州 に ある 人 口 お よそ 28,000 人 の 地 
方 都市 で 、 ロ ー マ 時 代 か ら の 歴史 を 持つ 美しい 町 で す が 、「 ス ロー フー ド 」 
で メジ ャ ー に な る まで は 、 観 光 客 で 賑わう よう な 町 で は あり ませ ん で し 
た 。 町 の 産業 と し て は 、「 バ ロー ロ 」 と いう 高級 ワイ ン を 中 心 と する 農業 
と 、19 世紀 か ら 続 く て 皮 な めし 業 し か あり ませ ん で し た が 、1970 年 代 に 
皮 な めし 業 の 方 は ほぼ 壊滅 。 残 っ た ワイ ン 業 も 、 大 規模 経営 に 転換 で き 
な いま ま 伸 び 悩 み 、 疲 幣 し て いる 状況 に あり まし た 。 つ まり 、 当 時 の ブ 
ラ 市 は 、 現 在 の 日 本 の 多く の 地方 都市 と 司 じ よ うに 、 地 場 産業 の 衰退 を 
背景 に 、 町 自体 が 閉塞 状況 に あっ た の で す 。 

この まま で は せっ か く の 高 級 ワ イン 「 バ ロー ロ 」 が ダメ に な っ て し ま 
う … そ うい う 危 機 感 か ら 、 町 の 有志 た ち が 集 まっ て 、1980 年 に ・「 バ ロー 
口 愛好 協会 」 が 設立 され まし た 。「 バ ロー ロ 愛 好 協 会 」 は 、 当 初 は 、 地 元 
の 「 バ ロー ロロ を 何と か せ ね ば ! 」 と いう 集まり に 過ぎ ませ ん で し た 。 し 


世界 で 初め て の 「 食 と 農学 」 を 研究 する 大 学 「 食 科学 大 学 」 
スロ ー フ ー ド 運動 の 集大成 と し て 、 そ の 発祥 の 地 ブラ 市 に 
設立 され 、 世 界 各 国 か ら 留学 生 を 集め て いる 。 

写真 : Wikipedia( よ り 
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か し 、 ワ イン を 楽し むために は 、 そ の ワイ ン に 合う 郷土 料理 や 、 そ れ を 
取り 巻く 自然 環境 や 文化 な ど 、 ト ー タ ル な 知識 と 楽し み 方 を 知る こと が 
必要 だ と いう こと に な っ て 、1986 年 に 組織 名 を 「 ア ル チ ゴ ー ラ 」 に 変更 
し ます 。「 ア ル チ ゴ ー ラ 」 と は 、「 イ タリ ア 余 暇 文化 協会 」 に あたる イタ 
リア 語 の 頭 文字 を つなげ た 言葉 で 、「 ワ イン だ け で な く 、 イ タリ ア の 伝統 
的 な 美食 を ウン チク 交え て 楽し む 会 」 と いっ た 感じ で 始ま り ま し た 。 し 
か し 、 今 度 は 、 本 当 に 「 食 」 の 問題 を 解決 し よう と し た ら 、 単 に 個人 の 
知識 や 意識 だ け で な く 、 地 域 や コミ ュ ニ ティ 全体 が し つっ かり と 「 食 」 を 
楽し み 、 自 分 た ち で 「 食 」 を 育 め る 環境 に な っ て いな けれ ば な ら な い 、 
と いう こと に 気づく の で す 。 

そん な 時 に 、 ロ ー マ で マク ドナ ルド の 進出 反対 運動 が 湧き 起こ る の で 
す 。「 ア ル チ ゴ ー ラ 」 は ファ ー ス ト フ ー ド へ の 反対 運動 を 巻き 込む 形 で 、 
「 ス ロー フー ド 協 会 」 へ と 変わ っ て いき ます 。「 安 価 で 画 一 的 な 食 の グロ 
ー バ ル 化 か ら 、 食 の 地方 自治 を 取り 戻 そ う 」 と いう 会 の 趣旨 は 、 名 称 の 
イン パク ト も 手伝っ て 、 あ っ と いう 間 に 世 界 中 に 広まっ て いき まし た 。 

「 ス ロー フー ド 協 会 」 が これ ほど まで に 世界 に 浸透 し た の は 、 独 自 の 
出版 社 と 教育 機関 を 持っ た か ら だ と 言わ れ て いま す 。 も と も と ジャ ー ナ 
リス ト だ っ た スロ ー フ ー ド 協会 の 会 長 、 カ ル ロ ・ ペ トリ ー ニ ニニ 氏 は 、 グ ロ 
ー バ ル 化 に 対抗 し て 「 食 の 自治 権 」 を 獲得 し 、「 食 の 多様 性 」 を 維持 し て 
いく た め に は 、「 自 立 し た メデ ィ ア 」 が 不可 欠 で ある と いう 認識 を 持っ て 
いま し た 。 彼 ら は 、 ス ロー フー ド と 呼ぶ に ふさ わし い レ スト ラン や 生産 
農家 を 紹介 する ガイ ドブ ッ ク を 、 知 的 で 洗練 され た 内 容 と デザ イン で 自 
社 出版 し た の で す 。 そ し て 、 数 々 の 出版 物 で 得 た 収益 を 、 採 算 の 合っ て 
いな い 伝 統 的 な 小 規模 農家 を 支援 する 費用 に 回 し た り 、 ス ロー フー ド の 
意義 を 啓発 する た め の 教 育 事業 な ど に 費やし た り し た の で す 。 

こう し た 戦略 の 集大成 と し て 、2005 年 に は 、「 食 科学 大 学 」 を 設立 。 
食 科 学 学部 と 農業 化学 の 2 つの 学位 課程 を 持つ この 大 学 は 、 世 界 で 初め 
て 「 食 と 農学 」 を トー タル に 学べ る 大 学 と し て 、 日 本 を 含む 世界 各国 か 
ら お よそ 300 名 の 留学 生 を 集め て いま す 。 

大 学 の 敷地 と 建物 は 、19 世紀 中 頃 に 建て られ た ネオ ゴシック 様式 の お 
城 を リノ ベー ショ ン し た も の 。 地階 に は イタ リア 全土 の ワイ ン が 並ぶ 広 
大 な ワイ ン セ ラー が 設け られ 、 1 つ 星 の レス トラ ン 「GUIDO」 や 、40 室 
の 宿泊 施設 まで 完備 し 、 ま さ に 「 ス ロー フー ド 」 が 丸ごと 体感 で きる 教 
育 施設 と し て 、 完 璧 に デザ イン され て いま す 。 

この 他 に も 、 州 政府 の 観光 局 と 連携 し て 、 各 地 に 点 在 する 歴史 的 建造 
物 を 農家 レス トラ ン や 宿泊 施設 な ど に 改築 し て 、 グ リー ン ツ ー リ ズム ( イ 
タリ ア で は アグ リツ ー リ スモ と 呼ば れる ) 事業 を 展開 。 か つて 地場 産業 
の 衰退 に 停滞 し て いた ブラ 市 は 、 今 や 「 ス ロー フー ド 村 」 と いっ た 様相 
を 呈し 、「 食 」 に 関心 を いだく 学生 や 観光 客 が 多く 集まる 農村 文化 都市 へ 
と 変貌 を 遂げ た の で す 。 


= る | 

木曽 スロ ー フ ー ド 街道 フェ スタ 2011 の 模様 。 木 曽 地域 一 帯 
の スロ ー フ ー ド が 結集 。 参 加 者 も 120 名 を 超え る 盛況 ぶり 。 
た だ 、 木 曽 は 何 を も っ て 「 ス ロー フー ド 」 と 呼ぶ か と いっ 
た メッ セー ジ 性 は あま り 感 じ ら れ な か っ た の が 残念 。 立 食 
形式 で 、 し か も 使い 捨て 皿 に 紙 コ ッ プ と いう 食べ 方 も 、 こ 
れ で は まる で 「 フ ァ ー ス ト フ ー ド 」 と 言わ れ て し まい そう 
…。 その 意味 で は 、 木 曽 ヒ ノ キ の 箸 が 配ら れ た の は 、 非 常 
に 良かっ た 。 
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2010 年 より 、 木 曽 町 ブラ ンド 認証 制度 が スタ ー ト 。 木曽 町 
独自 の 気候 風土 や 伝統 に 基づい て 生産 ・ 製 造 さ れ 、 他 の 産 
地 と の 差別 化 が 可能 な 優位 性 や 独自 性 を 持つ 木曽 町 自慢 の 
逸品 の み 、「 木 曽 町 ブラ ンド 」 と し て 認証 する 。 
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馬木 曽 の 取り 組み 

地元 の 「 食 」 を 根本 的 に 見 直す こと で 地域 活性 化 を 果たし た イタ リア 
の 「 ス ロー フー ド 」 は 、 人 過疎 と 高齢 化 に 悩む 日 本 の 地方 自治 体 の バイ ブ 
ル と な り ま し た 。 2002 年 て 2004 年 頃 に か け て 、 ブ ラ 市 の 国際 スロ ー フ 
ー ド 協会 本 部 に は 、 日 本 の 地方 自治 体 や 農業 団体 な どの 視察 団 が 、 連 日 
の よう に 大 挙 し て 訪問 し た と 言わ れ て いま す 。 

そし て 、 日 本 中 の あちこち で 「 ス ロー フー ド 」 と 冠 し た イベ ント が 開 
催さ れ 、 各 地 の 伝 統 食 や 特産 品 が ブラ ンド 化 さ れる よう に な る の で す 。 

木曽 町 も 、 ス ロー フー ド に 関す る 数 々 の 取り 組み を 、 町 ぐる み で 推進 
し て き て いま す 。2006 年 の 「 木 曽 ど ぶろ く 研 究 会 」 発 足 に 始ま り 、「 す 
ん き シ ン ポ ジウ ム 」 や 「 全 国 発酵 食品 サミ ッ ト 」 の 開催 、「 ス ロー フー ド 

曽 」 の 設立 、「 木 曽 ス ロー フー ド 街 道 フ ェ ス タ 」 や 「 ブ ラン ド 認 証 制度 」 
の 設立 な ど 、 ソ フト と シス テム 両面 に わた る 開発 が 展開 され て きま し た 。 
人 口 1 万 数 千 人 規模 の 自治 体 と し て は 、 非 常に 積極 的 な 取り 組み を し て 
きた 町 で ある と 言え る で し ょ う 。 

その 甲斐 あっ て 、 す ん き の 知 名 度 は 年 々 向上 し て き て お り 、 そ の 売れ 
行き も 順調 に 伸び て いま す 。 木曽 町 だ け で な く 、 広 域 木 曽 連合 で 一 体 と 
な っ て 、 ト ー タ ル な ブラ ンド 化 を 図 ろ うと いう 気運 も 高まっ て いま す 。 
し か し 、 だ か ら と 言っ て 、 数 多く の 観光 客 が 木曽 に 押し 寄せ て きた り 、 
それ に よっ て 新た な 雇用 が 生ま れ た か 、 と いう と 、 今 の と ころ は まだ そ 
れ ほ どの 成功 と も いえ な さそ う で す 。 

で は 、「 ス ロー フー ド で 町 お こし 」 は 、 難 し いこ と な の で し ょ うか ? 

腕 の 良い 著名 な シェ フ が 木曽 町 に や っ て き て 、 い き な り 観光 客 が 行列 
を 成す と か 、 英 大 な 経済 効果 に つなが る よう な 大 ヒッ ト 商 品 が 生ま れる 、 
と いっ た シナ リオ も 、 あ り 得 な いこ と で は な いで し ょ う が 、 あ まり 現実 
的 と は いえ ませ ん 。 

最近 で は 「 ス ロー フー ド 」 と いう 言葉 自体 が 使い 古 さ れ て 、 ブ ー ム の 
中 心 は 、「B-1 グラ ンプ リ 」 に 移っ て し まっ た 感 さ え あ り ま す 。 も ちろ ん 、 
「B 級 グル メ 」 が 「 ス ロー フー ド 」 に 劣る わけ で は あり ませ ん 。 し か し 、 
両者 の 成り 立ち は 、 全 く 違 うと ころ に あり ます 。 ス ロー フー ド で も B 級 
グル メ で も 、 と に か く 何 で も 良い か ら ヒ ッ ト 商 品 を 、 と いう の で は 、 結 
局 、 一 時 的 な ブー ム で 終わ る だ け で す 。 だ か ら こ そ 、 も う 一 度 、 ス ロー 
フー ド そ の も の の 本 質 と 意義 に つい て 考え 直し て みる 必要 が ある よう に 
思え て な り ま せん 。 

「 ス ロー フー ド 」 と は 何だ っ た の か 、 イ タリ ア で は 世界 に 影響 を 与え 
る ほど の 大 成功 を 果たし な が ら 、 な せ ぜ 日 本 で は 単なる ブー ム で 終わ ろう 
と し て いる の か 、 そ うし た こと の 点検 な し に 「 ス ロー フー ド 」 を 標 棒 し 
続け て も 、 町 の 活性 化 と いう 目的 は 、 そ う 簡 単に は 果たせ な いこ と の よ 
うに 思わ れ て な り ま せん 。 木曽 町 は 、 何 を 根拠 に スロ ー フ ー ド と 呼ぶ の 
か 、 今 一 度 、 再 考 し て みる 時 期 に ほてい る と 思わ れ ま す 。 
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く 木 曽 の 食 > 


木 買 の 食 早 


スロ ー ク フー ドド 木曽 を 実現 する ため に 


木曽 は 山の幸 が いっ ぱい 。 こ の 地 に 住む 人 た ち が 、 危 険 な 
山 の 中 に 分 け 入 っ て 、 食 べら れる も の 、 食 べら れ な いも の 
を 語り 継い で きた 、 大 切な 文化 遺産 で も ある 。 


邊 木曽 が 食べ て きた も の 

現在 、 日 本 の 市 場 で 流通 し て いる 野菜 は お よそ 150 種 。 そ の うち 国内 
で 生産 され て いる 国産 品 は 100 種 く らい だ と 言わ れ て いま す 。 つ まり 、 
た いて い の 都 市 生活 者 は 、 ど ん な に 頑張 っ て も 150 種類 以上 の 野菜 は 見 
る こと も 食べ る こと も で き な い 、 と いう こと に な り ま す 。 し か し 、 例 え 
ば 山 で 暮らす 人 た ち は 、 山 菜 や 野草 、 キ ノコ 、 木 の 実 な どの 野生 の 食用 
植物 と か 、 あ る い は 在 来 種 と 呼ば れる 伝統 野菜 な ど と いっ た 、 都 会 の 市 
場 に は 決し て 出回ら な い 多様 な 食材 を 、 当 た り 前 の よう に 栽培 ・ 採 取 し 
て 食べ て いる は ず で す 。 

富士 市 立 博物 館 の 学芸 貞 ・ 井 上 卓哉 氏 が 、 長 野 県 栄村 秋山 郷 で 実施 し 
た 聞き 込み 調査 で は 、 秋 山郷 に 住む 人 た ち は 、「 自 生 し て いる 63 種 の 山 
菜 と 31 種 の キノ コ を 採取 し て 食べ て いる 」、 と いう こと が わか り ま し た 。 
(出典 :「 山 と 森 の 環境 史 」 文 一 総合 出版 ) 山菜 と キノ コ だ け で も 合わ せ 
て 100 種 近 いわ け で すか ら 、 こ れ だ け で 市 場 に 流通 し て いる 国産 野菜 の 
全 種 類 に 匹敵 する 数 で す 。 ち な み に 、 秋 山郷 で 食材 と し て 食べ られ て い 
る 63 種 の 山菜 の うち 、 市 場 に 流通 し て いる と 確認 され た 品種 は 、 ワ ラビ 
や ゼン マイ な ど 、 わ ず か 8 種類 の み 。 つ まり 、 残 り の 55 種 の 山菜 は 、 ほ 
と ん どの 都市 生活 者 に と っ て 、 決 し て 食べ る こと の で き な い 「 幻 の 山菜 」 
だ と いう こと に な り ま す 。 

自分 の 身の回り に 存在 する た くさ ん の 「 い きも の 」 の 中 か ら 、 何 を 食 
べ て 、 何 を 食べ を いで きた か 、 と いう こと は 、 極 め て 文化 的 な こと で す 。 
同じ 「 い きも の 」 で も 、 あ る 地方 で は 喜ん で 食べ られ 、 別 の 地方 で は 全 
く 見 向き も され な い 、 と いう こと は 良く ある こと で す 。 それは 、 単 な る 
食用 か そう で な いか と いう 問題 で は あり ませ ん 。 そ の 「 生 きも の 」 を 通 
し て 、 人 が 自然 と 結ん で きた 関係 性 の 有無 を 示し て いる の で す 。 多様 な 
食材 を 利用 する と いう こと は 、 そ れ だ け 多 様 な 自然 と の 関わ り を 築い て 
きた 、 と いう こと に 他 な り ま せん 。 人 が 食べ る 食材 の 種類 は 、 そ の 地域 
の 文化 の バロメーター の 1 つと も 言え る の で す 。 

前 述 し た と お り 、 世 界 的 に 大 流行 し た 「 ス ロー フー ド 」 運動 と は 、「 食 
の 多様 性 」 を 脅かす 「 グ ロー バル 化 」 に 対す る 「 食 の 地方 自治 」 の 復権 
運動 で し た 。 し か し 、 食 の グロ ー バ ル 化 以前 に 、 日 本 で は 国内 市 場 に お 
いて 既に 「 食 の 自立 性 と 多様 性 」 が 損なわ れ て いる 、 と いう 指摘 も あり 
ます 。 日 本 は 、 自 ら 進 ん で 食 の 多様 性 を 放棄 し て いる と いう の で す 。 


ロ a 当 LW 

木曽 福島 に ある 「 ふ る さと 体験 館 」 で は 、 定 期 的 に 「 郷 土 

食 体験 」 の 講習 会 が 開催 され 、 伝 統 食 の 保存 は も ちろ ん 、 

木曽 の 食材 を 用 いた 新しい メニ ュー の 開発 な ども 行わ れ て 

いる 。 こ うし た 場 を 拠点 に 、 木 曽 の 食 文化 の 「 目 録 化 」 と 
「 再 編集 」 が さら に 進展 する こと が 期待 され る 。 
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日 本 の スー パー や コン ビニ に 並ぶ 食材 は 、 ほ と ん ど が 規格 品 で す 。 品 
種 の 均質 さ の みな ら ず 、 形 や 大 き さ 、 味 に 至る な ど ま で 、 ま る で 工業 製 
品 の よう に コン トロ ー ル され て いま す 。 そ こ で は 、 い くら 味 が 良く て も 、 
曲がっ た キュ ウリ や 形 の 悪い リン ゴ は 排除 され ます 。 そ れ は 、 物 流 の コ 
スト 削減 や 、 売 り 場 の 効率 化 な ど 、 主 と し て 経済 的 な 要請 に よっ て 築き 
上 ば げ ら れ た 合理 的 シス テム な の で す 。 

も ちろ ん 、 そ の お か げ で 、 一 定 の 品質 が 保証 され た 食材 が 安定 し て 手 
に 入る 、 と いう メリ ッ ト が 得 ら れ ま す 。 世 界 的 に 見 て も 、 こ れ ほ ど 安 心 
し て 良質 な 食材 が 手 に 入れ られ る 国 は 珍し いと も 言わ れ て いま す 。 し か 
し 、 地 方 固有 の ユニ ー ク な 食材 や 、 伝 統 的 な 食 文化 と いっ た 多様 性 が 犠 
牲 に な っ て いる こと も また 事実 な の で す 。 だ か ら こ そ 、 食 材 の 多様 性 に 
は 、 も の すご く 大 き な 価 値 が ある の で す 。 そ の 地域 固有 の 食材 を た くさ 
ん 並べ る こと が で きれ ば 、 た だ それ だ け で 価値 が ある の で す 。 

具体 的 な 種類 数 を 確認 する こと は で きま せん で し た が 、 木 曽 の 食材 の 
バリ エー ショ ン の 豊富 さ は 、 か な り の 数 に 上 る と 思わ れ ま す 。 豊か な 自 
然 環境 に 育ま れ た 木曽 の 多様 な 食材 は 、 い っ た いい くつ くら い に な る で 
し ょ うか 。 山菜 、 キ ノコ 、 木 の 実 、 雑 穀 、 地 野菜 な ど は も ちろ ん の こと 、 
豊富 な 川 魚 や 水棲 生物 、 今 で は 禁じ られ て いま す が 美 味 と 名 高い 野鳥 、 
珍味 と し て 重宝 され て いる 昆虫 、 ニ ワ ト リ や うさ ぎ 、 馬 や 牛 な どの 家畜 、 
山 に 棲息 する 野生 の 獣 た ちな ど 、 木 曽 の 人 が 食べ て きた も の すべ て を 一 
堂 に 並べ 出す こと が で きた ら 、 そ れ だ け で も ワク ワク し て し まい そう で 
す 。 東京 な どの 都会 に 住ん な で いる 者 は 、 世 界 中 の あら ゆる 料理 が 食べ ら 
れる 環境 に ある た め 、 ど うし て も 地方 の 「 食 」 を 、 つ い 素 朴 で 貧し いも 
の と 捉え が ち で す 。 し か し 、 も し も 木曽 の 「 食 材 」 の 多様 性 を 目 の 当 た 
り に する こと が で きた ら 、 そ の ケタ 違い の 豊か さ に 驚く は ず で す 。 


馬木 曽 の 食材 の 「 目 録 (カタ ログ ) 化 」 

木曽 町 が 「 ス ロー フー ド 」 を キー ワー ド に 町 お こし を 進め て いく 時 、 
すん き や 蕎 麦 と いっ た 、 誰 か ら 見 て も 「 ス ロー フー ド 」 と 呼べ そう な 特 
産品 を ブラ ンド 化し て アピ ー ル する 、 と いう こと だ け に 注力 し が ち で す 。 
も ちろ ん 、 木 曽 の 「 ス ロー フー ド 」 の 知名 度 を 上 げ る た め に は 、 そ うし 
た 努力 は 大 事 な の で す が 、 し か し 、 売 れ そ うな も の を アピ ー ル する だ け 
に 終始 する な ら 、 そ れ は 、 従 来 か ら あ る 特産 品 の PR と し て 、「 ス ロー フ 
ー ド 」 と いう 記号 を 用 いて いる だ け の こと に 過ぎ ませ ん 。 

木曽 の 「 ス ロー フー ド 」 を さら に 前 に 進め て いく た め に は 、 ま ず 木 曽 
の 「 食 材 」 そ の も の の 列挙 と 把握 を 進め る こと が 必要 不可 欠 だ と 思わ れ 
ます 。 な ぜ な ら 、「 ス ロー フー ド 」 運 動 の 第 一 歩 は 、 そ れ ぞ れ の 地域 に 残 
る 食 の 個性 を 「 自 覚 」 し て 、 そ の 多様 性 を 「 誇 る 、 こ と に ある か ら で す 。 
木曽 の 人 た ち は 、 こ の 豊か な 自然 の 中 か ら 、 一 体 ど の くら い の 数 の 食 
材 を 見 つけ 出し 、 ど ん な 時 に 、 ど ん な ふう に し て 食べ て きた の か 、 そ し 
て 、 そ の 食材 に は どん な 栄養 価 や 薬効 含ま れ て いる の か 、… そ うし た 


ーー 
木曽 を 代表 する 山菜 「 シ ュ ウ デ 」。 味 も 形 も アス パラ ガス 
に 似 て いる 。 
写真 は 、「 道 の 駅 ・ 木 曽 福島 」 の ネッ トシ ョ ッ プ か ら 
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こと を 一 つつ 、 み ん な で 調べ 上 げ て 共有 し て いく 作業 その も の こそ が 、 
実は 「 ス ロー フー ド 」 運 動 な の で す 。 

国際 スロ ー フ ー ド 協会 の 会 長 カ ル ロ ・ ペ トリ ー 二 氏 は 、 こ うし た 作業 
を 食 の 「 目 録 化 」 と 呼ん で 、 ス ロー フー ド 運 動 を 展開 する 場合 に 、 地 元 
の 人 た ち に よっ て まず 最初 に 成 さ れる べき こと と 述べ て いま す 。 

も ちろ ん 、 木 曽 町 に は 、 ふ る さと 体験 館 や みた け グ ル メ 工房 な ど を 拠 
点 に 、 数 多く の 郷土 料理 研究 会 や 愛好 会 が あり 、 木 曽 の 食材 の 研究 や 伝 
統 食 の 継承 に 勤め られ て いま す 。 そ れ ぞ れ の 研究 成果 は 、 と て も 貴重 で 
素晴らし いも の で す 。 し か し 、 そ れ ら は みな 「 点 」 と し て バラ バラ に 存 
在 し て いる だ け で 、「 編 集 」 さ れ て いま せん 。「 木 曽 で 食べ られ る 山菜 の 
種類 の 数 は ? 」 と 問わ れ て も 、 誰 も な か な か 即答 で き な か っ た り し ます 。 
また 、 魚 や 昆虫 、 鳥 や 獣 な ども 含め た 、 ト ー タ ル な 「 木 曽 の 食 」 を 考え 
る 場 が あり ませ ん 。 

そう し て いる うち に 、 長 い 間 食べ 継が れ て きた 食材 や 調理 法 が 、 忘 れ 
られ た り 、 食 べら れ な く な っ て し まっ て いく の で す 。 か つて 食べ られ て 
いた も の 、 今 も 食べ られ て いる も の 、 最 近 新 た に 食べ られ る よう に な っ 
た も の な ど 、 ト ー タ ル な 洗い 出し が 急務 で す 。( 4 ) 「 い きも の 」 の 章 で 、 
「 山 の 知恵 」 の アー カイ ブ 手 法 に つい て 述べ た と お り 、 こ こ で も 、 若 者 
に よる 「 聞 き 書 き 」 の 手法 が 有効 で ある よう に 思わ れ ま す 。 

私 た ち は 、 取 材 や イン タビ ュー を 通じ て 、 木 曽 の 食 文化 の ほん の 一 端 
を 覗き 見 し た だ け で す が 、 や は り 最 も 興味 を 惹か れ た の は 、 そ の 食材 の 
種類 の 豊富 さ で し た 。 き ちん と し た 聞き 取り 調査 が で きた わけ で は あり 
ませ ん が 、 木 曽 の 食材 の 「 目 録 化 」 へ の 機 と し て 、 と りあ え ず 列挙 し て 
みた いと 思い ます 。 


馬木 曽 の 食材 (1) 山菜 ・ 野 草 

アラ ラ ギ 派 の 歌 人 ・ 島 木 赤 彦 は 、 明 治 46 年 の 6 月 に 、 数 原 を 訪れ た 際 
に 食べ た 「 塩 手 」 の お ひたし を 「 め ずら か に うま し 」 と 評 し て 、 

「 わ が 笠 の 紐 す げ く れ し 木曽 少女 塩 手 つ み つつ 我 を 待て けり 」 
と いう 歌 を 残し まし た 。 

ここ で 「 塩 手 」 と 記さ れ て いる の は 、 山 菜 の 「 シ ュ ウ デ (シオ デ )」。 
島木 赤 彦 は 諏訪 市 の 出身 な の で 、 木 曽 か ら そう 遠い 人 で は あり ませ ん が 、 
それ で も 「 シ ュ ウ デ 」 を と て も 「 珍 し い 」 も の と し て 、 そ の お いし さ を 
歌 に し て 称え た の で す 。 赤 彦 を 感動 させ た シュ ウデ は 「 山 菜 の 王 様 」 と 
も 呼ば れ 、 そ の 若芽 は アス パラ ガス に 似 た お いし さだ と 言わ れ ま す 。 江 
戸 時 代 、 福 島 の 旅籠 で は 、 季 節 の 料理 と し て 必ず 食膳 に 出さ れ 、 遠 来 の 
旅人 に 喜ば れ て いた よう で す 。 群生 を し な い 上 に 、 多 年 草 で 毎年 同じ 場 
所 に 出る た め 、 場 所 を 知っ て る 人 に し か 見 つけ られ に くく 、「 幻 の 山菜 」 
と も 呼ば れ て いま す 。 

木曽 の 春 は 、 こ の シュ ウデ を は じ め と し て 、 コ ゴミ 、 ア ズ キ ナ 、 タ ラ 
の 式 、 沢 ブ プ キ 、 ワ ラビ 、 コ シア ブラ 、 フ キ 、 ヨ メ ナ 、 ノ カン ゾウ な ど 、 


木曽 福島 で 、 唯 一 、 中 山道 の 宿場 の 面影 が 残る 上 の 段 を 再 
整備 し て 、2005 年 に オー プン し た 肥田 亭 。 木曽 の 食材 を 用 
いて シェ フ 井 上 さん が 工夫 を 凝ら し た 創作 和食 料理 が いた 
だ ける レス トラ ン に な っ た 。 隣 接する 「 松 島 亭 」 は イタ リ 
アン の お 店 。 す ん き ピ ザ な ど 、 木 曽 オ リ ジ ナ ル の イタ リア 
ン が 看板 メニ ュー と な っ て いる 。 


日 義 産 マ ツタ ケ 。 木 曽 は 、 あ ちこ ち で 天然 の マツ タケ が 採 
取 され る 。 
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まさ に 山菜 ・ 野 草 の 宝 庫 。 夏 に な る と 、 ワ サビ 、 ミ ズ ナ 、 ミ ョ ウ ガ や シ 
ソ 、 秋 に は 自然 暮 、 カ ラス ウリ 、 マ タタ ビ な ど 、 冬 に は ナズナ 、 ハ コ ベ 
や ダイ コン ソウ と いっ た 具合 に 、 1 年 中 、 山 々 の そこ か し こ に 食べ られ 
る 美味 いも の が 、 顔 を 出し て いる の で す 。 

山菜 や 野草 に は アク や クセ の 強い も の が 多い の で 、 そ うし た 欠点 を 補 
うべ く 先 人 た ち が 工 夫 し て きた 調理 法 は 、 味 噌 に 漬け た り 、 お ひたし に 
し た り 、 天 ぷら に し た り 、 卵 で と じ た り 、 白 合え に し た り と 、 千 差 万 別 。 
何 を どこ で どん な ふう に 収穫 し 、 ど う や っ て 料理 し て きた か が 、 木 曽 の 
「 山 の 知恵 」 で あり 、 大 切な 財産 で す 。「 根 こそ ぎ 採 ら な い 、 全 部 摘 ま な 
い 」 と いっ た 暗黙 の ルー ル と と も に 、 い つま で も 大 切 に 守り 継ぎ た い 食 
文化 と 言え る で し ょ う 。 

木曽 福島 ヒノ 段 に ある 肥田 亭 の シェ フ ・ 井 上 慎二 氏 は 、 木 曽 の 山菜 と 
野草 の 魅力 を 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 私 は 木曽 の 出身 で は な い の で す が 、 来 た 当初 は 、 行 けど も 行け ども 山 
の 中 で 、 正 直 、 心 細く な っ た こと も あり まし た 。 だ けど 、 せ っ か く 山 の 
中 の 町 に 来 た の だ か ら 、 山 菜 や 薬草 に つい て 徹底 的 に 学 ぼ うと 思い 立っ 
て 勉強 を 始め た の で す 。 幸運 だ っ た の は 、 木 曽谷 の 山菜 や 薬草 に 詳し い 、 
開田 高原 在住 の 薬剤 師 ・ 小 谷 氏 と 出会え た こと 。 一 緒 に 山 の 中 を 歩き な 
が ら 、 木 曽 に 自生 する 山菜 の ほとん ど が 、 実 は 薬草 で も ある と 教え て も 
らい まし た 。 山菜 は 食べ て お いし い だ け で な く 、 滋 養 強 壮 に も 働く 理想 
的 な 食材 で す 。 こ うし た 山 の 滋 味 を 活か し た 料理 を 提供 する こと で 、 来 
て くだ さる お 客 さ ん と 知識 や 情報 を 共有 し な が ら 、 お いし く 、 楽 し く 、 
な お か つ 健康 に な っ て いた だ けた らい いで すね 。」 

山菜 は 、 一 説 に は 冬眠 か ら 目 覚め た 動物 の 毒 消し と も 言わ れ て いま す 。 
ヘル シー タウ ン 構 想 を 支え る 「 食 事 療法 」 と し て も 、 し っ か り と し た 調 
査 が 期待 され ます 。 前述 し た 通り 、 同 じ 長 野 県 の 秋山 卿 で は 山菜 だ け で 
63 種 が 食べ られ て いま し た 。 木曽 で は いっ た い 何 種類 まで 記述 で きる の 
で し ょ うか ? そし て 、 そ の うち 薬効 を 持つ も の は 、 ど の くら いあ る で し 
よう か ? 


馬木 曽 の 食材 (2) キノ コ 

キノ コ は 、 植 物 で も 動物 で も な い 、 菌 類 と いう 微生物 。 食 べ て お いし 
いも の 、 薬 に な る も の 、 幻 覚 や シビ レ を 起こ す も の 、 死 に 至る ほど の 猛 
毒 を 含む も の と 、 ま さ に 変幻 自在 な キノ コ は 、 古 来 か ら 世界 中 の 人 を ト 
リコ に する 魔力 を 持っ て いま す 。 

東北 地方 の 縄文 遺跡 か ら は 、 食 用 可能 な キノ コ 類 を 精巧 に 模 し た 「 キ 
ノコ 形 土 製品 」 が 多数 発見 され て いま す 。 そ の 使い 道 に つい て は 諸説 あ 
り ま す が 、「 縄 文 版 キ ノコ 見 本 」 と し て 、 毒 キノ コ 中 毒 を 防止 する た め に 
用 いら れ て いた の で は な いか と 考え られ て いま す 。 つ まり 、 山 で キノ コ 
を 見 つけ た ら 「 キ ノコ 形 土 製品 」 と 見 比べ て みて 、 食 べ て 良い か どう か 
を 判定 し た 、 と いう わけ で す 。 毒 が あめ る か も し れ な い 危 険 性 を 恐れ な が 


や 
王滝 村 郷 土 料 理 「 ひ だ み 「 ど ん ぐり パン 」。 素 朴 で 優し い 
味わい 。 
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ら も 、 キ ノコ を 食べ る 習慣 自体 は 放棄 され な か っ た わけ で す 。 キ ノコ 食 
は 、 縄 文 時 代 か ら 続く 日 本 の 大 切な 食 文化 な の で す 。 

植物 繊維 が 豊富 で 低 カ ロリ ー の キノ コ は 、 抗 酸化 作用 や コレ ステ ロー 
ル を 低下 させ る 活性 成分 を も つも の が 多く 、 健 康 食品 や 機能 性 食品 と し 
て も 注目 され て いま す 。 ま た 、 た だ 食べ る だ け で な く 、 山 に 入っ て 森林 
浴 や 秋 の 紅葉 を 楽し みな が ら 、 自 ら キ ノコ 狩り を 楽し みた いと いう 体験 
型 観光 が 増え て き て いま す 。 特 に 、 こ こと 数 年 は 、 健 康 食 ブ ー ム や アウ ト 
ドア 志向 の 高まり 、「 山 ガー ル 」 の 流行 な ど を 反映 し て 、 野 生 の キノ コ 狩 
り が スマ ッシュ ブー ム と な り 、 雑 誌 や イン ター ネッ ト な ど で も 、 若 者 を 
ター ゲッ ト に し た 特集 が 目立つ よう に な り ま し た 。 栽培 種 で は な い 天 然 
キノ コ の 持つ 力強い 味わい だ け で な く 、 そ の 多様 な 姿 か た ち 、 色 合い や 
奇抜 な 模様 、 木 の 幹 や 草 の 合 間 か ら 顔 を 出す 件 まい な ど 、 若 者 た ち に よ 
っ て ビジ ュ ア ル 的 に も 「 カ ワイ イ ! 」 と 捉え られ る よう に な っ て きま き てい 
る の で す 。 

木曽 の 山 は 、 も ちろ ん 、 キ ノコ の 宝庫 。 市場 価値 高い マツ タケ は も 
ちろ ん の こと 、 ハ チク ダケ 、 チ チ ダ ケ 、 シ ョ ウ ゲ ンジ 、 モ タ セ (クリ ギ 
ノコ )、 キ ー シ メ ジ 、 ロ ウジ (クロ カワ )、 カ ヤシ メジ (シモ フリ シメ ジ )、 
アブ ラ シ メ ジ 、 ナ ラ タ ケ 、 ホ ウキ タケ 、 マ ツイ グチ な ど 、 都 会 の 市 場 で 
は 決し て 見 る こと の で き な い 多彩 な キノ コ が 楽し め ま す 。 毎年 、 秋 に は 、 
「 木 曽 駒 高原 きのこ 祭り 」 が 開催 され 、 多 く の 人 で 賑わい ます 。 ま た 、 
木曽 銘 や 開田 の ロッ ジ や ペン ショ ン で 催さ れる キノ コ 狩 り は 、 リ ピー タ 
ー の 多い 人 気 の エ コツ アー と し て 定着 し て き て いる よう で す 。 


馬木 曽 の 食材 (3) 木の実 と 果実 

田畑 に 乏しい 木曽 で は 、 昔 か ら 仙 伴 に 備え て 、 栄 養 価 の 高い 実 の な る 
木 を 意識 的 に 植樹 し て いま し た 。 主 に 、 ヒ ダミ ( 槽 の 実 テ = ドングリ) ・ 栃 
の 実 ・ 栗 ・ 笹 の 実 ・ ク ルミ な ど が 食 さ れ て いた よう で す 。 生 駒 勘 七 に よ 
る 「 木 曽 の 庶民 生活 」 (図書 刊行 会 ) に は 、 昭 和 38 年 に 実施 され た 開田 
高原 で の 民俗 調査 時 に 、 万 が 一 の 時 の た め の 大 切な 非常 食 と し て 、 江 戸 
時 代 か ら 貯蔵 し て あっ た ヒダ ミ 2 依 が 、 台 所 の 染 の 上 に くく りつ けら れ 
た 状態 で 見 つか っ た 、 と 記さ れ て いま す 。 

木の実 も また 縄文 時 代 か ら 続く 日 本 の 伝統 食 で す が 、 あ く 抜 き が 大 変 
な た め 、 現 在 で は 、 栗 以外 は あま り 食 べら れ な く な っ て し まい まし た 。 

生駒 勘 七 の 著作 で は 、 幼 少 の 頃 、 祖 母 が 砂糖 と 一 緒 に 煮 て 食べ させ て 
くれ た ヒダ ミ (ドン グリ ) を 、「 美 味 い と いえ る 代物 で は な か っ た 」 と 評 
する 一 方 、 栃 の 実 を 餅 に 混ぜ た トチ モチ は 、「 一 種 独特 の 風味 が あっ て 今 
で も 食べ て みた いと 思う 郷土 信 の 一 つ で ある 」 と 記さ れ て いま す 。 

近年 、 里 山 ブ ー ム を 反映 し て 、 こ れ ま で あま りお いし いも の と 評価 さ 
れ て こと な か っ た ドン グリ を 何と か 現代 的 に アレ ンジ し て 、 ヒ ッ ト さ せよ 
うと いう 動き が 日 本 各地 で 見 られ ます が 、 王 滝村 は その 草分け 的 存在 。 
その 名 も 「 ひ だ み 」 と いう 卿 土 料理 屋 さ ん で 、20 年 も 前 か ら 、「 ど ん ぐ 


木曽 町 の 伝統 野菜 「 三 馬 黒 瀬 カブ 」 
写真 は 、 木 曽 農業 改良 普及 セン ター の ホー ムペ ー ジ より 


木曽 町 三岳 に ある 「 み た け グ ル メ エエ 房 」。 農 産物 の 直販 や 
「 三 語 黒 瀬 カ ブ 」 の 復活 、 学 校 給食 へ の 地元 食材 の 提供 な 
ど 、 木 曽 の スロ ー フ ー ド に は な く て は な ら な い 存 在 感 を 示 
し て いる 。 


開田 の 「 御 獄 は くさ い 」。 木曽 町 が 誇る ブラ ンド 野菜 の 一 
つ 。 単に 野菜 を 作っ て 売る と いう こと で 終わ る の で は な く 、 
野菜 本 来 の 味 や 楽し み 方 を 知っ つて も ら え る よう な 機会 を 、 
グリ ー ン ツー リズ ム と いう カタ チ で 提供 し た い 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


り パ ン 」 や 「 ど ん ぐり コー ヒー」 な ど が 研究 開発 され て いま す 。 

一 方 、 そ の 昔 、 木 曽 の 栗 は 「 甘 く て お いし い 」 と 評判 で 、 共 有 林 で あ 
る 柴山 に は 、 た くさ ん の 栗 の 木 が 植え られ て いた よう で す 。 伊那 地方 か 
ら 、 わ ざわ ず ざ 木 曽 の 栗 を 買い 求め に 来る 人 も いた ほど 。 を その 文化 を 今 に 
伝え る の が 、 栗 を 用 いた お 菓子 で す 。 木曽 町 に 残る 老舗 の 和菓子 屋 さ ん 
で は 、 今 も 栗 き ん と ん や 、 栗 子 餅 な ど が 人 気 を 博 し て いま す 。 


邊 木曽 の 食材 (4) 木曽 野菜 

木曽 町 の 伝統 野菜 と し て 、 長 野 県 指定 の 「 信 州 の 伝統 野菜 」 に は 、 木 
曽 菜 ・ 開 田 ま きゅう り ・ 開 田 カ ブ ・ 三 岳 黒 瀬 カブ の 4 種 が 認定 され て いま 
す 。 こ の うち 、 開 田 カ ブ は 、 す ん き 漬 け と と も に 、 ス ロー フー ドイ ンタ 
ー ナ ショ ナル に よっ て 稀少 食材 認定 制度 「 味 の 箱 舟 」 に も 選定 され 、 国 
際 的 な 評価 を 得 て い ます 。 

三岳 黒瀬 カブ は 、 も と も と 三岳 黒瀬 地域 に 自生 し て いた 在 来 種 で し た 

、 牧 尾 ダ ム の 建設 に 伴っ て 旧 黒 瀬 地 区 が 水没 し た た め 、 一 時 は 絶滅 し 
た と 思わ れ て いま し た 。 と ころ が 三岳 に 移住 し た 井 向 美 生 代 さ ん が 、 誰 
に も 知ら れず ひっ そり と 、 自 家用 に この カブ を 育て 、 種 を 守り 続け て い 
た こと が わか り 、 み た け グ ル メ エエ 房 の 西尾 礼子 さん ら の 尽力 で 復活 させ 
た も の で す 。 

三岳 黒瀬 カブ は 、 漬 ける と 少し 辛み が あっ て 、 発 色 が 良く 、 カ ブ だ け 
で きれ いな 色 の 漬物 に な る の が 特長 。 す ん き 作 り は シン プル な が ら も を 経 
験 に 基づく テク ニッ ク が 求め られ る た め 、 誰 で も 一 度 は 失敗 する そう で 
す が 、「 三 岳 黒 瀬 カ ブ の 種 を 使え ば 必ず 成功 する と 言わ れる くら い 、 す ん 
き 漬け に 適し た カブ 」 と 、 西 尾 さ ん は 語っ て いま す 。 

こう し た 木曽 の 赤 カ ブ は 、400 年 以上 も の 歴史 を 誇る 日 本 の 宝物 。 近 
年 の 調査 で は 、 近 隣地 域 の カブ と は 遺伝 子 的 に 異な る 、 地 域 固有 の 品種 
で ある こと が わか っ て きま し た 。 不 思 議 な こと と に 、 地 理 的 に 近い 飛騨 で 
栽培 され る 飛騨 赤 カ ブ よ り も 山形 県 の 温海 カブ に 近い 系 統 で 、 そ の 来歴 
は よく わか っ て いま せん 。 葉 に は ビタ ミン A や C、 根 に は ビタ ミン C が 
多く 含ま れ 、 根 も 葉 も 実 も 、 丸 ご と 食べ られ る 健康 食材 。 葉 の 部 分 は す 
ん き に 使わ れる こと で 有名 で す が 、 実 の 部 分 の お いし さこ そ 天 下 一 品 。 
グリ ル や ソテー、 あ る い は 蒸し て バー ニャ カウ ダー に する な ど 、 漬 物 以 
外 の 食べ 方 で も 、 十 分 メイ ン デ ィ ッ シュ と し て 使え る ほど の 「 力 」 が あ 
る 食材 で す 。 

また 、 伝 統 野 菜 で は あり ませ ん が 、 木 曽 町 が 誇る ブラ ンド 野菜 に 「 御 
獄 は くさ い 」 と 「 と う も ろ こ し 」 が あり ます 。 

「 御 獄 は くさ い 」 は 、 一 つ ー つ 直 ま き 栽 培 の た め 、 根 が し っ か り 張 り 、 
大 きく て みず みず し く 、 甘 い の が 特長 。 ほ と ん ど が 高級 料亭 や 加工 品 に 
まわ る た め 、 一 般 の 店 頭 に 並ぶ 事 は まず あり ませ ん 。 地 元 で も あま り 食 
べら れ な い ほ どの 高級 食材 で し た が 、 最 近 で は 、 開 田高 原 ・ 彩 菜館 な ど 


直売 され る よう に な り ま し た 。 隅 か ら 隅 まで 「 生 」 で 食べ られ る お い 
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A 
開田 高原 の 「 と う も ろ こ し ソフ トク リー ム 」 
今 ま で 食べ た 全 世 界 の ソフ ト の 中 で 、 文 句 
イ 


蕎麦 の 産地 ・ 開 田 を 代表 する 「 と うじ そば 」 


そば の 「 し ゃ ぶし ゃ ぶ 」 と 呼ば れる 食べ 方 。 


で は 、 蕎 麦 は 「 ハ レ 」 の 日 の ご 馳走 だ っ た 
じ か ご 」 が カワ イイ ! 


な く 一 番 オ イシ 


その 昔 、 開 田 
。 木 製 の 「 と う 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


し さ で す が 、 塩 コシ ョ ウ で 軽く 焼い た だ け の 「 白 菜 ス テー キ 」 が 絶品 。 
赤 カ ブ と 同じ よう に 、 こ ちら も 、 十 分 メイ ン デ ィ ッ シュ を 張れ る だ け の 
「 力 」 の ある 野菜 で す 。 

また 、「 開 田高 原 と う も ろ こ し 」 は 、 生 で も 、 焼 いて も 、 煮 て も お いし 
い 「 畑 の スイ ー ツ 」。 ス ー プ や デザ ー ト と し て も 楽し め ま す 。 中 で も 「 開 
田高 原 ア イス クリ ー ム 」 か ら 販 売 さ れ て いる 「 と う も ろ こ し ソフ トク リ 
ー ム 」 は 、 実 は 、 木 曽 で 最も 競争 力 の ある 食品 で は な いか と 思わ れる ほ 
どの お いし さ 。 日 本 各地 で 販売 され て いる 数 多く の 「 ご 当地 ソフ ト 」 の 
中 で も 、 ト ッ プ を 争 え る ほど の コク と 味わい の ある 逸品 だ と 思い ます 。 
木曽 の 野菜 は 大 量 生産 で き な い た め に 、 数 が 少な い の が 残念 で す が 、 
だ か ら と こそ どれ も し っ か り と し た 味 の あ る 名 品 揃い 。 山 菜 や 野草 、 キ ノ 
コ な ども 含め て 「 木 曽野 菜 の フ ルコ ー ス 」 と いっ た メニ ュー が いつ で も 
食べ られ る 環境 が で きれ ば 、 ヘ ル シ ー 嗜 好 の 都市 生活 者 た ちの 人 気 を 集 
め ら れる に 違い あり ませ ん 。 


馬木 曽 の 食材 (5) 蕎麦 

木曽 と いえ ば 蕎麦 。 中 で も 開田 高原 は 、 昔 か ら 「 つ な ぎ 」 を 全く 使わ 
ず 薔 麦 粉 十 割 の 手打 ち 蕎 麦 で 知ら れ て いま し た 。 開田 で は 、 手 打ち 蕎麦 
は 「 ハ レ 」 の 食 と され 、 お 客 様 の 顔 を 見 て 、 薔 麦 栓 を ひい て 、 薔 麦 切り 
を 打つ 、 と いう の が 最高 の お も て な し 。 蕎麦 が 上 手 に 打てる か どう か が 、 
嫁入り の 条件 と 言わ れ た 時 代 も あっ た よう で す 。 

日 常 ( ケ の 食 ) で は も っ ぱら 、 ソ バ ヤ キ 餅 や ソバ ガキ が 食べ られ て い 
まし た 。 お湯 を か ける だ け で すぐ に 食べ られ る ソバ ガキ は 、 子 ども で も 
簡単 に 作れ る イン スタ ント 食品 の よう な 存在 で し た が 、 茹 で る こと で 流 
れ 出 て し まう 蕎麦 炉 に 含ま れる 豊富 な ビタ ミン を 、 そ の まま 丸ごと 摂取 
で きる 理想 的 な 食べ 方 と され て いま す 。 

郷土 料理 研究 家 の 野 口 廣 子 氏 は 、 木 曽 の 蕎麦 文化 に つい て 次 の よう に 
語っ て いま す 。 

「 木 曽谷 の 蕎麦 の 食べ 方 は 、 手 打ち 甘 麦 以外 に も 、 ソ バ ガ キ 、 ソ バス 
イト ン 、 ソ バ ヤ キ 餅 、 ソ バ 団 子 、 と バラ エ テ ィ に 富ん で いま す 。 最 近 で 
は 、 美 容 ・ 健 康志 向 を 反映 し て 、 ソ バ 豆 腐 、 ソ バ 寿 司 、 ソ バ い な り 、 ソ 
バサラ タダ 、 ソ バ の 寒天 寄せ な ど 、 サ ラダ や デザ ー ト 感覚 の 新しい 食べ 方 
を 工夫 し て 作っ て いま す 。 

だ けど 冬 は 、 や っ ぱり すん き 蕎 麦 が 一 番 。 シ ンプ ル で 飽き の 来 な い 、 
木曽 の 伝統 料理 で 、 木 曽 に 来 た ら 、 一 度 は 食べ て いた だ きた い お 薔 麦 で 
す 。 ま た 、 開 田地 方 で は 、 と うじ 蕎麦 と いう 独特 の 食べ 方 が あり ます 。 
柄 の つい た 和 に 茹で た そば を 入れ て 、 タ ダシ 汁 の 入っ た お 鍋 に くぐら せる 
も の で 、 と て も 風情 が あり ます 。」 


時 木曽 の 食材 (6) 雑穀 
日 本 は 米 の 国 、 と 言わ れ て いま す が 、 誰 も が た ら ふ く 白 い お 米 を 食べ 
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第 2 回 スロ ー フ ー ド フェ スタ に 出品 され た 「 木 曽 雑穀 研究 
会 」 に よる 「 き び お こわ 」。 こ うし た 雑穀 ご は ん が 、 美 容 
や 健康 に も 良い 「 長 寿 食 」 と し て 見 直さ れ て き て いる 。 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


られ る よう に な っ た の は 、 た か だ か ここ て 数 十 年 の こと で し か あり ませ ん 。 
江戸 時 代 に お いて は 、 米 は 年 責 と し て 納め る も の で 、 一 般 の 人 た ちの 主 
食 は 、 も っ ぱら 雑穀 で し た 。 ア ワ 、 ヒ エ 、 ソ バ 、 キ ビ な ど を 粉 に し て 、 
団子 や 餅 に し た り 、 白 米 と 混ぜ て 主食 に し た り と いっ た 多様 な 雑穀 文化 
が 、 日 本 中 の いた る と ころ に 、 か つて 存在 し て いた の で す 。 

中 央 学院 大 学 の 白水 智 氏 は 、「 知 られ ざる 日 本 」(NHK ブッ クス ) の 中 
で 、 岩 手 県 を フィ ー ル ド に 食 文化 を 丹念 に 調査 し た 畠山 剛 氏 の 研究 を 引 
き 合い に 出し て 、 昭 和 初 期 に 東北 地方 を 襲っ た 大 凶作 の 際 、 米 どこ ろ で 
知ら れる 水田 地帯 に 比べ て 、 豊 か な 雑穀 文化 を 保持 し て いた 北上 山地 で 
は 全く 餅 えな か っ た と いう 事実 に 注目 し 、「 雑 穀 食 が 貧し さ の 象徴 」 と か 
「 山 村 イ コー ル 貧 困 と いう の は 、 ま さ に 水田 単 作 的 歴史 観 に 染まっ た 平 
地 民 の 作り 出し た イメ ー ジ 」 に すぎ な いと 断じて いま す 。 

米 が あま り 獲 れ な か っ た 木曽 も 、 長 い 間 、 ソ バ や ヒエ 、 キ ビ な どの 雑 
穀 を 常食 と し 、 米 は 雑炊 に する か 、 ヒ エ や 栗 を 混ぜ る な ど し て 、 少 し ず 
つ 工 夫 し て 食べ て いま し た 。 こ れ ら は 、 決 し て 「 貧 困 」 で ある こと を 意 
味 し て いた わけ で は あり ませ ん 。 た だ 単に 米 だ け を 食べ る 文化 より 、 む 
し ろ 多 様 で 豊か な 雑穀 文 化 を 形成 し て いた と も 言え る の で す 。 

し か し 、 高 度 経済 成長 期 以 後 、 全 国 的 に 白米 が 流通 する よう に な っ て 、 
調理 が 面倒 な 雑穀 は 敬遠 され る よう に な り 、 つ い に は 蕎麦 以外 の 雑穀 は 
全く 栽培 され な いよ うに な っ て し まい まし た 。 

忘れ られ よう と し て いた 木曽 の 雑穀 文化 を 何と か し て 復活 させ た いと 、 
「 ふ る さと 体験 館 」 の 野口 廣 子 さん を 中 心 と し た グル ー プ は 、 開 田 の そ 
ば メー カー「 霧 し な 」 や 農家 の 方 た ちと 協力 し て 、「 木 曽 雑穀 研究 会 」 を 
発足 。 遊 休 農 地 を 利用 し て 、 ア ワ ・ キ ビ ・ シ コク ビエ ・ タ カキ ビ ・ キ ヌ 
ア ・ ア マラ サン ス な ど が 栽培 され る よう に な り ま し た 。 雑穀 は 、 寒 冷 な 
山間 部 の 痩せ た 土地 で も 農薬 を 用 い ず に 作付 け で きる た め 、 ま さ に 「 ス 
ロー フー ド 木 曽 』」 に ふさ わし い 食 材 と 言え る の で す 。 

雑穀 は 、 精 米 し た 白米 に 比べ 、 カ ル シ ウ ム や カリ ウム 、 鉄 分 な どの ミ 
ネ ラ ル が 豊富 に 含ま れ 、 環 境 ホ ル モ ン な どの 有害 物質 を 吸着 し て 排出 す 
る 力 が 強く 、 ア トピ ー な ど に も 効果 が ある と 言わ れ て いま す 。 ま た 、 食 
物 繊 維 が 豊富 で 、 便 秘 解 消 や ダイ エッ ト に も 最適 。 そ の た め フ ァ ミ レス 
や コン ビニ な ど で も 雑穀 入り メニ ュー が 次 々 と 販売 され る よう に な っ て 
お り 、 若 い 女性 を 中 心 に 人 気 を 博 し て いま す 。 

昔ながら の 雑穀 ご は ん と 、 季 節 の 山菜 や 地 野 菜 、 そ し て 木の実 や 果実 
な ど 、 都 会 の スー パー で は な か な か が 手 に 入ら な い 食 材 が 並ぶ だ け で 、 凝 
っ た 創作 料理 や フレ ンチ な ど に 仕立 て あげ な く て も 、 十 分 都市 生活 者 に 
アピ ー ル で きる 「 ス ロー フー ド 」 メ ニュ ー は で き あ が り ま す 。 

と の よう に 、 木 曽 の 食材 の 持つ 「 文 化 」 や 「 薬 効 .、 な ど を 、 き ちん と 
「 目 録 化 」 し て いけ ば 、「 ス ロー フー ド 」 は お の ず と 広がり を 持っ て 行く 
は ず で す 。 そ の 上 で 、 森 林 セ ラビ ピー や 温泉 セラ ピー な ど と 組み 合わ せ て 
いけ ば 、 新 た な 価値 が 相乗 的 に 生み 出さ れ て いく こと で し ょ う 。 
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殺菌 作用 が ある 朴 葉 を 用 いた 「 朴 葉巻 き 」 は 、 天 然 の エコ 
保存 容器 で も ある 。 飛 弾 や 木曽 に 残る 「 山 の 文化 」 の 知恵 
と 言っ て 良い 。 


御 獄 の 湧 水 の 「 か け な が し 」 で 、 稚 魚 か ら 育 て られ る 木曽 
水産 (「 や まめ 荘 」) の 養殖 いわ な 。 天 然 物 よ りお いし いと 
評判 。 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


馬木 曽 の 食材 (7 ) 朴 葉 

朴 葉 は モク レン 科 の ホオ の 木の葉 で 、 木 曽 地 方 に は も と も と 多く 自生 
し て いま し た が 、 朴 葉 を 利用 する た め に 、 屋 敷 や 畑 の 隅 な ど に 植え られ 
て 、 樹 高 が 高く な ら な いよ うに 葛 定 まで され て いま し た 。 

朴 葉 は 、 芳 香 が あり 、 水 を は じ く 性 質 が あり 、 殺 菌 作用 に 優れ て いる 
た め 、 古 来 より いろ いろ な 食べ も の を 包ん で 保存 食 と し て 利用 し て きま 
し た 。 木 曽 で は 、 朴 葉巻 き 、 朴 葉 メ シ 、 朴 葉 寿 司 、 朴 葉 味噌 な ど 、 朴 葉 
を 用 いた 伝統 料理 が 数 多く 残さ れ て いま す 。 い ずれ も 、 朴 葉 の ほのか な 
香り が 食欲 を そそ り 、 山 間 料 理 と し て 人 気 が あ り ま す 。 

30cm て 40cm ほど に も な る 大 き な 朴 葉 は 、 殺 菌 作 用 が ある 「 保 存 容器 」 
と し て だ け で な く 、 魚 や 豆腐 な ど を 巻い て 、 蒸 し た り 焼 いた りす る こと 
も で きる 優れ た 「 調 理 器具 」 で も あり 、 食 べ 終 わっ た 後 は 、 そ の まま 捨 
て て も 土 に 還る 、 天 然 の 「 エ コ 食 器 」 で も あり ます 。 


馬木 曽 の 食材 (8) 川 の 幸 

江戸 時 代 未 に 書か れ た 『 木 曽 名 跡 志 』 に は 、 木 曽 の 名 産品 と し て 「 永 
餅 ・ 氷 豆腐 ・ 新 薔 麦 ・ 藤 粉 ・ 干 半 ・ あ じ め ・ か じ か ・ た な びら ・ あ か う 
お ・ い わな 」 の 11 種類 が 挙げ られ て いま す 。 こ の うち 5 種類 が 川 魚 で あ 
っ つた こと は 、 当 時 いか に 木曽 の 川 漁 が 豊富 に 獲れ て いた か を 物語 っ て い 
ます 。『 木 曽 路 名 所 図絵 』 に も 川 魚 の 料理 が 紹介 され て お り 、 中 山道 を 往 
来 する 人 びと に 珍重 され て いた よう で す 。 

近年 は 、 ダ ム や 砂防 堀 堤 の 建設 な た ど に よっ て 、 木 曽 川 か ら め っ きり 人 魚 
の 姿 が 減っ て し まっ た と いう 声 が 聞か れ ま す 。 数 も 種類 も 激減 し て いる 
と いう の で す 。 

し か し 、 そ れ で も な お 、 木 曽 の 川 魚の お いし さ は 、 今 も まだ 誇れる ほ 
ど 他 の 地域 より 抜き ん で て いる 、 と 「 肥 田 亭 」 の 井上 氏 は 語り ます 。 

「 木 曽谷 の 川 魚 は 、 木 曽 ブ ラン ド と し て 、 も っ と アピ ー ル し て も いい 
と 思い ます 。 一般 的 に 女性 は 、 泥 臭い と いっ て 川 魚 を 敬遠 する こと が 多 
い の で す が 、 木 曽 の 川 魚 で し た ら 身 も し まっ て いる し 、 生 臭 さ も な い の 
で 、 き っ と 召し 上 が っ て いた だ ける の で は な いで し ょ うか 。 山菜 も 豊富 
で すか ら 、 川 魚 と 山菜 を セッ ト に し た 料理 の 提案 も お も し ろ い と 思い ま 
す 。 か つて 明治 天皇 が 木曽 福島 を 訪ね た 際 に 用 意 さ れ た 食材 は 『 ア メ 人 魚 
(タナ ビラ ) 、 角 、 鯉 、 鈴 、 ア シメ (アジ メ ) 、 鶏 、 家 鴨 、 黄 瓜 、 牛 募 、 
大 角 豆 、 語 子 、 大 根 、 百 合 、 莉 。』 だ っ た と いう 記録 が 残さ れ て いま す 。 
つま り 、 こ れ ら が 木曽 の 食材 の 中 で も 、 最 高 の 美味 と され て いた と いう 
と と で す 。 こ うし た 素材 を 使っ て 現代 的 に アレ ンジ し 、 木 曽 オ リ ジ ナ ル 
の お 弁当 や メニ ュー に し て ブラ ンド 化す る の も 一 考 だ と 思い ます 。」 

また 、 た と え 養 殖 で あっ て も 、「 木 曽 の 川 魚 は お いし い 」 と いう 声 が 、 
あちこち で 聞か れ ま し た 。 そ れ は 、 何 より 「 水 」 が 良い か ら で す 。 御 終 
山 の 湧 水 を 利用 し て イワ ナ や ヤマ メ の 養殖 業 を 営ん で いる 有限 会 社 木曽 
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調理 前 の 蜂 の 子 。 昔 か ら 体 の 弱い 方 や 高齢 者 の 方 の 滋養 強 
壮 に 最適 と 言わ れ 、 高 機能 性 食品 と し て 注目 を 集め て いる 。 
写真 は wikipedia よ り (作者 : Apple2000) 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


水産 (や まめ 荘 」) の 桑原 勉 氏 は 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 私 は 、『 魚 の 味 は 水 の 味 』、 と 考え て いま す 。 それは 魚 を 焼い て みる 
と 、 す ぐ わ か り ま す 。 魚 か ら 上 が っ て くる 蒸気 に 臭み が 全く な い の で す 。 
御 獄 山 の 水 が 、 魚 本 来 の うま み を 引き 出し て くれ る の だ と 思い ます 。 し 
か も 、 温 度 が 低い か ら 身 が 引き 締まる 。 ウ チ の お 客 さ ん は 、 日 本 各地 で 
釣り を 楽し まれ て いる 熟練 者 が 多い の で す が 、 そ うし た 川 魚 の 味 を 熟知 
され て いる 方 々 で さえ 、『 こ この 魚 は 天然 も の より 美味 い 』 と 、 み な 口 を 
揃え て 言っ て 下さ る の で す 。」 


邊 木曽 の 食材 (9) 昆虫 

昆虫 を 食べ る 文化 は 世界 中 に 見 られ ます が 、 食 の グロ ー バ ル 化 が 進ん 
だ 地域 ほど 、 そ の 習慣 を 捨て て いく 傾向 に ある 、 と 言わ れ て いま す 。 日 
本 で も 、 昭 和 30 年 ご ろう まで は 、 ほ と ん どの 地域 で 、 イ ナ ゴ や 蜂 の 子 、 カ 
イコ を は じ め と する 多様 な 昆虫 が 食べ られ て いま し た 

昆虫 は 、 タ ン パ ク 質 ・ 脂 肪 ・ 炭 水 化物 ・ ビ タ ミ ン ・ ミ ネ ラ ル な ど を 多 
く 含 む 、 非 常に 栄養 価 の 高い 健康 食材 で す 。 例 えば 、 カ イコ の サナ ギ 3 
匹 で ニワ トリ の 卵 1 個 分 に 相当 する 、 と も いわ れ て いま す 。 そ の た め 、 
今後 ます ます 加速 する 世界 の 人 口 爆発 に お いて 、 食 糧 問 題 の 解決 策 の 一 
つと し て 、 昆 虫 食 に 注目 し て いる 研究 者 が いま す 。 

また 、 漢 方 で は 「 薬 」 と し て 位置 づけ られ て いる 昆虫 も 数 多く あり 、 
ヘル ス ツ ー リ ズム に お ける 「 食 事 療法 」 と し て も 活用 で きる 可能 性 が あ 
り ま す 。 

現在 の 日 本 で は 、 ほ と ん どの 地方 で 昆虫 食 は 行わ れ な く な り 、 長 野 県 
が 唯一 と いっ て 良い ほど 、 そ の 文化 を 今 も 維持 し て いる 地域 で す 。 中 で 
も 、 伊 那 の ザ ザ ムシ や イナ ゴ は 有名 で 、 貴 重 な 珍味 と し て 都心 の デパ ー 
ト な ど で も 売ら れ て いる ほど で す 。 

木曽 地方 で は ザ ザ ムシ は あま り 食 べら れ な か っ た よう で す が 、 イ ナ ゴ 
や 蜂 の 子 は 良く 食べ られ て いま し た 。 特 に 開田 で は 、 ハ イ バ チ ( ジ バ チ ) 
と 呼ば れる クロ スズ メ バ チ が 絶品 と され 、 代 々 、 ハ チ 獲 り 名 人 を 輩出 し 
て きま し た 。 

蜂 の 子 を 食べ る た め に は 、 熟 練 し た 技 や 知識 に 加え て 、 多 く の 時 間 と 
情熱 が 必要 と され ます 。 餌 を 採り に 飛ん で きた ハチ を 追い か け 、 山 野 を 
駆け めぐ っ て 上 巣 の 居所 を 突き 止め 、 よ う や く 発 見 し た 巣 を 、 今 度 は ハチ 
に 射 さ れ な いよ うに 煙 で 灯 し 、 ハ チ が 仮死 状態 に た っ て いる 間 に 素 早く 
地 中 か ら 掘 り 起 こし て 持ち 帰り 、 中 か ら 幼 虫 を 丁寧 に ビン セッ ト で 取り 
出し て 、 生 で 、 あ る い は 調理 し て 、 よ う や く 食 べら れる の で す 。 

ハチ に 襲わ れる 危険 を も の と も せ ず 、 こ れ ほ ど ま で の 労力 と 情熱 を か 
け て 食 さ れ て きた 蜂 の 子 は 、 ま さ に 「 遊 び 仕事 」 の 典型 で あり 、 か けが 
い の な い 「 食 文化 」 で す 。 そ の 方 法 や 技 が 、 木 曽 の 若者 た ち に きち ん と 
継承 され て いる の か 、 心 配 さ れ て いま す 。 


木曽 は 、 霞 網 猟 に よる 鳥屋 場 の メッ カ だ っ た 。 誰 も が 美味 
と 評価 する ホン モノ の 「 焼 き 島 」 を 、 一 度 食べ て みた いと 
思い な が ら も 、 や は り 、 霞 網 に か か っ た 鳥 の 姿 を 見 る の は 
心苦しい も の が ある 。 現 在 で は 、 狩 猟 目的 で 霞 網 を 所 持 ・ 
販売 ・ 問 布 す る こと は 、 い っ さい 禁止 され て いる 。 
写真 は wikipedia よ り (作者 : Duncan Wright) 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


目 木 曽 の 食材 (10) 島 

鳥獣 保護 と いう 観点 か ら 、 今 で は も う 語 る こと さえ 憧れ る よう に な っ 
て し まい まし た が 、 木 曽 は か つて 「 野 鳥 を 食べ る 」 メ ッ カ で し た 。 

生駒 勘 七 の 「 木 曽 の 民俗 生活 」 に よる と 、 昭 和 8 年 10 月 か ら 昭 和 9 年 
4 月 まで の 木曽 谷 一 円 の 野鳥 の 猟 獲 高 は 、「 ツ グミ 19 万 羽 、 ア トリ 16 
万 羽 、 マ ヒ ワ 6 万 羽 、 ミ ヤマ ホオ ジロ 12,000 羽 、 シ ロ ハ ラ 9.000 羽 、 イ 
カル 9,000 羽 、 ウ ソ 5,000 羽 、 ホ オジ ロ 3,500 百 羽 、 シ メ 3,000 羽 、 マ 
ミチ ャ ジ ナ イ 2,700 羽 、 カ ワラ ヒ ワ 1.400 羽 、 カ シラ ダ カ 1.200 羽 、 ア 
オジ 900 羽 」 と あり ます 。 こ ん な に も た くさ ん の 渡り 鳥 が 木曽 に 来 て い 
た と いう こと も 驚き な ら 、 こ ん な に も た くさ ん の 鳥 を 捕獲 し た と いう こ 
と も 、 そ れ ら を 全部 、 人 が 食べ た と いう こと も 、 全 て 驚き 以外 の 何 物 で 
も あり ませ ん 。 

当時 の 日 本 の 社会 常識 で は 、 ツ グミ や アト リ は 大 群 を 成 し て 飛ん で く 
る 「 害 鳥 」 と 位置 づけ られ て お り 、 捕 まえ て 食べ る こと が 「 文 化 」 と さ 
れ て いま し た 。 そ し て 、 そ の 拠点 と な っ た 鳥屋 場 は 、 情 緒 あ る 風物 詩 と 
し て 人 気 が あ り 、 単 に 島 を 捕まえ て 食べ る 場所 と いう だ け で な く 、 文化 
的 な 社交 場 と し て も 機能 し て いた の で す 。 島崎 藤村 や 泉 鏡 花 、 藤 森 成 吉 、 
若山 牧水 と いっ た 文人 た ち も 、 木 曽 の 鳥屋 場 を モチ ー フ と し た 作品 を 残 
し て いま す 。 

その 味 を 知る 人 は みな 一 様 に 、 そ の お いし さ を 絶 賛 し ます 。 特 に ツ グ 
ミ の 焼き 島 の お いし さ は 何 物 に も 代え 難い よう で 、「 ツ グミ に 比べ た ら ニ 
ワ ト リ の 焼き 島 な ん て 全く の マガ イモ ノ 」 と まで 言い 放つ ほど で す 。 

霞 網 に よっ て 、 文 字 通り 一 網 打 尽 に 捕獲 する その 手法 が 、 世 界 中 の 動 
物 保護 団体 か ら 非 難 さ れ 、 今 で は 網 を 買う こと どこ ろか 所 有する だ け で 
も 罰せ られ ます 。 そ し て 、 肝 心 の ツグミ や アト リ な どの 渡り 鳥 自 体 、 カ 
ラマ ツ な どの 植林 に よっ て 木曽 の 植生 が 変化 し て し まっ た た めか 、 か つ 
て ほど 大 挙 し て 飛ん で くる 姿 は 見 られ な く な っ て し まい まし た 。 


邊 木曽 の 食材 (11) 獣 (ジビエ ) 

仏教 の 戒律 か が あっ た た め に 、 日 本 で は 明治 に な る まで 肉食 は 一 般 的 で 
な か っ た と され て いま す が 、 了 肉食 の 文化 が 全く 無 か つ た わけ で は あり ま 
せん 。 纏 文 時 代 の 昔 か ら 、 日 本 各地 の 山々 に は どこ も それ な り の 数 の 猟 
師 が いて 、 イ ノシ シ 、 シ カ 、 カ モ シ カ 、 ク マ 、 ウ サギ 、 タ ヌキ 、 カ ワウ 
ソ 、 オ オカ ミ 、 イ タチ 、 サ ル な ど 、 現 代 よ り も むし ろ 多 様 な 野生 生物 の 
肉 が 食べ られ て きた と 言わ れ て いま す 。 

現在 は 、 鳥 獣 保護 の 観点 か ら 、 野 生 の 獣 を 食べ る 機会 は ほとん ど あ り 
ませ ん 。 高度 経 済 成長 期 以 後 、 日 本 人 の 食 生活 は 肉食 中 心 に 変化 し まし 
た が 、 そ れ は 、 ほ ぼ 100% が 飼育 され て いる 動物 の 肉 の こと な の で す 。 
種類 と し て も 、 牛 ・ 豚 ・ ト リ 、 あ と は せい ぜ い 羊 や 鴨 な を ど 、 ほ ん の 数 え 
られ る ほど の も の で し か な く 、 実 は 、 乏 し い 食 文化 と 言え なく も な い の 
で す 。 


ーー 

Me 
ニホン ジ カ に よる 農林 被害 が 深刻 な 長野 県 で は 、 駆 除 し た 
鹿 肉 を 資源 と し て 活用 する 試み と し て 、「 信 州 ジ ビエ 」 を 
推進 し て いる 。 木曽 町 と 同じ く 「 日 本 で 最も 美しい 村 」 連 
合 に 加盟 し て いる 長野 県 大 鹿 村 で は 、「 大 鹿 ジ ビエ 」 を 地 
域 ブ ラン ド と し て 確立 させ て いく 取り 組み を 始め た 。 ( 画 
像 は 、 大 鹿 村 観光 協会 発行 の 「 大 鹿 ジ ビエ 」 パ ン フ レッ ト 
の 表紙 ) 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


ヨー ロッ パ に は 「 狩 猟 」 を 趣味 と し て 嗜む 伝統 が あり 、 獲 っ た 獲物 を 
食べ る 文化 が 今 も 生き て いま す 。 野 生 の 獣 肉 を 調理 する 料理 は 「 ジ ビエ 」 
と 呼ば れ て 、 飼 育 さ れ た 牛 や 豚 な ど を 用 いた 料理 と は 明確 に 区 別 さ れ て 、 
「 最 高 の 贅 沢 」 と 位置 づけ られ て いま す 。 

日 本 で は 、 生 熊 系 の 頂点 に いた ニホン オオ カミ が 絶滅 し て 以来 、 シ カ 
や イノ シシ の 個体 数 が 増え 過ぎ て お り 、 生 熊 系 バラ ンス が 崩れ て いる と 
指摘 され て いま す 。 さ ら に 、 全 国 で 山 の 荒廃 が 進む 中 、 餌 と な る ドン グ 
リ や 木の実 が 減っ て いる と 見 られ 、 野 生生 物 が 里 ま で 降り て き て 農作物 
を 食い 荒らす な どの 被害 が 深刻 化し て き て いま す 。 そ の た め 、 毎 年 一 定 
量 の 駆除 が 行わ れ て いる の で す が 、 そ の 際 に 出 た 獣 肉 を 日 本 版 「 ジ ビエ 」 
の 食材 と し て 活用 し よう と いう 動き が 出 て き て いま す 。 
特に 、 長 野 県 で は 野生 鳥獣 に よる 農林 被害 額 が 年 間 13~18 億 円 に も 
上 り 、 中 で も 甚 大 な 被害 を 与え て いる ニホン ジ カ を 、 単 な る 害 獣 で は な 
く 貴 重 な 地域 資源 と 捉え 、「 信 州 ジ ビエ 」 と し て 産業 化す る 構想 を 全国 に 
先駆 け て スタ ー ト させ まし た 。 
自然 の 中 で 、 天 然 の 木の実 や 根 な ど を 食べ て 育っ た 野生 の 獣 肉 は 、 内 
臓 ま で 驚く ほど きれ いで 、 飼 育 さ れ た 動物 の 肉 と は 全く 違っ た 味わい が 
ある と 言わ れ て いま す 。 ま た 、 サ ル や 山 ウ サギ な ども 、 そ の 味 を 知る 人 
か ら は 、 幻 の 味 と し て 重宝 され て いま す 。 し か も 、 飼 育 さ れ て いる 和牛 肉 
や 豚肉 な ど よ り 低 カ ロリ ー な も の が 多く 、 健 康 食 材 と し て も 申し 分 あり 
ませ ん 。 食 文化 の 多様 性 や 地産 地 消 と いう 観点 か ら も 、 獣 肉 は 理想 的 な 
食材 と 言え る か も し れ ま せん 。 
木曽 に は 、 も と も と 伝統 的 な 猟師 料理 と し て 、 野 生 の 獣 肉 を 食べ る 文 
化 が あり まし た 。 ま た 、 ク マ や シカ な ど は 「 薬 」 と し て 活用 され て きた 
伝統 も あり ます 。 安定 供給 が で き な い た め 、 ビ ジネス と し て 成立 させ る 
困難 さ は あり ます が 、 上 松 町 に は クマ や イノ シシ が 食べ られ る 民宿 「 さ 
わ ぐ ち 」 が あり ます 。 ど ぶろ く 特 区 の メリ ッ ト も 活か し て 、 獣 肉 を どぶ 
ろく で 煮込ん だ 山賊 料理 が 評判 と な り 、 リ ピー ター が 増え て き て いる よ 
う で す 。 管理 され た 飼育 肉 と 違っ て 、 野 生 の 獣 を 捕獲 し て 、 解 体 し 、 各 
部 位 に ふさ わし い 調 理 を 施す こと に は 、 大 変 な ノウ ハウ が 必要 と され ま 
す 。 木 曽 は そう し た 「 山 の 知恵 」 が 今 も 残る 貴重 な 場所 で ある は ず で す 。 
こう し た 知恵 や 技 を 活用 し 、 木 曽 式 「 ジ ビエ 」 や 「 マ タ ギ 料 理 」 を 開 
発する こと が で きれ ば 、 都 会 で は 決し て 味わえ な い 「 ス ロー フー ド 」 と 
し て 、 ま た 今後 展開 され て いく は ず の 木曽 式 ヘ ルス ツー リズ ム の 「 食 事 
療法 」 と し て 、 非 常に 魅力 的 で 競争 力 の ある 食 環境 が 提供 で きる よう に 
思わ れ ま す 。 


馬木 曽 の 食材 (12) 木曽 牛 

これ まで あま り 知 られ て いま せん で し た が 、 実 は 、 木 曽 は 長野 県 有数 
の 和牛 の 名 産地 で す 。 し か し 、 木 曽 の 子 牛 は 、 ほ と ん どか が 木曽 以外 の 肥 
育 農家 に 出荷 され 、 信 州 和牛 ・ 岐 阜 県 の 飛騨 和牛 ・ 滋 賀 県 の 近江 和牛 ・ 三 重 
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和牛 ee fl 


統一 マー ク が 記さ れ た 「 の ぼり 」 な ど を 作り 、 木 曽谷 中 で 
木曽 牛 PR 活動 を 展開 。 三 岳 の 道 の 駅 で も 「 木 曽 生 お や き 」 
な ど が 販売 され て いる 。 


福島 に 唯一 残る 豆腐 の 老舗 ・ 田 中 屋 の 水 場 。 慶應 3 年 以来 、 
その 変わ ら ぬ 味 を 支え て きた の は 、 木 曽 駒 ヶ 岳 山系 の 縦 井 
戸 水 で ある 。 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


県 の 松阪 牛 な どの ブラ ンド 名 で 消費 され て いま し た 。 つ まり 、 木 曽 は 数 
多く の ブラ ンド 牛 の ふ る さと で あり な が ら 、 ほ と ん ど が 木曽 以外 で 商品 
化 さ れる た め 、 地 元 で は 減 多 に 食べ られ な い 「 幻 の 和牛 」 だ っ た の で す 。 

し か し 、 地 産地 消 や トレ ー サ ビリ ティ が 重要 視 さ れる 時 代 の 流れ の 中 
で 、 官 民 を あげ て 「 木 曽 后 」 の ブラ ンド 化 が 図ら れる よう に な り ま し た 。 
香り も 食 感 も し つかり と し て いる の が 特徴 の 「 木 曽 牛 」 は 、 長 野 県 内 の 
ホテ ル や レス トラ ン で の 取扱 いも 増え つつ あり 、 新 し い 木 曽 の 「 顔 」 と 
な る こと が 期待 され て いま す 。 ま た 、 木 曽 牛 を 用 いた 商品 開発 も 進め ら 
れ て お り 、 木 曽 牛 コロ ッ ケ や 木曽 和牛 お や き な ど が 登場 し て いま す 。 


馬木 曽 の 水 が 育 む 食 文化 

こう し た っ 豊か な 食材 に 加え て 、 木 曽 の 食 文化 を 支え て いる 大 事 な も の 
と し て 忘れ て な ら な いも の が 「 水 」 で す 。 木曽 が 、 軟 水 か ら 硬 水 ま で 、 
実に 多様 な 自然 湧 水 に 恵まれ て いる こと の 価値 は 、 世 界 の 水 事情 を 考え 
る と 量り し れ な いも の が あり ます 。 こ の 良質 で 豊富 な 「 水 」 が 、 全 て の 
木曽 の 味 を 、 通 奏 低音 の よう に 支え て いる の で す 。 

名 古屋 か ら 木 曽 福島 に 移っ て きた 「 鳥 鍵 」 の 鬼頭 眞由美 さん は 、 料 理 
に お ける 木曽 の 水 の 重 要 性 を 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 木 曽谷 の 水 は 本 当 に 良質 だ と 思い ます 。 私 た ち は 名 古屋 か ら こ ちら に 
や っ て きま し た か ら 、 な お の こと そう 感じ る の か も し れ ま せん ね 。 う ち 
の 店 で は 代々 “井戸 の 水 は 絶対 に 油 ら す な ” と 厳し くい われ て きま し た 。 
仕入れ て きた 録 を この 井戸 水 の 中 に 2 <3 日 入れ て お く と 、 す っ か り 泥 
を 吐い て 、 身 も 締まり 、 川 魚 特有 の 臭み が 全く な く な る の で す 。 お 米 を 
炊く に し て も 、 お 吸い 物 を 作る に し て も 、 お 茶 や コー ヒー を 滝 れ る に し 
て も 、 木 曽谷 の 水 を 使う か ら お いし く で きる こと を 実感 し て いま す 」 

また 、 水 が 命 と 言わ れる 豆腐 づく り を 140 年 以上 守り 続け て きた 田中 
屋 の 林 祐 彦氏 は 、 木 曽 の 水 と 食 に つい て 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 慶 応 3 (1867) 年 の 創業 以来 使い 続け て いる の が 、 木 曽 駒 ヶ 岳 山系 
の 縦 井戸 水 。 豆 腐 は この 水 と 大 豆 と 塩 (に が り ) だ け で 作る 実に シン プ 
ル な 食品 で す 。 だ か ら ご ま か し が 利 か な いし 、 素 材 の 品質 や 仕事 が ダイ 
レク ト に 現れ ます 。 原 料 と な る 大 豆 は 長野 県 産 の タチ ナガ ハ 。 これ を 使 
っ て いる 豆腐 屋 は 全国 で も 少な いと 思い ます 。 昨 今 、 長 野 県 で は ナカ セ 
ン ナ リ と いう 大 豆 が 主流 で 、 豆 腐 に する と 甘味 が 増す こと で 人 気 が あ り 
ます 。 で も ナカ セン ナリ を 使う と 他 と 同じ に な っ て し まい ます か ら 、 田 
中 屋 で は あえ て タチ ナガ ハー 本 に 絞っ た 豆腐 作り を 追究 し て いる の で す 。 

時 代 の 大 衆 意 識 に 迎合 し て いる と 、 料 理 の 味 も 作り 方 も 原料 も 画 一 化 
し て し まい 、 地 域 で 培 わ れ て きた 多様 な 文化 が 根こそぎ 失わ れる 危険 性 
が あり ます 。 私 た ち は 、 木 曽谷 で 生ま れ 、 こ の 地域 の 人 びと に 愛さ れ た 
味 を 守り た い 。 だ か ら 、 原 料 も 作り 方 も 徹底 し て 先代 の 知恵 と 技 を 受け 
継い で いる の で す 。 こ うし た こだわ り も 全て 、 木 曽 の 水 が 、 音 か ら 変わ 
ら ぬ お いし さ を 保 っ つて いれ ば こそ 、 と 思っ て いま す 。」 
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昔 か ら 木曽 で 行わ れ て いる 「 味 噌 玉 製 法 」 を 、 守 り 続 ける 

「 小 池 麹 店 。 国 産 大 豆 、 国 産 米 、 自 然 塩 、 木 曽 の 天然 水 の 
み を 使用 。 夏 に は 冷却 盤 に 載せ て 、 冬 は 毎日 転地 返し を す 
る と いう 手間 ひま 惜しま な い 製 法 は 、 ス ロー フー ド の お 手 
本 の よう 。 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


馬 発 酵 と いう 名 の 魔法 

抗生 物質 な ど ケ ミカ ル な 合成 剤 ば か り に 頼っ て きた 現代 医学 へ の 反省 
か ら 、 乳 酸 菌 に よる プロ バイ オ テ ィ クス と いう 考え 方 が 、 今 、 注 目 を 集 
め て いま す 。 中 で も 、 植 物性 乳酸 菌 で ある 、 漬 物 や 味噌 、 納 豆 と いっ た 
日 本 の 伝統 的 な 発酵 食品 の 「 力 」 が 、 世 界 的 に も 認め られ つつ あり ます 。 

東京 で は 、 今 、 塩 麹 (し お こう じ ) を 用 いた 料理 や 甘酒 カク テル な ど 
を 扱う 「 麹 カフ ェ 」 が 人 気 だ っ た り 、 日 本 全国 の 手づくり 味噌 を 集め た 
専門 店 が オー プン し た り と 、「 発 酵 食 ブー ム 」 の 兆し が 見 られ ます 。 

そう し た 流れ の 中 、 明 治 12 (1879) 年 の 創業 以来 、 一 軸 し て 、 木 曽 独 
特 の 製法 を 守り 続け て いる 「 小 池 麹 店 」 が 、「 知 る 人 ぞ 知 る 」 人 気 を 獲得 
し て いま す 。 日 本 に スロ ー フ ー ド を 紹介 し た こと で 知ら れる 作家 の 島村 
奈津 さん に 、「 天 然 記念 物 の 味噌 造り 」 と 絶賛 され た その ユニ ー ク な 製法 
に つい て 、 専 務 取 締 役 の 唐沢 尚之 氏 は 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 小 池 粋 店 で 行っ て いる 製法 は 『 味 噌 玉 製 法 』 と 言い ます 。 全 国 で も 
きわ め て 珍し い 製 法 で 、 蒸 し た 大 豆 を 玉 状 に まる め て 発酵 させ る 、 木 曽 
地方 独特 の 製法 で す 。30 て 40 年 ほど 前 まで は 、 木 曽谷 各地 で この や りか 
た で 手前 味噌 が 造ら れ て いま し た が 、 今 で は 、 ウ チ だ け に な っ て し まい 
まし た 。 

味噌 玉 が 自然 発酵 する 温度 は 限ら れ て いて 、 約 13~15 度 程度 の 低温 
発酵 。 玉 の 周り に カビ が 生え て 内 側 に 向かっ て ゆっ くり 発酵 分 解 が 進ん 
で いき ます 。 チ ー ズ の よう な カビ が 周囲 に つき ます か ら 、 こ れ を 洗っ て 
乾燥 させ た 後に 、3 日 間 か け て 造っ た 米 紙 を 塩 を 混ぜ 合わ せ て 本 格 的 に 
熟成 させ て いき ます 。 長 いも の で 2 年 間 。 と に か く 手 間 ひ ま が か か り ま 
す 。 気温 が 安定 し て 乾燥 し て いる 3 月 後半 か ら 6 月 中 頃 ま で し か 作業 が 
で きま せん 。 そ こら あたり を 指し て 、 島 村 奈 津 さ ん は 『 天 然 記念 物 』 と 
表現 され た ん だ と 思い ます 。 

明治 12 (1879) 年 の 創業 以来 、 味 噌 造り に 使う 紙 も ここ で 造っ て いま 
す が 、 こ れ も ま た 手間 が か か る 仕事 で す 。 蒸 し た 米 に 紙 を 均一 に 振り 混 
ぜ て 、 と に か く 灯 全 体 が 均一 に 繁殖 する よう 手 作 業 で 調整 し て いく 。 均 
ー に 繁殖 させ る た め に 、 わ ざわ ざ ス トレ ス を 与え て 時 間 を 引き 延ばす よ 
うな こと も や っ て いま す 。」 

こう し て て いね い に 造 っ た 紙 を 使っ た 味噌 は 、 ま る で チー ズ の よう に 
香り 立つ 濃厚 な 味わい 。 思 い の ほ か 洋食 の よう な こっ て り し た 食材 と も 
不思議 に マッ チ し 、 い ろ い ろ な 使い 方 が で きま す 。 ま た 、 甘 酒 も 自然 の 
うま み が 際 だ つ 独 特 な 飲み 物 と な り 、 和 牛乳 で 割る と 優し い ミ ルク セー キ 
の よう 。 子 ども や 女性 、 お 年 寄り も お いし くい た だ ける 健康 ドリ ンク と 
し て 、 レ シ ピ や 飲み 方 と と も に 伝え る こと が で きれ ば 、 さ ら に 人 気 が 高 
まり そう で す 。 

すん き や 味 噌 、 日 本 酒 な ど 、 木 曽 は 発酵 食品 の 宝庫 で す が 、 そ の 多く 
が 低温 発酵 で す 。 湿 気 が あ りな が ら 夏 で も 涼し い 木 曽 の 気候 が 、 低 温 発 
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囲炉裏 は 単なる 暖房 器具 で は な く 、 調 理 器具 で あり 、 家 族 
団らん の 要 で も あっ た 。 五平 餅 や と うじ 蕎麦 、 川 魚 料理 な 
ど 、 木 曽 の 食 文 化 は 囲炉裏 を 中 心 に 囲む と と を 前 提 と し て 
育ま れ て きた も の が 多い 。 し か し 、 今 で は 、 囲 炉 裏 そ の も 
の を 見 か ける こと さえ 難し く な っ た 。 写真 は 、 肥 田 亭 に 残 
る 囲炉裏 。 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


酵 に 適し て いる と 言わ れ て いま す 。 低温 発酵 は 時 間 が か か り ま す が 、 そ 
れ ゆ え に 食 品 の 風味 に 深み な を 与え ます 。 そ れ は 、 ま る で 、 木 曽 ヒ ノ キ が 、 
寒い 木曽 で ゆっ くり 成長 する た め に 、 年 輪 の 詰まっ た 良 木 と を な る の と 同 
じ よ う で も あり ます 。 


上 木曽 の 食 文化 

この 他 に も 、 木曽 に は 、 馴 れ 寿 司 や 大 平 、 五 平 餅 な ど と いっ た 伝統 料 
理 が あり ます 。 い ずれ も 、 山 の 恵み を 活か し た 、 素 朴 で シン プル な 味 わ 
い が 特 長 で す 。 

四方 を 山 に 囲ま れ て 海 の な い 木 曽 は 、 多 様 な 野山 の 食材 を くま な く 活 
用 し 、 保 存 や 味付け に 工夫 を 凝ら し た 、 特 色 あ る 食 文化 を 育ん で きま し 
た 。 改 め て その 特徴 を 整理 し て みる と 、 以 下 の 5 点 に 集約 され る よう に 
思わ れ ま す 。 


1 ) 【 多 様 な 食材 】 山 と 川 の 恵み 溢れ る 多様 な 食材 を 全て 丸ごと 使う 知恵 
2 ) 【 良 質 な 名 水 】 和 食 に 最も 適し た 良質 な 水 

3 ) 【 知 恵 と 工夫 】 発 酵 食品 な ど 、 保 存 や 加工 の た め の 技 と 知恵 

4)【 自 家 製 文化 】 手 間 ひ ま 惜しま ず 、 何 で も 自分 で 手づくり する 文化 
5 ) 【 囲 炉 裏 と 新 】 家 族 で 囲炉裏 を 囲み 、 新 を 状 い て 調理 する 食卓 文化 


これ ら は 全て 「 ス ロー フー ド 」 を 進め て いく 上 で 欠か すこ と の で き な 
い 重 要 な 要素 で す 。 単 に メニ ュー や レシ ピ と し て 料理 や 食材 を 記録 し 、 
保存 する の で は な く 、 伝 統 や 歴史 、 ある い は それ ら を 支え て きた 精神 性 
まで 含め た 「 文 化 」、 と し て 、 ト ー タ ル に 継承 され て いか な けれ ば な り ま 
せん 。 

その た め に は 、 文 化 と し て 残る カタ チ で 記録 され な けれ ば な ら な い の 
は も ちろ ん で す が 、 ま ず 何 より も 、 実 際 に 「 食 べ 続け られ な けれ ば な 
り ま せん 。 し か し 、 現 実に は 、 こ うし た 木曽 の 食 文 化 を 、 文 字 通り 「 丸 
ご と 」 体 験 で きる 場所 な ど 、 今 の と ころ どこ に も あり ませ ん 。 

例え ば 、「 木 曽 の 名 物 料理 は ? 」 と 観光 客 に 聞か れ て 、「 大 平 や 五平 餅 
だ 」 と 答え た と ころ で 、 木 曽 町 中 駆け 回 っ て も 、 す ぐ 気 軽 に 食べ られ る 
と ころ は どこ に も 存在 し て いま せん 。 木曽 の 自慢 の 地 野 菜 や 雑穀 料理 で 
さえ 、 観 光 客 が 気軽 に 食べ られ る 場所 な ど 全 く 存 在 し て いな い の で す 。 


叶 「 ス ロー フー ド ・ 木 曽 」 を 実現 する た め に 

自分 た ちの 食 の あり 方 を 見 つめ 直す と いう 姿勢 が な い 限 り 、「 ス ロー フ 
ー ド ・ 木 曽 」 は 、 単 な る 観光 や 特産 品 を PR する た め の キ ャ ッ チ コピ ー に 
すぎ な いも の と な っ て し まい ます 。 こ こ で は 、「 ス ロー フー ド ・ 木 曽 」 を 
前 に 進め て いく 上 で 、 ど うし て も クリ ア し な けれ ば いけ な い 問 題 点 と し 
て 、 以 下 の 2 点 を 上 げ て お きた いと 思い ます 。 


木曽 町 を 代表 する 老舗 旅館 の 「 木 曽 路 の 宿 い わ や 」( 上 ) 
と 「 お ん 宿 ・ 慕 屋 」( 下 ) と も に 木曽 な ら で は の 食 文化 を 
大 切 に し た お も て な し を 追究 し て いる 。 
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1 ) 「 地 産地 消 」 を 阻む 壁 

豊富 な 食材 に 恵まれ て いな が ら 、 実 際 に は 、 木 曽 に お ける 「 地 産地 消 
率 」 は 決し て 高く な いよ うに 思わ れ ま す 。 特 に 野菜 は 、 一 部 の 直販 所 を 
除い て 、 ス ー パ ー や 商店 な ど で は ほとん ど 手 に 入り ませ ん 。 そ の た め 、 
旅館 や 飲食 店 で も 、「 地 産地 消 」 が 実践 で を て いる と ころ は 、 数 える ほど 
し か あり ませ ん 。 

か つて 100% 地 産地 消 が 実践 で き て いた 頃 、 木 曽 の お も て な し が どの 
よう な も の だ っ た か に つい て 、「 木 曽 路 の 宿 い わ や 」 の 女将 ・ 児 野 周 代 さ 
ん に 伺っ た と ころ 、 そ れ は 「 御 鐘 教 の 信者 さん た ち で 賑わっ て いた 昭和 
初期 の 頃 」 ま で 遡 ら な く て は な ら な いと の こと 。 

「 か つて 、 い わ や の お 客 様 は 、 御 料 林 関 係 や 皇族 の 方 た ちと 、 御 独 孝 
の 信者 さん た ち が 中 心 で し た 。 身 分 の 高い 方 た ち へ の お も て な し は 、 木 
曽 川 で 捕れ た イワ ナ 、 ア カウ オ 、 鯉 、 角 で 作っ た 料理 に 、 鶏 、 家 鴨 、 ツ 
グミ や ヒ ワ の 焼き 鳥 、 地 元 で 取れ た 野菜 や 山菜 の お 料理 で し た 。 お 膳 は 
すべ て 木曽 漆器 で し た 。 一 方 、 一 般 の 方 た ち へ は 、 郷 土 料理 の 『 大 平 』 
や 『 つ ぼ つ ぼ 』 と 呼ば れる 野菜 煮 な ど を お 出し し て いま し た 。 

漬物 を 漬け る 時 期 に な る と 、 料 理 人 と 一 緒 に 木曽 川 べ り に 行っ て 葉 洗 
い を 手伝っ た り し て 、 今 に し て 思え ば 、 あ の 当時 の お も て な し は すべ て 
完全 に 地産 地 消 で 、 今 で いう スロ ー フ ー ド だ っ た の だ な 、 と 懐か し く 思 
っ て お り ま す 。」 


いう 根本 的 な 仕組 み に 手 を つけ な い 限 り 、「 地 産地 消 」 や 「 ス ロー フー ド 」 
と いっ た 掛け 声 は 、 看 板 倒 れ と な ら ざ る を えま せん 。 

長年 「 地 産地 消 」 の 食事 を 提供 し た いと 願う 「 お ん 宿 葛 屋 」 女将 の 宮 
崎 昌 美 さ ん と 支配 人 の 宮崎 裕史 氏 は 、 そ の ディ レン マ に つい て 、 次 の よ 
うに 語っ て いま す 。 

「 私 ども の 宿 で 、 今 いち ば ん 力 を 入れ て いる の は お 食事 で す 。 木曽 に 
来 て くだ さっ た の だ か ら 、 木 曽 で し か 食べ られ な い 料 理 を 提供 し た いと 
思っ て いま す 。 木 曽谷 で は それ を 『 お ご っ つ ぉ う 』 と いい ます 。 食 材 も 
で きる 限り 、 木 曽 の も の に こだわ っ て いま す が 、 現 実に は そう 簡単 で は 
あり ませ ん 。 

特に 、 木 曽 の 野菜 は 素晴らし いも の が 沢山 ある の で 、 是 非 、 お 客 様 に 
も 召し 上 が っ て いた だ きた い の で す が 、 実 は 流通 が うま くい か な い の で 
す 。 我 々 の よう な 飲食 を 提供 する 仕事 は 、 一 定量 を コン スタ ント に 入手 
で きる 必要 が あり ます 。 ま た 、 あ る 程度 野菜 の か た ち が き れい に 揃っ て 
いる 必要 も あり ます 。 し か し 、 そ うい っ た 野菜 は 、 木 曽 の 中 で は 手 に 入 
り ま せん 。 伊那 や 名 古屋 まで 行か な いと 、 安 く 手 に 入ら な い の で す 。 お 
客 様 に は 、 地 元 の 季節 の 野菜 、 キ ノコ 、 山 菜 、 ジ ビエ な ど 、 採 れ た て の 
地域 の 宝 を 味わっ て いた だ きた い の で す が …。 
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流通 に つい て は 、 木 曽 町 や 広域 木曽 連合 な どの 自治 体 に 協力 し て も ら 
い 、 独 自 の 『 地 域 生 協 』」 の よう な 組織 を 作る と か 、 ま ち づ く り 株 式 会 社 
が 流通 を 担う と いっ た よう な シス テム が で き な い も の か と 、 切 に 願っ て 
いま す 。 そ うす れ ば 、 町 の 飲食 店 は 、 木 曽 の も の を 提供 で きる よう に な 
る と 思い ます 。」 

「 ス ロー フー ド ・ 木 曽 」 の 実現 に 向け て 、 ブ ラン ド 認 証 や スロ ー フ ー 
ド フ ェ ス タ と いっ た 取組 み も 確か に 大 切 で す が 、 地 産地 消 を 阻む 根本 的 
な 仕組 み の 改善 こそ 、 行 政 の 力 が 期待 され て いる 事 な の か も し れ ま せん 。 


2) 木曽 住民 の 「 食 意識 」 

流通 シス テム の 問題 は 、 非 常に 根深い 問題 で は あり ます が 、 そ れ 以 上 
に 大 切な の は 、 木 曽 町 の 方 た ち 自 身 の 「 食 意識 」 に あり ます 。「 ス ロー フ 
ー ド 」 の 本 懐 と は 、 観 光 客 の た め に ある より も 前 に 、 ま ず 木 曽 町 住民 の 
た め に ある べき も の だ か ら で す 。 木曽 町 の 方 た ち 自 身 が 「 木 曽 の 食 」 を 
見 つめ 直し 、 自 分 た ち が お いし いと 思う も の を 、 み ん な で 楽し く 食べ 合 
いた いと 思っ て いな い 限 り 、「 地 産地 消 」 も 「 ス ロー フー ド 」 も 全く 意味 
を 持ち ませ ん 。 そ も そ も 、 そ こ に いる 人 た ち 自 身 が 楽し そう に し て いな 
い 限 り 、 他 か ら 観 光 客 な ど 集まっ て くる わけ な ど な い の で すか ら 。 

木曽 町 の 人 た ち 自 身 が 、 都 会 と 同じ も の を 食べ た いと 思っ て いた ら 、 

会 の 人 た ち が わ ざわ ず 木 曽 町 に 食べ に 来る 理由 は な く な っ て し まい ま 
す 。 イ タリ ア の ブラ 市 が スロ ー フ ー ド で 成功 し た の は 、 都 会 的 な ハン バ 
ー ガ ー で は な く 、 地 元 の パス タ を みん な で 楽し く 食 べ 続け た い 、 と いう 
強い 気持 ち が あ っ た か ら こ そ な の で す 。 

開田 高原 アイ スク リー ム エ 工房 社長 で 、 地 産地 消 率 90% 以 上 を 達成 させ 
て いる ペン ショ ン ・ J-HOUSE の 経営 者 で も ある 松井 淳一 氏 も 、「 木 曽 町 
の 住民 自身 が 、 自 分 た ちの 食 を 楽し むこ と 」 が まず 何より 大 切 だ と 、 次 
の よう に 語っ て いま す 。 

「 食 が 木曽 の 大 き な 魅 力 で あり 、 か けが え の な い 観 光 資 源 で ある こと 
は 間違い あり ませ ん 。 し か し 、 問題 は 、 そ れ を 木曽 町 の 住民 みん な が 認 
識 し て 、 共 有 で き て いな いこ と に あり ます 。『 木 曽 の 食 は 素晴らし い 』 と 
いう 自信 が 持て て いな いん だ と 思い ます 。 こ こ で 大 切な の は “みん な で " 
と いう と ころ 。 地 域 の 魅力 を 伝え る 活動 は 、 決 し て 一 人 で は で きま せん 。 
みん な で 協力 し 合い な が ら 、 一 歩 一 歩 進 め て いか な く て は な り ま せん 。 

私 た ち は 、 開 田高 原 ア イイ スクリーム や ヨー グル ト を 開発 する 際 に 、 ま 
ず 、 お いし い ト ウ モ ロコ シ を 作っ て くれ る 農家 の 人 た ちや 、 良 質 な ミル 
ク を 出す ジャ ー ジ ー 牛 を 育て る 酷 農 家 と 友だち に な る こと が 大 切 だ と 考 
えま し た 。 単 に 製品 を 作る だ け な ら 、 そ ん な こと は 必要 で は あり ませ ん 。 
し か し 、 普 遍 的 な 価値 を 持つ 地域 ブラ ンド を 創 ろ うと する な ら 、 そ こ か 
ら 始 め る こと が 大 切な の で す 。 す べ て に お いて 手間 や 時 間 を 惜しま な い 
木曽 だ か ら こ そ 、 地 産地 消 は 必ず 達成 で きる と 信じ て いま す 。」 
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く 木 曽 の 食 ビ ジネス > 


生き る 力 を 呼び 覚ます 食べ る の 


木曽 の 子ども た ち は 、 か つて 、 一 日 中 野山 を 駆け 回 り 、 そ 
こら 中 に ある 野生 の 食べ 物 を と っ て 遊ん で いた 。 そ うし た 
体験 その も の を 「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 に 活用 し た い 。 


馬 野 山 を 食べ た 子ども た ち 

か つて 日 本 の 子ども た ち は 、 一 日 中 、 野 山 を 走り 回 っ て いま し た 。 走 
り 回 る 野山 の 先々 で 、 食 べら れる も の と 食べ られ な いも の を 巧み に 選 り 
分 け な が ら 、 い ろ ん な も の を 狩猟 ・ 採 集 し て 遊ん で いた の で す 。 少 し で 
も お いし いも の や 貴重 な も の を 探し 出し 、 う まく 捕獲 する 技 や 知恵 を 身 
に つけ る こと が 、 子 ども た ちの ステ イタ ス で も あり まし た 。 

今 の 子ども た ち が TV ゲー ム で 得点 を 競い 合っ た り 、 イ ンタ ーネット で 
様々 な 動画 を 探し て 遊ぶ よう に 、 か つて の 日 本 の 子ども た ち は 、 お いし 
い 魚 や 鳥 や 山菜 な ど を 見 つけ 出し 、 捕 獲 で きる 腕 を 競っ た の で す 。 

し か し 、 そ ん な 子ども た ちの 姿 は 、 高 度 経済 成長 を 迎え た 昭和 40 年 代 
を 境 に 、 日 本 か ら す っ か り 姿 を 消し て し まい まし た 。 経済 的 に 豊か に な 
る に つれ て 、 食 べ も の は 全て 「 お 店 で 買う 社会 」 に 変わ っ て いっ た の で 
す 。 そ し て 、 気 が つけ ば 、 走 り 回 れる 野山 その も の も 失わ れ て いき まし 
た 。 四 方 を 山 で 囲ま れ た 木曽 は 、 野 山 を 食べ て 遊ん だ 子ども た ちの 姿 が 
最後 まで 見 られ た 地域 の 1 つ だ と 言っ て 良い で し ょ う 。 

昭和 44 (1969) 年 か ら 5 年 間 、 開 田 東 小学 校 (当時 ) で 教鞭 を 執 られ 
た 澤 頭 修 自 先生 ( 現 木曽 川 ・ 水 の 始発 駅 理事 長 ) は 、 そ こ で 出会っ た 子 
ども た ちの 有 眉 し さと 美 し さ が 今 も 忘れ られ な い 、 と 語り ます 。 

「 職 業 柄 、 長 野 県 中 の 小学 校 を 転々 と し て 、 た くさ ん の 子ども た ち を 
見 て きま し た が 、 そ の 生活 力 の 眉 し さと いっ た ら 開 田 の 子ども た ち が 群 
を 抜い て いま し た 。 大 人 が 何 も 言 わな く て も 、 自 分 た ち で 生き る た め の 
方 法 を 見 つけ 出し 、 考 え 出す 力 が あり まし た ね 。 生き る 力 が 溢れ 出し て 
いる と いっ た 感じ で 、 そ れ は も う 頼 も し い を 超え て 、 美 し いと いう 感じ 
すら あり まし た 。 

と に か く 、 自 然 の 中 か ら 食べ 物 を 見 つけ 出し て くる 力 が すご い 。 春 に 
な る と も うす ぐに 山 に 分 け 入 っ て 、 フ キノ トウ や シュ ウデ 、 タ ラ の 芽 な 
ど を 、 秋 に な れ ば シメ ジ や 松茸 な どの キノ コ や 木の実 を 、 ど こ か ら と も 
な く 見 つけ て くる 。 ま た 、 当 時 は 木曽 谷 の どこ で も 鳥屋 場 が あり まし て 、 
霞 網 を 使っ て 野鳥 を 捕獲 し て いま し た が 、 子 ども た ち は 網 が 使え な い 。 
だ か ら 、 鳥 も ち を 使っ た り 、 論 を 入れ る 籠 を 使っ た り 、 各 自 そ れ ぞ れ 工 
夫 し な が ら 、 ツ グミ (ツウ メ ) や アト リ 、 ヒ ワ な ど を 捕っ て いま し た 。 
川 で は アカ ウオ ・ ア ジ メ ・ カ ジ カ ・ タ ナビ ラ ・ イ ワナ な どの 釣り を 楽し 
ん だ り 、 ま た 未 川 な ん か で は 川 を 堀 き 止め て 、 手 づか み 漁 な ど し て 遊ん 
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で いま し た 。 

も ちろ ん 、 単 な る 遊び で 捕まえ る の で は な く て 、 み ん な 食べ る ん で す 。 
塩 や 味噌 で 焼い て 食べ る 。 

こう し た 狩猟 ・ 採 集 は 子ども た ち に と っ て は 、 遊 びそ の も の で あり な 
が ら 、 同 時 に 、 家 族 の た め の 大 切な 食料 で も あり まし た 。 子 ども な が ら 
に 親 の 家計 の 助け に 、 と いう 気持 ち は あ っ た と 思い ます よ 。 で すか ら 、 
ちょ っ と で も 大 きい も の 、 貴 重 な も の 、 お いし いも の を 捕らえ よう と 、 
みん な 身体 を 張っ て いま し た ね 。 良い も の が 獲れ る と 親 か ら 褒 め て も ら 
える 。 他 の 子ども た ちか ら も 尊敬 され る か ら 、 切 磁 丈 磨 す る ん で す よ 。 

また 、 自 分 た ち が 食 べ る 分 以上 の も の を 獲 っ て も 腐る だ け で すか ら 、 
余計 に は 獲 り ませ ん で し た 。 必 要 最 小 限 の も の だ け 獲 っ て 食べ る と いう 
こと を 、 当 時 の 子ども た ち は よ く 理 解 し て いた と 思い ます 。」 

こう し た 遊び は 、 民 俗 学 や 環境 倫理 学 で は 「 遊 び 仕事 (マイ ナー サブ 
シス テン ス )」 と 呼ば れ 、 近 年 、 そ の 意義 が 再 評価 され つつ あり ます 。 浅 
頭 先 生 の お 話 か ら も 、 五 感 を フル に 活用 する 「 遊 び 仕事 」 が 、 開 田 の 子 
ども た ちの 「 生 きる 力 」 を 培っ て いた こと が 伺い 知れ ます 。 木曽 で は 、 
日 常 の 何気ない 遊び の 中 に 、 環 境 教育 か ら 食 育 、 情 操 教 育ま で 、 い ろ ん 
な 教育 効果 が 潜ん で いた こと が よく わか り ま す 。 


目 「 遊 び 仕事 」 と グリ ー ン ツー リズ ム 

魅力 的 な 「 参 加 体験 型 」 の プロ グラ ム を どれ だ け 提 供 で きる か で 、 そ 
の 成否 が 分 か れる と 言わ れる グリ ー ン ツー リズ ム に お いて 、 こ うし た 「 遊 
び 仕 事 」 は 最適 な 資源 と な る よう に 思わ れ ま す 。 

「 遊 び 仕事 」 に 関し て は 、 既 に (4 ) 「 い きも の 」 の 章 で 、 エ コツ ー リ 
ズム と いう 観点 か ら そ の 効用 に つい て 述べ まし た が 、 こ こ で は 特に 「 食 
育 」 や 「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 と いう 観点 に 絞っ て 、 そ の 意義 を 整理 し 
て みた いと 思い ます 。 


1 ) 生き も の を 殺し て 食べ る と いう こと 

私 た ちの 食べ も の は 、 水 や 塩 な どの 調味 料 以 外 、 ほ と ん ど 全 て が 「 生 
きも の 」 で す 。 そ し て 、 食 べ る と いう 行為 は 、 生 き て いる 命 を いた だ く 
と いう こと で す 。 穀 物 も 、 野 菜 も 、 魚 も 、 肉 も 、 み ん な 「 生 きも の 」 の 
命 を 殺す と いう 行為 の 上 に 成り 立っ て いる も の な の で す 。 

し か し 、 現 在 の 食べ 物 は 、 ほ と ん ど が 既に 加工 され た 状態 で 売ら れ て 
いま す 。 そ れ ら が か つて 「 い きも の 」 で あっ た と いう こと が 、 な か な か 
実感 し に くい シス テム な の で す 。 

自然 か ら あ まり に も 疎 速 と な を っ て し まっ た 今 の 子ども た ち に 「 遊 び 仕 
事 」 を 体験 させ る こと は 、 と て も 重要 な 意味 を 持っ て いる よう に 思わ れ 
ます 。「 生 きも の 」 の 手触り を 実感 し 、「 生 きも の 」 を 食べ る こと が 自分 
の 命 の 源 と な る こと 、 そ し て 、「 食 べ る 食べ られ る 」 と いう 行為 を 通じ 
て 、 こ の 地球 上 の 命 は すべ て つなが っ て いる と いう こと 、 そ うし た こと 
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「 食 を 大 切 に し た 町 づく り 」 を 目指 す 木 曽 町 で は 、「 食 育 」 
運動 を 推進 。 幼 児 を 対象 と し た 「 ば くば ぱく 料理 教室 」 な ど 
を 開催 し て いる 。 


木曽 ノー ト (5) た べ も の 


が 実感 で きる 契機 に た な る は ず で す 。 


2 ) 五感 で 結果 を 感じ る と いう こと 

ほとん どの 「 遊 び 仕事 」 は 肉体 労働 を 伴い ます 。 野山 を 駆け 回 っ たり 、 
水 の 中 に 手足 を 突っ 込ん だ り 、 木 の 上 に 登っ た り 、 土 を 掘っ た り 、 何 か 
し ら 自 然 と 触れ 合わ ね ば 、 何 も 獲得 で きま せん 。「 遊 び 仕事 」 を し て いく 
に つれ 、 大 人 も 子ども も 、 人 徐々 に 五感 が 呼び 覚まさ れ て いき ます 。 

そし て 、 苦 労 を 経て 何 か 獲 得 で きた 時 、 そ の 結果 は 具体 的 な 成果 と し 
て 実感 で きま す 。 特 に 、 結 果 が 「 食 べ も の 」 と し て 自分 の 口 に 入る と き 、 
人 は 労働 の 原点 と も いえ る 「 喜 び 」 を 実感 する の で す 。 

や っ と 捕まえ た 魚の ヌメ ヌメ し た 手触り 、 茎 か ら 切り 離す 時 に 漂う キ 
ノコ の 匂い 、 草 を か き 分 け て 見 つけ た 山菜 の 伯 ま い 、 こ うし た 感覚 の 一 
つ 一 つ は 、 経 験 し て みな い 限 り 、 決 し て 学習 され る こと は あり ませ ん 。 
そし て それ こそ が 、「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 で 人 々 に 体験 し て も らい た い 
「 価 値 」 な の で す 。 


3) 自分 で 調理 する と いう こと 

自分 で 捕っ た も の を 自分 で 調理 する と 、 そ れ だ け で 1 日 が 終わ っ て し 
まい ます 。 し か し 、 そ れこ と こそ が 「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 の 意義 な の で す 。 
食べ る た め に 1 日 丸ごと 費やす 体験 な ん て 、 田 舎 で し か で き な い わけ で 
す 。 自分 で 獲 っ て 、 自 分 で 調理 する こと で 、「 食 べ る 」 こ と の 大 切 さ や 素 
晴らし さ が 実 感 で きる の で す 。 

さら に 、 自 分 で 調理 する と いう こと は 、 単 に 料理 する と いう 行為 を 超 
えた 意義 を も た らし ます 。 危 な いか ら と いう 理由 で 、 ナ イフ や 包丁 さえ 
持た し て も ら え ず 、 火 も 使え な い 子ども た ち 。 こ うし た 子ども た ち に 、 
自然 の 中 か ら 自 分 で 食材 を 採っ て き て 、 自 ら 調 理 し て 、 み ん な で 食べ る 、 
そう いう 機会 を 提供 する こと が で きれ ば 、 ト ー タ ル な 「 食 育 」 の 場 と し 
て 新しい 「 価 値 」 が 生ま れる よう に 思わ れ ま す 。 


馬木 曽 式 グ リー ン ツ ー リ ズム を 目指 し て 

疲 幣 する 地方 の 活性 化 手 法 と し て 注目 を 集め る 「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 
で す が 、 日 本 で 実質 的 な 成功 を お さめ て いる と ころ は 、 ま だ あま りな い 
よう に 思わ れ ま す 。 も ちろ ん 、 評 判 を 集め て いる 農家 レス トラ ン や 農家 
民宿 な ど が な いわ け で は あり ませ ん 。 本 格 的 な 蕎麦 打ち 体験 や 、 里 山 で 
の 林業 体験 と いつ た よう な ツア ー 商 品 が 、 大 手 旅行 代理 店 に よっ て 次 々 
と 開発 され て き て いる こと も 事実 で す 。 

し か し 、 単 な る 物 見 遊山 的 な 農村 観光 で は な く 、 ま る で そこ が 自分 の 
本 当 の 「 ふ る さと 」 の よう に 受け 入れ られ て 、 繰 り 返 し 訪れ る リピ ビー タ 
ー が 獲得 で き て いる よう な ツア ー は 、 ま だ 少な いよ う で す 。 

木曽 に は 、「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 を 展開 で きる だ け の 資源 は 、 ほ と ん 
ど 全 て 揃っ て いま す 。 豊か な 自然 環境 も 、 多 様 な 食材 も 、 伝 統 あ る 食 文 
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化 も 、 全 て 揃っ て いる の で す 。 あ と は 、 こ れ ら を どう 組み 合わ せ て 、 ど 
ん な ツア ー 商 品 と し て 開発 で きる か 、 に か か っ て いま す 。 

し か し 、 参 加 体 験 型 の 「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 の 成否 は 、 ツ アー 商品 
の 企画 内 容 そ の も の より も 、 結 局 「 人 」 に か か っ て いる 、 と 言わ れ て い 
ます 。 参 加 体 験 型 と いう の は 、 お 客 さ ん だ けが 参加 し た だ け で は 成立 し 
な いも の だ か ら で す 。 

「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 と は 、 木 曽 町 の 人 た ち 自 身 も 参加 し て 、 都 会 
生活 者 に 木曽 の 「 遊 び 仕事 」 を 教え た り 、 い っ し ょ に 料理 を 作っ た りす 
る と いっ た 体験 が 共有 され な い 限 り 、 成 立 し な い 観 光 で す 。 そ の 意味 で 
は 、 従 来 の 観光 より 、 ず っ と 「 面 倒 く さい 」 観 光 ビ ジネス と 言え る で し 
よ ょ う 。 だ か ら 、 提 供する 側 も 、 そ れ を 楽し むこ と が で き な い 限り 、 う ま 
くい く は ず が あり ませ ん 。 

「 グ リー ン ツ ー リ ズム 」 や 「 ヘ ルス ツー リズ ム 」 な どの 新しい 観光 商 
品 が 、 こ れ ま で の ツー リズ ム と 最も 違っ て いる 点 は 、 実 は 、 受 けい れる 
側 の あり 方 に ある の で す 。 

その 意味 で も 、 自 分 た ち 自 身 の 「 食 」 や 「 自 然 」 を 見 直し て 、 自 分 た 
ち 自 身 が それ ら を 楽し な と いう こと こそ が 、 ま ず 何 より も 求め られ て い 
る こと な の か も し れ ま せん 。 
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Welcome to Kisology 


木 纏 ノー ト 


6 


1 ) 唄 、 あ る い は 木曽 の 魂 。 1 


2 ) 祭り 、 あ る い は 木曽 の アイ デン ティ ティ 。 6 
3 ) 祈り 、 ある い は 見 え ざ る も の を 信じ る 力 。 11 


4 ) 木曽 の 人 間 力 17 


木曽 ノー ト (6) 人 と 文化 


木曽 の 歴史 と 文化 > 


唱 、 あ ぁ あるいは 木曽 の 魂 。 


福島 の 広小路 で は 毎年 お 盆 の 時 期 に 「 木 曽 踊り 」 が 開催 さ 
れ 、 観 光 客 で 賑わう 。 


馬 失 われ つつ ある 「 木 曽 節 」 の カカ 

改め て 言う まで も な く 、「 木 曽 」 と いう 名 は 全国 に 知れ 渡っ て いま す 。 
も し か し た ら 、 木 曽 の 一 番 の 強み と は 、 そ の 知名 度 に ある と 言え る の か も 
し れ ま せん 。 木 滞 義 仲 に は じ ま っ て 、 木 曽 ヒノ キ ・ 木 曽 川 ・ 木 全 街 道 ・ 木 
曽 机 ・ 木 曽 大 工 ・ 木 曽 漆器 ・ 木 曽 馬 と いう 具合 に 、 そ れ ぞ れ の 時 代 時 代 に 
応じ て 、 い ろ い ろ な モノ や 文化 が 「 木 曽 」 を 冠 に し た ネー ミン グ で ヒッ ト 
し 続け て きた の で す 。 

時 代 の 変化 と と も に 、 木 曽 和 や 木曽 大 工 は 姿 を 消し 、 木 曽 ヒ ノ キ や 木曽 
馬 ・ 木 曽 漆器 な ども 、 か ろう じ て 生 き 延 びている に すぎ ませ ん 。 そ の ほ と 
ん ど が 「 商 品 」 と し て は 時 代 遅 れ の も の と な っ て し まっ て いる に も 関わ ら 
ず 、「 木 曽 」 の 名 前 は 、 不 思 議 な くら い 、 今 な お 人 々 の 心 に 強く 残っ て い 
る の で す 。 

その 最大 の 功績 と 思わ れる の が 、「 木 曽 節 」 で す 。 た っ た 1 曲 の 民謡 の 
流行 の お か げ で 、「 木 曽 ブ ラン ド 」 は 今 も まだ 全国 区 の 力 を 保ち 得 て い る 
の で す 。 

「 木 曽 の ナァ ー な か の りさ ん 木曽 の お ん た け ナン チャ ラ ホ イ 」 と 
いう 、 と て も 印象 的 だ けれ ど 、 実は 良く わか ら な い 歌 詞 で 始ま る 木曽 節 は 、 
シン プル で 素朴 な 美しい 旋律 と 、 木 曽 ヒ ノ キ を 全国 に 送り 出し た 木曽 の 男 
た ちの 誇り と 心意気 が 受け 、 日 本 人 の 心 を 捉え 続け て きま し た 。 

今 の 40 代 以上 の 日 本 人 は 、 誰 も が 「 木 曽 節 」 を 口 ず さ め ます 。 そ し て 、 
誰か が 口ずさむ た びに 、「 木 曽 』 と いう 名 前 が 宣伝 され て いっ た の で す 。 
これ こそ 、 唄 の 底力 な の で す 。 ま る で 、 気 が つけ ば 、 つ い 心 の 中 で 口 ず さ 
ん で し まっ て いる CM ソン グ の よう に 、「 木 曽 」 の 名 は 「 木 曽 節 」 の お か 
げ で 日 本 人 の 心 に と どまり 続け て きた の で す 。 

し か し 、 学 校 音 楽 の 授業 か ら 民 謡 が 消え た 30 代 よ り 若い 世代 は 、 実 は 

「 木 曽 節 」 を 知り ませ ん 。 そ れ は 、 つ まり は 「 木 曽 ブ ラン ド 」 が 新た な 時 
代 を 迎え つつ ある と いう 事 を 意味 し て いま す 。 

これ か ら の 木曽 が 、 か つて 敬 異 的 な パワ ー を 発揮 し て いた 「 唄 」 と いう 
宝 を どの よう に 活か し て 行く べき か 、 そ の ルー ツ を 振り 返り な が ら 考 えて 
みた いと 思い ます 。 


馬木 曽 節 は 鎮魂 歌 で も ある 
曽谷 は 民謡 の 宝庫 。「 木 曽 節 」 の ほか に も 、「 木 曽 甚 句 」「 土 揚 き 唄 」「 高 


興 禅 寺 境 内 に ある 3 m 近 い 石 碑 に は 、 木 曽 踊り 発祥 の 由来 
が 記さ れ て いる 。 こ れ に よる と 、 木 曽 踊り は 、 民 衆 の 風流 
踊り が 、 義 仲 へ の 鎮魂 と 結び つい て 発展 し た も の と され て 
いる 。 
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い 山 」 な ど 、 数 十 種 の 唄 や 踊り が 木曽 谷 各 地 の 村 々 で 唄い 継が れ て きま し 
た 。 南 木曽 の 「 さ いと ろ さ し 」、 上 松 の 「 芸 ざら い 」「 吉 野 民謡 」「 木 遣り 」、 
小川 の 「 華 屋 道満 の 神楽 」、 伊 谷 「 念 仏 講 」、 黒 川 の 「 笠 ずく し 」「 礁 の お 
どり 」、 大 桑村 須原 の 「 須 原 ば ね そ 」、 開 田 の 「 嫁 入り 唄 こ ちゃ え 」 な ど が 、 
今 な お 地元 の 人 びと に よっ て 伝承 され て いま す が 、 残念 な が ら 、 既 に 継承 
で き な く な っ た も の も 沢山 ある よう で す 。 

山 で 暮らす 人 びと や 机 人 、 日 雇 な ど に よっ て 唄 わ れ て きた 「 木 曽 節 」 の 
発祥 は 、 明 ら か に な っ て いな い 部 分 も 多い の で す が 、 木 曽 福島 の 興 禅 寺 境 
内 に ある 「 木 曽 踊 発祥 の 地 」 の 石碑 に 刻ま れ て いる 由来 に よれ ば 、 室 町 時 
代 の 永 享 6 (1434) 年 、 木 曽 12 代 領 主 ・ 信 道 が 興 禅 寺 を 再興 し た 頃 、 木 
曽 義仲 の 追善 供養 と し て “た いま つ " 行列 の 際 に 、 風 流 の 踊り が 行わ れ た 
と し て 、 次 の よう に 記さ れ て いま す 。 読 みや すい よう に 現代 語 訳し て 引用 
し て み ま す 。 

「7 月 14 日 ・15 日 の 両 夜 、 福 島 の 里 人 た ち が 108 つの "たいまつ" を 
票 (東南 ) の 方 角 に ある 山 に 灯 し た 。 さ ら に は 、 数 十 の "たいまつ " を 背 
負っ た り 手 に し た り し て 、“ の ぼり の 旗 ” 数 十 本 と と も に 、 法 螺 上 貝 を 吹き 、 
鐘 を 鳴ら し 、 太 鼓 を 打ち な が ら 、 代 官 屋敷 の 門 か ら 入っ て 興 禅 寺 に 至っ た 。 

その 音 、 木 営 義仲 が 平家 を 追 対 し た 際 、 平 家 十 万 余 騎 を 倶利 伽羅 が 谷 で 
攻め 落と し た の だ が 、 こ の 時 の 戦勝 を 記念 し た の が この 祭り の 始ま り で あ 
る 。 そ し て 、 信 道 公 の 時 代 に 流行 っ て いた 風流 の 踊り " が 、 義 仲 供養 の 
"たいまつ" 行事 と 合体 し て 、 今 の よう な も の に な っ た の で ある 。 そ の た 
め 、 毎 年 7 月 15 日 は 、 義 仲の 燈 明 と し て 栗本 村 よ り “た いま つ " を 興 禅 
寺 に 納め る よう に な っ た 。 こ れ も ま た 現在 に 続く も の で ある 。」 

この 縁起 に 従え ば 、 当 時 、 単 な る 流行 の 踊り に すぎ な か っ た 風流 の 踊 
り " は 、 義 仲の 魂 を 鎮め る た め の 鎮 魂 の 祭り と 合体 する こと で 、 踊 り 継が 
れる べき も の と し て 徐々 に 広まっ て いっ た も の 、 と 考え られ ます 。 

一 方 、 前 木曽 福島 文化 財 保護 審議 委員 長 の 田中 博 氏 は 、 木 曽 人 節 の ルー ツ 
に つい て 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 木 曽 節 は 木曽 踊り と と も に 歌わ れ て いた 盆踊り 唄 の 一 つ で す 。 木 曽谷 
に は 古く か ら 数 々 の 民謡 が あり 、 こ れ ら を 総称 し て 木曽 踊り と 呼ば れ て い 
まし た 。 今 、 広 く 知ら れ て いる 木曽 節 は 、 そ うし た 木曽 踊り の 中 で 最も よ 
く 唄 われ て いた も の が 代表 され て "木曽 節 " と 呼ば れる よう に な っ た も の 
な の で す 。」 

さら に 、 木 曽 踊り が 木曽 に 定着 し て いっ た 経緯 に つい て 、 田 中 博 氏 は 次 
の よう に 言葉 を 続け ます 。 

「 木 曽 節 の “木曽 の お ん た け 、 夏 で も 寒い " と いう 歌詞 が 広く 知ら れ て 
いま す が 、 木 曽谷 に 暮らす 人 びと は 、 御 獄 山 の とこ と を “お や ま " と 呼ん で 
いま し た 。 従 っ て 、“ お ん た け ” と いう 言葉 が 用 いら れ て いる の は 、 木 曽 
外部 の 人 に よっ て 唄 わ れ た か ら で は な いか と 思わ れ ま す 。 江 戸 時 代 の 木曽 
開発 に あたっ て 、 飛 弾 や 伊勢 ・ 近 江 な ど と いっ た 木曽 外部 の 林業 先進 地 か 
ら 大 量 に 移住 し て きた 『 机 や 日 雇 』 た ち が 唄 っ た 歌詞 が 、 今 に 残っ て いる 
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の で は な いか と 思わ れ ま す 。 

木曽 節 の は や し の “な か の りさ ん "に つい て も 諸説 あり ます が 、 伊 勢 街 
道 か ら 木 生 街道 に 入り 込ん で きた 三 人 乗 り の 馬 「 三 宝 荒神 」 の 中 乗り た ち 
が 、 山 で 暮らす 机 人 や 里 人 に よっ て 即興 的 に 唄 われ 、 唄 い 継が れ て いっ た 
も の だ と 考え られ て いま す 。」 

日 本 の 盆踊り と は 、 言 うま で も な く 「 死 者 の 魂 」 と 交感 する た め の 伝承 
行事 で あり 、 日 本 を 代表 する 「 民 衆 文化 」 の 一 つ で す 。 こ れ に 、 木 曽 踊り 
の 場合 は 、 木 全 義 仲 へ の 鎮魂 が 加わ っ て 「 武 家 文 化 」 の 要素 も 持つ よう に 
な っ た の で し た 。 そ し て 、 そ の 唄 が 木曽 外部 か ら 移住 し て きた 机 や 日 雇 な 
どの 「 山 の 文化 」 に よっ て 、 新 た に 作詞 され た り 替 え 歌 され た り し な が ら 
唄い 継が れ て 来 た 、 と いう こと に な り ま す 。 

こう し て 考え る と 、 木 曽 節 は 「 民 衆 文化 」 と 「 武 家 文化 」、「 山 の 文化 」 
の 3 つが 全て 合わ さっ た 唄 な の で す 。 た だ 民衆 だ け で も な く 、 武 家 だ け で 
も な けれ ば 山 の 民 だ け で も な い 、 つ まり は 、 木 曽 に 住ま う 人 すべ て の 思い 
が 統合 され て で きた 唄 と 言え る の で す 。 

その 意味 で 、「 木曽 節 」 は 「 木 曽 の 魂 」 そ の も の と 言っ て 良い で し ょ う 。 


馬木 曽 節 の 全国 普及 戦略 

木曽 節 が 、 こ れ ほ ど ま で に 全国 区 の 唄 へ と 普及 し て いっ た 背景 に は 、 大 
正 4 (1915) 年 、 福島 町 長 に な っ た 伊東 淳 氏 の 功績 が 大 きか っ た よう で す 。 
伊東 氏 は 自ら を 「 木 曽 踊り 司 」 と 称し 、“ 相 許し 候 事 の 木曽 踊り " と いう 
免状 を 発行 し 、 そ れ ま で “な か の りさ ん "と 呼ば れ て いた 曲 を 木曽 節 " 
と 改名 し て 、 木 曽 踊り の 振興 と 普及 に 尽力 し た の で す 。 

木曽 踊り を 全国 区 に する た め に 伊藤 町 長 が 取っ た 戦略 に つい て 、 田 中 博 
氏 は 次 の よう に 語り ます 。 

「 福 島町 長 ・ 伊 東 氏 は 、 “木曽 の な か の りさ ん "と いう 小冊子 を 発行 し 、 
木曽 踊り の 由来 や 、 踊 り 方 、 歌 詞 な ど を 収録 し 、 こ れ を 全国 に 紹介 し た の 
で す 。 大正 7 (1918) 年 に は 保存 会 が 結成 され 、 そ の 免状 は 木曽 踊り の 講 
習 を 受け た 者 は も と より 、 福 島 を 訪れ た 作家 や 政治 家 な ど に も 発行 され ま 
し た 。 こ うし て 、 徐 々 に 木曽 踊り の 名 が 全国 的 に 知ら れる よう に な っ て い 
っ た の で す 。 

昭和 に 入っ て か ら は 、 民 謡 歌 手 の 牛 山 仁 郎 ら の 吹き 込ん だ た レコー ド が ラ 
ジオ 放送 で 紹介 され る よう に な り 、 さ ら に 広く 知ら れ て いき ます 。 昭和 初 
期 と いえ ば 、 御 獲 教 の 最盛 期 で も あり ます が 、 木 曽 節 の 果たし た 役割 も 大 
きか っ た よう に 思わ れ ま す 。 木曽 節 や 木曽 踊り を 見 る た め の 観 光 客 や 御 鐵 
登山 者 が 、 急 増し た の で す 。」 

町 長 ・ 伊 藤 氏 に よる 小冊子 戦略 は 、 当 時 と し て は 画 期 的 な 事 で し た 。 単 
な る 一 地方 の 民謡 が 、 日 本 中 の 誰 も が 唄う 「 商 品 」 と な っ た の で す 。 レ コ 
ー ド や ラジ オ の 力 が 大 きか っ た の は も ちろ ん で す が 、 こ の 小冊子 が 果たし 
た 役割 も また 重要 だ っ た の で す 。 こ の 小冊子 の お か げ で 、 唄 の 由来 や 踊り 
方 と いっ た 、 唄 に まつ わる 「 物 語 」 も いっ し ょ に 伝搬 し て いっ た か ら で す 。 
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まさ に マー チャ ンダ イジ ング (商品 化 計画 ) の 「 先 駆け 」 と 言っ て 良い で 
し ょ う 。 木曽 節 は 、 木 曽 に と つっ て 、 メ ディ ア そ の も の の 働き を し た の で す 。 


馬 正 調 木曽 節 

伝承 文化 で ある 木曽 節 は 、 当 然 の こと な が ら 、 地 域 に よっ て 節 回 し が 少 
し ずつ 異な っ て いま し た 。 山 間 に 朗 々 と 響かせ る 歌い 方 か ら 、 お 座敷 唄 ま 
で 、 実 に 由 広 い バ リエ ーション が あっ た よう で す 。 

現在 は 三味 線 や 太鼓 の 鳴り 物 入 り で 唄 わ れる こと ある 木曽 節 で す が 、 鳴 
り 物 を 使う の は お 座敷 唄 の み で 、 本 来 は 、 手 拍子 だ け で 唄 わ れる も の で し 
た 。 ア カペラ で 唄 わ れる 木曽 踊り の 唄 声 が 、 木 曽 川 の せせらぎ を 受け な が 
ら 深夜 の 谷間 に こだま し て いた と 、 田 中 博 氏 は ひと 昔 前 の 木曽 節 を 懐か し 
そう に 語っ て いま し た 。 

昭和 9 年 に 、NHK の ラジ オ 放 送 で 流れ た 木曽 節 を 、 た また ま 間 いて い 
た 作家 の 林 美 美子 は 、「14 日 の 夜 の 優秀 な る も の は 、 何 と いっ て も 木曽 福 
島 よ り 中 継 の 木曽 の 盆踊り で 、 山 間 に こ だ ます る 『 木 曽 の な 一 』 と いう 声 
は 渡し く て 何と も 言え な い 渋 い 声 ぞろい で 、 さ っ と 涼風 を 感じ まし た 。( 中 
略 ) 木曽 節 は 品 が いい と 思い まし た 。 夏 分 この よう な 中 継 は うれ し いで す 。」 
と いう 感想 を 寄せ た と 言い ます 。 

木曽 節 の 歌詞 を 改め て じっくり と 眺め て みる と 、 喰 る 思い が し ます 。 こ 
れ 以 上 に 木曽 を うま く 表 現し た コピ ー は 他 に な いか ら で す 。 何故 も っ と こ 
の 唄 を 活用 し な い の か 、 残 念 で な り ま せん 。 


時 多く の 人 に 唄 わ れ て こそ 、 順 

と の 木曽 節 と 木曽 踊り を 保存 する た め に 活動 し て いる の が 「 木 曽 踊り 保 
存 会 」 で す 。 会 長 の 岩井 茂雄 氏 は 、 木 曽 の 民謡 の 課題 を 次 の よう に 語っ て 
いま す 。 

「 現 在 、 木 曽 踊り 保存 会 の 会 員 は 50 名 ほど 。40 代 て 70 代 が 中 心 と な 
っ て 活動 し て いま す 。 後継 者 が いな いこ と が 一 番 の 悩み で 、 若 い 人 た ち を 
対象 に 木曽 節 や 木曽 踊り の 魅力 を 積極 的 に 伝え 、 こ の 文化 を 守り 、 継 承 者 
の 育成 に 努め を な けれ ば な り ま せん 。 

た だ 、 残 念 な こと に 、 木 曽 節 を 録音 し た 古い 原盤 は レコ ー ド 会 社 の 所 有 
と な っ て いる の で す 。 そ の た め 、 自 分 た ち で 自由 に 商品 化 で きる 音源 を 、 
新た に 作り た いと いう の が 、 私 た ちの 切な る 願い で す 。」 

民謡 は 現代 に 生き る 唄い 手 が 唄っ て こそ 意味 が あり 、 継 承 さ れ 得 る も の 
で す 。 そ の た め に は 、 木 曽 の 人 た ちの 自由 に な る 新しい 音源 が 必須 で す 。 
一 刻 も 早く 音源 化 さ れる こと を 願う ば か り で す 。 

「 木 曽 節 」「 高 い 山 」「 木 曽 甚句 」 は 、 ど れ も 凛 と 張っ た 声 が 命 。 神 さま 
の 木 で ある 木曽 ヒノ キ が 林立 する 山 の 奥深 くま で 、 響 き 渡ら な けれ ば な ら 
な い の で す 。 鳴り も の を いれ ず 、 唄 と 手拍子 だ け で 勝負 する 、 潔 い 男 の 唄 
で す 。 

アカ ペラ の 素晴らし さ は 、 い つも ノイ ズ の 洪水 に さら され た 日 々 を 生き 
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る 現代 人 の 心 に 染み 渡り ます 。 演出 と 情報 発信 の 方 法 さえ 間違え な けれ ば 、 

曽 節 は 今 も 木曽 に と っ て 最大 の 宣伝 ツー ル と な り 得 る で し ょ う 。 

保存 会 の 現状 と は 裏腹 に 、 木 曽 の 若者 た ちか ら は 、「 実 は 木曽 節 を 唄い 
た い 」 と いう 声 を 数 多く 聞き まし た 。 保存 会 が 磨き 上 げ て きた 芸 へ の 厳し 
い 姿 勢 が 、 行 き 違い を 生ん だ こと も あっ た よう で す が 、 若 者 た ちの 唄 へ の 
思い も 真 麗 な も の で 、 頼 も し い 限 り で す 。 

民謡 は その 地 に 住む 人 た ち 皆 の も の で あり 、 そ れ ぞ れ 自 由 な 愛し 方 が あ 
っ て 然るべき で す 。 正しく 唄 わ れる こと も 大 事 で す が 、 同 時 に 、 時 代 に 対 
応 し な が ら 、 自 由 に 、 伸 びやかに 唄 わ れる こと も また 大 切な と と で す 。 そ 
も そ も 、「 正 し い 」 と いう こと の 意味 さえ 、 時 代 や 立場 に よっ て 簡単 に 変 
わる も の な の で す 。 伝統 芸能 は みな 、「 根 幹 だ け を 守り 、 演 出 は 時 代 の 波 
に 乗り な が ら 、 変 幻 自在 に 変わ り 続け て こそ 伝統 と な り 得 る 」 の で す 。 木 
曽 節 も 時 代 に あっ た 唄 われ 方 を 模索 すべ き 時 が 来 た の で は な いで し ょ うか が 。 

まず は 、 こ の シン プル な 唄 と 同じ よう に 原点 に 立ち 戻り 、 若 者 も 女性 も 
高齢 者 も 保存 会 も 、 皆 が 一 緒 に 唄 える 機会 を 広げ る こと が 重要 で ある よう 
に 思わ れ ま す 。 年 長者 と 若者 た ち が コ ミュ ニケ ーション を 取り な が ら 、 そ 
れ ぞ れ が それ ぞ れ の 唄 を 聴き 合う 事 は 、 決 し て 難し いこ と で は な いよ うに 
思わ れる の で す 。 

も と も と 、 長 野 県 は 唄 が と て も 好き な 県 民 性 を 有 し て いる 地 で す 。「 信 
濃 の 国 」 の よう に 、 子 ども か ら お 年 寄り まで 、 全 て の 県 民 が 一 緒 に な っ て 
唄 える 県 歌 を 持つ 文化 な ど 、 他 の 都 道 府 県 に は あり ませ ん 。( し か も 、 驚 
くべ き 事 に 、 み ん な 6 番 ま で フル コー ラス で 唄 え る の で す ! ) 

曽 侵 は 「 木 曽 の 魂 」 そ の も の で す 。 木曽 節 を 唄 える 人 が 減る と いう こ 
と は 、 そ れ だ け 「 木 曽 の 魂 」 を 失っ て いく こと で も ある の で す 。 
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木曽 の 歴史 と 文化 > 


鋼 5 、 あるいは 木曽 の アイ デン ティ ティ 。 


財 木 曽 の アイ デン ティ ティ と し て の 「 祭 り 」 

日 本 の 地方 は どこ も 過疎 化 ・ 少 子 高齢 化 に 苦し ん で いま す 。 木曽 も 例外 
で は あり ませ ん 。1990 へ 95 年 に は 社会 動態 (大 学 進 学 、 転 職 な どの 理由 
で 町 外 に 転出 ) が 進み まし た が 、2000 年 以降 は 自然 動態 (出生率 と 死亡 
率 の 差 ) が 進み 、 そ の 歯止め が きか ず 、 事 態 は より 深刻 に な っ て いま す 。 
町 か ら 若者 が いな く な る と 、 町 を 形成 する 産業 の 構造 も すべ て 崩れ て 行き 

py 上 雪 ま す 。 佑 い の は 、 文化 が 崩れ る と と に より 、 木 前 の アイ デン ティ ティ ー が 
水 無 神社 の 例 大 祭 の クラ イマ ックス 「 み と し まく り 」 失わ れ て いく こと で す 。 
と 気 」 が ガチ で ぶっ か る 男らしい 拓 り 。 林 町 の 文化 は 、 一 度 失わ れる と 、 二 度 と 戻る 事 は あり ませ ん 。 そ れ は 、 木 曽 が 
木曽 で な く な る 、 と いう こと を 意味 し ます 。 そ し て 、 最 初 に その 信号 を キ 
ャ ッ チ する の が 、「 祭 り 」 な の で す 。 

「 祭 り 」 は 、 年 長者 か ら 子 供 ま で 、 年 功 序列 で 多様 な 役割 分 担 を 有する 
級 密 な 組織 構造 が 支え る 文化 で す 。 ど こ に 穴 が あい て も 、 そ の ひずみ を 埋 
め る の は 、 実 は た や すい と と で は あり ませ ん 。 

澤 頭 修 自 氏 (木曽 川 ・ 水 の 始発 駅 理事 長 ) は 、 地 域 の 祭り の 文化 が 消え 
て し まう こと へ の 懸念 を 次 の よう に 語っ て いま す 。 

「 日 本 の 祭り に は 、 日 本 人 の 暮らし を 見 直し て いく た め の 大 切な ヒン ト 
が あり ます 。 か つて は 木曽 谷 の 暮らし は 、 祭 り を 中 心 に 回 っ て いま し た 。 
し か し そう し た 祭り も 意識 し て 守っ て いこ うと し な いと 、 あ っ と いう 間 に 
消え て し まう 。 

いま 私 た ち が 一 番 に 考え る べき は 、 木 曽 の 祭り を 受け 継い で 行く 若い 後 
継 者 を 育て る と と 。 都 会 か ら U ター ン し て くる 木曽 出身 者 に 期待 し て いま 
す 。 若 い 人 と つなが る た め に も お 祭り は 大 事 で す 。 地 道 に つ ひと つ 点 火 
し て いく し か 方 法 は な いと 思い ます が …」 

し か し 、 和 郷土 愛 を 育む た め の 学校 教育 は 、 あ まり 効果 が あり ませ ん 。 

浅草 三 社 祭り 、 博 多 祇園 山 笠 、 京 都 祇園 祭 、 八 尾 風 の 盆 、 岸 和田 だ ん じ 
り 祭 りな ど 、「 祭 り 」 が 栄え て いる 地域 は 、 ど こも 若者 た ち が 卿 土 愛 に 漠 
ち て いま す 。 仕 事 で 外地 へ 出 て いて も 、「 祭 り 」 の と き は 必ず 里帰り を し 
ます 。 強 制 さ れ た か ら で は な く 、 好 き で 帰郷 し た いと 思っ て いる の で す 。 
そし て 、 老 後 は 祭り の ある 地元 で 暮らし た いと 思う よう に な り ま す 。「 祭 
り 」 は 郷土 愛 の 指標 で も ある の で す 。 

長い 目 で 見 た ら 、 人 口 減少 を 食い 止め ある た め に は 、「 祭 り 好 き の 子 供 を 
増やす 事 」 に 尽き る か も し れ ま せん 。 こ れこ そ が 、 産業 へ の テコ 入れ より 
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も 有効 な 手段 と いえ る の で は な いで し ょ うか 。 

「 祭 り 」 は 、 若 者 が 主役 に な れる 貴重 な 檜 舞 台 で も あり 、 木 曽 と いう 町 
が 全国 か ら 脚光 を あび る 一 年 に 一 度 の チャ ンス と な り 得 る の で す 。 

頑固 な 木曽 の 人 た ちか ら は 「 観 光 客 な ど 集まっ て 欲し く な い 」 と いっ た 
声 も 聞こ えて きそう で す が 、 子 ども た ちか ら す れ ば 、 全 国 か ら た くさ ん の 
人 が 集まっ て 、 注 目 と 活気 が 溢れ る 中 で こそ 、 そ こ で 身体 を 張る 木曽 の 男 
た ち が 「 カ ッ コ イイ 」 と 感じ る も の な の で す 。 木曽 の 子ども た ち が 、 自 分 
た ちの 「 祭 り 」 に 憧れ と 誇り を 抱く た め に も 、 も う 少 し 、 外 部 に 向かっ て 
メッ セー ジ を 発信 し て いく 必要 が ある よう に 思わ れ て な り ま せん 。 
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観光 客 の 目 か ら 見 た 「 み こし まく り 」 レ ポー ト 


毎年 7 月 22 日 、23 日 の 両日 に 開催 され る 水 無 神社 の 例祭 の うち 、 渡 御 祭 (神幸 祭 ) の 一 部 を 「 み こし まく り 」 
と いい ます 。「 木 」 と 「 気 」 が ガチ で ぶつ か る 、 本 当 に 木曽 らし い 男 の 祭り で す 。 そ の 様子 を 、 観 光 客 の 目線 で 師 
っ つて 、 レ ポー ト し て みた いと 思い ます 。 


【2011 年 7 月 21 日 】 

祭り は 前 日 の 21 日 夜 、 前 夜祭 か ら 始ま る 。 

例祭 の 奉仕 者 た ち は 潔 斎 を し て 、 神 酒 を くみ か わし な が ら 
「 お こも り 」 を する 。 

鮮やか な デザ イン の 祭り 提灯 が 、 人 々 の 気持 ち を 高揚 させ る 。 


【2011 年 7 月 22 日 】 

午前 、 祭 儀 に 引き 続き 、 渡 御 祭 と な る 。 

新造 され た 白木 の 神 バ 奥 ( 約 370kg) に 、 御 霊 代 が 奉 居 され る 。 

お 移し が 終わ る や 否や 、 神 興 は 枠 持 ち た ち に よっ て 拝殿 か ら 町 中 へ 。 
神 興 の 前 後に は 「 屋 台 」 成 儀 も の 、 神 馬 、 太 神楽 な ど が 供 奉 し て 行 
列 と な る 。 

と の 行列 は 、 天 保 年 間 か ら ほ と ん ど 変 わっ て いな いと いう 。 


町 中 に は 紙 垂 が 飾ら れ た 麻 ひ も が 張り 巡ら され 、 
結界 さ れ た 内 陣 の よう な 神聖 な 風 が 吹 ぎ 抜け て いた 。 
静か で 、 他 の 祭り に は 見 られ な い 上 品 な 神聖 さ が あ る 。 


昼 頃 か ら 出 店 に 誘わ れ て 、 子 供 た ち が 道 に 溢れ て きた 。 
山車 に 上 が っ た 子供 た ちの お 中 @ 子 も 、 け な げ で か わい い 。 
神馬 も 迫力 だ 。 

町 に 余計 な 音 は な く 、 忠 子 の 音 と 、 子 供 の 笑い 声 が 響く 。 


御 興 は 祝い 唄 「 高 い 山 」 を 唄い な が ら 町 内 を 練り 歩く 。 

良い 唄 だ 。 唄 い 終 わる と 必ず 「 ソ ー ス ケ 、 コ ー ス ケ 」 

と いう 掛け 声 と 共に 、 神 興 を 激しく 揉む 。 

枠 持 ち た ちの 衣装 は 、 独 特 だ 。 

黄色 の 向こう 鉢巻 き と 黄色 の 帯 。 麻 布 の 法 被 と 白 足 袋 に わら じ 履 
麻布 と いう の は 贅沢 だ が 、 古 文書 に 木曽 谷 の 人 の こと を 「 麻 を 着る 
人 」 と いう 表記 が ある の を 思い 出し た 。 

また 、 半 纏 で な く 法 被 と いう の は 、 や は り 武 家 の DNA だ ろう か 。 
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各 町 内 に は お 休 所 が 設け られ て お り 、 神 和典 を 据え 、 

その 前 に 大 神様 を 立て 、 町 内 安全 を 祈願 し て 、 

その 町 内 の 者 が 参拝 で きる 。 

この 年 に 生ま れ た 幼児 は 奉仕 者 に 託し 、 

身体 健全 を 祈っ て 、 神 奥 の 下 に 潜 ら せ て も ら う の だ と いう 。 
練り 歩い た 行列 は 、 夕 方 に 御 旅 所 に 。 

神 異 は ここ で 一 夜 を 過ごす 。 


曽谷 の 夜空 に は 花火 が 舞っ た 。 
山々 に 木霊 する 花火 の 音 は 、 ド ー ン と お 腹 に 響き ぎ 、 
大 迫力 だ っ た 。 


【2011 年 7 月 23 日 】 

午後 、 御 旅 所 を 出発 し た 行列 は 、 残 る 町 を 巡行 。 

夜 に な る と 、 広 小路 周辺 で クラ イマ ックス の 「 ま くり 」 が 始ま る 。 
横 ま くり 、 縦 まぐ り 、「 ソ ー ス ケ 、 コ ー ス ケ 」 の 掛け 声 と と も に 、 
神 奥 を 激しく 地面 に 叩き 付け る 。 

すご い 地 響き だ 。 


枠 の 上 に 乗っ た 人 が 落ち は し な いか 、 

神 奥 が 壊れ て 枠 が 折れ な いか 、 見 物 客 は ドキ ドキ 、 
歓声 を 上 げ な が ら 、 そ の スリ ル を 楽し ん で いる 。 
神 商 が 壊れ て くる と 、 精 進 の 先 議 に より 、 

神 興 を お 返し する こと が 決ま る 。 

皆 で 手打 ち を し て 、「 ま くり 」 が 終わ る 。 


壊れ た 神 興 は ソロ ソロ と 神社 に 帰り 、 拝 殿 に 納め られ る と 、 
拝殿 の 明か り が 一 瞬 に し て 痢 と な り 緊 張 が 走る 。 

神 奥 か ら 精 進 の 手 に よっ て 、 御 霊 代 が 取り 出さ れ 、 

宮司 に よっ て 本 殿 へ 納め られ る 。 

荒 々 し い ダ イナ ミッ ク な 祭り は 、 痢 と 静寂 の 中 幕 を 閉じ た 。 


明か り が 戻る と 、 い き な り 現実 の 世界 に 引き 戻さ れ た よう だ 。 
夢 の よ うな 2 日間 が 終わ っ た 。 


ALITTTt 


PT $ 
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水 無 神社 神楽 典 の 正面 に 掲げ ば られ た 、 天 保 2 
年 画 の 絵馬 。 宮 田宮 司 の お 話 で は 、 こ の 行列 
の 様子 は 、 今 も 当時 と ほとん ど 変 わっ て いな 
いと いう 。 


男らしい 素朴 な 、 凛 と し た 祭り だ っ た 。 
チャ ラチ ャ ラ し た と ころ が 全く な い 、 珍 し い 祭り だ 。 
木曽 の 男 の 誠実 な 人 柄 と 潔い 意気 地 に 溢れ て いた 。 
「 高 い 山 」 も 胸 を 打つ 。 
宴 な どの 祝い 事 に は 必ず 唄 わ れる この 唄 は 、 
曽谷 の 人 々 に と っ て 特別 な 思い を も つ 唄 だ 。 
神 奥 は 、 白 木 の 百 貫 神 興 。 木 曽谷 の 大 工 さ ん が 、 神 社 に 伝え られ て 
いる 設計 に 従い 、 ほ ぼ ー ヶ 月 か け て 制作 する 。 
渡御 の と き は 、 鳳 風 な どの 飾り 金具 が つい て いる が 、 
まく る と き に は 、 それ ら は 取り 外さ れ 、 氏子 た ち に 分 け 与え られ る 。 
壊れ た 神 奥 は 、 境 内 の 東北 に 安置 され 、 
解体 後 、 元 旦 早朝 の 大 か が り 火 に 尊 か れる 。 
初 語 の 際 、 こ の 火 に あたる と 、 一 年 間 、 無 病 息 災 と 言わ れ て いる 。 


「 み こし まく り 」 の 醍醐 味 で ある 荒 々 し い 「 ま くり 」 は 、 

後 年 行わ れる よう に な っ た も の で ある らし い 。 

だ か ら そ れ は 、「 宗 助 ・ 幸 助 が ご 神体 を 勧請 し た 時 の 再現 で は な く 、 
神 奥 に 宿っ た 悪霊 を 払い 落と す 意 味 が ある 」 と 宮田 宮司 は 言う 。 
祭り の 後 、 神 奥 の 壊 れ た 破片 な ど は すべ て 川 に 流し 、 清 め ら れる 。 
悪霊 を 灰 い 落と し 、 幸 せ を 招く 信仰 。 

と する と 、 白 い 麻 の 法 被 も 合点 が いく 。 

昔 は 、 机 や 石工 な ど 、 山 の 男 た ちの 社会 で は 荒く れ 者 も 多 か ろ うし 、 
喧嘩 も 絶え な か っ た こと だ ろう 。 

人 の 半 き 物 も 神 に よっ て 清め て 欲し い 、 と いう 祈り が 

込め られ て いっ た の で は な か ろう か 。 

いつ の 時 代 も 人 に 宿る 心 の 闇 は 変わ ら な い 。 

祭り に 喧嘩 は つき も の だ が 、 こ の 祭り に 喧嘩 が 入り 込む 余地 は な い 。 
敵 は 人 で は な く 、 悪 圭 な の だ 。 

そし て 今 も な お 、 こ の 荒 ぶ る 祭り が 生 彩 を 放つ の は 、 

生き る 事 へ の 優し い 眼 差し に 支え られ て いる か ら に 他 な ら な い 。 
その 懐 の 大 き さ は 、 や は り 、 御 獄 山 が 受け 止め て くれ て いる か ら で 
は な い だ ろ うか 。 


宮田 宮司 は 、「 水 無 神 社 に は 2,000 の 氏子 が いる 。 

昔 は 殿様 (山村 代官 ) が よく 面倒 を みて くれ た が 今 は それ も な い 。 
町 も 協力 は し て くれ て いる が 、 人 口 が 減り 、 祭 り の 参加 者 も 年 々 少 
な く な る 中 、 ど こま で と この 祭り を 維持 し て 行け る か 。」 と 心配 する 。 
と の 祭り が 継続 され る た め に も 、 お 守り や 、 お みく じ な ど 、 

氏子 以外 が この 祭り と 繋が る ツー ル は 提供 で き な い だ ろう か 。 

も っ と 、 多 く の 人 に この 祭り を 観 て ほし い 、 

も っ と 多く の 木曽 の 人 た ち に 「 高 い 山 」 を 唄っ て ほし い 、 
心から そう 思っ た 。 
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木曽 ノー ト (6) 人 と 文化 


木曽 の 歴史 と 文化 > 


祈り 5、 あ る い は 見 え 々 ざる る の を 信じ る 力 。 


木曽 町 に は 御 狼 山 や 神社 だ け で な く 、 た くさ ん の パワ ー ス 
ポッ ト が 点 在 す る 。 道 祖神 も 、 そ の 一 つ で ある 。 


馬木 曽 は 三 つ の 文化 の 融合 点 

木曽 の 歴史 は 、 近 隣 の 各地 に あっ た 高い 文化 を も っ た 氏族 ら に よっ て 開 
か れ 、 そ れ ら の 文化 が 定着 、 融 合 に より 開発 され た と いい ます 。 水 無 神 社 
の 宮田 正士 宮司 は 、「 木 曽 の 各地 に 奉 頃 され て いる 数 々 の 神社 が 、 こ れ を 
如 実 に 物語 っ て お り 、 氏 族 の 移動 に あたっ て は 必ず 自分 の 氏神 様 を 奉 祀 し 
た 日 本 人 の 習慣 が うか が える 」 と いい ます 。 

宮田 宮司 の 説 に 基づい て 整理 し て みる と 、 木 曽 の ルー ツ は 以下 の 3 つの 
ルー ト に な り ま す 。 


1 ) 美濃 、 尾 張 方 面 か ら 木 曽 川 に 添っ て 北上 し た 人 々 

2) 諏訪 方 面 か ら 南 下 し て きた 人 々 

3 ) 飛騨 か ら 日 和田 、 開 田 に 入り 、 開 田村 西野 、 未 川 、 黒 川 な ど を 経て 木 
曽 に 入っ て きた 人 々 


美濃 ・ 尾 張 系 、 諏 訪 系 、 飛 騨 高山 系 。 そ れ ぞ れ の 文化 は 食 (味噌 、 鱗 、 
蕎麦 、 酒 、 他 ) や 産業 (鉱業 、 医 薬 業 、 林 業 、 木 工業 、 養 答 業 な ど ) に も 
表れ て お り 興 味 深い の で す が 、 今 や 木曽 の 文化 と し て ひと つ に 融合 され た 
と いえ る の で 、 分 析 は 避け ます 。 

し か し 、 木 曽 の 歴史 の 中 で 、 こ の 3 つの ルー ツ は 、 人 々 の ネッ トワ ー ク 
に も 影響 を 与え て いる は ず で すか ら 、 マ ー ケ ッ ト と し て も っ と 活用 し て も 
いい か も し れ ま せん 。 特 に 尾張 、 名 古屋 は 、 木 曽 に と っ て 重要 な マー ケッ 
ト と な る は ず で す 。 

江戸 時 代 、 木 曽谷 の 人 々 の 精神 的 な よ た り ど ころ で あっ た 氏神 様 ・ 産 土 神 
様 を 祀っ た 小 湯 が 、 村 の あちこち に 散在 し て いま し た が 、 明 治 政府 の 方 針 
に よる 神社 整理 が 行わ れ 、 中 心 と な る 大 き な 神 社 に 移し 集め られ た た め 、 
境内 神社 と な り ま し た 。 

それ ら の 神社 は 共通 し て 、 今 も 美しい 人 まい を 保持 し て いま す 。 風 格 あ 
る 古木 た ち が 社 を 優し く 囲 み 、 そ の 木々 の 間 に は 清々 し い 小 川 が 流れ 、 訪 
れ た 人 々 を 清め て くれ る よう で す 。 ま た 社殿 を 飾る 木彫 も 素晴らし く 、 時 
代 を 得 て 部 び た 風 合い が 、 木 曽 らし い 実直 で 素朴 な 美 し さ を 醸し だ し て い 
ます 。 

と の よう に 、 木 曽 町 の 神社 は どれ も みな 、 日 本 の 神社 の 約束 事 で あっ た 
大 樹 と 木々 、 小 川 、 白 木 の 社 典 が きち ん と 揃っ て お り 、 そ れ ら を 護る 地域 
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木曽 町 の 神社 は 、 立 派 な 樹木 に 囲ま れ 、 静 諾 な 仔 ま い を 持 
つっ た 実直 な 神社 が 多い 。 写真 は 水 無 神社 」 


木曽 ノー ト (6) 人 と 文化 


の 人 々 の 手入れ も 行き 届い て いる の で す 。 

沢山 あっ た 小 議 の お 祭り は 、 今 で も 各 集 落 で 継承 され 、 水 神祭 ・ 神 明 欄 
祭 ・ 八 期 祭 ・ 金 比 羅 様 の 祭 ・ 戸 隠 様 の 祭 ・ モ ロキ 様 の 祭 ・ 山 の 神 ・ 若 宮 の 
祭 な ど 賑 々 し く 行 われ て いま す 。 


目 祈り の 街道 ・ 飛 騨 街道 

宗教 人 類 学 博士 の 菅原 寿 清 氏 は 、 木 曽 の 人 々 を 一 言 で いう と 「 見 え ざ る 
も の を 信じ られ る 人 々 」 と お っ し ゃ いま し た 。 自 分 に 嘘 を つか な いか ら 、 
正直 で ある と 。 

凄い こと だ と 思い ます 。 そ れ ら を 育ん だ の は 、 自 然 に 対す る 敬意 、 代 々 
伝わる 小 洞 を 大 切 に 護り 続け る 心 に ある と いえ る の で は な いで し ょ うか 。 
木曽 の 道 を 往く と 、 そ ここ こと に 、 そ うし た 「 祈 り の 証 」 に 触れ る 事 が で き 
ます 。 数 々 の 道祖神 や 石仏 た ち も そ の ひと つ 。 先 人 た ち が 事 ある ご と に 手 
を 合わ せ て きた 姿 が 、 目 に 浮か ぶよ う で す 。 

黒川 地域 か ら 入る 飛騨 街道 は 、 特 に 「 祈 り の 街道 」 と いっ て も 良い 、 心 
洗わ れる 風景 が 続き ます 。 白 山神 社 、 阿 倍 野 清明 の 墓 、 馬 頭 観音 、 数 々 の 
石仏 、 熊 野 神社 、 丸 山 観音 … ど こも 静か に 、 力 強く 、 美 し く 佑 ん で お り 、 
パワ ー ス ポッ ト の 連続 で す 。 そ し て 、 そ の 行き 着く 先 に 八 え る の が 、 御 終 
山 な の で す 。 

高度 消費 社会 が 進展 する 中 、 行 き 先 が 見 えな い 混 池 と し た 世情 を 抱え た 
日 本 は 、 た び 重 な る 地震 や 津波 と いっ た 天災 を 目のあたり に し て 、 生 きる 
こと へ の 不安 を 感じ な い 人 は 皆無 と いっ て いい ほど 不安 定 な 社会 を 迎え て 
いま す 。 そ ん な 時 代 を 生き 抜く た め に 、 誰 も が 「 見 え ざ る 何 か 」 を 求め る 
時 代 に な っ た と も 言え る で し ょ う 。 

そう し た 世情 を 背景 に 、 パ ワー スポ ボッ ト と 呼ば れる 場所 は 、 ど こも 人 で 
溢れ る よう に な り ま し た 。 お 年 寄り だ け で は な く 、 若 い 男 女 の 間 で も 、 癒 
し と 心 の 安らぎ を 求め て 、 次 々 と パワ ー ス ポッ ト に 人 が 集まる よう に な っ 
て いる の で す 。 富 士 山 、 熊 野 、 戸 隠 、 阿 蘇 … ど こも 、 共 通し た 「 何 か 」 が 
感じ られ る 場所 で す 。 

そう し た 日 本 を 代表 する パワ ー ス ポッ ト に 勝る と も 劣ら な い 力 を 秘め た 
場所 が 、 飛 騨 街道 で す 。 こ の 道 は 、 か つて 水 無 神社 の ご 祭神 を 、 木 曽 の 2 
人 の 机 人 「 宗 助 ・ 幸 助 」 が 、 飛 弾 か ら 運 ん で きた 道 で も あり まし た 。 


馬木 曽 の 神社 

水 無 神 社 を は じ め と し て 、 木 曽 町 に 点 在 す る 神社 に つい て 整理 し て み ま 
す 。 ど こも 、 静 か で 素朴 な 味わい の ある 、 独 特 の 美 し さ を 持っ た パワ ー ス 
ポッ ト と 言え る で し ょ う 。 


1 ) 水 無 神社 
【 ご 祭神 】 高 照 姫 命 三 大 巳 貴 命 の 御子 で あり 、 農 耕治 水 の 祖 神 、 衣 
食 住 の 守護 神 
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木曽 ノー ト (6) 人 と 文化 


【 歴 史 】 


飛騨 高山 ルー ツ の 象徴 「 水 無 神 社 」 


【 祭 礼 】 


【 特 長 】 


【 ご 祭神 】 


【 歴 史 】 


白山 神社 例祭 で は 、 古 代 神楽 が 奉納 され る 。 


【 祭 礼 】 


3) 荒神 社 
【 ご 祭神 】 
【 歴 史 】 


2 ) 白山 神社 
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鎮座 、 創 立 の 年 代 は 不明 だ が 、 飛 騨 国 一 の 宮 水 無 (みな 
し ) 神社 の ご 分 霊 を 奉 礼 し た も の と 伝え られ る 。 延 文 2 
年 (1357)、 越 後 守 藤 原 家 有 (木曽 領主 、 木 曽 家 有 ) に 
よっ て 社殿 の 再興 が な され た の を 始め と し て 、 木 曽 氏 代々 
の 守護 神 と し て 木曽 総 鎮守 と 称 され た 御 獄 神 社 と と も に 、 
深く 崇敬 され て きた 。 

現在 の 本 殿 は 明治 4 (1871) 年 に 再建 され た も の 。 拝 殿 
の 内 外 に は 百 枚 余 の 絵馬 が 掲げ られ て お り 、 圧 巻 。 文 化 
財 に すべ き 貴 重 な 日 本 の 宝 で ある 。 

例 大 祭 「 み こし まく り 」 は 7 月 22・23 日 に 行わ れ 、 毎 
年 新調 する 白木 の 神 興 を まく る (ころ が す ) 奇 祭 と し て 、 
市 民 か ら 愛 され て いる 。 飛 騨 の 国 に 戦乱 が あっ た 時 、 木 
曽 福島 か ら 出稼 ぎ に い っ て いた 「 宗 助 と 幸助 」 が 、 一 宮 
の 水 無 神社 (ミナ シ ジ ン ジャ ) の ご 神体 を お 護り する た 
め に 、 神 異 に 移し て 担い で 木曽 に 運ん だ と され て いる 。 
その 際 、 飛 騨 街道 を 通 つ た と いう 

高台 に 鎮座 する 神社 の 風格 は 豪壮 で 上 品 。 木 曽 の 一 宮 と 
し て 相応 し い 、 凛 と し た 美 し さ に 満ち て いる 。 観光 客 は 
是非 拝観 すべ きだ と 思う 。 た だ 、 お 護り な どの 下 付 が な 
いこ と が 残念 。 


菊 理 姫 命 (白山 地 社 ) = 縁結び の 神 

大 己貴 命 三 大 国 主命 の 別名 。 建国 の 神 。 農 業 の 神 。 医 療 
の 神 。 病 を 治す 方 法 、 鳥 獣 。 昆虫 の 害 を 除く 方 法 を 授け 
る 。 ( 少 彦名 命 が 協力 者 ) 

少 彦名 命 ( 御 用 社 ) ニ 酒 造 の 神 。 医 薬 の 神 。 温 泉 の 神 。 
旧 黒 川村 の 鎮守 。 白 山神 社 ・ 御 狼 神 社 二 社 を 一 殿 に 祀り 、 
白山 神社 と 称す る 。 本 殿 、 建 物 細 部 に みごと な 彫刻 が 施 
され て いる 。 社殿 造営 に あたり 、 諏 訪 か ら 立 川 一 門 の 彫 
刻 の 名 手 を 呼び 寄せ て 社殿 造営 に あたっ た と 伝え られ て 
いる 。 

7 月 15 日 (例祭 ) と 10 月 13 日 ( 秋 祭 ) に 祭礼 が 行わ 
れ 、 秋 祭り で は 花火 が 打ち 上 げ ら れる 。 拝殿 の 横 に は 5 
m ほ どの 大 き な 木 製 花火 筒 (大 正 6 年 製 ) が 保存 され て 
いる 。 花火 を 作る の は 「 花 火 講 」 に 入っ た 黒川 集落 の 14、 
15 歳 以上 の 者 だ っ た 。 


素 佐 之 男 命 = 農業 の 神 。 穀物 の 神 。 疫 病 神 。 

新聞 上 田 が 祀っ れ た 荒神 社 。 創 立 は 仁 安 元 年 (1166) と 
いわ れ 、 播 磨 国 の 新 十郎 が 瀧 倉 三宝 大 荒神 を 背負 っ て こ 
の 地 に 祀っ た と 伝え られ て いる 。 
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木曽 町 三岳 に ある 御 獄 神社 。 明 治 維新 まで は 御 獄 山大 座 王 
権現 と 称し て いた が 、 維 新 後 、 御 獲 神 社 と 称す る 。 


木曽 ノー ト (6) 人 と 文化 


4) 手 習 天神 
【 ご 祭神 】 菅原 道真 
【 歴 史 】 木 営 義仲 を 養育 し た 中 原 兼 遠 が 義仲 の 学問 の 神様 と し て 
祀っ た と いわ れ て いる 。 社 殿 の 南 に は 土合 が あり 。 例 祭 
に は 子供 相撲 が 奉納 され る 。 


5) 南宮 神社 
【 ご 祭神 】 金山 彦命 鉱山 の 神 。 金 属 の 神 。 養 礁 の 神 。 
【 歴 史 】 産土 神 と し て 祀 られ て いた 神社 。 美濃 関が原 の 南宮 大 社 
を 分 議 勧 進 し た も の と いわ れ て いる 。 安産 の 祈願 時 に 「 安 
産 守 り の お 石 」 を 拝殿 前 か ら 一 つ 持 ち 帰 り 、 無 事 安産 し 
た 後 の お礼 参 り に 他 の お 石 を 添え て 返す 習わ し が ある 。 


6 ) 御 獲 神 社 (黒沢) 
【 ご 祭神 】 大 己貴 命 三 耕作 豊 杯 の 神 。 子 宝 縁 結び の 神 。 
名 命 三 智 恵 、 才 能 を 授け 、 病 難 を 癒し 、 長 寿 を 護る 


【 歴 史 】 御 獲 山頂 上 奥 社 は 、702 年 に 信濃 国司 ・ 高 根 道 基 が 創建 。 
744 年 、 信 濃 国司 ・ 石 川 朝臣 望 足 が 勅 命 を 奉じ 登山 し 、 
悪 疫 退散 を 祈願 し た 。 宝 亀 5 (774) 年 、 国 司 ・ 石 川 朝臣 
望 足 が 、 疫 病 除 灰 を 祈願 し た と ころ 、 終 息 し た こと か ら 、 
社殿 を 黒沢 村 に 造営 。 延 暦年 間 に は 空海 も 登 拝 し た と い 
う 。 つ いで 925 年 白川 少将 重 頼 登 山 し 神殿 を 再建 。1161 
年 に は 後 白河 上 皇 の 勅使 が 登山 参拝 され た 歴史 を も つ 。 
古来 登 拝 に は 百 日 精 進 潔 斎 の 修行 が 必要 と され て いた が 、 
天明 2 年 (1782 年 ) に 覚 明 行 者 が 黒沢 口 登山 道 を 、 寛 政 
4 年 (1792 年 ) に 普 寛 行者 が 王滝 口 登山 道 を 、 そ れ ぞ 
れ 開 き 、 講 社 を 作り 軽 精進 潔 斎 で の 登 拝 を 奨励 。 一 心 行 
者 、 一 山行 者 も この 跡 を 継い だ 。 そ の 後 、 た くさ ん の 行 
者 が 相 継 いで 、 神 山 と し て 広まり 、 今日 の 御 獄 講社 の 基 
礎 と な っ て いる 。 


馬木 曽 町 の 神々 

上 記 以 外 に も 、 熊 野 神社 で は 、 国 土 創世 の 神 ( 伊 章 責 命 、 大 日 留 女 命 ) 
が 、 八 幡 宮 で は 、 文 教 の 神 (誉田 別 命 ) 、 津 島 神社 に は 、 疫 病 、 厄 難 よ け 、 
医療 の 神 (須佐 之 男 命 ) が 、 そ れ ぞ れ 祀 らし れ て お り 、 い ずれ の 神社 に お い 
て も 、 地 域 の 人 々 に よっ て その 境内 は 常に 美しく 整え られ 、 手 厚く お 護り 
され て いま す 。 

町 中 に 点 在 する 神社 を 巡っ て みる と 、 木 曽 町 が どれ ほど た くさ ん の 神々 
に 護 ら れ て いる か 、 改 め て 実感 され ます 。 農 耕治 水 の 神 、 衣 食 住 の 神 、 農 
業 、 穀 物 の 神 、 鉱 山 、 金 属 の 神 、 養 租 の 神 、 医 薬 、 疫 病 の 神 、 縁 結び の 神 、 
子宝 の 神 、 学 問 の 神 、 山 の 神 。 い ずれ も 、 神 々 と 人 々 と の 密接 な 関わ り が 、 
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今 も 継続 され て いる 証し と 言え る で し ょ う 。 

理由 や 経緯 は と も か く と し て 、 木 曽 の 輝かしい 歴史 や 産業 は 、 こ うし た 
神々 の 存在 と 無縁 で は な い は ず で す 。 で ある な ら ば 、 神 社 を 地域 文化 の 中 
心 的 ステ ー ジ と し て 、 も っ と 活用 すべ き で は な いで し ょ うか 。 昔 の 人 々 の 
暮らし や 思い 、 そ れ ぞ れ に 伝わる 祭り や 神楽 な ど 、 地 域 文 化 と 神社 を 繋げ 
る コン テン ツ が 、 も っ と た くさ ん 企画 で きる よう に 思わ れ ま す 。 

観光 資源 と し て も 、 木 曽 を アピ ビー ル す る コン テン ツ と し て も 、 活 用 で き 
る と こと は まだ まだ 沢山 ある の で す 。 


馬 御 獄 山 と 修験 道 

現在 で も 全国 に 200 万 ~300 万 人 の 信者 を も つと いう 御 獲 信 仰 。 國 學院 
大 學 准 教授 の 中 山 郁 氏 は 、 御 獄 信 仰 の 歴史 と 特徴 を 次 の よう に 説明 し ます 。 
「 長 野 と 岐阜 の 県 境 に そびえ る 標高 3067m の 御 獄 山 は 、 日 本 の 百名 山 の ひ 
と つ 。 御 獄 山 は 、 富 士 山 と な らん で 、 古 代 か ら 山岳 信仰 の 填 山 と され て き 
まし た 。 中 世 ま で の 日 本 の 山岳 宗教 は 、 修 験 者 (山伏 ) と 呼ば れる 人 びと 
に よっ て 担わ れ て きま し た 。 登 拝 が 許さ れる の も 精進 潔 斎 の 修行 を 経た 限 
られ た 者 だ け 。 一 般 庶 民 は 、 壮 大 な 山 を 目 の 前 に 仰ぎ を ながら 、 登 る こと が 
で きま せん で し た 。 

し か し 近世 に 入っ て か ら 、 都 市 や 地域 の 庶民 に よる “ 講 " と 呼ば れる 信仰 
集団 が 結成 され る よう に な り 、 修 験 者 だ け で な く 一 般 人 に よる 集団 登山 が 
盛ん に 行わ れる よう に な り ま し た 。 こ うし た 講 中 登山 が も っ と も 活発 だ っ 
た の が 、 御 獄 山 と 富士 山 で す 。“ 山 は 富士 、 獄 は 御 狂 " と いう 表現 で 知ら れ 
る よう に 、 こ の ふた つ は 近世 か ら 近 代 に か け て 、 日 本 人 が 崇拝 の 対象 と す 
る 聖なる 山 獄 で し た 。 登 山 者 は 登山 を 通じ て 心身 の 浄化 を 目指 し 、 頂 き に 
立つ こと で 山 に 座 す 神仏 と 一 体 化 を 図 ろ うと し て いた の で す 」 

宗教 人 類 学 博士 の 菅原 寿 清 氏 も 、 御 獄 山 は 日 本 の 山 の な か で も 希有 な 山 
で あり 、 木 曽谷 の 人 びと の 拠り 所 で あっ た と 語り ます 。 

「 御 用 信 仰 と そこ か ら 生 まれ た 文化 は 木曽 の 大 き な 財 産 で す 。 木曽 に 暮 
ら す 人 びと は 、 ど こ か で 必ず 御 獄 教 と つなが っ て いる 。 そう し た バッ クボ 
ー ン が 、 木 曽 人 の 正直 さや 人 の 良さ に つなが っ て いる の で す 。 

御 獄 山 は 人 を 育て て くれ る 山 。3000m 級 の 独立 峰 で 、 老 若 男女 登れ る 
登山 道 や 施設 が 整備 され て いる 霊山 は 、 御 狂 の 他 に あり ませ ん 。 私 た ち は 、 
この 山 の こ と を も う 一 度 見 つめ 直し 、 こ の 山 を 中 心 に 木曽 の 魅力 を 伝え て 
いく 必要 が ある と 思い ます 。」 

御 獄 山 を 知る こと は 、 自 然 に 対す る 姿勢 を 知る こと 。 

御 獄 山 は 、 現 代 人 が 忘れ つつ ある 自然 へ の 長 怖 と 敬意 を 思い 起こ させ て 
くれ る 山 で も ある の で す 。 


馬 祈 り と 観光 資源 
木曽 町 は 、 と て も 広域 な 地域 で す 。 従 っ て 、 木 曽 の 資源 も 広域 に 点 在 し 
て いま す 。 広 域 に 点 在 し て いる 資源 を ひと つ に 繋い で 観光 資源 に する こと 
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は 、 実 は 容易 な こと で は あり ませ ん 。 た くさ ん の 観光 資源 を 有 し て いる 人 奈 
良 で さえ も 苦戦 し て いる の が 現状 で す 。 

成功 し て いる と ころ は 、 た だ ひと つ 。 四国 の 「 お 信 路 」 で す 。 

弘法 大 師 が 開い た 札所 を 巡る 巡礼 の 旅 で ある 「 お 遍路 」 は 、 全 長 1.200 
て 1.400km 。 1 日 30km を 歩い て 約 40 て 50 日 間 、 バス で 回 っ て も 15 て 16 
日 は か か る 「 長 旅 」 で す 。 大変 な 負荷 を 必要 と し な が ら 、 年間 20 万 人 も 
の 人 が 訪れ る と いい ます 。 (歩き お 遍路 は 、 そ の うち の 1~2%) 

その 経済 効果 を みる と 、 
・ お 寺 の 納 経 代 : 一 ヶ 寺 20 万 人 X300 円 ( 納 経 代 ) ニ 6,000 万 円 

88 箇所 で 88X6,000 万 円 52 億 8.000 万 円 

・ 宿 泊 代 (バス の 場合 ) ・ 20 万 人 X1 泊 X1 万 円 / 泊 300 億 円 


・ 昼 食 代 (バス の 場合 ) ・20 万 人 X15 日 X1,000 円 三 30 億 円 
・ 歩 き お 衣 路 の 場合 ・2.000 人 X 1 日 1 万 円 X50 日 三 10 億 円 


四国 の お 遍路 は 、 江 戸 時 代 に 大 流行 し た と 言わ れ て いま すか ら 、 実 に 、 
300 年 以上 も 続い て いる こと に な り 、 そ の 経済 効果 は 驚異 的 と 言わ ざる を 
えま せん 。 

し か し 、 お 遍路 が これ ほど まで の 動員 数 を 誇る パッ ケー ジ と な っ た の は 、 
決し て 偶然 の こと で は あり ませ ん 。 仕掛 人 が いた の で す 。 

1678 年 、 大 阪 の 僧 但 ・ 眞 念 が 「 四 国 返礼 道 指 南 」 と いう 一 冊 の 「 旅 行 
ガイ ド 本 」 を 出版 し 、 そ れ が 全国 に 大 流行 し て いっ た の で す 。 眞 念 は 、 そ 
れ ま で 実は あい まい だ っ た 札所 の 数 を 「 八 十 八 力 所 」 に 限定 し 、 さ ら に は 、 
それ ぞ れ に 番号 を 割り 振っ て 、 巡 っ て いく 順番 まで 指定 し まし た 。 

こう し て 、「 お 遍 路 」 は 「 商 品 化 」 さ れ た の で す 。 本 来 は 修行 僧 だ け に 
許さ れ た 神聖 な 「 巡 礼 」 を 、 誰 も が 体験 で きる 「 旅 」 と いう 「 商 品 」 に す 
る た め に 、 ガ イド ブッ ク と いう 「 マ ニュ アル 」 を 作っ た の で す 。 

木曽 町 に は 、 観 光 資 源 と し て 、 た くさ ん の パワ ー ス ポッ ト が 点 在 し て い 
ます 。 し か し 、 そ れ ら が た だ 「 あ る 」 だ け で は 、 多 く の 人 を 集め る こと は 
望め ませ ん 。 御 獲 山 や 神社 な ど は も ちろ ん 、 た くさ ん の 道祖神 や アニ ミズ 
ム 的 な 自然 物 (巨木 や 古木 、 神 聖 な 水 、 地 質 学 的 に 貴重 な 岩 や 地形 な ど ) 
まで 含め て 、 木 曽 の 「 霊 力 」 を わか りや すく 説明 し 、 そ れ ら を 「 点 」 で は 
な く 「 線 」 や 「 面 」 と し て 感じ て も ら え る よう 「 再 編集 」 す る こと が 必要 
に な り ま す 。 

それ は 、「 木 曽 の 魂 」 を 「 物 語 」 と し て 表現 する こと に 他 な り ま せん 。 
こう し た 「 物 語 」 が 伝わっ て は じ め て 、 観 光 客 の マナ ー も 守ら れ 、 地 域 の 
宝 は 「 生 き 続け る 」 こ と が で きる の で す 。 

も ちろ ん 、「 物 語 」 が 金儲け の た め の 単 な る 演出 や PR で あっ て は な り ま 
せん 。 何 より も 、 木 曽 に 住ま う 人 た ちの 精神 的 支柱 で な けれ ば な ら な い の 
で す 。 四国 の お 遍路 で も 、 地 元 の 方 々 に よる 「 お 接待 」 な ど が 重要 な 役割 
を 果たし て いる こと は 忘れ て は な り ま せん 。 

ーー 時 的 な ブー ム に 左右 され ず 、 繰 り 返 し リピ ビー ター を 呼べ る 産業 に 育て 
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る た め に は 、 木 曽 の 歴史 や 精神 を 紡ぐ 「 物 語 」 が 必要 で す 。 ま た 、 そ の 持 
続 的 な 発展 の た め に は 、 お 選 路 の 納 経 に 替わる 「 何 か 」… 地 域 に お 金 を 落 
と す 仕 組み を 作る 事 も 大 切 で す 。 

単なる 施設 や 環境 と いっ た ハー ド を 整備 し た だ け で は 、 観 光 客 に 喜ば れ 
る 資源 = コンテンツ に は な ら な い 時 代 が 来 て いる の で す 。 
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< 木曽 の 人 と 文化 > 


木曽 の 人 間 カ 


所 木曽 の ワカ モノ た ち 

過疎 化 が 進行 する 中 、 あ えて 木曽 に と ど ま ろ うと する 若者 た ちと 、 木 曽 
か ら 出 て いっ て し まっ た 若者 た ち を 分 ける 違い は 何だ ろう か 、 と いう こと 
が 気 に た っ て 、 私 た ち は 若 者 た ち へ の グル ー プ イン タビ ュー を 何 度 か 試み 
て み ま し た 。 

木曽 に 残っ て いる 若者 た ち は 、 実 に 意外 な ほど 、 み な 一 様 に 「 木 曽 が 好 
き 」 と 語り 、 木 曽 へ の 「 愛 郷 心 」 で 満ち て いま し た 。 木 曽 の 自然 を 愛し 、 
木曽 の 祭り を 誇り に 思い 、 木 曽 の 歴史 を 理解 し て いま し た 。 そ し て 、 都 会 
宮 ノ 越 の 「 長 持ち 行列 」 を 楽し お 若 者 た ち 。 に 出 て 行っ て し まっ た 彼ら の 友人 た ち に 対し て も 、「 み な 本 当 は 木曽 に 残 
り た いと 思っ て いる よう に 思う 」 と 語る の で す 。 

どう や ら 木 曽 に 残る か 離れ る か の 分 か れ 目 は 、 木 曽 に 「 仕 事 」 が ある か 
な いか だ け に か か っ て いる よう な の で す 。 今 の 若者 は 、 昔 ほど 、 東 京 や 名 
古屋 と いっ た 都会 に 「 憧 れ て 出 て 行く 」 と いう 感じ で は な い の か も し れ ま 
せん 。 

そう で ある な ら ば 、 木 曽 町 は 、 何 と し て で も 「 雇 用 」 を 創出 し な けれ ば 
な り ま せん 。「 雇 用 が な い の に 残り た い 」 と いう 若者 が 増え れ ば 、 ま すま 
す 「 雇 用 」 機 会 が 少な く な る 、 と いう 悪循環 を 招い て し まう か ら で す 。 

し か し 、 長 引く 不況 の 中 、 か つて の よう に 工場 や 企業 を 誘致 する こと で 
「 雇 用 」 を 創出 する こと は 難し いよ うに 思わ れ ま す 。 そ の た め 、 日 本 の 地 
方 都市 は どこ も 同じ 問題 を 抱え な が ら 、 何 と か 自分 た ち で 「 仕 事 」 を 創り 
出す 方 法 を 模索 し は じ め る よう に な っ て き て いま す 。 

か つて 、 こ の 国 に は 多様 な 仕事 と 働き 方 が あり まし た 。 例 えば 1960 年 
代 の 日 本 は 、60% 以 上 が 自営 業 で し た 。 そ の ほとん ど が 農業 や 林業 従事 者 
で し た が 、 実 に バラ エ テ ィ に 富ん だ お 店 や 家族 企業 も また た くさ ん あっ た 
の で す 。 そ れ が 高度 経済 成長 と と も に 、 大 量 の サラ リー マン 社会 へ と 変化 
し まし た 。 結 果 と し て 自営 業 が 大 幅 に 減少 し 、 日 本 全国 どこ に 行っ て も 同 
じ よ うな スー パー と コン ビニ ば か り に な っ て し まっ た の で す 。 

気がつけ ば 、 誰 も が 誰か の 指示 を 待っ て いる 、 そ ん な サラ リー マン 国家 
と な っ て し まっ て いる よう な 気 さ え し て し まい ます 。 誰 か に 「 仕 事 」 を 与 
えて も ら う の で は な く 、 自 分 た ち で 「 仕 事 」 を 生み 出さ な けれ ば な ら な い 、 
そん な 時 代 を 迎え つつ ある の か も し れ ま せん 。 

そう し た 状況 を 背景 に 、 都 会 で は 今 、「 サ ラリ ー マ ン 」 で は な く 「 起 業 
家 」 を 目指 そう と する 若者 が 、 少 し ずつ 増え て き て いま す 。IT や ゲー ム ・ 
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デザ イン 業界 を 中 心 と する ベン チャ ー ビ ジ ネス が 主流 で す が 、 一 方 で 、 農 
業 や 林業 分 野 へ の 関心 も 高く 、IT 起業 家 で あり な が ら 週 末 は 農家 、 と いっ 
た ライ フス タイ ル に 憧れ る 若者 も 少な く あ り ま せん 。 あ る い は 福祉 や エコ 
な ど と いっ た 社会 貢献 の 分 野 で の 起業 を 目指 す 「 ソ ー シ ャ ルアン トレ プレ 
ナー」 も 見 受け られ る よう に な っ て きま し た 。 働き 方 も ライ フス タイ ル も 、 
これ か ら は も っ と 多様 で フレ キシ ブル な も の に な っ て いく は ず で す 。 

残念 な が ら 、 私 た ち が イ ンタ ビュ ー し た 若者 た ち に は 、「 木 曽 の 豊か な 
地域 資源 を 活用 し て 、 い つか 自分 で 起業 し て みた い 」 と いう 発想 に 立っ て 
考え て いる 人 は ほとん どい ませ ん で し た 。 

も ちろ ん 、 ど ん どん シャ ッ タ ー 街 が 増え て いく 現状 を 前 に し て 、 起 業 を 
促し て も 何 の 説得 力も あり ませ ん 。 ま た 、 苦 労 し て 起業 し て も 、 5 年 以上 
存続 で きる 起業 家 は 、 実 は 半分 に も 満た な い 、 と いう 厳し い 現 実 が ある の 
も 事実 で す 。 

し か し 、 若 者 の 流出 は 、 何 と し て で も 食い 止め られ な けれ ば な り ま せん 。 
その た め に も 、 木 曽 は 、 他 か ら の 「 仕 事 」 を た だ 待つ の で は な く 、 自 ら 「 仕 
事 」 を 生み 出さ な く て は な ら な い 時 期 に 来 て いる の で す 。 

まず は 、 木 曽 の 大 人 た ち が も っ と 「 起 業 家 精 神 」 を 発揮 し な い 限 り 、 若 
者 た ちの 意識 改革 は 難し いで し ょ う 。 そ の 意味 で は 、「 平 成 こたつ 物語 」 
の 時 の よう に 、 バ カモ ノ た ち が 再 び た く さん 現れ て 、 奇 妙 キ テレ ツ な こと 
を ドン ドン や り 進 め な いと 、 は じ ま ら な いな い の か も し れ ま せん 。 


目 木 曽 の バカ モノ た ち / 平成 こたつ 物語 

「 平 成 6 年 (1994 年 ) の 冬 、 木 曽 福島 会 館 に 3.6m 四方 も ある 巨大 な 
こたつ を 9 つ 並 べ 、 み ん な で ワイ ワイ が や が や 、 木 曽 の こと や 未来 の こと 
を 語り 合う イベ ント を 開き まし た 。 た だ ゲー ム を し た り 、 飲 ん で 語り 合っ 
た り し て いた だ け だ っ た よう な 気 も し ます が 、 商 工 会 青年 部 と 町 役場 の 行 
政 マ ン た ち を 中 心 に 、 総 勢 230 余 名 も の 若者 が 一 堂 に 会 し 、 仕 事 や 立場 の 
枠 を 超え て 言い た いこ と を 言い 合っ た の は 、 あ れ が 最初 で 最後 か も し れ ま 
せん 。」 と 、 イ ベン ト 運 営 に 参加 し た 奥村 浩 さん (奥村 建設 社長 ) は 、 当 
時 を 振り 返り ます 。 

「 平 成 こ た つ 物 語 」 と いう ユニ ー ク な ネー ミン グ を 持つ この イベ ント は 、 
誰が 言い 出し た の か 、 本 当 に こたつ を 囲ん で コミ ュ ニ ケー ショ ン を 図 ろ う 
と する 、 何 と も 「 奇 抜 な 」 イ ベン ト だ っ た に 違い あり ませ ん 。 官 民 一 体 と 
な っ て 企画 され た 町 お こし イベ ント と し て は 、 相 当 キ テレ ツ な も の だ っ た 
よう に 思わ れ ま す 。 

実際 、 そ こ で 何 が 行わ れ て 、 ど ん な こと が 話し 合わ れ た の か 、 誰 に 聞い 
て も 「 あ まり 覚え て いな い 」 と いう 答え が 返っ て くる ば か り 。 み な 口 を 揃 
えて 「 あ れ は 楽し か っ た 」 と 言う の で す が 、 資 料 や 記録 が ほとん ど 残 っ て 
いな い の も 奇妙 で す 。 し か し 、 こ の イベ ント を きっ か け に 、「 川 遊び 若衆 」 
や 「 関 所 祭り 」 な ど 、 今 に 続く 町 お こし プロ ジェ クト が 次 々 と 立ち 上 が っ 
て いっ た と ころ を みる と 、 記 録 に 残す こと より も 具体 的 な 活動 に 火 が つい 
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た 、 と いう こと の 証し な の か も し れ ま せん 。 
や っ と 手 に 入れ た 小冊子 を 元 に 、「 平 成 こ た つ 物 語 」 の 概要 を 、 一 度 、 
整理 し て お きた いと 思い ます 。 


平成 こたつ 物語 
【 実 施 日 】 平成 6 年 (1994 年 ) 2 月 27 日 (日 ) 13:00~16:00 
【 会 場 】 木曽 福島 会 館 
【 参 加 者 】 233 人 (うち 、 運 営 スタ ッ フ 95 人 ) 
【 趣 向 】 3.6m 角 の こたつ 9 台 1 台 に つき 24 人 ずつ が 座る 
障子 や 複 の 絵 を 模造 紙 に 描き 、 家 の 中 を 演出 
飲み 放題 ・ 食 べ 放題 
【 次 第 】 1) 委員 長 (うぐいす ) 挨拶 
2) ゲー ム 
(1) さい ころ 自己 紹介 (こたつ 単位 ) 
(2) 山手 線 ゲ ー ム (こたつ 単位 ) 
⑬) 輪ゴム リレー (こたつ 対抗) 
(4) 大 ビン ゴ 
(5) き そ ふ くし ま ウ ルト ラ 天 オク イズ 
3) 寸劇 「 帰 っ て きた 少年 」 
都会 の 暮らし に 疲れ 果て 、U タ ー ン し て 木曽 に 戻っ た 若者 が 、 
ふる さと の 優し さ に 触れ る うち 、 や が て 町 お こし に 目覚 め て 
いく まで を 描い た 寸劇 
4 ) 実行 委員 長 (うぐいす ) むす び の 言葉 
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こう し た 内 容 を 見 る 限り 、 本 当 に 「 た だ こたつ を 囲ん で 、 飲 ん で 遊ん だ 
だ け 」 と 取れ な くも あり ませ ん が 、233 人 も の 人 が 一 堂 に 会 し て 、 実 際 に 
こたつ を 囲ん だ と いう と ころ に 、 と て つも な い パ ワー が 感じ られ ます 。 

また 、 ゲ ー ム の 中 に も 、 木 曽 福 島 を 知る クイ ズ が さり げ な く 紛 れ 込 ん で 
いた り 、 過 疎 化 が 進み つつ ある 町 の 状況 へ の 問題 提議 が 寸劇 (余興 ) と い 
う 形 で 投げ か けら れ て いた り と いっ た 具合 に 、 町 お こし の た め の ワ ー ク シ 
ョ ッ プ と し て 、 し っ か り 機 能 し て いた こと が 伺わ れ ま す 。 

その 準備 に は 半年 以上 も の 歳 月 が 費やさ れ た と いい ます 。500 枚 の ポス 
ター と 4.000 枚 の チラ シ が 配布 され 、 信 濃 毎日 新聞 や SBC テレ ビ の 番組 
で も 取り 上 げ ら れる な ど 、 プ レス を 始め と する 広報 も 実に 用 意 周到 、 戦 略 
的 に 行わ れ て いた こと が わか り ま す 。 

現 ま ち づ く り 株 式 会 社 の 代表 ・ 重 野 信孝 さん は 「 か つて は 御 獄 ブ ー ム や 
スキ ー ブ ー ム な ど で 潤 っ た けれ ども 、 御 狼 講 中 の 人 達 も 高齢 化し て いき 、 
町 の 人 口 も どん どん 減っ て いく 中 、 基 幹事 業 が 入れ 替わる べき 時 を 迎え て 
いる と いう こと を 、 ひ し ひし と 感じ て いま し た 。 平成 こたつ 物語 は 、 そ う 
し た こと を みん な で 考え る キッ カケ に な っ た と 思い ます 。」 と 語り ます 。 
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「 山 村 代官 江戸 出 府 行 列 」 を 再現 し た 行列 が 、 町 中 を 練り 
歩く 「 関 所 まつ り 」。 平 成 9 年 か ら 始 まっ た この イベ ント 
も 、「 平 成 こたつ 物語 」 の メン バー が 中 心 と な っ て 企画 さ 
れ た も の 。 
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アス モグ ルー プ 株 式 会 社 取締 役 統括 本 部 長 の 大 畑 俊 隆 さん は 「 あ の と 
き 町 づく り の ビジ ョ ン を 明確 に で き て いた ら 、 も っ と 変わ れ た か も し れ な 
い 。」 と 振り 返り ます が 、 実 は この 後 、 様 々 な 取り 組み が 生ま れ た の で す 。 
その 後 の 歴 史 を 、 時 系 列 で 追っ て みる と 、 い か に 「 平 成 こたつ 物語 」 が パ 
ワー を 持っ た イベ ント で あっ た か が 、 よ くわ か り ま す 。 


・ 平 成 6(1994) 年 平成 こたつ 物語 
・ 平 成 7(1995) 年 川遊び 若衆 に よる 「 木 曽 の 中 乗り さん 」 ス ター ト 
(木曽 川 の 後 下り や 、 ラ フ テ ィ ング 、 木 遣り 歌 の 継承 な ど ) 
・ 平 成 9(1997) 年 。 木曽 福島 町 合併 30 周年 記念 事業 
(大 テー プ カ ッ ト 、 ジ ャ ズ コ ン サ ー ト 、30 時 間野 球 な ど ) 
PAT (Plan ActionTeam) 結成 
関所 まつ り 、 ス ター ト 
・ 平 成 11(1999) 年 こども みこ し まく り 、 ス ター ト 
・ 平 成 15(2003) 年 タウ ン ウ ォ ッ チン グ な どの ワー クシ ョ ッ プ 開催 
株 式 会 社 ま ち づ く り 木 曽 福島 、 誕 生 
・ 平成 17(2005) 年 街並み 再発 見 「 昭 和 ノ スタ ル ジ ー」 イ ベン ト 
上 の 段 整 備 事業 に より 、「 肥 田 亭 」「 松 島 亭 」 オープン 
4 町 村 合 併 に より 、 木 曽 町 、 誕 生 。 


「 川 遊び 若衆 」 も 「PAT」 も 「 株 式 会 社 ま ち づ く り 木 曽 福島 」 も 、 す べ 
て は 「 平 成 こ た つ 物 語 」 の 実行 委員 会 だ っ た メン バー が 中 心 と な っ て 発足 
し た も の で す 。 そ う 考 える と 、「 平 成 こ た つ 物 語 」 の 果たし た 役割 は と て 
つも な く 大 きか っ た と 言え る で し ょ う 。 4 町 村 に よる 合併 へ と 向かう 力も 、 
こう し た エネ ルギー が 支え て いた か ら こ その よう に 思わ れ て な り ま せん 。 

木曽 町 が 誕生 し て 7 年 目 を 迎え た 現在 、 町 は この まま 過疎 化 の 波 に 呑ま 
れ て いっ て し まう の か 、 そ れ と も 、 合 併 し て 膨らん だ 地域 資源 を 活用 し て 
新た な アイ デン ティ ティ を 確立 で きる の か 、 ま さ に 正念 場 を 迎え て いる よ 
うに 思わ れ ま す 。 

私 た ち ヨ ソン モノ の 目 か ら す る と 、 町 は 大 きく な っ て 人 口 が 増え た 分 だ け 、 
「 平 成 こたつ 物語 」 の 時 の よう な バカ モノ が 影 を 潜め た よう に も 見 受け ら 
れ ま す 。 また 、 総合 コミ ュ ニ ティ セン ター 設立 を めぐ る 議論 な ど を みて も 、 
4 地区 の 思惑 や 方 向 性 に 微妙 な 温度 差 が 感じ られ 、 何 より コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン が 足り て いな いよ うに 感じ られ ます 。 

そう 考え る と 、 木 曽 町 に 今 必要 な の は 、 実 は 、「 平 成 こ た つ 物 語 2.0」 な 
の か も し れ ま せん 。 4 地区 の 人 た ち が 一 堂 に 会 し 、 巨 大 な こたつ を 囲ん で 
夜通し 飲み 明か す 、 そ ん な 「 木 曽 ら し い 」 バ カ げ た 振る 舞い を 通し て 、 バ 
カモ ノ の 数 も 4 倍 に な ら な けれ ば 、 思 い 切 っ た 町 づく り は 進ん で いか な い 
よう に 思え て くる の で す 。 
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日 義 野上 に 残る 「 雀 踊り 」 の ある 民家 。 古 畑 ぎ よさ ん が 、 
た っ た 一 人 で 今 も 大 切 に 住み 続け て いる 。 


木曽 の 麻 織 物 は 、 冬 場 の 長い 農 閑 期 の 女性 の 副業 と し て 栄 
えた 。 特に 、 開 田 の 麻布 は 、 正 倉 院 に 残る 信濃 国 か ら の 献 
上 品 と 同質 の も の と 言わ れ 、 と て も 重宝 され て いた 。 麻 の 
栽培 の 禁止 に よっ て 、 一 時 途絶 え か け た が 、 地 域 の 女性 た 
ちの 尽力 で 、 少 し ずつ 復元 ・ 伝 承 さ れ て いる 。 
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邊 木曽 の 「 女 子 力 」 

木曽 は 、 ど うし て も 「 男 」 の 町 で す 。 木 曽 ヒノ キ も 木 遣 り 歌 も 木曽 節 も 
みこ しま くり も 、 み ん な 「 男 」 の も の で し た 。 木 曽 の 衰退 は 、 日 本 の 「 男 」 
の 衰退 と 関連 し て いる の か も し れ ま せん 。 一 方 、 木 曽 町 の あちこち を 取材 
し て 回 っ て みる と 、 実 に 「 女 性 」 が 元気 な 町 で ある と 感じ られ ます 。 木曽 


| の 女性 た ち は 、 み な 、 と に か く 良 く 働 く の で す 。 


黒川 に 住む 古野 みさ 江 お ば あちゃ ん は 「 戦 争 で 主人 が 出征 し た と き は 大 
変 で し た 。 馬 を 飼っ て いた の で 、 明 け 方 暗い うち に 起き て 、 ま ず 馬 の 餌 に 
な る 牧草 を 刈り に 山 へ 行き ます 。 刈 る の も 大 変 だ けど 、 持 っ て 帰る の も 大 
変 だ っ た 。 そ し て 馬 へ 餌 を あげ て か ら 家 族 の ご 飯 を 作り ます 。 食べる 物 は 
畑 仕事 で まかない まし た か ら 、 本 当 に 大 変 で し た 。 今 は 極楽 で すね 。」 と 
笑顔 で 話し て くれ まし た 。 そ う 笑 いな が ら 、 今 で も 自分 が 食べ る も の は ほ 
と ん ど 自 分 で 手 さ すく りさ れ て いる よう で す 。 

木曽 の 「 女 性 」 た ちの 「 何 で も 手づくり し て 作る 文化 」 は 、 あ ら ゆ る モ 
ノ を 店 で 買う 習慣 し か な い 都市 生活 者 の 目 に は 、 と て も 魅力 的 に 映り ます 。 
行く 先々 で いた だ いた お 菓子 や 漬け 物 な ど 、 ほ と ん ど が この 土地 で 採れ た 
野菜 や 果実 を 材料 に し た 手づくり の も の だ っ た の で す 。 木曽 の 女性 は 、 地 
産地 消 の お 手 本 と 言っ て よい で し ょ う 。 

すん き や 木 曽 馬 と いっ た 、 ヘ ル シ ー タ ウン を 目指 す 木 曽 に は 欠か せな い 
重要 資源 も や 、 そ うし た 木曽 の 女性 た ちの 「 手 間 暇 を 惜しま な い 、 細 や か な 
心遣い 」 が 生ん だ 産物 と 言え る か も し れ ま せん 。 

本 棟 造り の 立派 な 木曽 の 古 民家 に 今 も 大 事 に 住み 続け て お られ る 日 義 の 
古畑 きよ さん 、「 わ すれ な 草 を 守る 会 」 を 通じ て 木曽 らし い ラ イフ スタ イ 
ル を 追及 し て きた 田中 芳江 さん 、 伝 統 ある 開田 の 麻 を 復活 させ よう と 尽力 
され て いる 「 開 田高 原 麻 織 物 研究 会 」 の みな さん 、 木 曽 の 伝統 食 を 守り 続 
け て きた 「 ふ る さと 体験 館 」 の 野口 廣 子 さ ん や 「 み た け グ ル メ 工房 」 の 西 
尾 礼子 ん な ど な ど 、 い ずれ の 女性 た ち も 、 み な 気 負 う こと な く 、 実 に ポ 
ジテ ィ ブ に 毎日 の 「 暮 らし 」 を 楽し し で お られ る の が 印象 的 で し た 。 他 に 
も 、 家 事 を こなし な が ら 仕事 を 持ち 、 土 日 は 畑 仕事 に 精 を 出す スー パー 主 
婦 た ち も 、 木 曽 に は 沢山 お られ る よう で す 。 

北海 道 大 学 の 名 誉 教授 で 、 健 康 保養 地 医 学研 究 所 所 長 の 医学 博士 ・ 阿 岸 
祐 幸先 生 は 、「 町 お こし に 必要 な の は 、 ヨ ソン モノ 、 ワ カモ ノ 、 バ カモ ノ だ 
と よく 言わ れ ま す が 、 実 は 、 女 性 の 力 こ そ が 重要 な の で す 。 町 お こし に 失 
敗 し た 自治 体 の 共通 点 は 、 女 性 を チー ム の 中 心 に 参加 させ て いな いこ と 」 
と 語っ て いま す 。 

特に 、 木 曽 が 今後 進め て いこ うと し て いる ヘル シー タウ ン 構 想 や 、 エ コ 
ツー リズ ム 、 グ リー ン ツ ー リ ズム な ど と いっ た 新しい 産業 は 、 ど れ も メ イ 
ンタ ー ゲ ッ ト は 女性 で す 。 美 容 や 健康 に 気 を つか い 、 身 体 に 良い 食べ 物 や 
温泉 に お 金 を 使う の は 、 圧 倒 的 に 女性 な の で す 。 無 骨 で 荒く ぐれ 者 の 木曽 の 
男 た ち に は 、 と う て い 手 に 負え る も の で は あり ませ ん 。 こ れ ま で ずっ と 男 
た ちの 影 に な り 、 木 曽 の 裏方 を 支え て きた 「 女 子 力 」 が 、「 檜 舞台 」 に 武 
り 出 る 時 代 が 、 い よい よ や っ て きた の か も し れ ま せん 。 
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木曽 ノー ト (7) 最後 に 


く 木 曽 町 の 地域 資源 考 > 


木曽 の 強み か は ナン チャ ラ ホ イ 


木曽 町 は 、 江 戸 時 代 以後 、 文 化 的 に も 経済 的 に も 木曽 谷 の 
中 心地 と し て 賑わっ て きた が 、 近 年 は 、 少 子 高 齢 化 ・ 過 疎 
化 の 進行 が 著しく 、 商店 街 は シャ ッ タ ー 街 と な りつ つ あ る 。 


選 都 市 間 競 争 の 時 代 を 迎え て 

グロ ー バ ル 化 の 進展 に 伴っ て 、 企 業 や 産業 は も ちろ ん の こと 、 都 市 や 町 
と いっ た 地域 単位 で も 、 激 し い 競 争 が 繰り 広げ られ て いま す 。 

日 本 は 既に アジ ア の リー ダー と し て の 絶対 的 優位 を 失い つつ あり 、 世 界 


' 都市 と 讃 われ た 東京 や 大 阪 も 、 今 や 、 北 京 や 上 海 、 香 港 、 ソ ウル 、 シ ン ガ 


ポー ル な ど と の 粒 烈 な 都市 間 競争 を 余儀 な くさ れ て いま す 。 こ の グロ ー バ 
ル な 都市 間 競 争 に 勝利 し よう と する な ら 、 東 京 や 大 阪 と いっ た 大 都市 は 、 
これ まで 以上 に 都市 機能 を 集約 する 必要 に 迫 ら れ 、 さ ら な る 人 口 集中 が 起 
こる こと が 予想 され ます 。 

一 方 、 高 齢 化 社会 と 人 口 減少 と いう 問題 を 抱え る 中 、 大 都市 園 へ の 人 口 
集中 が さら に 進展 し て いく な ら 、 地 方 も 厳し い 地 域 間 競争 に 巻き 込ま れ ざ 
る を 得 な く な り ま す 。 日 本 の 総 人 口 が 減っ て いく 以上 、 ど こ か の 町 が 賑 わ 
えば 、 そ れ は 同時 に 、 他 の どこ か が 衰退 し て いく 、 と いう こと に な っ て し 
まう か ら で す 。 

木曽 町 も 決し て 例外 で は あり ませ ん 。 1970 年 に 18.868 人 だ っ た 人 口 ( 木 
曽 町 に 該当 する 地域 合計 ) は 、2012 年 2 月 時 点 で 12,750 人 に まで 減少 。 
1 万 人 割れ さえ 現実 味 を 帯び る 中 、 福 祉 や 基本 的 イン フラ な どの 行政 サー 
ビス を 維持 し て いこ うと する な ら 、 否 応 な し に 、 地 域 間 競争 に 勝ち 残る こ 
と が 求め られ る の で す 。 


邊 豊富 な 地域 資源 に 恵まれ た 町 

木曽 町 は 、 地 理 的 に は 極め て 不利 な 場所 に 位置 し な が ら 、 そ の 豊富 な 地 
域 資源 の お か げ で 、 こ れ ま で は 比較 的 豊か で 恵まれ た 町 だ っ た と 言え る で 
し ょ う 。 江戸 時 代 の は じ め に 、 国 家 戦 略 と し て 大 規模 開発 され て 以来 、 木 
曽 の 「 商 品 」 は ほとん ど 途 切れ る こと が な か っ た の で す 。 

江戸 初期 に お いて は 「 木 曽 ヒ ノ キ の 天然 林 」 が 慕 大 な 利益 を も た らし ま 
し た 。 そ の 強度 伐採 に よっ て 天然 林 が 枯 当 する 頃 に は 、「 木 僅 街 道 の 要 所 」 
と し て 賑わい を 見 せる よう に な り 、「 木 曽 大 工 」 や 「 八 沢 の 曲げ 物 」 な ど 
と いっ た 「 木 曽 ブ ラン ド 」 が 全国 に 浸透 し て いき まし た 。 

明治 初頭 の 混乱 期 、 町 は 一 時 的 に 困 器 し ます が 、「 木 曽 銀行 」 が 設立 さ 
れ 「 中 央 線 」 が 開通 され る よう に な っ て 、 木 曽谷 の 中 心 商 都 と し て 栄え て 
いき ます 。「 木 曽 馬 市 」 や 「 鳥 屋 場 」 と いっ た 個性 的 な サー ビス 業 も 活況 
を 呈し 、 独 特 の 「 木 曽 ら し さ 」 を 形成 し て いき まし た 。 
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そし て 、 昭 和 の 初め 頃 に 「 御 獄 山 ブー ム 」 が 到来 。 町 は 「 御 獄 教 」 の 信 
者 さん た ち で 溢れ か えっ て いま し た 。 そ の 相乗 効果 も あっ て 、 旅 館 業 や 飲 
食 業 な どの サー ビス 業 は も と より 、 木 工業 ( 八 沢 春 慶 ) や 製薬 業 (百草 丸 ) 
と いっ た 地場 産業 も 発展 し 、「 木 曽 節 」 が 全国 津々 浦 々 まで 知れ 渡る よう 
に まで な っ て いっ た の で す 。 

日 本 中 が 苦し ん だ 戦争 が 終わ る と 、 再 び 林 業 が 時 代 の 花形 産業 と し て 脚 
光 を 浴び る よう に な り ま す 。 荒廃 し た 国土 の 復興 に 、「 木 曽 の 良 材 」 が 大 
量 に 必要 と され た の で す 。 そ れ が 昭和 30 年 代 後半 以後 、 木 材 の 輸入 が 完 
全 自 由 化 さ れ 、 衰 退 の 一 途 を た どり 始め ます 。 

し か し 、 昭 和 40 年 代 の 後半 に 入っ て 、 今 度 は 「 木 曽 路 ブ ー ム 」 が 到来 。 
大 型 観光 バス が 列 を 成 し て や っ て くる よう に な り ま す 。 や が て 、 そ れ も 下 
火 に な り 始 め る と 、 昭 和 60 年 代 に 「 ス キー ブー ム 」 が 到来 。 週 末 の 国道 
19 号線 は 、 若 い カ ッ プ ル や 家族 連れ を 乗せ た 車 で 大 渋滞 し た と いい ます 。 

こう し て みる と 、 木 曽 の 地域 資源 の 豊富 さ に は 、 改 め て 驚か され ます 。 
江戸 か ら 昭和 に 至る まで 、 時 代 の 変化 に 対応 し た 「 商 品 」 が 、 木 曽 に は ほ 
と ん ど 常 に あっ た と いう こと に な る の で すか ら 。 

し か し 、 そ の 成り 行き を つぶ さ に 見 て みる と 、「 御 獄 教 ブー ム 」 や 「 木 
曽 路 ブ ー ム 」「 ス キー ブー ム 」 と いっ た 「 流 行 」 が 、 う まく 「 木 曽 の 外 」 
か ら や っ て きた 、 と いう ふう に 捉え られ な くも あり ませ ん 。 そ れ は 、 ま る 
で 、 肥 地 に 追い 込ま れる た びに 吹い て くる 「 神 風 」 の よう な も の 、 と 言え 
る か も し れ ま せん 。 

そう 考え る と 、 そ も そ も 、 江 戸 幕府 に よる 大 規模 開発 か らし て 、 当 時 の 
住民 か らし て みれ ば 、 ま さ に 「 青 天 の 志 禁 」 の よう で あっ た の か も し れ ま 
せん 。 な に し ろ 、 人 口 が 突然 倍増 近く まで ふく れ あ が る ほど の 国家 プロ ジ 
ェクト だ っ た わけ で すか ら 。 

と の よう に 、 木 曽 は 、 自 分 た ち で こと さら 「 外 」 に アピ ー ル な ど し な く 
て も 、 決 まっ て 「 外 の 誰か 」 が 木曽 の 良さ を 見 い だ し て くれ て いた 、 と い 
うこ と に な り ま す 。 

「 木 曽 ヒノ キ 」 は 秀吉 と 家康 に よっ て 、「 御 狼 教 」 は 覚 明 ・ 普 寛 両行 者 
に よっ て 、「 八 沢 の へ ぎ 目 」 は 東京 の 問屋 に よっ て 、 そ れ ぞ れ 見 い だ さ れ 
た も の で す 。「 木 曽 路 ブ ー ム 」 や 「 ス キー ブー ム 」 も 、 都 市 の メデ ィ ア や 
旅行 代理 店 に よっ て 見 い だ さ れ た も の と 言え る か も し れ ま せん 。 

物理 的 な モノ と し て は 、 木 曽 ヒノ キ も 御 獄 山 も へ ぎ 目 板 も 木曽 路 も 雪山 
も 、 昔 か ら 「 木 曽 の 中 」 に あっ た も の で す 。 し か し 、 そ こ に 意味 を 与え 、 
商品 化 を 果たし て きた の は 、 い つも 決ま っ て 「 外 の 力 」 だ っ た と いう こと 
に な り ま す 。 い ずれ も 「 都 市 生活 者 」 と いう 「 外 部 」 に よっ て 、 木 曽 は そ 
の 都度 発見 され て きた と 言っ て 良い で し ょ う 。 

残念 な が ら 、 外 部 か ら の 「 神 風 」 は 「 ス キー ブー ム 」 を 最後 に 吹か な く 
な っ て し まい まし た 。 識 烈 な 地域 間 競争 に さら され つつ ある 現在 、 外 部 に 
よっ て 次 の 「 商 品 」 が 発見 され る まで 待っ て いて は 、 手 遅れ に な る 危険 性 
すら あり ます 。「 穴 黙 さ 」 が 美徳 と され る 木曽 人 気質 で は あり ます が 、 木 


曽 学 関連 の シン ポジ ウム や 講演 会 は 、 い ずれ も た くさ ん 
の 町 民 が 参加 し 、 盛 況 だ っ た 。 木曽 人 の 学問 好き は 、 山 村 
蘇 門 の 時 代 か ら 受 け 継が れ て きた DNA で も ある 。 
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曽 は 自ら の USP (ユニ ー ク セー ルス ポイ ント ) を 明確 に し た 上 で 、 こ れ 
まで と は 逆 に 、 外 部 の 「 都 市 生活 者 」 に 向かっ て 、 自 ら を 力強く アピ ー ル 
し な けれ ば な ら な い 時 が 来 て いる の で す 。 

その 意味 で 、 木 曽 町 自身 が 主体 的 に 地域 資源 を 考察 し 、 山 間 文 化 が 持つ 
メッ セー ジ を 全国 に 向け て 発信 し よう と する 「 木 曽 学 」 の 取り 組み は 、 と 
て も 有意 義 で 価値 ある も の と 言っ て 良い で し ょ う 。 


馬木 曽 学 の 意味 

も と も と 、 木 曽 は と て も 学問 好き な 土地 柄 で し た 。 四 大 関所 の 一 つと し 
て 、 江 戸 と 上 方 を 結ぶ 重要 拠点 (ハブ ) で も あっ た 木曽 は 、 奥 深い 山間 地 
に あり な が ら 、 文 化 ・ 学 問 と も に 、 と て も 高い 水準 を 保っ て いた と いわ れ 
ます 。 

9 代 木 曽 代 官 ・ 山 村 蘇 門 は 、 学 問 所 「 和 郷 学 善 閉館 」 を 開設 する な ど し て 
学問 振興 に 力 を 注ぎ 、「 主 だ っ た 産業 に 乏しい 山間 地 だ か ら こ そ 、 木 曽谷 
に 暮らす 人 びと に は 学問 が 重要 」 だ と 説き まし た 。 以 後 、 木 曽谷 に は 私 塾 
や 寺子 屋 な ど が 70 以上 も 設け られ 、 武 士 か ら 庶民 階級 に いた る まで 幅広 
く 教育 が 受け られ る 環境 に あり まし た 。 

こう し た 伝統 が 「 木 曽 学 」 に は し っ か り と 受け 継が れ て いま す 。 木曽 学 
関連 の 行事 は 、 ど れ も 盛 況 だ っ た と 聞い て いま す 。 そ の 意味 で は 、 木 曽 学 
の 第 1 段階 し し て 、 ま ず は 、 下 地 作り の ステ ー ジ は 整っ た と 言え る の で は 
な いで し ょ うか が 。 

問題 は 、 そ の 先 で す 。 木曽 学 で 取り 上 げ て 、 整 理 し た り 理 解 し た り し て 
きた 地域 資源 も 、 そ うし た 資源 が た だ 「 あ る 」( も し く は 、 か つて あっ た ) 
と 指折り 数 える だ け で は 、 単 な る 「 お 勉強 」 に 終わ っ て し まい ます 。 

曽 学 で 洗い 出し た 地域 資源 を 「 商 品 化 」 し て 「 産 業 」 に まで 育成 する 
た め に は 、 具 体 的 な 「 行 動 」 が 必要 に な り ま す 。 

その 意味 で は 、 単 な る 「 研 究 」 か ら 「 開 発 ・ 販 売 」 へ と 、 新 た な ステ ー 

ジ へ 移行 し た な けれ ば な ら な い 時 に 来 て いる と 言え る で し ょ う 。 


馬木 曽 の 強み 、 あ る い は 弱み 

これ まで に 開催 され て きた シン ポジ ウム や 講座 な ど を 通し て 、 木 曽 学 で 
取り 上 げ ら れ た テー マ は 、 と て も バラ エ テ ィ に 富ん だ も の と な っ て いま す 。 
それ ら を ざっ と 拾っ て みる だ け で も 、 御 獄 山 、 木 曽 ヒノ キ 、 木 曽 川 、 生 物 
多様 性 、 山 の 文化 史 、 木 骨 義 仲 、 木 曽 路 、 水 無 神 社 と みこ し まく り 、 木 曽 
馬 、 す ん き 、 ソ バ 、 道 祖神 、 木 曽 鈴木 バイ オリ ン 、 開 田 の 麻衣 な ど な ど … 
その 題材 に は 事 欠 き ませ ん 。 む し ろ 、 こ れ で も まだ 列挙 し きれ て いな い ほ 
ど で す 。 木曽 学 で 取り 上 げ る べき テー マ は まだ まだ た くさ ん ある と も 言え 
ます 。 そ れ ほ ど 、 木 曽 は 豊か な 地域 資源 に 恵まれ た 地 な の で す 。 そ れ は 、 
間違い な く 、 木 曽 の 「 強 み 」 で ある と 言っ て 良い で し ょ う 。 

し か し 、 こ れ ら の テー マ を 「 商 品 化 」 し て 、「 都 市 生活 者 」 に アビ ピール 
する と いう 観点 か ら 考え て みる と 、 実 は 、 こ の 地域 資源 の 豊富 さ は 、 あ ま 
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り メ リッ ト と は 言え な く な り ま す 。 特に 、 ブ ラン ディ ング と いう 見 地 か ら 
考え る と 、「 あ れ も あ る 、 こ れ も あ る 」 と いう の は 、 決 し て 望ま し いこ と 
で は あり ませ ん 。 イ メー ジ が 分 散 す れ ば する ほど 、 訴 求 力 が 弱く な っ て し 
まい が ち だ か ら で す 。 

そもそも 、「 人 」 も 「 お 金 」 も 限り ある 資源 で す 。「 あ れ も こ れ も 」 手 を 
出し て も 、 そ れ ぞ れ が 中 途 半 端 な も の に 終わ る よう な ら 、 あ まり 意味 が あ 
り ま せん 。 

日 本 の 消費 者 は 、 世 界 一 厳し いと 言わ れ て いま す 。 本当 に 良い も の だ け 
を 、 自 分 な り に 選択 し た いと 考え る 人 が 多く な っ て き て いる の で す 。 そ こ 
そこ 良い も の が 100 ある 所 より 、 ど こ に も 負け な いも の が 1 つ あ る 方 が 、 
強い の で す 。 そ う 考 える と 、 木 曽 の 地域 資源 の 多 さ は 、「 強 み 」 で は な く 、 
むし ろ 「 弱 み 」 と な っ て し まう の か も し れ ま せん 。 


邊 木曽 の セー ルス ポイ ント を 「 ひ と こと 」 で 言う 

高い 知名 度 と 、 豊 富 な 地域 資源 に 恵まれ な が ら 、「 木 曽 町 」 に は どん な 
魅力 が ある の か 、 実 は 世間 の 人 に は ほとん ど 知 られ て いま せん 。 木曽 町 に 
いま 必要 な も の は 、 そ の 高い 知名 度 に 見 合う だ け の 強い U S P (ユニ ー ク 
セー ルス ポイ ント ) で す 。 誰 も が 木曽 と いう 名 前 は 知っ て いな が ら 、 そ し 
て 何と な く 「 木 曽 は 木 の 国 」 と いう イメ ー ジ を 持ち な が ら 、 木 曽 が どん な 
場所 で 、 都 市 生活 者 に 対し て 何 を 提供 で きる の か 、 実 は 、 ほ と ん ど 伝 わっ 
て いな い の で す 。 

その 状況 を 嘆い て 、「 情 報 発信 が 足り な い 」 と か 「 木 曽 人 は 長 黙 で アピ 
ー ル 下手 だ か ら 」 と いっ た 声 も 聞か れ ま す が 、 そ も そ も 今 の 木曽 町 に は 、 
「 こ れ だ け は 負け な い 」 と いう 絶対 的 な US P を 持っ て いな いよ うに 思わ 
れ て な り ま せん 。 

し か し 、 そ れ は も ちろ ん 、 木 曽 町 に USP が 「 物 理 的 に な い 」 こ と を 意 
味 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 木曽 町 自身 が 「 こ れ だ け は 他 の 町 に 負け 
な い 」 と 考え る USP を 「1 つ に 決め て いな い 」 だ け の こと で す 。 そ し て 、 
「 あ れ も あ る 、 こ れ も あ る 」 と 、 た だ 並べ た て て いる だ け に 終わ っ て いる 
の で す 。 
繰り 返し に な り ま す が 、 木 曽 に は 「 木 」 も 「 水 」 も 「 山 」 も 「 い きも の 」 
も 「 食 べ も の 」 も 「 人 と 文化 」 も 、 山 間 の 田舎 町 と し て の 良さ は 何で も 揃 
っ て いま す 。 し か し 「 何 で も 揃っ て いま す よ 」 と アビ ピール する より 、「 木 
曽 固有 の 魅力 は これ で す 」 と 「 ひ と こと 」 で 力強く 言え た 方 が 良い の で す 。 
その た め に は 、 木 曽 の 地域 資源 を くく れる U SP と は 何 か 、 町 を あげ て 決 
め な けれ ば な り ま せん 。 

私 た ち は 、 こ の 木曽 ノー ト で の 考察 を 通じ て 、「 ひ と こと 」 で 言え る U 
S P と は 何だ ろう か 、 ず っ と 考え て きま し た 。 そ し て 、 と りあ え ず ( 今 の 
と ころ ) た どり 着い た 結論 は 、「 御 獲 山 」 で し た 。 

「 御 獄 山 」 は 、 木 曽 の 地域 資源 で ある 「 木 」「 水 」「 山 」 「 い きも の 」「 食 
べ も の 」「 人 と 文化 」。 そ れ ら を すべ て 内 包 し た 「 宝 の 山 」 で す 。 し か も 、 


木曽 町 の ブラ ン デ ィング に お いて 、 最 も 対 費 用 効果 が 高い 
と 思わ れる の は 、「 木 曽 の 御 狼 山 」 と いう ブラ ンド 資産 を 
最大 限 に 活か すこ と 。 例 えば 、 開 田 で 開発 され よう と し て 
いる 「 保 養 地 療 法 」 も 「 御 獄 セ ラ ピ ー」 と 位置 づけ る こと 
で 、 オ リ ジ ナ リティ あふ れる メッ セー ジ と な る 。 
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その 名 は 「 木 曽 の 御 獄 山 」 と し て 、 抜 群 の 知名 度 を 誇り ます 。 実 際 に は 岐 
皇 県 と 分 け 合 っ て いる 山 で あり な が ら 、 圧 倒 的 に 「 木 曽 の 御 獄 山 」 と し て 
知ら れ て いる の で す 。 

さら に は 木曽 の 中 で も 王滝 村 と 分 け 合 いな が ら 、「 木 曽 の 御 獄 山 」 と し 
て 知ら れ て いる 以上 、 人 々 に は 「 木 曽 町 の 御 獄 山 」 と イメ ー ジ され る で し 
ょ う 。 そ の ブラ ンド 資産 た る や 、 相 当 な も の に な る は ず で す 。 (本 当 は 、 
王滝 村 も 合併 で きた 方 が ブラ ンド 力 は より 「 強 く 」 な る の で す が 、 諸 事情 
で 実現 し な か っ た の が 、 本 当 に 残念 で す 。) 


馬 「 木 曽 の 御 獄 山 」 を 核 に 町 お こし を 考え る 

「 木 曽 の 御 狼 山 」 は 、 木 曽 町 固有 の U S P で す 。 し か も 、 も の すご く パ 
ワー を 秘め た US P と な る は ず で す 。 な ぜ な ら 、「 木 曽 町 に 御 獄 山 が ある 」 
と いう こと は 、 紛 れ も な い 「 事 実 」 だ か ら で す 。 

「 森 林 療 法 」 や 「 ク ナイ プ 」、「 八 沢 漆器 」、「 木 曽 ク ラフ ト 」 と いっ た よ 
うな 、 木 曽 町 に 、 は た し て 今 、 実 体 と し て ある か な いか わか ら な いよ うな 
も の を 列挙 し て 、 個 別に それ ぞ れ アピ ー ル する より よっ ぱど 訴求 力 が ある 
は ず で す 。 

も ちろ ん 、「 ク ナイ プ 」 や 「 木 曽 ク ラフ ト 」 を 商品 開発 する 必要 が な い 
な ど と いっ て いる わけ で は 決し て あり ませ ん 。 

そう で は な く て 、「 ク ナイ プ 」 や 「 木 曽 ク ラフ ト 」 な ど と いっ た 、 ま だ 
確たる 実体 が で き て いな いも の を 「 木 曽 ブ ラン ド 」 と し て 新た に 商品 開発 
する より 、 既 に 認知 され て いる 「 木 曽 の 御 狼 山 」 と いう ブラ ンド 資産 を 活 
か し 、 そ れ を 最大 限 活 用 し た 上 で 商品 開発 を 図る 方 が 、 は る か に 効率 的 だ 
と いう こと が 言い た い の で す 。 

例え ば 、 木 曽 町 が 開田 を 舞台 に 本 気 で 「 保 養 地 療法 」 に 乗り 出 そ う と す 
る と き 、 そ れ を 「 木 曽 式 クナイ プン クア オル ト 」 と 称し て 新た に 開発 する 
より 、「 御 獄 セ ラ ピ ー (Ontake Therapy) 」 と 称す る 方 が 、 は る か に 説得 力 
が あり ます 。「 御 獄 山 が 癒し の 山 で あり 、 パ ワー スポ ッ ト で ある 」 と いう 
こと は 、 も う 既 に 誰 も が 知っ て いる の で す 。 

「 御 狐 セ ラビ ピー」 と 括 ら れ て こそ 、「 森 の 中 の トレ ッ キ ング 」 も 「 木 曽 
馬 」 も 「 す ん き 」 も 「 炭 酸 泉 」 も 、「 健 康 に 良い も の 」 と し て 生き て くる 
は ず で す 。 し か も 「 木 曽 町 」 な ら で は の も の と し て 、 独 自 性 が 出せ る の で 
す 。 特 に 開田 は 、 御 獄 が 最も 間近 に 、 最 も 美しく 見 える 場所 で す 。 ま さ に 

「 木 曽 の 御 獄 セ ラ ピ ー」 の た め の 最 適 の 場所 と 言っ て 良い で し ょ う 。 

そし て 、( 1 ) 「 木 」 の 章 で も 述べ た よう に 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 を 健康 産 
業 と 結び つけ て 定義 むす る こと が で きれ ば 、 弁 当 箱 や 等 な ど が 「 健 康 に 良い 
食器 」 と し て 、「 御 獄 セ ラ ピ ー」 の 重要 な 「 商 品 」 と な り 得 る の で す 。 そ 
の と き 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 は 単に 木曽 で 作ら れ た 木工 品 を 意味 する の で は 
な く 、「 御 獄 セ ラ ピ ー」 の 「 効 果 」 を 有 し た 「 物 語 」 の 一 部 と し て 機能 
る の で す 。 

また 、 か つて 御 獄 教 の 霊 神 碑 で 発展 し た 三岳 の 石工 産業 な ども 、「 御 鐘 


= ー ーー デー ーー ご 
木曽 町 三岳 の 太陽 の 丘 公 \ 園 に 置か れ て いる 黒光 真 石 製 モ ニ 
ュ メ ント 。 三岳 の 石工 職人 た ち に よっ て 、 太 陽 系 を 模 し て 
製作 され た 。 か つて 御 狼 教 の 霊 神 碑 を 作る こと を 主たる 生 
業 と し て きた 石工 産業 も 、 信 者 の 減少 等 の 理由 か ら 、 新 た 
な 商品 開発 を 迫 ら れ て いる 。 
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セラ ピー」 や 「 ス ピリ チュ アル 」 と いう 文脈 の 中 で 捉え 直す こと が で きれ 
ば 、 新 し い 商品 を 持つ こと が で きま す 。 何 と 言っ て も 、 御 狼 黒 光 真 石 ( オ 
ンタ ケ コ ッ コ ウマ イシ ) と いう 音 が 、 と て も スピ リ チ ュ アル な 響き を 持っ 
て いま す 。 お 守り や 数 珠 な ど を 含め 、 新 し い 「 商 品 」 の 可能 性 が 広がり ま 
す 。 さ ら に は 、 既 に 商品 化 さ れ て いる 御 獲 黒光 真 石 製 の 焼 内 プレ ー ト な ど 
も 、 新しい ポ ジ シ ョ ニン グ を 獲得 し や すく な り ま す 。 これ まで は 、 単に 「 遠 
赤外線 効果 が あり 、 肉 の 余計 な 油 を 石 が 吸収 する か ら お いし い 」 と いう 「 機 
能 的 な 」 顧 い 方 し か され て きま せん で し た 。 し か し 、「 御 用 セラ ピー」 と 
いう 文脈 に 置か れる こと で 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 場合 と 同様 に 、「 肉 の 余分 
な 油 が 石 に 吸収 され て 、 健 康 に 良い 」 ヘ ル シ ー な 調理 器具 と な り 、「 御 嫌 
山 の 恵 み 」 と いう 「 物 語 」 が 付加 され る の で す 。 も と も と 、 三 岳 の 石工 産 
業 は 「 御 獲 山 」 あ っ て の も の で す 。 製品 や 産業 単体 で 見 直し を 図る の で は 
な く 、「 御 狼 山 」 の 現代 的 展開 の 中 で 見 直さ れる べき だ と 思わ れ ま す 。 

この よう に 、「 木 曽 の 御 獲 セラ ピー」 は 、 木 曽 町 の さま ざま な 地域 資源 
を ひと つの イメ ー ジ で 紡 げ る 、 強 力 な ブラ ンド と な り ま す 。 (3 ) 「 山 」 の 
章 で 述べ た 「 樹 森 葬 」 や 、(4 ) 「 い きも の 」 の 章 で 示唆 し た 「 環 境 教 育 」 
な どの よう な 新規 開発 と な る 取り 組み も 、 ま る で 遥か 昔 か ら 木 曽 の 「 商 品 」 
で あっ た か の よう に 、 す ん な り 吸 収 で きま す 。「 生 と 死 」 の 問題 こそ 、 長 
い 間 「 御 獲 山 」 が 引き 受け て きた テー マ な の で すか ら 。 

そう いえ ば 、( 5 ) 「 食 べ も の 」 の 章 で も 述べ た と お り 、 木 曽 を 代表 する 
スロ ー フ ー ド ・ す ん きも 、 不 思 議 な とこ と に 、「 御 獲 山 」 周 辺 で し か うま く 
発酵 し な か っ た の で し た 。 そ う 考 える と 、 何 か ら 何 まで 、 ま さ に 「 御 導 山 
あっ て の 木曽 」 な の で す 。 

問題 は 、「 御 獲 山 」 と いう イメ ー ジ が 、 そ の 長い 歴史 と 伝統 の 中 で 少し 
手垢 に まみ れ 、 い ささ か 疲弊 し て し まっ て いる こと 。 今 こ そ 「 御 獲 山 」 は 
時 代 に 即 し た 形 で 再 構築 され 、 バー ジョ ン ア ッ プ され な けれ ば な り ま せん 。 
「 御 獄 山 」 が 持つ 価値 を ー つ 一 つ 再 確認 し な が ら 、「 ス ピリ チュ アル 」 な 
要素 は 保持 し た まま 、「 お どろ お ど し さ 」 だ け を 払拭 し 、「 御 獲 の 物語 」 を 
現代 的 に 再 構築 する の で す 。 

日 本 は 今 、 様 々 な 構造 的 矛盾 を 抱え 、 誰 も が 不安 を 感じ な が ら 生き ざる 
を 得 な い 社 会 と な っ て し まっ て いま す 。2011 年 3 月 11 日 に 起き た 東日本 
大 震 災 と 、 そ れ に 続く 原発 事故 が 、 人 々 の 不安 に より 一 層 の 拍車 を か け ま 
し た 。「 も の か ら こ ころ へ 。」 人 々 が 求め て いる も の は 、 確 実に 変 わっ て き 
て いま す 。 

こう し た 状況 を 背景 に 、「 富 士 山 」 や 「 お 過 路 」 な ど 、 ひ と 時 代 前 な ら 
信心 深い お 年 寄り 以外 に は 敬遠 され が ち だ っ た 「 ス ピリ チュ アル ツア ー」 
が 、 大 変 な 人 気 を 呼ん で いま す 。 苦労 し て 頂上 まで 歩い て 登っ た 「 富 士 山 」 
か ら 見 る ご 来 光 に 、 こ ころ の 底 か ら 感 動 を 覚え る 、 そ ん な 若者 が 増え て き 
て いる の で す 。 

遠く 太古 の 昔 か ら 「 富 士 山 」 と 並び 称 さ れ て きた 霊峰 「 御 獲 山 」 が 、 新 
た な 「 こ ころ の 時 代 」 に 応え られ る だ け の 力 を 持っ た 「 癒 し の 山 」 と し て 、 
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再び 時 代 の 脚光 を 浴び る こと は 、 決 し て 難し いこ と で は な い は ず で す 。 そ 
れ ど ころ か 、「 御 山 」 こ そ 、 ス トレ ス や 不安 に 悩む 現代 人 の 「 魂 の ふる 
さと 」 と し て 、 そ の 力 を フル に 発揮 すべ き 「 山 」 な の で す 。 

その 具体 的 な ター ゲッ ト と し て 、 私 た ち は 名 古屋 を 中 心 と し た 東海 地方 
に 暮らす 人 た ち を 、 ま ず 第 一 に 考え た いと 思い ます 。 

名 古屋 地方 に は 「 御 獄 山 」 に 深い シン パシ ー を 感じ る 人 が た くさ ん いま 
す 。 日 々 の 暮らし に お いて 「 御 獄 山 」 が 実際 に 「 見 える 」 場 所 が 多い こと 
に 起因 する よう で す 。 そ うい えば 、「 御 獄 山 」 を 見 い だ し た 普 寛 行者 も ま 
た 、 名 古屋 出身 の 人 で し た 。 

そし て 、(2)「 水 」 の 章 で も 指摘 し た よう に 、 名 古屋 は 「 木 曽 川 」 の 恵 
み に よ っ て 成り 立っ て いる 地 で も あり ます 。「 流 域 思考 」 と いう 観点 か ら 
見 て も 、 木 曽 が 名 古屋 の 都市 生活 者 の 「 魂 の ふる さと 」 と な れる 可能 性 は 
十分 あり ます 。 木曽 の 山 が 尾張 藩 に よっ て 管理 され て いた 歴史 な ども 考え 
合わ せる と 、「 木 曽 の 御 獄 セラ ピー」 は 、 き っ と 東海 地方 の 人 人 た ちの ここ 
ろ に 響く は ず で す 。 

その た め に は 、 ま ず 他 の 誰 よ り も 、 木 曽 町 の 人 た ち が 「 御 獄 山 」 を 大 切 
に 思い 、 そ の 価値 に つい て 再 認識 する 必要 が あり ます 。 木曽 町 の 人 た ち が 
「 御 狼 山 」 の 「 癒 し の 力 」 を 信じ 、 こ ころ の 底 か ら あ り が た く 思 わな い 限 
り 、 よ その 土地 の 人 が あり が た が る は ず も あり ませ ん 。 

し か し 、 そ うし た 心配 は 札 憂 か も し れ ま せん 。(6) 「 人 と 文化 」 の 章 で 
も 述べ た よう に 、「 見 え ざ る も の を 信じ られ る 力 」 こ そ 、 木 曽 人 の 持つ か 
けが え の な い 美 徳 な の で すか ら 。 


木曽 ノー ト ・ ま と め に か えて 


木曽 の 地域 資源 
木曽 ヒノ キ 水源 の 町 森林 療法 生物 多様 性 豊富 な 食材 唄 
八 沢 春 鹿 木曽 川 温泉 療法 遊び 仕事 地産 地 消 祭り 
木曽 クラ フト 温泉 (炭酸 泉 ) 植物 療法 すん き 祈り 
木質 バイ オマ ス 発電 小 水力 発電 食事 療法 ジビエ 木曽 路 
木曽 馬 セ ラ ピ ー A 木 箇 義仲 
樹木 葬 vy 
4 4 h 4 
4 h 4 


クラ フト ツー リズ ム 較 アク アツ ー リ ズム ヘル ス ツ ー リ ズム エコ ツウ ツーリズム グリ ー ン ツー リズ ム スピ ツー リズ ム 
クリ エイ ター の 町 木曽 川 ・ 流 域 思 考 木曽 式 ク アオ ルト 世界 森林 大 学 構想 スロ ー フ ー ド 木曽 魂 の ふる さと ・ 木 曽 


地域 資源 の 豊富 さ は 木曽 の 「 強 み 」 だ が 、 同 時 に 「 弱 み 」 で も ある 
(人 も お 金 も 限 られ て いる 以上 ) 


「 あ れ も こ れ も 」 で は 、 訴 求 力 が 弱く な る ! 


Ri 


上 記 6 つの テー マ を 全て 内 包 す る 、 一 言 で 表せ る 「 象 徴 」 を 探し て みる と … 


NN フグ 


木曽 の 御 獄 山 
木曽 の 最大 の 地域 資源 は 「 御 獄 山 」 で ある ! 


( 御 交 山 は 「 恵 み 」 の 山 で あり 、「 癒 し 」 の 山 で も あり 、 文 化 の 「 源 」 で も ある 。 し か も 知名 度 も バッ グン !) 
SR 

お どろ お どろ し さ を 払拭 し て 、 新 た な と と ろ の 時 代 に ふさ わし い 「 ス ピリ チュ アル ツー リズ ム 」 を 開発 

「 木 曽 の 御 獄 山 」 を 現代 的 な 視点 で ブラ ン デ ィング し 直し て みる ! 


(その 上 で ) 
クナイ プ な どの よう な 「 借 り 物 」 で は な く 、 木 曽 独自 の 「 商 品 」 を 開発 する ! 


Ontake Therapy 


木 唱 の な ん た け セ ラビ ピー 
(森林 療法 ・ 炭 酸 泉 療法 ・ ア クア セラ ピー・ ハ ー ブ 療 法 ・ ス ン キ 健康 法 ・ 木 曽 馬 セ ラ ピ ー・ 樹 森 葬 ・ 健 康 に 良い 木曽 クラ フト …) 
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く 後 記 > 
木曽 フー ト を 振り 返っ て 


曽 学 を 「 ヨ ソ モ ノ 」 の 目 か ら 「 再 整理 」 す る こと で 、 そ こ か ら 「 浮 か び 上 が る 」 ビ ジ 
ネス に つい て 可能 性 を 探る … そ うい う 目 的 で 始め られ た 「 木 曽 ノ アー ト 」 で し た が 、 そ の 作 
業 を 初め て すぐ 、 そ うし た 思い の 無謀 さ に 思い 知ら され る こと と な り ま し た 。 

豊富 な 地域 資源 に 恵まれ 、 伝 統 あ る 歴史 と 文化 を 有する 木曽 を 、 私 た ちの よう な 「 ヨ ソ 
モノ 」 が そん な に 簡単 に 整理 で きる は ず も な く 、 さ ら に ビジ ネス 化 の 「 タ ネ (シー ド )」 を 
発掘 する と いっ た 大 それ た 課題 に 対し て は 、 私 た ちの 力 不足 だ けが た だ た だ 「 浮 か び 上 が 
る 」 結 果 と な っ て し まい まし た 。 

当初 、 盛 り 込 も うと し て いた 内 容 の うち 、 諸 事情 で 誌面 に 納め きれ な か っ た も の は 少な 
か ら ず あり ます 。 中 に は 、 木 曽 の 今後 の ビジ ネス を 考え る 上 で 重要 な も の と な りえ る よう 
な も の も ある か も し れ ま せん 。 最 後に いく つが 列挙 し て 終わ り た いと 思い ます 。 


馬木 曽 は 「 木 の 教育 」 先 進 地 

木曽 に は 、 長 野 県 林業 大 学校 を は じ め 、 上 松 技 術 専門 校 や 旧 木 曽山 林 高 校 ( 現 木曽 青 峰 
高校 ) な ど 、「 木 」 に 関す る 広範 囲 な 技術 や 知識 を 学べ る 教育 機関 が た くさ ん 存在 し て いま 
す 。 人口 比 で 考え れ ば 、 木 曽 は 「 木 の 教育 」 集 積 地 と 呼ん で 腺 色 あり ませ ん 。 し か し 、 残 
念 な こと に 、 そ うし た 「 若 者 た ち 」 の 大 半 が 、 卒 業 と 同時 に 「 木 曽 」 か ら 出 て いっ て し ま 
う の で す 。 こ うし た 若者 た ちの 一 人 で も 多く が 残る た め に 、 木 曽 に 欠け て いる も の は 何 か 。 
その 考察 を 通じ て 何 か が つか め れ ば 、 木 曽 町 は 「 木 の クリ エイ ター が 集まる 町 」 と いう 形 
で 「 木 曽 ク ラフ ト 」 を 興し て いけ る の で は な いか 、 ぼ ん や り と な が ら 、 そ うい う 思 い が あ 
っ つた の で す 。 そ の た め 、 木 曽 青 峰 高 等 学校 イン テリ ア 科 の 高木 豊明 先生 、 上 松 技術 専門 校 
前 校長 の 三宅 芳美 先生 、 そ し て 上 松 技 専 OB の 「 木 曽 ク ラフ ト 」 作 家 ・ 瀬 尾 誠 氏 ら 各 氏 か ら 
お 話し を 伺い まし た が 、 残 念 な が ら 、 今 回 は 果たせ ませ ん で し た 。 


叶 も う 一 つの 「 木 曽 クラ フト 」 物 語 

本 文 で は 、「 木 曽 ク ラフ ト 」 を 「 八 沢 春 慶 」 と 関連 づけ て 、「 お 弁当 箱 」 な どの 「 ヘ ル シ 
ーー 食器 」 こ そ が 「 木 曽 ク ラフ ト 」 ら し い 製 品 で ある 、 と いう 考察 を 展開 し まし た が 、 実 は 、 
木曽 が 作り 続け て きた 「 も う 一 つ 」 の 木工 品 と し て 、 桶 や 樽 、 湯 船 な どの 「 水 回 り グ ッ ズ 」 
が あり ます 。 考 えて みれ ば 、 檜 風呂 こそ が 、 日 本 人 に と っ て 、 最 も 贅沢 な お 風呂 だ っ た の 
で す 。 株 式 会 社 桶 数 の 伊藤 今朝 雄 氏 や 、 有 限 会 社 田尻 の 田尻 芳樹 氏 か ら 伺 っ た お 話し を 元 
に 、「 健 康 産業 」 と し て の 「 木 曽 ク ラフ ト 」 の 生き る 道 を 、 バ ス ・ ト イレ タリ ー な どの 「 水 
回 り グ ッ ズ 」 に 求め る と いう スト ー リ ー も 、 十 分 展開 で きる よう に 思わ れ ま す 。 


馬木 質 バ イオ マス エネ ルギー の 可能 性 / カラ マツ 問題 に 絡め て 

東日本 大 震 災 に よっ て 原発 事故 が 引き 起こ され て 以来 、 自 然 エ ネル ギー の 開発 と 、 そ の 
自治 に つい て の 必要 性 が 叫ば れる よう に な り ま し た 。 太 陽光 発電 や 風力 発電 が あま り 現 実 
的 で な い 木 曽 に と っ て は 、 木 質 バ イオ マス (ペレ ッ ト 発 電 ) こそ 、「 木 の 国 ・ 木 曽 」 と し て 
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最も 木曽 らし い エ ネル ギー と 言え る か も し れ ま せん 。 実際 、 戦 前 か ら 戦 後 の あ る 時 期 ま で 
は 、 木 曽 は 新 や 木炭 の 一 大 供給 源 と し て 活躍 し て いた の で す 。 戦 後 の 「 拡 大 造林 政策 」 で 
盛ん に 植林 され た カラ マツ が 間伐 も され ず に 荒れ て いく 現状 を 見 る に つれ 、 樹 齢 50 年 の カ 
ラマ ツ を 無理 に 建材 と し て 売る 方 向 を 模索 する より 、 ペ レッ ト 発 電 の 可能 性 を 探る 方 が 賢 
明 な の で は な いか 、 と いう 思い が 大 きか っ た の で す 。 

特に 「 今 は お 荷物 の よう に 考え られ て いる カラ マツ も 、 樹 齢 100 年 まで 待て ば 素晴らし 
い 良 材 に な る 。 問題 な の は 、 間 伐 材 だ け 。 木曽 は 五木 だ なけ で な く 、 カ ラマ ツ を 含め た バラ 
ンス の 良い 混交 林 を 目指 すべ き 」 と いう 元 営 林 署 長 で 現 町 会 議員 副 議 長 で ある 古畑 富 省 さ 
ん の お 話し が 、 と て も 印象 的 で し た 。 な ら ば 、 建 材 利 用 は あと 50 年 我慢 し て 、 間 伐 材 に つ 
いて は エネ ルギー 活用 に 回 す 、 と いう の が 合理 的 で は な いか 、 そ う 思 われ た の で す 。 

木曽 で ペレット と いう と 、 す ぐに ペレ ッ ト ス トー ブ が 連想 され て 、「 木 曽 の 寒さ に ペレ ッ 
トス トー ブ で は 無理 」 と いう 声 が 聞こ えて くる の で す が 、 そ う で は な く て 、 ペ レッ ト を そ 
の まま 電力 化す る 技術 が 、 既 に 欧米 で は 実用 化 さ れ て いま す 。 う まく いけ ば 、 和 石油 や 原子 
力 と いっ た エネ ルギー より 、 格 段 に 環境 リス ク の 低い 、 し か も 「 木 曽 ら し い 」 エ ネル ギー 
源 と な れる は ず な の で す 。 現在 企画 され て いる 総合 コミ ュ ニ ティ セン ター が 実現 する な ら 、 
そこ の 電力 だ け で も 、 中 部 電力 で は な く 町 独自 の 電力 と し て 、 ベ レット 発電 や 小 水力 発電 
な どの 「 木 曽 な ら で は 」 の エネ ルギー 自給 が 果たせ る よう 、 期 待 さ れ て な り ま せん 。 


生日 本 の 原 風景 を 残す 日 義 の ポテ ン シ ャ ル 

木曽 中 を 取材 に 回 っ て いる と 、「 日 義 」 と いう 場所 の 素晴らし さ に 改め て 思い 知ら され る 
こと が 幾度 と な く あ り ま し た 。 

山 が すぐ 眼前 に 迫る 「 谷 底 」 の よう な 福島 か ら 、 日 義 に 移動 し た と き に 不意 に 開け る 明 
る い 光 景 は 、 ま る で 絵画 の よう な 美 し さ 。( 4 ) 「 い きも の 」 の 章 で の 座談 会 で 、 昆 虫 学 者 
の 永井 さん が 発言 され た よう に 、「 日 義 は 古き 良き 日 本 の 原 風景 を 今 に 残 す 」 貴 重 な 場 所 で 
ある よう に 思わ れ ま す 。 

その 際 に も 少し 述べ まし た が 、 宮 ノ 越 宿 の 再 整 備 や 義仲 の 物語 の 再 構築 を 、 エ コツ ー リ 
ズム (環境 教育 ) や グリ ー ン ツー リズ ム ( 食 育 ) と 絡め て 回 遊 性 (物語 性 ) を 持た すこ と 
が で きれ ば 、 日 義 は 「 日 本 人 の 帰る べき ふる さと 」 像 を ベー ス に し た 「 理 想 の 子育て 基地 」 
と な れる の で は な いで し ょ うか が 。 

これ か ら の 日 本 に と っ て 、 最 も 重要 な 国家 的 課題 は 「 経 済 」 で は な く 「 子 育て 」 で す 。 
既に 「 木 曽 駒 森林 公園 」・「 木 曽 銘 オー トキ ャ ンプ 場 」 や 「 木 曽 音 楽 祭 」 な ど を 持つ 日 義 の 
ポテ ン シ ャ ル は 、 と て も 高い よう に 思わ れ ま す 。 


邊 木曽 町 は ひと つ 。 

「 木 曽 ノ アー ト 」 の 取材 を 通じ て 、 私 た ち が 一 番 心配 に 感じ た こと は 、 実 は 、4 つの 地区 
の 微妙 な 「 仲 の 悪さ 」 で し た 。 も ちろ ん 、「 ヨ ソ モ ノ 」 に は わか ら な い 事 情 や 経緯 が ある の 
か も し れ ま せん 。 ま た 、「 ヨ ソ モ ノ 」 に は わか ら な いけ れ ど 、 実 は 、 と て も 「 仲 が 良い 」 の 
か も し れ ま せん 。 い ずれ に せよ 、「 木 曽 町 」 は 1 つの 町 で す 。「 ヨ ソ モ ノ 」 か らし た ら 、 福 
島 も 日 義 も 開田 も 三岳 も 、 ど こも 同じ 「 木 曽 町 」 で し か あり ませ ん 。 

それ は 、 つ まり は 木曽 町 の 「 ア イデ ン テ ィ テ ィ 」 の 問題 で も あり ます 。 各 地区 は も と も 
と 違う 町 村 だ っ た わけ で すか ら 、 そ れ ぞ れ 成 り 立 ちや 特徴 に 差異 が あっ て 当然 で す 。 各 地 
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区 が それ ぞ れ の 個性 や 差異 性 を 活か し な が ら 、 4 つの 地区 が トー タル で 一 つの 「 木 曽 町 」 
と し て 見 える よう アピ ー ル で き な け れ ば な り ま せん 。 

開田 は 「 ヘ ル シ ー タ ウン 基地 」 に 、 三 岳 は 「 新 た な る 御 獲 山 の 拠点 」 に 、 そ し て 日 義 は 
「 の どか な 子育て 基地 」 に 、 そ れ ぞ れ 定 義 し た 上 で 、 そ れ ら を 全て 「 木 曽 の 御 后 セ ラ ピ ー」 
で くく る こと が で きれ ば 、「 日 本 人 の 魂 の ふる さと ・ 木 曽 町 」 が 発信 すべ き メ ッ セ ー ジ は 自 
ず と 浮か び 上 が っ て くる は ず で す 。 

そし て 、 そ の 「 情 報 発信 基地 」 と し て の 役割 を こそ 、 福 島 が 担う べき で し ょ う 。 福 島 は 、 
か つて 中 山道 の 要 所 と し て 、 東 西 文 化 が 行き 交 う 文化 ・ 情 報 拠点 だ っ た 歴史 を 有 し て いま 
す 。 木曽 町 の 要 で ある だ け で な く 、 木 曽谷 の 中 心 と し て 、 木 曽 の 「 価 値 」 を 内 外 に アピ ー 
ル し て いく 役目 が ある の で す 。 

4 つの 地区 が それ ぞ れ の 個性 や 役割 を 発揮 し な が ら 、 互 い が 有 機 的 に 連携 し て 一 つの 町 
に 溶け 合う 時 、 木 曽 町 は 、 御 狂 の 恵み あふ れる 町 と し て 、 限 りな い 力 を 発揮 する に 違い あ 
り ま せん 。 


最後 に た り ま し た が 、 本 「 木 曽 ノ アート 」 は 、 た くさ ん の 方 々 へ 行っ た イン タビ ュー が 基 
本 と な っ て 制作 され て いま す 。 こ こ に 厚く お 礼 を 申し 上 げた いと 思い ます 。 
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く 取 材 に ご 協力 いた だ いた 方 々 > 


「 木 曽 ノ ー ト 」 製 作 に 関し て は 、 以 下 の 方 た ち に ご 協力 いた だ きま し た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


ア 


伊藤 今朝 夫 さん タ 
井上 慎二 さん 

岩井 茂雄 さん 

遺跡 芳郎 さん 

上 田 と め 子 さ ん 

上 洞 意 太 さ ん 

大 橋 健 一 さん 

大 畑 俊 隆 さん 

奥原 秀行 さん 

奥村 浩 さ ん 

開田 高原 ・ 麻 織物 研究 会 の 皆さん 

角屋 岳人 さん 

唐沢 尚之 さん 

唐津 光弘 さん 

春日 正志 さん 

家 高 敏 朝 さ ん 

川合 潤 吾 さん ナ 
唐沢 尚之 さん 

鬼頭 眞由美 さん 

木村 文男 さん 

木村 みか さん 

久米 田 茂吉 さん 

桑原 勉 さ ん ハ 
小林 和夫 さん 

小林 利 典 さん 

小林 登 さん 

小林 利恵 子 さ ん 

彩菜 館 の 皆さん 

斉藤 幸 晴 さん 

澤 頭 修 自 さん マ 
澤口 福久 さん 

重野 信孝 さん 

下 原 伸一 さん 

菅原 寿 清 さん 

瀬尾 誠 さ ん 

鈴木 保 さん 

高木 豊明 さん 

滝 和 人 さん ヤ 
田口 修 さ ん 

武田 史朗 さん 

武居 哲也 さん 


高田 典 和 さん 
竹谷 淳 さ ん 
竹脇 恵美 さん 
竹脇 聡 さ ん 
桶 誠 治さ ん 
田尻 芳樹 さん 
田中 情 さん 
田中 芳江 さん 
児 野 周 代 さ ん 
千村 孝男 さん 
千村 博章 さん 
手塚 喜 市 さん 
手塚 隆 さん 
富 極 均 さん 
登 里 和久 さん 
杉本 力 さ ん 
中 川 剛 さ ん 
中 山 郁 さん 
成田 聖 さん 
西尾 礼子 さん 
野口 廣 子 さん 
野田 いずみ さん 
林 祐 彦 さん 
原 夏希 さん 
樋口 清 さん 
福島 和夫 さん 
古畑 きよ さん 
古畑 富 省 さん 
古野 直人 さん ご 一 家 の 皆 さん 
松井 淳一 さん 
三 上 驚 さ ん 
南 俊三 さん 
三宅 芳美 さん 
宮崎 裕史 さん 
宮崎 昌美 さん 
宮田 正士 さん 
森本 一 美 さ ん 
横井 剛 さ ん 
吉川 正樹 さん 
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ぐ 引 用 文献 ・ 参 考 文献 > 


題名 著者 (出版 社 ) 該当 章 
木曽 福島 町 史 木曽 福島 町 教育 委員 会 1,2,3,4,5,6 
日 義村 誌 日 義村 誌 編 貸 委員 会 1,2,3,4,5,6 
三岳 村 誌 三岳 村 誌 編 さん 委員 会 1,2,3,4,5,6 
開田 村 誌 開田 村 誌 編集 委員 会 1,2,3,4,5,6 
木曽 の 庶民 生活 生駒 勘 七 (図書 刊行 会 ) 1,2,3,4,5,6 
すてき な 田舎 元気 な ふる 里 田中 勝己 (か も が わ 出 版 ) 1,2,3,4,5,6 
木曽 ひのき 林 土 連 研 究 社 12.3.4 
木曽 檜 (日 本 の 原点 シリ ー ズ 「 木 の 文化 」) 新建 新聞 社 13.4 

山 と 木 と 日 本 人 / 森 に 暮らす 木曽 人 の 暮らし 市 川 健夫 (NHK ブッ クス ) 1,2,3,4 
木 の 文化 を さぐる 小原 二郎 (NHK ブッ クス ) 13.4 
木曽 ・ 棋 川村 誌 横川 村 誌 編 穫 委員 会 1 

近世 漆器 の 産業 技術 と 構造 北野 信彦 (雄山 閣 ) 1 

日 本 の 歴史 を 作っ た 森 立松 和平 (筑摩 書房 ) 1 
崖っぷち の 木 地 屋 一 村 地 忠太 郎 の し ご と 松本 直子 (未來 社 ) 1 

大 地 が 語る 信州 の 4 億 年 信州 大 学 (郷土 出版 社 ) 2 

水 惑星 の 旅 椎名 誠 (新潮 選書 ) 2 

環境 を 知る と は どう いう こと か / 流域 思考 の すす め 養老 知司 ・ 岸 由 二 共著 (PHP 新書 ) 2 

温泉 療法 (補完 ・ 代 替 医 療 ) 久保 田 一 雄 ( 金 芳 堂 ) 2.3 
癒さ れ て きれ い に な る お ひと りさ ま 温 泉 石井 宏子 (朝日 新聞 出版 ) 2 

地球 環境 ・ 人 間 生 活 に 関わ る 農業 及び 森林 の 多面 的 な 機能 の 評価 に つい て 日 本 学術 会 3 

21 世紀 を 森林 の 時 代 に 養老 知司 ほか 共著 (北海 道 新聞 社 ) 3 

ヘル ス ・ ツ ー リ ズム の 手引 き 社団 法人 日 本 観光 協会 3 

森林 医学 II/ 環境 と 人 間 の 環境 科学 大 井 玄 ほか 共著 (朝倉 書店 ) 3 

森林 療法 の すす め 上 原 歳 (コモ ンズ ) 3 
山歩き は な ぜ 身 体 に いい の か 柏 澄子 (ヤマ ケイ 山 学 選書 ) 3 

大 菩薩 幅 中 里 介 山 (青空 文庫 ) 3 

馬 の 特性 を 活か し て 障害 の ある 人 々 の 指導 に 挑戦 する 滝 坂 信 一 (「 食 農 と 環境 」 東 京 農 大 出版 会 ) 3 

木曽 の お ん た けさ ん 中 山 邦 ほ か 共著 (岩田 書院 ) 3.4.6,7 
森 の 力 - 育む 、 癒 す 、 地 域 を つく る 浜田 久美 子 (岩波 新書 ) 3.4 

アニ マル セラ ビー (補完 ・ 代 替 医 療 ) 田丸 政夫 ほか 共著 ( 金 芳 堂 ) 3 

樹木 葬 和 尚 の 自然 再生 - 久保 川 イ ー ハ トー ブ 世 界 へ 千坂 げん ぽう ( 地 人 書館 ) 3 

森 と 水 を 守る 自然 葬 / 再生 の 森 を めぐ っ て 葬送 の 自由 を すす め る 会 (社会 評論 社 ) 3 
イギリス 自然 葬 地 と ラン ドス ケー プ 武田 史郎 3 

環境 史 と は 何 か (シリ ー ズ 日 本 列島 の 三 万 五 千 年 【 1】) 湯本 貴 和 編 ( 文 一 総合 出版 ) 4 

山 と 森 の 環境 史 (シリ ー ズ 日 本 列島 の 三 万 五 千年 【5】) 湯本 貴 和 編 ( 文 一 総合 出版 ) 4 

日 本 人 は どの よう に 森 を つく っ て きた の か コン ラッ ド ・ タ ッ ト マ ン (築地 書館 ) 4 

山 を 忘れ た 日 本 人 石川 徹也 ( 彩 流 社 ) 4 

環境 倫理 学 鬼頭 秀一 (東京 大 学 出版 会 ) 4 

ぐる り 御 岳 と っ て お き の 自 然 近藤 紀 巳 (中 日 新聞 社 ) 46, 
知ら れ ざ る 日 本 / 山村 の 語る 歴史 世界 白水 智 (NHK ブッ クス ) 4,5 

御 獄 の 見 える 村 澤 頭 修 自 (実業 之 日 本 社 ) 45 

御 獄 の 風 に 吹か れ て 久山 喜久 夫 (ナカ ニシ ヤ 出 版 ) 4,5 

山 ・ 川 ・ 海 の 遊び 仕事 (現代 農業 2006 年 8 月 増刊 ) 農文協 4,5 

スロ ー フ ー ド の 奇跡 / お いし い 、 き れい 、 た だ し い カル ロ ・ ペ トロ ー ニ (三修社 ) 5 

本 多 勝一 は こん な も の を 食べ て きた 堀田 あき お ・ 堀 田 佳代 ( 七 つ 森 書館 ) 5 

食 の 地方 分 権 (現代 農業 2003 年 5 月 増刊 ) 農文協 5 
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スロ ー フ ー ド な 人 生 ! 島村 奈津 (新潮 社 ) 5 
つく ら ま いか 木曽 の 味 四季 の 会 ふる さと 体験 館 き そ ふ く し ま 5 
木曽 の 机 う た 小野 春夫 (岩崎 書店 ) 6 
修験 と 神道 の あい だ 中 山 邦 (弘文 堂 ) 6 
みん よう 春秋 No.152 特集 木曽 節 田中 博 (民謡 春秋 社 ) 6 
杜 の 仕事 と 木 遣 り 唄 山村 基 毅 ( 品 文 社 ) 6 
生か され て 八 十 年 宮田 正士 6 
みこ し まく り の 考 寮 宮田 正士 6 
木曽 ・ 御 獄 わす れ じ の 道 紀行 田中 博 ( 風 媒 社 ) 6 
日 本 の 神々 と 社 読売 新聞 社 6 
木曽 路 十 一 宿 尾崎 秀樹 ( 通 々 堂 ) 6 
大 洪水 の 記憶 立松 和平 (サン ガ 新 書 ) 6 
木曽 空 ~ 名 月 に 鍼 振 る 人 々 池田 英俊 (東京 図書 出版 会 ) 6 
私 た ち が 調 べた 木曽 の 伝説 曽谷 歴史 文化 研究 文庫 6 
木 と 日 本 人 - 木 の 系 譜 と 生か し 方 上 村 武 (学芸 出版 社 ) 6 
木曽 御 獄 山 案内 記 御 獄 教 滋賀 大 教会 ・ 和 通 御 獄 山 6 
山岳 修験 日 本 山岳 修験 学会 6 
黒川 の 歴史 と 民族 黒川 林野 利用 農業 共同 組合 6 
木曽 福島 町 の 文化 財 め ぐり 木曽 福島 町 教育 委員 会 6 
木曽 要覧 導 澤 書店 6 
黒川 民謡 黒川 五 分 館 6 
浮世 絵 に 描か れ た 人 ・ 馬 ・ 旅 風俗" 東海 道 と 木曽 街道 ^ うま は く ブ ッ ク レ ッ ト 6 
広重 ・ 英 泉 の 木曽 街道 六 拾 九 次 旅 景 人 文 社 6 

曽 街道 六 拾 九 次 集英社 6 
これ が ほん ま の 四国 遍路 大 野 正義 (講談 社 現代 新書 ) 6 
御岳 山 霊 な る 山 の 素顔 信濃 毎日 新聞 社 編集 局 6 

<Staff> 


木曽 ノー ト 製 作 委員 会 
総合 プロ デュ ー ス 株 式 会 社 21 イ ンコ ー ポ レー ショ ン 
村松 理 代 
砂山 純子 
編集 橋詰 敦夫 
本 文 執筆 (文責 ) 橋詰 敷 夫 (1) 木 (2) 水 (3) 山 (4) いき も の (5) 食べ も の 〈6〉 人 と 文化 (7 ) 最後 に 


村松 理 代 (6) 人 と 文化 (7 ) 最後 に 
企画 ・ 取 材 村松 理 代 

砂山 純子 

橋詰 教 夫 

松本 朗 

永田 宙 郷 

小針 か な え 


木曽 ノー ト は 「 平 成 23 年 度 光 事 業 交付 金 」 に よっ て 制作 され まし た 。 
木曽 町 企画 財政 課 
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人 6 AL の hs 


